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祭祀遺構 (2 号土器集積）出土滑石製模造品
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祭祀遺構 (3 号土器集積）出土滑石製模造品



遺構外出土王馬瑞剥片

' 
25住

I 17住

祭祀遺構出土須恵器大甕 出土王類

第 15号住居跡出土遺物ー括 第27号住居跡出土遺物一括

第42号住居跡出土遺物一括 第 16号住居跡出土遺物一括



序

「西毛の未来を拓くハイウエー」を合言葉に、上信越自動車道建設工事が甘楽の

谷を中心に行なわれております。

群馬県内では穏やかな気候風土に恵まれたこの西毛地域は、古くより多くの人々

が居住し、奈良時代のはじめに建郡された多胡郡と、その記念碑でもある多胡碑が

残されてまいりました。

新たに地域社会を発展させる高速道路が通ることで、記録保存を目的とした発掘

調査が行なわれ、古くより開拓されてきたこの地の人々の生活の跡が掘り出されて

きました。

長根羽田倉遺跡は、主として古墳時代から平安時代にかけての人々の集落跡です

が、多胡郡韓級郷との関係や、祭祀に関係する出土遺物も注目されます。

ここに報告書を刊行することで、今後の地域文化解明の一助となることを願いつ

つ、また社会教育・学校教育の分野での活用を期待いたします。

発掘調査・整理作業に携わった一人ひとりの御労苦に感謝すると共に、御協力い

ただいた地域の皆様、関係する諸機関の皆様に厚くお礼申し上げます。

平成 2 年 3 月 20 日

財団法人 群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長清水一郎





例 言

1. 本書は、関越自動車道（上越線）建設工事に伴い事前調査された「長根羽田倉遺跡」の発掘調査報告書

である。

2. 長根羽田倉遺跡は、群馬県多野郡吉井町大字長根字羽田倉、大字神保字宮西・字田ノ入 他に所在する。

3. 本発掘調査は、日本道路公団の委託を受けた群馬県教育委員会が、財団法人 群馬県埋蔵文化財調査事

業団に委託して実施されたものである。

4. 実際の発掘調査にあたっては、財団法人 群馬県埋蔵文化財調査事業団内に上越線地域埋蔵文化財調査

を目的に設置された関越道上越線調査事務所（多野郡吉井町南陽台 3-15- 8 所在）が担当した。

5. 調査期間及び担当者

(1) 発掘調査調査期間 昭和61年5月 27 日～昭和62年10月 13 日

小林敏夫（専門員） 小野和之（主任調査研究員）

谷藤保彦（調査研究員） 鹿沼栄輔（調査研究員）

昭和63年4月 1 日～平成2年3月 31 日整理担当者 鹿沼栄輔

白石保三郎（昭和61~63年度）、邊見長雄（平成元年度）

井上唯雄（昭和61. 62年度）、松本浩一（昭和63. 平成元年度）

大沢秋良（昭和61年度）、田口紀雄（昭和62～平成元年度）

上原啓巳（昭和61~63年度）、神保侑史（平成元年度）

関越道上越線調査事務所長井上信（昭和61~63年度）、高橋一夫（平成元年度）

総括次長 片桐光一（昭和62～平成元年度）

次 長原田恒弘（昭和62年度）、徳江紀（昭和63. 平成元年度）

課 長長谷部達雄（昭和61年度）、鬼形芳夫（昭和63. 平成元年度）

庶務課係長代理黒沢重樹（昭和61~63年度）、宮川初太郎（平成元年度）

主 任国定均（昭和63• 平成元年度）、須田明子

臨時職員 山崎郁夫、神戸市四郎、松井留男、町田康子、本城美樹、後閑玲子、

田中智恵美

6. 報告書作成関係者

編集担当 鹿沼栄輔

本文執筆徳江紀（第 1 章第 1 節）、小林敏夫（第 3 章第 3~5 節分担執筆、第 4 章第 1 節 1 項）、

小野和之（第 3 章第 2 節、第 3 章第 3~5 節分担執筆）、

谷藤保彦（第 3 章第 1 節、第 3 章第 3~5 節分担執筆）、

外山政子（第 4 章第 1 節 5 項）、大江正行（第 4 章第 1 節 3 項）、鹿沼栄輔（上記以外）

遺構写真 小林敏夫、小野和之、谷藤保彦、鹿沼栄輔

遺物写真 佐藤元彦（闘群馬県埋蔵文化財調査事業団技師）

保存処理関邦ー（閲群馬県埋蔵文化財調査事業団技師）、嘱託員 北爪健二

補助員小材浩一

整理補助員 秋元経子、遠藤栄子、金田とも、黒沢汎、小林幸子、堤由美子、

藤野ヒロ子、森 節子、山本秀子、湯浅美枝子

調査担当者

(2) 整 理整理期間

(3) 事 務常務理事

事務局長

管理部長

研究部長



委託関係 航空写真は掬国際航業、青高館に、遺構測量・遺構遺物トレースは昧測設に、大型土

器の実測・トレースは、跨シン航空にそれぞれ依頼した。

プラント・オパール分析は古環境研究所に、炭化材同定は昧パリノ・サーヴェイに、

土器の胎土分析は、群馬県工業試験場にそれぞれ依頼した。

また、石材鑑定は、群馬県地質研究会の飯島静雄氏に依頼した。

7. 墨書土器の鑑定は、国立歴史民俗博物館助教授 平川 南先生に依頼した。

8. 本遺跡の地層については、群馬大学教育学部教授 新井房夫先生にご教授いただいた。

9. 出土遺物のうち、陶磁器類、鉄器類、砥石類の観察は、大江正行氏に、 2 号・ 3 号土器集積出土の須恵

器の肉眼観察は、大江正行、木津博明両氏にそれぞれお願いした。

10. 本書使用の地形医は、国土地理院発行 5 万分の 1 (「高崎」「富岡」）、 2 万 5 千分の 1 (「高崎」「藤岡」

「富岡」「上州吉井」）、藤岡市役所発行 5 万分の 1 、 2 万 5 千分の 1 、吉井町役場発行 1 万分の 1 、 2

千 5 百分の 1 の地形図を編集して使用した。

11.写真図版のうち、巻頭カラーの航空写真は日本道路公団のご厚意で掲載させていただいた。また、図版

編の航空写真 PL. 1 は、国土地理院の許可のもとに、昭和22年に米軍が撮影したものを使用した。

12. 本遺跡の出土遺物・図面・写真類は、群馬県埋蔵文化財調査センターの収蔵庫に保管してある。

13. 報告書作成にあたり、下記の方々にご教授、ご指導いただいた。記して謝す次第である。

（敬称略）

相京健史、石坂茂、井上 太、石井克巳、女屋和志雄、鬼形芳夫、小野和之、大江正行、大木紳一郎、

亀井正道、金子裕之、川口 潤、菊池実、木下正史、木津博明、木村収、小林敏夫、小安和順、

坂井隆、坂ロ一、斎藤利昭、佐藤達雄、椙山林緻、須田茂、須藤浩晴、関口功一、関晴彦、

田口正美、谷藤保彦、滝上松雄、津金沢吉茂、辻本和美、外山政子、徳江紀、内木真琴、中沢悟、

春山秀幸、平｝ II 南、藤巻幸雄、前沢和之、松村和男、右島和夫、茂木由行、弓場紀知、依田治雄、綿貫邦男、

吉井町教育委員会、吉井町農業協同組合

14. 発掘調査従事者

（敬称略）

秋元経子、新井すみ子、安藤庚申、安藤三郎、飯島 栄、今井ミヨ、今井けさ、浦辺保司、浦辺ふさの、

大竹幸子、大塚令子、折茂七郎、折茂すい、加藤秀子、加部恵美子、加部まき江、金田とも、金田あい子、

金田子之吉、柿田久枝、金沢典子、岸今朝義、木村利雄、黒沢章一郎、黒沢フジミ、黒沢千代子、

久保元二、久保ふで、工藤填、酒井とし子、斎藤三郎、斎藤淑江、斎藤栄子、清水直美、芝塚なみ、

白井さ津き、白井信行、神保光明、神保利政、神保和子、神保君江、神保光代、神保京子、須田しげ子、

関口いちゑ、関口伸江、反町陽子、田中和満、田中利雄、田中みつ江、高橋時枝

高橋幸子、滝上幸江、滝上光代、田村ハツ子、田村清江、田村善子、田村せい子、田村芳子、千代延八重子、

辻中愛子、辻中陽子、塚越 進、塚越恵美子、塚越瑠美子、寺尾久吉、富田房三郎、中野しず江、

南雲まさ子、西みよ子、羽切四郎、林 かつ、春山米子、春山ふさ江、春山きく江、福田とみ、藤野ヒロ子、

古館 明、古館繁男、堀越よし、堀越智子、堀越美恵子、真加部鈴枝、松井照子、三浦美津、峯岸百合子、

矢島百合子、箭原慶子、山崎常夫、山口美知子、吉沢富貴子、吉田ふく、吉田 篤



凡例

1.遺構図の方位記号は国家座標の北を表している。座標系は、国家座標第IX系である。

2. 遺構断面実測図、等高線に記した数値は、標高を表す。

3. 遺構実測図の縮尺は次の通りである。

竪穴住居跡掘立柱建物遺構溝土坑 ％。 鼈祭祀遺構 ％。

4. 遺物実測図の縮尺は次の通りである。

土器（甕・壺．甑）、大型砥石 % 

土器（坪・高坪・婉など）、石器類（鏃を除く）、縄文土器、弥生土器、古式土師 ｽ 

鉄器類、滑石石核、紡錘車、古銭 % 

滑石製模造品・チップ、土製品など % 祭祀遺構出土滑石製模造品 % 

その他、若干の変動があるが、基本的に遺物番号脇に縮尺を入れてあるのでそれを参照されたい。

5. 遺物番号は、遺構毎に通し番号とし、実測図、遺構図、観察表、図版番号が共通している。

6. 土器の色調については、農林水産省農林水産技術会議事務局監修財団法人日本色彩研究所色票監

修「新版標準土色帖 1988版』を基準に担当が判断した。

7. 竪穴住居跡実測図内の茶色は、床下土坑を表す。

8. 土器断面のうち、土師器は白ぬき、須恵器は黒ぬりで表現した。

9. 土器中の「→」は、箆削りの方向を示す。

10. 遺構及び遺物図中のスクリーントーンは下記のことを示す。

疇遺構下 D 焼土

• 土器 ■ 砥石（砂岩系） • 砥石（ニッ岳軽石）

• 砥石（流紋岩） • 敲打石 ·~工作台

* 滑石成品 ＊滑石未成品 峯滑石チップ・石核

• 鉄器 〇 土製品

口灰釉部分 ［口］砥石使用面

なお、祭祀遺構出土の遺物については、図中の凡例を参照されたい。

口砥石（片岩系）

卒紡錘車・その他の
玉類



11. 遺構についての主な計測は以下に示した図のように行った。また、柱穴番号は、基本的に竃右下から時

主軸方向

表辺

計回りにP,. P2. P3. P. とした。竃がない場合は図

右上からふった。
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12. 住居跡は古墳時代前期、古墳時代後期、飛鳥・奈良時代、平安時代の順で若い番号順に掲載してある。

このうち、「飛鳥」の示す時期は、古墳時代後期から奈良時代の間の時期である。「飛鳥時代」の定義に

ついては、『国史大辞典j国史大辞典編集委員会編 吉川弘文館 1979によると一般に「飛鳥の地に都が

あった時代をさすが、政権の所在地を時代区分の基準にすることに無理がある」として次の 3 説をあげ

ている。

(1) 推古天皇が飛鳥豊浦宮に即位した崇峻天皇 5 年 (592) から元明天皇が平城京に遷都した和銅 3 年 (710)

までの 1 世紀余り。

(2) 仏教の渡来した 6 世紀中頃（宣化・欽明朝）から平城遷都までの 2 世紀たらず。

(3) 6 世紀中頃から大化元年 (645) の大化改新までの 1 世紀。

また、「飛鳥文化」については、「文化史上、 7 世紀前半の推古朝を中心とする時期の文化をいい、 7 世

紀後半の白鳳文化に先行する。」としている。

群馬県内では、南関東の土器編年で「真間」といわれる時期に画期のある土師器坪が、本遺跡を含めて

各地で出土しているものの、その出土時期については、現在、研究者間でひらきがあり、不確定である。

本報告書では、調査に携わった担当 4 名で検討した結果、古墳時代後期と奈良時代の間に「真間」の坪

が使用された画期があること、その時期の名称に苦慮しながら、政治史上・社会史上及び文化史上の時

期区分を参考にしながら、問題は多いが敢えて「飛鳥」という名称を採用することが決まった。
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抄録

1.遺跡の概要

本遺跡は、群馬県多野郡吉井町大字長根字羽田倉・大字神保字宮西などに所在し、通称「甘楽の谷」を東

流する鏑川の右岸に形成された上位段丘面に位置し、東西 2 つの舌状台地からなる。この地域には、縄文時

代の稲荷山遺跡や古墳時代の神保古墳群・多胡古墳群・安坪古墳群などが存在し、また、古代「多胡郡」の

6 郷のひとつである「韓級郷」の名残とされている辛科神社が、本遺跡の北北東250mの位置に鎮座している。

本遺跡の発掘調査は、昭和61年5月 27 日から昭和62年10月 13 日までの約 1 年 6 カ月の期間を要した。その結

果、古墳時代から平安時代までの集落遺跡であることが判明し、特に古墳時代後期において、滑石製模造品

を使用した祭祀が行われていたこと、 2 区グリッドからは、滑石製馬形を用いた祭祀遺構を検出し得た。

2. 遺構数量

種 別 時 代 数 量 備 考

住 居 跡 古墳時代前期 2 4 世紀前半

住 居 跡 古墳時代後期 62 6 世紀即半～ 7 世紀前半

住 居 跡 飛鳥・奈良時代 24 7 世紀後半～ 8 世紀後半

住 居 跡 平 安 時 代 45 9 世紀前半～11世紀後半

祭 祀 遺 構 古墳時代後期 2 7 世紀即半，土器・滑石製模造品（馬形）・エ作用石類

掘立柱建物遺構 時期不確定 11 

井 戸 跡 平安時代以降 1 

土 坑 縄文時代以降 93 縄文 l 弥生 2 古墳時代以降90

水 田 跡 平安時代以降 2,590m' 浅間 B軽石下

畑 跡 江戸時代後半 3面 浅間A軽石下

溝 跡 時期不確定 18 道路状遺構 2 含む

窯跡状遺構 時期不確定 1 製鉄と関係あるか

ピ ツ 卜 群 時期不確定 3 

3. まとめ

①縄文時代 遺構としては、落とし穴と考えられるもの 1 基確認された。遺物は、表採や他遺構への流れ

込みの形で前期から晩期までの土器片•石器類が多数出土した。

②弥生時代 遺構としては、土坑 2 基である。そのうち、 22号土坑は、人為的に一時に埋め戻された可能

性をもつもので、遺物は、中期の条痕文をもつ土器、石鍬などが出土している。また、表採という形で土

器片が出土しているが、概して遺跡の西側に集中している。

③古墳時代 前期の住居跡は、遺跡の西端の 5 • 6 区で確認された。出土遺物は、樽式の特徴を有するも

のである。後期の住居跡は、特に遺跡の西側の舌状台地に集中する。全体に残りが良く、出土遺物が多い。

その中で、 40％の住居跡から滑石製模造品やチップが出土し、さらに、第76号住居跡からは、 42個の砥石

が出土している。また、東側の舌状台地からは、土器の破片5,000点以上と供伴して滑石製模造品・チップ

および工作用石器類が多数出土し、その中に、滑石製馬形が12点出土したことは注目される。

④飛鳥・奈良、平安時代 遺跡全体に散在する形で確認されている。特に、紡錘車の出土が多く、また、

奈良時代の第122号住居跡では、紡錘車の製作を行っていたことが判明した。平安時代では、 45軒の住居跡

のほかに、遺跡東端より浅間 B軽石で埋もれた谷地水田跡が確認された。

本遺跡周辺は、古代における「多胡郡韓級郷」の比定地とされてきた。今回の発掘調査でそれを直接証

明する遺物は確認できなかったが、多胡郡内と考えられる他の遺跡と比較して前代の祭祀遺物がずば抜け

て多いことが特徴としてあげられる。国分寺中間地域出土の「辛神人口（宿ヵ）子稲麿」と書かれた 9 世紀代

の文字瓦や辛科神社との関係が注目されるところである。





長根羽田倉遺跡





第 1 章調査の概要

第 1 節調査に至る経過

群馬県多野郡吉井町は、県の南西部に位置し、同

町を東流する鏑川右岸に発達した町である。

鏑川は、県西部の長野県境にある荒船山をはじめ

とする諸山系から流れを発し、そのまま東流、下仁

田町・富岡市・甘楽町・吉井町を経て、高崎市南部

で烏川に合流する。この鏑川流域地方は、いわゆる

「甘楽の谷」と呼ばれ、河岸段丘の発達した東西に

のびる平地を形成している。

吉井町は、行政的には多野郡に属し、その多野郡

は明治の初め、当時の多胡郡と緑埜郡を合併して作

られた郡である。多胡郡は、鏑川中下流域を中心と

した地方に当たり、現吉井町は、その多くの地域を

受け継いで現在にきている。

この地域は、縄文～弥生時代にかけての遺跡も多

いが、歴史的には奈良時代初頭、多胡郡建郡の記念

として建立されたとされる『多胡碑』の存在、及び

それと関連して、『続日本紀j和銅 4 年の多胡郡建郡

の記事にかかわる地として全国に知られてきた。

昭和47年、群馬県藤岡市から長野県佐久市までの

高速自動車道の基本計画が策定された（当初、関越

自動車道直江津線、のちに、関越自動車道上越線、

現在は、通称として上信越自動車道となっている）。

以後、計画の進展に伴い、昭和59年度、群馬県教育

委員会は日本道路公団の依頼を受け、路線内の埋蔵

文化財詳細分布調査を実施し、同60年関越自動車道

上越線地域埋蔵文化財発掘調査計画を決定した。

吉井町地域を通過する路線は、鏑川のつくる上位

河岸段丘及びそれに連なる丘陵地・山間地・それら

を横断する小河／ 1|上を東西に走ることとなってお

り、一部の山間地・低地部分を除き、多くが埋蔵文

化財包蔵地であることが調査によって判明した。

この埋蔵文化財包蔵地は、遺物の散布の濃い部

分・淡い部分・散布は見当たらないものの周囲の状

況からあると思われる部分に分かれており、それぞ

れに遺跡の存在を想定する割合を乗じて、遺跡想定

第 1 節調査に至る経過

面積を算出している。その結果、吉井町地域の想定

面積は286,380m' とされた。今回報告する長根羽田倉

遺跡（事業名羽田倉遺跡）の想定面積は、 12,810m'

となった。

昭和61年、群馬県教育委員会から委託を受けた閲

群馬県埋蔵文化財調査事業団は、吉井町南陽台

3-15-8に設置した関越道上越線調査事務所を拠点に

して、矢田遺跡・長根羽田倉遺跡・田篠上平遺跡他

（事業名田篠遺跡）・内匠諏訪前遺跡他（事業名内匠

下高瀬遺跡）の 4 カ所で発掘調査を開始した。 4 遺

跡の選定は、発掘地点を集中させないこと・大きな

遺跡からとりかかることを前提に、用地買収及び公

団の工事工程の関係を考慮し、県文化財保護課・日

本道路公団の協議によるものである。その中の一つ

が長根羽田倉遺跡である。当遺跡は、鏑川上位河岸

段丘面とその南に広がる山地との接点に当たる緩や

かな傾斜地にあり、東西約530m、両端を小河川と小

谷地に区切られている。

長根羽田倉遺跡の調査期間は、想定面積から 10カ

月とされた。しかし、調査の進捗に伴い、遺構分布

の淡いとされた地域から多くの遺構が検出されたこ

と、東側の谷地部分を取り込んだこと（当初、神保

富士塚遺跡）等により、県教育委員会文化財保護課・

日本道路公団と協議をおこない、調査期間を 8 カ月

延長し、昭和62年 9 月までとなった。調査は進捗し、

9月末におおよそ終了し、調査班はそのまま東隣りの

神保富士塚遺跡（事業名 上神保遺跡）へ移動した。

長根羽田倉遺跡の調査終了面積は、 25, 700m' となった。

整理事業は、昭和63年度から吉井町南陽台の上越

線調査事務所で開始され、当遺跡の整理は遺構・遺

物量から 2 年の計画で着手された。事業は順調に推

移し、今回、報告書の刊行となったものである。

1 年 6 カ月の発掘調査・ 2 年間の整理事業を行う

中で、多くの皆様にご協力ご支援をいただいた。こ

こに厚く感謝の意を表します。 （徳江）
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第 1 章 調査の概要

第 2 節 調査の方法と経過

本遺跡の調査対象地は、幅約50~70m、取付道路部

分を含めれば、最大幅120m、長さ約530mを測る面積

約27,500面であり、西に向いて約 5 ゜北によった東西

方向に長いものであった。 この対象地は、地形的に

は、小さい谷地によって分けられる 2 つの舌状台地

が中心をなしていた。発掘調査上の区割りは、対象

地の区画に沿うような形で行うことが効率的と考え

て設定した。すなわち、調査対象地が前述の通り、

東西方向に若干南から北へ傾きながら走っており、

取付道路が南北に長く伸びたところもあり、それら

をすべて網羅するために調査対象地外に調査地原点

をおいた。 この位置は、国家座標のY =-77,600、

X =26,900にあたっている。

6 区とし、

この原点を 1 区OOAOO

として、真西へ100m ごとに 2 区、 3 区、 4 区、 5 区、

また、真南へ100m ごとに B·C というよ

うに、 100m四方の大グリッドを設けた。さらに、大

グリッドの中に東西、南北に 2m四方ごとのグリッ

ドを設け、 2mを 1 単位とし、南北50区画、東西50区

画の計2,500区画を設定した。また、そのグリッドは、

北東コーナーの杭をもって呼称とした。たとえば、

原点より Y軸方向へ10m、 X軸方向へ20mの杭は 1

区05A10であり、その南東にかかるグリッドは、

上越線埋蔵文化財分布調査」

れていた。

ー

区05A10 となる。なお、グリッドの設定、水準点の

移動は、憫測設に委託した。

この地は、本調査に先立ち、分布調査が文化財保

護課により行われ、昭和60年 3 月に「関越自動車道

という報告書が提出さ

それによるとおおざっぱにいってSTA.

136、 STA138~139、すなわち、調査区の 2 区、 4 区
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~5 区にかけて土器片が濃密に散布しているとされ

た。さらに、文化財保護課からこの分布調査の結果

をふまえて遺物の散布状況により A ランク（遺物散

布が濃密で全面調査が必要な部分） •B ランク（遺物

散布が薄く試掘調査をして遺構範囲を確認する必要

がある部分）． C ランク（遺物散布がなく要試掘部

分）・マーク外（遺物散布がなく遺跡がないとされる

部分）の 4 段階に分けられた資料が提示された。そ

れによると 4 区～ 5 区東半部分は、 A ランク、 2 区

は、 B ランク、 1 区と 3 区は、 C ランク、 5 区西半

部分～ 6 区は、マーク外とされていた。そこで担当

者 3 人で協議の結果、発掘調査は、現場事務所から

最も遠く、しかも、遺構が密集して確認されるであ

ろう東西 2 つある舌状台地の西側、 5 区・ 4 区から

始め、徐々に東へ向かうこととなり、調査用具や現

地調査を手伝っていただく地元の人たちの手配が

整った昭和61年 5 月 27 日より開始された。

調査は、まず、地表面に出土している遺物を採集

した後、 3 カ所に 2m四方の試掘トレンチをいれて、

土層の状況を確認した。その結果、調査前の対象地

全域が桑畑を中心とした畑地部分であり、現地表面

より 30~60cmの深さで耕作土 (I 層）が認められる

ことから、これをユンボ（バックホー）で全面除去

することとなった。その後、引き続き、遺構確認作

業を行った結果、古墳時代から平安時代までの遺構

が南側を中心にほぼ全域に確認された。

5 区東半部分の調査をしていく中で、 5 区西半部

分～ 6 区のマーク外の部分まで遺構の広がりが予想

されるようになった。そこで、道路公団・文化財保

護課・調査担当者の三者会談の結果、 20％の試掘卜

レンチを入れ、遺構の有無及び広がりの範囲を確認

したうえで協議して決めて行くこととなった。それ

をうけて、 10月 29 日に 5 区西半分～ 6 区に 2m幅で

7 本の試掘トレンチを入れたところ、住居跡 7 軒、

住居跡らしきもの 6 軒が全体に広がっていることが

確認され、 11月 4 日に行われた三者会談の結果、全

面調査することが決定された。また、 1 区～ 3 区の

遺構範囲確認は、 11月 11 日より 24 日までの間、 3 区・

第 2 節調査の方法と経過

2 区・ 1 区の順で行われた。そして、 25 日に三者会

談を行い、 3 区は、中央の水路部分を除く部分を、

2 区は全面調査をそれぞれすること、 1 区は、水田

の可能性があるが不明なのでさらなる精査をするこ

とが確認された。

その後、 12月 9 日に群馬大学の新井教授にお越し

いただき、遺跡全体の土層を観察していただいた。

その観察結果から 1 区は間違いなく水田であること

が判明し、水路部分を除き全面調査の必要の旨を道

路公団・文化財保護課へ連絡をし、了承された。こ

れにより、本遺跡は、 1 区と 3 区の水路部分を除き、

他の部分を全面調査することとなった。その対象面

積は、 25, 700m' という広大なものとなった。

調査は、古墳～平安時代の遺構の調査が終了した

時点で先土器時代の試掘調査を行うという手順で 5

区東半部分•4 区•5 区西半部分の順に進捗して行っ

た。

1 月に入って調査は、厳冬期を迎え、調査地付近

は、常時「浅間おろし」の強風が吹きすさび、砂塵

や小石を巻き上げ、調査を中断せざるを得ない事が

しばしばあった。また、朝夕の冷え込みも厳しく、

地面の凍結が毎日のようにあり、調査の進行は著し

く低下した。そんな中、昭和62年 3 月 7 • 8 日の両

日、 1 年間の成果を県民一般に公開し、埋蔵文化財

について理解してもらうという目的で、現地説明会

を催した。初日の午後から降雪するという悪条件の

中、 700人を越す人々が訪れ、担当の説明に耳を傾け

てくれた。昭和61年度の調査は、 3 月 27 日をもって

終了した。調査面積は、 16,lOOm'に達し、古墳～平

安時代までの住居跡89軒、掘立柱建物遺構11棟、溝

8 条、平安時代の水田跡等の遺構を検出することが

できた。

昭和62年度の調査は、昭和62年 4 月 15 日より開始

された。その主体は、 2 区・ 3 区であった。昨年度

の試掘により、全面調査を行うことになった部分で

あり、ユンボによる表土掘削は、すでに前年度に済

んでおり、遺構確認作業から入って行った。その結

果、薄い部分はあるものの全体に遺構が確認された。
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ただ、西側の舌状台地に比べ、東側の 2 区・ 3 区は、

耕作土が浅く、遺構の残りは、西側よりは悪かった。

これらのことから、この部分の調査は、 10月終了を

目標に行うこと、 10月以降は、東隣の上神保遺跡（神

保富士塚遺跡）の調査を行うことが、道路公団・県

文化財保護課と事業団の協議で決まった。また、上

神保遺跡の調査に先立ち、 B ランクゆえの遺構確認

のための試掘調査を行ってほしいとの要請があり、

6 月 2 日～ 8 月 11 日までの 2 カ月以上も担当 1 人が

それに常駐し、 8 月 12 日に上越線調査事務所におい

て、遺跡範囲限定協議がもたれた。

調査の方は、先年度と同様に、古墳～平安時代の

遺構の調査終了後、先土器時代の試掘トレンチを入

れるという手順で行われ、調査面積9,600面におよ

び、住居跡47軒、溝10条、土坑47基、江戸期の畑跡

3 面、祭祀遺構 2 カ所等が検出された。 10月 13 日に

は本遺跡に関するすべての調査を終了し、 10月 14 日、

道路公団に引き渡した。 （鹿沼）

第 3 節調査日誌抄

昭和61年度発堀調査 昭和61年 5 月 27 日～62年 3 月 27 日

5. 27 調査区内の遺物表面採集。事務所予定地の整備。

5. 28 調査区 4 区・ 5 区に土層確認のため、試掘を入れ

る。 (~29) 事務所プレハブ工事着工・完成。

5. 29 本日より作業員の人たちが調査に参加。 (32名） 0.4

のユンボによる耕作土除去作業開始。

5. 30 周辺から出土している遺物の調査。（滝上松雄氏

宅）

5. 31 ジョレンによる 5 区の遺構確認作業開始。以後、

6. 14 まで 5 区・ 4 区・ 3 区の順に遺構確認作業継続。

6. 2 5 区で平安時代の住居跡 2 軒確認。

6. 3 古墳時代後期（鬼高期）の住居跡 1 軒確認。

6. 4 本日より 0.7のユンボも稼働させる。計 2 台。

6. 5 4 区で遺構確認作業の結果、 5 軒の竪穴住居跡確

認。

6. 7 3 区の遺構確認作業。住居跡 3 軒確認。男性の作

業員の人たちに桑根の取り除きをしてもらう。

6. 10 5 区で確認された遺構の分布概念図を平板測量で

採り始める。

6. 12 5 区に検出された 1 号住居跡の発掘開始。

6. 16 5 区に検出された 2~4 号住居跡も発掘開始。

6. 19 5 号住居跡と 1 号土坑が重複。土坑の方が古い。

4 号住居跡のセクション写真・実測終了。

6. 24 この頃、住居跡の調査と平行して 4 区の遺構確認

4 区C 遺構確認作業

作業も行う。また、降雨のため、調査がなかなかはかどら

ない。室内作業で遺物の洗浄・注記を行う。

6. 26 課長が来訪。避雷針の件で打ち合わせ。この付近

は、地形の影響で雷の通り道となっており、上位段丘面上

にあるため、よく落雷するとのこと。辛科神社の森にも落

雷したことがあるらしい。 7 月 8 日、避雷針を事務所北側

に設置。

6. 28 これまでの調査内容の整理とまとめをする。また、

今後の調査の方法について検討する。

7. 1 1 号住居跡のベルトをはずし、住居全体を精査。

7. 2 1 号住居跡の遺物出土状態を写真撮影。「遣り方」

による平面図作成開始。 2 号・ 3 号住居跡も精査。写真撮

影。

7. 3 県文化財保護課課長以下 6 名来訪。

7. 8 1 号溝調査開始。 5 区の北端を東から西へ長く伸

びている。

7. 9 7 号・ 8 号・ 9 号住居跡発掘開始。土坑は、 8 号

まで調査。

7. 18 8 号住居跡と 10号住居跡が重複。 8 号が10号を

切って作られていることがセクションから判明。午後、測

設来訪し、杭打ちをする。

7. 23 1 号溝、 2~8 号土坑の平面実測終了。 2 号溝の

確認精査。北東方向へ伸びており、 1 号溝と重複か。

7. 28 11 • 12号住居跡発掘開始。 12号から完形に近い土

器がごっそり出土した。

8. 8 4 区 C の遺構確認作業の結果、 13 • 14 • 15 • 16号

住居跡確認。発掘開始。 2 号溝の写真撮影。

8. 11 12号住居跡の南東方向に 17号住居跡を確認。

8. 13 道路公団・県文化財保護課・事務所長現地視察。
協議内容は以下のとおり。

① 5 区西方のマーク外区域の取り扱いについて、基本的に

はトレンチによって遺構の範囲を確認したうえで調査をす

ること。時期は未定。ただ、この部分に未買収区域がある

とのこと。

② 5 区のローム掘削（壺掘り）により先土器時代調査をす

ること。

③住居跡50軒を晩秋までに終了させること。

④羽田倉遺跡以東を急いで調査してもらいたいとの公団か
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らの要望。

18号住居跡発掘開始。

8. 18 高崎第 7 中学校郷土クラブの生徒 6 名・先生 1 名

1 日体験学習。 19号住居跡の発掘をしてもらう。

8. 20 17 • 20号住居跡発掘開始。 4 区・ 5 区の部分、航

空写真撮影のための清掃。その清掃部分をローリングタ

ワー上から撮影。

8. 23 AM 11:00～空撮。（委託先青高館航空写哀）

8. 25 21~25号住居跡確認。発掘開始。

8. 29 27 • 28号住居跡発掘開始。 2 号住居跡の床下調査

の際に床面が検出され、また、そこから石製帯金具（蛇尾）

が出土。住居跡として確認され、 29号と命名。この時点で

土坑は16号まで調査されている。

9. 2~9. 4 台風15号のため、作業できず。被害は無

し。

9. 5 30~33号住居跡発掘開始。

9. 9 1 • 2 号掘立柱建物遺構を 4 区 C に検出。

9. 12 37 • 38号住居跡発掘開始。

9. 18 39 • 40 • 41 • 42 • 43 • 44号住居跡発掘開始。
9. 22 5 区・ 4 区の等高線平板実測。

9. 24 5 区の先土器時代の試掘調査開始。

9. 25 23号住居跡の床下にもう 1 軒住居があることが判

明。 45号住居跡と命名。 46~48号住居跡発掘開始。 4 • 5 

区のピット群の平板実測。

9. 30 先土器時代の試掘調査の方法について、研究部長

より指示。上越線路線内の要試掘区域 (C ランク）の方法

を適応するとのこと。遺構の有無の判断は現場サイドで行

うこと。

10. 3 35号と 49号住居跡との重複関係は、 35号の方が新

しいことが判明。

10. 6 4 • 5 区の先土器時代の試掘 (2mX 2m) 、今ま

でに合計18カ所。

10. 13 先土器時代の試掘調査終了。結局、遺物は確認で

きなかった。

10. 15 50号住居跡発掘開始。 5 区の先土器時代の試掘埋

めもどし。

10. 16 3 区 C の遺構確認精査。数棟の掘立柱建物遺構を

検出。 5 区の土砂うって返し。いままで土砂の下であった

部分の表土除去作業。

10. 23 1 • 2 区の桑根を抜根。
10. 27 マーク外の 5 区西半部分• 6 区のトレンチ設定。

2 36号住居跡掘りかた調査

10. 28 2 区 B·C にトレンチ設定。

10. 29 5 区西半部分• 6 区の試掘開始。本日終了。住居

跡 7 軒、住居跡らしきもの 6 軒確認。試掘の件、所長・県

文化財保護課に連絡。 54号住居跡発掘開始。 3 区のトレン

チ設定。 2 • 3 区、 5 区西半部分• 6 区の試掘区写真撮影。

11. 4 5 区西半部分• 6 区の試掘結果について道路公

団・県文化財保護課・事務所長・担当で検討。その結果、

全面発掘調査をすべきであるとの意見で合意。

11. 5 55~57号住居跡発掘開始。 3 区 B·C遺構確認作

業。 5 区西部半分• 6 区の耕作土除去作業開始。

11. 6 53号住居跡発掘開始。

11. 10 6 • 52 • 58~60号住居跡発掘開始。
11. 11 3 区 B·C の要試掘区域 (C ランク）のユンボに

よるトレンチ掘り。 2 カ所に焼土が確認される。

11. 12 5 区・ 6 区の遺構確認作業。 3 区の試掘トレンチ

継続。

11. 13 3 区・ 2 区西半分の試掘トレンチ終了。

11. 14 5 区• 6 区の遺構確認作業で住居跡を 11軒、ピッ

ト・土坑多数検出。 1 • 2 区試掘トレンチ掘り。
11. 17 0 • 1 区試掘トレンチ掘り。 2 • 3 区試掘トレン
チ精査。

11. 18 0 • 1 区（水田部分）試掘トレンチ掘削終了。

11. 19 1~3 区の試掘トレンチ精査。 53号住居跡発掘途

中で炭化材多数出土。焼失家屋の可能性がある。

11. 20 61 • 62号住居跡発掘開始。

11. 22 72 • 73号住居跡発掘開始。
11. 25 63号住居跡発掘開始。 1~3 区の試掘区域につい

て道路公団・県文化財保護課・事務所長・担当で協議。そ

の結果、 1 区・ 3 区の水路部分を除いてほぽ全面調査の必

要があるとの合意に達した。ただ、 1 区の水田部分につい

ては、さらなる精査が必要。

11. 26 64 • 65号住居跡発掘開始。 1 区北側のトレンチの

排水作業。

11. 27 1区試掘トレンチ精査 (~28) 。 74 • 75 • 76号住居
跡発掘開始。

11. 28 77 • 78号住居跡発掘開始。
12. 3 80号住居跡発掘開始。

12. 9 群馬大学の新井教授に遺跡全体にわたって、地質

の観察をしていただく。その観察の結果、 1 区の水田部分

は、 B軽石降下時に間違いなく水田として耕作されていた

ことが判明した。

12. 19 81 • 82号住居跡発掘開始。
12. 23 4 • 5 区航空写真撮影のため、清掃作業。 2 区耕

作土除去作業。

12. 24 遺跡地全体の清掃作業の後、昼頃、航空写真撮影。

（委託先国際航業）

12. 25 年末・年始休業のための遺構シートかぶせ。

12. 26~1. 5 年末・年始休業。

1. 6 本日から発掘作業再開。前日からの降雪のため、

遺跡全体を雪掻きする。

1. 8 1区水田部分の表土掘削。0.7のユンボ 2 台で行う。

1. 10 2 区耕作土掘削。 0.7のユンボ 2 台 (~16 日）。 82·

83号住居跡平面プランを確認した後、発掘開始。

1. 23 4 区のピット群の検出作業開始。

1. 27 4 区のピット群セクション実測。
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1. 28 4 区の 3 号道路東部分のピット群検出作業開始。

1. 29 79号住居跡発掘開始。

1. 30 ピット群セクション注記すべて終了。割付平面図

作成開始。

2. 3 前日夕方から朝まで降り続いた雪のため、除雪作

業。

2. 5 84 • 85号住居跡発掘開始。

2. 13 町道 3 号道路部分の切り回しのため、掘削開始。

87号住居跡発掘開始。 10号掘立柱建物遺構写真撮影。31~34

号土坑写真撮影。

2. 16 3 号道路下の遺構確認作業開始。 1 区水田部分の

ジョレンによる掘削調査開始。午後、強風のため、外での

作業できず、室内作業に切り替える。

2. 18 降雪のため、一日室内作業。

2. 19 現地説明会へむけて準備開始。

2. 23 3 区・ 5 区の遺構外の割付図作成。

2. 24 現地説明会にむけて復元家屋 2 棟を作成開始。 5

区の先土器時代の試掘トレンチ掘削。 3 区・ 5 区の割付図

作成継続。

3. 3 86号住居跡発掘開始。

3. 4 89号住居跡発掘開始。 79号住居跡発掘開始。

3. 7~8 現地説明会開催。 1 日目の午後から降雪があ

り、条件が大変悪いにもかかわらず、両日併せて700名以上

もの見学者あり。団体では、岩平中学校全校生徒、吉井西

小学校 6 年生、多胡小学校 1 • 2 年生などが見学した。

3 現地説明会

3. 11 1 区水田部分遺物平面図作成、同遺物取り上げ。

3. 13 41~45号土坑まで確認。

3. 16 1 区水田部分精査。小ピットの中の火山灰を除去。

足跡らしきものも確認される。

3. 26 1 区水田部分を清掃し、全景を写真撮影。また、

航空写真撮影。（委託先青高館）

3. 27 本日をもって、昭和61年度の調査を終了する。検

出された遺構は、住居跡89軒、溝 8 条、土坑45基、ピット

群 4 カ所、水田跡などであった。

昭和62年度発堀調査

4. 15 本日より調査を再開。 2 区の遺構確認作業を行う。

2 区は、本遺跡に 2 つある舌状台地の東側の方。

作業員さんの登録人数は、昨年度の地道な募集の成果があ
り、 78名となった。

4. 16 昨年度の残務整理。 2 区の遺構確認作業。

4. 20 1 区水田部分の西側の石組エレベーション。ボー

リング棒で水田下を確認したところ、 30~50cm下の所にか

なり多量の石が混入していることが判明。石組は、耕作時

に水田面にある邪魔な石を寄せて作られたことが推測され

る。 2 区の遺構確認作業。

4. 22 1 区水田部分の補足調査。 2 区遺構確認作業。東

側の斜面の肩部分に土器集中箇所 1 カ所、 A軽石下畑跡 1

カ所確認。土器集中箇所はのちに滑石製模造品や滑石製馬

⇒町憂I

,
j5
 

q

-

]

 

，
食l
lj]

4
3ぃ
｀
ヮ

l
i

v

,

.

¥

C

 

t

/

[

 

/

-

`

 麟

4 2 区 c 遺構確認作業

昭和62年 4 月 16 日～10月 13 日

形を供伴する祭祀遺構であることが判明する。住居跡 4 軒

確認。

4. 23 3 区の焼土部分（窯跡か）の断面実測・写真撮影。

4. 27 2 区にもう 2 カ所、 A軽石下畑跡確認。都合 3 カ

所。

4. 28 88 • 90 • 91号住居跡発掘開始。 9 号溝発掘開始。

4. 30 3 カ所の畑跡の精査・写真撮影。 93 • 94 • 95号住
居跡発掘開始。

5. 6 土坑47~56号までナンバーふる。 95号住居跡北側

(3 区の谷地部）に遺構確認のため、試掘トレンチを入れ

る。大変不明瞭である。

5. 8 96号住居跡・ 57号土坑発掘開始。

5. 11 97号住居跡発掘開始。

5. 12 98号住居跡・ 58号住居跡発掘開始。

5. 13 AM 10 : 00から水田部分の化学分析としてのプ

ラントオパール分析用サンプルを採取する。（委託先 古環

境研究所） PM 2: 40頃から久しぶりの雨が降ってきた。最
近、まったくと言ってよいほど、雨が降らず、遺跡地全体

が、パサパサして調査がはかどらなかった。恵みの雨。

5. 18 99 • 100号住居跡発掘開始。

5. 19 101 • 102 • 103 • 104 • 105号住居跡発掘開始。

5. 20 106 • 107 • 108 • 109号住居跡、 60 • 61 • 62 • 63 • 
64 • 65号土坑発掘開始。

5. 21 llO • lll号住居跡、 66 • 67号土坑発掘開始。

5. 22 68 • 69 • 70号土坑発掘開始。
5. 24 ll2号住居跡発掘開始。

5. 26 71 • 72 • 73 • 74 • 75 • 76号土坑発掘開始。
5. 28 93号住居跡貯蔵穴より緑釉皿出土。 77号土坑発掘
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第 3 節調査日誌抄

開始。

5. 29 113号住居跡発掘開始。

6. 1 114 • 115号住居跡・ 78号土坑発掘開始。

6. 2 79 • 80号土坑発掘開始。 1 号・ 2 号土器集積精査。

以前に確認されていた土器集中箇所は 2 号土器集積とな

る。本日より 9 月 3 日まで調査。出土遺物を 1 点 1 点レベ

ルを読みながら採り上げて行く。

6. 3 2 区 C にある谷地部に試掘トレンチを入れる。 2

号土器集積の上部の状態を写真撮影。 116号住居跡・81号土

坑発掘開始。

6. 5 117号住居跡発掘開始。碧玉製管玉出土。本日より

上神保遺跡の試掘調査にむけてその準備として草刈を始め

る。

6. 8 118号住居跡発掘開始。 2 区の大溝部分発掘開始。

(10号溝）

6. 10 119号住居跡発掘開始。 82号土坑発掘開始。

6. 15 120号住居跡・ 83 • 84号土坑発掘開始。

6. 18 上神保遺跡の草刈り終了。試掘トレンチ設定開始。

11号溝発掘開始。 120号住居跡と重複。 120号住居跡を切る。

6. 19 道路公団工事長来訪。上神保遺跡内に鏑川用水が

走っており、その図面を持参する。遺跡内を確認する。

6. 25 121号住居跡発掘開始。上神保遺跡の試掘トレンチ

設定終了。ほぼ 1 週間かかる。かなりの労力がかかり、そ

の間、羽田倉遺跡の調査が遅れることとなる。

6. 26 上神保遺跡の試掘トレンチ掘削開始。 (0. 7のユン

ポ l 台）

7. 2 上神保遺跡試掘調査 4 日目。西側台地東斜面より

古墳時代後期の住居跡 7 軒確認。

7. 7 122 • 123号住居跡発掘開始。上神保遺跡試掘区に

安全のため、棚設置し、また、杭打ちしてトラロープを張る。

7. 9 124号・ 131号住居跡・ 12 • 13 • 14号溝発掘開始。

7. 13 125号住居跡発掘開始。

7. 14 126号住居跡発掘開始。

7. 15 127号住居跡・ 85 • 86号土坑発掘開始。

7. 16 15 • 16 • 17号溝発掘開始。

7. 20 18号溝 •87号土坑発掘開始。

7. 22 2 区 C第 3 トレンチ掘削開始。

8. 3 88号土坑発掘開始。

8. 5 128号住居跡発掘開始。

8. 7 上神保遺跡試掘トレンチ精査、本日終了。ほぼ 2

カ月の期間を要した。図面整理開始。

この頃、羽田倉遺跡出土遺物の総数（推定）をパン箱に換

算して計算。 (564箱）

8. 19 上神保遺跡範囲限定のため、県文化財保護課（水

田氏）・事業団（上原研究部長・原田上越線調査事務所次

長）・担当 3 人（小林・小野・鹿沼）で協議。

8. 27~8. 31 航空写真撮影のため、清掃作業。

8. 31 2 号土器集積東側より須恵器を中心とした多量の

土器・滑石製模造品（臼玉）出土。 3 号土器集積と命名。

発掘開始。 2 号土器集積と同様に 1 点 1 点レベルを読んで

採り上げて行く。

9. 1 2 区・ 3 区のアドバルーンによる航空写真撮影。

（委託先青高館）

9. 2 129 ・ 131号住居跡発掘開始。 (130号住居跡は欠番）

2 区・ 3 区の先土器時代の試掘調査開始。

9. 3 1 号・ 2 号井戸跡発掘開始。のちに、 1 号井戸は、 93

号土坑に変更。 2 号土器集積調査終了。遺物総点数1,664 点。

9. 9 羽田倉遺跡の調査と平行して上神保遺跡の事務所

設置場所の整地を開始する。

9. 10 上神保遺跡調査工程について道路公団・県文化財

保護課・担当で打ち合わせ。

9. 14 132号住居跡発掘開始。

9. 28 133号住居跡発掘開始。

10. 1 134号住居跡発掘開始。

10. 9 135号住居跡発掘開始。

10. 12 3 号土器集積調査終了。石類141点・土器3,552点。

10. 13 本日をもって羽田倉遺跡の全調査を終了する。

遺構数住居跡136軒掘立柱建物遺構11棟

土坑93基溝17条井戸1基

ピット多数

畑跡3面水田跡窯跡 1 カ所

土器集積 3 カ所等

5 調査風景（後方に辛科神社の森を望む）
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第 1 表発掘調査工程

第 4 節整理の経過

昭和62年10月 13 日にすべての発掘調査が終了した

後、上越線調査事務所において整理委員会が設けら

れ、そこで、昭和63年度から始められる整理事業の

計画が決まり、その中で長根羽田倉遺跡の報告書を、

昭和63年 4 月 1 日～昭和65年（平成 2 年） 3 月 31 日

までの 2 年間で作成・刊行していくことが決定され

た。

その決定を受けて、昭和63年 4 月 1 日より整理事

業が開始された。 4 月～ 9 月までは出土土器の接

合・復元作業を行い、 9 月からは平行して遺構図面

の整理・修正・トレース原図作成も行った。特に、

土器の接合・復元は、本遺跡の住居跡の半数以上が

古墳時代後期の遺物量の多い時期のものであり、ま

た、残存状態が大変良く、個体数が予想以上に多量

になったため、半年間という長い期間がかかってし

まった。

その後、 9 月後半に実測作業が開始され、 11月に

写真撮影を行なった。当初、導入する予定の、通称、

10 

3 スペースと呼ばれるコンピューター実測機が、実

現できず、整理計画を変更することも考えられたが、

西平•田篠 I 両整理班の協力を得て、何とか、土器

の実測をこなすことができた。しかし、本遺跡の遺

物には、土器だけでなく、大鼠の石器類・鉄器・陶

磁器などがあり、結局、トレースまで仕上げるのに

翌平成元年 8 月までの11カ月間という期間が必要で

あった。また、 トレースのうち、遺構と土器につい

ては、外注した。

土器観察表の作成は 6~8 月までの 3 カ月をあて

た。 8 月からは、版下図作成、遺構・遺物の写真版

下図作成を行った。また、本文執筆は、遺跡担当者

4 名で分担執筆とし、 6~10月までに書き上げた。

そして、すべての作業を10月 31 日で終了し、完全原

稿の形で入札をした。その後、収蔵作業と校正とを

繰り返しながら、平成 2 年 3 月に納本・送本を行い、

本遺跡の整理作業のすべてを終了した。 （鹿沼）
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第 2 表整理作業工程

群馬県埋蔵文化財調査事業団

関越道上越線調査事務所

6 正式名称

8 接合された大型土器群
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第 2 章

第 2 章

遺跡の環境

遺跡の 環境

第 1 節 地理的環境

長根羽田倉遺跡は、群馬県多野郡吉井町大字長

根・神保に所在する。 この地は、群馬県の南西部を

西から東へ流れる鏑川右岸に形成された上位段丘の

南縁の、段丘から丘陵への変換点に位置し、大沢/1 1 ・

安坪／ 1| などの小河川・水系によって侵食された北に

張り出す舌状台地の先端に占地している。本遺跡か

ら北東方向に直線距離で2.5kmに吉井町の市街地が

あり、さらに1.5km先の所に国指定史跡「多胡碑」が

ある。また、富岡市街地は、西北西方向へ直線距離

で7.0kmである。さらに、遺跡の目の前、北北東方向

へ250mの所には711年（和銅 4 年）に設置されたと言

われている多胡郡韓級郷という地名の名残りである

・
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二沖積層、低位段丘堆積層

疇中位、高位段丘堆積層

ロニ第三系

冒瓢白亜系
レヽ•9ン・~9；；し,j

二畳～石炭系（秩父古生層） ［一］調査地
出典：群馬県地質図(1964) 、内外地図発行を簡略化
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三波川式変成岩
か·”‘•;.“

璽疇御荷鉾式変成岩

安山岩、変巧安山岩等

花商岩、閃緑岩等

調査地の周辺の地質図
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辛科神社が鎮座している。

本遺跡北方 3 kmの所を東流している鏑川は、上信

国境に連なる荒船山・八風山に源を発し、西牧川・

南牧川となって下仁田町の川井付近で合流し鏑川と

なる。そして、さらに東流しつつ小河川を集めなが

ら吉井町で大沢川・矢田川・土合川などの支流を合

わせ、高崎市倉賀野付近で利根川の支流の烏川と合

流する。この流域における分水界は南北幅およそ 18.

7km東西幅41. 5kmである。この鏑川流域は「甘楽の谷」

と通称されており、右岸下流域と左岸の一部に河岸

段丘が確認される。河岸段丘は、上位段丘面と下位

段丘面とで構成されており、特に右岸に発達してい

る。その成因は、①関東山塊の地核運動に導かれた

傾斜運動により鏑川の蛇行状の中心線が北へ移動

し、左岸の富岡丘陵を侵食しているため ②支流が

北西方向に鏑川に注ぎ込む反Y字現象を呈するこ

と、によるとされており、現在もなお鏑川の北方へ

の移動は継続中であるという。

本遺跡は、その鏑川の作用によって形成されたと

される神保段丘と呼ばれる上位段丘内に所在する。

この地に立つと南に牛伏・御荷鉾山系を背にして西

に荒船山・妙義山・浅間山、北に富岡丘陵を隔てて

榛名山・子持山・谷川岳、北東に赤城山などの山塊

が一望に見渡せる。日照度が高く、自然災害の少な

い地域であり、日当たりが良く、住み心地の良い場

所であるが、冬期には「浅間おろし」と呼ばれる北

西の季節風が吹き荒ぶ。この上位段丘面が形成され

たのは今から数万年から十数万年前の洪積世末期と

され、その後浅間火山による上部ローム層が上位段

丘面に堆積する頃には下位段丘面を鏑川が流れてい

たと考えられる。神保段丘は、吉井町上神保・下神

保・折茂を中心に発達しており、標高は155~180m前

後で河床からの比高差は60~85m程を測る。その地

質は、基盤岩が、吉井層（第三系）と呼ばれる暗灰

色の泥岩から成り、その上に、上部に粘性土層、下

部に砂質土が分布する段丘堆積物があり、さらに上

部には黄褐色の火山噴出物（関東ローム層）が一般

に0.5~2mの厚さで堆積しているが、本遺跡の西側

第 1 節地理的環境

の舌状台地では4.5mほどと比較的厚くなっている。

この上位段丘の地表は、鏑川に向かって緩やかに傾

斜しており、疎ではあるが水系がみられ、多少開析

されている。本遺跡内にも 2 つの谷地が確認されて

いる。地表の耕作土は、黒褐色土を呈し、舌状台地

上では桑畑•こんにゃく畑等に利用され、開析され

た谷地では水田耕作が営まれている。

さらに南方には関東山地に連なる主峯牛伏山（標

高490.5m) をもった牛伏山系の山並が迫っている。

鏑川の上位段丘面と相隣した当山地の基盤岩石は、

主として牛伏砂岩であり、この砂岩は硬く、縞の奇

異な模様がうけて、建築石材や石燈籠として現在も

需要があり、採掘にあたっては、いわゆる露天掘り

で毎日のように岩石を搬出している。古代において

も河原の転石を拾ってきたり、切り出してきて加工

して鼈の構築材や砥石として使用していたことが長

根羽田倉遺跡の調査でわかった。この牛伏山付近で

は第三系と東西方向に延びる断層で三波川及び御荷

鉾変成岩が接している。この三波川変成帯より産出

される滑石・蛇紋岩を利用して古代において「甘楽

の谷」の人々は祭祀用品をさかんに作っていた。現

在でも、甘楽町秋畑（雄川上流） •吉井町大判地（大

沢川上流） •藤岡市日野（鮎／ 1|上流）には滑石・蛇紋

岩が露頭している所があるといい、秋畑や大判地で

は、つい最近まで滑石（蟻石）を採掘していた。ま

た、大沢川・安坪川などの小河川には片岩系の河原

の転石がある。本遺跡でも竃の構築材や敲打石（ハ

ンマーストーン）．砥石として片岩系の河原石の転

石が利用され、滑石・蛇紋岩などを祭祀用品や紡錘

車として加工する時に使用された。 （鹿沼）

参考文献
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第 2 章遺跡の環境

第 2 節基本層序

本遺跡は、鏑川の作用によって形成された神保段

丘と呼ばれる上位河岸段丘内に所在する。その基盤

岩は、吉井層（第三系）と呼ばれる暗灰色の泥岩か

ら成り、その上に、上部に粘性土層、下部に砂質土

が分布する段丘堆積物があり、さらに、上部には黄

褐色の火山噴出物（関東ローム層）が、一般に0.5~2

mの厚さで堆積している。その上には、暗褐色土の旧

耕作土・褐色土の現耕作土が約0.6~lmの厚さで堆

積している。本遺跡は、東西 2 つの舌状台地より成

り、西側の方が、新旧耕作土の残りがよかった。住

居跡を中心とした数多くの遺構は、火山噴出物（関

東ローム層）の上部の黒褐色のVI層下方で確認する

ことができた。また、 2 つの舌状台地の間の谷地に

は柔らかい粘性土を主体とする崖錐堆積物がかなり

の厚さで堆積していた。その中にはB軽石が含まれ

ていた。

以下に各層序について簡単に特徴を記しておく。

I 層：灰褐色土。 A軽石を多量に含む締りのない土

（耕作土）。

II 層： A軽石純層 (1873年＜天明 3 年＞降下）

III層：褐色土。耕作土を処所に含む細粒だが締りの

ない土。

IV層：暗褐色土。黄褐色土• B軽石を含む細粒で締

りのある土。

V層： B軽石純層（1108年＜天仁元年＞降下）

VI層：黒褐色土。斑状の褐色土やローム粒を含む細

粒で締りのある土。

Vil層：ローム漸移層

VIII層：暗黄褐色土。発泡のよい黄色 (AS-YP)軽石

を上部に多量に含む軟質なローム土。下部は

粘性が強い。

IX層：黄色土。かなり堅くしまっている土。

x層： BPブロック。いわゆる、「BP」ではなく、 BP

グループのひとつ。全体に軽石は細かく、黒

色鉱物を多く含み、褐色よりも黒っぼい土。

XI層：暗黄色土。 BP の軽石を微鼠に含む。土色は、

16 

かなり暗い。

X11 層： AS-MP層（浅間一室田軽石層）。 3~5mm程

の褐色の軽石による純層。水分をかなり含む。

浅間山を給源とする軽石層で、従来 AS-BP
(1) 

に含めていたが早田（1986) のいう AS-MP

層（浅間一室田軽石層）である。（谷藤・鹿沼）

註

(1) 早田 勉 (1986) 古城遺跡のテフラ分析および重鉱物分析、

安中市教育委員会編「古城遺跡ー安中古城遺跡住宅団地

造成事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書」、 111-118
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第 3 節歴史的環境

(1) 周辺の遺跡

地形的に見た場合、「第 1 節 地理的環境」でも説

明したとおり、鏑川右岸に河岸段丘が幅広く形成さ

れており、現在確認されている周辺の遺跡の数も第

7 図のように圧倒的に右岸が多い。しかもその多く

が、上位段丘面上に集中している。また、歴史学・

考古学の面から見た場合、学史的に有名な入野遺跡

が上位の多胡段丘の東端にあり、また、 7 世紀後半

から 8 世紀前半にかけて築造された上野三碑（山ノ

上碑＜天武 9 年〉・多胡碑く和銅 4 年〉・金井沢碑く神

亀 3 年〉）が、本遺跡の北西 4~7 kmに存在すること

も注目されることである。

以下において、周辺の遺跡の内、近年の発掘調査

でその内容が明らかになったものを中心に、各時代

毎に概観しておきたい。

先土器時代

故相沢忠洋氏による赤城山東南麓における精力

的な調査、群馬県埋蔵文化財調査事業団および北橘

村教育委員会の手による昭和56年以降の関越自動車

道新潟線建設に伴う赤城山西麓の発掘調査などによ

り、遺跡の数は急激に増加しているが、西毛地区で

は今まで遺跡はまだ 1 箇所も確認されておらず、た

だ、表面採集ではあるが大字神保字植松・大字多比

良字笠懸において尖頭器がそれぞれ l 点ずつ発見さ

れていただけであった。そんな中、昭和62~63年度

にかけて調査された関越道上越線神保富士塚遺跡の

1 区の YP を含むローム層中より黒曜石製の彫器

片 1 点・剥片 2 点が確認された。いままで遺跡の発

見の可能性はあると考えられていたが、神保富士塚

遺跡が西毛地区で初めての遺跡の確認例となった。

本遺跡内でも表面採集という形で尖頭器片・調整剥

片が出土しているが、縄文時代の可能性が高いと考

えられる。

縄文時代

本遺跡の東隣の神保富士塚遺跡では最も本遺跡よ

第 3 節歴史的環境

りの 3 区から前期の住居跡 1 軒が確認された。また、

神保植松遺跡では前期～後期の土器片や石器類が多

数出土しており、その南側の稲荷山遺跡では表面採

集ではあるが、中期の土器片が、石器類と共に出土

している。さらに東の矢田遺跡では吉井町教育委員

会の調査である椿谷戸遺跡も含めると中期の住居跡

4 軒・埋甕 6 基などが確認されている。入野遺跡で

は前期の住居跡 1 軒と早期の土器片が出土してい

る。その東の黒熊遺跡群からは中期の住居跡が 1 軒

検出され、そこから下位段丘へ下りた塚原遺跡では

中期～晩期の土器包含層を確認した。白石根岸遺跡

では前期の住居跡 2 軒が確認された。本遺跡の西隣

である長根安坪遺跡では中期の住居跡12軒・配石遺

構3基（そのうち 1 基は環状列石） •土塙100基以上が

確認された。また、白倉下原遺跡では前期～後期の

集落跡であり、敷石住居跡や柄鏡型住居跡なども検

出された。さらに鏑川の対岸（左岸）に目を向ける

と 1970年4月に県立博物館が調査した東吹上遺跡が

ある。ここからは、前期～中期にかけての包含層が

検出され、また、調査のきっかけとなった完形の香

炉形土器も出土している。

弥生時代

本遺跡の東隣の神保富士塚遺跡では、中期の土塙

群が確認され、その東隣の神保植松遺跡でも同様に

中期の土塙群が確認され、その南側の稲荷山遺跡の

東北斜面からは中期の土器片や緑泥片岩製の大形石

鍬が出土している。川内遺跡では中期の土壊と後期

の方形周溝墓が検出された。入野遺跡では後期の集

落跡であり、黒熊遺跡群の第 5 遺跡では後期の集落

跡と方形周溝墓が検出されている。祝神遺跡は入野

遺跡の北に隣接し、下位段丘に位置する後期の集落

跡である。本遺跡の西隣にある長根安坪遺跡では、

後期の集落跡が確認され、さらに東の白倉下原遺跡

では中期の土壊 6 基・後期の住居跡13軒が確認され

ており、中でも注目されることは、 12軒の住居跡か
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第 2 章 遺跡の環境

ら片岩系の石の剥片が多数出土し、 そのうちの 5 軒

から磨製石鏃の成品が出土したことから、 その石材

を利用して磨製石鏃を製作していたと考えられるこ

とである。 また、甘楽町笹遺跡からも同様の磨製石

鏃や滑石製勾玉が出土しており、白倉下原遺跡との

関連性が伺われる。それらの出土例から、本遺跡の

すぐそばの大字神保字南高原より磨製石鏃と樽式土

器が表面採集されていることも注目される。

古墳時代

～ノ
I 

I 
I 

l、三

翌貨←

18 

本遺跡の周辺は、西毛地区でも有数の後期古墳の

集中した地域である。すぐ東側には 8 つの支群から

なる神保古墳群がある。 この中には墳丘が八角形に

近いといわれている一本杉古墳や立鼓柄共鉄造横刀

（りゅうこづかともがねづくりのおうとう） という

太刀を出土している城古墳が含まれている。神保植

松遺跡では神保古墳群に含まれる数基の古墳を調査

しており、 ここでは、前期の方形周溝墓 7 基も確認

されている。 さらに、大沢川を挟んで対峙する多胡

上位段丘には 2 つの支群からなる多胡古墳群があ
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第 3 表周辺遺跡の概要

Na 遺 跡 名 時代種別 遺 跡 の 概 要 備 考

1 長根羽田倉遺跡 縄文～江戸 縄戸跡文天、落古明墳と3 後年し穴期以前、の祭弥の祀生畑遺土跡墳構等。、、 古平墳安前の期水～田平跡安、時道代路状ま遺で構の住、居江 謬冒。群馬県埋蔵文化財調査
S.61. 5~62.10 

2 長根安坪遺跡 縄文～江戸 縄古跡文墳、江のの住戸方居形土墳跡周溝。・ 土墓壊・住・環居状跡列・石土墳等、・ 弥古墳生、の住奈居良跡平安・土の墳住、居 群馬県埋蔵文化財調査事業団
S.63. 1~H. 元． 2

3 安坪古墳群 古墳後期 真墳根さ安時ら代坪に遺後多期跡ので群13集基墳の。削古平墳さ綜れ覧たで古は墳44を基確を認あしげてておいりる、が数、 上毛古墳綜>閾吉井町
第11~54

は かったと考えられる。

4 西脇場・長根宿遺跡 古～墳平前安後・奈良 古の墳住時居代跡前。期の住居跡、奈良時代の遺物集中地、平安時代 吉井町教育委員会
S.61.11 

5 神保富士塚遺跡 先土器～江戸 先土の土墳小器。竪穴古の石墳遺器前構期。・剥・片後期・小の礫住居、縄跡文、奈の住良居平跡安の・土住壊居跡、弥、生江戸の 群馬県埋蔵文化財調査事業団
S.62.10~63.10 

6 折茂東遺跡 弥生～平安 弥の住生後居期跡。の住居跡・方形周溝墓、古墳前・中・後期と平安 吉井町教育委員会
S.61 7~ 9 

7 神保古墳群 古墳後期 古墳闘後期の賢墳規模。上な毛古古墳墳群綜で覧あでるは。 146基をあげてい 上畠古墳綜覧7号多墳胡村
る。 では最 2~14 

8 稲荷山遺跡 先土器～弥生 負土器時代の尖頭器、縄文・弥生時代の土器・石器が表面
集。, 神保植松遺跡 縄文～戦国 縄住世城文居跡郭の住・（土植居墳松跡城・方・）土形の壌周主・溝郭埋墓、設16・土世古器墳紀、、の弥奈竪生良穴の•状平住安遺居時構跡代な・土のど壌住。、居古跡墳、中の 群馬S 県.6埋2.蔵10文~化H財冗ー調．査3 事業団

10 多胡蛇黒遺跡 先土器～平安 先土器の尖頭器、古墳時代後期の住居跡、奈良•平安時代 群馬県埋蔵文化財ー調査事業団
の住居跡。 S.63.11~H. 冗． 4

11 矢田遺跡 縄文～中世 縄代居良文跡矢•平田のよ住安郷り居時か「代八跡？ の田・埋住郷設居」土跡な器、る、線中古世刻墳文の前居字期館のの跡あ住なる居紡ど跡錘。、平車古墳安が後時出期代土～。の住奈古 群馬県埋蔵文贔悶喜査事業団
S. 61. 5~ 

12 多比良追部野遺跡 古墳～平安 古墳時代中期・後期の住居跡、奈良•平安時代の住居跡。 群馬H県冗埋．蔵2 文～継化財続調中査事業団

13 川内遺跡 縄文～中世 縄期文の住の土居壌跡、、 弥奈生良の•住平居安跡の住・方居形跡周、溝中世墓、の古井堕戸削など•。中・後 吉井町教育委員会 S.57 

14 千保原遺跡 古墳 古墳時代後期の土器が散布している。

15 入野遺跡 縄世文・古墳・中 縄文即期の住居跡、古墳前期・後期の住居跡、中世の墓墳 悶昇奇孟 S.26 
など。 育委員会 S 60ｷ61 

16 多胡碑 奈良 和銅 4 年 (711) の多胡郡設置の記念碑。日本三碑の 1 つ。 国指定史跡

17 山ノ上碑及び古墳 飛鳥・白鳳 天武 9 年 (681) 長利僧によって母のために建立された墓誌。 国指定史跡

18 金井沢碑 奈良 神を亀表明3 年。 (726) 三家一族で祖先・父母の菩提のために信仰 国指定史跡

19 天引狐崎遺跡 古墳 マウンドなしの古墳・住居跡等。 群馬県埋文事業団調査予定

20 天引向原遺跡 弥生～平安 弥生後期～平安時代の住居跡か。 群馬県埋文事業団調査予定

21 白倉下原遺跡 縄文～平安 縄住（文磨居後跡製期石～鏃平の柄安の鏡工時形房代住跡の居住）、居古・敷跡墳石な初住ど頭居。方跡形周・土溝墳墓、、 弥古生墳時の住代居後跡期 群馬H県冗埋．蔵5 文～化継財続調中査事業団

22 甘楽条理遺跡 古墳～江戸 跡古墳。前古期墳後•平期安の滑(B石軽製石模直造下品）工•江房戸跡。 (A軽石直下） の水田 甘楽町教育委員会 S.58. 5~ 

23 道六神遺跡 平安 一部に B軽石の被った水田跡、平安の住居跡など。 吉井町教育委員会 S.60.4~6

24 本郷古墳群 古墳後期 古墳後期の群集墳。上毛古墳綜覧では21基をあげている。 古墳綜覧吉井町第67~87号墳

25 片山古墳群 古墳後期 古墳後期の群集墳。上毛古墳綜覧では 7 基をあげている。 古墳綜覧吉井町第55~59号墳等

26 岩崎古墳群 古墳後期 古墳後期の群集墳。上毛古墳綜覧では 6 基をあげている。 古墳綜覧岩平第 1~6 号墳

27 東吹上遺跡 縄文～古墳 縄文前・中期の土器・石器、古墳後期の住居跡。 県立博物館 S.45. 3~4 

28 多胡古墳群 古墳後期 古げ墳る後。期を中心とした群集墳。上毛古墳綜覧では23基をあ 古墳綜覧多胡第22~29号墳等

29 黒熊遺跡群 縄文～平安 第 1 ～第 6 遺跡まである。縄文～平安までの住居跡。 吉井町教育委員会 S.59 5 次

30 祝神古墳群 古墳後期 古墳後期の群集墳。上毛古墳綜覧では11基をあげている。 古墳綜覧入野第34~44号墳

31 白石根岸遺跡 縄文・奈良平安 縄田文跡。前期の住居跡、奈良•平安の住居跡、 B軽石直下の水 群馬県．冗埋．蔵3 文~ 化財調査事業団
H 冗． 6

32 黒熊栗崎遺跡 平安・近世 平安時代の住居跡、平地神社跡など。 群馬県埋蔵文化財調査事業団
S.62. 4~ 9 

33 黒熊八幡・中西遺跡 奈良•平安 奈良•平安時代の住居跡と山地寺院跡。 群馬H 県四埋．蔵7 文~継化財続調中査事業団

34 多比良平野遺跡 平安 10世紀の住居跡。 群馬H 県冗埋．蔵6 文化財調査事業団

35 多胡下城遺跡 江戸 A軽石で埋もれた水田跡及び畑跡。 群馬讐ぞ文化財調査事業団
H 冗

36 天引口明塚遺跡 古墳 マウンドなしの古墳 群調査馬予県定埋蔵文化財調査事業団

37 F 1 竹沼遺跡 縄墳文・弥生・古 空土墳跡器。、古末墳期前～期縄の文住草居創跡期、の後石期器の、住縄居文跡中、期滑の石住製居模跡造、弥生の 藤岡市教育委員会
品のエ S.52.12~53. 3 

房

38 川福遺跡 奈良•平安 奈良時代の土器集中地点、平安時代の住居跡。 吉井町教育委員会 S.59.3~5 

19 



第 2 章遺跡の環境

Nu 遺 跡 名 時代種別 遺 跡 の 概 要 備 考

39 中ノ原古墳群 古墳後期 古墳後期の群集墳。上毛古墳綜覧では10基をあげている。 古墳綜覧入野第54~63号墳

40 東沢遺跡 古墳～平安 古墳時代後期～奈良•平安時代の住居跡。 吉井町教育委員会 S 61.5~7 

41 塩 I 古墳群 古墳後期 古墳後期の群集墳。上毛古墳綜覧では10基をあげている。 古墳綜覧多胡第148~

42 塩 II 古墳群 古墳後期 古墳後期の群集墳。上毛古墳綜覧では12基をあげている。 古墳綜覧多胡第158~

43 長根城跡 中世 小幡氏の支族である長根氏の居城の可能性あり。

44 辛科神社・神保城跡 中世以降 上野国神畠悶凪永仁 6 ] h 記載の神社か。周囲に薬研状の
堀あり。 との関 が注目される。

45 恩行寺古墳 古墳 径40mの大型円墳。未盗堀の可能性が大きい。 古墳綜覧吉井町第54号墳

46 塚原古墳群 古墳後期 古墳後期の群集墳。上毛古墳綜覧では44基をあげている。 古墳綜覧吉井町第llO号～

47 山ノ神古墳群 古墳後期 古墳後期の群集墳。上毛古墳綜覧では 7 基をあげている。 古墳綜覧入野第46~52号墳

48 小串塚原遺跡 縄文 縄文後期の土器片散布地。 吉井町教育委員会 S.58 

49 下五反田窯跡 平安 9~10世紀にかけての須恵器・瓦を焼いた窯跡。 国土館大学 S. 51. 8 

50 滝ノ即窯跡 平安 10世紀即半に須恵器を焼いた窯跡。

51 末ノ沢窯跡 奈良•平安 8~9 世紀にかけての須恵器・瓦を焼いた窯跡。 国士館大学 S. 51. 8 

52 下日野金井窯跡 奈良•平安 8~10世紀にかけての須恵器・瓦を焼いた窯跡。 藤岡市教育委員会 S. 62ｷ63 

53 金山窯跡 奈良 8 世紀後半の瓦・須恵器を焼いた窯跡。 立正大学考古学研究室 S.39 

54 西平井上ノ場廃寺 不明

55 塔ノ峰廃寺 平安 9~10世紀の山岳寺院。

56 黒熊八幡廃寺 平安 9~10世紀の山岳寺院。

57 黒熊中西廃寺 平安 9~10世紀の山岳寺院。

58 黒熊熊野廃寺 平安 9~10世紀の山岳寺院。

59 馬庭東廃寺 白鳳～奈良 7 世紀末期の寺院跡。

60 でいせいじ廃寺 奈良 8 世紀前半の寺院跡か窯跡。

61 岡廃寺 奈良 8 世紀前半の寺院跡か。

62 雑木味廃寺 奈良 8 世紀即半の寺院跡か。

63 下高原廃寺 平安 9~10世紀の寺院跡か。

64 東脇場廃寺 平安 9~10世紀の寺院跡か。

65 松田廃寺 不明

る。この中には終末期の裁石切組積で有名な多胡薬

師塚が含まれている。また、大沢川の上流には塩古

墳群が散在している。一方、目を西に向けると安坪

川を挟んで長根段丘には安坪古墳群があり、関越道

上越線の長根安坪遺跡の調査では墳丘を残すもの 2

基・周溝のみのもの13基を調査することができた。

また、前期の方形周溝墓も多数確認することができ、

この地区が古墳時代前期・後期において墓域であっ

たことが判明した。この安坪古墳群の北縁には径40

mをはかる大型円墳の恩行寺古墳がある。段丘を下

りて下位段丘面へいくと本郷・片山・岩崎古墳群が

鏑川を対峙して存在する。

この時期の集落跡としては、前期に相当する住居

跡群を検出している遺跡としては神保富士塚遺跡・

神保植松遺跡・折茂東遺跡・西脇場遺跡・川内遺跡・

矢田遺跡・入野遺跡・黒熊第 5 • 6 遺跡などをあげ

ることができる。中期に相当する住居跡を検出して

いる遺跡としては折茂東遺跡・多比良追部野遺跡等

非常に少ない。後期の住居跡群を検出している遺跡

は後期の古墳群の存在が関係してか大変多く、神保

20 

富土塚遺跡・神保植松遺跡・折茂東遺跡・長根安坪

遺跡・多胡蛇黒遺跡・矢田遺跡など17遺跡を数える

ことができる。その中で藤岡市のFl 竹沼遺跡・甘楽

町甘楽条理遺跡・甘楽町笹遺跡において、後期の滑

石製模造品の工房跡が数軒ずつ検出されたことは本

遺跡との対比をするうえで重要である。

奈良時代・平安時代

奈良時代の集落跡は、神保富士塚遺跡・矢田遺跡

などおよそ 14遺跡を、平安時代の集落跡は、 16遺跡

をそれぞれ数えることができる。また、生産遺跡と

しては、多比良地区で下五反田や末沢などの窯跡群

が確認されている。ここの操業は 8 世紀～10世紀に

かけてのもので瓦や須恵器などが製作されていっ

た。水田の条理遺構が本遺跡北方の下位段丘の大字

長根、大字本郷にある道六神遺跡とその西方の甘楽

条理遺跡で確認されている。道六神遺跡では明治39

年の現況図と当時の一町である 109mの区画とよく

一致し、しかも調査時の区画が現況図と全体として

よく一致していることから時期は不明ながらも条理



制が敷かれていたであろうと結論付けている。一方、

甘楽条理遺跡では、一部分の調査であるとしながら

も検出された畦畔が一町四方の方格地割りを構成す

る畦畔と考えられ、また、直上に B軽石が堆積して

いることから B軽石降下直前まで水田として機能し

ていた跡が確認されたとしている。

鎌倉時代以降

本遺跡の東方の神保植松遺跡では中世城郭である

植松城の主郭部分の調査をおこなった。その結果、

内郭・外郭をもつこと、内郭は、東を大沢川の崖を

背にし、三方を内堀によって区画された方形を呈し、

郭内部に多数の柱穴群と井戸などを持つこと、外郭

第 3 節歴史的環境

は、内郭を帯状に三方を囲む形で外土塁をもつこと、

などが確認された。遺物は「永徳四年二月」の紀銘

のある板碑、瀬戸・青磁・白磁などが出土している。

さらに、辛科神社の森も一説には神保氏の居館とい

われる薬研状の堀をもつ館跡であり、北西方向には、

小幡氏の支族である長根氏の居城であった長根城跡

もある。その他の遺構としては神保富士塚遺跡で内

耳鍋・景徳鎮産の磁器などを出土した 2mXlmの

土坑が確認され、神保植松遺跡では、明青花・香炉・

内耳鍋等を出土した一辺が 7~llmを測る中央に炉

跡のある方形の竪穴状遺構を 2 軒確認している。時

期は、出土遺物より 16世紀と考えられる。 （鹿沼）

゜

1.長根羽田倉

2. 神保富士塚

3. 神保植松

4. 神保古墳群

5. 塩古墳群

6. 稲荷山

7. 辛科神社（神保城）

8. 瓦散布地

9. 長根安坪

10. 安坪古墳群

11. 東脇場廃寺

12. 恩行寺古墳

13. 長根城

14. 折茂東

15. 瓦散布地

第 8 図 周辺の遺跡分布図 (2)

16. 下高原廃寺

17. 道六神

18. 多胡下條

19. 多胡蛇黒

20. 矢田

21.多胡古墳群
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(2) 周辺出土の祭祀遺物
長根羽田倉遺跡周辺では、発掘調査による祭祀遺

物の発見の他に、耕作中に出土した祭祀遺物を所有

している地権者が数名いる。この節では、吉井町神

保在住の滝上松雄氏の御好意で、氏所有の祭祀遺物

を紹介する。

図示した遺物は、滝上氏が出土した土地の地番を

明記しておられたため、出土地点が確実にわかる。

そのうち、 No. 1~20までは、大字神保字門出533番地

出土で、この地は、当事業団が長根羽田倉遺跡に引

き続き発掘調査を行った神保富士塚遺跡の調査区域

内である。また、 No. 21 も門出535-1番地で調査区域に

隣接する場所である。発掘調査では、鬼高 II~III期

にあたる 11軒ほどの住居跡から滑石製模造品や滑石

チップが出土しており、 No. l~21の祭祀遺物は、そ

れらの住居跡との強い関連が考えられる。また、 No.

22~25の遺物は、地神木598~601番地より出土して

おり、この地は、神保富士塚遺跡北側の取り付け道

路の西側調査区域外にあたる。 No. 26 • 27は、富士塚

-“ー ーロ： I\ —!..:./ I 
I I 

ニーーロ

□~I 
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571番地より出土しており、神保富士塚遺跡の南側の

調査区域外より出土したものである。 No. 28~31 は、

宮東392-3番地より、また、 No. 32·33 は、出土地不明

であるが、折茂2370番地の可能性が高く、これらの

地は、現在の上神保の集落の北側に位置する。

これらの遺物の特徴をみると、有孔円板について

は、器形が、円板を呈しておらず、ただ、穿孔のみ

で有孔円板としていること、臼玉については、全体

に器形が大きいこと、などの理由により、古墳時代

後期の特徴を兼ね備えているということが言える。

このようにみると、長根羽田倉遺跡の滑石製模造

品と時期的にほぼ一致し、古墳時代後期において、

長根羽田倉遺跡や神保富士塚遺跡を含めた、この周

辺一帯は、祭祀時における滑石製模造品の製作・神

への供献を行なった地域であることが言える。また、

その祭祀をもとに、この地域がまとまり、後の時代

の「郷」にあたるような地域共同体を形成していた

可能性があるのではないだろうか。 （鹿沼）
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第 3 節歴史的環境

第 4 表周辺出土の祭祀遺物観察表

贔 器種名称 出土位置 材質
計 測 値

備 考
長さ x幅 x厚さけ 輯g) 孔招ゴ

1 紡錘車 門出533 蛇紋岩 4.9X2.3X 1.2 21.2 0.6 短軸面および側面に放射状線刻あり。穿孔は、一方向。半分に割

（長軸）（短軸） れている。調整時以降の欠損と考えられる。

2 紡錘車か II 滑石 4.5X-XQ 5 14.5 (0 9) 短軸面部分が、剥離しており、簿くなっている。穿孔は、一方向。

半分に割れている。調整時以降の欠損と考えられる。

3 紡錘車か II 蛇紋岩 5.0X4.8Xl.15 20.5 全面を磨きにより、整形・調整している。長軸面と思われる面の

（長軸）（短軸） 縁に円が線刻されている。企画線か。

4 有孔円板 II 滑石 3.7X2.3X0.6 8.4 0.35 下方欠損しているが、楕円形を呈すると思われる。全面、刃物によ

る削りで調整。穿孔は、両方向から。刀子状工具の先端によるか。

5 未成品 II 蛇紋岩 4.3X2.5X0. 7 17.5 (0 1) 上平面に、途中でやめたと思われる穿孔部分あり。錐によるか。

側面に刃物による削り痕あり。

6 有孔円板 II 滑石 5.0X2.4Xl.0 20.8 0.5 表面に、刃物による削り痕あり。穿孔は、一方向。終孔部は、修

正していないため、楕円形状に穿孔している。

7 有孔円板 II 滑石 2.8X2. 7X0.8 9.4 0.4 上下平面は、削り調整。図左下方は、調整時以降の欠損か。穿孔

は、一方向。

8 有孔円板 II 蛇紋岩 3.0Xl.6Xl.0 6.2 0.8 両側面を削りによる調整。穿孔は、一方向。上下平面には、原石

面が残る。

9 有孔円板 JI 滑石 2.3 X 1. 5 XO. 55 2.8 0.4 上下平面・側面は、刃物による削り調整。穿孔は、一方向で、終孔

部は、刀子状工具による面取りで修正。修正時に下半は欠損か。

10 勾 玉 II 滑石 2.4X0.75X0 5 2.7 0.3 上端欠損。表面は、刃物による削り調整。穿孔は、両方向から。

R の弱い勾玉。

11 末成品 II 滑石 2. 7X l.5X 1.2 11. 2 ほぽ直方体を呈する。 6 面全面を磨きによる調整。上下端は、角

を面取りしている。

12 未成品 II 滑石 3 5Xl.4X0.7 7.1 図上平面上方を剥離欠損している他は、刃物による削り調整。上

下端は、角を面取りしている。

13 臼 玉 II 滑石 1.8Xl.6X0.6 3.1 0.3 上下平面・側面を刃物による削り調整。穿孔は、一方向。未成品

の可能性あり。

14 臼 玉 II 滑石 l, 3 X l, 1 XO. 25 0.7 0.3 下平面は、剥離面。穿孔は、一方向。側面は磨き。上平面は削り。

15 臼 玉 II 滑石 l.5Xl.5X0.8 3.6 0.3 上下平面は、原石面か。側面は、磨きによる調整。穿孔は、一方向。

16 臼 玉 II 滑石 1 5Xl.4X0.6 1. 7 0.3 上下平面は、刃物による削り調整。側面は、磨き。穿孔は一方向。

17 臼 玉 II 滑石 l.0Xl.0X0.6 1.1 0.3 上平面は、削り調整。側面は、磨き調整。穿孔は、一方向。

18 臼 玉 II 滑石 l 2Xl 2X0.5 1. 4 0 3 上下平面は、原石面。側面は、磨き調整。穿孔は、一方向。

19 臼 玉 II 滑石 l.lXl.lX0.5 1.1 0 3 下平面は、削り調整。側面は、磨き調整。穿孔は、一方向。

20 土 錘 II 土 3.3Xl.. 3Xl.2 5.0 0.4 須恵質。表面は、撫でによる調整。穿孔は、焼成前。
\ 

0.35 

21 有孔円板 門出535-1 滑石 3.Sx l.9X 0.65 7.7 0.4 側面一部に削り痕ある他は、すべて、原石面か。右側半分欠損。

穿孔は、一方向。節理に沿って、欠損している。

22 土製品 地神木598 土 4.3Xl.9X3.6 86.2 1 0 土師質。上平面は、ほぼ平担になっており、途中まで穿孔してある。
I 下平面も、平担で、錐によると思われる小孔が 3 カ所ある。0.3 

23 紡錘車 地神木601 滑石 4 3X3.7Xl.3 43.5 0.6 全面を磨きによる整形・調整。穿孔は、中心よりずれている。両
I 方向。0 7 

24 管 玉 地神木599 チャート 2 9Xl OXl.l 0.9 0 3 全面、精緻に研磨してある。 3 カ所に剥離欠損。穿孔は、両方向

から試みているが、貫通していない。

25 臼 玉 地神木594 滑石 l.lXl lXO 6 1 1 0 3 下平面は、削り調整。側面は、磨き。穿孔は、一方向。

26 紡錘車 富士塚571 蛇紋岩 5.4X3.2Xl.9 71.2 0.65 全面、研磨。穿孔は、一方向。長軸面に、剥離欠損部分あり。

（長軸）（短軸）

27 臼 玉 II 滑石 l.3Xl.2X0.7 1.8 0.35 上下平面は、削り調整。側面は、磨きによる調整。上平面に、十文字
I の線刻あり。穿孔時の目印か。藤岡市竹沼遺跡にも同様な物あり。0.4 

28 臼 玉 宮東392-3 滑石 1 3Xl.3X0.4 1.1 0.35 上平面は、削り調整。側面は、磨き。穿孔は、一方向。下方欠損。

29 臼 玉 II 滑石 l.4Xl.4X0.9 2.4 0.3 下平面は、削り調整。側面は、磨き。穿孔は、一方向。未成品か。

30 臼 玉 II 滑石 1. 5 X 1. 45 XO. 6 2.2 0.3 上平面は、削り調整。側面は、磨き。穿孔は、一方向。下方欠損。

31 臼 玉 II 滑石 1.5Xl.5X0.9 3.6 0.4 全面、磨き調整。角がとれていて、丸味を帯びる。穿孔は、一方向。

32 臼 玉 出土地不明 滑石 1.95 X 1.9 X0.8 4.8 0.4 上下平面、削り調整。側面は、磨き。穿孔は、一方向。未成品か。

33 臼 玉 II 滑石 0.9X0.8X0 5 1 5 0.25 下平面は、削り調整。側面は、磨き。穿孔は、一方向。上方欠損。
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第 2 章遺跡の環境

(3) 多胡郡の郷名と韓級郷について

現在の吉井町には、『続日本紀』和銅四年三月辛亥

（六日）の条の

「0中略、割上野国甘良郡織裳韓級矢田大家、

緑野郡武美、片岡郡山等六郷、別置多胡郡」

とある記事と内容のほぼ一致する多胡碑が存在する。

この碑は、多野郡吉井町大字池に所在し、以下の文

面が刻されている。

「弁官符上野国片岡郡緑野郡甘

良郡井三郡内三百戸郡成給羊

成多胡郡和銅四年三月九日甲寅

宣左中弁正五位下多治比真人

より、郡を構成する 6 つの郷（当時の制度上では

「里」とすべきである）の名前がわかり、また、当

時の大宝令制では 5 0 戸を以て 1 里としていること

から、これに合致する内容であることがわかる。こ

の多胡郡は、現在の吉井町全域と高崎市山名町付近

をその範囲とする。そして、八田（矢田）郷には上

毛野朝臣氏、山部（後に山字と改める）郷には秦人

氏の居住していたことが知られ、『続日本紀』天平神

護二年（七六六）五月壬戌（八日）条の記事による

と上野国に在住していた新羅人の子午足ら 193人が

吉井連の姓をうけていることから、郡内には多数

の渡来系の人々が居住していたものとみられる。」
(1) 

太政官二品穂積親王左大臣正二 と述べられている。

位石上尊右大臣正二位藤原尊」 また、上野国分寺跡から出土している 8 世紀中頃

『群馬県史 資料編 4 』では「この両者の照合に の創建期の瓦の中には「多」と押印してある文字瓦
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があったり、 9 世紀前半代の補修用瓦に多胡郡在住

の人物により発注されたと思われる、郷名人名がヘ

ラ書きされた文字瓦が多数確認されている。前者
(2) 

は、国分寺創建に対し郡単位で瓦の供給に当たった

可能性を示唆しており、後者は、その貢進者、ある

いは、寄進者と推定される人名と、その居住地とみ

られる郷名を併記したものであると言われている。
(3) 

その中には、先の「続日本紀jに記された郷名の内、織

裳・韓級（辛科）・八田（矢田）・武美・山（部） （山

字）の五郷それぞれを示す文字や、おそらく、大家

郷を示すと思われる「大」の文字も出土しており、

それぞれの郷に在住していたか、あるいは関係して

いた人々が国分寺に補修用瓦を送っていたことがわ

かるのである。これらの資料は、その時代における

上野国に占める多胡郡の位置を物語るものとして注

目されている。

それらの郷の位置については、それを表す資料は

ほとんど残っておらず、ただ、現在の地名から推測

せざるを得ない。それを見るに、八田は大字矢田と

して、織裳は字折茂として、韓級は神社名の辛科神

社として、（山部～山～山字）は、高崎市山名町とし

て残っている。また、大家・武美両郷については、

地名として残っていない。（「吉井町誌jでは、大字石
(4) 

神字宿地ーの甲に鎮座している大武神社の名称の由

来について、「当所は、奈良時代において石神村と中

島村は大家郷に属し、深沢村は武美郷に属していた

ので各郷の頭文字をとり、大武神社とした。」として

いる。）

古代の地名が、古代から現在に至るまで同じ場所

で生き続けるかどうかについてはかなりの疑問があ

るが、そんな中で、昭和61年度から現在まで継続し

て調査が行われている矢田遺跡（調査に当たって、

遺跡名を大字から取った）で、「八田郷」と線刻され

た紡錘車が 2 点出土していることは示唆的である。

「吉井町誌」は、「現在の行政区画になるまで、幾多の

変遷がおこなわれており、ましてや明治年間の多胡

郡の郡境と、「続日本紀」に記されている多胡郡の範

囲が一致しているとか、いないとかを論ずることは

第 3 節歴史的環境

10 「多」押印

II 「吉井」か

12 「多胡郡織裳郷」

13 「山字子文麿」 14 「山字物部子成」
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第 2 章遺跡の環境

基準の異なっているものを比較しているようなもの

であって、そこにはなんの意味をもたない」としな

がら、現在の地名から 8 世紀代の郷の位置を推定し

ている。それを参考にし、さらに、先の矢田遺跡と

八田郷の関係から、吉井町では古代の地名が比較的

よく、その場所で残ったと仮定して、作成した郷推

定配置図が、第12図である。

本遺跡は、韓級郷の名残であるとされる辛科神社

の南西250mのところを幅60m長さ 600mでほぽ東西

に調査された。辛科神社については、『吉井町誌』で

は「上野国神名帳（総社本）の多胡郡の筆頭にあげ

られている古社名であり、同神社所蔵の銅板毛彫の

懸仏と併せて考えるとき、その存在は、鎌倉時代以

前であろうとされる。また、鎮座地の神保は、この

辛科神社の神領が荘園的性格を有することからその

呼称が起こったとみられ、韓級郷から神保への移行·

は、平安時代後期にさかのぼることができる」とし

ている。

同神社が、元から今の場所にあったのではなく、

後世になって、あの場所に移転されたという可能性

もある。しかしこの神社は、『上野国神名帳』にいう

多胡郡筆頭に上げられていること、 14世紀中頃成立

の［神道集』に「多胡郡の鎮守辛科大明神」として
(5) 

出てくるような信仰の篤い神社であること、群馬県

埋蔵文化財調査事業団が行った関越道新潟線関連

の「国分僧寺・尼寺中間地域」の発掘調査で、 9 世

紀代の補修用とおもわれる瓦に『辛神人口（宿ヵ）子

稲麿jという文字がヘラ書きされてあるものが出土

しており、すなわち、 9 世紀代に「神人（みわひと）」
(6) 

という出雲系氏族といわれる大神氏・大三輪氏ある

いは大神神社との関連性を伺わせる人物が辛科（韓

級）郷に居住していたか、辛科郷となんらかの関連

があったと思われること、大神神社・宗像大社など

社殿を構えている周辺から古墳時代の祭祀遺物が集

中して出土している例があることなどから、神社が

そう簡単に移転されたとは考えられず、たとえ移転

したとしても、すぐそばからの移転であって、別の

郷から移転するとは考えにくい。このような仮説を
(7) 

うけて、本遺跡は、 8 世紀の韓級郷の一部にあたる

地域を調査したことになるのではないだろうか。

前節で紹介した通り、 6 世紀後半から 7 世紀前半

にかけての祭祀遺物が、他の地域に比べてかなりの

集中度をもって出土していることや、次の第 3 章・

第 4 章の記述と併せて考えると、この地域が、古代

において、祭祀行為と密接な関係をもっていたこと

が、多胡郡の他の地域とは絶対的に異なっている性

格といえる。奈良時代の韓級郷にあたる地域は、伝

統的にこの多胡郡域における祭祀行為の中心的位置

を占めていた可能性が強い。 （鹿沼）
註

(1) 「群馬県史 資料編 4 」の史料解説 P. 1217 より。

(2) 県教育委員会文化財保護課前沢和之氏にご教示いただい

た。

(3) 前沢和之「瓦に遺された歴史ー上野国分寺跡出土の文字瓦か

ら一」「群馬風土記」 1988年 3 月号

(4) 「吉井町誌J吉井町誌編さん委員会 1974 

(5) 貴志正造訳 東洋文庫本「神道集」「那波八郎大明神の事」に

宮内判官宗光のこととして登場してくる。

(6) この資料は、関越道新潟線国分僧寺・尼寺中間地域報告書第

四分冊に掲載予定であるが、帥群馬県埋蔵文化財調査事業団

及び関係各位のご厚意によって掲載させていただいた。

15 「八田」「八里人」「八阿子口」 16 「辛（科）子浄庭」 17 「辛」
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(7) 「辛科Jの名は、他に 4 カ所で確認される。 2 カ所は、現在

の藤岡市に辛科神社として残っている。また、ーカ所は、「上

野国郡村誌」の多胡郡多胡村に「辛科神社」として見える。

残りの一カ所は、現在の高崎市木部町の小字名として存在し

ている。「群馬県史料集第 2 巻風土記編II」に収められて

いる江戸時代天明・寛政頃に著された「多胡砂子」には辛科

神社を中心とした信仰民俗がかなり詳しく記録されている

が、その中には「祢宜鉾を持正月 3 の戌之日、 11月 3 の戌の

18 国分寺中間地域出土「辛神人（宿）子稲麿」

20 神保古墳群出土小金銅仏

神保古墳群出土の小金銅仏

本遺跡と同じ神保上位河岸段丘上の東端にある神保古

第 3 節歴史的環境

日 (3 の戌無時翌月二入）より出て 17日之内郡中ヲ廻ル事有

之（中略） 3 月 9 日を祭へきを九月九日を祭る事ハ惣て秋毛

もて供物する事当国なとハ九月初中後の九日を思ひ思ひ村々

二祭ルなれば秋にかしたる也（以下略）」とあり、多胡郡内の

村村では同じ日に祭を行っていたことが伺れる。藤岡市日野

に現在も辛科神社があることや木部村にもみえるから村村に

辛科神社の分社が存在していた可能性もある。

19 辛科神社遠景

墳群中、一本杉古墳の北東に位置する小円墳より出土し 21 多 胡 碑

た。（上毛古墳綜覧旧多胡村第112号墳）所在地は、吉井

町大字神保158番地である。発見者は、土地所有者で、発 分の骨・勾玉・耳環などが出土したそうである。本仏像

見者の話では、 1 体の遺骨の胸元より出土し、他に数体 は、薬師如来であろうか。
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第 3 章検出された遺構と遺物

第 1 節縄文時代の遺構・遺物

本遺跡の主体となる時期は古墳時代以降にあるた が、土坑の形状から縄文時代の陥し穴状土坑と考え

め、縄文時代の遺構・遺物は少なく、遺構は遺跡西 られる。

側台地に陥し穴状の土坑が 1 基検出されただけで、 出土遺物

他にはなかった。遺物は土器・石器・石製品等があ 土器 （第14図）

るが、多くは遺跡全域に散布するものや、古墳時代

以降の遺構埋没土中より出土したものであり、縄文

時代の遺構に伴うものはない。

検出された遺構

2号土坑 （第13図）

5区03B42グリッドに位置し、遺跡西側台地の北西

ヘ傾斜する斜面変換部のやや下方にある。土坑の規

模は開口部で長軸2.0m、短軸1.48m、底部で長軸1.

37m、短軸0.68m、深さ 1.46mを測り、底部形状がほ

ぼ長方形であるのに対し、開口部は楕円（不整長方

形）となる形状を呈する。長軸方向は北北西を指す。

埋没土については第13図に示した通りであるが、古

墳時代以降の遺構埋没土と比較すると、全体的に埋

没土が緻密で、明確に区別することができる。出土

遺物はなかったため時期を特定することはできない

本遺跡より出土した縄文時代の土器は、量的には

少ないものの前期から晩期までのバラエテイーに富

む内容である。とりあえずこれらの土器を第 I 群土

器（前期）、第 II群土器（中期）、第III群土器（後・

晩期）に大別し、以下に個々の説明を加える。

第 I 群土器(1 ~24) 1 から 4 は胎土に繊維を含む

土器群である。 1 は平口縁となる深鉢形土器で、ロ

縁部に幅狭な横位の撚糸圧痕帯をもち、以下胴部に

0 段多条の LR•RL を用いた縦位回転のよる羽状縄

文を施すもの。 2 は胴部に 0 段多条の LR の縄文を

地文とし、沈線で文様を描くもの。 3 は胴部に節が

大粒となる LR の縄文を施すもの。 4 は胴部に 0 段

多条の RL の縄文を施すもの。 5 から 24 は胎土に繊

維を含まない土器群である。 5 は多載竹管具による

肋骨文を施すもの。 6 から 14は浮線文土器で、 6.

L. 180.100 

土層注記

1.明褐色土細粒だが、あまり締りがない。

2. 暗褐色土 明褐色土を斑状に含む。細粒で締りある。

3. 褐色土 細粒で締りがない。

4. 暗褐色土 ローム粒、炭化物粒を少量含む。細粒で締りがある。

5. 暗褐色土 炭化物をごく少撮含む。粗粒で締りがない。

6. 黄褐色土 ロームプロック、ローム粒を多量に含む。粗粒で締りがない。

7. 明褐色土 炭化物粒、ローム粒を含む。締りない。

8. 黄褐色土 ロームの大きなプロックを含む。粗粒で締りない。 6 に酷似。

9. 暗褐色土細粒だが、あまり締りがない。

10. ロームプロックと褐色土の混合土

11, 黄褐色土 黄色軽石(YP) を多量に含む。粗粒で締りがない。

12, 暗褐色土細粒だが締りがない。

13. 汚れた黄色軽石層 (YP) 。

14, 灰黄褐色土細粒でやや粘質。

15, 灰黄褐色土 14 と同質。ロームプロックを含む。

゜ I : 30 lm 

第 13図第 2 号土坑実測図
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第 3 章検出された遺構と遺物

10 は地文に LR の縄文を横位に施し、数本の細い粘

土紐を張り付け、その上に矢羽状方向に刻みを付す。

7 も同様であるが、浮線文の上下にやや太い沈線を

もつもの。 8 • 9 は地文に RL の縄文を横位に施し、

細い粘土紐を張り付け、その上に矢羽状方向の刻み

を付す。 11から 14 も他と同様に浮線文をもつが、地

文に施された縄文原体は不明である。 15 は半載竹管

による横位への連続刺突を数条施すもの。 16から 24

は、これら浮線文土器群に伴い全面に縄文施文を施

すものである。 16から 22 はLRの縄文を施すものであ

り、 23 • 24 は RL の縄文を施すもの。

第 II群土器 (25~35) 25 は胎土に小石を多く含み、

平口縁となる口唇部に刻みをもち、口縁下に LR の

縄文を施す。 26 は隆帯上に細かな刻みを施し文様を

区画し、区画内に大形の半載竹管具による平行沈線

及び刺突を施す。 27 は胎土に多量の雲母を含み、 2条

平行の結節沈線文が施される。 28は胴部に隆帯と沈

線により文様を区画し、区画内に緩やかな弧状沈線

を施す。 29 は口縁部から頸部にかかる破片で、口縁

部文様には隆帯と太い沈線で楕円状に文様が区画さ

れ、区画内には縦位に沈線が描かれ、頸部は無文と

なる。 30 は胴部に縦位の沈線により区画し、幅広の

無文帯を垂下させ、地文には RL の縄文を施す。 31

は地文に荒い繊維によるRLの縄文が施文され、胴部

に「 S 」字状に太い沈線を描く。 32 は緩やかな波状

口縁となり口縁が内反する深鉢形を呈する土器で、

口縁下に LR の縄文を施す。 34 は胴部に隆帯による

文様を描き、地文に RL の縄文を施す。 33 • 35 は胴

部に RL の縄文を施すもので、 35 は器厚が比較的薄

し％

第III群土器 (36~42) この群の土器は、いずれも胎

土・焼成共にかなり良好な土器である。 36 • 37 は同

一個体の土器で、平口縁となる鉢形を呈し、口縁下

に刻み状の縦位の沈線を巡らせ、平行沈線や弧状の

沈線で文様を区画し、区画内に縄文を施す。縄文は

節が細かくなる撚りの細いRLが施される。さらにロ

縁部の縦位沈線下には、 2 個で一対となる瘤状の貼

付文を数力所に付す。 38 も先の36 • 37 と同一個体の

可能性のあるもので、並行・弧状の沈線で文様を区

画し、区画内に RL の細い縄文が施され、さらに瘤状

の貼付文及び横刻みをもつ縦長の貼付文を付す。 39

は並行・弧状の沈線により文様を区画し、区画内に

撚りの細い RL の縄文を施し、横刻みをもつ縦長の

貼付文を付す。 40は沈線で並行ないしは曲線的に文

< 

4
 

< 

＿一、-

< 
゜

1: 1 5cm 

第 15図 遺構外出土縄文石器実測図 (I)
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第 1 節縄文時代の遺構と遺物
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第 16図 遺構外出土縄文石器実測図 (2)
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第 1 節縄文時代の遺構と遺物
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゜ I : 3 10cm 

第 18図遺構外出土縄文石器実測図 (4)
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遺構外出土縄文石器実測図 (5)

様を描き、区画内にかなり細い撚りの縄文を施す。

41 は連続した刻み状の縦位沈線を 2 条巡らせ、縦刻

みをもつ大きな瘤状の貼付文を付す。なお器面には

朱が塗布されている。 42 は底部破片で、底面に網代

痕をもつ。

石器・石製品

本遺跡で出土した石器は、土器と同様に時期的な

バラエティーに富む。

1 は黒曜石の剥片を素材とするポイントで、両面

の両側縁に調整加工が施されており、基部は欠損し

ている。

（第15~19固）

2 は黒曜石の剥片を素材とするもので、両

面に調整加工の施されたポイント状のものから剥が

された作出剥片とも思われる。 この 1 • 2 について

は縄文時代でも古い時期のものと考えられる。

36 

3~21 は石鏃で、石材には黒曜石・チャート・黒

色頁岩が使用されている。

両者がある。

また、無茎鏃と有茎鏃の

3~16は無茎のもので、概ね二等辺三

角形を呈し、扶りの深いものや、比較的大型のもの

もある。 17~21 は有茎のもので基部に扶りをもつも

ののみである。 19 は最大幅に対し短身のもの。 20 • 

21 は最大幅に対し長身となるものである。 23 • 24 は

調整の比較的粗い縦長石匙。 25~27 は箆状石器で、

いずれも片面を主体に調整を施した半両面加工のも

のである。 28~46は打製石斧で、泥岩・頁岩・安山

岩等を主体に用い、撥形・短冊形・分銅形を呈する

もの。 47は玄武岩製の磨製石斧である。 48 は石核で

頁岩を用いたもの。 49 は石皿であるが、周縁を欠損

している。 50~53 は凹石で、いづれも片岩による。



第 1 節縄文時代の遺構と遺物

50~52 は両面に、 53 は 4 面に凹みが施されている。 飾り。これら 3~54の石器・石製品は、縄文時代前期

54 はひん岩による敲石。 22 は珪質頁岩による決状耳 から晩期にかけてのものと考えられる。 （谷藤）

第 5 表石器計測表 単位 (cm) 、(g)

番号 出土位置 器 種 石 材 最大長 最大幅 最大厚 重さ 備 考

1 2 区 c ポイ ン 卜黒 曜 石 4.5 2.8 0.8 9. 74 基部欠損

2 表採 調整剥片 黒 曜 石 2.2 1.3 0.4 0.86 

3 10号溝埋没土 石 鏃（無茎） 黒 曜 石 2.2 1.6 0.3 0.81 一部欠損

4 59号住カマド II チ ヤ 卜 2.1 1.5 0.3 0.63 

5 10号溝埋没土 II 黒 曜 石 2.6 2.1 0.3 1.35 

6 2 区表採 II 黒 曜 石 1.5 1.3 0.4 0 99 

7 1 区 c JI 黒 曜 石 1.8 1.2 0.4 0.47 

8 4 区 c II チ ヤ 卜 3.1 2.0 0.5 2.14 , 2 区表採 II 黒 曜 石 1.8 1.2 0 3 0.55 

10 4 区 C II 黒 曜 石 1.5 1.3 0.3 0.37 

11 3 号住埋没土 II チ ヤ 卜 2.0 1.5 0.4 0.80 

12 3 区 c II 黒 曜 石 1. 7 1.5 0.4 0.82 

13 30号住掘りかた II 黒 曜 石 3.2 2.7 0.5 1. 76 

14 2 区 C II チ ヤ 卜 1. 7 1.5 0.4 0.96 

15 121号住埋没土 II 黒 曜 石 2.1 1.8 0.4 1 66 

16 10号溝埋没土 II 黒色頁岩 2.4 1.5 0.4 1.17 表面風化

17 59号住埋没土 （有茎） 黒 曜 石 1. 7 1.1 0.3 0.39 

18 76号住埋没土 II 黒 曜 石 1. 7 1. 4 0.4 0.63 

19 115号住掘りかた II チ ヤ 卜 1.5 1.6 0.4 0.87 

20 2 区 c II チ ヤ 卜 3.0 1.4 0 5 1.24 

21 116号住埋没土 II 黒 曜 石 2.6 1.4 0 4 0.93 

22 10号溝埋没土 袂状耳飾り 珪質頁岩 3.0 1. 7 0 4 30 

23 39号住埋没土 石 匙 黒色頁岩 7.9 3.2 1 1 33 

24 4 区 C II 硬質泥岩 8.4 3. 7 0.7 26 

25 2 区 C 箆状石器 頁 右山 6.2 4.4 0.7 28 

26 10号溝埋没土 II 頁 右山 8. 7 5.0 1. 2 90 

27 2 区 C II 硬質泥岩 8.3 4.6 2.2 76 

28 17号住埋没土 打製石斧 変質安山岩 10.0 4.4 1. 7 100 

29 2 区 c II 硬質泥岩 8.4 4.5 1.3 62 

30 36号住埋没土 II 硬質泥岩 12. 4 4.5 2.3 200 

31 5 区 B II 硬質泥岩 10.5 4.6 1.6 150 

32 2 区 c II 硬質泥岩 11. 6 5.6 1.3 93 

33 11号溝埋没土 II 硬質泥岩 11. 0 4.6 1.8 106 

34 2 区 C II 硬質泥岩 10.0 5.6 1.9 167 

35 2 区 c II 硬質泥岩 9 2 5. 7 2.6 150 

36 2 区 c II 頁 右山 6.6 4.2 1.3 48 

37 4 区 II 硬質泥岩 9.7 6 4 1.5 83 

38 4 区 C II 硬質泥岩 13.5 5 8 2.3 220 

39 2 区 C II 粗粒安山岩 9.0 6.7 3.0 228 

40 11号溝埋没土 II 緑色片岩 12.3 6 3 1. 7 226 

41 2 号溝埋没土 II 硬質泥岩 6.6 6.0 1.3 90 

42 2 区 c II 頁 右山 8.3 6.2 0.9 64 

43 4 区 C II 硬質泥岩 11. 7 7 5 2.8 100 

44 2 区 c II 硬質泥岩 13.8 8 4 3.2 438 

45 3 区 C II 硬質泥岩 10.5 8.2 2.6 250 

46 2 号溝埋没土 II 硬質泥岩 11.2 6.2 1.6 180 

47 6 区 B 磨製石斧 変玄武岩 6.6 5.9 3.2 180 

48 87号土坑埋没土 石 核 頁 右山 12.2 11.1 5.0 900 

49 5 区 B 石 皿 粗粒安山岩 25. 7 15.1 3.0 2500 

50 4 区 C 凹 石 雲母石英片岩 12.5 7.8 3.4 600 

51 5 区 B II 緑色片岩 11. 3 7.3 2.1 340 

52 4 区 C II 雲母石英片岩 6. 7 6.1 1.8 100 

53 10号溝埋没土 II 黒色片岩 21. 7 9.2 8.3 2900 

54 6 号住埋没土 敲 石 ひ ん 右山 11. 9 7.6 6 8 900 
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検出された遺構と遺物

弥生時代の遺構と遺物

22号土拡
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第20図 第22号土坑実測図及び出土遺物実測図

38 



第 2 節 弥生時代の遺構と遺物

22号土坑

ほぽ円形を呈し、規模は径約110cm、深さ約50cmで

ある。底は比較的平坦で、壁は垂直に掘り込まれて

いる。埋没土は細粒で締まりに欠ける土である。自

然堆積ではなく、人為的に一時に埋め戻された可能

性が高い。中から弥生式土器片（条痕文）数片、片

岩製の石鍬 3 点出土。土坑の中位に白色の粘土様の

ものが認められている。

出土土器 1 は壺形土器の胴下半部、底径はやや小

さく胴部は直線的に開く。外面は箆磨きが施され内

面は箆撫でされている。胎土は石粒が目立ち内面に

炭化物が付着している。底面に木葉痕が見られる。

2 、 3 は壺形土器の胴部片、地文に LRの縄文を施

した上に櫛状工具による曲線文が見られる。内面、

箆撫でされている。摩耗が著しく、胎土は粉っぽい

感じを呈す。 4 は甕形土器の口縁部片である。斜格

子状に条痕が見られる。口唇部に刻みを持つ。 5 、

6 は同一個体片、外面に縦方向の細い条線が浅く施

される。胎土は粒子が細かい。 7 は底部片、かなり

厚手で底に網代痕を持つ。 8 は無文の底部片である。

胴部に向かってやや開く。 9 は石鍬である。片面に

自然面を大きく残す、大型品で刃部の形は先端部が

やや尖り気味となる。基部は両側より浅くえぐりを

入れている。 3 片に割れて出土したものが接合した。

10 は片岩製で細長い板状を呈す。基部の片側に調整 土 器

゜ I : 30 lm 

土層注記

1.暗褐色土細粒、炭化物少量含む。

2. 褐色土細粒、やや粘質。

3. 褐色土 ローム小塊少量含む。

4. 暗褐色土細粒、粘質。堅くしまっている。

5. 黄褐色土細粒、やや粘質。締りが弱い。

い
吋
げ
げ
り
パ
，

゜ 1 : 3 10cm 

第21 図 第28号土坑実測図及び出土遺物実測図

痕が見られる。石鍬か。 11 は礫器である。片面は自

然面で、剥離は多方向より行われているが、細かな

調整痕は見られない。 12 は欠損しているが敲打石と

思われる。打面は先端よりややずれている。

28号土坑

ほぼ円形で底は平坦である。壁は垂直に掘り込ま

れている。中央部より白色の粘土塊が出土している。

出土土器櫛状工具による波状文を持つ。黒っぽい

土器で砂粒が目立つ。

l 、 2 は口縁部に刻みを持つ。 3 、 4 、 5 、 6 、

7 、 8 は胴部片である。いずれもやや粗い工具によ

る条痕が斜めに走る。胎土中に 1~2 mmの石英粒子

含む。 9 は綾杉状の斜条痕を施す。薄手で口唇部に

刻みを持つ。色調はやや黒みを帯びる。 10 は口縁部、

地文に LRの縄文を施し下位に不規則な条痕を横位

に施す。口唇に縄文の押圧、胎土中に砂粒目立つ。

11 は厚手の土器である。太い沈線により横位、縦位、

山形に文様を描く。区画内に LR の縄文、刻みをもつ

耳状の有孔貼付け文を持つ。 12 も同個体。 13、 14 は

全面に縄文を持つものである。 13 は肩から口縁にか

けての破片である。やや薄手でLR の縄文を持つ。

15、 16 、 17、 18 は同一個体である。地文に全面 RL の

39 
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弥生時代の遺構と遺物
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゜ I : 3 10cm 

第23図 遺構外出土弥生石器実測図

縄文を施す。輪積痕が観察される。 19 、 20、 21 、 22 、

23、 24 は平行沈線を持つ。 19 、 20 には刺突文が見ら

れる。 25は口縁部にLRの縄文、下位に条痕を持つ。

26、 27、 28 、 29 、 30 は沈線間に縄文が施される。

31 、 32 は赤色塗彩された高坪。 31 は坪部片、

は水平に開き、内面横、外面縦の箆磨き痕が残る。

32 は脚部である。外面箆磨きされ、

石 器

2 号溝

口縁部

4 個の透かし孔

を持つ。 33 も高坪片。 34 は器台片。 35 は全面に櫛状

工具による波状文を持つ。輪積痕が残る。比較的薄

手である。 36、 37 は底部片、 36 は外面箆削り整形さ

れている。底部に網代痕を持つ。 37 は外面に横位の

条痕を持つ。底部に木葉痕が見られる。

1 は石鍬である。偏平でやや幅広、刃部に

向かって開き端部は丸くなる。片面に自然面を一部

12住

が尖る。

35住

5 区

2 は細長い板状で、中央にえぐりを持ち両端

3 は板状で下部が広がり、端部は尖る。

4 はえぐりを持ち、片方は折れているが、両

端が尖っていたものと思われる。

今回の調査で検出された弥生時代の遺構は、中

期の土坑のみであったが、調査区内において出土し

た土器について見ると、中期中半から後期後半にわ

たっている。数量的には少なかったものの、ほぽ全

域で散見された。個々の土器は中期条痕文系のもの、

中期後半のいわゆる竜見町式土器、後期樽式土器な

どが見られる他、縄文の施文された赤井戸式土器も

混在している。近接する神保富士塚、安坪遺跡では

中期の土坑、後期の住居跡などが検出されており、

弥生時代全般にわたってかなり濃密な遺構の存在が

考えられる。 （小野）

残し、 この面および刃部はかなり摩耗している。
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第 3 章検出された遺構と遺物

第 3 節 古墳時代の住居跡と遺物

第63号住居跡

位置 5 区34B30 写真 PL.11 

形状長辺4.18m、短辺3.78mの台形気味の隅丸方

形。壁はロームで高さ 0~51cmである。

面積 15.23m' 方位 N-62ー-W 

埋没土 凡そ 4 層に分けられる暗褐色土で埋められ

ていて、碗底状の自然堆積の様相を示している。

床面 ローム層まで掘り込み、ローム層をそのまま

平坦に整地して床としているが、西側がやや低い。

南側隅角部床には灰白色粘土塊が置かれていた。

炉 北西壁寄りの位置には径30cmX40cmの範囲に地

床炉跡とみられる床面の焼土化した部分が検出され

た。しかし、掘り窪めたような形跡はなかった。

柱穴 明確に柱穴とみられるヒ゜ットは発見されな

かったが、大小 5 個のピットが存在する。

貯蔵穴・壁周溝 両者共存在しなかった。

遺物 土師器壺．婉・器台等の破片が住居全体に散

在して出土した。また、輝緑岩製の工作台 1 点あり。

備考出土遺物は非在地系の特色を示すものがあ

り、住居の年代は 4 世紀前半とみられる。 （小林）
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や明るい土。
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い土。
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第26図 第63号住居跡出土遺物実測図 (2)

第63号住居跡出土遺物観察表 (PL.96)

屈番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 古式 +3 口(1 9. 2) 高一 ①細•黒色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部磨き。 内外共に、赤色

高坪 底ーロ～底 化・硬 ③赤色 内面 口縁部横撫で、体部磨き。 顔料（丹か）

2 古式 +2 胴片（縦4.5 横12.0) ①細•黒色赤色鉱少量 外面磨きの後、縄文施文。羽状縄文。

甕 ②酸化・硬 ③浅黄色 内面箆撫で。

3 古式 +19 底 (6.8) ①細・白色黒色鉱少量 内面箆撫で。

甕 底部片 ②酸化・硬 ③明赤褐色 底面箆磨き。

4 古式 +3 胴部～底部片 ①普通・黒色鉱少量 ② 内外共磨き。

鉢型 酸化・硬 ③灰色

5 古式 +4 破片（縦3.1 横2.8) ①普通・黒色白色鉱少量 外面磨きの後、縄文施文。

鉢型 胴部片 ②酸化・硬 ③鈍い褐色 内面箆撫で。

6 古式 +15 口一高一底1 1.6 ①普通・灰色鉱多量 ② 外面縦箆磨き。

器台 脚部％ 酸化・硬 ③鈍い黄橙色 内面箆撫で。

7 砥石 +l 材質 輝緑岩。長さ 34.4cm 幅23.9cm 厚さ 13 7cm 重さ 15.6kg。 }11原石の利用。大型であるため、何かの

製作台としても考え得る。使用は、表面のみで平滑面と多数のヒケ傷が認められる。主体は、金属、他か。

第67号住居跡

位置 5 区45C02 写真 PL.11 

形状長辺5.6m、短辺5.12mの南北に長いやや歪ん

だ長方形。壁はほぼ垂直に掘り込まれており、残り

は比較的良好で残存壁高10~45cm を測る。

面積 29.18rri' 方位 N-30°-E （長軸）

埋没土 凡そ 5 層の暗褐色土、褐色土によって埋没

していた。全体的には碗底型堆積を示しており、徐々

に堆積していった様相が窺われた。

床面確認面から凡そ40~80cm掘り込み、ロームや

褐色土の混合土を客土してほぼ水平に床を整地して

いるが、やや中央部が低くなっていた。

炉 地床炉で、住居中央よりやや北寄りに位置して

に長さ 20cmほどの棒状の川原石が 1 個置かれていた。

柱穴 ピットは10個検出されたが、柱穴は 9 個と推

定される。当初は P1~P4 の 4 主柱穴であるが、後に

建て替えで掘り直されたものとみられる。 P1~P4

は大体同じ大きさで径35~40cm、深さ 55~65cmであ

る。また、東壁には床面を底部とするピットが 2 カ

所検出された。これは人工的な造作の跡とみられる。

貯蔵穴北側隅角部に径70cm、深さ 52cmの円形で下

がややすぽまる形態のものが検出された。

壁周溝存在しなかった。

遺物 土師器壺・器台・塊が北半部に散在し、南西

壁中央に棒状川原石の集中箇所が見られた。

備考本遺跡の住居遺構では第63号住居跡と共に最

いた。径30cmほどの円形に床面が焼けており、北端 古に属し、 4 世紀前半とみられる。 （小林）
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第29図 第67号住居跡出土遺物実測図 (2)

第67号住居跡出土遺物観察表（PL.96)

屈番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 古式 +4 胴部片（縦5.0 横 ①普通・灰色鉱多量 ② 外面縄文の下は磨き。羽状縄文。 外面下半部、黒
士互 14.0) 酸化・硬 ③浅黄色 内面箆撫で後、磨き。 く焼けている。

2 古式 +12 口 (10.0) 高9.2 ①普通・灰色黒色鉱少量 外面 口縁部横撫で、体部箆削り。

片口鉢 底6 5 口～底％ ②酸化・硬 ＠冷［い黄橙色 内面 口縁部横撫で、体部磨き。

3 古式 -13 口8.8 高167 ①灰色鉱微量 ②酸化・ 外面磨き。 外面上半部～内

壺 底 (5.6) 口～底％ 普通 ③鈍い赤褐色 内面 口縁部箆撫で。 面口縁部鈍い丹

塗彩。

4 古式 +2 口一高一底7.0 ①細•黒色鉱少量 ②酸 外面磨き。 全体に焼成時の

器台 脚部％ 化・硬 ③黒色 内面撫で。 黒色。％程鈍い

黄橙。

5 古式 埋没土 口一高一底 (11 8) ①普通・白色赤色鉱少量 外面箆磨き。

器台 脚部％ ②酸化・硬 ③鈍い黄橙色 内面箆撫で。

6 弥生 埋没土 破片（縦2.6 横4.0) ①普通・白色灰色鉱少量 外面工字文を施文したのち、磨き。 流れ込み。

浅鉢？ ②酸化・普通 ③橙色 内面撫で。

7 弥生 埋没土 破片（縦3.0 横4.0) ①普通・白色鉱少量 ② 外面縦方向、内面横方行の細かな刷毛目 流れ込み。

甕 酸化・普通 ③明赤褐色 による調整。

第120号住居跡出土遺物

2 区12C10のグリッドに所在する 120号住居跡の

埋没土中より出土した。点数は、 4 点であり、同一
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゜ 1 : 3 10cm 

個体の可能性が高い。表面全体は、刷毛目、内面は

輪積痕や指頭圧痕が残る。 （鹿沼）
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第120号住居跡出土遺物観察表 (PL.—)
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附番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 古式 埋没土 口 13.8 高一底ー ①細・白色鉱少量 ②酸 外面胴部縦刷毛目（粗）。

甕 破片（縦4.0 横4.0) 化・硬 ③鈍い褐色 内面 口縁部横刷毛目（粗）。

2 古式 埋没土 破片（縦4.5 横4.5) ①細・灰色微鉱少量 ② 外面胴部縦刷毛目（粗）。

甕 酸化・硬 ③暗褐色 内面指撫で、輪積痕あり。

3 古式 埋没土 破片（縦4.3 横4.3) ①細・白色鉱少量 ②酸 外面胴部刷毛目（粗）。

甕 化・硬 ③灰黄褐色 内面指撫で、輪積痕あり。

4 古式 埋没土 破片（縦6.5 横3.8) ①白色鉱少量 ②酸化・ 外面胴部縦刷毛目（粗）。

甕 普通 ③橙色 内面指撫で、輪積痕、指頭圧痕あり。
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第 3 章 検出された遺構と遺物

第 1 号住居跡

位置

形状

5 区13COO 写真 PL.12 

一辺の長さが4.lmの正方形を呈する。四隅

は、直角をなし、各辺も直線的に掘り込まれている。

壁面の勾配は、 75~85゜で立ち上がる。

すべて住居内にある。材料は、粘性のあるロームブ

ロックを主体とする。焚口部は、灰褐色の泥岩を加

工し鳥居状に組んでいたと思われ、両袖に袖石が立

ち、 その前に泥岩の天井石が数個に割れて横たわっ

面積 17.60m' 方位 N-27ー-E 

埋没土 四方向から徐々に揺鉢状に堆積している。

黄褐色土を斑状に含む褐色土が主体をなし、床面近

くでは比較的大粒の炭化物を含む層もある。

床面

鼈

東から西へ向かう比較的緩やかな斜面を、確

認面でローム層を東側で65cm、西側で20cm前後掘り

込み、その上にロームを10cmほど客土し堅く踏みし

めて床面を形成している。住居のほぼ中央竃寄りの

部分は、堅く踏み固まっていた。

北側の壁にあり、煙道部が住居外へ出るほかは、

ていた。燃焼部には雲母石英片岩を 2 本支脚として

使用し、左側の支脚には土師器坪がかぶさった状態

で検出された。火床面はほぼ平坦で煙道部に継続し

ており、煙道部は壁外へ緩やかに立ち上がっている。

柱穴 住居外形の対角線上に 4 本検出。各柱穴の規

模（径 x 深さ cm) は、 P 1 : 48X64 、 P 2 : 64 X 64、p 3:

60X58 、

貯蔵穴

P 4 : 52 X48 を測る。

竃に向かって右側、柱穴Eの P2側に位置

する。短径70cm、長径80cmの楕円形を呈し、下部に

いくに従い、長方形になる。深さ 84cmを測る。内部

にはロームブロックを多く含み、中層から下層にか

c
 

<>

A
 ＼゜＼：｀o,17 9心っ゜

ぐ～｀ 19014

□ i 

A
 

り

^
>
2
3
 喜

[
I _ I 

p'.l·こ）．

L • 180.20 

c
 

A
 

g . 

O
N
0
8
I
.
T
 

m. 
| 

g . 

仁．
I 

c
 

L • 180.20 

A' 

土層注記

1. A軽石、ロームの小塊を含む、締りのない黄褐色土。

2. A軽石を少量含む、粗粒で締りのない暗褐色土。

3. 炭化物を少量含む、粗粒で締りのある褐色土。

4. 炭化物を少量含むやや粒子の粗い、締りの弱い明褐色土。

C' 5. 黄褐色土を斑点状に含む、細粒で、締りのある暗褐色土。

ー• 6. 5 と同じように、黄褐色土を斑点状に含む、細粒で 粘質

の褐色土。

7. やや大粒の炭化物を含む、細粒で、粘質の黄褐色土。

8. ローム粒を多量に含む、細粒で、締りのある暗褐色土。

9. ローム粒子プロックを多く含み、堅く踏みしめられている

黄褐色土。
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第31 図 第 1 号住居跡実測図
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第 3 節 古墳時代の遺構と遺物

けて、炭化物粒が少量検出された。

壁周溝

遺物

幅 5~16cm、深さ 10~14cmの規模で全周。

鼈焚口部の床に落ちた天井石に内側から倒れ

かかるように 2 個体の長胴甕が出土し、

lmの円の範囲に長胴甕 l 小型甕 2

そこから径

大型甑 1

た東壁と Pよの間に表面に擦痕のある雲母石英片

岩の工作台が出土した。

備考 本住居と近接している 3 号・ 6 号・ 58号住居

小型甑 2 高坪片 坪などが集中して出土した。 ま

a , a
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跡とは主軸方位がほぼ一致し、遺物もほぼ同時期の

ものと考えられ、何等かの関連があるものと思われ

る。本住居跡の年代観を 6 世紀前半としたい。（鹿沼）

土層注記

a. 暗褐色土 黄色ローム粒子を含み、住居覆土と

同様。

b. 黄褐色土 黄色ロームを主とした層。

C •暗赤褐色土 よごれた黄色ロームに、焼土粒を

多塁に含む。

d. 赤褐色土焼土粒や炭化物粒を多く含む。

e. b に類似するが、やや暗い。

f.黄色土 ロームプロック（カマド袖）。

g．黄色土 fと類似するが、やや焼土化する。

h. 暗褐色土 ローム小プロック、焼土プロックを

含む暗色土。

ロームプロックを主とするが、よご

れている。

h に非常に近いが、全体的に焼土を

含み、やや赤味がかっている。ロー

ムの粒も含む。かなりしっかりして

いる。

k. 焼土プロック

i.暗黄色土

j.暗褐色土

F
 

L • 180.00 F
 

寇全長

燃焼部長

燃焼部幅

焚口部幅

94cm 

65cm 

32cm 

30cm 

゜ lm 
第32図 第 1 号住居跡鼈実測図
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第 3 節古墳時代の遺構と遺物

口

24 (ｽ) 

口

ロ 口 ゜ 1 :4 10cm 

゜ 1: 3 10cm 

第35図 第 1 号住居跡出土遺物実測図（ 3)

第 1 号住居跡出土遺物観察表 (PL.97 、 98、 99)

國番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

l 土師器 竃 口 19.1 尚32 8 ①普通・白色鉱少量②酸 外面 口縁部横撫で、体部縦箆削り。 胴部下半、黒褐色。

長胴甕 底6.8 ほぼ完形 化・普通③橙色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。 2次的火跡か。

2 土師器 床面直上 口 17.8 尚33.8 ①普通・白色鉱少量＠酸化 外面 口縁部横撫で、体部斜め箆削り。 胴部下半、黒褐色。

長胴甕 底5.4 ほぼ完形 ・普通 ③鈍い赤褐色 内面 口縁部横撫で、体部～底部箆撫で。 2次的火跡か。

3 土師器 鼈 口 18.4 高 34.1 ①普通・灰色鉱多量②酸化 外面 口縁部横撫で、体部縦箆削り。 胴部下半、黒褐色。

長胴甕 底6.9 Ys ・普通③鈍い赤褐色 内面 口縁部横撫で体部無で。 2次的火跡か。

4 土師器 床面直上 口26.1 高26.8 ①細・灰色鉱少量 ②酸 外面口縁部横撫で、体部縦箆削り。内面口 内面一部に黒褐

甑大 底8.8 完形 化・普通 ③橙色 縁部横撫で、体部撫で。内外に輪積痕あり。 色部分あり。

5 土師器 鼈 口21. 1 高12.7 ①細・灰色鉱少量②酸化・ 外面 口縁部横撫で、体部斜め箆削り。

甑 底7.8 ｾ 硬 ③明赤褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

6 土師器 鼈 口 15.3 高13.7 ①普通・白色鉱多量 ② 外面 口縁部横撫で、体部縦箆削り。内面口縁

甑 底3.1 Ys 酸化・普通 ③橙色 部横撫で、体部撫で。上半に輪積痕、底指圧痕。

7 土師器 +25. 7 口 16.2 尚一底一 ①細・白色鉱少量②酸化・ 外面 口縁部横撫で、体部箆削り。

甕 % 硬③鈍い赤褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

8 土師器 床面直上 口 13.7 高13.1 ①普通・灰色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、体部縦箆削り。

甕 底5.6 完形 酸化・普通 ③橙色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

9 土師器 床面直上 口12. 9 高13.6 ①普通・灰色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、体部縦箆削り。

甕 底6.5 ｽ 酸化・硬 ③暗赤褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

10 土師器 床面直上 口12. 9 高4.8 底一 ①細・白色鉱少量 ＠酸化 外面 口縁部横撫で、体部横箆削り。

坪 ほぽ完形 ・硬 ③鈍い黄褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

11 土師器 竃 口 12.5 高4.8 底一 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部横箆削り。 左支脚にかぶさっ

坪 完形 化・普通 ③橙色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。 た状態で出土。

12 土師器 床面直上 口 12.6 高4.5 底一 ①細・灰色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部横箆削り。

坪 完形 化・普通 ③橙色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

13 土師器 床面直上 口 13.3 尚4.9 底ー ①細・灰色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部横箆削り。

坪 ほぼ完形 化・普通 ③橙色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

14 土師器 床下 口 (14.8) 高一底一 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部斜箆削り。

高坪 口～底％ 化・普通 ③橙色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

15 土師器 +6.3 口(14.8) 高一底一 ①細・灰色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部斜箆削り。

高坪 口～底％ 化・硬 ③橙色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。
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助番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

16 土師器 床面直上 口 (16 8) 高一底一 ①細・灰色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部箆削り。

高坪 口～底％ 化・硬 ③赤褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で後磨き。

17 土師器 +5 6 ロ (1 1. 8) 高 (6.7) ①細・央雑物なし ②酸 外面 口縁部横撫で、体部横箆削り。

坪 底一 % 化・普通 ③鈍い黄褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で後磨き。

18 土師器 床面直上 口 12.0 高5.0 底一 ①細・灰色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部横箆削り。 内面に暗文あ

坪 ｽ 化・普通 ③鈍い赤褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。 り。

19 土師器 床面直上 口 (23.4) 高(19.5) ①細・白色鉱微量 ＠酸化 外面 口縁部横撫で、体部横箆削り。脚部縦 内面に暗文あ

高坪 底 (16.7) % ・普通 ③明赤褐色 箆削り。内面 口縁部横撫で、体部撫で。 り。

20 土師器 床面直上 口 15.2 高一底一 ①普通・灰色鉱多量 ② 外面 口縁部横撫で、体部縦箆削り。

甕 % 酸化・普通 ③暗赤褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

21 土師器 埋没土 ロー高一底8.6 ①普通・白色灰色鉱多量 外面体部箆削り。

甕 胴～底弱 ②酸化・普通 ③鈍い赤 内面体部撫で。

褐色

22 土師器 床面直上 ロー品一底9.6 ①普通・灰色鉱多量 ② 外面体部縦箆削り。

甕 胴～底％ 酸化・硬 ③鈍い赤褐色 内面体部箆撫で。

23 工作台 床面直上 材質 雲母石英片岩。長さ 34.1cm 幅20.6cm 厚さ 6.6cm 重量7.4kg。図平面上のみ、研磨面。表面に金属の刃

ならし様の傷あり。研磨は、浅い部分に及ぶため、研磨主体（磨かれる物体）は、木、皮など。

24 砥石 埋没土 材質 砂岩。長さ 9.6cm 幅7.7cm 厚さ 2.5cm 重量250g。図左右側部と平面の 3 面が、使用面。奥の小口面は、

原石面。平面の傷は調査時。右側部の研磨面は、左上がりのため、右ききで、研磨主体は、金属。
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第 3 号住居跡

位置 5 区10B45 写真 PL.13 

形状長辺6.46m、短辺6.08m、深さ 0~55cmの規模

の方形を呈するが、西壁は完全に削られていた。

面積 38.12面 方位 N-34°-E

埋没土 凡そ 6 層の明・暗褐色土により埋まってい

たが、自然堆積の様相が窺われた。

床面 確認面から60cmほど掘り込み、褐色土やロー

芯

\ 

゜

第 3 節古墳時代の遺構と遺物

ムの混合土を約20cmの厚さに客土し、整地していた。

西側が下がり気味で中央がやや低くなっており、鼈

前では踏み固められた堅い面が検出された。

鼈北壁の東寄りの位置に黄白色粘土を用いて、屋

内に造り出されていた。天井部は崩落していたが袖

部は比較的よく残り、袖の中には甕の破片が芯材に

入れられていた。燃焼部はよく焼けていた。

柱穴 ピットは 7 個検出されたが、この中の P1

～いが主柱穴で他は補助的なものとみられる。埋没

土の断面に柱根痕が見られ、柱の立ち腐れを推定さ

せている。柱穴の規模は P 1 : 64cm X 60cm、 P2: 38 

cmX38cm、 P 3 : 64cm X 70cm、 P •: 68cmX87cm であ

る。

貯蔵穴 長方形のものが竃の右側に南北に 2 つ並ん

で検出された。後出の北側のは縦108cmX横65cm、深

さ 94cmであるが、南側のも大体同じ大きさである。

壁周溝幅14~30cm、深さ 6~12cmが全周していた。

遺物 土師器甕・坪・高坪の破片が住居全体に散在

して出土したが、量は少ない。

備考他の遺構との里複はない。年代は 6 世紀前半

と推定される。 （小林）
第37図 第 3 号住居跡掘りかた実測図

゜

土層注記

2m 
I 

鼈全長 lO&m
燃焼部長 70cm 

燃焼部幅 36cm 

焚口部幅 38cm 

1.黄褐色土を斑らに含む、細粒

で締りのある褐色土。 D 

2. ローム粒、炭化物を少量含む・

細粒で締りのある暗褐色土。

3. ローム粒を多量に、炭化物を

少量含む細粒の明褐色土。

4. ローム粒を 3 よりもさらに多

量に含むやや粘質の明褐色

土。

5. やや大粒の炭化物を多く含む

粘質の褐色土。

6. 3 とほぽ同質の明褐色土だが、じ＿
ァ

ロームプロック少量含む。

7. 暗黄褐色土 ロームの小塊や

粒を多量に含み、締りが強

い。上部に炭化物を少量含む。

8. 黄褐色土堅いロームプロッ

クや ローム粒を多量に含み

締りが強い。

9. ロームプロックと褐色土の混

合土。かなり堅くしまっている。

D' 
L • 180.10 

L • 176.9。 E'

゜ 2m 

第38図 第 3 号住居跡実測図 (2)
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第39図 第 3 号住居跡出土遺物実測図

第 3 号住居跡出土遺物観察表 (PL.99)

図番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

l 土師器 鼈左袖 口一頸（16.l) ①普通・灰色鉱少最 ② 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。

長胴甕 頸～胴％ 酸化・普通 ③鈍い橙色 内面 口縁部横撫で、胴部箆撫で。

2 土師器 埋没土 □ 17.0 高一底一 ①普通・灰色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。

長胴甕 口～胴％ 酸化・普通 ③鈍い橙色 内面 口縁部横撫で、胴部箆撫で。

3 土師器 +5 口一頸(16.5) ①普通・灰色鉱少鑓 ② 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。

甕 口～胴％ 酸化・硬 ③鈍い褐色 内面 口縁部横撫で、胴部撫で。

4 土師器 +3 口17.1 高一底一 ①普通・灰色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で。 器台へ転用。

甕 口縁部 % 酸化・普通 ③橙色 内面 口縁部横撫で。

5 土師器 +5 口 14.0 高一底一 ①普通・灰色鉱少旦 ② 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。

甕 口～胴％ 酸化・普通 ③鈍い褐色 内面 口縁部横撫で、胴部撫で、上半に輪積痕。

6 土師器 +39 口一高一底7.4 ①普通・灰色鉱少量 ② 外面胴部縦箆削り。

甕 底部 % 酸化・硬 ③鈍い黄橙色 内面胴部～底部撫で。

7 土師器 貯蔵穴 口 12. 7 高一底一 ①細・灰色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。

甕 口～胴％ 化・普通 ③赤褐色 内面 口縁部横撫で、胴部撫で。

8 土師器 +33 ロー高一裾10.0 ①細・灰色鉱少量②酸 外面脚部縦箆削り。

高坪 脚部％ 化・普通③橙色 内面脚部撫で。, 土師器 +35 口一高一裾9.6 ①細・灰色鉱少量 ②酸 外面脚部縦箆削り。

高坪 脚部％ 化・硬 ③赤褐色 内面脚部撫で。
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目番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

10 土師器 +4 □ 14.9 高5.0 ①細・灰色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で。体部～底部横箆削り。 内面は黒色処

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③明赤褐色 内面 口縁部横撫で、体部～底部撫で。 理。

11 土師器 床直 口 14.5 高4.1 ①細・灰色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部横箆削り。 内面は黒色処

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③明赤褐色 内面 口縁部横撫で、体部～底部磨き。 理。

12 土師器 +14 口(13. 8) 高一 ①細・灰色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部斜め箆削り。

坪 底—口～体部片 化・普通 ③鈍い橙色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

13 土師器 +17 口(15.6) 高一 ①細・灰色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部横箆削り。

坪 底ーロ～体％ 化・普通 ③橙色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

14 土師器 +3 口 (13.5) 高4.8 ①細・灰色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部横箆削り。

坪 丸底口～体％ 化・普通 ③橙色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。
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第40図第 6 号住居跡実測図

c
 

L • 177.50 c
 

D
 

u 
士層注記

1.暗褐色土

2. 褐色土炭化物を含む。

3. 淡黄褐色土粘質。炭化物を

少量混入。

4. 黄褐色土

5. 暗黄褐色土締り強い。

炭化物若干含む。
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第 3 章 検出された遺構と遺物

第 6 号住居跡 ことから、徐々に堆積していったものとみられる。

位置

形状

5 区18B45 写真 PL.14 

長辺6.5m、短辺6.lmを測る台形気味の方形。

壁は西側が残りが悪い。壁高 0~74cmである。

面積 37.41m' 

埋没土

方位 N-35ー-E 

凡そ 6 層の暗褐色土、褐色土等によって埋

まっている。埋没土層断面に碗底型層序が見られる

鯰
0

•p I 

\ ◎
皇 ◎

凡

• 

゜ 2m 

第41 図 第 6 号住居跡掘りかた実測図

竃全長
燃焼部長

燃焼部幅

焚口部幅

88cm 

56cm 

29cm 

32cm 

"-ｷ 
| 

. `
J
 

江．

I 

床面 ローム層を50~70cm掘り込み、 ロームをその

ｰ
L
.
L
L
I
.
T
 

K
I
 

まま床面としていた。全体的に平坦であるが、西側

がやや低くなっていた。鼈前から住居中央にかけて

は、踏み固めてできた堅い面が広範囲に残っていた。

鼈

を用い、壁を背にして屋内に造り出されていた。天

井は崩落しており、焚口には扁平で細長い雲母石英

片岩が両端に突き刺されており、燃焼部には棒状の

片岩が 2 個立てられ、支脚に使用されていた。なお、

焚口前には泥岩が落下していた。

柱穴

された。規模は 4 個が大体同じで径50cm前後、深さ

80cmほどである。いずれも柱根痕をよく留めている。

貯蔵穴

方形を呈するものが検出され、内部より長甕が 2 つ

割れになって落ちこんだ様子で出土した。

壁周溝

遺物

北壁の中央やや東寄りの位置に黄白色粘土と石

備考

住居四隅を結ぶ対角線に載る位置に 4 個検出

鼈の右側に縦118cmX横70cm、深さ 76cmの長

幅14~38cm、深さ 8~14cmのU字溝が全周。

土師器長甕・壺・甑・坪、須恵器甕片が鼈や

貯蔵穴の周辺に比較的多く出土した。 また、鼈には

横倒しになった長甕や伏せられた壺底部などが出土

しており、当時の台所の姿を偲ばせていた。

本住居跡の年代は 6 世紀前半と推定される。

■ :::::土細言：ょ；：し；；干含み、粘性が強い。
C. 褐色土焼土粒、炭化物を多く含み、粘性が強い。

下部は焼土の量が多い。

d. 明褐色土 黄色粘土、焼土粒、炭化物を若干含む。

e. 赤褐色土焼土を多く含む。

f.黄褐色粘土

g．暗褐色土細粒だが締りは弱い（カマドの覆土）。

h. 焼土

i.褐色土

土層注記 （小林）

細粒だが締りはない。

E
 

E
 

G
 

G' 

゜ lm 第42図 第 6 号住居跡鼈実測図
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第44図

2.5cm 

10cm 

第 6 号住居跡出土遺物観察表 (PL. 100 、 101 、 102)

國番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 +12 口 18.5 高34 0 ①普通・灰色鉱少醤 ② 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。

長胴甕 底6.5 口～底％ 酸化・硬 ③鈍い橙色 内面 口縁部横撫で、胴部撫で。

2 土師器 鼈内 口 21. 5 高一底ー ①普通・灰色白色鉱少量② 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。

長胴甕 口～胴％ 酸化・普通 ③鈍い赤褐色 内面 口縁部横撫で、胴部撫で。

3 土師器 貯蔵穴中 口（1. 2) 尚 (253) ①普通•白色灰色鉱多量② 外面 口縁部横撫で、胴部上部縦箆削り、下
ギ究 -29 底7.5 頸～底％ 酸化・普通 ③鈍い赤褐色 部横箆削り。内面 口縁部横撫で、胴部撫で。

4 土師器 -6 ロー高一底7 3 ①細・白色灰色鉱少量 外面胴部箆削り。
士互 胴～底％ ②酸化・普通 ◎朋赤褐色 内面胴部撫で。

5 土師器 -1 口 13.1 高20.5 ①細·灰色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、胴部斜め箆削り。

ギ堂 底6 0 口～底％ 化・普通 ③明赤褐色 内面 口縁部横撫で、胴部撫で？。

6 土師器 -29 口 16.3 高一底一 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、胴部横箆削り。 器台転用か？。

一団を 口～頸％ 化・普通 ③鈍い橙色 内面 口縁部横撫で。

7 土師器 +4 口 14.1 高17.7 ①普通・灰色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り、下部箆撫 輪積痕あり。

小型甕 底6.1 口～底％ 酸化・硬 ③暗赤褐色 で。内面 口縁部横撫で、胴部箆撫で。
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第 3 節古墳時代の遺構と遺物

目番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

8 土師器 +15 口 13.7 高13.9 ①普通・灰色鉱少鼠 ② 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。 輪積痕あり。

小型甕 底8.5 口～底½ 酸化・普通 ③暗赤褐色 内面 口縁部横撫で、胴部撫で。, 土師器 +6 口 13.6 高13.1 ①普通・灰色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、胴部箆削り。

小型甕 底64 完形 酸化・硬 ③暗赤褐色 内面 口縁部横撫で、胴部撫で。

10 土師器 +9 口 (25. 7) 高 (33.3) ①普通・灰色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。

甑 底8 5 口～底％ 酸化・普通 ③鈍い赤褐色 内面 口縁部横撫で、胴部撫で。

11 土師器 +3 口 16.2 尚151 ①普通・灰色鉱少籠 ② 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。内面 口 輪積痕あり。

小型甑 底一ほぼ完形 酸化・普通 ③明赤褐色 縁部横撫で、胴部上半箆撫で、下半縦箆削り。

12 土師器 +12 口(10. 4) 高一 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、胴部箆削り。

小型甑 底—口～胴部片 化・硬 ③鈍い赤褐色 内面 口縁部横撫で、胴部撫で。

13 土師器 柱穴中 口 14 4 高5.8 ①細・灰色鉱少星 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 (P,) 丸底 ほぼ完形 化・普通 ③明赤褐色 内面 口縁部横撫で、体部～底部撫で。

14 土師器 竃内 口13.2 商5.1 ①細・灰色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底ほぽ完形 化・普通 ③橙色 内面 口縁部横撫で、体部～底部撫で。

15 土師器 -2 口14.0 高5.1 ①細・灰色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③明赤褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で後、放射状暗文。

16 土師器 -1 口13.5 高5.1 ①細・白色鉱微絋 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。内

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③明赤褐色 面 口縁部横撫で、体部撫で後、放射状暗文。

17 土師器 鼈内 口 13.8 高5.7 ①細・灰色鉱微鼠 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底ほぽ完形 化・普通 ③鈍い橙色 内面 口縁部横撫で、体部撫で後、放射状暗文。

18 土師器 +6 口 13.3 高50 ①細・灰色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底完形 化・普通 ③明赤褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で後、放射状暗文。

19 土師器 -10 口 13 9 高5.2 ①細・灰色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底 ほぼ完形 化・普通 ③橙色 内面 口縁部横撫で、体部～底部撫で。

20 土師器 床直 口 (14.0) 高 (5.3) ①細・白色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底口～底½ 化・普通 ③明赤褐色 内面 口縁部横撫で、体部～底部撫で。

21 土師器 鼈内 口 (12. 7) 高 (5.6) ①細・灰色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底口～底％ 化・硬 ③鈍い黄橙色 内面 口縁部横撫で、体部～底部撫で。

22 土師器 -7 口 (12.2) 高一底ー ①普通・白色鉱微量 ② 外面 口縁部横撫で、体部箆削り。 内面の縁が、灰

坪 口～底部片 酸化・硬 ③鈍い赤褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。 黒色。

23 土師器 埋没土 口 (14.0) 高一底一 ①細・爽雑物なし ②酸 外面 口縁部横撫で、体部箆削り。

坪 口縁部片 化・硬 ③鈍い黄橙色 内面 口縁部横撫で。

24 土師器 -17 口 (15.0) 高一底一 ①細・爽雑物ほとんどなし 外面 口縁部横撫で、体部箆削り。

皿 口～底％ ②酸化・硬 ③鈍い橙色 内面 口縁部横撫で、底部撫で。

25 陶器 埋没土 口 (14.0) 高一底ー ①細・央雑物なし ②還 外面 口縁部に釉薬。

皿 口縁部％ 元焼締 ③灰白色 内面貫入あり。

26 土師器 +40 口一尚一底一 ①細・灰色鉱微鑓 ②酸 外面脚部に箆削り。

高坪 脚部片％ 化・硬 ③赤褐色 内面脚部上部に磨き。

27 須恵器 埋没土 頸部片 ①細・白色鉱少量 ②還 紐作り後、ロクロ整形か。 「四」の文字箆

甕 （縦2.8 横7.7) 元・硬 ③オリープ黒色 表面に波状文あり。 書き。

28 砥石 +2 材質 流紋岩（砥沢石）。長さ 5.9cm 幅5 8cm 厚さ 4.8cm 重さ 200g。右図左側は、旧時の欠損。その右小口に原

石面あり、それを除く 4 面に使用面。 2 面に刃ならし傷あり。極めて面は滑らかなため、主体は金属。

29 有孔円 埋没土 材質滑石長さ2.4cm 幅1. 4cm 厚さ 0.6cm 孔径0.2cm 重さ 3. 7g。全面、面ごとに磨いている。半円形を呈す

板 る。表裏に、形削りの段階のタガネ状工具の跡あり。

第12号住居跡

位置 4 区45C06 写真 PL. 15、 16、 17

み、凹凸のある掘りかた底面に厚さ 10~20cmほどロ

ームと暗褐色土の混合土を客土して、ほぽ水平で平

坦に整地している。鼈前から住居中央にかけては広

範囲に踏み固めてできた堅い面が検出された。なお、

住居のほぽ中央には長軸1.12m、短軸1.03m、深さ 32

cmの楕円形の床下土坑が検出された。底部が摺鉢型

にすぽまる形態であるが、内部から何も検出されな

かった。この土坑は、周囲の土層から床面整地後に

掘り込まれたものと推定される。

形状長辺3.32m、短辺3.10mの規模の方形。西側が

下りになっているため、西側の遺存状態は不良。残

存壁高は西側では12cm、東側では58cmである。

面積 9.87吋 方位 N-60°-E

埋没土 大きく 5 層に分けられる黒褐色土や褐色土

によって埋まっていた。各層にかなりの凹凸があり、

短時間に埋没していった様子が窺われる。

床面確認面からローム層を15~70cmほど掘り込 鼈北壁の東寄りの位置に黄色粘土と石を用い、壁
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を背にして屋内に造り出されていたが、遺残状態は

極めて良好である。即ち、焚口の両端には扁平な雲

母石英片岩が突き刺してあり、燃焼部中央には石の

支脚が 1 個立てられていた。 このような竃の燃焼部

には長甕が 2 個並べてかけた状態で出土した。左側

の甕は前に倒れていたが、右側の甕は支脚で底部を

支えた恰好になっていて、当時の姿をそのまま伝え

ていた。燃焼部は強く焼け、焼土が多量に残っていた。

柱穴 検出されなかった。

貯蔵穴 鼈の右側に検出された。形態はやや不整な

楕円形で鍋底状を呈する。規模は長軸46cm、短軸36

cm、深さ 23cmである。

壁周溝 東壁の中ほどから南壁にかけて幅14~20

cm、深さ 4~7 cmの規模のものが存在した。

遺物 多量の土師器とごく少量の滑石成品が発見さ

れた。即ち、土師器は壺・長甕・小型甕・甑・鉢．

盤・坪・高坪・遜で、住居の東側％ほどの所に集中

していた。 これらは横倒しや斜めになっているもの

が多く、無造作に置かれたような状態を呈していた。

滑石成品は臼玉が 6 点、有孔方形板が 1 点、その他

に滑石片が 3 点である。臼玉は壺や甕の中から出土。

備考 多量の土器類は大きく 2 時期に分けられる

が、下層の方が新しいという特異な現象を示してい

る。遺物の年代は 6 世紀前半とみられる。 （小林）
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第52図 第 12号住居跡出土遺物実測図 (7)

第12号住居跡出土遺物観察表 (PL. 102 、 103 、 104、 105 、 106、 107)

図番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成③色調 成形・整形の技法
器形 残存状態

1 土師器 竃内 口 18 7 高344 ①普通・灰色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。

長胴甕 底7.7 口～底％ 酸化・普通 ③鈍い褐色 内面 口縁部横撫で、胴部撫で。

2 土師器 鼈内 口18 3 高324 ①普通・白色灰色鉱少量 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。

長胴甕 底8.2 口～底％ ②酸化・普通 ③飩い褐色 内面 口縁部横撫で、胴部箆撫で。

3 土師器 +l 口20.8 高20.2 ①普通・灰色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、胴部斜め箆削り。

小型甑 底9.0 完形 酸化・普通 ③鈍い黄橙色 内面 □縁部横撫で、胴部箆撫で。

4 土師器 -6 口 19.2 高11.6 ①普通・灰色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、体部縦箆削り。

鉢 底6.4 ほぽ完形 酸化・普通 ③鈍い褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

5 土師器 鼈 口 13 3 高5.4 ①細・灰色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③橙色 内面 口縁部横撫で、体部～底部撫で。

6 土師器 +l 口 14.2 高4.0 ①細・灰色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底 ほぼ完形 化・硬 ③灰褐色 内面 口縁部横撫で、体部～底部撫で。

7 土師器 +l 口 12.4 高4.8 ①細・灰色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底完形 化・硬 ③黒褐色 内面 口縁部横撫で、体部～底部撫で。

8 土師器 +1 口 12.3 高4.1 ①細・灰色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底完形 化・硬 ③黒褐色 内面 □縁部横撫で、体部～底部撫で。, 土師器 -4 口 12 6 尚4.3 ①細・白色灰色鉱少量 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底完形 ②酸化・硬 ③鈍い橙色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

10 土師器 + 1 口 13.8 高5.0 ①細・灰色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底完形 化・硬 ③鈍い黄褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

11 土師器 + 1 口 13.7 高4.7 ①細・灰色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底完形 化・硬 ③鈍い赤褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

12 土師器 +4 口 18.3 高36.7 ①普通・灰色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。

甕 底10.4 ほぼ完形 酸化・普通 ③飩い黄橙色 内面 口縁部横撫で、胴部撫で。

13 土師器 + 1 口20.9 高3 1. 0 ①普通・白色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。
g ギ 底82 完形 酸化・普通 ③鈍い黄橙色 内面 口縁部横撫で、胴部箆撫で。

14 土師器 +8 口 21. 1 高 (31.1) ①普通・灰色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で後磨き、胴部箆削り後磨

壺 底一 % 酸化・普通 ③鈍い黄橙色 き。内面 口縁部横撫で、胴部箆撫で。

15 土師器 +3 口 19.5 高32.8 ①普通・灰色鉱多量 ② 外面 口縁部横撫で、胴部斜め箆削り。

宜= 底7.0 ほぼ完形 酸化・普通 ◎滲［い黄橙色 内面 □縁部横撫で、胴部箆撫で。

16 土師器 -6 口 14.3 高12.8 ①普通・白色鉱多量 ② 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。

小型甕 底8 5 口～底½ 酸化・普通 ③鈍い赤褐色 内面 口縁部横撫で、胴部撫で。

17 土師器 -6 口 13.2 高15.9 ①普通・灰色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。

小型甕 底70 完形 酸化・普通 ＠滲［い黄橙色 内面 口縁部横撫で、胴部撫で。

18 土師器 竃内 口12 0 高9.2 ①細・白色黒色鉱多量 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。内面 ロ

小型甕 底5.7 完形 ②酸化・硬 ③鈍い黄橙色 縁部～胴部中央部横撫で、胴部下半部撫で。

19 土師器 -1 口一高一底一 ①普通・白色鉱少量 ② 外面頸部横撫で、胴部縦箆削り。

長胴甕 胴 (20.0) 頸～胴下半 酸化・普通 ③鈍い褐色 内面頸部横撫で、胴部箆撫で。

20 土師器 +7 口一高一底7.2 ①粗・白色鉱多量 ②酸 外面胴部箆削り。

長胴甕 胴～底％ 化・普通 ③鈍い褐色 内面胴部撫で。
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備 考

輪積痕あり。

輪積痕あり。

2 次的な、火を

うけた跡あり。

黒色処理？。

黒色処理。

黒色処理？。

黒色処理？

黒色処理？。

輪積痕あり。

内面口縁部に一

周黒色の付着物

輪積痕あり。

底部に木葉痕あ

り。
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図番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

21 土師器 +6 口 19.0 高 (32.2) ①普通・灰色鉱多最 ② 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。 輪積痕あり。

長胴甕 底ーロ～底％ 酸化・普通 ③鈍い褐色 内面 口縁部横撫で、胴部撫で。 甑に転用か。

22 土師器 -3 口(13.8) 商ー底ー ①細・白色鉱多量 ②酸 外面 口縁部横撫で、胴部斜め箆削り。

小型甕 口～胴％ 化・硬 ③明赤褐色 内面 口縁部横撫で、胴部撫で。

23 土師器 +25 口 16.5 高32 5 請通・白包天色鉱多蘭② 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。

長胴甕 底8.5 口～底％ 酸化・普通 ③鈍い黄橙色 内面 口縁部横撫で、胴部箆撫で。

24 土師器 +11 口18.1 高30.6 ①普通・灰色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、胴部斜め箆削り。

長胴甕 底6.6 口～底％ 酸化・普通 ③鈍い橙色 内面 口縁部横撫で、胴部箆撫で。

25 土師器 +9 口16 3 尚26.7 ①普通・灰色鉱多量 ② 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。

長胴甕 底7.0 口～底％ 酸化・普通 ③灰黄褐色 内面 口縁部横撫で、胴部箆撫で。

26 土師器 +24 口 13.0 高176 ①普通・灰色白色鉱少量② 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。

小型甕 底6.8 完形 酸化・普通 ◎飩い黄橙色 内面 口縁部横撫で、胴部箆撫で。

27 土師器 +13 ロ (15.4) 高20.9 ①普通・白色灰色鉱多量 外面 口縁部横撫で、胴部斜め箆削り。

小型甕 底6 4 口～底％ ②酸化・普通 ③黄褐色 内面 口縁部横撫で、胴部箆撫で。

28 土師器 +25 ロ (14.4) 高20.2 ①普通・灰色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、胴部斜め箆削り。

小型甕 底8.1 口～底％ 酸化・普通 ③鈍い黄橙色 内面 口縁部横撫で、胴部箆撫で。

29 土師器 +19 口 19.3 高一底一 ①普通・白色灰色鉱少量 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。

長胴甕 口～胴½ ②酸化・普通 ③鈍い褐色 内面 口縁部横撫で、胴部箆撫で。

30 土師器 +12 口 (18.5) 高一底ー ①細•黒色鉱少量 ②酸 外面 口縁部～胴部縦箆削り。 ％程黒色、 1次的か

甕 口～胴部片 化・硬 ③灰黄色 内面横撫で。 2 次的か不明。

31 土師器 +27 口一尚一底7.0 ①普通・白色鉱少量 ② 外面胴部箆削り。

長胴甕 胴～底％ 酸化・普通 ③鈍い黄橙色 内面胴部撫で。

32 土師器 +8 口 17.2 尚263 ①噌通・白色灰色鉱少量② 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。

甕 底6. 7 口～底％ 酸化・普通 ＠冷［い黄橙色 内面 口縁部横撫で、胴部箆撫で。

33 土師器 +42 口 14.0 高296 ①普通・灰色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。 輪積痕あり。

甕 底7.8 ほぼ完形 酸化・普通 ③橙色 内面 口縁部横撫で、胴部撫で。

34 土師器 +21 口20.9 高290 ①普通・白色鉱少量 ② 外面口縁部横撫で、胴上半部縦箆削り、下半部 輪積痕あり。

甕 底9.4 口～底％ 酸化・普通 ③鈍い橙色 斜め箆撫削り。内面口縁部横撫で、胴部撫で。

35 土師器 +19 口 12.3 高 13.2 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、胴部撫で。 輪積痕、明瞭に

甕 底7.0 完形 化・普通 ③鈍い橙色 内面 口縁部横撫で、胴部撫で。 残る。

36 土師器 +12 口 (14 3) 高19.1 ①普通・白色鉱少醤 ② 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。

小型甕 底8.6 口～底％ 酸化・普通 ＠冷［い黄橙色 内面 口縁部横撫で、胴部箆撫で。

37 土師器 +16 ロ (16.8) 高2 1.7 ①普通・灰色鉱多量 ② 外面 口縁部横撫で、胴部斜め箆削り。

小型甕 底9.2 口～底％ 酸化・普通 ③鈍い黄橙色 内面 口縁部横撫で、胴部箆撫で。

38 土師器 +13 口 17.5 高一底ー ①普通・灰色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。

小型甕 口～胴％ 酸化・普通 ＠滲tい赤褐色 内面 口縁部横撫で、胴部撫で。

39 土師器 +6 口20. 7 高225 ①普通・灰色鉱多量 ② 外面 口縁部横撫で、胴部斜め箆削り。

小型甕 底9.9 口～底％ 酸化・普通 ③飩い黄橙色 内面 口縁部横撫で、胴部撫で。

40 土師器 +27 口 (16. 9) 高25.6 ①細・灰色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、胴上半部横箆削り、胴中

竺= 底6.5 口～底％ 化・普通 ③明赤褐色 央部縦箆削り。内面口縁部横撫で、胴部撫で。

41 土師器 +20 口 14. 7 高2 1. 1 ①普通・白色鉱微量 ② 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。

一宜 底6.5 完形 酸化・普通 ③赤褐色 内面 口縁部横撫で、胴部撫で。

42 土師器 埋没土 口 12.5 高 18.8 ①普通・白色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、頸部・胴部縦箆削り。

小型甕 底5.5 完形 酸化・普通 ③純い黄橙色 内面 口縁部横撫で、胴部撫で。

43 土師器 +8 口 11.0 高 11.0 ①粗・白色鉱多量 ②酸 外面 口縁部横撫で、頸部～胴部箆削り。

小型甕 底6.0 口～底％ 化・軟 ③鈍い橙色 内面 口縁部横撫で、胴部撫で。

44 土師器 +31 口 10.2 高 15.8 ①細・白色鉱多量 ②酸 外面 口縁部撫で、胴部縦箆削り。

小型壺 底4.0 完形 化・軟 ③鈍い橙色 内面 口縁部横撫で、胴部撫で。

45 土師器 + 1 口 11 4 高一底一 露・灰雑物ほとんどなし 外面 口縁部横撫で、肩部箆削り。

壺 口～胴％ ②酸化・普通 ③鈍い橙色 内面 口縁部横撫で、肩部撫で。

46 土師器 +19 ロ (18.0) 高一底一 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、肩部箆削り。
竺ギ 口～肩％ 化・普通 ③橙色 内面 口縁部横撫で、肩部撫で。

47 土師器 +6 口 16.6 高19.2 ①普通・灰色鉱多量 ② 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。

小型甑 底8.3 ほぼ完形 酸化・普通 ③鈍い赤褐色 内面 口縁部横撫で、胴部箆撫で。

48 土師器 +40 口20.8 高16.8 ①細・灰色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、坪底部横箆削り脚部縦箆 脚部内面に輪積

高坪 底13.8 口～脚％ 化・普通 ③明赤褐色 削り。内面口縁部横撫で、杯底部撫で後暗文。 痕あり。

49 土師器 +18 ロ 2 1. 6 尚 18.4 ①細・灰色鉱微量 ②酸 口縁部・裾部内外共横撫で、外面 坪底部横箆 脚部内面に輪積

高坪 底17.1 ほぼ完形 化・普通 ③明赤褐色 削り、脚部縦箆削り。内面坪底部撫で後、暗文。 痕あり。

50 土師器 +38 口 13 8 高 14. 7 I ①細・白色灰色鉱少量I 外面磨き。 内面、黒色処理。

速 丸底口～底％ ②酸化・普通③橙色 内面横撫で。
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51 土師器 +5 口 13.3 高一底一 謬・爽雑物ほとんどなし 口縁部内外共撫で。外面坪底部～脚上部箆

高坪 口～脚上部½ ②酸化・普通 ③橙色 削り。外面撫で後、放射状暗文。

52 土師器 埋没土 口一高一底一 ①細·白色鉱少量 ②酸 外面脚部縦箆削り。

高坪 脚部½ 化・普通 ③橙色 内面脚部箆撫で。

53 土師器 +4 口 18.0 高19.1 ①細・白色鉱微量 ②酸 口縁部・裾部内外共横撫で。外面坪底部横 脚部内面に輪積

高坪 底14.5 ほぼ完形 化・普通 ③橙色 箆削り、脚部縦箆削り。内面坪底部撫で。 痕あり。

54 土師器 +13 口 (17. 4) 高15.6 ①細・灰色鉱少量 ②酸 口縁部・裾部内外共横撫で。外面坪底部横箆 脚部内面に輪積

高坪 底12.8 口～脚％ 化・普通 ③赤褐色 削り、脚部縦箆削り。内面坪底部撫で後、暗文。 痕あり。

55 土師器 +10 口 18.7 高(18.6) ①細・灰色鉱微量 ②酸 口縁部・裾部内外共横撫で。外面坪底部横箆

高坪 底 (12.3) 坪部・脚部 化・普通 ③明赤褐色 削り、脚部縦箆削り。内面坪底部撫で後暗文

56 土師器 +39 口 16.2 高一底一 ①細・白色鉱微塁 ②酸 外面 口縁部横撫で、坪底部横箆削り。

高坪 坪部 % 化・普通 ③橙色 内面 口縁部横撫で、坪底部撫で後、暗文。

57 土師器 鼈 口 14.1 高9.7 ①粗・白色鉱少量 外面 口縁部横撫で、体部斜め箆削り。

鉢 丸底ほぼ完形 ②酸化・普通 ◎滲臥＞橙色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

58 土師器 +33 口 11.6 高5.8 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部横箆削り。

坪 丸底 ほぼ完形 化・普通 ③鈍い橙色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

59 土師器 +2 口 11. 1 高7.2 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部横箆削り。

坪 丸底ほぼ完形 化・普通 ③橙色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

60 土師器 +18 口 10.2 高6.7 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部横箆削り。

坪 丸底完形 化・普通 ③橙色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

61 土師器 +8 口 12.4 高6.1 ①細灰色鉱少量②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底ほぼ完形 化・普通 ③鈍い橙色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

62 土師器 +13 口 12.1 高5.3 ①細・灰色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部横箆削り。

坪 丸底ほぼ完形 化・普通 ③鈍い赤褐色 内面 □縁部横撫で、体部撫で。

63 土師器 +18 口 13.3 高4.7 ①細・灰色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③鈍い赤褐色 内面 口縁部横撫で、体部箆撫で。

64 土師器 +9 口 13.9 高4.1 ①細・灰色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部横箆削り。 黒色処理。

坪 丸底ほぼ完形 化・硬 ③鈍い黄褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

65 土師器 +22 口 12. 7 高4.6 ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共磨き。 内面底部黒褐

坪 丸底ほぼ完形 化・硬 ③赤褐色 色。

66 土師器 +13 口 13 8 高5.2 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部横箆削り。内

坪 丸底完形 化・普通 ③橙色 面 口縁部横撫で、体部撫で後、放射状暗文。

67 土師器 +33 口 12 5 高4.7 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部横箆削り。

坪 丸底 ほぼ完形 化・普通 ③橙色 内面 口縁部横撫で、体部撫で後、暗文。

68 土師器 +26 口 13.0 高4.1 ①普通・灰色鉱多量②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部横箆削り。

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③鈍い赤褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

69 土師器 +29 口6.2 高3.9 ①細・灰色鉱微量 ②酸 外面口縁部横撫で、体部横箆削り。内面 ロ

坪 底ーロ～底％ 化・硬 ③鈍い橙色 縁部横撫で、体部横撫で後磨き、暗文。

70 土師器 +13 口 13.2 高4.4 ①細・灰色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部横箆削り。

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③鈍い黄橙色 内面 口縁部横撫で、体部撫で後、放射状暗文。

71 土師器 埋没土 口(13.6) 高 (4.1) ①細・白色鉱微量 ②酸 外面 口縁部撫で、体部横箆削り。

坪 底ーロ～底％ 化・硬 ③灰黄褐色 内面 口縁部・体部共に撫で。

72 土師器 埋没土 □ 13. 7 高一底一 ①細・灰色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部横箆削り。

坪 口～体％ 化・普通 ③橙色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

73 臼玉 +18 材質滑石。長さ0.9cm 幅0.9cm 厚さ 0.6cm 孔径0.3cm 重さ 0.3g。

穿孔は、一方向である。側面は、やや斜め方向に研磨。上・下面は、扁平に近づけようと調整されている。

74 臼玉 埋没土 材質滑石。長さ0 8cm 幅0.8cm 厚さ 0.5cm 孔径0.2cm 重さ 0 3g。

穿孔は、一方向である。側面は、やや斜め方向に研磨。上・下面は、扁平に近づけようと調整されている。

75 臼玉 埋没土 材質滑石。長さ 0.9cm 幅0.8cm 厚さ 0.5cm 孔径0.2cm 重さ 0.3g

穿孔は、一方向である。側面は、やや斜め方向に研磨。上面は、平らに調整。下面は、剥離面となっている。

76 臼玉 埋没土 材質滑石。長さ 0.8cm 幅0.8cm 厚さ 0. 7cm 孔径0.2cm 重さ 0.3g。

穿孔は、両方向である。側面は、やや斜め方向に研磨。上面は、平らに調整。下面は、剥離面となっている。

77 臼玉 +34 材質滑石。長さ 0.8cm 幅0.8cm 厚さ 0.8cm 孔径0 2cm 重さ 0.6g。

穿孔は、両方向である。側面は、ほぼまっすぐに研磨。上・下面とも、平らに調整されている。

78 臼玉 埋没土 材質滑石。長さ0.9cm 幅0.8cm 厚さ 0.4cm 孔径0.3cm 重さ 0.2g。

穿孔は、一方向である。側面は、やや斜め方向に研磨。上・下面とも、平らに調整されている。

79 有孔方 竃埋没土 材質 滑石。長さ 0 4cm 幅3.5cm 厚さ 0.6cm 孔径0.3cm 重さ 14.5g。穿孔は、下面からの一方向である。上・

板 下面及び 4 側面は、研磨されている。下方側面には、研磨後、故意に円形に剥離された部分がある。

80 石核 埋没土 材質 滑石。長さ 4.8cm 幅3 9cm 厚さ 27cm 重さ 50g。鈍い黄橙色を呈する。この他に、同様のチップが 2 片

確認されている。
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土層注記

1. 黒褐色土径 1~3

cm大の斑状淡褐色土

を含む。

2. 1 と同様だが、炭化

物も混入。

3. 褐色土上部の方は

径 1~3cm大の淡褐

色土を斑状に含む。

炭化物混入。

4. 明褐色土淡褐色土

の塊りを斑らに含み

細粒でやや粘質。炭

化物混入。

5. 明褐色土上部に淡
褐色土の円形の塊り
を斑らに含む。

6. 黒褐色土径 5~10
mm大のロームの小プ

ロックを多量に含

む。炭化物混入。

7. 黄褐色土 ロームの

大プロックを含む。

8. 黒色土淡褐色土を
斑らに含む。

9. 床下土坑

` 

覆土
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鼈全表
燃焼部長

燃焼部幅

焚口部幅

工．

| 
163cm 

64cm 

26cm 

27cm 
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土層注記

a. 暗褐色土淡褐色土を

斑らに含み、細粒でやや

粘質。

b, 褐色土径 3~5 cm大

の淡褐色土を斑らに含み

細粒でやや粘質。

C •暗褐色土焼土粒を少

量含み、細粒でやや締り

が強い。

d, 暗褐色土 ローム粒、

焼土粒を少量含む。

e. 褐色土全体に焼土を

薄く含む。ロームの粒や淡

褐色土も含まれる。細粒

でやや粘質で締りが強い
f.明褐色土上部に焼土

が集中している。径 l

~2 cm大の黄褐色土も含

まれる。細粒で粘質。

g．焼土

h. 焼土の小塊を多量に含

む黄色粘土（ローム）。

i.焼土を多く含み、やや

赤色系の黄色土。

j.黒褐色上細粒だが締

りがない。炭化物混入。

k. 黒褐色土桑の根の痕。
］．暗褐色土細粒でやや

粘質。炭化物若干混入。

m. 黒褐色土混合物なし。

n. 暗褐色土焼土粒混入。

o. 赤褐色土焼土プロッ

ク多量に含む。粗粒でも

ろい。

記
土
注
色

一
層
褐

D
•

土
暗

‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘.) 

-
Fi

o
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ロ
り□
｀

E
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L • 185. 70 

言
D
 L • 186.40 

゜ 2m 

第54図

P. 褐色土 ローム粒多量

に混入。細粒だが粘性あり。

q．赤褐色土焼土ブロッ

クを多量に含む（崩落焼土）。

r. 暗褐色土 ローム粒少

量混入。粗粒でたいへん

もろい。煙道部か？

s. 暗褐色土径 1~2cm 

大のロームプロック混

入。細粒で粘性。締りあ

り。（掘りかた）

ィ．赤黄褐色土 ローム粒

を多量に焼土等も多く混

在したしまった土。

ロ．黄色土 ロームブロッ

ク（カマド袖の芯）。

10. 暗褐色土

11.暗褐色土

12. 暗褐色土

13. 暗褐色土

14. 暗褐色土

15. 暗褐色土

16. 暗黄色土

ロームプロックを上面に多量

に含み、かなり堅くしまって

いる（床）。

ローム小プロックを多く含み

柔らかい。 9 より明るい。

ロームプロック粒を多量に含

み柔らかくかなり黄色系。
ローム粒子を多く含む。

12 と類似するがやや暗い。

ローム粒子を少量含み、他層

よりかなり暗い。

12 と類似するがやや明るい。

暗い黄色ローム土。

第 15号住居跡鼈実測図

ハ．赤黄褐色土焼土粒を

多く含んだローム粒の混

在土。イよりも赤色系。

二．暗黄褐色土 ローム小

プロック、焼土粒及び灰

を少量混在する。

ホ．暗褐色土 ローム小プ

ロック、焼土粒及び灰を

少量混在する。

へ．褐色土炭化物粒、崩

れた土器粒を含む。

ト．ローム漸移層
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第15号住居跡

位置 4 区33C06 写真 PL.18, 19 

形状長辺7.16m 短辺6.62mのほぼ正方形を呈す

る。

面積 47.90面 方位 N-136'-W

埋没土 大粒の淡褐色土ブロックを多く混在する黒

褐色土、ないしは暗褐色土を主とする。下層ほど色

調は明るくなり、炭化物粒を比較的多く混入する。

床面 ローム面をそのまま床面とし、堅く踏みしめ

られている。掘りかた面は確認されなかったが、住

居跡中央部に、径が1.6mで深さが35cmほどの規模と

なる円形の床下土坑が検出された。この床下土坑の

上面には、ロームブロックを多量に混在する暗褐色

土による、かなり堅く踏みしめられた貼床が確認さ

れた。

鼈西壁のやや南よりに位置し、残存状態はかなり

良好であった。焚口部から燃焼部にかけてやや擢鉢

状にくぼみ、燃焼部から煙道部にかけては、 2 カ所

に段をもちながらも緩やかに立ち上がり、煙道のロ

が、住居西壁の外側50cmほどのところに開口する。

焚口部に位置する袖部は、石で鳥居状に組まれてい

たものと考えられる。燃焼部には石の支脚が据えら

れている。袖部はロームを主に構築し、煙道は地山

のローム層を掘り抜いたものと考えられる。なお、

袖部内壁及び煙道の天井部はかなり焼土化してい

る。

柱穴住居外形の対角線上に、 4 本の主柱穴及び西

側を除く東・南・北の三方の主柱穴の中間にも柱穴

が検出された。

貯蔵穴竃の左側に位置し、長方形を呈する。l.2X

l.Omで深さが70cmを測る規模をもつ。

壁周溝 南壁の一部と東・北壁際に、幅25cmほどの

溝が巡る。

遺物 竃周辺及び住居東側の石組周辺に土器が集中

して出土している。まず鼈内には左袖部によりかか

るように甕があり、竃の左側貯蔵穴までの間に小

型・大型の甕、甑が正位ないしは横転した状態で出

土し、竃の右側には甕や壺、高坪等が出土している。

また石組周辺には、高坪、坪、手捏土器等が多く出

土している。

備考本住居の東側部分には「コ」の字状に配され

た石組が検出されており、この周辺から出土してい

る高坪や坪、手捏土器をも合わせ考えると、祭祀等

の何等かの施設とも考えられる。また本住居跡の西

側に第16号住居跡が重複しており、その重複関係は、

埋没土の堆積状態から、本住居跡の方が旧い。住居

跡の年代観を出土遺物より 6 世紀前半としたい。

（谷藤）
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第 3 節古墳時代の遺構と遺物

第15号住居跡出土遺物観察表 (PL. 108、 109、 llO)

國番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 +l 口 17 1 高38.2 ①普通・灰色鉱多量 ② 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。

長胴甕 底7.6 完形 酸化・普通 ③明褐色 内面 口縁部横撫で、胴部箆撫で。

2 土師器 鼈内 ロー高一底7.9 ①普通・灰色鉱多量 ② 外面胴部上半部縦箆削り、下半部斜め箆削 内面の下半部

長胴甕 胴～底％ 酸化・普通 ③鈍い黄橙色 り。内面胴部箆撫で。 に、輪積痕あり。

3 土師器 -3 口 17.3 高一底一 ①普通・白色鉱微量 ② 外面 口縁部撫で、胴部縦箆削り。 器台へ転用。

甕 口～胴％ 酸化・普通 ③鈍い褐色 内面 口縁部横撫で、胴部箆撫で。

4 土師器 -3 口 15.4 高 17.0 ①普通・灰色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、胴部斜め箆削り。

小型甕 底5.5 完形 酸化・普通 ③鈍い黄褐色 内面 口縁部横撫で、胴部箆撫で。

5 土師器 -8 口一高一底一 ①粗・白色鉱多量 ②酸 外面胴部箆削り。

長胴甕 胴部 (2 1. 6) ｼ 化・軟 ③褐色 内面胴部箆撫で。

6 土師器 -1 口 (1 1. 6) 高11.0 ①粗・灰色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。

小型甕 底 (58) ほぽ完形 化・軟 ③暗赤褐色 内面 口縁部横撫で、胴部撫で。

7 土師器 +12 口 13.4 高11.0 ①細・白色鉱少星 ②酸 外面 口縁部横撫で、胴部箆削り。

小型甕 丸底口～底½ 化・普通 ③橙色 内面 口縁部横撫で、胴部撫で。

8 土師器 +3 口 14.0 高19.4 ①細・白色鉱微量 ②酸 口縁部内外共横撫で。外面胴部上半部斜め箆
g ギ 底6.7 完形 化・普通 ③橙色 削り。下半部横箆削り 内面胴部撫で。, 土師器 +9 口 17.1 高一底一 ①普通・白色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。 器台へ転用。

甕 口～胴％ 酸化・普通 ③鈍い橙色 内面 口縁部横撫で、胴部撫で。

10 土師器 +12 □ (13.5) 高13.0 ①普通・白色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、胴部箆削り。

小型甕 底（5.9) ほぽ完形 酸化・普通 ③鈍い橙色 内面 口縁部横撫で、胴部撫で。

11 土師器 -1 口9.9 高12.2 ①細・白色鉱少獄 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坦 丸底完形 化・普通 ③橙色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

12 土師器 +12 口 11.9 高14.6 ①普通・白色鉱多量 ② 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。 表面に 2 次的な

小型甕 底5.9 口～底½ 酸化・普通 ③鈍い黄褐色 内面 口縁部横撫で、胴部撫で。 火の跡あり。

13 土師器 +24 口 (14.6) 高一底一 ①普通・白色鉱微量 ② 外面 口縁部横撫で。
症ギ ロ～頸％ 酸化・普通 ③橙色 内面 口縁部横撫で。

14 土師器 埋没土 口 (12.2) 高一底一 ①普通・白色鉱微量 ② 外面 口縁部横撫で、胴部指撫で調整。

小型甕 口～胴部片 酸化・普通 ③鈍い褐色 内面 口縁部横撫で、胴部撫で。

15 土師器 +15 口26.6 高29.7 ①普通・白色灰色鉱少量 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。

甑 底8.4 ほぼ完形 ②酸化・普通 ③鈍い橙色 内面 口縁部横撫で、胴部箆撫で。

16 土師器 -2 口 19.5 高 156 ①細・灰色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。

甑 底4.0 完形 化・普通 ③橙色 内面 口縁部横撫で、胴部箆撫で。

17 土師器 +31 口 21. 5 高一底一 ①普通・白色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。

甑 口～胴％ 酸化・普通 ③鈍い褐色 内面 口縁部横撫で、胴部箆撫で。

18 土師器 +6 口 14.6 高12.6 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面 口縁部～杯上部裾部撫で、坪底部～脚 内面に暗文あ

高坪 底10.2 口～脚％ 化・普通 ③明赤褐色 部箆削り。内面 坪部・裾部撫で、脚部箆削り。 り。

19 土師器 +11 口 13.0 高 1 1.8 ①細・白色鉱少獄 ②酸 外面口縁部～坪上部・裾部撫で、坪底部・脚部 内面に暗文あ

高坪 底1 1.3 完形 化・軟 ③橙色 箆削り。内面 坪部・裾部撫で、脚部箆削り。 り。

20 土師器 床直 口 12.6 高10.4 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面 口縁部～坪上部・裾部撫で、坪底部～脚 内面に暗文あ

高坪 底9.1 ほぼ完形 化・普通 ③明赤褐色 部箆削り。内面 坪部・裾部撫で、脚部箆削り。 り。

21 土師器 +6 口 11.0 高8.1 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面 口縁部～坪上部・裾部撫で、杯底部～脚

高坪 底7.4 ほぼ完形 化・軟 ③橙色 部箆削り。内面坪部・脚部撫で。

22 土師器 +27 口一尚一底 (9.3) ①細・灰色鉱微量 ②酸 外面脚部箆削り、裾部撫で。

高坪 脚部％ 化・硬 ③明赤褐色 内面脚部箆削り、裾部撫で。

23 土師器 + 1 口一高一底 (9.2) ①細・黒色鉱微星 ②酸 外面箆削り。

高坪 脚部％ 化・硬 ③赤褐色 内面撫で。

24 土師器 +8 口 13.1 高4.5 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底完形 化・普通 ③橙色 内面 口縁部横撫で、体部撫で後、暗文。

25 土師器 +14 口 (14. 2) 高 (5.4) ①細・灰色鉱少絨 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

塊 丸底口～胴％ 化・普通 ③灰褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

26 土師器 +2 口 14 2 高9.2 ①細・白色鉱少星 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

鉢 丸底口～底％ 化・軟 ③橙色 内面 口縁部横撫で、体部撫で後、暗文。

27 土師器 +3 口 12. 9 高4.8 ①細・白色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底 ほぼ完形 化・普通 ③橙色 内面 口縁部横撫で、体部撫で後、暗文。

28 土師器 鼈内 口 12.6 尚4.6 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底完形 化・普通 ③明赤褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で後、暗文。

29 土師器 +9 口 12.8 高4.5 謬・央雑物ほとんどなし 内外共磨き。

坪 丸底口～底％ ②酸化・硬 ③赤褐色
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目番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

30 土師器 埋没土 口 12. 7 高4.6 ①細・白色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③鈍い橙色 内面撫で後、暗文。

31 土師器 +29 口 10. 9 尚4.1 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底ほぼ完形 化・普通 ③明赤褐色 内面撫で後、暗文。

32 土師器 +8 口 12.9 高4 9 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底完形 化・普通 ③橙色 内面 口縁部横撫で、体部撫で後、暗文。

33 土師器 +6 口 13.1 高4.9 ①細・白色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底完形 化・普通 ③橙色 内面撫で後、暗文。

34 土師器 +3 口 13.0 高4.5 ①細・白色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底完形 化・普通 ③橙色 内面撫で後、暗文。

35 土師器 貯蔵穴 口12 8 高5.0 ①普通・白色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底 ほぼ完形 酸化・軟 ③橙色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

36 土師器 +9 口 12.8 高4.4 ①細・白色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底 ほぼ完形 化・硬 ③明赤褐色 内面撫で後、暗文。

37 土師器 +3 口 12.0 高4.8 ①細・爽雑物ほとんどなし 外面 口縁部撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底口～底％ ②酸化・硬 ③明赤褐色 内面撫で後、暗文。

38 土師器 +l 口 (13.2) 高5.2 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③橙色 内面 口縁部横撫で、体部撫で後、暗文。

39 土師器 埋没土 口 14.3 高4.8 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底完形 化・普通 ③明褐灰色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

40 手控土 +15 ロー高一底 (3.5) ①細•黒色鉱微量 ②酸 外面縦箆削り。

器 体～底½ 化・普通 ③鈍い黄橙色 内面指撫で。

41 須恵器 埋没土 口一高一底(13.0) ①普通・白色鉱少量 ② ロクロ整形（右回転）

高坪 脚部片 還元・硬 ③灰色

42 須恵器 埋没土 口一尚一底一 ①普通・白色鉱少量 ② ロクロ整形（右回転）

高坪 脚部片 還元・硬 ③緑灰色

43 加工石 +5 材質砂岩。長さ 14. lcm 幅8.9cm 厚さ 4.8cm 重さ 800g。加工石材である。表面がわずかに風化するため、加

材 工痕は明瞭でない。わずかながら、固示のように削り跡がみられる。右図中央に敲打痕か。

44 凹み石 +8 材質砂岩。長さ 13 2cm 幅9.4cm 厚さ 2.7cm 重さ 500g。図示のように、表・裏面に、 1 箇所ずつの凹みがあ

る。用途不明。

45 工作台 +25 材質砂岩。長さ 25.8cm 幅86cm 厚さ 5.6cm 菫さ1. 3kg。図示のように、表面に大小 5 ケ所の凹みがある。特

に、最も右側の凹みは、同心円状に穿たれており、底部は、鋭く尖って、円錐状を呈している。

46 凹み石 床下埋没 材質 雲母石英片岩。長さ 13.0cm 幅6.0cm 厚さ 3.7cm 重さ 500g。表面ほぼ中央部に、浅い凹みが 1 箇所ある。

土 用途不明。

第17号住居跡

位置 4 区42C08 写真 PL.20 

背にして屋内に造り込まれていた。石は扁平で細長

い雲母石英片岩で、焚口の両側に差し込まれていた。

燃焼部はやや窪んでおり、この奥は斜めに立ち上

がって煙道へと続いている。燃焼部は強く焼けてお

り、焼土、炭が多く残っていた。

形状 南西側が一部20号住居に切られている。やや

歪んだ方形である。長辺5.60m、短辺5.22m。壁は比

較的残りが良好で、壁高18~52cmを測る。

面積 28.62面 方位 N-68°-E

埋没土 5 層の褐色土、黒褐色土が塊底型堆積を示

しており、徐々に堆積していった様相が窺われる。

床面確認面から凡そ20~60cm ローム層を掘り込

み、凹凸のある掘りかた底面上に厚さ 10~30cm、暗

褐色土やロームの混合土を客土して床面を作ってい

る。床面は平坦で水平になっており、鼈前から住居

中央にかけては広範囲に踏み固めてできた堅い面が

残っていた。床下には長方形の浅い掘り込み（深さ 15

cm前後）が存在したが、床下土坑ではない。

鼈東壁の中央の位置に黄色粘土と石を用い、壁を

76 

柱穴 4 隅を結ぶ対角線上に 4 個検出された。柱穴

の規模は P 1 : 50cmX 48cm、 P 2 : 48cm X 38cm、p 3:

70cmX40cm、 P • : 66cm X 34cm。

貯蔵穴鼈右側の南東隅角部に径50cm、深さ 72cmの

規模の円形のものが検出された。口径が小さく、深

さが深いため柱穴状を呈する特異な形態である。埋

没土上部からは土器が検出された。

壁周溝 東南隅角部は未検出。南西隅角部は区域外

のため未確認。このほかは幅18~30cm、深さ 6~14

cmの規模のものが回っていた。

遺物 土師器長甕・小型甕・甑・坪、須恵器有蓋坪身
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部、鹿瑶製勾玉、滑石製有孔板、用途不明石製品、棒状

川原石等が貯蔵穴近辺から住居中央にかけて散在し

て出土した。出土量は然程多くはないが、完形若し

くは完形に近いものが多いという特色が見られた。

備考 本住居跡は南西隅角部を第20号住居跡に切ら

G
 

れていた。住居の年代は 6 世紀後半とみられる。

（小林）
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L • 185.30 
ロームプロソク

L • 185.30 

F
 

G
 

G' 
L • 185.40 

A' 

- l ．黒褐色土斑状の褐色土が混入してお

り、非常に淡いロームの小粒も混入。砂

質。

2. 黒褐色土 斑状の褐色土が混入している

が、 1 に比べてはっきりしている。ロー

ムの小粒も混入。粘性あり。

3. 黒褐色土斑状の褐色土が混入してい

る。ロームの小粒の混入が、 2 に比べて

=• 
F' 多い。粘性あり。

4. 褐色土 砂質。ロームのプロックが多量

に混入している。床面に近い。

5. 黒褐色土 3 に非常に近いが、ロームの

混入物の旦が多い。砂質。

6. 暗褐色土 ローム小プロックを多く混在

させた、堅くしまった床材。

7. 明暗褐色土 ローム粒を多く含む粘質

土。

8. 明暗褐色土

含む粘質土。

9. 暗褐色土 黒褐色土を主とするがローム

プロックを含み、堅くしまっている。

10. 暗褐色土 9 と類するが、ロームブロッ

クの混在度が高い。

土層注記

ローム粒、プロックを多く

゜ 2m 

第59図 第 17号住居跡実測図
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g . g . 

d
 

寵全長
燃焼部長

燃焼部幅

焚口部幅

131cm 

50cm 

31cm 

29cm 

o
z
S
O
O
I
ｷ
T
 

G
 

土層注記

ロームプロックをかなり多く

c
 

L-185.20 
C'E 

゜ lm 

第60図

a. 暗褐色土焼土粒を若干混入するが、混

入物少なく暗い。

b. 暗褐色土 a に類するが、ローム粒を含

み、明るい。

C. 暗赤褐色土焼土粒を多く混在させる。

d. 赤褐色土 天井部等の崩落焼土や焼土を

主とする。

e. 暗褐色土

含む。

f.赤黄褐色土焼土プロック粒を多量に含
む。黄色ローム粒を主とする。

g．明褐色土 fに近いが焼土量が少ない。

h. 明褐色土焼土粒を少量含み、地山より

やや赤褐色系。

i.黄褐色土 大粒のロームプロックを主と

するが、天井部が崩落しているものと思わ

れる。

j.暗褐色土 ローム粒を多鼠に含み明る＜

やや粘性をもつしまった土。

k. 黄褐色土 ロームを主とした粘性土。

_E'I. 暗黄褐色土 K に近似するが、全体的に
やや暗い。

m. 暗赤褐色土

冒 n~::::土。住居掘りかた（床下） jと同
一層、ローム小ブロックを多く混在した堅

くしまった床材。

高熱による焼土化が進み、

第 17号住居跡寵実測図
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゜ I : 4 10cm 
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第61 図 第 17号住居跡出土遺物実測図（ I)
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` / 

乙

29 (ｽ) 

第63図 第 17号住居跡出土遺物実測図（ 3)

第17号住居跡出土遺物観察表 (PL. 111 、 112、 113)

゜ 1: 1 2.5cm 

゜ I : 3 10cm 

屈番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 +11 口 18 2 尚3 1. 6 ①普通・灰色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。

長胴甕 底5.5 ほぼ完形 酸化・普通 ③赤褐色 内面 口縁部横撫で、胴部箆撫で。

2 土師器 -4 口 19.2 高33.5 ①普通・灰色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。

長胴甕 底5.3 口～底％ 酸化・普通 ③鈍い褐色 内面 口縁部横撫で、胴部箆撫で。

3 土師器 +33 口22.2 高一底一 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、胴部箆削り。

甕 口～胴％ 化・普通 ③鈍い橙色 内面 口縁部横撫で、胴部撫で。

4 土師器 -1 口 14 1 高105 ①粗・白色鉱少慧 ②酸 外面 口縁部横撫で、胴部箆削り。

小型甕 底7.7 口～底％ 化・普通 ③赤褐色 内面 口縁部横撫で、胴部撫で。

5 土師器 -2 口12 6 高9.6 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、胴部斜め箆削り。

小型甕 底6.7 ほぼ完形 化・普通 ③橙色 内面 口縁部横撫で、胴部撫で。

6 土師器 +25 口 (14.2) 高一 ①普通・白色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。

小型甕 底ーロ～胴％ 酸化・普通 ③灰褐色 内面 口縁部横撫で、胴部撫で。

7 土師器 床直 口25.2 尚308 ①普通・灰色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。

甑 底11.0 口～底％ 酸化・普通 ③赤褐色 内面 口縁部横撫で、胴部箆撫で。

8 土師器 +2 口 (26 9) 高 (12.5) ①細・白色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。

甑 口～胴と胴～底％ 化・硬 ③橙色 内面 口縁部横撫で、胴部箆撫で。, 土師器 +5 口20.3 高14.3 ①細・白色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。

甑 底5.9 ほぼ完形 化・普通 ③橙色 内面箆撫で。

10 土師器 +5 口26.1 高12.2 ①普通・灰色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、体部斜め箆削り。

甑 底4 3 ほぼ完形 酸化・普通 ③橙色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

11 土師器 +3 口 15. 7 高78 ①普通・白色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底ほぼ完形 酸化・普通 ③橙色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

12 土師器 +2 口 13.6 高4.2 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底完形 化・普通 ③橙色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

13 土師器 +37 口 14 2 高4.8 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底完形 化・普通 ③鈍い黄褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

14 土師器 +3 口 (13.1) 高4.3 ①細・白色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③鈍い黄褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

15 土師器 +24 口 13.5 高4.5 ①細•黒色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底 ほぽ完形 化・普通 ③鈍い褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

16 土師器 +3 口 11.3 高4.8 ①細・黒色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底完形 化・硬 ③鈍い赤褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

17 土師器 床直 口 13.1 高4.8 ①細・央雑物なし ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底完形 化・普通 ③鈍い褐色 内面撫で。

18 土師器 +13 口 13.8 高5.2 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。 黒色の部分あり、

坪 丸底 ほぼ完形 化・普通 ③鈍い黄褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。 2次的な火跡か。

19 土師器 +3 口 12.4 高3.8 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底完形 化・普通 ③鈍い褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。
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樹番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

20 土師器 -1 口 13.5 高4.5 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底 ほぼ完形 化・普通 ③鈍い黄橙色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

21 土師器 +36 口 13.2 高4.5 ①細・灰色鉱少星 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底ほぼ完形 化・普通 ③橙色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

22 土師器 +33 口 14.0 高5.0 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部箆削り。

坪 丸底口～底½ 化・硬 ③鈍い褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で後、暗文。

23 土師器 + 1 口 10.3 高4.2 ①普通・白色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底口～底％ 酸化・普通 ◎滲tい赤褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

24 土師器 +30 ロ (12.5) 高 (4.3) ①細・白色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③明赤褐色 内面撫で後、暗文。

25 土師器 +13 口 (15.6) 高 (4.6) ①細・白色灰色鉱少量 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 口～底％ ②酸化・普通 ③純い褐色 内面撫で。

26 土師器 埋没土 口(14 9) 高一 ①細•黒色鉱微量 ②酸 外面 口縁部～稜部は横撫で、体部は箆削り。

坪 底一口縁片 化・硬 ③灰黄褐色 内面 口縁部～体部は横撫で。

27 須恵器 -1 口 13.4 高4.7 ①細・白色鉱少量 ②還 ロクロ整形。回転箆削り調整。

坪 丸底完形 元・普通 ③灰白色

28 勾玉 床直 材質 珊瑞。長さ 3.3cm 幅1.1cm 厚さ 08cm 重さ6 9g。穿孔は、両方向より行なう。全面を磨き上げているが、

完全ではなく、表裏に磨き時の稜が、所々にみられる。形状は、「コ」の字型をしている。

29 剣形か 埋没土 材質 滑石。長さ3 3cm 幅2.8cm 厚さ 0.5cm 重さ 4 6g。穿孔は、両方向より行なっている。側面が、かろうじ

て残存しており、その角度から、剣形と推定した。上・下面、側面とも研磨している。鏑の表現はない。

30 工作台 埋没土 材質 砂岩。長さ 14. 2cm 幅111cm 厚さ 3.2cm 重さ 600g。川原石の利用。図左の下方に刃ならし様の傷があり、

その他、こまかな傷がある。図左の中央に敲打痕状の凹み。主体は、木・皮など。

第19号住居跡 埋没土大粒の淡褐色土ブロックを多く混在する黒

位置 4 区29C04 写真 PL.20 褐色土、ないしは暗褐色土を主とする。床面近くは

形状長辺3.40m 短辺3.20mのほぽ正方形を呈す 色調が明るくなる。

る。 床面 ローム面をそのまま床面とし、堅く踏みしめ

面積 10.27m' 方位 N-82ー-E られている。壁高は、 20~33cmを測る。

＜・
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＜・
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｀冒巧

[
.
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B
 

< • I 

鼈全長 32cm

燃焼部長 30cm 
燃焼部幅 29cm 
焚口部幅 32cm 

土層注記

1.灰褐色土 ロームの粒子、プロックが混入。

上部にA軽石が堆積している部分あり。

2. 黒褐色土 ロームの小粒ブロック、土器の崩

れたもの等を含む。 1 に比べてロームの小粒

プロックは少量。

3. 灰黄褐色土斑状の黒褐色土、ロームのプ

ロック、粒子を多量に含む。土器の崩れたも

のも含まれる。粘性あり。

4. 黄褐色土 ロームのプロック、粒子を多量に

含む。 3 に比べて砂質である。

5. 黄褐色土 ほとんどロームのプロックであ

る。壁が崩れたものと考えられる。

B
 

L • 184.60 B
 

• 2 

゜ 2m 

第64図 第 19号住居跡実測図
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第 3 章 検出された遺構と遺物

鼈 東壁のかなり南に寄った部分に位置し、残存状

態は悪く、煙道部は撹乱穴により壊されている。焚

口部及び燃焼部は平坦で、袖部は燃焼部の部分がわ

ずかに残存するのみであり、暗褐色土により構築さ

れ堅くしまっている。

柱穴

遺物

柱穴状の穴が 2 カ所検出されたが、 これらが

柱穴かどうかは不明である。

住居跡の西側に、甕や坪の土器片が集中して

出土している。

備考 本住居跡の年代観を出土遺物より 6 世紀後半

貯蔵穴 確認されなかった。 としたい。 （谷藤）
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第65図 第 19号住居跡出土遺物実測図

第19号住居跡出土遺物観察表 (PL. 113)

思番号
器種

出土位置
口径尚さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 床直 口一胴（18 6) ①普通・白色鉱多量 ② 外面胴部縦箆削り。

甕 底一頸～胴％ 酸化・普通 ③橙色 内面胴部箆撫で。

2 土師器 -18 ロー胴（25.5) ①普通・白色鉱少量 ② 外面胴部縦箆削り。

甕 底一胴部％ 酸化・硬 ③黒褐色 内面胴部箆撫で。

3 土師器 +2 口 11.8 高一底一 謬·央雑物ほとんどなし 外面 口縁部横撫で、胴部箆削り。

甕 口～胴％ ②酸化・硬 ③鈍い黄橙色 内面 口縁部横撫で、胴部撫で。

4 土師器 +19 口（9.4) 高一底一 ①細・白色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、胴部箆削り。

甕 口～胴％ 化・普通 ③鈍い黄橙色 内面 口縁部横撫で、胴部撫で。

5 土師器 +5 口一高一底6.7 ①粗・白色鉱少量 ②酸 外面胴部箆削り。

甕 底部％ 化・軟 ③黒褐色 内面撫で。

6 土師器 +l 口 1 1. 6 尚4.1 ①細・白色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底ほぽ完形 化・普通 ③橙色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

7 土師器 床直 口 12.8 尚4 2 ①細・赤色鉱少最 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③鈍い赤褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

8 土師器 +2 口 13.6 高42 ①細・白色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底口～底％ 化・硬 ③明赤褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。, 土師器 +1 口 14.3 高 (5.2) ①細・白色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。 表面は黒色処

坪 丸底口～底½ 化・硬 ③鈍い赤褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。 理。

10 土師器 +22 ロー高一底一 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面箆削り。

高坪 脚部片 化・普通 ③橙色
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第22号住居跡

第 3 節

色土を主体とする。

古墳時代の遺構と遺物

位置

形状

る。

面積

4 区21C04

長辺4.48m

19.66m' 

埋没土 大粒のロームブロックを多量に混在する褐
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床面

やや浅い位置にあり、

混在土を客土し、床面は堅くしまっている。

鼈

掘りかた面は、重複する第21号住居跡よりも

ロームブロックと暗褐色土の

北壁のほぽ中央に位置し、残存状態は比較的よ

い。焚口部は平坦であるが、燃焼部は擢鉢状にくぼ
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土層注記

1.褐色土 ロームの大プロックを多量に含み、細粒で締りが強い。

2. 暗褐色土 ローム粒を多量に含み、細粒で締りが強い。

3. 褐色土 黄褐色土を斑らに含み、細粒だがあまり締りがない。

4. 褐色土 ローム粒を多鼠に含み、細粒でやや粘質。

5. 暗褐色土 ロームプロックを多量に含み、かなり堅くしまっている。部分的にロー

ムプロックが主となり明る＜黄色系になるところがある。

土層注記

鼈全表
燃焼部長

燃焼部幅

焚口部幅

゜

92cm 

70cm 

29cm 

9cm 

細粒の軽石、焼土粒を多量に含む。粗粒だが、かな

り締りが強い。

b. 褐色土細粒の軽石を多量に含み、締りが強い。粗粒。

C •明褐色土 焼土粒を少量含み、土器片も包含する細粒だが、あ

まり締りがない。

淡褐色土塊を含む。細粒でかなり粘性が強い。

焼土の小塊、黄色粘土の小塊を含む細粒で、粘質が

強い。

f.暗赤褐色土焼土粒、炭化物を多量に含み、粗粒で締りがな

い。

g．暗黄褐色土 ローム小プロックを多量に含み、しまっている。

h. 暗褐色土 ローム小プロックを含む。gに類似するが暗い。

i.暗褐色土 h より明るい。ローム粒を多量に含む。

a. 灰褐色土

d. 黒褐色土

e. 淡褐色土

lm 

第66図 第22号住居跡実測図
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第 3 章検出された遺構と遺物

み、燃焼部から煙道部にかけて緩やかに立ち上がる。

焚口部に位置する袖部分は、石で鳥居状に組まれて

いたものと考えられる。燃焼部には支脚が据えられ

ている。袖部はロームを主体とする黄褐色土で構築

され堅くしまっている。袖部内壁は、かなり焼土化

している。

柱穴 住居外形の対角線上に、 4 本の主柱穴が検出

された。

貯蔵穴 鼈の右側に位置し、北東の柱穴と接するよ

うにある。長軸が94cm、短軸が80cm となる不整な楕

円形を呈する。深さは68cmを測る。

遺物 鼈内にかなりの土器が集中して出土した。遺

物には大型・小型の甕・甑、坪等があり、その他に

滑石による石製品の未成品や石核がある。

備考本住居跡の西側には、第21号住居跡が重複し

ており、その新旧関係は、埋没土の堆積状況や床面、

掘りかた面の状況から本住居跡の方が旧いものと考

えられる。本住居跡の年代観を出土遺物より 6 世紀

後半としたい。 （谷藤）
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第 3 節古墳時代の遺構と遺物
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第68図 第22号住居跡出土遺物実測図 (2)

第22号住居跡出土遺物観察表 (PL. 113 、 114)

目番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

l 土師器 鼈 口(19.3) 高33.0 ①普通・白色灰色鉱少量 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。

長胴甕 底7.2 口～底％ ②酸化・普通 ③暗赤褐色 内面 口縁部横撫で、胴部撫で。

2 土師器 竃 口21. 8 高37.7 ①普通・灰色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。 口縁部に輪積痕

長胴甕 底6.3 口～底％ 酸化・普通 ③暗褐色 内面 □縁部横撫で、胴部撫で。 あり。

3 土師器 +3 ロー高一底（6.8) ①普通・白色鉱少量 ② 外面胴部～底部縦箆削り。

竺一 胴～底％ 酸化・軟 ③鈍い褐色 内面胴部撫で。

4 土師器 +12 口25.3 高32.3 ①細・灰色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。内面 口

甑 底（11.6) 口～底％ 化・普通 ③橙色 縁部横撫で、胴部上半部箆撫で、下半部磨き。

5 土師器 -2 口 19.6 高19.5 ①細・灰色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。

甑 底91 完形 化・普通 ③橙色 内面 口縁部横撫で、胴部箆撫で。

6 土師器 +13 口 11.4 高9.9 ①粗・白色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。 底部に木葉痕あ

小型甕 底6.2 ほぼ完形 化・普通 ③黒褐色 内面 口縁部横撫で、胴部撫で。 り。

7 土師器 竃内 口 13.0 高4.0 ①細・灰色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部横箆削り。

坪 丸底 ほぼ完形 化・普通 ③明赤褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

8 土師器 埋没土 口（8.6) 高一底一 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部横箆削り。

坪 口～底％ 化・普通 ③橙色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

9 土師器 +34 口 12.0 高一底一 ①普通・白色鉱微量 ② 外面 口縁部横撫で、体部箆削り。

坪 口～稜％ 酸化・普通 ③橙色 内面 口縁部横撫で。

10 土師器 +24 口 (14.2) 高一底一 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。

坪 口～稜％ 化・普通 ③橙色

11 土師器 +9 口一高一底一 ①細・白色鉱微量 ②酸 外面箆削り。 葉状土器。

皿 口～体％ 化・普通 ③鈍い赤褐色 内面暗文あり。

12 臼玉 +33 材質 滑石。長さ1. 6cm 幅1 2cm 厚さ 0.9cm 重さ 4g。全面、削りで調整している。形状から、臼玉の未成品の

未成品 可能性がある。

13 石核 +4 材質 滑石。長さ 5.2cm 幅3.4cm 厚さ1. 3cm 重さ 50g。上面の傷は、調査時。図右上が、剥離をしているが、

ほぼ、板状に荒割りされており、また、角が丸味を帯びており、円板か方板を考えた荒割かと思われる。
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第 3 章検出された遺構と遺物

目番号
器種

出土位置 特 徴
器形

14 石核 +4 材質 滑石。長さ 16.5cm 幅4 3cm 厚さ 3.9cm 重さ 350g。若干の湾曲があるものの、ほぼ、方形に荒割りされ

ている。

15 石核 +15 材質 滑石。長さ 8.5cm 幅3.6cm 厚さ1. 0cm 重さ 100g。図右側に、たがね状の傷跡あり。全体に、板状を意識

して、荒割りされている。

16 石核 +16 材質 滑石。長さ 8.2cm 幅3.8cm 厚さ1. 5cm 重さ 100g。裏面に、若干の削り跡があり。表面には、稜があるが

ほぼ板状を意識して荒割りされている。

17 石核 +4 材質 滑石。長さ 9.1cm 幅6.4cm 厚さ 1. 7cm 重さ 200g。全体に、板状を意識して、荒割りされている。

18 石核 +18 材質 滑石。長さ 8.2cm 幅5.4cm 厚さ1. 5cm 重さ 100g。裏面および図右側に剣離が激しいが、全体に板状を意

識して荒割りされている。
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土層注記

1.灰褐色土 ロームの粒を全体的に含む。炭化物も 3. 黒褐色土 プロック状の黒褐色土、ロームのプ

混入。粘性あり。 ロックが混入。 2 に比べさらに砂質。

2. 黄褐色土 多量のロームプロックが混入し全体的 4 ．黒褐色土 3 に非常に近いがロームのプロックは

に黄褐色を呈する。 1 に比べ砂質。 含まれていない。全体的に自然堆積の様相を呈す。

5. 黒褐色土 ロームの小さ

な粒を多量に含み、細粒

で粘質。

6. 黄色土 ロームプロック

（貼床材）

7. 明暗褐色土ロームブロッ

クを多量に含む、堅くし

まった土。

第69図第23号住居跡実測図
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第 3 節 古墳時代の遺構と遺物

第23号住居跡 鼈 北壁のやや東寄りに位置するが、耕作による撹

位置

形状

る。

面積

4 区25C04

長辺6.58m

40.19m' 

埋没土

褐色土を主に堆積する。

床面

い
）

写真 PL.21 

短辺6.00mのほぼ正方形を呈す

方位 N-23ー-W 

混入物の少ない粘質な暗褐色土ないしは黒

ロームブロックを主とした黄褐色土を掘りか

た面に客土し、床面はかなりよく堅くしまっている。

と
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I 
〇・

乱で残存状態はかなり悪い。焚口部では平坦で、燃

焼部がやや擢鉢状にくぼむ。

柱穴

壁周溝

遺物

備考

住居外形の対角線上に、 4 本の主柱穴を確認。

西・南の壁際に検出された。

量的には少なく、甕・坪の破片や、砥石・滑

石製の剣形未成品等が出土している。

東側に第21号住居跡、西側に第45号住居跡が

重複している。 これらの新旧関係は、埋没土の堆積

で
＼
／
，I

状況や床面・掘りかた面の状態から、第21号住居跡

よりも旧い。 また第45号住居跡との関係では、両住

居が西・南壁を共用していることや、掘りかた面の

観察で第45号住居跡の床面の中央部を残しそのまま

使用していること等から、本住居跡は第45号住居跡

を北・東方向へ拡張したものと考えられる。本住居

跡の年代観は出土遺物より 7 世紀前半。
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第 3 章 検出された遺構と遺物

第23号住居跡出土遺物観察表 (PL. 113 、 114)

財番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

l 土師器 埋没土 口 (18.6) 高一底一 ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で、外面 頸部箆削り。

甕 口縁部片 化・普通 ③橙色

2 土師器 +14 口一高一底8.2 ①普通・灰色鉱少量 ② 外面胴部箆削り。

甕 底部片 酸化・普通 ③明赤褐色 内面胴部撫で。

3 土師器 +13 ロー高一底8.6 ①普通・白色鉱少量 ② 外面胴部下半部箆削り？。

甕 底部片 酸化・軟 ③鈍い赤褐色

4 土師器 +21 ロ(13 7) 高4.4 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③橙色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

5 土師器 埋没土 口 (14.0) 高4.3 ①細・赤色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 （丸底） 口～底％ 化・硬 ③鈍い黄褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

6 土師器 +5 ロ (12.7) 高一 ①細・央雑物なし ②酸 外面 口縁部横撫で、体部箆削り。

坪 （丸底） 口～体％ 化・普通 ③橙色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

7 土師器 +22 口 (12.0) 高一 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 （丸底） 口～底％ 化・普通 ③橙色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

8 砥石 埋没土 材質 泥岩。長さ 6.4cm 幅31cm 厚さ 2.2cm 重さ 500g。下砥。図奥の割れ口を除き、全面が加工・使用面であ

る。穿孔は、表裏の 2 方向から。研磨癖は少なく、下砥としての使用は浅い。主体は金属。, チップ 埋没土 材質 滑石。長さ 5.2cm 幅2.2cm 厚さ1. 1cm 重さ 580g。表面一部分に若干の削り跡あり。全体の形状が剣形に

近いことから、剣形の未成品の可能性がある。

10 砥石 埋没土 材質 砂岩。長さ 11.6cm 幅6.3cm 厚さ1. 5cm 重さ 100g。 /II原石の利用。図の左右に刃傷（金属）あり。表裏に

敲打痕あり。側部については、未使用に近い。
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黄色ロームプロックを多く含む。

黄色ロームプロック及び暗色土ブロックの

ロームブロックのみをやや多く含み、 1 に

2m 

第71 図 第24号住居跡実測図
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第24号住居跡

位置 4 区25C09 写真 PL.22 

第 3 節古墳時代の遺構と遺物

かに立ち上がる。袖部はロームを主とした暗黄色土

を用い、堅くしまっている。

形状長辺4.52m 短辺4.34mのほぼ正方形を呈す 柱穴住居外形の対角線上に、 4 本の比較的大型の

る。 主柱穴が検出された。

面積 19.33m' 方位 N-32ー-W 

埋没土 ロームブロックを多量ないしは少量混在さ

せる明褐色・暗褐色土を主に堆積する。

床面床面は、重複する第25 • 34号住居跡よりもや

や深い位置にあり、掘りかた面にロームブロックと

暗褐色土の混在土を客土し、床面はよく踏みしめら

れかなり堅くしまっている。

鼈北壁のやや西寄りに位置し、焚口部から燃焼部

にかけては平坦で、煙道部は段をもちながらも緩や

丘 に．
| I 

2 

g 
...l 

仁・
| 

E
 

L • 187. 10 E' 

に・
| 

貯蔵穴 竃の右側で東壁との中間に位置し、 54cmX

44cmの長方形を呈しており、深さは24cmを測る。

遺物 竃内及び住居の東側に、甕・坪の破片が少量

出土している。

備考本住居跡の南に第34号住居跡、北東に第25号

住居跡が重複しており、その新旧関係は、埋没土の

堆積状況や床面ないし掘りかた面の状態から、いず

れの住居跡よりも本住居跡の方が新しい。本住居跡

の年代観を出土遺物より 7 世紀前半としたい。

（谷藤）
土層注記

a. 暗褐色土細粒の白色小石を多く含む細粒で、

締りが強い。

b. 褐色土 カマドに使用された黄色粘土の小塊

を多量に含み、堅くしまっている。

C •黄色粘土 まじり気がない。

d. 焼土鮮やかなオレンジ色の焼土小塊（径 5

~10mm大）、暗赤褐色土小塊が混合。炭化物も

若干含む。

e. 褐色土焼土塊を含み、締りがない。

f.黄色粘土と褐色土の混合土締りが弱い。

g．暗褐色土焼けた粘土の塊りと焼土粒、炭化

物を多量に含む。細粒でかなり粘質。

h. 暗赤褐色土 焼土小塊、炭化物を多量に含み

締りがない。

i.暗黄褐色土 ロームプロック粒を多く含み、

堅くしまっている。

i.赤褐色土焼土を多量に含み、堅くしまって

いる。

寵全長 114cm
燃焼部長 42cm 

燃焼部幅 20cm 

焚口部幅 18cm 

k. 暗褐色土 ロームプロックを少量含み、かな

り堅くしまっている。

］．暗褐色土 ロームプロックを多量に含み、や

や粘質。

m. 暗黄色土 ロームを主とした堅くしまった

土（カマド袖材）。

゜
lm 

9//、

第72図 第24号住居跡鼈実測図
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第 3 章検出された遺構と遺物
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第74図 第24号住居跡出土遺物実測図 (2)

第24号住居跡出土遺物観察表 (PL. 113 、 114)

目番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

l 土師器 -13 口 (17.0) 高一底一 ①普通・白色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。 2次的な火跡。25

長胴甕 ロ～胴％ 酸化・普通 ③鈍い橙色 内面 口縁部撫で、胴部箆撫で。 住からの流入

2 土師器 +22 □ (20.0) 高一底一 ①普通・白色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。 25住からの流入

甕 口～胴％ 酸化・普通 ③鈍い橙色 内面 口縁部撫で、体部箆撫で。 か。

3 土師器 +19 口一高一底(90) ①細・白色鉱微量 ②酸 外面胴部斜め箆削り。

壺 胴～底％ 化・硬 ③橙色 内面胴部撫で。

4 土師器 +28 ロー高一底5.0 ①普通・白色鉱少量 ② 外面胴部斜め箆削り。

甕 胴～底％ 酸化・硬 ③鈍い黄褐色 内面胴部撫で。

5 土師器 +38 口 (20.2) 高一底一 ①普通・白色鉱少量 ② 外面 口縁部縦箆削り。

甕 口～頸％ 酸化・普通 ③鈍い黄橙色 内面 口縁部横撫で。

6 土師器 +6 口(17.3) 高一底一 ①粗・白色鉱少量 ②酸 外面 □縁部撫で、頸部縦箆削り。

甕 口縁部片 化・普通 ③鈍い橙色 内面 口縁部・頸部撫で。

7 土師器 +38 口(16.0) 高一底一 ①細・灰色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、頸部横箆削り。

壺 口～胴％ 化・硬 ③黒褐色 内面 口縁部・頸部撫で。

8 土師器 住居外 口(16.4) 高一底一 ①細・灰色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、頸部箆削り。

甕 口縁部片 化・硬 ③暗赤褐色 内面 口縁部横撫で。, 土師器 -14 口（6. 7) 高 (5.4) ①普通・白色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、体部～底部横箆削り。

鉢 丸底口～底％ 酸化・普通 ③疵い黄褐色 内面 口縁部・体部撫で。

10 土師器 -7 口(12.8) 高4.2 ①細・灰色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部横箆削り。

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③鈍い褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

11 チップ 埋没土 材質 滑石。長さ 3.3cm 幅2.3cm 厚さ 0.9cm 重さ 9g。板状に荒割りされており、円板・方板を意識した未成品

の可能性がある。

12 砥石 住居外 材質 溶結凝灰岩。長さ 17 2cm 幅7.9cm 厚さ 3. 7cm 重さ 810g。川原石の利用。図平面の破線内に、研磨面あ

り。研磨面は、硬質の突物礫が凸出し、主体は、木・皮などか。傷は、刃ならし傷。
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第 3 節 古墳時代の遺構と遺物

第25号住居跡 して床面とし、堅く踏みしめられている。

位置

形状

る。

面積

4 区24C09

長辺5.02m 短辺4.28m の長方形と思われ

21.57m' （推定）

埋没土

写真 PL.22 

方位 N-58ー-E 

ロームブロックを少量混在する黒褐色土を

主に堆積する。

床面 ローム面ブロックを少量含む暗褐色土を客土

乙・
I 

鼈 東壁のほぼ中央に位置し、焚口部は第24号住居
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跡によって壊されている。燃焼部はやや擢鉢状にく

ぽみ、中央に支脚を据えている。袖部はロームによっ

て構築され、堅くしまっている。

柱穴 第24号住居跡の掘りかた面で、本住居に伴う

と考えられる 3 本の柱穴が検出されたが、本来住居

外形の対角線上に、4 本の主柱穴があったと思われる。
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土層注記

1.暗褐色土 ローム小プロックを少量含む。

細粒、粘質。

゜ 2m 

寇全長
燃焼部長

燃焼部幅

焚口部幅

60cm 

50cm 

25cm 

29cm 

土層注記

a ．黒色土 ロームプロックを少量含む。細粒

でやや粘質。

b. 黒褐色土 ロームの小プロックを少量含

む。

C •ローム袖、天井部を構成。細粒。

d ．焼土とロームの混合土

e. 焼土

f.黒色土径 1~2 cm大のロームプロックを

少量含む。細粒。粘質が強い。

g．ロームと黒色土の混合土

h. 黒褐色土 ローム小プロックを少量含む。

i.暗褐色土 ローム小プロックを少量含む。

細粒粘質。

j.暗赤褐色土 多量の焼土、炭化物、少量の

ローム小塊を含む。

k. 褐色土細粒で堅くしまっている。黒褐色

土のプロックも若干含む。

1. 袖

第25号住居跡実測図
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第 3 章検出された遺構と遺物

貯蔵穴 竃の右側に、径が55cm前後の円形を呈する

穴を確認した。

遺物 鼈の右側に小型の甕や坪が、また碧玉製管玉

等の石製品が出土している。

備考本住居は東・北側の一部を残すのみで、住居

の大半を第24号住居跡と重複している。この新旧関

係は、埋没土の堆積状況や床面の状態、さらには本

住居の鼈が第24号住居跡の東壁によって壊されてい

ることなどから、本住居跡の方が旧い。本住居跡の

年代観を出土遺物より 6 世紀後半としたい。（谷藤）
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第76図 第25号住居跡出土遺物実測図

第25号住居跡出土遺物観察表 (PL. 114)

尉番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 +2 口 14.0 高13.4 ①普通・白色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。

小型甕 底6.3 ほぼ完形 酸化・普通 ③暗褐色 内面 口縁部横撫で、胴部撫で。

2 土師器 +3 口 12.2 高11.3 詞通・白色黒色鉱少凰② 外面 口縁部横撫で、胴部箆削り。

小型甕 底3.0 ほぼ完形 酸化・普通 ◎滲［い黄褐色 内面箆撫で。

3 土師器 床直 口 1 1. 0 高40 ①細・央雑物なし ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部横箆削り。

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③鈍い黄褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

4 土師器 床直 口(1 5. 0) 高一 ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。 内面に暗文あ

坪 底一口縁部片 化・普通 ③橙色 り。

5 管玉 床下ー20 材質 碧岩。長さ 3.0cm 幅0.9cm 厚さ 1.1cm 孔径0.35cm 重さ 6 lg。表面は、非常に精緻に研磨されている。

穿孔は、図右側から一方向か。左側の欠損部分は、穿孔時に割れたものと思われる。比較的大ぶりの管玉。

6 砥石 埋没土 材質 粗粒安山岩。長さ 7.7cm 幅5.0cm 厚さ 2.7cm 重さ 200g。定形型の砥石で、図左下の右側旧時欠損でやや

風化摩耗。使用面は、小口を除き、 4 面。小口面は、成品化後、未使用に近い。主体は金属。

第27号住居跡

位置 4 区19Cl4 写真 PL.22, 23 

形状長辺4.10m 短辺4.00mのほぼ正方形を呈す

るものと考えられる。

面積 17.lOrri' 方位 N-52ー-E 

埋没土 ローム粒を含む暗褐色土を主とする。

床面 ロームブロックを主とした黄褐色土を掘りか

た面に客土し、床面はかなりよく堅くしまっている。

鼈東壁のほぼ中央に位置し、残存状態はかなり良

好である。竃前には黒灰層があり、焚口部から燃焼

92 

部にかけてやや擢鉢状にくぼみ、燃焼部から煙道部

にかけては緩やかに立ち上がり、煙道の口が、住居

東壁の外側40cmほどのところに開口する。焚口部に

位置する袖部は、石で鳥居状に組まれていたものと

考えられる。袖部はロームを主に構築し、煙道はロ

ーム層を掘り抜いたものと考えられる。なお、袖部

内壁はかなり焼土化している。

柱穴 本住居の南半分が調査区外のため、 3 カ所だ

け検出されたが、本来は住居外形の対角線上に、 4

本の主柱穴があると考えられる。



第 3 節 古墳時代の遺構と遺物

貯蔵穴竃の右側に位置し、播鉢状にくぼむ。

遺物 貯蔵穴を含め竃の周辺から大型・小型の甕や

甑、坪が多く出土し、また滑石製模造品の未成品等

もある。特に貯蔵穴部分には、甕や甑の完形品が多い。

備考 本住居跡の年代観を出土遺物より 6 世紀前半

（谷藤）としたい。

A
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2 • 

土層注記

1.暗褐色土 ローム粒を含み、やや細粒で

あまり締りがない。

2. 褐色土 ローム粒を多量に、ロームプ

ロック、焼土粒、炭化物を少量含む。

3. 褐色土 大小のロームプロックを多量に

含む。やや細粒であまり締りがない。

4. 黄褐色土黒色土をベースにロームプ

ロックを多鼠に含む上。

5. 黒褐色土 ローム土を含むが、黒色土を

主とした粘質の強い土。
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第 3 節古墳時代の遺構と遺物
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第79図 第27号住居跡出土遺物実測図 (2) <] こ

第27号住居跡出土遺物観察表 (PL. 114、 115、 116)

財番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土②焼成③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 -17 口 19.4 高30.7 ①普通・灰色鉱少嚢 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部上半・中央部縦

長胴甕 底5.8 完形 酸化・普通 ③鈍い橙色 箆削り、下半部斜め箆削り。内面胴部箆撫で。

2 土師器 -16 口21.2高37.1 ①普通・灰色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部縦箆削り。 輪積痕あり。

長胴甕 底5.4 ほぼ完形 酸化・普通 ③暗赤褐色 内面胴部撫で。

3 土師器 鼈左袖 口 18.4 高26.7 ①普通・灰色鉱多量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部上半部横箆削 輪積痕あり。

甕 底9.7 口～底％ 酸化・普通 ③鈍い褐色 り、中央・下半部斜め箆削り。内面胴部箆撫で。

4 土師器 -20 口26.1 高29.7 ①細・白色灰色鉱少量 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。 輪積痕あり。

甑 底11.6 完形 ②酸化・普通 ③赤褐色 内面 口縁部横撫で、胴部撫で。

5 土師器 -6 口 15.4 高2 1. 4 ①普通・白色灰色鉱少量② 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。

小型甕 底7.4 完形 酸化・普通 ＠滲［い赤褐色 内面 口縁部横撫で、胴部撫で。

6 土師器 -19 口 15 9 高180 ①普通・灰色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、胴部指頭圧痕。 輪積痕あり。

小型甕 底6.5 完形 酸化・普通 ③瀕iい赤褐色 内面 口縁部横撫で、胴部箆撫で。

7 土師器 +4 口12.6 高10.7 ①普通・白色鉱少麓 ② 外面 口縁部横撫で、胴部箆削り。

小型甕 底7.0 ほぽ完形 酸化・普通 ③明赤褐色 内面 口縁部横撫で、胴部撫で。

8 土師器 -3 口(13.6) 高一丸底 ①普通・灰色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、胴部箆削り。

小型甕 口～胴と胴～底％ 酸化・普通 ③鈍い褐色 内面 口縁部横撫で、胴部箆撫で。, 土師器 +24 口一高一丸底 ①普通・灰色鉱少量 ② 外面胴部縦箆削り。

甕 底部片 酸化・普通 ③鈍い褐色 内面胴部撫で。

10 手捏土 +27 ロー高一底5.3 ①普通・灰色鉱少量 ② 外面指圧痕。 底部に木葉痕あ

器 底部妬 酸化・普通 ③灰黄褐色 り。

11 土師器 +12 口 (14.0) 高 (5.3) ①細・白色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸口～底ほぼ完形 化・普通 ③黒褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

12 土師器 +22 口 12.0 高4.5 ①普通・白色鉱微量 ② 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底口～底％ 酸化・普通 ③褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

13 土師器 +6 口 13.2 高5.0 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③明赤褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

14 土師器 +l 口 12.8 高4.2 ①普通・白色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底完形 酸化・普通 ③橙色 内面 口縁部横撫で、体部撫で後、暗文。

15 土師器 +30 口 12.2 尚44 ①細・白色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③鈍い橙色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

16 土師器 +34 ロ (14.0) 高 (50) ①細・白色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③鈍い橙色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

17 土師器 + 1 口(17 2) 高一底一 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。

高坪 口縁部片 化・普通 ③橙色 内面暗文あり。
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第 3 章 検出された遺構と遺物

樹番号
器種

出土位置
口径尚さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

18 須恵器 埋没土 胴部片 ①細・白色鉱少星 ②還 外面斜め格子叩き。

甕 （縦9.5 横6.5) 元・硬 ③黄灰色 内面青海波叩き。

19 砥石 +37 材質 砂岩。長さ 10. lcm 幅6.1cm 厚さ 2.0cm 重さ 180g。川原石の利用。表裏・側部、小口面使用。図右の大

きな傷は、調査時。砂岩 粒状は、やや細か。研磨主体は、爽雑礫の凸出がなく、金属。

20 石核 鼈左袖 材質滑石。長さ 9.2cm 幅1. 7cm 厚さ1. 0cm 重さ 28g。図上側面に、刀子かたがね状工具による削り跡あり。全

直上 体に長方形を意識した荒割りをしている。その他に、もう一片、滑石のチップが竃右袖直上より出土している。 (21)
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土層注記

1.明暗褐色土黄色ロームプロッ

ク粒子を多量に含む。

2. 明暗褐色土 ローム粒子を多く

含み、 1 よりは暗い。

3. 明暗褐色土 2 に類似するが、

焼土粒子を含む。

4. 暗褐色土 ロームプロック等を

少量含むが、ほかの層よりかな

り暗い。

5. 明褐色土 ローム粒子を多量に

含む。壁崩落土。

6. 暗黒褐色土 ロームプロックを

少量含むが、黒色の強い粘性の

ある土。ローム以外の混入少な
し）。

゜ 2m 

第80図 第28号住居跡実測図 (I)
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第 3 節 古墳時代の遺構と遺物

第28号住居跡 鼈 東壁のほぽ中央に位置し、残存状態は比較的良

位置

形状

る。

面積

床面

4 区18C10

長辺5.74m

29.67m' 

埋没土

土を主に堆積する。

写真

方位

PL.23 

短辺5.22mのほぼ正方形を呈す

N-52ー-E 

ローム粒を多量に混在させた明るい暗褐色

ロームブロックを少量含む粘性の強い暗黒褐

色土を掘りかた面に客土し、床面が比較的堅くし

まっている。掘りかた面は、かなり凹凸のあるでこ

ぼこした面となる。なお住居中央部には、床下土坑

と思われるものが 1 カ所検出された。

G 

かった。鼈前には黒灰層があり、焚口部から燃焼部

にかけてやや擢鉢状にくぼみ、燃焼部から煙道部に

かけては緩やかに立ち上がり、煙道の口が、住居東

壁の外側に開口する。袖部はロームを主に構築し堅

くしまっている。なお、袖部内壁はかなり焼土化し

ている。

柱穴 住居外形の対角線上に 5 カ所検出されたが、

このうちの 4 本が本住居跡の主柱穴になると考えら

れる。

貯蔵穴

L • 187.40 

竃の右側で南東角に、柱穴状の比較的小さ

な穴が検出された。

G
 

H
 

冒
土層注記

イ．暗褐色土 炭化物を少鼠含み、細粒で粘

質。

ロ．褐色土 炭化物を含み、粗粒で締りがな

い。ローム粒を多く含む。

ハ．暗褐色土 質はほぽ口と同質。

二．ロームプロックと黒色土の混合土堅く

しまっている（柱を埋め込んだ土）。

H' 
ホ．暗褐色土 ロームプロックを含む。細粒

ー・ でかなり堅くしまっている。

へ．褐色土 ローム粒を多星に含む。堅くし

まっている。
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- -、ヘ

疇旦三：：二：ロC. 暗褐色土 焼土粒、粘土塊を少最含む。細

粒で締りが弱い。

d. 赤褐色粘質土 焼土粒、炭化物を含む。

e. 焼土

f.赤褐色土 レンガ状になった焼土の小塊を

多量に含み、ガサガサしている。

g．黒色土細粒で緻密やや粘質。

h. 淡褐色土 ローム粒を少最含み、細粒で粘

質（袖を固定している粘土と思われる）。

i.暗赤褐色土焼土粒を多く含み堅くしま

る。

j.暗黄褐色土 ローム粒を多く含み明る＜

堅くしまっている。

k. 暗黄褐色土 jに類似するがやや暗い。

］．暗褐色土 ロームプロック等を含み、粘質

でしまっている。

m. 暗褐色土 混入物少なく上部は堅くしまっ

ているが、下部はやや弱い。

n. 暗褐色土 ローム粒、プロック混入。粘質。

o. 黄褐色土 粗粒のロームプロックを多く含

み、堅くしまってる。

P. 黄褐色土煙道部、天井。

q.少量の焼土粒を含む。

r. 暗赤褐色土 （焼土粒、灰を含みパサバサ）

第28号住居跡実測図 (2)
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第 3 章 検出された遺構と遺物

壁周溝

遺物

東側鼈部分を除く 4 方向の壁際に、 20cm前

後の幅をもつ溝が巡る。

住居の南側に、甕・坪．砥石等の遺物が出土

した。さらに南壁際にこも網石が集中して出土した。

備考 本住居跡の年代観を出土遺物より 6 世紀後半

としたい。 （谷藤）
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第28号住居跡出土遺物観察表 (PL. 116)

゜ I : 4 10cm 

゜ I : 3 10cm 

第28号住居跡出土遺物実測図

ロノ

口
目番号

器種
出土位置

口径高さ底径
①胎土 ②焼成 ③色調 成形·整形の技法 備 考

器形 残存状態

1 土師器 +12 ロ (15.2) 高一底ー ①普通・白色鉱微量 ② 外面 口縁部横撫で、頸部縦箆削り。

小型甕 口縁部片 酸化・普通 ③黒褐色 内面 口縁部横撫で、頸部撫で。

2 土師器 +21 口一高一底一 ①普通・白色鉱少量 ② 外面胴部縦箆削り。

甕 胴部片 酸化・普通 ③暗赤褐色 内面胴部撫で。

3 土師器 +7 口12 3 高49 ①普通・白色鉱微量 ② 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底ほぼ完形 酸化・普通 ③明赤褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

4 土師器 埋没土 口 (13.1) 高一底一 ①普通・白色鉱微量 ② 外面 口縁部横撫で、坪部箆削り。

高坪 口～坪部片 酸化・普通 ③橙色 内面 口縁部横撫で、坪部撫で後、暗文。

5 須恵器 +14 口 13.6 高3.5 ①普通・白色鉱少量 ② ロクロ整形。回転箆削り調整。

坪身 丸底口～底％ 還元・硬 ③灰色

6 須恵器 +13 口 (12.8) 高一底一 ①普通・白色鉱少量 ② ロクロ整形。回転箆削り調整。

坪身 ロ～底％ 還元・硬 ③灰色

7 須恵器 +15 ロ (13.2) 高5.0 ①普通·白色鉱少量 ② ロクロ整形。回転箆削り調整。

坪蓋 天井部～口縁％ 還元・硬 ③灰色

8 須恵器 +13 ロ（14.6) 高 (4.3) ①普通・白色鉱少量 ② ロクロ整形後、天井部箆削り。

坪蓋 天井部～口縁％ 還元・硬 ③灰色

9 須恵器 +11 口 (13.2) 高4.5 ①普通・白色鉱少量 ② ロクロ整形。回転箆削り調整。

坪蓋 天井部～口縁％ 還元・硬 ③灰色
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図番号
器種

出土位置 特 徴
器形

10 砥石 +43 材質 流紋岩（砥沢石）。長さ 1 1. 5cm 幅7 5cm 厚さ 4.6cm 重さ 600g。図左側の小口は、旧時欠損。右側は、原

石面。図中の傷の大半は、刃ならし・金属傷。図左平面の中央は、凹み。小形の研磨主体。主体は金属。

11 こもあ +5 材質 雲母石英片岩。長さ 11.8 幅7.8 厚さ 3.5 重さ 500g。住居南側の壁際に16個集中して出土したうちの l

み石 つ。他の石も、ほぼ同様の重量を示し、同じ意図のもとに使用された可能性があることから、こもあみ石とした。

第31号住居跡

位置 4 区19C03 写真 PL.24 

形状 一辺が4.10mほどの正方形と思われる。

面積 16.41m' 方位 N-59'-E 

壁周溝北壁の第30号住居跡と重複する部分は不明

であるが、東壁の一部を除く壁際に、 20cmほどの幅

をもつ溝が巡る。

遺物 住居の中央に、甕・坪の破片や砥石・滑石製

埋没土 混入物の少ない暗褐色土を主に堆積する。 品の未成品等が出土している。

床面 ロームブロックを混在する暗褐色土を掘りか 備考本住居跡の北側に第30号住居跡が、南側に第

た面に客土し、床面はよく踏みしめられ堅くしまつ 32号住居跡が重複しており、その新旧関係は、埋没

ている。また住居中央には、長軸1.8m、短軸1.3mほ 土の堆積状況や床面の状態、さらに本住居跡の鼈が

どの楕円形を呈する床下土坑が検出された。 第30号住居跡に壊されていることなどから、本住居

鼈北壁のほぽ中央部に位置しているが、その大半 跡は第30号住居跡よりも旧く、第32号住居跡よりも

が第30号住居跡に壊されており、残存するのは擢鉢 新しい。また東壁にある出張りが、周溝等の状況か

状にくぽむ焚口部だけである。 ら、北に位置する鼈に先行する竃の残存部であると

柱穴住居外形の対角線上に、 4 本の主柱穴が検出 考えられる。本住居跡の年代観を出土遺物より 7 世

された。 紀前半としたい。 （谷藤）
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土層注記

1.暗褐色土 ローム粒子を少量含

む。

2. 明暗褐色土 ロームプロックを多

量に混入。

3. 暗褐色土 ローム粒子を多量に含

むが暗い。

4. 暗褐色土 3 に類似するがやや明

るい。

5. 明褐色土 ロームプロック粒を多

量に混在。

6. 明暗褐色土（掘りかた覆土）ロー

ムプロックを多量に含み、堅くし

まっている。

7. 柱穴覆土

L • 186 90 B' 
.̀..̀ ̀  

フ必ク、
鼈全長 74cm
燃焼部長 64cm 

燃焼部幅 25cm 

焚口部幅 21cm 

L • 186 90 A' 
5 rｷ 7 
A ゜

2m 

心 •2 •6 
•4 

3 第83図第31 号住居跡実測図
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第84図 第31号住居跡出土遺物実測図

第31号住居跡出土遺物観察表 (PL. 116、 117)

甜番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土②焼成③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

l 土師器 +23 口(15.8) 高一底一 ①普通・白色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。

甕 口～胴％ 酸化・普通 ③黒褐色 内面 口縁部撫で、胴部箆撫で。

2 土師器 +23 口 (29.4) 高一底ー ①細・白色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、胴部箆削り。

甕 口縁部片 化・普通 ③鈍い褐色 内面 口縁部横撫で、胴部箆撫で・磨き。

3 土師器 +3 口(17.6) 高一底一 ①普通・灰色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、胴部箆削り。 外面頸部に指頭

甕 口～胴％ 酸化・普通 ③黒褐色 内面 口縁部横撫で、胴部箆撫で。 圧痕あり。

4 土師器 +13 ロー高一丸底 ①普通・白色鉱多量 ② 外面胴部箆削り。

甕 胴～底％ 酸化・普通 ③暗赤褐色 内面胴部箆撫で。

5 土師器 +38 裾（162) ①細・白色鉱少量 ②酸 外面脚部箆削り、裾部横撫で。

高坪 裾部片 化・硬 ③明赤褐色 内面横撫で。
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図番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

6 土師器 +25 口 10.3 高7.8 ①細・白色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底口～底％ 化・硬 ③灰褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。
7 土師器 -1 口12.0 高4.2 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底完形 化・普通 ③橙色 内面撫で。

8 土師器 +3 口(12.2) 高3.9 ①細•黒色鉱少量 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 ロ～底％ ②酸化・普通 ③橙色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

9 土師器 +29 口 (11.4) 高 (4.1) ①細・白色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③鈍い黄橙色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

10 須恵器 -11 把手部片 ①細・白色鉱少塁 ②還 自然釉。

提瓶 元・硬 ③オリープ黒色

11 須恵器 埋没土 口 (15.0) 高一 ①細・灰雑物なし ②還 ロクロ整形。

坪蓋 体～口弱 元・硬 ③灰色

12 砥石 +18 材質 砂岩。長さ 6.6cm 幅5. 7cm 厚さ 0.9cm 重さ 51g。川原石の利用。表裏に、ならし条痕あり。図左の左側

部と上方側部にも使用面あり。石材の粒状は荒い。

13 砥石 埋没土 材質 砂岩。長さ 7.5cm 幅5 2cm 厚さ 5.6cm 重さ 70g。川原石の利用。図平面の破線内に研磨面あり。使用が

浅いため、主体が、金属・石・木・皮などのいずれか不明。

14 砥石 埋没土 材質砂岩。長さ 7.8cm 幅3 8cm 厚さ 1.7cm 重さ 57g。川原石の利用。図平面のみ、使用が認められるが、風

化のため、明瞭でない。ならし痕あり。主体は、灰雑礫が凸出しているため、木・皮などか。

15 剣形 埋没土 材質 滑石。長さ 3.3cm 幅1. 3cm 厚さ 0.3cm 重さ 2 g。図表面及び上部側面は、刃物によって、整形されてい

剥片 る。上部側面のカープが、紡錘車や有孔円板のそれよりも緩やかであるため、剣形とした。

16 チップ 埋没土 材質 滑石。長さ 5.1 幅2.0 厚さ 0.9 重さ 12.6g。図上部に 2 カ所、たがね状工具によるとみられる傷跡あり。

形状から、剣形を意識しているか？。

17 チップ 埋没土 材質 滑石。長さ 5.0cm 幅2.9cm 厚さ1. 3cm 重さ 14.Sg。ところどころに、若干の削り跡あり。三角形の形状

から、剣形を意識しているか？

18 未成品 埋没土 材質 滑石。長さ1.7cm 幅1. 3cm 厚さ 1.2cm 重さ 3.4g。穿孔しようとした跡あり。右側を除く 3 側面は、研磨

されている。
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土層注記

1.暗褐色土 ロームプロックを微量に含む。堅くしまっている。

2. 暗褐色土 ローム粒子を少量含み、暗い。

3. 明褐色土 ロームプロック、粒子を多く含む。

4. 暗褐色土 ロームプロックを多量に含み、堅くしまってい

る。粘質強し。

゜ 2m 
第85図 第32号住居跡実測図
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第 3 章検出された遺構と遺物

第32号住居跡

位置 4 区18C05 写真 PL.24 

形状一辺が3.70mほどの正方形と思われる。

面積 13.69面 方位 N-60°-E

埋没土 混入物の少ない堅くしまった暗褐色土を主

に堆積する。

床面 ロームプロックを多量に混在する粘質な暗褐

色土を掘りかた面に客土し、床面は踏みしめられ堅

くしまっている。壁高は、 17~25cmを測る。

鼈 東壁のやや北寄りに位置し、残存状態は比較的

よかった。焚口部から燃焼部にかけては平坦で、燃

焼部から煙道部にかけて緩やかに立ち上がる。焚口

部に位置する袖部分は、石で鳥居状に組まれていた

ものと考えられる。袖部の下部には、粘性の強い黒

褐色土が用いられ、上部には黄色ローム土を用いて

構築され堅くしまっている。なお、袖部内壁は、か

なり焼土化している。左袖部は、袖石との間が一部

壊されていた。支脚は、取り除かれていた。

貯蔵穴確認されなかった。

柱穴 住居外形の対角線上に、 4 本の主柱穴が検出

された。

遺物 鼈に使用された石が、鼈の右側にまとまって

出土している。また出土した遺物は少なく、埋没土

中より甕・坪・高坪の破片や、滑石製品の剣形未成

品等がある。

備考本住居跡の北側には第31号住居跡が重複して

おり、その新旧関係は、埋没土の堆積状況や床面の

状態から、本住居跡の方が旧い。本住居跡の年代観

を出土遺物より 6 世紀後半としたい。 （谷藤）

. . 
ハ
）

燃焼部長 75cm E‘ 
`̀ • 燃焼部幅 33cm 

焚口部幅 28cm 

| I 
Uｷ Q. 

D L • 187 10 D' 

~i冒：王言［丑~:み二：
量混在させた a より明るい土。

C •暗赤褐色土 焼土を多く含み、ローム粒を混

在させた粘質の弱い土。

d. 明暗褐色土 ロームプロックを多量に含み、

やや堅くしまっている（掘りかた）。

e. 明褐色土 ロームプロックを主に焼土粒少量

を混在させる（カマド袖材崩落土）。

f.暗褐色土 ローム粒を多く含み、 C と同様の

焼土を上部に含む土。煙道の可能性。

g．黒褐色土 ローム粒混入。細粒。

h. 黒褐色土 ローム粒gょり少量混入。細粒。

i.焼土

J.ロームプロック

E
 

L • 187.1。 E'

゜ lm 

第86図 第32号住居跡鼈実測図
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第32号住居跡出土遺物観察表 (PL.1 17)

□三／3 （/)

加JJ[Jj/I/)

〇
ヒ

0

1:2 5cm 

1: 4 10cm 

゜ 1: 3 10cm 

目番号
器種

出土位置
口径尚さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 埋没土 □ (13.0) 高一 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。

小型甕 口縁部片％ 化・普通 ③鈍い赤褐色

2 土師器 埋没土 口 (126) ①普通・赤色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で。

小型甕 口縁部片 酸化・普通 ③鈍い橙色 内面口縁部撫で。

3 土師器 埋没土 口(13 0) 尚一底一 ①普通・白色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、体部箆削り。

坪 口～体％ 酸化・硬 ③鈍い褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

4 土師器 埋没土 口(14.0) 高一底ー ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。

坪 口～底％ 化・普通 ③橙色 内面暗文。

5 土師器 +5 口 (15.2) 高一 ①細・灰色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部箆削り。

坪 口縁～体％ 化・硬 ③鈍い赤褐色 内面 口縁部横撫で後、暗文。

6 須恵器 埋没土 口一高一底一 ①細・白色鉱微量 ①還 ロクロ整形（右回転）。透しあり。

高坪 脚部片 元・硬 ③オリーブ灰色

7 砥石 +l 材質 砂岩。長さ 8.3cm 幅6.5cm 厚さ 2.0cm 重さ 150g。川原石の利用。図平面の上方に剖込があり表裏に使用

痕あり。主体は、硬質の個所が凸出しているため、木・皮。顕著な凹みは、金属か。

8 未成品 埋没土 材質 滑石。長さ 5.0cm 輻2.1cm 厚さ 0.7cm 重さ 12g。形状から、剣形を意識して製作された未成品の可能性

が高い。右図上部に、 U字状の刃物の削り跡が残る。

第33号住居跡

位置 4 区20C01 写真 PL.24 

形状一辺が4.60mの正方形を呈する。

面積 21.16面 方位 N-61°-E

埋没土 ロームブロックを混在する灰暗褐色ないし

は暗褐色土を主に堆積する。

床面 ロームブロックを多量に混在させる粘質な黄

褐色土を掘りかた面に客土し、床面は踏みしめられ

堅くしまっている。壁高は、 6~20cmを測る。

鼈東壁のほぼ中央に位置し、残存状態はあまり良

くない。焚口部から燃焼部にかけては平坦で、煙道

部は緩やかに立ち上がる。袖部はロームブロックを

混在する暗褐色土で構築されている。

貯蔵穴確認されなかった。

柱穴住居外形の対角線上に、 4 本の主柱穴が検出

された。またそのうち、 2 本は、第30号住居跡の掘

りかたの調査中に確認された。

遺物 出土遺物は少なく、鼈の周辺に坪の破片及び

滑石製品の未成品がある。

備考本住居跡の南側に第30号住居跡が、西側に第

79号住居跡が重複している。これらの新旧関係は、

埋没土の堆積状況や床面の状態、さらには第30号住

居跡によって本住居跡の竃の一部が壊されているこ

と、第79号住居跡の鼈を本住居跡が壊していること

等から、本住居跡は第30号住居跡より旧く、第79号

住居跡より新しい。本住居跡の年代観を出土遺物よ

り 6 世紀後半としたい。 （谷藤）
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士層注記

0・｀1.灰褐色土 ロー
ム粒、径 5 mm 大の

ロームブロック混

入。細粒で締りが

ある。

2. 暗褐色土ロー

ム粒、径 5 mm 大の

ロームプロック、

炭化物粒混入。

1 より締りに欠け

る。

3. 灰暗褐色土ロ

ーム粒、炭化物粒

混入。 1 と同様、

細粒で締りがある。

4. 黒褐色土炭化

物粒、ローム粒、

径 1 cm大のローム

プロック混入。細

粒で締りがある。

5. 灰暗褐色土

A軽石、径 1 cm 大のロームプロ

ック、炭化物粒混入。比較的

新しい土坑（撹乱）と思われる。

6. 灰黒褐色土 ローム粒混入。

5 に比べて旧い土坑（撹乱）と思

われる。

7. 暗褐色土 ローム粒を多く含

むが汚れて暗く、粘質。

8. 明褐色土 ロームプロックを

多く含み、かなり明る＜粘質。
. 

03 

鼈全長
燃焼部長

燃焼部幅

焚口部幅

61cm 

54cm 

30cm 

38cm 

I U• I Qｷ 

Lｷ 180.00 

゜ lm 

第88図

a. 黄赤褐色土 焼土塊多量に混入。ローム粒も少量混入。

細粒でさらさらしている土。

b. 混合土 黒褐色土とロームブロックの混合土。細粒だが

締りがない土。焼土粒も少量混入。

C •黒褐色土 ローム粒、焼土粒、少量混入する。細粒で締

りのある土。

d. 混合土 ロームプロック、黒褐色土の混合土。 b に似て

いるが締りの強い土で、ローム漸移層にどちらかという

と近い。

e. b に非常に近い、暗褐色土とロームプロックの混合土。

f.暗褐色土 ローム粒少量混入。細粒で締りのない土。

g．黄赤褐色土 a に近い。黄褐色土がたいへん多い袖部分。

h. 暗黄褐色土 焼上粒、炭化物混入。細粒で締りの弱い土。

崩落したものか。

i.黒褐色土 径 5 mm大のローム粒混入。細粒で締りの弱い土。

j.黒褐色土 径 1 cm大のロームプロック混入。細粒で締り

の弱い土。

k. 黒褐色土 ローム粒混入。細粒で締りのある土。 1 より

ローム粒多い。

I. 黒褐色土 ローム小粒少量混入。細粒で締りある土。

m. 暗褐色土 斑状のロームプロックが混入。焼土塊、ロー

ム粒も混入。細粒でさらさらしている。

n. 赤褐色土焼土塊、焼土粒でほとんどおおわれている。

o. 暗褐色土 炭化物を混入し、ロームブロックを主とする

焼土層。

P. 暗褐色土

第33号住居跡実測図
ローム粒、焼土粒混入。
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第89図 第33号住居跡出土遺物実測図

第33号住居跡出土遺物観察表（PL. 117)

樹番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

l 土師器 埋没土 口 (12. 7) 尚 (4.3) ①細・白色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部撫で、底部箆削り。

坪 底ーロ～底％ 化・硬 ③暗赤褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

2 土師器 -1 口 1 1. 3 高3.6 ①普通・灰色鉱微量 ② 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。 黒色処理。

坪 底ーロ～底％ 酸化・普通 ③明赤褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で後、暗文。

3 土師器 +17 口 (13.6) 高 (4.5) ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共磨き。 内面は黒色処

坪 底ーロ～底％ 化・硬 ③暗赤褐色 理。

4 土師器 埋没土 口 (11.5) 高一底一 ①細・白色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 口～底％ 化・普通 ③橙色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

5 土師器 埋没土 口 (13.5) 高一底一 ①細・白色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部箆削り。

坪 口～体部片 化・普通 ③橙色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

6 土師器 +16 ロ (15.8) 高一底一 ①細・灰色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部箆削り。

高坪 坪部片 化・普通 ③鈍い褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で後、暗文。

7 敲打石 +22 材質 雲母石英片岩。長さ 15.0cm 幅6.0cm 厚さ 2.3cm 重さ 300g。図下部の側面に、敲打時の剥離痕が、多く

残っている。上部側面にも若干ある。

8 未成品 埋没土 材質 滑石。長さ 7.2cm 幅3.8cm 厚さ 1.1cm 重さ 42.5g。表面に、削り跡、若干残る。板状を意識して荒割り

された後、若干の削り調整をした段階で遺棄されたものと考えられる。剣形を意識したか。

第34号住居跡

位置 4 区24Cl2 写真 PL.24, 25 

形状一辺が5.20mの正方形を呈する。

面積 25.02面 方位 N-62°-E

埋没土 混入物の少ない暗褐色土を主に堆積する。

床面 ロームブロックを多量に混在する暗褐色土を

掘りかた面に客土し、床面はよく踏みしめられ堅く

しまっている。重複する第24号住居跡の床面に比べ、

高い位置にある。また住居中央には、床下土坑状の

穴が検出されている。壁高は、 28~50cm を測る。

鼈東壁のやや南寄りに位置し、残存状態は比較的

良好であった。焚口部から燃焼部にかけでは擢鉢状

にくぼみ、煙道部は緩やかに立ち上がる。袖部は焼

土粒・ロームブロックを混在する暗褐色土で構築さ

れ、燃焼部には支脚が据えられている。

柱穴掘りかた面で検出された柱穴をも合わせる

と、計12本の柱穴を検出できたが、本来の主柱穴と

すれば住居外形の対角線上にある 4 本（北東に位置

する柱穴は、第24号住居跡との重複により不明）が、

本住居跡の主柱穴と考えられる。

貯蔵穴鼈の右側に位置し、長軸88cm、短軸65cm を

測る楕円形を呈する。

壁周溝 西壁際と南壁際の一部に、幅20cm前後の溝

が巡る。

遺物 竃及びその周辺を中心に出土し、遺物には大

型・小型の甕、浅鉢、坪等の土器の他に、砥石・滑

石の石核等がある。

備考本住居跡の北側には第24号住居跡が重複して

おり、その新旧関係は、埋没土の堆積状況や床面、

掘りかた面の状態から、本住居跡の方が旧いものと
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考えられる。本住居跡の年代観を出土遺物より 7 世紀前半としたい。（谷藤）
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鼈全長 88cm ~ 
燃焼部長 62cm 苔

燃焼部幅 34cm 

焚口部幅 26cm 
...l 

| 
Uｷ 

土層注記

1.暗褐色土細粒で

締りが強い。ロー

ム粒微量、軽石を

少量含む。

2. 褐色土含有物は

l とほぼ同じ。細

粒で締りが強い。

3. 黒褐色土炭化物、

焼土粒を少量含む。

細粒でやや粘質。

4. 暗褐色土炭化物、

焼土粒を少量含む。

細粒で粘質。

5. 暗褐色土 ローム

粒、ロームの小

プロックを少星含

む。細粒だがあま

り締りがない。

6. 黒褐色土大豆大

のローム塊を多嚢

に含む。細粒でや

や粘質。

7. 黒褐色土 ローム

粒を少量、炭化物

を比較的多く含む。

細粒で締りが強い。

8. 黒色土 含有物は、ほとんど目につかな

い。細粒で粘質。

B' 9. 暗褐色土 混入物の少ない暗い粘質土。
10. 暗褐色土 ローム粒を少負含み、やや粘

質。

11. 暗褐色土 ローム粒を多く含み、かなり
明るい。

12. 淡褐色土後世の掘り込み（撹乱）。

土層注記

a. 暗褐色土 ローム粒、焼土粒を少量、白色軽石

を含む。

b. 暗褐色土 a より明る＜ローム粒を多く含む。

やや粘質。

C. 暗褐色土 焼土プロックを少量含むが、かなり

暗い。

d. 黄色土焼土を含むロームプロック。

e. 暗褐色土焼土粒を多く含み、やや赤褐色系の

土。炭化物も多く含む。

f.暗褐色土 a と類似するがやや明るい。 b より

混入物少ない。

g．暗黄褐色土 ローム粒、焼土、炭化物を多く含

み、粘質。

h. 暗灰褐色土 焼土粒、ローム粒、炭化物を少

混在する灰層。

i.赤褐色土 焼土プロックを主とした（カマド床）。

O
I
 

B
 

...J 

O
I
 

j.暗褐色土 焼土粒を多く含み、やや明るくやわらかい。

k. 黄褐色土 よごれたロームプロック。

］．黄色土 ロームプロックを主とする。カマド袖材。

m. 暗褐色土 焼土プロックを多く含みしまっている。

n. 暗褐色土 ロームプロック、焼土粒を多く含みしまっている。カマド袖材。

第90図第34号住居跡実測図
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第91 図 第34号住居跡出土遺物実測図

第34号住居跡出土遺物観察表（PL.1 17、 118)

思番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 竃左袖 口 (2 1. 0) 高351 ①普通・灰色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。

長胴甕 底5.5 ほぽ完形 酸化・普通 ③赤褐色 内面 口縁部横撫で、胴部箆撫で。

2 土師器 竃右袖 口 (20.4) 高一底ー ①普通・白色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。

甕 口～胴％ 酸化・普通 ③明赤褐色 内面 口縁部横撫で、胴部箆撫で。

3 土師器 +3 口 (22.8) 高 (10.6) ①細・灰色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部斜め箆削り。

鉢 底ーロ～底％ 化・普通 ③鈍い橙色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

4 土師器 +14 口 (13.3) 高一底一 ①普通・白色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、胴部横箆削り。

小型甕 口～胴％ 酸化・普通 ③鈍い褐色 内面 口縁部横撫で、胴部箆撫で。

5 土師器 +5 口 (1 1. 0) 高一底一 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、胴部斜め箆削り。

小型甕 口～胴％ 化・硬 ③鈍い褐色 内面 口縁部横撫で、胴部撫で。
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目番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土②焼成③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

6 土師器 +5 口 16.6 高4.2 ①細・赤色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 底ーロ～底½ 化・硬 ③明赤褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

7 工作台 +5 材質 粗粒安山岩。長さ 12.5cm 幅10. 0cm 厚さ 5.8cm 重さ1. 2kg。図左側に、火を受けて黒く焼けた部分あり。

表面に十数個の浅い凹みあり。

8 工作台 +2 材質 砂岩。長さ 14 7cm 幅9.2cm 厚さ 4.8cm 重さ 700g。表面に敲打を受けた跡のような凹みが残っている。

裏面は、鋭角に尖っており、床に据え置かれていた可能性が高い。, 石核 +11 材質 滑石。長さ 9.6cm 幅7.1cm 厚さ 4.7cm 重さ 400g。図下方側面と裏面一部に、刃物による削り痕あり。

10 砥石 住居外 材質砂岩。長さ 12. 8cm 幅10.9cm 厚さ1. 9cm 重さ 300g。川原石の利用。使用は、表裏にあり、図平面側にの

み、刃ならし傷あり。使用は不定方向で、成に凹む。主体は、図側は金属・石、裏面が木・皮などか。
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土層注記

1.暗褐色土 ローム粒子を微量含むが、さほど混入物

は多くない。

2. 暗褐色土 ローム粒子を多く含み、 1 より明るい。

3. 明暗褐色土 ローム粒子、プロックをまばらである

が全体に含む。 2 よりやや明るい。

4. 明褐色土 ロームプロックを多量に含み、かなり明

る＜黄色系。

5. 暗褐色土 ローム小プロックを少量含み

6. 暗黒褐色土 混入物少なくかなり暗い。

7. 暗褐色土 ローム粒子を多く含み、明るく、 2 に近
し＞。

8. 黒褐色土とロームプロックの混合土細粒。

暗い。

第35号住居跡 客土して、床面を形成している。

位置

形状

面積

床面

4 区05C40

長辺4.62m

18.48m' 

埋没土

写真

方位

PL.25 

短辺4.00mの長方形を呈する。

N-17ー-W 

ローム粒・ロームブロックを全体に含む暗

褐色土が主体をなす。壁際は、三角堆積。

確認面でローム層を80cm程掘り込み、その上

に 5 cm程黒褐色土とロームブロックの混合土を薄く

108 

鼈 北壁のほぽ中央にある。煙道部が外へ出るほか

は、全て屋内に構築されている。造作材は、粘土が

主体をなす。焚口部には砂岩が両袖石及び天井石と

して利用され、 また、雲母石英片岩が 1 つ支脚とし

て燃焼部左よりに立っていた。残りはよく、土師器

甕が 1 個かかった状態で出土した。燃焼部は、ほぽ

平坦で煙道部は緩やかに立ち上がる。



古墳時代の遺構と遺物

柱穴 住居外形の対角線上に 4 本検出。各柱穴の規

模（径 x 深さ cm)

p3: 48X72 

貯蔵穴

壁周溝

は、 p 1 : 44 X 76 

P • : 46X 78 を測る。

P 2 : 48 X 60 

竃向かって右、 P1 と壁の間にある。円形を

呈し、径56cm深さ 69cm を測る。

寵全長
燃焼部長

燃焼部幅

焚口部幅

南壁と東壁の一部に確認した。幅10~15cm

. `
3
 

. 
3̀ 

第 3 節

深さ 2~6 cm を測る。

遺物

立った。また、甕あるいは甑の把手が 2 個、滑石製模

造品の臼玉・チップ、砂岩製の砥石の出土もあった。

備考

竃周辺及び貯蔵穴からの土師器の出土が目

49号住居跡と重複。出土遺物から本住居跡の

100cm 
80cm 
25cm 
22cm 

D
 

D
 

L • 183.80 

f 

D
 

a. 暗褐色土細粒の白色小石を多く含む。細

粒締り強い。

b. 褐色土含有物は a と同じ。細粒。締りは

強い。

C •褐色土 ロームの大プロックを多く含み、

細粒粘質。

d. 焼土粘土の焼けたもの。混合物はない。

e. 暗褐色土質は細粒であまり締りがなく、

ロームプロックを少量含む。

f.ローム（粘土）褐色土と焼土塊の混合土

まっている。

g．暗赤褐色土 焼土粒、ローム粒を含む。粒

子は細かくfに比べて砂質。

h. 暗赤褐色土 焼土粒、ローム粒を含む。粗

粒で砂質。

i.灰暗褐色土焼土粒、炭化物混入。粗粒で

たいへんもろい。

j.暗黄褐色土焼土粒、焼土塊混入。細粒で

粘性ありしまっている。

k. 暗褐色土 ローム粒多量に混入。細粒でしまっている。

］．濃茶褐色土 ローム粒、焼土粒混入。粗粒で締りがない。煙道部と思われる。

m. 暗褐色土 ローム粒多量に混入。細粒でしまっている。

n. 灰暗褐色土 ロームブロック多量に混入する。細粒で締りのある土。
o. 褐色土 焼土粒が全体に混入しているため、全体に赤味がかっている。

p.暗褐色土 焼土粒少量混入。粗粒でたいへんもろい。

q.黒褐色土 径 1 cm大のロームプロック混入する。細粒で締りのある土。

r. 暗赤褐色土焼土塊を多く含む、粗粒の土。 s. 粘土 t.焼土

第35号住居跡寵実測図

o
o
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O
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I
.
T

年代観を 6 世紀前半としたい。

土層注記
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第95図 第35号住居跡出土遺物実測図（ 2)

第35号住居跡出土遺物観察表（PL. 118)

目番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 鼈 口 17.2 高31 7 ①普通・白色灰色鉱少量 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。

長胴甕 底7.5 口～底％ ②酸化・普通 ③橙色 内面 口縁部横撫で、胴部箆撫で。

2 土師器 +25 口22.6 高一底一 ①普通・白色鉱少董 ② 外面 口縁部横撫で、頸部縦箆削り。

甕 口縁部片 酸化・普通 ③鈍い褐色 内面 口縁部横撫で、頸部撫で。

3 土師器 +10 口一高一底7 0 ①普通・白色鉱少量 ② 外面胴部下半は箆削り。

甕 底部片 酸化・普通 ③鈍い黄褐色 内面底部は箆撫で。

4 土師器 +28 口一高一底一 ①普通・白色鉱微量 ② 外面脚部は縦箆削り。

高坪 脚部％ 酸化・軟 ③鈍い橙色 内面脚部は撫で。

5 土師器 +68 口一高一底3.8 ①粗・白色鉱少星 ②酸 外面底部は箆削り。

甕 底部片 化・軟 ③橙色 内面底部は撫で。

6 土師器 -2 口26 4 高28.0 ①普通・白色灰色鉱少量 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。

甑 底8.1 口～底％ ②酸化・普通 ③赤褐色 内面 口縁部横撫で、胴部箆撫で。

7 土師器 +9 口 16.0 尚 13.7 ①普通・白色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、胴部斜め箆削り。

小型甕 丸底口～底％ 酸化・普通 ③褐灰色 内面 口縁部横撫で、胴部撫で。

8 土師器 +13 口 14.8 高5.6 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③橙色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。
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屈番号
器種

出土位置
器形, 土師器 +50 

坪

10 土師器 埋没土

坪

11 土師器 埋没土

坪

12 土師器 +20 

高坪

13 土師器 +67 

甑

14 土師器 埋没土

甑

15 工作台 +5 

16 砥石 +9 

17 砥石 +40 

18 擦り石 柱穴中

-32 

19 砥石 鼈内

20 チップ 埋没土

21 臼玉 +32 

第36号住居跡

位置 4 区14C07

第 3 節 古墳時代の遺構と遺物

口径高さ底径
①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考

残存状態

口13.6 高一底一 ①細・灰色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部箆削り。

口～体％ 化・普通 ③橙色 内面撫で。

口 12.2 高一底一 ①細・白色鉱少盤 ②酸 外面 口緑部横撫で、体部箆削り。

口～底½ 化・普通 ③褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

口 14.4 高一底一 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部箆削り。

口～底％ 化・硬 ③橙色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

口 14.3 高一底一 ①細・灰雑物なし ②酸 内外共横撫で。

坪部片 化・硬 ③鈍い橙色

ロー高一底一 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面箆削り。

把手片 化・硬 ③暗褐色

口一高一底一 ①普通・白色鉱微量 ② 外面箆削り。

把手片 酸化・普通 ③鈍い橙色

材質 変質安山岩。長さ 14.6cm 幅9 5cm 厚さ 4.0cm 重さ 600g。表面に 4 カ所の凹みがある。

材質 牛伏砂岩。長さ 7.8cm 幅4 5cm 厚さ 33cm 重さ 150g。川原石の利用。割れ口は、旧時。使用は、表裏に

あり、主体は、央雑鉱物が凸出しているため、木などの軟質の物質か。

材質 砂岩。長さ 10.2cm 幅5.1cm 厚さ1. 9cm 重さ 100g。川原石の利用。使用面は、図平面の下半のみ。主体

は、灰雑鉱物の凸出が少ないため、金属か。

材質 変玄武岩。長さ 10 2cm 福8.4cm 厚さ 6.1cm 重さ 900g。図の左右端に若干の敲打痕あり。表面にもかな

りの擦痕がある。縄文時代のものを、柱の根石として転用したものか。

材質 粗粒安山岩。長さ 14.8cm 幅9.8cm 厚さ 3.1cm 菫さ 700g。川原石の利用。使用面は、図平面の破線内。

主体は、浅い凹みの中まで摩耗が及ぶため、木・皮などか。

材質 滑石。長さ 2.8cm 幅1. 8cm 厚さ 0.6cm 重さ 5 g。形状から、剣形を意識したものか。

材質 滑石。長さ1. 5cm 幅1. 4cm 厚さ1. 0cm 孔径0.3cm 重さ 3.7g。穿孔は一方向か。側面は、縦方向の研磨。

断面は、刃物による調整。大振りの臼玉である。

写真 PL.26 

形状長辺7.94m 短辺7.32mのほぽ正方形を呈す

のと考えられる。火床面及び袖の下部には、粘性の

強い黒赤褐色土が用いられ、袖部には黒褐色土を主

に構築され堅くしまっている。なお、袖部内壁は、

かなり焼土化している。る。

面積 56.07m' 方位 N-50ー-E 

埋没土 混入物の少ない、ないしはロームブロック

を混在する暗褐色・明るい暗褐色土を主とする。な

お、住居跡の中央部には第136号住居跡が重複してい

るため、その埋没土が堆積している。

床面 ローム粒・炭化物粒・焼土粒を多鼠に混在さ

せる暗褐色土を客土し、床面はかなりよく踏みしめ

られ堅くしまっている。壁高は30~81cmを測る。ま

た住居跡中央部には、円形ないしは楕円形の床下土

坑が 3 ケ所検出された。なお、床面下の掘りかた面

は、平坦ではなくかなり凹凸の激しいでこぼこした

状態となっている。

鼈 東壁のやや南寄りに位置し、残存状態は比較的

よかった。焚口部から燃焼部にかけては平坦で、燃

焼部から煙道部にかけて緩やかに立ち上がる。焚口

部に位置する袖部は、石で鳥居状に組まれていたも

柱穴住居外形の対角線上に、径が80cm前後となる

円形の 4 本の大きな主柱穴が検出された。なお、掘

りかた面では、床面で検出された主柱穴のさらに外

側に、同規模の柱穴が 4 本検出された。

貯蔵穴 竃の右側に楕円形を呈する深い穴が検出さ

れているが、先の主柱穴の外側にある柱穴と一連の

ものである可能性がある。

壁周溝幅が25~30cmで、深さが15cm前後となる比

較的幅広の溝が壁際を全周する。（竃下部にも壁周溝

が巡る）

遺物 鼈周辺には、鼈に使用されていたと考えられ

る石や甕・坪等の土器が、また住居全体に遺物が散

布する。出土した遺物には、甕・甑・坪・手捏土器

や、砥石などの石器及び石製品等がある。

備考本住居跡の年代観を出土遺物より 6 世紀前半

としたい。 （谷藤）
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土層注記
1.暗褐色土 A軽石を多量に混在する。 3. 暗褐色土 汚れたロームプロック少量含む。 5. 暗褐色土 ローム粒、プロックを少量含む。
2. 暗褐色土 ローム粒を多く含む。 4. 暗黄褐色土 ロームプロックを多量に含む。 6. 136住埋没土

第96図 第36号住居跡実測図
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f.焼土

g．暗赤褐色土 焼土小塊を多く含む。ガサ

ガサしている。

h. 褐色土細粒。締りは堅い。石を少量含

む。

i.黒褐色土 ローム粒、焼土粒少量混入。

細粒で締りのある土。

g . 
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'
l
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m. I 

土層注記

c
 

c
 

a. 暗褐色土

物を含む。

b. 褐色土 ローム粒を多址に含む。炭化物

焼土粒も少量含む。

C. 黒褐色土細粒。堅くしまっている。白

色岩石砕屑物を含む。

d. 暗褐色土細粒、石、焼土を少量含む。

e. 暗赤褐色土 焼土小塊を多く含む。ガサ

ガサしている。

細粒。粘質。白色の岩石砕屑

j.黒赤褐色土 上部に焼土粒が含まれ

る。細粒で粘性のある土。

k. 暗黄褐色土 ローム粒多量に混入。

細粒であるがさらさらしている。

I. 黒褐色土 ローム粒、炭化物粒少量

混入。細粒で締りのない土。

第97図 第36号住居跡鼈実測図
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第100図 第36号住居跡出土遺物実測図（ 3) 0 

0 3411/,) 

I : 3 10cm 

第36号住居跡出土遺物観察表 (PL. 118、 119)

屈番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 +5 口 (20.4) 高一底一 ①普通·白色鉱多量 ② 内外共口縁部横撫で外面胴部縦箆削り。

甕 口～胴％ 酸化・普通 ③鈍い橙色 内面撫で。

2 土師器 +4 ロ(17.2) 高一底一 ①普通・白色鉱多量 ② 外面 口縁部箆撫で、胴部縦箆削り。

甕 口～胴％ 酸化・普通 ③鈍い橙色 内面 口縁部横撫で、胴部箆撫で。

3 土師器 +18 □ (27.6) 底（1 1. 0) ①普通・白色鉱少量 ② 外面 口縁部箆削り、胴部縦箆削り。

甑 ロ・胴～底％ 酸化・普通 ③明褐色 内面 口縁部横撫で、胴部撫で。

4 土師器 鼈右袖側 口 (16.2) 高一底一 ①普通・白色鉱多量 ② 内外共口縁部横撫で。外面 頸部箆削り。

甕 口～頸％ 酸化・普通 ③橙色 内面頸部撫で。

5 土師器 -3 口 (13.0) 高一底一 ①細・灰色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面胴部縦箆削り。

小型甕 口～胴％ 化・普通 ③褐色 内面胴部撫で。

6 土師器 埋没土 口 (12.6) 高一底一 ①普通・白色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面 口縁部横箆削り。

小型甕 口縁部片 酸化・普通 ③鈍い赤褐色

7 土師器 +8 口 (12.2) 高11 3 ①普通・白色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部～底部斜め

小型甕 丸底口～底％ 酸化・普通 ③黒褐色 箆削り。内面胴部撫で。

8 土師器 竃内 口一高一丸底 ①普通・白色鉱少量 ② 外面胴部斜め箆削り。

小型甕 胴～底％ 酸化・普通 ＠滲［い赤褐色 内面胴部撫で。, 土師器 +14 ロー高一底4.0 ①普通・白色鉱少量 ② 外面胴部斜め箆削り。

小型甕 胴～底½ 酸化・普通 ＠冷［い赤褐色 内面胴部横撫で。

10 土師器 柱穴中 口(12.3) 高 (6.5) ①普通・灰色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、体部～底部横箆削り。

坪 -54 丸底口～底％ 酸化・普通 ③鈍い赤褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

11 土師器 貯蔵穴 口 14.0 高4.9 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 -5 丸底完形 化・軟 ③橙色 削り 内面体部撫で後、暗文。

12 土師器 貯蔵穴 口 13.0 高5.1 ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部箆削

坪 -5 丸底完形 化・普通 ③橙色 り。内面体部撫で。

13 土師器 +9 口 13.8 高5.2 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 丸底完形 化・軟 ③橙色 削り。内面体部撫で後、暗文。

14 土師器 +20 口(14 5) 高 (5.2) ①細・白色鉱微董 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部箆削

坪 丸底口～底½ 化・硬 ③橙色 り。内面体部撫で。

15 土師器 +13 口 (14.0) 高4.1 ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部箆削

坪 丸底口～底½ 化・普通 ③黒褐色 り。内面体部撫で。

16 土師器 貯蔵穴 口一高一底一 ①細・白色鉱微量 ②酸 外面箆削り。 木の葉形。

皿 -18 口～底％ 化・普通 ③橙色 内面撫で後、暗文施文。

17 土師器 +21 口(11 .3) 高 (4 2) ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部箆削

坪 丸底口～底烙 化・硬 ③明赤褐色 り。内面体部撫で。

18 土師器 +14 ロー高一丸底 ①細・灰色鉱微量 ②酸 外面 疇体部撫箆削り。
坪 体～底½ 化・硬 ③黒褐色 内面 で後、暗文。

19 土師器 埋没土 口 (12.0) 高一底ー ①細決雑物ほとんどなし 内外共口縁部横撫で。外面体部箆削り。

杯 口～底％ ②酸化・硬 ③鈍い黄褐色 内面体部撫で。

20 土師器 +8 口一高一丸底 ①細・灰色鉱微量 ②酸 外面体部～底部箆削り。

坪 体～底％ 化・硬 ③赤褐色 内面体部撫で後、暗文。

21 手控土 埋没土 口（6.6) 尚2.5 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部箆削

器 丸底口～底½ 化・硬 ③明赤褐色 り。内面体部撫で。

22 手捏土 埋没土 口（8.0) 高3.3 ①細決雑物ほとんどなし 外面指おさえ。

器 底 (4.4) 口～底％ ②酸化・普通 ③灰黄褐色

23 手控土 埋没土 口一高一底一 ①細・白色鉱微量②酸 甕を模したものか、内外共に指撫で痕あり。

器 体～底½ 化・普通 ③明赤褐色

24 手捏土 埋没土 口一高2.6 底2.2 ①細・爽雑物ほとんどなし 内外共に指撫で痕あり。

器 口～底½ 珈ヒ•普通＠瀕iし＞黄橙色
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第 3 章 検出された遺構と遺物

園番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

25 須恵器 鼈埋没土 ロー高一底一 ①普通・白色鉱少量 ② 外面 左回転ロクロ整形、上半部は回転箆削 窯印「キ」

坪蓋 体部％ 還元・硬 ③暗青灰色 り。内面左回転ロクロ整形。

26 砥石 +27 材質 砂岩。長さ 10.2cm 幅8 4cm 厚さ 4 2cm 重さ 400g。自然石の角礫。使用は、図平面側にならし痕あり。

破線内に研磨痕あり。研磨主体は、灰雑鉱物の凸出が少なく、金属か。

27 砥石 +6 材質 砂岩。長さ 11.2cm 幅10.0cm 厚さ 4.2cm 董さ 500g。川原石の利用。使用は、図平面の下半と、裏面の一

部にあり、主体は、硬い個所の凸出があるため、木など軟質。大きく凹む理由は、金属の可能性もある。

28 砥石材 +34 材質 流紋岩（砥沢石）。長さ 1 1. 0cm 幅10.0cm 厚さ 6.0cm 重さ 700g。自然石の角礫である。使用は、図平面下

端にあり。その他、右側部にも、わずかあり。形状からして、未使用の砥石材か。稀有な例か。

29 砥石 +12 材質 砂岩。長さ 5.7cm 幅5.3cm 厚さ 4.6cm 重さ 200g。自然石の角礫。使用は、図平面右上に、ならし痕あり。

その他は、末使用。主体は金属。

30 砥石 埋没土 材質 牛伏砂岩。長さ 68cm 幅4.3cm 厚さ1. 6cm 重さ 60g。川原石の利用。使用は、片面に研磨痕、図平面に

ならし痕あり。主体は、爽雑鉱物の凸出があるため、木や皮などの軟質物質。

31 砥石 +20 材質 砂岩。長さ 9.4cm 幅3 7cm 厚さ1. 0cm 重さ 40g。川原石の剥片の利用。使用は、図平面側と裏面側。表

面側の摩耗は浅く、裏面は深い。主体は、央雑鉱物が凸出しているため、木・皮などか。

32 工作台 埋没土 材質 牛伏砂岩。長さ 12.5cm 幅5.2cm 厚さ 3.0cm 重さ 250g。図平面に、 2 箇所の凹みあり。うち、左側のも

のは、同心円状に穿たれている。裏面にも、 1 カ所、浅い凹みあり。

33 砥石 埋没土 材質 牛伏砂岩。長さ76cm 幅5.1cm 厚さ 1 5cm 重さ 130g。川原石の利用。使用は、表裏、図上方が用いられ

ている。主体は、金属のほか、突雑鉱物の凸出があるため、木・皮などか。

34 砥石 埋没土 材質 砂岩。長さ 3.8cm 幅3.0cm 厚さ1. 0cm 重さ 15g。川原石の利用。使用は、図平面の右側に、ならし痕が

あり、側部にもわずか使用痕あり。側部の使用は、央雑物鉱物の凸出があり、木などの軟質物質。
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寵全長
燃焼部長

燃焼部幅

焚口部幅

第37号住居跡実測図

86cm 

65cm 

40cm 

40cm 

土層注記

1.灰褐色土 耕作土の粒子が細

かく、締りが極めて弱い。

2. 暗褐色土径 2~5 mm大の

ロームプロックを多量に含

み、細粒でやや締りが強い。

3. 暗褐色土 ロームプロックは

含まず、粒子が細かく締りが
ある。

4. 黒褐色土径 1~5 cm 大の

ロームプロックを多く含む。

炭化物を少量含み、締りが強い。

5. 黒褐色土 ロームの小プロッ

クを極少量含み、細粒でやや

粘質。

6. 褐色土 ロームの大プロック

を多量に含み、細粒。

7. 明褐色土 ローム粒を多量に

含み、細粒だがあまり締りが

ない。

8. 黒色土細粒でやや粘質。

9. 黒褐色土径 1~5 cm 大の

ロームプロックを多く含み、

粗粒で締りが弱い。

10. 褐色土 ローム粒を多量に含

み、粗粒。

11. 明褐色土 ローム粒を多皇に

含み、粗粒。

12. 暗褐色土細粒でやや粘質。

13. 黒褐色土細粒で粘質。ロー

ムの小プロックを少量含む。

14. 褐色土ローム粒を多量に、

炭化物を少量含む。

15. 灰褐色土黒褐色土プロック、

径 5 mm大のロームプロック

混入。細粒でしまっている。

16. 黄褐色土 ローム粒多量に混

入。細粒で粘性。

゜ 2m 
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第 3 節 古墳時代の遺構と遺物

第37号住居跡

位置

形状

面積

4 区04C01

一辺4.6m程の正方形を呈する。

20.47m' 

埋没土 全体にロームブロック・ローム粒を多く含

む土が埋まっている。

写真

方位

PL.26 

N-65ー-E 

は不明。火床面は、ほぼ平坦で、煙道部から外側は

緩やかに立ち上がっている。

柱穴 住居外形の対角線上に 4 本検出。各柱穴の規

床面

また、床面近くになると炭化

物が含まれるようになる。 これらのことから、

住居跡は人為的堆積で埋まり、

た可能性がある。

この

しかも、火災を受け

確認面でローム層を30~35cm掘り下げ、黒褐

色土とロームブロックの混合土を客土し、床面を形

成している。鼈前面に大変堅くしまった部分を確認

した。掘りかたの調査中、中央やや竃よりに径1.2m

程の床下土坑を確認した。

鼈 東側の壁にあり、煙道部が外に出る以外は住居

内にある。造作材は、粘土を主体とするが、壊され

ているため、焚口部に石材などを使用したかどうか

模（径 x 深さ cm) は P1 : 28X50 

34X58 

貯蔵穴

P 2 : 26 X 44 p3: 

70cm深さ 81cmを測る。中程に径 2~3cm大のローム

ブロックを含む層があり、底近くには炭化物を少量

含む層もある。

壁周溝

る。西半分の壁下には径15cm深さ 10cm程の多数の一

列の小穴を確認した。

遺物

は多くない。

備考

P • : 36 X 50 をそれぞれ測る。

竃に向かって右側、南東隅に位置する。径

北東部分では幅18~24cm深さ 6~15cmを測

出土しており、

土師器甕口縁部・土師器坪等があるが出土数

住居中央部および鼈周辺より炭化物が多量に

その一部を同定した。遺物より本住

居跡の年代観を 6 世紀後半としたい。 （鹿沼）
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第102図

第37号住居跡出土遺物観察表 (PL. 119)

第37号住居跡出土遺物実測図

固番号
器種

出土位置
①口径②高さ③底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 ④残存状態

1 土師器 +18 口(16.6) 高一底一 ①普通・白色灰色鉱少量② 内外共口縁部横撫で。外面胴部縦箆削り。

小型甕 口～胴％ 酸化・普通 ＠滲［い赤褐色 内面胴部撫で。

2 土師器 埋没土 口 (24.0) 尚一底一 ①普通・白色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面 頸部縦箆削り。

甕 口縁部片 酸化・普通 ③黒褐色 内面頸部撫で。

3 土師器 +21 口(14.0) 高一底一 ①普通・白色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部縦箆削り。

小型甕 ロ～頸部片 酸化・普通 ③鈍い黄橙色

4 土師器 + 1 ロー高一 ①粗・白色鉱少量 ②酸 外面胴部下半は斜め箆削り。

甕 底（6.0) 底部片 化・普通 ③褐色 内面胴部下半～底部は撫で。

5 土師器 +8 口 17.4 高8.0 ①普通・白色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面体部横箆削り。

鉢 丸底口～底％ 酸化・普通 ③鈍い褐色 内面撫で。
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第 3 章 検出された遺構と遺物

樹番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

6 土師器 -2 口(12 8) 尚50 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部斜め

坪 丸底完形 化・普通 ③橙色 箆削り。内面撫で。

7 土師器 +7 口 13.0 高4.5 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部斜め

坪 丸底完形 化・普通 ③鈍い褐色 箆削り。内面撫で。

8 土師器 +2 口 12.0 高 4 7 ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部横箆

坪 丸底口～底％ 化・硬 ③鈍い橙色 削り。内面撫で。

9 土師器 +25 口 (15.2) 高一底一 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面 口縁部撫で、体部横箆削り。

坪 口～底％ 化・硬 ③明赤褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

第39号住居跡 埋没土 床面壁際に黄褐色のロームブロックを多量

位置

形状

面積

4 区09C01

長辺4.22m

ー

C A. — 

写真 PL.27 

短辺4.14mのほぼ正方形。

17.15m' （推定）

,,.----------

I 
/ 寵全長 96cm
, 燃焼部長 70cm 

l 燃焼部幅 37cm 

I -焚口部幅 32cm 
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に含む褐色土が三角堆積しており、上層はローム

粒・ロームブロックを含む黒褐色土・暗褐色土が主体。

床面

。釦

m. I 
0 ・

I 

確認面でローム層を60cm程掘り込み、

C'-A' 

寵全長 68cm

燃焼部長 58cm 

燃焼部幅 20cm 

焚口部幅 21cm 
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ロームの粒、小さなプロックを多量に

゜ 2m 

第 103図

土層注記

1.褐色土 ロームの粒、崩れた土器の粒が混入す

る。 2 、 3 に比べて粒子が細かい。

2. 暗褐色土 ロームの粒混入。かなりしまった感を

呈す。

3. 黒褐色土

含む。

4. 褐色土黄褐色のロームブロックを多量に含む。

粘性があり、しまった層である。

5. 黄褐色土 ロームのプロック。

6. 茶褐色土 ロームのプロックを多量に含む。

7. 暗茶褐色土 かなりしまった層。粘性あり。ロー

ムの粒、墨、崩れた土器の粒が混入する。

8. 黄褐色土 壁が崩れたものでロームの粒多量に混

入。砂質でかなりもろい。

9. 明褐色土のプロック 砂質、ローム粒混入。

10. 暗褐色土 A軽石を含むピットのようである。
ロームの粒も含まれる。

第39号住居跡実測図
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に黒褐色土とロームブロックの混合土を客土し、踏

み固めて床面を形成している。床面中央に特に堅い

部分を確認した。また、掘りかたの調査中に住居中

央北寄りとほぼ中央とに 2 つの床下土坑を確認し

た。なお、壁高は、確認面で40~44cmであった。

鼈北壁と東壁の 2 カ所に確認された。造作材は、

ともに粘土塊を多量に含む褐色土が主体をなしてお

り、北壁の鼈の火床面は、中央部でやや下がり、煙

道部にかけて緩やかに立ち上がっている。また、東

壁の鼈の燃焼部には雲母石英片岩が支脚として使用

されており、火床面は、ほぼ平坦で煙道部にかけて

緩やかに立ち上がっている。 2 つの鼈が同時に機能

していたとおもわれるが、その理由については不明。

柱穴 住居外形の対角線に 4 本検出。各柱穴の規模

第 3 節古墳時代の遺構と遺物

（径 x 深さ cm) は、北東隅よりp I : 40 X 78 p 2 : 

44 X 73 P 3 : 40 X 60 P 4 : 34 X 60である。また、

P2と巳の間の壁際と、巳と西壁の間に計 4個のピッ

トを確認したが柱穴なのか別の施設なのかは不明。

貯蔵穴 北壁の鼈の右側と東壁の鼈の右側にそれぞ

れ 1 個ずつ確認した。ともにほぼ円形を呈し、深さ

はそれぞれ42cm • 53cmを測る。

壁周溝南壁・西壁にそって幅10~24cm深さ 4~7

cmのものが確認された。

遺物 住居南半分よりの出土が多かった。また、滑

石のチップ、ハンマーストーンも出土した。

備考重複する住居は第40号であり、本住居跡のほ

うが新しい。遺物より本住居跡の年代観を 7 世紀前

半としたい。 （鹿沼）
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第 3 章 検出された遺構と遺物

第39号住居跡出土遺物観察表 (PL. 119 、 120)

尉番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

l 土師器 +34 口 (16.0) 高一底一 ①普通・灰色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面 頸部縦箆削り。

甕 口～頸％ 酸化・普通 ③褐色 内面頸部箆撫で。

2 土師器 鼈埋没土 頸（ 1 1. 9) 高一底一 ①普通・灰色鉱少量 ② 内外共頸部横撫で。外面胴部縦箆削り。

甕 頸～胴部片 普通・軟 ③鈍い黄橙色 内面胴部撫で。

3 土師器 +36 口(18.4) 高一底ー ①細・灰色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。

高坪 口～坪体部片 化・普通 ③褐色

4 土師器 +3 頸（ 16.0) 高一底一 ①普通・灰色鉱少量 ② 内外共頸部横撫で。外面 肩部横箆削り。

甕 頸～肩部片 酸化・普通 ③灰黄褐色 内面肩部撫で。

5 土師器 +32 口一高一底 (7.0) ①普通・白色鉱少量 ② 外面底部横箆削り。

甕 底部片 酸化・普通 ③暗赤褐色 内面底部撫で。

6 土師器 +17 ロ (2 1. 0) 高一底一 ①普通・灰雑物なし ② 外面 口縁部～体部縦箆削り。

鉢 口縁部片 酸化・普通 ③黒褐色 内面口縁部撫で。

7 土師器 +8 口11.4 高4.5 ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。体部～底部横箆削り。内

坪 丸底完形 化・普通 ③鈍い赤褐色 面体部撫で。

8 土師器 +3 口 1 1. 8 高4.9 ①細・赤色鉱少鼠 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 丸底口～底½ 化・普通 ③鈍い褐色 削り。内面体部撫で。, 土師器 +38 口 (12.8) 高一底一 ①細・灰色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部斜め

坪 ロ～底％ 化・硬 ③鈍い橙色 箆削り。内面体部撫で。

10 土師器 +34 口 (13.4) 高一底一 ①細•黒色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部横箆削り。

坪 口～底部片 化・普通 ③鈍い橙色 内面体部撫で。

11 土師器 +33 ロ(12.8) 高一底一 ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部横箆削り。

坪 口～底部片 化・普通 ③鈍い黄橙色 内面体部撫で。

12 土師器 埋没土 口(13.8) 高一底一 ①細・灰雑物ほとんどなし 内外共口縁部横撫で。外面体部横箆削り。

坪 口～底部片 ②酸化・硬 ③褐灰色 内面体部撫で。

13 敲打石 +7 材質 雲母石英片岩。長さ 99cm 幅6.5cm 厚さ 2.3cm 重さ 250g。図上部側面、下部側面に数力所、敲打による

剥離部分あり。

14 砥石 +7 材質 粗粒安山岩。長さ 1 1.4cm 幅6.9cm 厚さ 4.8cm 重さ 530g。自然石の角礫。使用は、因平面の破線内。主

体は、浅い凹みにも及ぶため、木・皮など軟質。

15 石核 埋没土 材質 滑石。長さ 8.4cm 幅3.0cm 厚さ 2 6cm 重さ 78.5g。図平面上に、刃物により削り痕あり。石質は、 22号

住居跡出土の滑石石核と同じで白っぼく良質である。

第40号住居跡

位置 4 区08C01 写真 PL.27 

形状 推定ではあるが、長辺4.50m短辺4.00mを測

る隅丸長方形と考えられる。

面積

埋没土

18.95m' （推定）

一部分ではあるが、

褐色土により埋まっていた。

床面

鼈

方位 N-57ー-E 

ロームブロックを含む

確認面で14cm程ローム層を掘り込み、暗褐色

土とロームブロックの混合土を客土して床面を形成

している。

東壁ほぼ中央にあり、残り方が悪いため明確で

はないが、煙道部を除いて全て屋内に構築されてい

たと思われる。

f: ]r------------

柱穴 確認できなかった。

貯蔵穴 鼈向かって右側に確認された。ほぼ円形を

呈し、径70cm深さ 52cm を測る。

壁周溝

遺物

確認できなかった。

きわめて少ないが、鼈右袖に土師器小型甕の

゜

I-::／―/：：ごご二

底部が、

備考

第40号住居跡実測図

また、竃左に土師器坪が出土した。

第39号住居跡と重複。遺物より 6 世紀後半の

年代観を与えたい。 （鹿沼）
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第 3 節 古墳時代の遺構と遺物
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第 106図 第40号住居跡出土遺物実測図

第40号住居跡出土遺物観察表 (PL.-)

目番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土②焼成③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 竃右袖 口 (15.6) 高一丸底 ①粗・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面底部斜め箆削り。

甕 -5 口縁部と底部片％ 化・普通 ③暗赤褐色 内面底部撫で。

2 土師器 +3 口14.6 高4.9 ①普通·白色鉱少星 ② 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部箆削

坪 丸底口～底％ 酸化・普通 ③明赤褐色 り。内面体部撫で。
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第41号住居跡実測図
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A
 

ぶ煕巡疇叫
＿A'1. 黒褐色土 ロームの粒、斑状の褐色土混入。

2. 暗褐色土 ロームの粒 1 より多量に混入。

粒子細かく粘性あり。

3. 明黒褐色土 ロームの粒、プロック混入。

2 より粒子細かく粘性強い。

4. 黒褐色土 ロームの粒、プロック多量に混

L ｷ 185.50 E' 入。粒子細かく粘性強い。
ー・ 5. 暗褐色土 ロームの粒プロック多量に混入。

6. 黒褐色土径 1 cm大のロームプロック混

入。細粒で粘性がある。

7. 黒褐色土 ローム粒多盤に混入する。細粒

で締りのある土。

8. 褐色土径 2 cm大のロームプロック、ロー

ム粒、多量に混入。細粒で締りのある土。

0 2m 
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第 3 章 検出された遺構と遺物

第41号住居跡

位置

形状

面積

4 区08B46 写真 PL.28 

1 辺ほぼ5.5mの正方形を呈する。

29.67m' 方位 N-22ー-W 

埋没土 細粒の黒褐色土が主体をなし、

斑状の褐色土・微細ローム粒が含まれる。壁際は三

角堆積をしている。

床面 2 面の床を確認した。第 1 次の床面は遺構確

認面でほぽ lm程掘り込み、

そのなかに

その上に暗褐色土と径

2~5 cm 大のロームブロックとの混合土を客土し

て形成されていた。住居のほぼ中央に特に堅い面を

確認した。第 2 次の床面は、第 1 次の床面の上にお

よそ 10cm褐色土とロームブロックとの混合土を貼り

直して床面を形成していた。特に鼈前と住居中央に

堅くしまった面を確認した。第 1 次•第 2 次の床面

とも南端から北端までの標高差は、およそ20cmであ

り、平坦であるといってよい。なお、壁高は、 24~36

cmの範囲で確認された。

鼈 北壁ほぼ中央に構築されている。少なくとも 2

回同じ場所に作り直されていることが鼈掘りかたの

調査により判明した。第 1 次の鼈の存在は、鼈セク

ションのg .h の中に袖部として使用したと考えら

れる多量の粘土塊があること、そのレベルが第 1 次

の床面と対応することにより分かった。第 2 次の（確

認された）竃は、煙道部を除き、全て住居内に作ら

れている。造作材は、粘土と思われ、

かに多量の焼土ブロックが混入している。燃焼部は、

ほぼ平坦で煙道部は緩やかに立ち上がっていく。

柱穴 住居外形の対角線上に 4 本検出。

規模（径 x 深さ cm) は、

p 3 : 66X 85 

貯蔵穴

る。長軸70cm短軸60cmの楕円形を呈し、深さは62cm。

壁周溝

遺物

備考

pl :70x60 

また、袖のな

それぞれの

P2: 56X70 

P • : 64 X 74 を測る。

鼈向かって右側、柱穴 P1 と壁との間にあ

北東隅を除き幅22~40cm深さ 10~21cmの範

囲で確認された。

出土量は少ないが、南壁付近より土師器坪類

が出土しており、

などもある。

また、滑石製の有孔円板・チップ

出土遺物より、 この住居跡の年代観を 7 世紀

前半としたい。重複は、第42号住居跡である。
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崩落焼土粒、プロックが主とな

D
 

L • 185.30 D
 

゜ lm 

鼈全長
燃焼部長

燃焼部幅

焚口部幅
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66cm 

50cm 

34cm 

30cm 

• a.``:2mm大の白色の軽石を多量
b. 暗褐色土 炭化物、焼土粒を少量含む。

C •暗褐色土 a 、 b よりやや暗く、焼土プ

ロックを含む。やや粘質。

d. 暗赤褐色土 「袖」と思われるが、焼土は
少ない。

e. 赤褐色土

る。

f.暗赤褐色土 焼土粒、ローム粒、炭化物多

量に混入。細粒で粘性。

g．灰褐色土。炭化物粒、焼土プロック、灰色

粘土プロック多量に混入し、細粒で粘性の

ある土。粘土プロックは 1 次のカマド袖部

分をこわして、新たに 2 次のカマドを作製

した時の 1 次カマドの残がいと思われる。

h. 濃茶褐色土焼土塊、粘土プロック混入。

細粒で粘性。焼土塊は 1 次カマド焼土。

i.黄褐色土焼土塊、ローム粒混入。細粒。

j.赤褐色土 焼土塊多量に混入。燃焼下部と

思われる。粗粒。

第41 号住居跡寵実測図
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第41号住居跡出土遺物観察表 (PL. 120)

第41 号住居跡出土遺物実測図

図番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 +11 ロー高一底一 ①普通・白色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面 頸部縦箆削り。

甕 口縁部片 酸化・普通 ③鈍い赤褐色

2 土師器 +23 口 12. 7 高一底一 ①普通・白色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部上半縦箆削

甕 口縁部％ 酸化・普通 ③鋭い赤褐色 り。内面胴部上半撫で。

3 土師器 +12 口 (23.5) 底 (10.2) ①細・突雑物なし ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 胴部下半横箆削

甑 口縁部片と底部片 化・硬 ③鈍い褐色 り。内面胴部下半撫で。

4 土師器 竃内 ロー高一底一 ①粗・白色鉱多量 ②酸 外面台部斜め箆削り。 高台付甕。

台付甕 台部％ 化・普通 ③鈍い赤褐色 内面胴底部と脚部は撫で。

5 土師器 +2 口 15.2 高15.1 ①普通・白色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底ほぼ完形 酸化・普通 ③鈍い赤褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

6 土師器 埋没土 口（15.8) 高一底一 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 ロ～底％ 化・普通 ③橙色 削り。内面体部撫で。

7 土師器 埋没土 口(10 7) 高一底一 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部横箆削り。

坪 口～底％ 化・普通 ③鈍い橙色 内面体部撫で。

8 土師器 +27 口(14.8) 高一底一 ①細・央雑物なし ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部箆削り。

坪 ロ～底％ 化・普通 ③橙色 内面体部撫で。, 土師器 +21 口(12. 9) 高一底一 ①細・灰雑物なし ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部箆削り。

坪 口～底％ 化・普通 ③橙色 内面体部撫で。

10 須恵器 +2 口一高一底一 ①普通・白色鉱少量 ② ロクロ整形（右回転）。

長頸壺 頸部％ 還元・硬 ③灰色

11 須恵器 埋没土 口一高一底一 ①普通・白色鉱少量 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。底部箆削り。

境 ロ～底％ 還元・硬 ③灰色
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第 3 章 検出された遺構と遺物

尉番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土②焼成③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

12 須恵器 +12 口一高一底一 ①普通・白色鉱少量 ② ロクロ整形（右回転）。回転箆削り。

坪 底部％ 還元・硬 ③灰色

13 須恵器 +10 ロー高一底一 ①細·哭雑物なし ②還 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。外面胴部

互士 胴部片 元・硬 ③灰色 箆削り調整。内面胴部撫で。

14 有孔円 埋没土 材質 滑石。長さ 3.3cm 幅3.0cm 厚さ 0.7cm 孔径0.3cm 重さ llg。穿孔は、両方向。表裏および側面は、刃物

板 によって削り調整されている。図右側の割れは、製作時か、製作後か不明。

15 チップ 埋没土 材質 滑石。長さ 2.5cm 幅2.4cm 厚さ 0. 8cm 重さ 6.3g。一部に、刃物により削り痕あり。形状より、剣形を意

識したものか？。
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土層注記

1.暗褐色土 ロームの粒、斑状の褐

色土混入。粘性あり。墨粒も混入。

• 185.40 E' 
2. 黒褐色土 ロームの粒混入。斑状

ー・ の褐色土、特に上層部に混入。

3. 暗褐色土 ロームの粒、プロック

混入。斑状の褐色土は姿を消す。

4. 褐色土 ロームの粒、プロック、

多量に混入。粒子細かく、粘性が

G' 強い。壁が崩れた部分。
-ｷ 5. 黒褐色土径 1~3 cm大のローム

プロック混入。炭化物粒も混入。

細粒で粘性のある土。

6. 黄褐色土 ローム漸移層。灰黒褐

色土プロック混入。

゜ 2m 
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第 3 節 古墳時代の遺構と遺物

第42号住居跡

位置

形状

面積

北西隅が第41号住居跡により切られているた

め、推定であるが、ほぽ 1 辺6.20mの隅丸正方形。

34.27m' 

埋没土

土・ロームブロックが含まれる。壁際では三角堆積。

床面

80cm程掘り込み、

竃

4 区06B48 写真

方位

PL.28, 29 

N-58ー-E 

微細の黒褐色土が主体をなし、斑状の褐色

南から北へ向かう緩やかな斜面を、確認面で

その上に暗褐色土とロームブロッ

クの混合土を10cm程客土して床面を形成している。

掘りかたの調査中に、住居中央とその南側より 2 つ

の床下土坑を確認した。径は、ともに1.6m程であっ

た。なお、壁高は確認面で12~81cmの範囲。

東壁やや南寄りにあり、燃焼部の一部と煙道部

が外へ出るほかは、全て屋内に構築されている。造

作材は、褐色の粘土が主体をなし、そのなかに炭化

物粒や焼土粒が混入している。袖前面には左右両方

ともに雲母石英片岩の袖石が直立しており、そのす

ぐ前には同じ雲母石英片岩の天井石が落ちた状態で

確認された。

用されていたと思える雲母石英片岩が横たわってい

た。火床面は、燃焼部ではほぼ平坦で煙道部へは、

ほぽ70゜の角度で立ち上がる。

柱穴

また、竃向かって右側には、支脚に使

住居外形の対角線上に 4 本、

間に 1 本補助的な柱穴が確認された。各柱穴の規模

（径 x 深さ cm)

P 3 : 37X50 

貯蔵穴

は、 p 1 : 34 X 74 

E と巳との中

P2:48X52 

P • : 48X 82である。なお、いは推定。

竃向かって右、 P1 と壁の間にある。円形を

. 
3̀ 

. -3 

鼈全長
燃焼部長

燃焼部幅

焚口部幅

B
 

66cm 

50cm 

32cm 

36cm 

| 
Uｷ 

OL.Soo[•T 

| 
Uｷ 

B
 

Lｷ185.70 B
 

D
 

LｷI85.70 

a. 黒褐色土 ローム

粒、焼土粒少量混

入。炭化物粒も含む。

b. 褐色土炭化物粒、

ローム粒混入。細粒。

C. 暗褐色土 ローム

粒、焼土粒、炭化物

粒混入。

d. 黄褐色土 ローム

プロック多量に混

入。袖部分の崩れた

土か。炭化物粒も混入。

e. 明褐色土炭化物

粒混入。焼土粒、焼

土塊多鼠に混入。

f.暗赤褐色土焼土

粒多量に混入する。

細粒で粘性のある

土。炭化物粒も混入。

g．赤褐色土焼土。

h. 暗赤褐色土焼土

が多量に流れてい

る。

i.灰暗褐色土 焼土粒、炭化物粒、ローム粒混入。

j.暗褐色土 焼土粒、焼土塊、多斌に混入。細粒だがたいヘ

んもろい。

k. 暗褐色土 ローム粒、ロームプロック混入。細粒で粘性の

ある土。

］．赤褐色土 焼土、暗褐色土プロック混入（灰か）。

m. 黒褐色土 ロームプロック、焼土塊混入（灰の部分）。

n. 褐色土 焼土粒、ローム粒混入。袖の部分の延長。

0. 黒褐色土径 1 cm大のローム塊、焼土粒、炭化物粒が混入。

P. ローム漸移層

q.黒褐色土 0 に似ているがローム塊をより多く混入。

r. 褐色土 ローム粒多量に混入。焼土塊も混入。袖の中心部。

s. 暗褐色土 ローム粒、焼土粒、少量混入。

t.暗赤褐色土 焼土粒、焼土塊混入。粗粒でもろい土。

B
 

゜ lm 
第 111 図 第42号住居跡寵実測図
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第 3 章検出された遺構と遺物

呈し、径60cm深さ 97cmを測る。

壁周溝貯蔵穴付近を除いて、ほぼ全周回っていた

ようである。幅16~34cm深さ 4~9 cm を測る。

遺物 残存状態がよく、竃右に土師器甕・坪類が多

量に出土した。また、 E近くより須恵器坪蓋が、p 4

の埋没土より紡錘車が 1 個出土した。

備考 第41 • 43号住居跡と重複。出土遺物より本住

居跡の年代観を 6 世紀後半としたい。 （鹿沼）
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第 112図 第42号住居跡出土遺物実測図 (I)
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第 113図 第42号住居跡出土遺物実測図 (2)
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第 114図 第42号住居跡出土遺物実測図 (3)

第42号住居跡出土遺物観察表 (PL. 120 、 121 、 122)

國番号
器種

出土位置
口径尚さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 +11 口 18.4 高33.1 ①普通・灰色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部縦箆削り。

長胴甕 底2.6 口～底％ 酸化・普通 ＠剤炉赤褐色 内面胴部撫で。

2 土師器 +l □ 17.1 高32.8 ①普通・灰色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴上半部～中央

長胴甕 底4 2 完形 酸化・普通 ③鈍い赤褐色 部縦箆削り、胴下半部横箆削り。内面箆撫で。

3 土師器 +4 口 16.6 高30.3 ①普通·灰色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部縦箆削り。 輪積痕あり。

長胴甕 底4.0 口～底％ 酸化・普通 ＠冷もい赤褐色 内面箆撫で。

4 土師器 +11 口(18,4) 高36.0 ①普通・灰色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴上半部～中央

長胴甕 底4.3 口～底％ 酸化•普通＠瀬い赤褐色 部縦箆削り、胴下半部横箆削り。内面箆撫で。

5 土師器 +22 ロ(16 8) 底6.6 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面胴部箆削り。 輪積痕あり

長胴甕 口～胴・底％ 化・普通 ③黒褐色 内面胴部撫で、胴下半部箆撫で。 底部に木葉痕？。

6 土師器 -3 口 18.1 尚 14.4 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 胴部斜め箆削り。

小型甕 底7.5 口～底％ 化・普通 ③鈍い橙色 内面箆撫で。

7 土師器 +3 口(13.6) 高 (11.8) ①普通・灰色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。 外面胴部斜め箆削

小型甕 口～底ほぼ完形 酸化・普通 ③赤褐色 り。内面胴部撫で。

8 土師器 +13 口 14.3 高 11.1 ①普通・灰色鉱多量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部斜め箆削り。

小型甕 底6.0 完形 酸化・普通 ③暗赤褐色 内面胴部撫で。, 土師器 床直 口一高一底7.4 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面胴部下半は斜め箆削り。

甕 底部％ 化・普通 ③鈍い橙色 内面胴部は撫で。
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樹番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

10 土師器 +53 ロ（14.4) 高一底一 ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面胴部は不定方向

甕 口～胴％ 化・硬 ③橙色 箆削り。内面胴部は箆削り。

11 土師器 +9 口26.3 高28.5 ①細・灰色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面胴部縦箆削り。

甑 底10.5 完形 化・普通 ③橙色 内面撫で後磨き。

12 土師器 +28 口 18.8 高12.0 ①普通・白色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部縦箆削り。 多孔。

甑 底6.9 ほぼ完形 酸化・普通 ③鈍い黄褐色 内面胴部箆撫で。

13 土師器 +19 口 13. 7 高8.2 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部指撫で。 底部に木葉痕あ

塊 底5.5 口～底％ 化・普通 ③橙色 内面胴部撫で。 り。

14 土師器 床直 口 14. 9 高5.9 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部箆削 表底部暗灰黄

坪 丸底完形 化・普通 ③橙色 り。内面体部撫で。 色。

15 土師器 +4 口 12 1 高5.6 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部箆削

坪 丸底完形 化・普通 ③橙色 り。内面体部撫で。

16 土師器 +6 口14.8 高4.6 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部箆削

坪 丸底完形 化・普通 ③橙色 り。内面体部撫で。

17 土師器 +20 口 (14.0) 高 (4.9) ①細·白色鉱少慧 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部箆削

杯 丸底ほぼ完形 化・普通 ③鈍い橙色 り。内面体部撫で。

18 土師器 床直 口 14.0 高4.2 ①普通・白色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部箆削

坪 丸底ほぼ完形 酸化・普通 ③橙色 り。内面体部撫で。

19 土師器 +l 口 14. 4 高5.2 ①普通・白色鉱多量 ② 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部斜め

坪 丸底ほぼ完形 酸化・普通 ③橙色 箆削り。内面体部撫で。

20 土師器 -2 口 14.0 高4.7 ①普通・白色鉱多量 ② 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部箆削

坪 丸底ほぼ完形 酸化・普通 ③橙色 り。内面体部撫で。

21 土師器 +17 口 14.0 高5.6 諷・白色鉱少量②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部横箆

坪 丸底完形 化・普通 ③明褐色 削り。内面体部撫で。

22 土師器 +9 ロ(13.8) 高4.5 ①細・白色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底 ほぼ完形 化・普通 ③鈍い橙色 内面 口縁部～底部撫で。

23 土師器 -4 口 13.6 高5.0 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部箆削

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③橙色 り。内面体部撫で。

24 土師器 +21 口 15.5 高5.2 ①細・白色黒色鉱微量 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部箆削

坪 丸底完形 ②酸化・普通 ＠飩い橙色 り。内面体部撫で。

25 土師器 +l 口(16.0) 高 (50) ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部箆削

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③橙色 り。内面体部撫で。

26 土師器 +5 □ 13.0 高3.9 ①普通・白色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部箆削 内外共黒色処理

坪 丸底ほぼ完形 酸化・普通 ◎滲もい黄橙色 り。内面体部撫で。 した跡あり。

27 土師器 +2 口 12.8 尚4.5 ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部箆削 内外共黒色処理

坪 丸底ほぼ完形 化・普通 ③鈍い橙色 り。内面体部撫で。 した跡あり。

28 土師器 +5 口 1 1. 8 高37 ①細・灰雑物ほとんどなし 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部箆削 内外共黒色処理

坪 丸底完形 ②酸化・普通 ③橙色 り。内面体部撫で。 している。

29 土師器 +21 口 12.5 高38 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆 内外共黒色処理

坪 丸底完形 化・普通 ③暗褐色 削り。内面体部撫で。 した痕跡あり。

30 土師器 埋没土 口 12.4 高4.0 ①普通・白色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部箆削

坪 丸底口～底％ 酸化・普通 ③橙色 り。内面体部撫で。

31 土師器 +l 口 12.8 高4.3 ①普通・白色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部横箆

坪 丸底口～底％ 酸化・普通 ③橙色 削り。内面体部撫で。

32 土師器 +4 口 10.8 高4.3 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部横箆

坪 丸底完形 化・普通 ③鈍い橙色 削り。内面体部撫で。

33 土師器 +25 口(14.6) 高 (5.0) ①細·赤色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部横箆

坪 丸底口～底½ 化・普通 ③明赤褐色 削り。内面体部撫で。

34 土師器 +55 口 (13.6) 高 (48) ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部箆削り。

坪 底一 % 化・普通 ③鈍い橙色 内面体部撫で。

35 土師器 +24 口 (13.6) 高 (3.7). ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部横箆削り。

坪 底ーロ～底％ 化・硬 ③鈍い黄橙色 内面体部撫で。

36 須恵器 +3 口 14.8 尚 4 5 天 ①普通・白色鉱少量 ② 紐作り後ロクロ整形、回転箆削り。

坪蓋 井部8.0 Ys 還元・硬 ③オリープ灰色

37 土師器 +7 口一高一底 (3.6) ①普通・灰色鉱少量 ② 外面胴部縦箆削り。

長胴甕 胴～底％ 酸化・普通 ③褐色 内面胴部箆撫で。

38 砥石 +68 材質 牛伏砂岩。長さ 8.6cm 幅8.5cm 厚さ 2.7cm 重さ 300g。川原石の利用。使用は、左平面のみであり、研磨

痕と多くのならし傷が残る。裏面の縞は、石の凸凹である。主体は、央雑鉱物が凸出し、木などの軟質か。

39 砥石 埋没土 材質牛伏砂岩。長さ7 0cm 幅5.4cm 厚さ 2.0cm 重さ 100g。川原石の利用。使用は、表裏にならし痕、囮右平

面側に研磨痕あり。主体は、灰雑鉱物が凸出しているため、木などの軟質物質か。

129 



第 3 章 検出された遺構と遺物

尉番号
器種

出土位置 特 徴
器形

40 砥石 埋没土 材質 牛伏砂岩。長さ 7.2cm 幅7.1cm 厚さ1. 2cm 重さ 100g。川原石の利用。使用は、表裏にあり、図左平面の

左半に、一段下がりの平滑面あり。主体は、突雑鉱物の凸出が少なく、金属も考えられる。

41 砥石 +l 材質 牛伏砂岩。長さ 11.9cm 幅7.0cm 厚さ 3.4cm 重さ 360g。川原石である。擦痕・研磨痕は、顕著でない。

42 臼玉 鼈埋没土 材質 滑石。長さ1. 2cm 幅1. 1cm 厚さ 0.9cm 孔径0.3cm 重さ 2.0g。穿孔は、一方向。一方の面には、穿孔を

途中でやめた跡あり。側面は、やや斜め方向の研磨。平面は、刃物による削り調整。

43 紡錘車 柱穴 材質 滑石。長軸4.6cm 短軸2 5cm 厚さ 2.2cm 孔径0.6cm 重さ 66g。表面全面を、刃物による削り調整してい

埋没土 る。長軸面に、多くの擦痕あり。

第43号住居跡 できた。造作材は粘土が主体と考えられる。

位置

形状

面積

4 区05B49

第42号住居跡及び第20号土坑により切られて

いるため推定ではあるが、隅丸正方形か。

23.29m' （推定）

埋没土

写真 PL.29 

方位 N-102ー-E 

ローム粒・炭化物粒を含む黒色土が主体を

なす。西壁際では三角堆積をしている。

床面 西壁際でかろうじて確認できた。遺構確認面

からおよそ75cm掘り下げ、 そこへ黒色土とロームブ

ロックの混合土を客土して床面を形成している。壁

高は、 24~68cm を測る。

柱穴 本住居跡と第42号住居跡の掘りかたの調査中

に 4 本検出した。各柱穴の規模（径x 深さ cm) は、

推定でp 1 : 35 X 56 

p 4:  44X65である。

貯蔵穴

壁周溝

遺物

P 2 : 56 X 55 P 3 : 39 X 63 

竃向かって右、 P1 と壁の間にある。円形を

呈し、径54cm深さ 63cmを測る。埋没土はロームブロッ

クを多く含む細粒の黒褐色土が主体をなす。

確認できなかった。

土師器甕・坪類の小破片が全体に散らばって

出土している。

鼈 東壁にある。第42号住居跡により削り取られ、

右袖部と燃焼部の焼土がかろうじて残っており確認

備考 第42号住居跡・第20号土坑と重複。本住居跡の

年代観を出土遺物より 6 世紀後半としたい。（鹿沼）

----------------、.,. 
I ¥ 
9 鼈全長 (56)cm l_ ノ’ 燃焼部長 (40)cm : 燃焼部幅 ( 16)cm 

I 焚口部幅 (34)cm 
l 
l 
l 
I 
I 
I 
I 

ご

: 
〖\、J贔。

------------------------—· 
-•ロ

一ヽ·

42住—_- -
9-----

一土層注記

1.黒褐色土 ローム粒混入。細粒で締りのない土。

2. 暗褐色土 斑状の褐色土、ローム粒多量に混入。細粒。

3. 黒色土 ローム粒混入。炭化物粒も混入。細粒で締りあり。

4. 黒褐色土 3 に近いが ローム粒多量に混入。炭化物粒も混入。

十

. •V . 』
＜

0
1
"
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8
1
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＜・
I 

5. 灰暗褐色土 ローム粒混入。細粒で粘性のある土。

6. 黒褐色土 黄色の大きなロームプロック多量に混入。

7. 暗褐色土 ローム粒多量に混入。 1 に類似。

第 115図 第43号住居跡実測図
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第43号住居跡出土遺物観察表 (PL. 123)

屈番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

l 土師器 埋没土 口 (21 7) 底 (8.2) ①普通・白色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部縦箆削り。
互·— 口縁片と底部片％ 酸化・硬 ③鈍い黄褐色 内面胴部撫で。

2 土師器 埋没土 ロー高一底一 ①普通・白色鉱少塁 ② 内外共頸部横撫で。外面胴部箆削り。 輪積痕あり。

甕 頸 (13.6) 頸～胴％ 酸化・硬 ③鈍い赤褐色 内面箆撫で。 胴中央部黒色。

3 土師器 +10 ロ (14.4) 高5.2 ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 丸底口～底½ 化・普通 ③鈍い赤褐色 削り。内面体部撫で。

4 土師器 +25 口(10.2) 高一丸底 ①細・白色鉱微塁 ②酸 内外共口緑部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 口～底％ 化・普通 ③橙色 削り。内面体部撫で。

5 土師器 +27 口 (11 5) 高一底一 ①普通・白色鉱少旦 ② 内外共口縁部横撫で。 内面は黒色処

坪 口～体％ 酸化・普通 ③明褐色 理。

6 土師器 埋没土 ロー稜 (11. 0) ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部横箆削り。

坪 底ーロ～底部片 化・普通 ③明赤褐色 内面体部撫で。

7 土師器 埋没土 口 (13.0) 高一底一 ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部箆削り。内

坪 口～体％ 化・軟 ③橙色 面体部撫で後、暗文。

8 土師器 +52 口一高一底一 ①細・白色黒色鉱少量 外面脚部縦箆削り。

高坪 脚部％ ②酸化・普通 ③橙色 内面坪底部・脚部撫で。, 土師器 +27 ロー高一裾9.0 ①細・赤色鉱少量 ②酸 外面脚部斜め箆削り。

高坪 坪底部～裾部％ 化・普通 ③鈍い赤褐色 内面坪底部・脚部撫で。

10 釘か鏃 埋没土 全長5 9cm横断面形は、長方形を呈し、両端部は調査時欠損。錆化は不定方向に進み、鏃の茎、または、釘を思わ

せる。

第44号住居跡

位置 4 区10B48 写真 PL.29 

形状 周辺の 3 軒の住居跡と芋穴により一部切られ

ている。長辺4.46m 短辺4.12mの隅丸正方形。

面積 16.97m' （推定） 方位 N-52ー-E 

埋没土 斑状の褐色土・ローム粒が混入する黒褐色

土が主体をなす。下層にいくほど細粒で粘性が強い。

床面近・現代の 3 つの芋穴により撹乱を受けてい

る。確認面でおよそ70cm程掘り込み、その上に暗褐

色土とロームブロックの混合土を客土し、貼床とし

ている。掘りかたの調査中に住居中央やや南寄りか

ら径lm程の円形の床下土坑を 1 つ確認した。

鼈東壁ほぼ中央にある。芋穴により％程切られて

いる。造作材は、粘土が主体である。燃焼部より雲

母石英片岩が 2 つ出土したが支脚と袖石に利用され

た可能性が強い。また、南壁付近より長方形に整形
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第 117図

竃全長
燃焼部長

燃焼部幅

焚口部幅

(110)cm 

(90)cm 

(42)cm 

土層注記

a. 黒褐色土焼土粒が混入し全体に赤味をおび

ている。ローム粒、炭化物粒も混入し、細粒

だが締りのない土。

b. 暗褐色土焼土粒 a より多く混入し、赤味を

おびている。ローム粒も混入。細粒で締りが

ある。

C. 暗褐色土 焼土粒、ローム粒混入。 b よりも

明るい土。下層部に焼土塊あり。細粒だが締

りない土。

d. 褐色土 焼土粒を多量に混入する。細粒でし

まった土。

e. 灰黒褐色土 ローム粒、径 1 cm大のロームブ

ロック、焼土粒多量に混入。細粒でしまって

いる。袖の部分になるか？

f.暗赤褐色土焼土粒、炭化物粒多量に混入。

細粒だが締りない土。崩落焼土。

g．黄褐色土粘土。カマド天井部の崩落したも

のか。細粒だが締りなし。

h. 暗赤褐色土 fに類似。焼土粒は、大粒で星

も少なくなる。

゜
lm 

第44号住居跡実測図
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された泥岩が 2 つに割れて出土しており、天井石に

使用されたと思われる。火床面は、燃焼部はほぼ平

坦で煙道部にいくに従い緩やかに立ち上がる。

柱穴住居外形のほぽ対角線上に 4 本検出。各柱穴

の規模（径 x深さ cm) は、 P 1 : 40 X 56 P 2 : 44 X 56 

P 3 : 32 X 46 P 4 : 25 X 40である。

貯蔵穴 竃向かって右、 P1 と壁の間にある。長軸60

第 3 節古墳時代の遺構と遺物

cm短軸54cmの楕円形を呈し、深さ 66cmを測る。

壁周溝確認されなかった。

遺物貯蔵穴の周りから土師器小型甕・坪類が出土

した。また、方形の滑石製模造品が 5 点出土した。

その成形は磨きによる。

備考第81 • 82 • 87号住居跡と重複。出土遺物から

本住居跡の年代観を 6 世紀後半としたい。 （鹿沼）
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第44号住居跡出土遺物観察表 (PL. 123)

0 1: 1 2.5cm 

’’’’ 
0 1: 4 10cm , .,  
0 1: 3 10cm 

甜番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 +18 口14.0 高 (15.4) 謬・白色鉱少量②酸 内外共口縁部横撫で。外面胴部斜め箆削り。

甕 底 (8.6) 口～底½ 化・硬③鈍い褐色 内面胴部撫で。

2 土師器 +l 口 (11.0) 高一 ①普通・白色灰色鉱多量② 内外共口縁部横撫で。

甕 底一口縁部片 酸化・普通③鈍い赤褐色

3 土師器 埋没土 口一高一底 (6.0) ①普通・白色鉱多量 ② 底部箆起し。

甕 底部片 酸化・軟 ③鈍い赤褐色

4 土師器 貯蔵穴中 口 14.0 高一底一 ①細・灰雑物なし ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部横箆削り。

坪 -38 口～底½ 化・普通 ③橙色 内面体部撫で。

5 土師器 +l 口 (12.4) 高 (3.6) ①細・黒色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部箆削り。

坪 底ーロ～底％ 化・普通 ③橙色 内面体部撫で。

6 土師器 埋没土 口 (11.2) 高一 ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部箆削り。 内面底部、黒色

坪 底ーロ～底％ 化・硬 ③鈍い黄橙色 内面体部撫で。 処理か？。

7 未成品 埋没土 材質滑石。長さ 4.1四幅3.2an 厚さ1. 4皿重さ 17.5g。全面を研磨で整形しているが、完全に磨き込んでい

ないため、ところどころに原石面が、露出している。形状から、剣形にみえるが、断面が厚すぎる。

8 方板 埋没土 材質 滑石。長さ 2.6an 幅2.6an 厚さ 0.6an 重さ 9 g。四側面すべて、研磨している。表裏面は、刃物による

削りか。成品か未成品か、不明。
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醤番号
器種

出土位置 特 徴
器形, 未成品 埋没土 材質 滑石。長さ 30cm 幅1. 9cm 厚さ1. 0cm 重さ 7.6g。全面すべて研磨で整形しているが、完全に磨き込んで

いないため、原石面が露出している。表面に、穿孔しようとした跡あり。

10 未成品 埋没土 材質 滑石。長さ24cm 幅2.0cm 厚さ 08cm 重さ 6 6g。穿孔しようとして、割れたものか。側面は、研磨によ

る調整。表裏面は、刃物による削り調整。

11 方板 埋没土 材質 滑石。長さ 2.4cm 幅1. 9cm 厚さ 0.5cm 重さ 0.5g。全面、研磨で整形しているが、完全でないため、原石

面が露出している部分あり。完成品か、未成品か不明。

第45号住居跡

位置 4 区24C06 写真 PL.21 

形状 長辺4.16m短辺4.00mのほぽ正方形を呈する。

面積 15.65吋 方位 N-30°-W

埋没土第23号住居跡と重複するため確認できな

かった。

床面第23号住居跡と重複するため、不明。

鼈 竃自体は第23号住居跡のために破壊され現存し

ないが、その位置は周溝のきれる北側のほぽ中央に

あったものと考えられる。調査では、その部分に若

干の焼土を検出した。

貯蔵穴確認できなかった。

柱穴 掘りかたの調査中に住居外形の対角線上に、

4 本の主柱穴が検出された。

壁周溝北側の一部をのぞき、ほぽ方形に巡る。

遺物 掘りかた面の客土中に、甕・坪の破片が数点

出土した。
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第 119図 第45号住居跡実測図

に壊されていることなどから、本住居跡の方が旧い

と考えられる。第23号住居跡は本住居跡を拡張して

備考本住居跡全体が、第23号住居跡と重複してお 造られたものと考えられる。本住居跡の年代観を出

り、その新旧関係は、本住居跡の鼈が第23号住居跡 土遺物より 7 世紀前半としたい。 （谷藤）
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樹番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 -1 口 (22.0) 高一底一 ①普通・灰色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。

甕 口縁部片 酸化・普通 ③暗褐色

2 土師器 埋没土 口一高一底一 ①普通・白色鉱多量 ② 内外共頸部横撫で。外面詞部縦箆削り。

甕 頸 (16.5) 頸～胴部片 酸化・普通 ③橙色 内面胴部撫で。

3 土師器 埋没土 口(13.2) 高一底一 ①細・央雑物なし ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部箆削り。

坪 口～底部片 化・普通 ③橙色 内面体部撫で。

4 土師器 床下埋没 口 (13.8) 高一底一 ①細・爽雑物なし ②酸 内外共口縁部横撫で。

坪 土 口縁部片 化・普通 ③橙色

5 土師器 埋没土 口11 5 高一底一 ①細・灰雑物なし ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部箆削り。

坪 口～底部片 化・硬 ③暗褐色 内面体部撫で。
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第46号住居跡 埋没土 黒褐色土・暗褐色土・黄褐色土が粘性のあ

位置

形状

面積

4 区04B35 写真 PL.30 

一部が調査区域外にあるため推定ではある

が、長辺4.70m短辺4.50mの隅丸正方形と思われる。

21. 60m' （推定）

+ 
方位

るロームブロックを多く含みながらブロック状に埋

まっており、人為的な堆積と考えられる。

床面 確認面でローム層を40cm程掘り込み、 その上

N-90ー-E に黒褐色土と黄褐色土の混合土を客土して床面を形
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土層注記

1.黒褐色土 ロームの粒、ブロック

多量に混入。細粒でしまっている。

2. 黄褐色土 ロームプロック多量に

混入。粘性あり。堅くしまってい

る。

3. 茶褐色土 2 と非常に近いが、 2

ほど粘性なく、締りもない。

4. 褐色土 ロームの粒、ブロック多

量に混入。 3 よりも粘性あり。し

まつている。

5. 暗褐色土 ロームの粒混入。粒子

粗く、たいへんもろい。

6. 明黒褐色土 ロームの粒混入。粘

性あり。しまっている。

7. 暗褐色土 5 に近いが 5 以上に

ロームブロック混入。壁の崩れた

ものらしい。粘性あり堅い。

8. 床下土坑覆土

土層注記
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a. 灰褐色土焼土の小塊を多量に含む（撹乱層）。

b ．暗赤褐色土 粘質焼土塊を多く、炭化物を少量含む。

C •褐色土焼土塊を多く含む。粗粒で締りが弱い。

d. 焼土

e. 黄色粘土（左側袖）

f.濃茶褐色土焼土粒、少量の炭化物を含む。細粒で

しまっている。

g．灰褐色土細粒のローム粒、焼土粒を含む。細粒で

しまっている。

h ．灰茶褐色土 ローム粒、焼土粒、炭化物を含む。細粒

で締っている。

i.灰褐色土 ローム粒、暗褐色土プロック、ロームプ

ロック混入。細粒で粘性がある。ローム漸移層か。

j.褐色土 ローム粒多量に混入。細粒でしまっている。

ローム漸移層か。

K ．黄色粘土

］．黒褐色土ブロック

m. 灰褐色土プロック

n ．焼土プロック

鼈全長 86cm

燃焼部長 76cm 

燃焼部幅 25cm 

焚口部幅 35cm 

第 121 図 第46号住居跡実測図
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第 3 章検出された遺構と遺物

成している。竃前面に大変堅い面を確認した。掘り 柱穴住居外形の対角線上に 4 本検出。各柱穴の規

かたの調査中に、住居中央より長軸2m短軸1.6m を 模（径 x深さ cm) は、p 1 : 46 X 45 p 2 : 56 X 43 

測る楕円形の床下土坑を確認した。なお、壁高は確 P 3 : 54 X 54 P 4 : 42 X 43である。

認面で14~31cmであった。 貯蔵穴 鼈向かって右、 P1 と壁との間にある。長軸

鼈東壁中央にある。煙道部を除いてすべて屋内に 77cm短軸66cmの楕円形を呈し、深さは79cmを測る。

構築されている。残存状態はあまり良くないが、造 壁周溝貯蔵穴周辺を除き、幅18~24cm深さ 6~11

作材は、黄色粘土が主体をなし、焚口部前には天井

石として使用された雲母石英片岩が出土し、また、

右袖からは牛伏砂岩が出土した。燃焼部は平坦であ

り、煙道部は緩やかに立ち上がっていたと思われる。

cmで全周あったと考えられる。

遺物 鼈燃焼部から土師器甕などの破片が出土した。
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第 122図 第46号住居跡出土遺物実測図

第46号住居跡出土遺物観察表 (PL. 123)

甜番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土②焼成③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 竃内 口 (22.0) 高一底一 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面胴部箆削り。

鉢 ロ～胴％ 化・普通 ③明赤褐色 内面胴部撫で。

2 土師器 -2 ロー高一底一 ①普通・灰色鉱微量 ② 外面胴部斜め箆削り。 外面に指圧痕あ

小型甕 胴(17.2) 胴～底％ 酸化・普通 ③明赤褐色 内面胴部撫で。 り。

3 土師器 +7 口(11 .6) 高一底一 ①普通・白色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部縦箆削り。

甕 口～胴部片 酸化・普通 ③灰赤色 内面胴部撫で。

4 土師器 +9 口 (28.4) 高一底一 ①細・白色灰色鉱微量 内外共口縁部横撫で。

甑 口縁部片 ②酸化・普通③鈍い橙色

5 土師器 +16 口(13.4) 高一底一 ①細・灰色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。

坪 口～体％ 化・普通 ③橙色

6 土師器 埋没土 口 (17.6) 高一底一 ①細·灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。

高坪 口縁部片 化・普通 ③橙色

第47号住居跡

位置 4 区07B36 写真 PL.30 

形状一辺が4mの隅丸正方形を呈する。

面積 15.56面 方位 N-59°-E

埋没土 ローム粒・ロームブロックを多量に含む黒

褐色土が主体をなす。壁際は三角堆積をし、中央は

レンズ状堆積をしている。

床面確認面でローム層をおよそ40cm程掘り込み、

136 

その上に18cm程灰褐色土と黄褐色土の混合土を客土

して床面を形成している。住居中央に大変堅い面が

あった。壁高は、確認面で12~22cmであった。なお、

掘りかたの調査中に、住居中央から径1.5mの円形の

床下土坑を確認した。

鼈東壁ほぼ中央にあり、煙道部を除いてすべて屋

内に構築されている。造作材は、黄色粘土が主体で

ある。焚口部には天井石として使用された雲母石英
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片岩が 2 つに割れて出土し、

片岩が左袖石として砂岩がそれぞれ使用されてい

た。支脚には緑色片岩が 1 本あった。燃焼部は平坦

で煙道部は緩やかに立ち上がっている。

柱穴 住居外形の対角線上に 4 本検出。各柱穴の規

模（径 x 深さ cm)

P3: 37X66 
+ 

唸

゜

0

)
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は、

また右袖石として緑色

P 1 : 44 X 74 

P 4 : 44 X 46である。

P 2 : 36 X 60 

\ 

zi 

貯蔵穴

壁周溝

遺物

備考
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Z
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1
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'
1
 

竃向かって右、 P1 と壁との間にある。径60

cmの円形を呈し、深さは92cmを測る。

貯蔵穴付近と北西隅を除いて確認した。幅

18~28cm深さ 9~13cmを測る。

土師器坪の破片・刃ならし傷のある砂岩製の

砥石などが出土している。

A
 

本住居跡の年代観を 6 世紀前半としたい。

（鹿沼）

土層注記

1.灰黒褐色土 ロームの粒、プロッ

ク混入。粒子粗く、粘性弱い。

2. 黒褐色土 ロームの粒、プロック

多量に混入。黒色土のプロックも

混入。粒子細かく、粘性あり。墨

粒も混入している。

3. 褐色土 ローム粒、径 2 cm 大の

ロームプロックが多鼠に混入。粒

子細かく、粘性あり。

4. 黄褐色土 ロームのプロック多量

に混入。壁が崩れたものと思われ

る。粘性 3 より弱い。

5. 黄褐色土のブロック、粒子が粗く

もろい。

6. 灰黒褐色土 ローム粒混入。細粒

で粘性があり、しまっている。

7. 黄褐色土 ローム漸移層。細粒で

しまっている。

8. 灰褐色土ローム粒、ロームプ

ロック多量に混入。細粒でしまっ

ている。

9. 灰暗褐色土径 2~3 cm大のロー

ムプロック、ローム粒多量に混入。

10. 床下土坑覆土
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寵全長
燃焼部幅

燃焼部幅

焚口部幅

a. 暗褐色土 黄色粘土の小塊を多く焼土粒を少量含み

細粒でやや粘質。

b. 褐色土 a よりも粘性が強く、しまっている。

C. 茶褐色土 黄色粘土、焼土の小塊を多量に含み、や

や粘質だが締りが弱い。

d. 黒褐色土 A軽石を含む（撹乱層）。

e. 焼土径 5 mm~1 cm大の鮮やかなオレンジ色の焼土

小ブロックと暗赤褐色土の混合土。

f.暗赤褐色土焼土粒を多量に含む。粗粒。

g．黒褐色土径 5 mm大のローム粒、多量に混入。細粒

だが締りが弱い。焼土粒も含む。

h. 暗褐色土 ローム粒、焼土粒を含む。細粒だが締り

が弱い。

i.黄褐色土 ローム漸移層。

j.褐色土 ローム粒多量に混入。細粒で粘性あり。

k. 黄色粘土

］．ロームプロック

75cm 

64cm 

33cm 

35cm 

゜ lm 
第 123図 第47号住居跡実測図
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第 124図 第47号住居跡出土遺物実測図

第47号住居跡出土遺物観察表 (PL. 123)

図番号
器種

出土位置
口径晶さ底径

①胎土②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 埋没土 口 (25.5) 高一底一 ①普通・白色鉱多量 ② 内外共口縁部横撫で。

甕 口縁部片 酸化・普通 ③鈍い橙色

2 土師器 +21 口一高一底 (90) ①普通・白色鉱少量 ② 外面底部箆削りか？。

甕 底部片 酸化・普通 ③黒褐色 内面底部箆撫で。

3 土師器 床直 口 13.5 高4.6 ①細·白色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部横箆削り。

坪 丸底ほぼ完形 化・普通 ③鈍い赤褐色 内面 口縁部～底部撫で後、暗文

4 土師器 +21 口 (1 1. 6) 高 (4.4) ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部箆削

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③鈍い赤褐色 り。内面体部撫で後、暗文。

5 土師器 埋没土 ロー高一底一 ①細・爽雑物なし ②酸 内外共口縁部横撫で外面体部横箆削り。

坪 口～底部片 化・硬 ③鈍い褐色

6 土師器 +6 ロ (12.5) 高一底一 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部箆削り。

坪 口～体部片 化・普通 ③橙色 内面体部撫で後、暗文。

7 砥石 +5 材質牛伏砂岩。長さ 9.5cm 幅5.5cm 厚さ 2.1cm 重さ 100g。川原石の利用。使用は、表裏にあり、共に刃なら

し傷が残される。主体は、央雑鉱物の凸出が少ないため、金属か。

第48号住居跡

位置 4 区10B37 写真 PL.31 

形状 長辺5.18m短辺4.90mの隅丸正方形を呈する。

面積 25.10吋 方位 N-57'-W

埋没土 暗褐色土が主体をなす。壁際は三角堆積を

し、中央はレンズ状堆積を呈する。

床面確認面でローム層を lm程掘り込み、その上

に33cm程暗褐色土とロームブロックとの混合土を客

土して床面を形成している。掘りかたの調査中に住

居中央と南寄りに 2 つの円形の床下土坑を確認し

た。径は、それぞれ1.2m と 1.5mを測る。なお、壁高

は、最大で73cmを測る。

鼈北壁やや東寄りと西壁北寄りの 2 カ所に構築さ

れていたようであるが、調査時には西壁の鼈の右袖

のみが残っていただけであり、その規模や形状をつ

かむことは出来なかった。北壁の鼈がはじめに構築

138 

され、後に西壁の竃が使用されたと考えられる。

柱穴 住居外形の対角線上に 4 本検出。各柱穴の規

模（径 x 深さ cm) は、p 1 : 38 X 48 p 2 : 44 X 52 

P 3 : 40 X 60 P 4 : 42 X 50である。

貯蔵穴 北東隅と北西隅の 2 カ所に確認した。北東

隅の貯蔵穴は、径90cmの円形を呈し、深さ 60cmを測

る。北西隅のそれは、径54cmの円形を呈し、深さ 60

cmを測る。

壁周溝住居の西半分に幅12~33cm深さ 6~8 cmで

確認された。

遺物 土師器甑・高坪・坪などが住居西半分から多

く出土している。また、南寄りの床下土坑から鉄製

の鎌が、さらに、埋没土中ではあるが角閃石安山岩

（ニッ岳軽石）の砥石も出土している。

備考本住居跡の年代観を出土遺物より 6 世紀後半

としたい。 （鹿沼）
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B
 

2m 

土層注記

疇i巨言言こ三゜入。
C'5. 黒褐色土 ローム粒、径 5 mm大のローム塊混入。

ー． 6. 明黒褐色土 ローム粒多星に混入。

7. 黒褐色土とロームプロックの混合土

8. 暗褐色土 根の痕か。ローム粒少慧混入。

9. 黄色土 黄色ローム。堅くしまった貼床。

10. 暗褐色土 小ロームプロックを多量に含む。

11.暗褐色土 大形のロームプロックを多量に含む。

12. 暗黄褐色土 ロームと褐色土との混合土（貼床）。

13. 暗褐色土 ロームプロック少量。やや堅い。

14. 暗褐色土 2 と類似。混入物少ない。
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第 126図 第48号住居跡出土遺物実測図 (I)
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第 127図 第48号住居跡出土遺物実測図 (2) 三
第48号住居跡出土遺物観察表 (PL. 123、 124)

樹番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土②焼成③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 +2 口 (16. 9) 高一底一 ①普通・白色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、肩部横箆削り。

甕 ロ～肩％ 酸化・普通 ③鈍い橙色 内面 口縁部横撫で。

2 土師器 +7 口24.1 高29.8 ①普通・白色灰色鉱多量 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。

甑 底10.1 口～底％ ②酸化・普通 ③赤褐色 内面 口縁部横撫で、胴部箆撫で。

3 土師器 +8 口 (16.0) 底7.6 ①普通・白色灰色鉱多量 外面 口縁部横撫で、胴部斜め箆削り、底部 内面は黒色処

小型甕 ロ～胴・底部％ ②酸化・普通＠疵い赤褐色 箆削り。内面 口縁部横撫で、胴部撫で。 理。

4 土師器 貯蔵穴 口 (14.8) 高一底一 ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部は摩耗して

鉢 埋没土 口～体％ 化・硬 ③橙色 いるため不明。内面暗文あり。

5 土師器 +16 口13.0 高5.0 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部箆削

坪 丸底完形 化・普通 ③橙色 り。内面撫で。

6 土師器 +4 口 13.0 高4.3 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部箆削

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③鈍い橙色 り。内面撫で。

7 土師器 +20 口(13.0) 高4.8 ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部箆削

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③橙色 り。内面撫で後、暗文。

8 土師器 +8 口 11.8 高4.8 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部箆削

坪 丸底完形 化・普通 ③赤褐色 り。内面撫で。

9 土師器 床直 口(13.0) 高5.0 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部箆削

坪 丸底口～底½ 化・普通 ③明赤褐色 り。内面撫で。

10 土師器 -2 口(13.3) 高一底一 ①細·白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面坪部～脚部箆削 内面に暗文あ

高坪 口～裾％ 化・普通 ③鈍い橙色 り。内面坪部撫で、脚部箆削り、裾部箆撫で。 り。

11 土師器 +29 ロー高一裾(9.6) ①細・白色鉱微量 ②酸 外面坪底部～脚部箆削り、裾部横撫で。 坪部内面に暗文

高坪 坪底部～裾部％ 化・普通 ③鈍い橙色 内面脚部回転箆削り、裾部横撫で。 あり。

12 砥石 埋没土 材質 角閃石安山岩（ニツ岳軽石）。長さ 5. 7cm 幅4. 7cm 厚さ 2.4cm 重さ 33g。割れ口を除き、原石状態をホす

個所がなく、旧形状不詳。使用は、旧時の割れ口を除き、表裏にあり。主体は、金属。

13 鎌 床下土坑 残存長9.5an 小型鎌で、欠損は少ない。刃は、表側の方が顕著に砥がれ、裏側にも研磨の浅い稜が立つ。

埋没土 刃区から耳部の間、推定される柄部の直径は、 2.1cm以下。

第49号住居跡 が主体をなす。

位置

形状

面積

4 区02B40

長辺4.60m

呈する。

埋没土

140 

写真 PL.31 

短辺4.38mを測る隅丸正方形を

20.03m'（推定） 方位 N-57ー-E 

ローム粒・ロームブロックを含む暗褐色土

床面 確認面でローム層を30cm程掘り込んだ高さに

床面を形成していた。掘りかたの調査は出来なかっ

たが、床面の状況より混合土を客土していると思わ

れる。

鼈 北壁にあると思われるが、調査できなかった。



柱穴貯蔵穴壁周溝確認できなかった。

遺物 土師器甕の口縁部・土師器坪などが床面直上

から出土した。また、炭化物がかなりの量出土して

いる。（材については附編第 3 節参照）

備考電柱があったため、部分的な調査しかできな

第 3 節古墳時代の遺構と遺物

かった。第35号住居跡と西隅でわずかに重複してい

る。 本住居跡のほうが旧い。また、炭化物が多く出

土しており、火災にあったか焼却廃棄した可能性も

ある。本住居跡の年代観を遺物より 6 世紀前半とし

たい。 （鹿沼）
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第128図 第49号住居跡実測図及び出土遺物実測図

第49号住居跡出土遺物観察表 (PL. 124)

目番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 埋没土 口一頸（ 16. 5) ①普通・白色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面 頸部箆削り。

甕 底ーロ～胴部片 酸化・普通 ③鈍い褐色 内面胴部撫で。

2 土師器 埋没土 口(18.9) 高一底一 ①普通・白色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面 頸部箆削り。

甕 ロ～頸部片 酸化・普通 ③灰褐色 内面頸部撫で。

3 土師器 +15 ロー高一底 (10.5) ①普通・白色鉱少量 ② 外面底部斜め箆削り。

甕 底部片 酸化・普通 ③鈍い橙色 内面底部撫で。

4 土師器 +10 口一高一底一 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面胴部～底部横箆削り。

壺 胴(19.2) 胴～底％ 化・普通 ③鈍い黄橙色 内面胴部～底部撫で。
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尉番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

5 土師器 +9 口 (17.6) 高一底一 ①普通・灰色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面 頸部箆削り。

甕 口～頸（破片） 酸化・普通 ③暗褐色 内面頸部撫で。

6 土師器 +6 口 1 1. 6 高48 ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部斜め

坪 丸底完形 化・普通 ③橙色 箆削り。内面体部撫で。

7 土師器 +13 口 10.7 高4.8 ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部斜め

坪 丸底口～底％ 化・硬 ③橙色 箆削り。内面体部撫で。

8 土師器 +20 口 (13. 9) 尚一底一 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部箆削

坪 口～底％ 化・普通 ③明赤褐色 り。内面体部撫で。

9 土師器 埋没土 口 (13.3) 晶一底一 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部斜め箆削り。

坪 口～底部片 化・硬 ③赤褐色 内面体部磨き。

10 土師器 埋没土 口(11. 0) 高一底ー ①細・赤色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部斜め箆削り。

坪 口～底％ 化・硬 ③鈍い褐色 内面体部磨き。

11 土師器 +13 ロー高一底ー脚 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面脚部縦箆削り。

高坪 上部（3.7) 脚部片 化・普通 ③鈍い橙色

12 須恵器 埋没土 ロ（19.9) 高一底一 ①普通・白色鉱少量 ② 箆削り調整。紐作り後ロクロ整形。 流れ込みか。

盤 ロ縁部片 還元・硬 ③灰色

第53号住居跡

位置 4 区12Cl4 写真 PL.31, 32 

形状長辺7.25m 短辺6.90mの正方形を呈する。

面積 51. 35面 方位 N-120°-W

埋没土 黒褐色土・暗褐色土が主体をなし、径 1~3

cm大のロームブロックが混入している。また、どの

層にも多量の炭化物が混入しており、火災を受けた

可能性が高い。

床面 南東から北西へむかう緩やかな斜面を、確認

面でローム層を70cm程掘り込み、その上に黒褐色土

とロームブロックの混合土を10~25cm程客土し堅く

踏みしめて床面を形成している。南側と北側の床面

の比高差は、 20cm程度であり、ほぽ平坦と考えてよ

い。また、竃前面から床面中央にかけて非常に堅く

しまった部分を確認した。掘りかたの調査中、住居

ほぼ中央に径2.lm深さ 0.3mを測る床下土坑を確認

した。なお、壁高は、確認面で12~61cmであった。

鼈西側の壁にあり、すべて住居内にある。造作材

は、粘土を主体とし、焚口部には雲母石英片岩が左

右の袖石として立ち、また、燃焼部に天井石として

使用された泥岩が落下していた。燃焼部には雲母石

英片岩が 2 本、支脚として使用されていた。火床面

は、焚口部ではほぽ平坦で燃焼部から煙道部にかけ

て緩やかに立ち上がっている。

柱穴 住居外形の対角線上に 4 本検出。各柱穴の規

模（径 x深さ cm) は、 P 1 : 45 X 105 P 2 : 58 X 88 
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P 3 : 44 X 85 P 4 : 32 X 100 をそれぞれ測る。

貯蔵穴 竃に向かって左側、柱穴 P4 と南壁の間に位

置する。長辺1.3m短辺0.75mの長方形を呈し、深さ

0.95mを測る。覆土のほぼ中間から炭化物の塊や粒

が多量に検出され、この住居が火災を受けたときに

は、貯蔵穴の半分ほどが埋まっていたことになる。

また、覆土上部より器台に転用された甕の口縁部が

出土した。

壁周溝 南西隅の貯蔵穴周辺を除いて存在する。幅

12~25cm、深さ 15~20cmを測る。

遺物 竃右側から大型甑・小型甕・坪が、左側より

器台に転用された須恵器大甕の口縁部とその上に小

型甕が乗った状態でそれぞれ出土している。また、

埋没土中ではあるが、金銅製耳環が出土しているの

も特徴である。さらに、鉄製鈍が住居東側の床面直

上より出土している。

備考 床面直上より炭化材が多量に出土しており、

しかも良好な残存状態であったのでそのうち 5 点に

ついて炭化材同定をおこなった。結果は、 1 点がモ

ミ属の一種で、残りの 4 点はすべてアカガシ亜属で

あることが判明した。（附編第 3 節炭化材同定参

照）重複する住居跡は第52号である。また、本住居

跡と近接する第36号・ 27号住居跡とは主軸方位が一

致し、遺物もほぽ同時期のものと考えられるので何

等かの関連があるものと思われる。遺物より本住居

跡の年代観を 6 世紀前半としたい。 （鹿沼）
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土層注記 2m 

1.黒褐色土 ローム粒、炭化物粒混入。細粒だが締りに欠ける。

2. 灰暗褐色土 ローム粒、径 l~3 cm大のロームプロック、炭化

物粒多量に混入。

．暗黄褐色土 ローム粒、径 1 cm大のロームブロック、炭化物粒

多星に混入。粘性あり。

4. 黒褐色土 ローム粒、炭化物粒混入。 1 よりも黒い。新しい土坑

3
 

か？

5. ローム漸移層

6. 黒褐色土と黄褐色土の混合土（床下土坑）

第 129図 第53号住居跡実測図
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第53号住居跡出土遺物実測図 (2)

第53号住居跡出土遺物観察表 (PL. 124、 125、 126)

図番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 貯蔵穴 口 19.0 高一底一 ①普通・白色鉱多量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部縦箆削り。

長胴甕 埋没土 口～胴％ 酸化・普通 ③橙色 内面胴部箆撫で。

2 土師器 竃内 口 (28 0) 高一底一 ①普通・白色灰色鉱多量 内外共口縁部横撫で。外面胴部縦箆削り。

甑 +23 口～胴％ ②酸化・普通 ③鈍い褐色 内面胴部撫で。

3 土師器 +27 口 (20.0) 高一底一 ①普通・白色鉱多量 ② 内外共口縁部横撫で。内面 頸部撫で。

甕 口縁部片 酸化・普通 ③鈍い橙色

4 土師器 +2 ロ(16 0) 底 (9.0) ①細・白色灰色鉱多量 内外共口縁部横撫で。外面胴部箆削り。

甕 口～胴と胴～底½ ②酸化・軟 ③橙色 内面胴部箆撫で。

5 土師器 +15 口一高一底7.0 ①普通・白色鉱多量 ② 外面胴下半部箆削り。

長胴甕 胴～底％ 酸化・普通 ③暗褐色 内面胴下半部撫で。

6 土師器 +15 口 13.5 高 17.0 ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。胴部箆磨き。

小型壺 底6.5 ほぼ完形 化・普通 ③橙色

7 土師器 +14 口(13.2) 高(10.0) ①普通・白色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部箆削り。 内面底部にリン

小型甕 底6.0 口～底½ 酸化・普通 ◎滲tい赤褐色 内面胴部撫で、底部箆撫で。 グ状痕あり。

8 土師器 +25 口27.7 高31. 0 ①普通・白色灰色鉱多量 内外共口縁部横撫で。外面胴部縦箆削り。

甑 底9.5 ほぼ完形 ②酸化・普通 ③褐色 内面胴部箆撫で。
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醤番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態, 土師器 貯蔵穴 口13 2 高一底一 ①普通・白色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面 頸部箆削り。 器台として転

小型壺 埋没土 口縁部 酸化・普通 ③鈍い黄橙色 用。

10 土師器 +2 口 17.5 高17.2 ①普通・白色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部斜め箆削り。

小型壺 底8.0 ほぼ完形 酸化・普通 ③灰褐色 内面胴部箆撫で。

11 土師器 +24 口一高一底5.0 ①普通・白色灰色鉱少量 外面胴下半部斜め箆削り。

小型甕 胴～底％ ②酸化・硬 ③鈍い赤褐色 内面胴下半部撫で。

12 土師器 +14 口 12. 6 高11 8 ①普通・白色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部箆削り。

小型甕 底6.3 完形 酸化・普通 ＠冷［い赤褐色 内面胴部撫で。

13 土師器 +21 ロ (13.8) 高13.7 ①粗・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面胴部縦箆削り。

小型甕 底6 8 口～底％ 化・普通 ③暗赤褐色 内面胴部撫で。

14 土師器 +5 ロ8.7 高9.0 ①普通・白色鉱多量 ② 内外共口縁部横撫で。外面 胴部斜め箆削り。

小型甕 底5.0 完形 酸化・普通 ③暗赤褐色 内面胴部撫で。

15 土師器 +9 口(14.0) 高一底一 ①細・白色黒色鉱微量 内外共口縁部横撫で。外面 胴部横箆削り。

小型甕 ロ～胴％ ②酸化・硬 ③明赤褐色 内面胴部撫で。

16 土師器 +10 口 11.3 高6.6 ①普通・白色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 丸底口～底％ 酸化・普通 ③暗赤褐色 削り。内面体部撫で。

17 土師器 +3 口 12.8 尚 7.8 ①細・白色灰色鉱微量 内外共口縁部横撫で。外面体部箆削り。

坪 底7.5 ほぽ完形 ②酸化・硬 ③鈍い赤褐色 内面体部撫で。

18 土師器 +3 口 14.4 高一 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面坪部～脚部箆削

高坪 口～柱％ 化・硬 ③鈍い赤褐色 り。内面坪部撫で後、暗文。

19 土師器 +3 口(14 5) 高一底一 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面坪部～脚部箆削

高坪 ロ～柱％ 化・普通 ③橙色 り。内面坪部撫で。

20 土師器 +4 ロー高一裾11.6 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面脚部箆削り。

高坪 脚部％ 化・普通 ③橙色 内面脚部横撫で。

21 土師器 +2 口一高一坪部13.9 ①細・白色灰色鉱微量 外面坪部横箆削り、脚部縦箆削り。

高坪 坪部～柱部％ ②酸化・普通 ③橙色 内面坪部撫で後、暗文。

22 土師器 +12 口一高一坪底部4.0 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面坪底部～脚部箆削り。

高坪 坪底部～脚部片 化・普通 ③橙色 内面坪底部撫で、脚部箆削り。

23 土師器 +2 口 12.0 高5.7 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 丸底口～底％ 化・硬 ③赤褐色 削り。内面体部撫で。

24 土師器 +30 ロ (13.0) 高55 ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部横箆削り。

坪 丸底口～底½ 化・硬 ③鈍い赤褐色 内面体部撫で後、暗文。

25 土師器 + 1 口 13.2 高5.0 ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部箆削

坪 丸底完形 化・普通 ③橙色 り。内面体部撫で。

26 土師器 寵内 口 13.0 高4.1 ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部箆削

坪 +7 丸底完形 化・硬 ③橙色 り。内面撫で後、暗文。

27 土師器 +38 口(12.4) 高49 ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部箆削

坪 丸底口～底％ 化・硬 ③鈍い橙色 り。内面撫で後、暗文。

28 土師器 +31 口(14.0) 高4.7 ①細・爽雑物ほとんどなし 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部箆削

坪 丸底口～底烙 ②酸化・硬 ③鈍い橙色 り。内面撫で後、暗文。

29 須恵器 +2 口(18.0) 高一底ー ①細・白色鉱少量 ②還 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。 器台として転

甕 口～胴½ 元・硬 ③灰色 口縁部波状文。肩部格子叩き。 用。

30 砥石 埋没土 材質 牛伏砂岩。長さ 5.7cm 幅3.8cm 厚さ1. 2cm 重さ 26g。川原石の利用。使用は、表裏面に刃ならし傷。図

平面の平部に研磨痕あり。主体は、表面に凸凹があり、木などの軟質の物質か。

31 敲打石 +41 材質 黒色片岩。長さ 16 5cm 幅4.1cm 厚さ 2 3cm 重さ 300g。側面に、敲打時の剥離痕あり。流れ込みの可能

性が高い。

32 金銅製 埋没土 長3.4cm 径0.5cm 図左下方端部は、内側に曲げられている。また、両端部は、打ちつぶされ、扁平になって

耳環 重さ 25.Sg いる。全体に緑青が付着しており、かろうじて、一部に金が確認できる。

33 鉄製品 + 1 残存長98cm 茎端は調査時、先端は旧時欠損。茎部にセルロース様の物質のまきつけ痕あり。茎の横断

鈍 面は長方形を呈する。錆化は顕著でなく、良質の鉄を思わせる。

第56号住居跡 堆積をし、中央はレンズ状堆積を呈する。

位置 4 区09B40 写真 PL.33 床面 確認面でローム層を110cmほど掘り込み、その

上に黒褐色土と黄褐色土の混合土を主体とする土を

客土して貼床を形成している。掘りかたの調査をし

たが、床下土坑は確認できなかった。なお、壁高は、

32~56cm を測る。

形状 長辺5.70m 短辺5.32mの隅丸正方形を呈する。

面積 29.63吋 方位 N-27°-W

埋没土 ローム粒・径 l~5 cm のロームブロック・

炭化物粒を含む暗褐色土が主体をなす。壁際は三角
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第 3 章 検出された遺構と遺物

鼈 北壁中央に焼土面が確認され、竃と判明した。

形状・造作材等は不明であるが、煙道部を除いて屋

内に構築されていたと考えられる。

柱穴 住居外形の対角線上に 4 本検出。各柱穴の規

模（径 x深さ cm) は、 p 1 : 34 X 54 P 2 : 50 X 60 

p 3 : 70 X60 

貯蔵穴

P 4 : 46 X 78 を測る。

竃向かって右、 P1 と壁との間にある。形状

は、円形で径70cm

壁周溝

深さ 46cmを測る。

住居南％に幅22~38cm 深さ 5~11cmの規

模で確認された。北％に関しては削平されているた
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士層注記

1.暗褐色土 ローム粒、炭化物

粒混入。上部にA軽石混入。

2. 暗褐色土 ローム粒、炭化物

粒、径 l~3 cm大のローム

プロック混入。

3. 暗褐色土径 5cm大のローム

プロック、ローム粒、炭化物

混入。

4. 黒褐色土

5. 黒褐色土

入。

6. 褐色土 ロームプロック多量

に混入。壁の崩れたものか。

7. 黄色土と暗褐色土の混合土

8. 黒褐色土 ロームプロック、

焼土粒混入。

9. 黒色土と黄色土の混合土

く張った様子。

10. 暗褐色土ローム塊多量混

入。

11. 黄色土と黒褐色土の混合土

12. 黒褐色土焼土粒混入。

13. ローム層 14. 根痕

A軽石混入。

A軽石多量に混

薄
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第 3 節 古墳時代の遺構と遺物

め、不明である。

遺物 竃付近は削平されているため、出土はなく、

住居中央より南側に多く出土した。土師器甕．甑の

口縁部、土師器坪等が多い。また、滑石製模造品の

[ 
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有孔円板・臼玉、雲母石英片岩製のハンマーストー

ン等も出土している。

ーロI II i I / I 

備考 第55号・ 57号・ 48号住居跡と重複。本住居跡の
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第 136図 第56号住居跡出土遺物実測図 (2) () I : 3 10cm 

第56号住居跡出土遺物観察表 (PL.1 26)

毯番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 +30 口 (19.8) 高一底ー ①普通・白色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部縦箆削り。

長胴甕 口～胴部片％ 酸化・普通 ③赤褐色 内面胴部箆撫で。

2 土師器 +7 口 (2 1. 6) 高一底一 ①普通・白色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面 頸部箆削り。

長胴甕 口縁部％ 酸化・普通 ③赤褐色

3 土師器 +23 ロ (21 4) 局一底一 ①普通・白色灰色鉱少量 内外共口縁部横撫で。外面胴部縦箆削り。

長胴甕 口～胴％ ②酸化・普通 ③朋赤褐色 内面胴部箆撫で。

4 土師器 +13 ロ (30.4) 高一底一 ①普通・白色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面 頸部箆削り。

長胴甕 ロ～頸部片 酸化・普通 ③明赤褐色 内面頸部撫で。

5 土製品 埋没土 径0.9 長3.1 ①細・白色鉱微量 ②酸 円筒状の土製品。穿孔しようとした形跡あり。

化・普通 ③鈍い褐色 用途不明。

6 土師器 +24 口(143) 高一底一 ①普通・灰色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面頸部斜め箆削り。

甕 口縁部片 酸化・普通 ③暗赤褐色 内面頸部撫で。

7 土師器 埋没土 口(120) 高一底一 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面胴部横箆削り。

小型甕 口～頸部％ 化・普通 ③橙色 内面胴部撫で。

8 土師器 +33 □ (14.4) 高 (49) ①細・央雑物ほとんどな 内外共口縁部横撫で。

坪 丸底口～底½ し ②酸化・硬 ③赤褐 外面体部～底部横箆削り。

色 内面体部撫で。, 土師器 +26 口 13.0 高47 ①細・白色赤色鉱少星 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 丸底口～底％ ②酸化・普通 ③橙色 削り。内面体部撫で。

10 土師器 埋没土 口 (13.0) 高4.0 ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆 金雲母少量混

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③明褐色 削り。内面体部撫で。 入。

11 土師器 床直 口 11.0 高2.9 ①普通・白色黒色鉱少量 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 丸底口～底％ • ②酸化・普通 ③橙色 削り。内面体部撫で。

12 土師器 +14 口 138 高一底一 ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部横箆削り。

坪 口～底％ 化・普通 ③橙色 内面体部撫で。

13 土師器 +22 ロ (14.0) 高一底一 ①普通・白色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部箆削

坪 口～底％ 酸化・普通 ③明赤褐色 り。内面体部撫で。

14 土師器 +22 口 (1 1.6) 高一底一 ①細・央雑物なし ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 口～底％ 化・普通 ③橙色 削り。内面体部撫で。

15 土師器 +56 口(100) 高一底ー ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部は箆

坪 口～底％ 化・硬 ③暗赤褐色 削り後、磨き。内面体部は撫で後、磨き。

16 土師器 +34 口(120) 高一底一 ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部は横

坪 口～底％ 化・硬 ③橙色 箆削り。内面体部は撫で。

17 土師器 +43 口一高一底ー ①細・白色灰色鉱少量 外面脚部は縦箆削り。

高坪 脚70 脚部片 ②酸化・硬 ③明赤褐色 内面脚部は箆撫で？。

18 土師器 +32 口一高一脚上6.8 ①普通・白色灰色鉱少量 外面脚部は縦箆削り。

高坪 坪底部～脚部片 ②酸化・普通 ③暗赤褐色 内面坪底部と脚部は撫で。

19 土師器 +50 ロー高一裾14 0 ①細・白色鉱微量 ②酸 外面脚部は縦箆削り、裾部は横撫で。

高坪 脚部～裾部 化・普通 ③橙色 内面裾部は横撫で。

20 敲打石 +44 材質 雲母石英片岩。長さ 15.3cm 幅6.0cm 厚さ 2.8cm 重さ 350g。図下方に剥離部分が集中している。その部

分で、敲打したものと考えられる。

21 敲打石 +3 材質 雲母石英片岩。長さ 12.7cm 幅5.3cm 厚さ 4.5cm 重さ 480g。図下方に剥離部分が集中している。その部

分で、敲打したものと考えられる。

22 臼玉 埋没土 材質滑石。長さ 1 4cm 幅ー厚一 重さ 5 g。全面を研磨によって調整し、そののち、穿孔しようとしたが、

未成品 穿孔途中で、半分に割れてしまったため、製作をやめたものと考えられる。穿孔は、棒錐を使用。

23 有孔 +39 材質 滑石。長さ 4.3cm 福3 8cm 厚さ 09cm 孔径0.4cm 重さ 2 1. 7g。図表裏は刃物によって調整。側面は、剥

円板 離部分が主体をなし、若干の研磨痕がみられる。
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財番号
器種

出土位置 特 徴
器形

24 砥石 埋没土 材質粗粒安山岩。長さ 9.2cm 幅3.7cm 厚さ 2.8cm 重さ 180g。川原石の利用。使用は、表と右側面にある。主

体は、研磨面に凹凸のむらがあり、木など軟質の物質か。

25 砥石 埋没土 材質砂岩。長さ 6.0cm 幅4.7cm 厚さ 1.4cm 重さ 45g。川原石の利用。使用は、表裏にあり、研磨の他、なら

し痕あり。主体は、研磨面に凹凸のむらがあり、木など軟質の物質か。

26 砥石 埋没土 材質砂岩。長さ 3.9cm 幅4.0cm 厚さ1. 8cm 重さ 24.5g。川原石の利用。表裏に刃ならし傷があり、研磨面は、

明瞭でない。石材は、軟かく、粒状は、荒い。
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H冒菖
土層注記

ィ．黒褐色土

ロ．褐色土

ハ．淡褐色土

炭化物の大塊を含む。細粒で粘質。

細粒で締りない。

粗粒で締りない。炭化物多量に含む。
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第57号住居跡

位置

形状

4 区10B42 写真
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゜

土層注記

1.黒褐色土 ローム粒、炭化物粒混入。細粒で締

りのある土。

2. 黒褐色土 ローム粒、炭化物粒、ロームブロッ

クの混入。 1 よりローム粒多量に混入。

3. 黒褐色土 炭化物粒、ローム粒多量に混入。

4. 暗褐色土とロームプロックの混合土 炭化物粒

多量に混入。細粒で締りの弱い土。

5. 暗褐色土 ローム粒、ロームプロック、炭化物

粒多量に混入。細粒で締りのある土。

6. 黄褐色土と黒褐色土ブロックの混合土

締りの強い土。

7. ロームプロックと黒褐色土の混合土

褐色土、多量に混入。

8. ロームプロックと黒褐色土の混合土

褐色土、多量に混入。

9. 黒褐色土 ローム粒少量混入。細粒でもろい土。

10. 暗褐色土 ローム粒、ロームプロック多量に混

入。細粒で堅くしまっている土。

11.暗黄赤褐色土焼土粒多量混入。細粒でもろい

土。

12. 赤褐色土焼土。粗粒でもろい土。

13. 黒褐色土焼土粒多量に混入。粗粒でもろい土。

14. 黒褐色土 ロームブロック多量に混入。

15. 黄褐色土黒褐色土ブロック多量に混入。

16. 褐色土 黄褐色土プロック混入。

17. 暗褐色土 黄褐色士プロック混入。

18. 黒褐色土 ローム粒少量混入。細粒だがもろい

土。一辺に埋めた様相あり。

細粒で

6 より黒

6 より黄

第57号住居跡実測図 (2)

上に黄褐色土と黒褐色土の混合土を四回にわけて客

面積 51. 77m' （推定）

埋没土

との混合土が堆積しており、

化物が含まれていた。

PL.33, 34 

北東部％程度が第56号住居跡により切られて

いるため、推定で一辺が7.10mの隅丸正方形を呈す

る。

方位 N-129ー-W 

ローム粒・炭化物粒をふくむ黒褐色土が主

体をなす。床面直上には暗褐色土とロームブロック

そのなかには多量の炭

土し、版築状に 4 層、大変丁寧に貼床を形成してい

る。掘りかたの調査中に、住居南寄りのところから

東西二つの床下土坑を確認した。ともに円形を呈し、

東側は径1.4m、西側は径1.3mを測る。なお、壁高は、

確認面で17~69cmである。

鼈 西壁やや南寄りにある。造作材は、黄色粘土が

主体をなし、焚口部には両袖石に雲母石英片岩が使

用されていた。 また、向かって左側から天井石に利

床面 確認面でローム層を95cmほど掘り込み、 その

用されたと思われる雲母石英片岩も出土した。燃焼

部は、ほぼ平坦で、煙道部は緩やかに立ち上がって
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いる。また、竃作りかたの調査をしたところ、鼈の 壁周溝貯蔵穴周辺を除き、ほぽ全周していたと考

下から壁周溝が出てきた。 えられる。幅12~20cm 深さ 9~20cmを測る。

柱穴第56号住居跡により切られているため、 P2 に 遺物竃及び貯蔵穴周辺より多く出土。土師器甕．

当たる柱穴は確認されなかった。住居外形の対角線 坪が主体で滑石製模造品の勾玉、砂岩製の砥石など

上に新旧それぞれ 3 本ずつ検出。外側の柱穴が、新 も出土。また、床面から炭化物も多く出土している。

の柱穴であり、規模（径 x 深さ cm) は、 P 1 : 62X76 備考本住居跡は、作り替えをしていると考えられ

P 3 : 44 X 66 P 4 : 72 X 77。旧の柱穴の規模（径 X 深 る。当初、現存よりも規模が小さく、鼈も東壁に構

さ cm) は、 Ps: 56X46 P7: 50X76 P8: 48X76。 築されていたものを、規模を大きくして、竃も西壁

貯蔵穴竃向かって左。形状はほぼ円形を呈し、径 に構築し直した模様である。重複は、第56号住居跡

90cm深さ 69cm。また、南東隅にも貯蔵穴と思われる である。本住居跡の年代観を遺物より 6 世紀前半と

穴があり、形状は一辺70cmの方形を呈し、深さ 79cm。 したい。 （鹿沼）

窺全長 164cm
燃焼部長 110cm 

燃焼部幅 38cm 

焚口部幅 44cm 
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a. 黒褐色土細粒だが締りな I. 黒色土 ローム粒焼土粒を

い。ローム粒、炭若干含む。 若干含む。

b. 褐色土 ローム小プロック少 m. 黒褐色土細粒やや粘質。炭

星含む。 化物を若干含む。

C. 焼土 崩落焼土。 n. 黄色粘質土（ローム）
C'. 焼土 カマド壁面。 o. 暗黄褐色粘質土焼土塊、炭

d. 暗赤褐色土焼土塊、炭化物 化物を若干含む。

を若干含む。 P. 黒褐色土細粒。締りが強い。
e. 暗褐色土やや粗粒。締りはq.暗黒褐色土粘性の強い黒く

強い。炭化物少星混入。 混入物の少ない土。

G' f.黒色土粗粒でやや粘質。 r. 明褐色土 よごれたロームプ
-• g．褐色土径 0.5~1 an大のロ ロックを多く含む。やや粘質。

ームプロック、焼土小塊を多 s. ローム漸移層

く含む。 t.黄褐色土焼土粒混入。袖ヘ

h. 褐色土 ロームプロック、焼 張りつけたもの。粗粒でさら

土大塊を多く含む。 さらしている。

i.黒褐色土粗粒で締り強い。 u. 暗褐色土

j.褐色土 ロームプロックを多 v. 黄色粘土

く含む。細粒で締り弱い。 w. 貼床

k. 暗褐色土 ローム粒、焼土粒

を多く含む。

第 139図 第57号住居跡寵実測図
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第 141 図 第57号住居跡出土遺物実測図 (2)

第57号住居跡出土遺物観察表 (PL. 126、 127)

図番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

l 土師器 +3 口 19.9 高33.1 ①普通・灰色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部斜め箆削り。

長胴甕 底7.0 口～底％ 酸化・普通 ③鈍い褐色 内面胴部箆撫で。

2 土師器 床直 口(19.2) 高 (19.5) ①粗・白色鉱多量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面胴部縦箆削り。

長胴甕 口縁部と胴部％ 化・普通 ③鈍い褐色 内面胴部撫で。

3 土師器 +12 口 (19.4) 高一底一 ①粗・白色灰色鉱多量 内外共口縁部横撫で。外面胴部縦箆削り。

長胴甕 ロ～胴％ ②酸化・普通 ＠消翔湛§色 内面胴部撫で。

4 土師器 +l 口 (16.7) 高一底一 ①普通・白色鉱多量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部縦箆削り。

甕 ロ～胴％ 酸化・普通 ③鈍い褐色 内面胴部箆撫で。

5 土師器 +4 口20.2 高一底一 ①普通・灰色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面 頸部斜め箆削り。

長胴甕 口縁部片 酸化・普通 ③鈍い褐色 内面頸部撫で。

6 土師器 竃埋没土 口 (23.6) 高一底ー ①普通・灰色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面 頸部縦箆削り。

長胴甕 口縁部片 酸化・普通 ③暗褐色 内面頸部撫で。
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目番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

7 土師器 +19 ロ (19.6) 尚一底一 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。

甑 口縁部片 化・普通 ③橙色

8 土師器 +25 ロ (27.2) 高一底一 ①普通・白色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。

甑 口縁部片 酸化・硬 ③黒褐色, 土師器 +7 口13.3 高1 1. 8 ①普通・白色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部縦箆削り。 輪積痕あり。

小型甕 底6.2 ほぼ完形 酸化・普通 ③鈍い赤褐色 内面胴部撫で。

10 土師器 +4 ロー高一底 (7.0) ①普通・白色鉱少量 ② 外面胴部縦箆削り。

小型甕 胴～底％ 酸化・普通 ③暗赤褐色 内面胴部箆撫で。

11 土師器 +5 口 (12.2) 高一底ー ①普通・灰色鉱多量 内外共口縁部横撫で。外面胴部斜め箆削り。

小型甕 口～胴％ ＠浬訛•普通＠疵い赤褐色 内面胴部撫で。

12 土師器 +4 ロ（13.8) 高一底一 ①普通・白色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。

小型甕 口～胴％ 酸化・普通 ③鈍い褐色 内面 口縁部～胴部箆撫で。

13 土師器 +6 口(16.0) 高一底一 ①普通・白色鉱多量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部縦箆削り。

小型甕 口～胴％ 酸化・普通 ＠滲［い黄橙色 内面胴部撫で。

14 土師器 +18 口(10.2) 高一底一 ①細·白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面胴部横箆削り。 内面に放射状暗

小型甕 口～胴％ 化・普通 ③鈍い橙色 文あり。

15 土師器 +ll 口13.6 高6.7 ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

鉢 丸底ほぼ完形 化・普通 ③鈍い褐色 削り。内面体部撫で後、暗文。

16 土師器 +9 口12.3 高5.7 ①細·灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部箆削

坪 丸底完形 化・普通 ③明赤褐色 り。内面体部撫で。

17 土師器 -8 口 13.3 高5.2 ①細・白色灰色鉱少量 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 丸底ほぽ完形 ②酸化・普通 ③鈍い橙色 削り。内面体部撫で。

18 土師器 +33 口 15.0 高5.0 ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 丸底 ほぼ完形 化・普通 ③橙色 削り。内面体部撫で。

19 土師器 +23 口 (14.2) 高5.4 ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部箆削

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③明赤褐色 り。内面体部撫で。

20 土師器 +6 口(13.0) 高 (6.2) ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部箆削

坪 丸底口～底½ 化・普通 ③褐色 り。内面体部撫で後、暗文。

21 土師器 +2 口 13.3 高5.0 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部箆削

杯 丸底口～底％ 化・普通 ③橙色 り。内面体部撫で。

22 土師器 +22 口(14.2) 尚5.0 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面 口縁部撫で、体部～底部箆削り。

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③明赤褐色 内面 口縁部～体部撫で。

23 土師器 +2 口(10.0) 高58 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③橙色 削り。内面体部撫で。

24 土師器 +7 ロー高一稜12.0 ①細・白色鉱微量 ②酸 外面体部～底部箆削り。

坪 稜～底％ 化・普通 ③灰褐色 内面体部撫で。

25 土師器 -1 口(15.2) 頸（11.8) ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 高 (4.5) 口～底½ 化・普通 ③橙色 削り。内面体部撫で後、暗文。

26 土師器 埋没土 口 (12.6) 高 (3.4) ①細・灰色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 丸底口～底％ 化・硬 ③暗褐色 削り。内面体部撫で後、暗文。

27 土師器 +19 口(13.1) 高一底一 ①細・赤色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 口～底½ 化・軟 ③橙色 削り。内面体部撫で。

28 土師器 +15 ロ (14.4) 尚一底一 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 口～底％ 化・普通 ③橙色 削り。内面体部撫で。

29 土師器 -7 口(12.8) 高4.6 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部箆削

坪 底ーロ～底½ 化・普通 ③橙色 り。内面体部撫で。

30 土師器 -13 口 (16.6) 高一 ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面坪底部横箆削り。

高坪 口～坪底部％ 化・軟 ③橙色 内面坪底部撫で。

31 土師器 +15 口一高一裾（1 1.8) ①細・白色鉱微量 ②酸 外面脚部縦箆削り。 金雲母少量混

高坪 脚部片 化・普通 ③橙色 内面脚部横撫で。 入。

32 土師器 +8 ロー高一裾(9. 1) ①細・灰色鉱少量 ②酸 外面脚部縦箆削り。

高坪 脚部片 化・普通 ③橙色 内面脚部撫で。

33 工作台 +15 材質牛伏砂岩。長さ 29.1cm 幅133cm 厚さ 4 9cm 重さ 2.2kg。 /II原石の利用。使用は、上平面側に敲打痕の

ようにも見える浅い凹みがあり、下平面の破線内に敲打による浅いハゼ面と部分的に研磨痕あり。

34 砥石 埋没土 材質 牛伏砂岩。長さ 8.1cm 幅5.9cm 厚さ 1 6cm 重さ 120g。川原石の利用。使用は、図平面側のみに、太めの

ならし痕あり。研磨面は、不明瞭。

35 チップ 埋没土 材質 滑石。長さ 4.0cm 幅2.5cm 厚さ 1.1cm 重さ 13g。表裏に若干の削り痕がある他は、自然面のままである。

36 勾玉 竃内 材質 滑石。長さ 2.7cm 幅1.2cm 厚さ 1. 0cm 重さ 7 g。表面を、刃物による削りによって調整しており、とこ

未成品 ろどころに、刃傷あり。まだ、荒削りの段階であり、削りの面と面の境に稜が残っている。穿孔は、していない。
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第58号住居跡 鼈 北壁の東寄りの位置に黄灰色粘土を用いて屋内

位置

形状

面積

5 区22C01 写真 PL.34 

一辺4.52mの方形。残存壁高10~40cm。

19.61m' 方位

に造り出されていた。燃焼部の焼け方は弱かった。

柱穴 住居の対角線上に 4 個検出されたが、いずれ

N-40ー-E も柱根痕がよく残っている。 P 1 : 38cm x 86cm、 P2:

埋没土 凡そ 5 層の暗褐色土、黒褐色土などが塊底

型堆積をしていることから、自然堆積とみられる。

床面 確認面のローム層から 20~70cm掘り込み、凹

凸のある掘りかた底面上に褐色土とロームの混合土

を厚さ 10~30cm客土して床面を造っている。床面は

水平かつ平坦に整地されていた。

42cmX78cm、

貯蔵穴

壁周溝

遺物

備考

P 3 : 48cm x 58cm、 P 4 : 38cmX62cm。

竃の右脇。円形。径42cm、深さ 90cm。

全周。幅22~30cm、深さ 5 ~15cm。

土師器長甕・小型甕・鉢・甑・坪・高坪、須

恵器甕、砥石が東壁寄りに出土。出土量は少ない。

本住居跡は 6 世紀後半と推定される。（小林）

竃全長
燃焼部長
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焚口部幅

D
 

A
 

`

7

 \ 
•

16 

.6 

゜
p唸

`)07  
2 

忍1[〉 ]: 
A
 

nv 

• 

C
>
 ー
0

0

 

今

cっ

ロ

I 
江・ L. 177. 90 

10 2 

D
 

c
 

110cm 

80cm 

32cm 

22cm 

0
g
ｷ
 l
l
l
 
ｷ
'
l
 

日

Z

゜

c
 

L • 177.80 

12. 
7
.
 

2

八
バ

A' 

c
 

土層注記

1.暗褐色土大きなロームプロック、炭化物を少量含

む。粗粒で締りない。

2. 灰褐色土細粒で締りがない。

3. 黒褐色土 ローム粒、炭化物を少量含む。細粒で締り

が強い。

4. 明褐色土細粒で締りが強い。

5. 黄褐色土 大きなロームプロックを多く含む。細粒だ

があまり締りがない。

6. 暗褐色土細粒で締りが強く、炭化物を少量含む。

7. 淡褐色土 肌色の粘土塊を多く含み、緻密で堅くし

まっている。焼土粒も多く含む。

8. 黒褐色土細粒、粘質で表層部は、堅くしまってい

る。ロームプロックを多量に含む。

9. 大きなロームブロック

10. ロームと褐色土の混合土

いる。

l1．ロームと褐色土の混合土

締りは弱く、ガサガサして

堅くしまっている。

第 142図 第58号住居跡実測図
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第 3 章検出された遺構と遺物
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第 3 節 古墳時代の遺構と遺物

第58号住居跡出土遺物観察表 (PL.1 27 、 128)

図番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 -13 口20.8 高一底一 ①普通・灰色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面 胴上部～胴中央

長胴甕 口～胴％ 酸化・普通 ③暗褐色 部は縦箆削り、胴下部は撫で。内面胴部撫で。

2 土師器 +5 口 13.6 高13.6 ①細・灰色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 胴部縦箆削り。

小型甕 丸底ほぼ完形 化・普通 ③鈍い橙色 内面胴部撫で。

3 土師器 埋没土 口 (13.9) 高一底一 ①普通・白色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部箆削り。

小型甕 口～胴％ 酸化・硬 ③鈍い赤褐色 内面胴部撫で。

4 土師器 +5 口 19 6 高104 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面胴部～底部縦箆

甑 底4.9 ほぼ完形 化・普通 ③橙色 削り。内面胴部箆撫で。

5 土師器 -3 口24.8 高32.0 ①細・灰色鉱微董 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面胴部縦箆削り。

甑 底12.0 完形 化・普通 ③橙色 内面胴部撫で。

6 土師器 + 1 口 (13. 7) 高4.2 ①細・灰色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部箆削 内面黒色処理。

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③鈍い黄褐色 り。内面体部撫で。

7 土師器 +6 ロ (12.3) 高 (6.2) ①細・突雑物ほとんどなし 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部横箆

坪 丸底口～底％ ②酸化・硬 ③鈍い褐色 削り。内面体部撫で。

8 土師器 +26 口(11.9) 尚（3.6) ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③橙色 削り。内面体部撫で。, 土師器 +7 口 (13.2) 高一底一 ①細・白色鉱少星 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部横箆削り。

坪 口～底％ 化・普通 ③鈍い橙色 内面体部撫で。

10 土師器 +7 口(12.8) 高一底一 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部斜め箆削り。 内外共黒色処

坪 口～底％ 化・硬 ③灰黄褐色 内面 口縁部磨き、体部撫で後、暗文。 理。

11 土師器 床直 口(16.1) 高 (2.1) ①細・爽雑物ほとんどなし 内外共口縁部横撫で。外面 底部箆削り。 内外共黒色処

盤 底 (12.3) 口～底％ ②酸化・硬 ③鈍い褐色 内面撫で後、暗文。 理。

12 土師器 +3 口一高一裾6.6 ①普通・白色鉱少量 ② 外面胴下半部～台部は箆削り。

台付甕 胴下半部～台部％ 酸化・硬 ③灰褐色 内面胴下半部と台部は撫で。

13 土師器 埋没土 口 (91) 高一底一 暉・央雑特ほとんどなし 内外共口縁部横撫で。外面 体部箆削り。

坪 口～体％ ②酸化・硬 ③鈍い褐色 内面体部撫で。

14 須恵器 +14 胴部片 ①細・白色鉱少量 ②還 外面平行叩き。

甕 （縦6.5 横6.5) 元・硬 ③灰色 内面青海波叩き。

15 須恵器 埋没土 口(13.6) 高一底ーロ ①細・白色鉱少量 ②還 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

甕 縁片（縦2.8 横5.8) 元・硬 ③緑灰色 外面に波状文あり。

16 砥石 +6 材質 砂岩。長さ 83cm 幅66cm 厚さ 3.2cm 重さ 200g。川原石の利用。使用は、図平面の表側と、上側部側に

あり。表側にならし傷。上方は、研磨面。主体は、木など軟質の物質。

17 滑石 埋没土 材質 滑石。長さ 2.6cm 幅2.2cm 厚さ 0.5cm 重さ 4.8g。全面を刃物による削りによって調整している。裏面一

未成品 部は、剥離している。形状より、有孔円板を意図して製作された可能性が高い。
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土層注記

1.暗褐色土 混入物少なく、パサパサしている。

2. 明褐色土 大粒の黄色軽石を少量含み、 1 よりや

や明るい。

3. 明褐色土 ローム粒を多く含む。 2 より明るい。

4. 明褐色土 ローム粒をかなり多量に含み、かなり

明るい。

5. ロームと黒褐色土の混合土 ロームが多いため、

黄褐色を呈する。
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第 3 章検出された遺構と遺物
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土層注記

a. 褐色土 やや粗粒。炭化物、焼土、粘土を少量含む。締りは

弱い。

b. 暗赤褐色土焼土を多量に含む。粘質土。

C •黄褐色粘質土 細粒でかなり締りがある。焚口の天井部を構

成していた粘土と思われる。

d. 褐色土 炭化物、焼土を多量に含む。粗粒で締りが弱い。

e. 焼土

f.焼土と褐色土の混合土 ガサガサしていて締りがない。

g．赤褐色土 黄色粘土が焼けて、赤味がかっている。

h. 黄色粘土褐色土の塊りを少量含む。

i.黄色粘土袖部分。

゜ lm 

第61号住居跡

第 145図 第61号住居跡寵実測図

形態に作られていた。用材は黄色粘土が主体である

が、袖を形成する粘土塊の中には雲母石英片岩の極位置 5 区29B35 写真 PL.35 

形状長辺3.56m、短辺3.24mの方形を呈する。壁は

直立に近い状態に掘り込まれており、壁高 0~46cm

を測る。

面積 11.38面 方位 N-36°-E

埋没土凡そ 4 層の暗褐色土で埋没していた。各層

はロームの粒子を多く含み、塊底型堆積をしている。

このことから徐々に堆積していった様相が窺われ

る。

床面確認面より凡そ40~50cm ローム層を掘り込

み、部分的に厚さ 4~5 cmほど黒褐色土とロームの

混合土を客土して作られている。鼈前から住居中央

にかけては踏み固めてできた堅い面が広範囲に検出

された。床下の掘りかた底面は平らである。

鼈北壁のほぼ中央に壁を背にして屋内に袖をだす

〖←三
; : : 

ヽ、＼二'、(¼)

小片が少量挟み込まれていた。焚口から燃焼部にか

けての天井はすでに落下していた。燃焼部は床面と

ほぽ同レベルであり、焼け方は強くはなかった。

柱穴存在しなかった。

貯蔵穴竃の右側に長軸38cm短軸26cm、深さ 57cmの

規模の楕円形で柱穴状のものが検出された。

壁周溝存在しなかった。

遺物 鼈の前方から貯蔵穴周辺にかけて土師器長

甕・坪の破片が発見されたが、極めて少量であった。

備考 鼈の袖部を構成する粘土中に片岩の小片を入

れるという特異点が見られたが、これが何を意味す

るかは明らかでない。本住居跡の年代は 7 世紀前半

とみられる。 （小林）

ど%) □□□

二ん） ｀口／］虞）
゜ l : 4 10cm ゜ 1: 3 10cm 
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第 3 節 古墳時代の遺構と遺物

第61号住居跡出土遺物観察表 (PL. 128)

甜番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 +16 ロ (18.6) 底 (72) ①普通・白色鉱少董 ② 外面 口縁部横撫で、胴部箆削り。内面胴

甕 口縁部片と底部片 酸化・硬 ③鈍い赤褐色 上部は箆撫で、底部は撫で。

2 土師器 埋没土 口 (20.0) 高一底ー ①細・灰色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。

甑 口～頸部片 化・硬 ③鈍い橙色

3 土師器 床上 ロ（13.6) 高一底一 ①細・央雑物なし ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部横箆削り。

坪 埋没土 口～底部片 化・硬 ③鈍い黄橙色 内面撫で。

4 土師器 +l 口 12. 7 高4.5 ①細・灰雑物ほとんどな 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 丸底 ほぼ完形 し ②酸化・硬 ③橙色 削り。内面体部撫で。

5 土師器 -1 口(12.8) 高一底一 ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部箆削

杯 口～底部片 化・硬 ③鈍い橙色 り。内面体部撫で。
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第 147図
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゜

土層注記

1.黒褐色土斑状の暗褐色土 ローム粒混入。

2. 黒褐色土 1 と類似だが、斑状の暗褐色土は

1 よりも少ない。ローム粒は、多くなる。

3. 黒褐色土斑状の暗褐色土は大きくなり、

少量となる。 1 、 2 以上に、堅くしまった土。

4. 褐色土 ローム粒、プロック多量に混入。壁

の崩れたものか。

5. 黒色土 ローム粒混入。粗粒でざらざら。

6. ロームと黒色土の混合土 ロームの量多い。

7. 黒褐色土 ローム小プロックを多く含む。

8. ロームと黒褐色土の混合土 ローム極めて多

く、全体に黄褐色を呈する。

2 6 L-172.1。 G'9. ロームと黒褐色土の混合土ローム少なく、

・一可＼＼、し41砂／□~ -~10・：｀：：：；：］黄褐色を呈する。
11.淡褐色粘質土黒色土小塊を少量含む。

12. 淡褐色粘質土 土坑壁に粘土を貼っている。

13. ローム塊と黒褐色土 褐色土の混合土。

14. 黄褐色土 黒色土の小塊を少星含む。

第65号住居跡実測図
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第 3 章 検出された遺構と遺物

第65号住居跡

位置

形状

面積

長辺5.08m、短辺4.66mのやや歪んだ方形。壁

は遺存状態良好であり、壁高14~66cm を測る。

23.57m' 

埋没土 凡そ 5 層の黒褐色土、褐色土によって、壁

際から徐々に埋まっていった様相を呈していた。

床面

鼈

5 区41B48 写真

方位

確認面より褐色土、

PL.35 

N-111ー-E 

ローム層を30~80cm掘り

込み、黒色土、黒褐色、ロームの混合土を厚さ 15~30

cm客土し、水平かつ平坦に整地して床面としている。

鼈前では径1.15m、深さ 30cmの正円形の床下土坑が

検出された。土坑の壁面及び底部の一部には厚さ 2

~3 cmの淡褐色粘土が貼られ、底部には片岩の小塊

が数十個置かれていた。

東壁の南寄りの位置に黄色粘土と雲母石英片岩

G̀ 
g . 

を用いて屋内に造り出されていた。焚口の両端には

前述の片岩がやや内側に傾けて突き刺してあった。

燃焼部は強く焼けており、焼土が多量に残っていた。

柱穴

でいずれも下部が 2 個の穴になっていた。規模は

P, : 50cm X 7 4cm、 P 2 : 68cm X 90cm、 P3: 78cmX92 

cm、

貯蔵穴

楕円形で底部が 2 個の穴になっているものを検出し

た。

壁周溝

深さ 5~14cmの規模のものが全周していた。

遺物

4 個確認されたが、建て替えが行われたよう

P •: 52cmX76cmである。

鼈の右脇に長軸74cm短軸68cm、深さ 36cmの

鼈下から貯蔵穴部分を除いて、幅18~30cm、

土師器長甕・小型甕・坪、須恵器甕の破片及

び手捏土器、砥石、石製品が住居全体に散在して出

鼈全長
燃焼部長

燃焼部幅

焚口部幅

c
 

I 
こ1·

108cm 

38cm 

24cm 

30cm 

L • 172.20 _ ~• 

O
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.
1
 

E
 

L • 172.00 

h d 

ン E 

| 
仁l·

土した。なお、手捏土器は竃袖上に出土した。

備考 本住居跡の年代は 6 世紀

後半とみられる。 （小林）

土層注記

a. 黒褐色土 黄褐色の小塊を若干含む。細粒で締りがない。

b. 黄色粘土 黒色土の小塊、炭化物、ローム粒を若干含む。天井部の構造材。

C •暗赤褐色土焼土、炭化物、灰の混合土。

d. 焼土

e. 暗褐色土 ロームプロックを多く含む。

f.赤褐色土 焼土を多量に、炭化物を少量含む。細粒だがあまり締りない。

g．赤褐色土焼土小塊、炭を多く含む。細粒だが、締りがない。

h. 黒褐色土 ロームプロックを少量含む。細粒で締りは弱い。

i.暗赤褐色土 焼土の小塊を多く含む。ガサガサして、締りがない。

j.焼土 粘土が焼けて鮮やかな朱色を呈する。

k. 黄色粘質土 燃焼部奥の天井部を構成していたものと思われる。

l. 黄色粘土黒色土を含む。

m. ロームと黒色土の混合土

゜ lm 
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第 3 節古墳時代の遺構と遺物
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第 3 章検出された遺構と遺物

第65号住居跡出土遺物観察表 (PL. 128)

目番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 +23 ロ(17.0) 高一底一 ①普通・白色灰色鉱多量 内外共口縁部横撫で。外面 胴部縦箆削り。

長胴甕 口～胴％ ②酸化・普通 ③暗赤褐色 内面胴部箆撫で。

2 土師器 +29 口 (2 1. 0) 高一底一 ①粗・白色鉱多量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面胴部縦箆削り。

長胴甕 口～胴½ 化・普通 ③鈍い赤褐色 内面胴部撫で。

3 土師器 +5 口 14.2 高13.0 ①普通・灰色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部斜め箆削り。

甕 底4.0 口～底％ 酸化・普通 ＠冷［い黄橙色 内面胴部撫で。

4 土師器 +53 ロ (2 1. 6) 高一底一 ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。

甕 口縁部片 化・普通 ③橙色

5 土師器 +25 ロ (22.0) 高一底一 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。

甑 口縁部片 化・硬 ③鈍い橙色

6 土師器 +62 口(13.6) 高一底一 ①細・灰色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で外面体部～底部箆削

坪 ロ～底％ 化・普通 ③明褐色 り。内面体部撫で。

7 土師器 +9 口 (12.0) 品4.0 ①細・白色赤色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部箆削

坪 丸底口～底％ 酸化•普通③飩い赤褐色 り。内面体部撫で。

8 土師器 埋没土 口 (11.6) 品3.2 ①細・灰色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部箆削 外面底部は黒褐

坪 底ーロ～底％ 化・普通 ③鈍い橙色 り。内面体部撫で。 色。, 土師器 +50 稜(11 .0) 高一底一 ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 口～底％ 化・普通 ③鈍い黄橙色 削り。内面体部撫で。

10 土師器 埋没土 口 (16.0) 高一底ー ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部箆削り。

坪 口～体％ 化・硬 ③橙色 内面体部撫で。

11 土師器 +25 口 (13.8) 高一底一 ①細・黒色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部箆削り。 内外共黒色処

坪 口～底％ 化・硬 ③黒褐色 内面体部撫で。 理。

12 土師器 埋没土 口 (12.2) 高一底一 ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部横箆削り。

坪 口～体部片 化・硬 ③橙色 内面体部撫で。

13 土師器 +18 ロー高一裾(10.3) 暉・灰色鉱微量②酸 外面脚部縦箆削り。

高杯 脚部片 化・硬 ③鈍い赤褐色 内面脚部撫で。

14 手捏土 鼈内 口4.7 高5.4 ①細・央雑物ほとんどなし 内面、外面とも、指による撫で調整。 内外共に指頭圧

器 -42 底4.0 完形 ②酸化・普通 ＠滲机渇褐色 痕あり。

15 手捏土 竃内 ロ3.8 高4.0 ①細・灰雑物なし ②酸 内面、外面ともに指による撫で調整。 内外共に指頭圧

器 +7 底3.2 ほぼ完形 化・普通 ③鈍い褐色 痕あり。

16 須恵器 埋没土 胴部片 ①細・央雑物ほとんどなし 外面格子目叩き。

甕 （縦7.5 横4.7) ②還元・硬 ③暗灰色 内面青海波叩き。

17 石核 +9 材質 雲母石英片岩。長さ 14. 5cm 幅8.2cm 厚さ 3.1cm 重さ 400g。雲母の様に、非常に薄く剥れやすく、また

非常に、軟かく、もろい。

18 砥石 -1 材質牛伏砂岩。長さ 12.5cm 幅6.8cm 厚さ 3.0cm 重さ 300g。川原石の利用。左平面の左側が原石面、他の側

部は、旧時の割れ口。片側に突込の小穴。片側に研磨とならし痕あり。主体は、軟質の物質か。

第66号住居跡

位置 5 区36B49 写真 PL.36 

形状長辺4.30m、短辺4.24mを測るやや歪んだ方

形。壁は残りが悪く、壁高 0~34cmである。

面積 16.98面 方位 N-82°-E

埋没土 凡そ 5 層の黒褐色土、茶褐色土等によって

埋められているが、埋まり方は明らかでない。

床面 確認面からローム層まで凡そ20~50cm掘り込み、

凹凸のある掘りかた底面上に厚さ 10~20cmの暗褐色土

を客土してほぼ平らに整地されていたが、やや北側に傾

斜していた。竃前には小範囲に堅い面が認められた。

鼈 東壁のほぼ中央に黄灰色粘土と石を用いて屋内

に造り出されていた。石は棒状の雲母石英片岩と板

状の泥岩であり、前者は焚口の両端と支脚に、後者

164 

は焚口の天井に使用されていた。しかし、泥岩は焚

口の前にはずされた状態で出土した。この鼈には長

甕が 2 個並べてかけられた状態で出土した。

柱穴 全部で 6 個のピットが検出されたが、柱穴は

住居の四隅を結ぶ対角線に載る位置のものとみられ

る。柱穴の規模は P 1 : 44cm X 56cm、 P2: 34cmX60 

cm、 P 3 : 30cm X 58cm、 P • : 40cm X 35cmである。

貯蔵穴鼈の右脇に検出。円形で、規模は径30cm、

深さ 77cmである。 壁周溝存在しなかった。

遺物 前述の外、竃の前を中心に土師器壺・甑・坪

が少量発見されたが、完形品が多かった。

備考本住居跡は遺物の出土量は少ないが、竃にか

けられていた長甕を始め完形品が目立った。いかな

る訳であろうか。住居の年代は 6 世紀後半。（小林）
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6. 暗褐色土とロームの混合土 ロームより暗褐色土のほ
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C •黄灰色粘質土 炭化物、褐色土を若干含む。天井部を

構成していた粘土が落下したものと思われる。

d. 暗赤褐色土焼土、炭化物を多量に含む。

e. 暗赤褐色土 d に酷似するが砂質で締りなし。

f.暗褐色土混入物少ない。灰を含む。
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第 3 章検出された遺構と遺物
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第 3 節古墳時代の遺構と遺物

第66号住居跡出土遺物観察表 (PL. 128 、 129 、 130)

尉番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

l 土師器 鼈内 口21. 3 高35.5 ①普通・灰色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面 胴部縦箆削り。

長胴甕 +3 底6.0 完形 酸化・普通 ③明赤褐色 内面胴上半部箆撫で、胴下半部輪積痕あり。

2 土師器 鼈内 ロ (2 1. 0) 高34.7 ①普通・白色灰色鉱多量 内外共口縁部横撫で。外面胴部斜め箆削り。

長胴甕 +11 底5.4 口～底％ ②酸化・普通 ③褐色 内面胴部撫で、下半部輪積痕あり。

3 土師器 +26 口 19 4 高26.3 ①普通・灰色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部斜め箆削り。

甕 丸底口～底％ 酸化・普通 ③疵い黄橙色 内面胴部箆撫で。

4 土師器 +9 口 16. 7 高14.9 暉通・白色灰色鉱多蘭② 内外共口縁部横撫で。外面胴部箆削り。

小型甕 丸底ほぽ完形 酸化・普通 ＠冷もい赤褐色 内面胴部撫で。

5 土師器 +7 口 (25.0) 高298 ①細・灰色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面胴部縦箆削り。

甑 底10.8 口～底％ 化・普通 ③橙色 内面胴部撫で後、一部磨き。

6 土師器 +4 口27.0 高29.1 ①普通・白色鉱微量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部斜め箆削り。

甑 底10.7 ほぼ完形 酸化・普通 ③橙色 内面胴上部～中央部は撫で後磨き、下部撫で。

7 土師器 +9 口 10 0 高10.2 ①細・白色鉱微最 ②酸 内外共口縁部横撫で、胴部～底部横箆削り。

一竺 丸底ほぼ完形 化・普通 ③鈍い橙色 内面胴部撫で。

8 土師器 +12 口 16. 9 高63 ①細・灰雑物ほとんどなし 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部箆削

坪 底6.7 完形 ②酸化・普通 ③橙色 り。内面体部撫で。

9 土師器 +16 口 14.1 高5.1 ①細・赤色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部箆削

坪 丸底完形 化・普通 ③橙色 り。内面体部撫で。

10 土師器 +13 口 13.1 高4.3 ①細・赤色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部箆削

坪 丸底完形 化・普通 ③橙色 り。内面体部撫で。

11 土師器 +15 口 12.3 高3.9 ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部横箆

坪 丸底完形 化・普通 ③橙色 削り。内面体部撫で。

12 土師器 +12 口 13.0 高4.2 ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 丸底ほぼ完形 化・普通 ③鈍い黄橙色 削り。内面体部撫で。

13 土師器 +3 口 13.1 尚4.1 ①細・灰色鉱微星 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部横箆

坪

第68号住居跡

位置 5 区30C01

丸底完形 化・普通 ③橙色

写真 PL.37 

形状 長辺3.56m、短辺3.48mの方形を呈する。西側

壁はほとんど残っていないが、その他は10~34cm残存。

面積 11.84面 方位 N-101°-E

埋没土凡そ 4 層の褐色土や黒褐色土によって埋

まっている。壁際から埋まっていた様相を呈してい

るが、淡褐色土やロームのブロックを斑に含むこと

から短時間に埋まったものと思われる。

床面確認面のローム層から20~60cm掘り込み、褐

色土やロームの混合土を厚さ 10~30cm客土して床が

造られている。掘りかた底面は著しく凹凸があるが、

床面はほぼ水平かつ平坦に整地されていて、竃前に

は踏み固めてできた堅い面が残存していた。

鼈 北側と東側のそれぞれの壁の中央に 2 カ所検出

された。北壁の方が先に造られたようで、焼土と一

部粘土が残るのみで、袖は全く存在しなかった。残

存部分は燃焼部分と煙道の一部である。東壁の方は

削り。内面体部撫で。

岩である。石は焚口の両端、天井及び燃焼部の支脚

に使われていたが、天井石は焚口両側の石に架せら

れた状態で出土した。なお、焼土は比較的多く残っ

ており、長期の使用が窺えた。

柱穴住居の四隅を結ぶ対角線上に 4 個検出され

た。いずれも平面形は円形であり、規模は P1: 50 

cmX46cm、 P 2 : 28cm X 56cm、 P 3 : 32cm X 36cm、p 4 : 

38cmX30cmである。これらの柱穴断面の調査によれ

ば P1 、 P2ヽいは柱根痕がよく残っていた。これによ

れば径20cm前後の柱が立てられたものとみられる。

貯蔵穴存在しなかった。

壁周溝 鼈の部分、西南隅の一部及び西壁の大部分

を除いて全周していた。規模は幅10~20cm、深さ 5

~15cmである。

遺物 土師器長甕・小型甕・甑・坪、砥石、棒状川

原石が大小の礫と共に住居全体に散在して出土し

た。長甕は鼈前左のp 4 ピットの近くに完形で出土し

ていた。また、南壁中央の周溝上には棒状川原石が

壁を背にして屋内に袖を造り出す形態に造られてい 9 個まとまって出土しており、注目される。

た。用材は灰黄褐色粘土と扁平で細長い雲母石英片 備考本住居跡の年代は 6 世紀後半。 （小林）
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第 3 章 検出された遺構と遺物

H
 

/

5

 妙

—— 

-

H

 
Q
、
上

」
j
i

ーーJ/ 1 

/l'./: 
I 

閃
）

H' 

A' 

.

I

V

 

ot

s
a
.
T
 

g
 

| 
g. 

土層注記

1.黒褐色土

む。

2. 暗褐色土 淡褐色の小塊、ローム

プロックを斑に含む。

3. 褐色土 ロームプロック、炭化物

を少星含む。

4. 明褐色土 ローム粒を多く含み、

やや粘質。炭化物若干含む。

5. 黒褐色土 ロームプロックを多量

に含む。上部は、かなり堅く踏み

しめられている。

6. ロームと褐色土の混合土

強い。

7. 褐色土

合土。

淡褐色の小塊を斑に含
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ロームと黄色軽石の混

H
 

L • 175.30 

5• 
9
A
 

H' a . a . 

゜ 2m 

Q• 
I 

| 
Q. 

. '̀.) 

0
｣
"
S
l
l
 
ｷ
 7
 

鼈全長
燃焼部長

燃焼部幅

焚口部幅

88cm 

50cm 

20cm 

18cm 

0
6
'
H
l
 ｷ
 1
 

I 
Uｷ 

国・I 

F L ｷ 174.,。 F'

二麟拿
D
 

L • 175.30 
ローム

゜ lm 

D
 

土層注記

a. 黒褐色土

含む。

b. 淡褐色土 灰肌色粘土プロックを少量含

む。細粒、粘質。

C. 褐色土 黒色土プロック、ローム小塊

を少量混入。細粒、粘質。

d. 暗赤褐色土焼土、炭化物を多量に含

む。細粒でガサガサしている。

e. 肌色粘土灰色がかっている。天井部を

構成していた粘土と思われる。

淡褐色土プロックを少塁斑に f.黒褐色土

g．焼土

h. 黒褐色土とロームの混合土

i.褐色土とロームの混合土 ロームの量が

極めて多い。

j.黄褐色土袖部分。

ィ．黒褐色土細粒だが締りない。炭化物若

干混入。

ロ．暗赤褐色土

む。

粘土小塊、炭化物を含む。

焼土小塊、炭化物を多く含

第 152図 第68号住居跡実測図
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第 153図

第68号住居跡出土遺物観察表 (PL. 130)

第68号住居跡出土遺物実測図

樹番号
器種

出土位置
口径尚さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

l 土師器 +4 口20.4 高34.5 ①普通・灰色鉱多堡 ② 内外共口縁部横撫で。外面 胴部縦箆削り。

長胴甕 底3.5 ほぼ完形 酸化・普通 ③暗褐色 内面胴部箆撫で。

2 土師器 +12 ロ (17.2) 高一底一 ①普通・灰色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部縦箆削り。

甕 口～頸部片 酸化・普通 ＠冷［い黄橙色 内面胴部撫で。

3 土師器 +2 口22.5 高227 ①普通・灰色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面 胴部斜め箆削り。

甕 底6.0 口～底％ 酸化・普通 ③暗褐色 内面胴部箆撫で。
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國番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

4 土師器 +7 底部片 (6.8) ①普通・灰色鉱多量 ② 外面胴下半縦箆削り。 木葉痕あり。

甕 酸化・硬 ③鈍い褐色 内面底部撫で。

5 土師器 +8 口 (21. 0) 高一底一 ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面胴部縦箆削り。

甑 口～胴％ 化・硬 ③橙色 内面胴部箆撫で。

6 土師器 -1 口 16 8 高136 ①普通・灰色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胸部縦箆削り。 輪積痕あり。底

甑 底6.0 ほぼ完形 酸化・普通 ◎飩い黄橙色 内面胴部箆撫で。 部に木葉痕あり。

7 土師器 +18 口 13 4 高4 5 ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部箆削

坪 丸底完形 化・硬 ③鈍い橙色 り。内面体部撫で後、暗文。

8 土師器 +6 口 12.2 高39 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 丸底完形 化・普通 ③橙色 削り。内面体部撫で。

9 土師器 +6 口 (13.0) 高一底一 ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部横箆削り。

坪 口～底％ 化・普通 ③鈍い橙色 内面撫で。

10 こもあ +4 材質 雲母石英片岩。長さ 13 8cm 幅8.1cm 厚さ 2.9cm 重さ 500g。図左右側面に、敲打して剥離させた部分あ

み石 り。この他に、 8 個の石が、集中して出土している。

11 砥石 +12 材質 角閃石安山岩（ニツ岳軽石）。長さ 9.1cm 幅8.4cm 厚さ 3.8cm 重さ 100g。転石の利用。部分的に原石面

あり。それを除き、他は研磨面。手持砥のためか、各面の曲率は高い。主体は金属。
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土層注記

1.黒褐色土淡褐色土小塊

を斑に含む。細粒だが締

まらない。

2. 褐色土 1 と類似。締

りは強い。ロームブロッ

クも少量混入。

3. 黄褐色土 ロームプロッ

クを多盤に含む。粗粒で

締りがない。

4. 暗褐色土 ローム粒、焼

土粒を多量に含む。細粒

で締りが強い。

5. ロームプロック主体の混

合土（芋穴）

6. ロームプロックと褐色土の混合土上部層は

ローム量が多く、堅くしまっている。

7. ロームと黒色土の混合土細粒、粘質で堅くし

まっている。黒色土の量が多い。

8. ロームと黒褐色土の混合土

9. 暗褐色土 ローム小塊を多量に含む。

10. 暗褐色土 下部にローム粒を少量含むが、上半

部は ほとんどない。

11. 黒褐色土細粒で締りがない。

12. 暗褐色土 やや粗粒。締りない。

13. ロームと黒色土の混合土 黒色土が多い。

14. 暗褐色土 ローム小塊を少輩含む。細粒で締り

が強い。

゜ 2m 

第 154図 第70号住居跡実測図
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第70号住居跡

位置 5 区30C07 写真 PL.38 

形状 東側が一部道路下に入り込むため、形状は不

明と言わざるを得ないが、柱穴のあり方からすると、

一辺3.90m前後（この長さは南北壁長）の正方形と推

定される。壁高は 0~16cmである。

面積不明 方位推定N-90°-E

第 3 節古墳時代の遺構と遺物

傾斜している。北半分は芋穴によってかなり破壊さ

れているが、住居中央部には部分的に堅い面が検出

された。

鼈調査範囲内からは検出されなかった。

柱穴 ピットは 4 個検出された。このうち柱穴は P2

~Pよみられる。規模は P 2 : 40cm X 58cm、p 3 : 42 

cmX78cm、 P •: 42cmX33cmである。

埋没土凡そ 4 層の褐色土、黒褐色土によって埋没 貯蔵穴不明 壁周溝存在しなかった。

しているが、浅いため埋まり方は明らかでない。

床面確認面からローム層を30~70cm掘り込み、褐

色土やロームの混合土を厚さ 30~40cm客土して床面

が造られている。床面は平坦であるが、北・西側に

遺物 土師器長甕・坪の破片がごく少量と棒状川原

石が 2 個検出された。

備考本住居跡は東側が道路下に入り不明な部分が

多いが、年代は出土遺物から 7 世紀前半。 （小林）
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第 155図 第70号住居跡出土遺物実測図

第70号住居跡出土遺物観察表 (PL.-)

目番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 -28 口 (20.3) 高一底一 ①粗・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面胴部箆削り。

甕 口～胴部片％ 化・普通 ③明赤褐色 内面胴部撫で。

2 土師器 +29 ロー高一底（丸底） ①粗・白色鉱少量 ②酸 外面胴下半部横箆削り。

甕 胴～底部片 化・普通 ③黒褐色 内面底部撫で。

3 土師器 -6 口(135) 高一底一 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部横箆削り。

坪 口～底％ 化・普通 ③橙色 内面体部撫で。

第72号住居跡

位置 4 区25B40 写真 PL.38 

形状長辺4.83m 短辺4.02m の長方形を呈する

が、南東の角がやや崩れた形である。

面積 18.69面 方位 N-57°-E

埋没土 褐色土ブロックを斑状に多く混在する黒褐

色土を主体とするが、床面に近い下層ではロームブ

ロックをより多く含む。

床面 ロームブロックを多量に含む粘性の強い暗黄

褐色土を掘りかた面に客土し、床面は比較的堅くし

まっている。壁高は、 5~48cmを測る。また住居跡

の中央には、径が1.6m程の円形となる床下土坑が検

出された。なお、掘りかた面はでこぽこした面であ

る。

鼈東壁のやや南寄りに位置し、残存状態は比較的

良い。焚口部から燃焼部にかけて擢鉢状にくぽみ、

煙道部が立ち上がる。袖部はローム粒や焼土粒を多

量に含む暗褐色土を構築材とし、堅くしまっている。

焚口部には袖石や天井石は確認されなかった。また、

袖部内壁は、赤く焼土化している。

柱穴 住居外形の対角線上の比較的内側に寄った位

置に、 4 本の主柱穴が検出された。

貯蔵穴 竃の右側に位置し、径が65cmほどで、深さ

が33cmを測り、円形を呈する。

遺物 貯蔵穴内から甕や甑の完形品が、また埋没土

中より甕や坪等の破片が出土した。

備考本住居跡の年代観を出土遺物より 7 世紀前半

としたい。 （谷藤）
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土層注記

1.黒褐色土斑状の褐色土、ローム粒混入。細粒。
2. 黒褐色土 1 に類似。炭化物粒も混入。

3. 褐色土 ローム粒、ロームプロック多量に混

入。炭化物粒も含む。 1 、 2 に比べ、しまっている。

4. 暗褐色土 径 2~3 cm大のロームプロック混入。
5. 暗褐色土 斑状の褐色土、ローム粒多量に混入。

新しい土坑の可能性あり。

6. 暗黄褐色土 ロームプロックを多量に含み、黄色
系で、かなり粘質で堅くしまっている。

7. 暗褐色土とロームプロックの混合土（床下土坑）

心

冒
土層注記

寵全長
燃焼部長

燃焼部幅

焚口部幅

58cm 

44cm 

42cm 

47cm 

a. 暗褐色土焼土小プロックを多

く含み、パサパサしている。

b. 暗褐色土焼土プロック、ロー

ム粒を含み、 a より明るい。

C •灰褐色土 黄色系の砂質土を多

量に含み、堅くしまっている。

d. 暗褐色土住居埋没土。

e. 暗褐色土 ローム粒、焼土粒を

多く含み、堅くしまっている。

f.暗赤褐色土焼土粒、多星混

入。

g．暗褐色土 ロームプロックを少

量含む。黒灰を含み、粘質。

h. 暗黄褐色土 ロームプロックを

多く含み、粘質。
゜ lm 

第 156図 第72号住居跡実測図
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第72号住居跡出土遺物観察表 (PL. 131)

第 157図 第72号住居跡出土遺物実測図

目番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 +9 ロ (2 1. 0) 底6.7 ①粗・白色鉱多量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 胴部箆削り。

長胴甕 口～胴・胴～底％ 化・普通 ③橙色 内面胴部撫で。

2 土師器 +9 口 (22.3) 高一底一 ①粗・白色鉱多量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 胴部縦箆削り。

長胴甕 口～胴％ 化・普通 ③鈍い橙色 内面胴部撫で。

3 土師器 -37 口26 8 高33.6 ①細・灰色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 胴部縦箆削り。

甑 底11.4 ほぼ完形 化・普通 ③鈍い黄橙色 内面胴部箆撫で。

4 土師器 -30 口 13.7 高3.8 ①細・白色微鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部箆削

坪 丸底口～底％ 酸化・普通 ③明赤褐色 り。内面体部撫で。

第73号住居跡

位置

形状

る。

面積

埋没土

床面

4 区22B43

長辺3. 76m 

12.62m' 

写真 PL.38 

短辺3.55mのほぼ正方形を呈す

方位 N-83ー-E 

褐色土ブロックを斑状に多く混在する黒褐

色土を主体とするが、床面に近い下層ほど混入物が

少なくなる。

ロームブロックを多量に含む粘性の強い暗黄

褐色土を掘りかた面に客土し、床面は比較的堅くし

まっている。掘りかた面は、かなり凹凸のあるでこ

ぽこした面となる。

鼈 東壁の中央に位置し、残存状態は比較的良好で

ある。焚口部から燃焼部にかけて播鉢状にかなり＜

ぼみ、煙道部が急傾斜に立ち上がる。左右の袖部の

先端（焚口部）に、棒状の石を立位に埋め込んであ

ること等から、 この焚口部に位置する袖部は、石で

鳥居状に組まれていたものと考えられる。袖部はや
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や暗い黄色ローム土を主に構築材とし、堅くしまっ

ている。

貯蔵穴

また袖部内壁は、赤く焼土化している。

掘りかたの調査の段階で、鼈右側より一辺

が45cm深さ 80cmほどを呈する方形のものが確認され

た。

柱穴 住居外形の対角線上に、 4 本の主柱穴が検出

された。

遺物 床面直上のものをも含め住居跡全体に分布

し、大型・小型の甕、坪、他に須恵器の壺などが出

土している。

備考 本住居跡の年代観を出土遺物より 7 世紀前半

としたい。 （谷藤）
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土層注記

1.暗褐色土 斑状の褐色土、ローム粒混入。細粒で締りがある。

2. 黒褐色土 斑状の褐色土、ローム粒混入。 1 より、はっきりし

ている。細粒で粘性あり。

3. 黒褐色土斑状の褐色土が 1 、 2 より多量。細粒。

4. 黒褐色土 斑状の褐色土の量、非常に少量。径 1 cm大のローム

プロック混入。特に下層部に集中。細粒で締りあり。

5. 暗褐色土とロームプロックの混合土 粘性強くしまっている。
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寵全長
燃焼部長

燃焼部幅

焚口部幅

第 158図

土層注記

a. 暗褐色土焼土小プロックを多く含み、パサパサ。

b. 暗褐色土 ローム粒を含み、 a より明るい。

C. 黄色土 ロームプロック。

d. 暗褐色土 焼土を含み、やや赤色系。ローム粒も含む。

e. 赤暗褐色土 d より赤色焼土（崩落焼土）を多く含む。

f.赤黒褐色土焼土ブロック 黒灰を多量に含む。

g．黄暗褐色土砂質の黄色ロームを多量に含む。

h. 黄色土 堅くしまっている（カマド袖材）。

i.黒褐色土 ロームプロックを少量含む。締りあり。

j.黒褐色土 iに類似。ロームプロック含まず、暗い。

70cm 

28cm 

34cm 

42cm 

第73号住居跡実測図
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第 159図 第73号住居跡出土遺物実測図

第73号住居跡出土遺物観察表 (PL.131)

屈番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

l 土師器 +5 口 21. 9 高37.6 ①普通・灰色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部縦箆削り。

長胴甕 底5.5 口～底％ 酸化・普通 ③暗褐色 内面胴部箆撫で。

2 土師器 +7 ロー高一底一 ①普通・白色灰色鉱少星 外面胴部箆削り。

甕 胴(16.5) ｾ ②酸化・普通 ＠漉団ミ褐色 内面胴部撫で。

3 土師器 +24 ロ（132) 高一底一 ①細•黒色微鉱微量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部箆削り。

小型甕 口～胴％ 酸化・硬 ③橙色 内面胴部箆撫で。

4 土師器 +15 口(14.0) 高一底一 ①細・爽雑物なし ②酸 内外共口縁部横撫で。外面胴部箆削り。

小型甕 ロ～胴％ 化・硬 ③灰黄褐色 内面胴部撫で。

5 土師器 埋没土 口(12.2) 高一底一 ①細・灰雑物なし ②酸 内外共口縁部横撫で。外面胴部横箆削り。

小型甕 口～胴％ 化・硬 ③褐灰色 内面胴部撫で後、暗文。

6 土師器 +19 口 (14.0) 高3.8 ①細・赤色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部斜め

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③橙色 箆削り。内面体部撫で。

7 土師器 +28 口 (12.0) 高一底一 ①細・灰色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部横箆削り。

坪 口～底部片 化・普通 ③鈍い橙色 内面体部撫で。
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屈番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土②焼成③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

8 土師器 鼈 口(14.4) 高一底一 ①細・灰色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部横箆削り。

坪 埋没土 口～底％ 化・普通 ③橙色 内面体部撫で。, 土師器 +17 口 (14.0) 高一底一 ①細・灰雑物なし ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部箆削り。

坪 口～底部片 化・普通 ③鈍い橙色 内面体部撫で。

10 須恵器 +2 口8.5 高107 ①細・灰色鉱少量 ②還 ロクロ整形（右回転）。胴下半部～底部回転箆

短頸壺 丸底 ほぼ完形 元・硬 ③灰色 削り（右回転）。

11 須恵器 +17 ロー高一底一 ①細•黒色白色微鉱少量 ロクロ整形（右回転）。肩部・胴部下半は自然 胴下半部黒（自

短頸壺 胴 (14.6) ｼ ②還元・硬 ③灰色 釉、胴部に波状文あり。 然釉）。

12 須恵器 +19 口一高一底 (9.0) ①細・白色微鉱少量 ② ロクロ整形、回転箆切り。

坪 底部片 還元・硬 ③灰色

13 砥石 埋没土 材質 牛伏砂岩。長さ 1 1. 4cm 幅7.lcm 厚さ 2 9cm 重さ 300g。川原石の利用。研磨面は、明瞭でなくならし痕

が、図平面側に残される。平面下半は、旧時の欠損。ならしの主体は、金属か。

第74号住居跡

位置 4 区18B39 写真 PL.39 

少ない暗褐色土を主とし、床面に近い下層ではロー

ムブロックを含み明るい。

形状 長辺4.52m短辺4.34mのほぼ正方形を呈する。 床面 ローム面をそのまま床面としており、堅く踏

面積 20.15m' 方位 N-66ー-E みしめられている。

埋没土 白色の細かい軽石を含むが、他の混入物の 鼈東壁のやや南寄りに位置し、残存状態は良好で
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土層注記

1.暗褐色土 白色の軽石を含み、粘性弱い。パサパサ。

2. 暗褐色土 1 と類似。白色の軽石含まない。

3. 明暗褐色土 ローム粒を含み、 2 より明るい。

4. 暗褐色土 2 と類似。粗粒でボソボソしている。

5. 暗褐色土 2 と類似。

6. 明暗褐色土 ローム粒を多く含み、明るい。

7. 明褐色土 ローム粒、プロックを多く含み、明る＜粘

質。

8. 明褐色土 7 と類似するがやや暗い。崩落壁を含む。

9. 暗褐色土 パサパサした土。 8 と同時期だが異質。
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第 160図 第74号住居跡実測図
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ある。焚口部から燃焼部にかけてやや擢鉢状にくぽ

み、煙道部が急傾斜に立ち上がる。左右の袖部先端

（焚口部）に配された棒状の石等から、この焚口部

に位置する袖部は、石で鳥居状に組まれていたもの

と考えられる。袖部はやや暗い黄色ローム土を主に

構築材とし、堅くしまっている。また袖部内壁は、

赤く焼土化している。

柱穴 住居外形の対角線上に、 4 本の主柱穴を検出。

貯蔵穴 鼈の右側に位置し、円形で40cm程の径をも

つ。

第 3 節 古墳時代の遺構と遺物

遺物 鼈燃焼部に立位で並列するかたちで 2 個の大

型の甕が、竃の右側及び貯蔵穴周辺に大型・小型の

甑、甕が、さらには住居跡全体から坪、高坪、こも

網石と考えられる石等が出土している。

備考本住居跡の竃内における甕の出土状況をみる

と、元々 2 個の並列で甕が据えられていたものと考

えられる。しかし、この型が特殊なものではなく、

他の住居跡においても 2 個並列に据えられていたと

考えられる鼈が多々見受けられる。本住居跡の年代

観を出土遺物より 7 世紀前半としたい。 （谷藤）
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a. 暗褐色土 ローム粒、少量の焼土粒、斑状の黒色土を含む。細粒。

b. 暗褐色土 ローム粒、焼土粒を少且含む。細粒で、締りのある土。

C. 黒褐色土 斑状の暗褐色土、ローム粒、焼土粒を含む。

d, 黒褐色土 C と類似。ローム粒多鼠に含み、明るい。

e. 黒褐色土 全体に焼土粒を多量に含む。炭化物粒、ローム粒も混入。

f.黒褐色土 d と類似。焼土の大型プロック混入（崩落焼土）。

g．明暗褐色土 ローム粒、焼土粒を多量に含み、粘質で堅くしまってい

る。

h. 暗黒褐色土黒灰を多量に含み、粘質。

i.黄褐色土 ロームを素材とした袖部。
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第 161 図 第74号住居跡躍実測図
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第 3 節 古墳時代の遺構と遺物

口
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第 163図 第74号住居跡出土遺物実測図 (2)

第74号住居跡出土遺物観察表 (PL. 131 、 132 、 133)

目番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 鼈内（右） 口22.3 高36.1 ①普通•白色灰色鉱多量② 内外共口縁部横撫で。外面胴上半～中央部

長胴甕 底4.2 ほぽ完形 酸化・普通 ③鈍い赤褐色 縦箆削り、下半部横箆削り。内面胴部箆撫で。

2 土師器 鼈内（左） 口 2 1. 5 高35.6 ①普通·灰色鉱多量 ② 内外共口縁部横撫で。外面 胴上半～中央部縦

長胴甕 底5.0 ほぼ完形 酸化・普通 ③暗褐色 箆削り、下半部斜め箆削り。内面胴部箆撫で。

3 土師器 -2 口 14.4 高13.6 ①普通・白色灰色鉱少最 内外共口縁部横撫で。外面 胴部縦箆削り。

小型甕 丸底 ほぽ完形 ②酸化・普通 ＠輝箇ミ褐色 内面胴部撫で。

4 土師器 + 1 口 14.6 高155 ①細・灰色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 胴上半～中央部

小型甕 底4.5 完形 化・普通 ③鈍い橙色 縦箆削り、胴下半部横箆削り。内面胴部撫で。

5 土師器 +26 口 13.0 高(13.0) ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 胴部箆削り。 底部に木葉痕あ

小型甕 底5.5 口～底％ 化・普通 ③橙色 内面胴部撫で。 り。

6 土師器 +15 口23.5 高28.1 ①細・灰色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面胴部縦箆削り。

甑 底10.5 完形 化・普通 ③鈍い橙色 内面胴部撫で後、磨き。

7 土師器 +3 口 19.0 高 13.1 ①細・白色鉱微星 ②酸 内外共口縁部横撫で。 外面胴部箆削り。

甑 底3.0 ほぼ完形 化・普通 ③鈍い橙色 内面胴上半～中央部撫で、胴下半部箆撫で。

8 土師器 +22 ロ＿高一底一 ①細・爽雑物なし ②酸 外面胴下半部縦箆削り、底部横箆削り。 多孔（底部に05 

甑 胴下半～底部片 化・硬 ③橙色 内面胴下半～底部箆撫で。 cmの穴）, 土師器 +7 口20.2 高10.1 ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部箆削

鉢 底5.5 口～底％ 化・普通 ③橙色 り。内面体部撫で。

10 土師器 +ll 口(17.8) 高一底ー ①細・灰雑物なし ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部不定方向箆

鉢 口～胴％ 化・普通 ③鈍い橙色 削り。内面体部撫で。

11 土師器 + 10 口14.0 高4.6 ①細・爽雑物なし ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部横箆削り。

坪 丸底ほぼ完形 化・普通 ③橙色 内面 口縁部～体部横撫で、底部箆撫で。

12 土師器 +8 口 14.0 高4.7 ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 丸底ほぽ完形 化・普通 ③鈍い橙色 削り。内面体部撫で。

13 土師器 +7 口 14.3 高3.7 ①細・灰色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部斜め箆削り。

坪 丸底ほぼ完形 化・普通 ③鈍い橙色 内面 口縁部～体部横撫で、底部撫で。

14 土師器 +7 口 14.6 高4.7 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で、体部～底部斜め箆削り。

坪 丸底ほぼ完形 化・普通 ③鈍い橙色 内面体部撫で。

15 土師器 +7 口 14.0 晶4.6 ①細・赤色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③鈍い褐色 削り。内面体部撫で。
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目番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

16 土師器 +10 口 14 3 高4.5 ①細・灰色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部横箆削り。

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③橙色 内面 口縁部～体部横撫で、底部箆撫で。

17 土師器 +7 口 (13. 6) 高一 ①細・赤色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部横箆削り、

坪 （丸底） 口～底％ 化・普通 ③鈍い橙色 底部斜め箆削り。内面体部撫で。

18 土師器 +11 口(12 8) 高 (4 6) ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部斜め

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③橙色 箆削り。内面体部撫で。

19 土師器 +36 口一高一裾8 5 ①細・灰色鉱微量 ②酸 外面脚部縦箆削り、裾部横撫で。

高坪 坪底部～脚部％ 化・硬 ③鈍い赤褐色 内面脚部横撫で。

20 須恵器 埋没土 胴部片（縦10.1 横 ①細・白色灰色鉱少量 外面平行叩き。

甕 7.0) ②還元・軟 ③黒褐色 内面青海波叩き。

21 砥石 埋没土 材質 角閃石安山岩（三ツ岳軽石）。長さ 5.8cm 幅3.9cm 厚さ 2.0cm 重さ 26g。転石の利用。表裏に部分的に研

磨面あり。主体は、小円礫のため、観察困難。

22 砥石 +20 材質 牛伏砂岩。長さ82cm 幅4.9cm 厚さ 20cm 重さ 98g。自然石の利用。片側に敲打痕様にみえる凹み。図

上端は、旧時欠損。

23 紡錘車 埋没土 材質 滑石。長軸3 8cm 短軸2.4cm 厚さ1. 8cm 孔径0.8cm 重さ 36g。全面を刃物で調整したのち、側面は、研

磨によって最終調整。長軸面端部は、刃物によって削り落されている。穿孔は、短軸方向からの一方向か。

24 こもあ +3 材質 雲母石英片岩。長さ 127cm 幅7.Ocm 厚さ 3.6cm 重さ 550g。図右側面は、敲打されて剥離している。こ

み石 の他に、ほぼ同重量の石が、 11個集中して出土している。

g
 

こ
＼

A' 

A
 □] 

り
）

Q
 

0

。

訳ヽ
ここ）

立 2
C 

:0: 
ー
／
）

g̀ 

0
2
.
g
o
o
I
.
T
 

I 
COｷ 

A L • 183.20 A' 

L
 

. 
J
 

0
6
.
Z
8
1
 ｷ
 1
 

. い
）

. 6
1
 

゜ 2m 

土層注記

1. 暗褐色上 混入物少なく、パサパサした土。

2. 暗褐色土 ロームプロックを少量混入。

3. 明暗褐色土 多鼠のロームプロック混入。

4. 暗褐色土 2 に類似するがやや粘質。

5. 暗褐色土 4 と類似。粘質にまさる。

6. 暗褐色土 ローム粒混入。 5 より明るい。

7. 暗褐色土 径 2 cm大のロームプロック混入。

炭化物も混入し、粘性のある土。

8. 褐色土 ロームプロック、炭化物粒混入。

9. 黄褐色土 ローム漸移層。ざらざらしている。

10. 暗褐色土 ローム粒多量に混入。粗粒。

第 164図 第75号住居跡実測図
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第75号住居跡

第 3 節

れ、堅くしまっている。

古墳時代の遺構と遺物

また、袖部内壁は、赤く焼

位置

形状

る。

面積

床面

4 区14B36

長辺4.90m

23.18m' 

埋没土

写真

短辺4.66mのほぼ正方形を呈す

方位

PL.39, 40 

N-3T-E 

ロームブロックを少量ないし多量に混在す

る暗褐色土・明暗褐色土を主に堆積する。

ローム面をそのまま床面としており、堅く踏

みしめられている。住居中央には円形の浅い床下土

坑が検出された。

土化している。なお、燃焼部中央には石の支脚が据

られており、

いる。

柱穴

遺物

さらに、高坪も支脚として転用されて

住居外形の対角線上に、 4 本の主柱穴が検出。

貯蔵穴 竃の右側に位置し、円形で80cm程の径をも

ち、深さ 70cmを測る。

壁周溝 北壁の一部、西壁、南壁の一部に幅25cm前

後の溝が「コ」字状に巡る。

竃内・周辺、貯蔵穴周辺に土器が集中してい

鼈 東壁の中央に位置し、残存状態は比較的良好で

ある。焚口部から燃焼部にかけては平坦で、煙道部

が緩やかに立ち上がる。左右の袖部先端（焚口部）

に配された棒状の石等から、 この焚口部に位置する

袖部は、石で鳥居状に組まれていたものと考えられ

る。袖部は黄色ローム土と褐色土の混在土で構築さ

る。遺物には大型・小型の甕及び甑、高坪、坪、

らに砥石が住居の南側に点在していた。特に竃の支

脚や袖部構築材として高坪が利用されているのが特

徴である。

備考

さ

本住居跡の年代観を出土遺物より 6 世紀前半

としたい。 （谷藤）

a . [
[
 

鼈全長
燃焼部長

燃焼部幅

焚口部幅

100cm 

90cm 

50cm 

37cm I 
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土層注記

a. 黒褐色土

b. 黒褐色土

C. 暗褐色土

d. 暗褐色土

e. 黒褐色土

む。

f.褐色土 炭化物粒、ローム粒混入。袖もしくは

天井部に使用された土の崩落か。

g．暗赤褐色土 焼土粒多量に混入。

h. 暗赤褐色土 gょり、多量に焼土粒混入。

i.灰赤褐色土焼土塊、全体に含まれている。

j.ロームと褐色土の混合土

k. 暗赤褐色土焼土粒、炭化物を多く含む。

1. 焼土

m. 黒色土 ローム小プロックを少量含む。

n. ロームと黒色土の混合土 細粒でやや粘質。

o. ロームと褐色土の混合土

P. 黒褐色土 ローム粒を少量含む。

q．ロームと褐色土の混合土 ロームの割合が多い。

r. ローム漸移層 褐色土のプロックを含む。

s. ロームと褐色土の混合土

t.黒色土

ローム粒混入。粗粒で締りない。

ローム粒、焼土粒、炭化物粒混入。

ローム粒、焼土粒混入。

ローム粒、焼土粒少量混入。

ロームブロック、焼土粒を多量に含

゜ lm 

第 165号 第75号住居跡鼈実測図
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第 3 節古墳時代の遺構と遺物

口

]
0ロ 口

21 (ｽ) 
。 1 :3 10cm 

乙 □ 
第167図 第75号住居跡出土遺物実測図 (2)

第75号住居跡出土遺物観察表 (PL. 133 、 134)

屈番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 +34 □ (27.0) 高一底一 ①普通・白色灰色鉱微量 内外共口縁部横撫で。外面 頸部縦箆削り。

大型甕 口縁～頸部片 ②酸化・普通③明赤褐色

2 土師器 鼈 口 (23.5) 高一底一 ①普通・灰色鉱微量 ② 内外共口縁部横撫で。外面 頸部箆削り。 外面黒色処理。

甑 口縁部片 酸化・硬 ③黒色

3 土師器 +11 口 14.8 尚101 ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面胴部～底部は横

小型甕 底ーロ～底％ 化・普通 ③橙色 と斜め箆削り。内面 胴部撫で後、暗文。

4 土師器 鼈 口 (10.0) 高一底一 ①普通・白色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部横箆削り。

小型壺 口～胴％ 酸化・普通③暗赤褐色 内面胴部撫で。

5 土師器 埋没土 口 (14.0) 高一底一 ①普通・灰色鉱少量 ＠酸 内外共口縁部横撫で。外面胴部縦箆削り。

小型甕 口～胴栢 化・普通 ③暗赤褐色 内面胴部撫で。

6 土師器 +ll 口25.7 高29.3 ①普通・灰色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部縦箆削り。 輪積痕あり。

甑 底9.9 口～底％ 酸化・普通 ③橙色 内面胴部箆撫で。

7 土師器 +l 口 15.6 高14.5 ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 胴部縦箆削り。

甑 底66 ほぼ完形 化・普通 ③橙色 内面胴部箆撫で。

8 土師器 鼈内 口 13.0 高5.0 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部横箆削り、

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③橙色 底部縦箆削り。内面体部撫で。, 土師器 +7 ロ (10.5) 尚3.9 ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 丸底口～底％ 化・硬 ③暗赤褐色 削り。内面体部撫で。

10 土師器 -3 口(14.5) 高 (4.5) ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③橙色 削り。内面体部撫で。

11 土師器 +7 ロー稜（11.8) ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 丸底口縁～底％ 化・普通 ③鈍い橙色 削り。内面体部撫で。

12 土師器 +18 口 (130) 高一底一 ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部斜め箆削り。

坪 口～体％ 化・普通 ③明褐色 内面体部撫で。

13 土師器 鼈内 口(158) 高一底一 ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部横箆削り。

坪 口～体％ 化・普通 ③鈍い赤褐色 内面体部撫で後、暗文。

14 土師器 鼈内 口 12.7 高9.5 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部と裾部は横撫で。外面体部～ 内面に暗文あ

高坪 底10.0 完形 化・普通 ③橙色 脚部箆削り。内面坪部は撫で。脚部は箆削り。 り。

15 土師器 鼈 口 12.8 高10.1 ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部と裾部横撫で。外面坪部横箆 右袖先端に埋め

高坪 底8.5 ほぼ完形 化・普通 ③鈍い赤褐色 削り、脚部縦箆削り。内面坪部と脚部撫で。 られていた。

16 土師器 鼈内 口 (13 8) 高9.3 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部と裾部横撫で。外面 坪部横箆

高坪 底9.6 口～底％ 化・普通 ③橙色 削り、脚部縦箆削り。内面坪部と脚部撫で。

17 土師器 +7 口一高一裾101 ①細・白色鉱微量 ②酸 外面脚部縦箆削り、裾部横撫で。

高坪 脚部％ 化・普通 ③橙色 内面脚部横撫で。

183 



第 3 章 検出された遺構と遺物

目番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

18 土師器 鼈内 口一高一裾10.2 ①細・白色鉱微鼠 ②酸 外面脚部縦箆削り、裾部横撫で。 坪底部に暗文あ

高坪 坪底部～脚部％ 化・普通 ③橙色 内面坪底部と脚部撫で。 り。

19 須恵器 +31 口一頸(50) ①細・灰色鉱少量 ①還 外面 ロクロ整形。 断面に橙色の帯あ

長頸壺 高一頸部％ 元・硬 ③灰オリープ色 内面 ロクロ幣形による撫で。 り。流れ込みか。

20 砥石 柱穴 材質 砂岩。長さ 80cm 幅6.5cm 厚さ 4.8cm 重さ 300g。自然石の角礫。図平面の手前小口を除き、金属と思わ

埋没土 れる、刃ならし傷。ならし痕あり。部分的に研磨面あり。研磨面は小さく、主体の推定は困難。

21 砥石 埋没土 材質 角閃石安山岩（ニツ岳軽石）。長さ 5.6cm 幅3.7cm 厚さ 1.7cm 重さ 25g。転石の利用。左平面図の右側と

上方は、旧時欠損。使用は、表裏と左上。主体は、金属。

22 砥石 埋没土 材質 角閃石安山岩（ニツ岳軽石）。長さ 10.4cm 幅63cm 厚さ 3.4cm 重さ 200g。転石の利用。図の上下端に原

石面あり。その他、研磨面。主体は、灰雑鉱物の凸出がなく、金属。

23 こもあ -7 材質 雲母石英片岩。長さ 13.9cm 幅7.3cm 厚さ 4.1cm 重さ 600g。図左右側面下方に、敲打されて、剥離した

み石 部分あり。これとほぽ同様の重呈の石が、 6 個集中して出土している。
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土層注記

1.暗褐色土 混入物なくパサパサした土。

2. 暗褐色土 汚れたロームプロック混入。

3. 暗褐色土 ローム粒少量含み、粘質。

4. 暗褐色土 ローム小プロック混入。粘質。

5. 明暗褐色土 ロームプロック多く含む。

6. 明暗褐色土 5 と類似。やや暗い。

炭

゜' 7. 明褐色土 ロームプロックを多獄に混入

させ、明る＜粘質。

8. 暗褐色土 白色軽石(B p)を多獄に含む

撹乱層。

9. 明暗褐色土 2 と類似。ローム粒多量。

10. 暗褐色土 径 1 cm大のロームプロック多

g
 

I

-

I

Z

m

 

184 

量に混入。

11. 暗黄褐色土

た土。

12. ロームプロックと暗褐色土の混合土

13. 黒褐色土とロームプロックの混合土

14. 黒褐色土 ローム粒、炭化物少量混入。

ロームプロックを堅く貼っ

第 168図 第76号住居跡実測図 (I)
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第 3 節 古墳時代の遺構と遺物

第76号住居跡

位置

形状

る

面積

4 区15B43

長辺6.04m

36.23m' 

埋没土

写真

方位

PL.40 

短辺5.94mのほぼ正方形を呈す

N-52ー-E 

ローム粒やロームブロックを混在させた粘

褐色、黒褐色土をサンドイッチ状に、床面にはロー

ムブロックを主とした黄褐色土を客土することで貼

床を構築し、床面は平坦で、よく踏みしめられ堅く

しまっている。なお、住居中央の南寄りに円形の床

下土坑が 2 カ所検出された。掘りかた面はでこぽこ

している。

性の弱いないしは粘質な暗褐色、明褐色の土が主に 鼈

堆積している。

床面 掘りかた面にロームブロックを混在させた暗

東壁のやや南寄りに位置し、残存状態は良好で

ある。焚口部から燃焼部にかけてやや揺鉢状にくぽ

み、煙道部が急傾斜に立ち上がる。鼈の周辺に竃に
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土層注記

ィ．暗褐色土 炭化物、焼土粒を含み、やや粘質。

ロ．暗褐色土 ローム粒のみ含み、イより明るい。

ハ．黒褐色土 炭化物を多量に含むプロック状の土。
二．暗褐色土 ロームプロックを少量混入。

ホ．明褐色土 ローム粒を多く含む。

へ．明褐色土 ローム粒を多く含み、粘質。

ト．明褐色土 混入物少量の暗い土。

チ．明褐色土 ロームプロック多量に混入。

ヂ．明褐色土 チに類似するが暗い。

〇·
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土層注記

寵全長
燃焼部長

燃焼部幅

焚口部幅
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a. 暗褐色土焼土を少量含む。

b. 暗褐色土混合物少なく、 a より暗い。

C •暗褐色土焼土を含むが、 b より暗い。

d. 暗赤褐色土焼土粒を多量に含む。

e. 黒褐色土 ローム粒、焼土粒を少輩含む（灰の部分）。

f.黒褐色土 ローム粒、径 1 cm大のロームブロック混

入。

g．暗赤褐色土 焼土粒多量に混入。炭化物も混入。

Q • 

L • 184.30 D
 

lm 

第 169図 第76号住居跡実測図 (2)
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第 3 章検出された遺構と遺物

使用されたと思われる石が散在すること等から、焚

口部に位置する袖部は、石で鳥居状に組まれていた

ものと考えられる。袖部はやや暗い黄色ローム土を

主に構築材としていた。また、西壁中央に焼土化し

た部分があり、 1 次の鼈があったものと思われる。

柱穴 住居外形の対角線上に、 4 本の主柱穴が検出。

貯蔵穴鼈の南側に、長軸86cm短軸74cmを測る楕円

形のものと、これに相対する住居南西角に径が72cm

ほどの円形のものとがある。

遺物 住居全体に甕．甑・高坪・坪や砂岩・緑色片

岩・角閃石安山岩（榛名ニツ岳軽石）などを利用し

た多量の砥石等が点在して出土している。

備考本住居跡の南東部には第77号住居跡が重複し

ており、この新旧関係は、埋没土の堆積状況や床面

等の状態から、本住居跡の方が新しい。本住居跡の

年代観を出土遺物より 6 世紀前半としたい。（谷藤）
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第 170図 第76号住居跡出土遺物実測図 (I)
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第 171 図 第76号住居跡出土遺物実測図 (2)
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第 172図 第76号住居跡出土遺物実測図 (3)
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第 3 節古墳時代の遺構と遺物
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第 173図 第76号住居跡出土遺物実測図 (4)

第76号住居跡出土遺物観察表 (PL. 135 、 136、 137、 138、 139)

財番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 +3 ロ (17.2) 高一底一 ①普通・白色灰色鉱多量 内外共口縁部横撫で。外面胴部縦箆削り。
長胴甕 口～胴％ ②酸化・普通 ③橙色 内面胴部箆撫で。

2 土師器 +6 頸 (20.8) 胴中央部 ①普通・白色灰色鉱多量 外面胴部斜め箆削り。 内面吸炭処

甕 (27 4) 頸～胴％ ②酸化・普通 ③黒褐色 内面胴部箆撫で。 理。

3 土師器 +7 口(17.4) 高一底一 ①普通・白色鉱微量 ② 内外共口縁部横撫で。外面 頸部斜め箆削り。

甕 口～頸％ 酸化・普通 ＠冷［い黄橙色 内面頸部撫で。

4 土師器 +14 ロ (26.0) 高一底一 ①普通・白色灰色鉱少量 内外共口縁部横撫で。外面 胴部縦箆削り。 口縁部に黒色部

甑 口～胴部片 ②酸化・硬 ③鈍い黄橙色 内面脚部箆撫で。 あり。

5 土師器 +49 口(16.0) 高一底ー 暉通・白色灰色鉱少量 内外共口縁部横撫で。外面 頸部縦箆削り。

甕 口～頸％ ②酸化・硬 ③鈍い黄褐色 内面頸部撫で。

6 土師器 +8 ロー高一底 (7.5) ①普通・白色鉱少量 ② 外面胴下半部縦箆削り。 底部～胴部、黒

甕 胴～底部片 酸化・普通 ③鈍い橙色 内面胴下半部箆撫で。 褐色。

7 土師器 -1 口一高一底8.0 ①普通・白色灰色鉱多量 外面胴下半部縦箆削り。

甕 胴～底％ ②酸化・普通 ＠崩iい褐色 内面胴下半部撫で。

8 土師器 +43 口一高一底 (9.8) ①普通・灰色鉱少量 ② 外面胴部縦箆削り。

甑 胴～底福 酸化・普通 ＠冷もい黄橙色 内面胴部箆撫で。

9 土師器 竃 口 (26.0) 高一底一 ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で外面頸部～胴上半部

甑 埋没土 口～胴部上半％ 化・普通 ③橙色 縦箆削り。内面胴上半部箆撫で。

10 土師器 +26 口 13.5 高4.8 ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部斜め箆削り。

坪 丸底ほぼ完形 化・普通 ③鈍い褐色 内面体部撫で。

11 土師器 + 16 口 (13 0) 高50 ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部横箆削り、

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③鈍い赤褐色 底部斜め箆削り。内面体部撫で。

12 土師器 床直 口 (14.1) 高 (4.8) ①細・灰色鉱少盤 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部横箆

坪 丸底口～底½ 化・普通 ③明赤褐色 削り。内面体部撫で。

13 土師器 +6 口 13 6高4.6 丸底 ①細・白色灰色鉱少量 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部不定

坪 口～底ほぼ完形 ②酸化・普通 ◎朋赤褐色 方向箆削り。内面体部撫で後、暗文。

14 土師器 +7 口13.0 高4.8 ①細・灰色鉱少最 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③明赤褐色 削り。内面体部撫で後、暗文。

15 土師器 +16 ロ (13.0) 高4.4 ①細・灰色白色鉱少量 内外共口縁部横撫で。外面体部横箆削り、

坪 丸底口～底％ ②酸化・普通 ③橙色 底部斜め箆削り。内面撫で後、暗文。

16 土師器 +21 ロ(14.4) 尚一底一 ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 口～底％ 化・普通 ③暗赤褐色 削り。内面体部撫で。

17 土師器 -2 ロー高一裾9.5 ①細・灰色鉱微量 ②酸 外面坪底部～脚部縦箆削り、裾部撫で。 坪底部（内面）は

高坪 坪底部～脚部％ 化・硬 ③明赤褐色 内面杯底部撫で、脚部箆撫で。 内黒。

18 土師器 +7 ロー高一裾10.4 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面脚部縦箆削り、裾部撫で。

高坪 坪底部～脚部％ 化・普通 ③橙色 内面 坪底部撫で、脚部箆撫で、裾部撫で。
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第 3 章検出された遺構と遺物

目番号
器種

出土位置
口径高さ底径

器形 残存状態
①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考

19 土師器 +40 口一高一裾(128) ①細・灰色鉱少盤 ②酸 外面坪底部～脚部縦箆削り。

高坪 坪底部～脚部％ 化・普通 ③橙色 内面坪底部と脚部撫で。

20 砥石 +24 材質 粗粒安山岩。長さ 22.0cm 幅13.0cm 厚さ 6.8cm 重さ 3.1kg。自然石の角礫。使用は、下図平面に使用傷

の擦痕あり。さらに、下平面の上半に研磨痕あり。凹面内にも及ぶため、木などの軟質の物質か。

21 砥石 埋没土 材質 牛伏砂岩。長さ 4.7cm 幅4.7cm 厚さ1. 5cm 重さ 47g。川原石の利用。図平面左端に原石面。右端は旧時

欠損。裏面を除き、使用面が、表、平面下方にあり。表面に刃ならし傷。主体は、金属。

22 砥石 埋没土 材質 牛伏砂岩。長さ 15. lcm 幅8.3cm 厚さ 4.2cm 重さ 400g。川原石の利用。左平面の右下に旧時欠損あり。

使用は、表裏と部分的に側部。主体は、灰雑物の凸出あり、木など軟質。減り量から金属か。

23 砥石 +8 材質 牛伏砂岩。長さ9 7cm 幅5.5cm 厚さ 4.3cm 重さ 300g。川原石の利用。平面下半は、旧時欠損。側部に原

石面残る。平面側のみに、研磨痕。主体は、金属。

24 砥石 +2 材質 牛伏砂岩。長さ 13.9cm 幅88cm 厚さ 2.8cm 重さ 40贋゜と川原石の利用。部分的に原石面が残る。使用は、

表裏を主として用いる。減癖は、手持砥。主体は、央雑物と 差がなく、金属。

25 砥石 + 1 材質 緑色片岩。長さ 11.4cm 幅5.0cm 厚さ 4 2cm 重さ 400g。川原石の利用。図上方は旧時欠損。ほぽ中央部

を一周するように研磨痕あり。灰雑鉱物の凸出が少なく、主体は、金属。

26 砥石 +3 材質緑色片岩。長さ 1 1.9cm 幅5.3cm 厚さ 3.6cm 重さ 400g。川原石の利用。使用は、左平面中央部と左側部。

裏面に研磨痕と、刃傷かならし痕。主体は、灰雑鉱物の凸出がなく、金属か。

27 砥石 +2 材質 緑色片岩。長さ 14.3cm 幅7.5cm 厚さ 3.2cm 重さ 600g。川原石の利用。使用は、表裏、左平面右側を除

き、原石面が残る。研磨面にはヒケ傷がみられる。主体は、灰雑鉱物の凸出がなく、金属。

28 砥石 + 1 材質 緑色片岩。長さ 19.3cm 幅7.Zcm 厚さ 3.5cm 重さ 700g。川原石の利用。下方は旧時欠損。表裏中央部の

み、研磨痕と刃傷かならし痕の条痕あり。研磨面には央雑鉱物の凸出があり、主体は、木など軟質。

29 砥石 +13 材質 角閃石安山岩（ニツ岳軽石）。長さ 9.2cm 幅58cm 厚さ 3.2cm 重さ 120g。転石の利用。断面図下端側に原

石面が残るほか、研磨面。主体は、央雑鉱物の凸出が少なく、金属。手持砥。

30 砥石 +4 材質 角閃石安山岩（ニツ岳軽石）。長さ 8.3cm 幅5.2cm 厚さ 31cm 重さ 100g。転石の利用。図上平面右・上・

左側に原石面。図下平面には、研磨主体幅単位の溝状の凹みあり。主体は、金属。手持砥。

31 砥石 床直 材質 角閃石安山岩（ニツ岳軽石）。長さ 8.2cm 幅7.4cm 厚さ 2. 7cm 重さ 100g。転石の利用。左平面の右下方上

から左側に原石面。左平面に研磨主体の幅単位の溝状の凹み。図中の傷表現はヒケ傷。主体は、金属。

32 砥石 +3 材質緑色片岩。長さ 13.7cm 幅95cm 厚さ 38cm 菫さ 700g。川原石の利用。使用は、図平面の点描個所に原

石面。図中の太い条痕は、研磨段差。主体は、突雑鉱物の凸出があり、木などの軟質。深さ凹みは金属。

33 砥石 +8 材質 角閃石安山岩（ニツ岳軽石）。長さ 10.7cm 幅7.Ocm 厚さ 6.9cm 重さ 350g。転石の利用。各稜部に原石面。

図中の太い条痕は、研磨の段差。細かい条痕はヒケ傷。主体は、央雑鉱物の凸出が少なく、金属。手持砥。

34 砥石 +4 材質 角閃石安山岩（ニツ岳軽石）。長さ 8.9cm 幅64cm 厚さ 36cm 重さ 120g。転石の利用。図左平面の左上方

に原石面。右平面右側に原石面。他は研磨面。表裏に研磨主体の幅単位の溝状の凹み。主体は、金属。手持砥。

35 砥石 +l 材質 角閃石安山岩（ニッ岳軽石）。長さ 9.4cm 幅7.6cm 厚さ 3.2cm 重さ 100g。転石の利用。図左平面の左半に

原石面。右平面右側に原石面。他は研磨面。表裏に研磨主体の幅単位の溝状の凹み。主体は金属。手持砥。

第77号住居跡

位置 4 区12B43 写真 PL.41 

が確認されたが、鼈の袖石や天井石の可能性がある。

柱穴 数力所にピットが検出されたが、主柱穴は住

居外形の対角線上にある 4 本と考えられる。形状長辺5.20m 短辺4.50mの長方形を呈する。

面積 24.25面 方位 N-36°-E

埋没土 ローム粒を含む暗褐色土を主に堆積する。

床面近くの層には炭化物が多く含まれている。

床面 掘りかた面にロームブロックを混在する暗褐

色土を客土し、床面は平坦で堅くしまっている。ま

た、住居の中央には、円形の浅い床下土坑が検出さ

れている。掘りかた面は、かなりでこぽこしている。

鼈東壁のほぽ中央に位置し、残存状態は比較的良

好である。焚口部から燃焼部にかけてやや播鉢状に

＜ぽみ、煙道部がやや急傾斜に立ち上がる。袖部は、

ローム・焼土粒を混在する暗褐色土で構築され、堅

くしまっている。南側の床面直上に比較的大きな石

190 

貯蔵穴竃の右側に位置し、径が80cm、深さが68cm

を測り、円形を呈する。

遺物 南壁寄りに土器が集中して出土した。土器に

は大型・小型の甕、坪がある。

備考本住居跡の北側には第76号住居跡が、南側に

は第78号住居跡が重複しており、これらの新旧関係

は、埋没土の堆積状況や床面の状態から、本住居跡

は第76号住居跡より旧く、第78号住居跡より新しい。

また、本住居跡の床面直上には、多量の炭化材・炭

化物が検出されたこと等から、焼失家屋の可能性も

ある。本住居跡の年代観を出土遺物より 6 世紀前半

としたい。 （谷藤）
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a. 暗褐色土

■ ：己竺。ロニ：：にこ
d. 赤褐色土 崩落焼土を主体とする。

e. 暗褐色土灰を含み、かなり暗く、粘性弱い。

f.暗褐色土 A軽石を含む、撹乱土。

g．黄褐色土粘土。

h. 黒褐色土 ローム粒、焼土粒を少量含む。粗

粒でざらざらしている土。

i.暗褐色土 斑状の褐色土、焼土粒を少最含む。

細粒で締りの弱い土。

j.褐色土と黄褐色土プロックの混合土

粒混入。地山に近い。

k. 黄褐色土プロック

1. 暗褐色土 カマド床面の焼土を主とする。炭

化物粒も混入。

m. 黒褐色土 炭化物粒、焼土粒を含む。細粒で

締りの弱い土。ローム粒も少量混入。燃焼部長

燃焼部幅

焚口部幅

110cm 

ローム粒、焼土粒、炭化物粒を少

ローム

70cm 

24cm 

44cm 

第77号住居跡実測図
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第 175図 第77号住居跡出土遺物実測図

第77号住居跡出土遺物観察表 (PL.140)

目番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 +3 口 (19.0) 高 (33.3) ①普通・灰色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴上半部～胴中央 胴下半部に輪積

長胴甕 底 (7.4) 口～底½ 酸化・普通 ③暗赤褐色 部縦箆削り、胴下半部斜め箆削り。内面箆撫 痕あり。

で。

2 土師器 +9 口 (25.6) 高一底一 ①普通・白色灰色鉱少量 内外共口縁部横撫で。外面 頸部斜め箆削り。

甑か 口～頸％ ②酸化・硬 ③鈍い褐色 内面頸部撫で。

3 土師器 +5 口 14.0 高 14.6 ①普通・白色灰色鉱多量 内外共口縁部横撫で。外面 胴部斜め箆削り。

甕 底5.0 口～底½ ②酸化・普通 ③暗赤褐色 内面胴部撫で。

4 土師器 床直 口 17.6 高182 ①普通・白色灰色鉱多量 内外共口縁部横撫で。外面 胴部斜め箆削り。 表面の摩耗が著

小型甕 底6.5 口～底％ ②酸化・普通 ＠暗赤褐色 内面胴部撫で。 しい。

5 土師器 +3 ロー高一底7.5 ①普通・白色灰色鉱多量 外面胴下半部斜め箆削り。

甕 胴～底栢 ②酸化・普通 ③暗赤褐色 内面胴下半部撫で。

6 土師器 + 1 口(188) 高一底一 ①普通・白色灰色鉱少量 外面 口縁部～体部上半部横撫で、体部斜め

鉢 口～底％ ②酸化・硬 ③鈍い黄橙色 箆削り。内面 口縁部横撫で、体部撫で。

7 土師器 + 1 口 13.0 高4.7 ①細・白色灰色鉱少量 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部箆削

坪 丸底ほぼ完形 ②酸化・普通 ◎朋赤褐色 り。内面体部撫で後、暗文。

8 土師器 +7 口 13.4 高5.0 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部横箆

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③鈍い橙色 削り。内面体部撫で後、暗文。

9 土師器 床直 口 13.0 高4.6 ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部横箆削り、

坪 丸底口～底½ 化・普通 ③橙色 底部縦箆削り。内面体部撫で後、暗文。

10 土師器 +6 口 13.4 高5.0 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部縦と

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③橙色 斜め箆削り。内面体部撫で後、暗文。

11 土師器 埋没土 口(126) 高一底一 ①細・黒色鉱微嚢 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部横箆削り。

坪 口縁～体部％ 化・普通 ③鈍い橙色 内面 口縁部～体部撫で。
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第78号住居跡

位置

形状

面積

埋没土

や、

4 区12B45

長辺4.70m

18. 79m' 

写真

方位

PL.41 

短辺4.18mの長方形を呈する。

N-70ー-E 

ロームブロックを少量混在する暗褐色土

ローム粒を多量に混在する粘性な黄褐色土を主

に堆積する。

床面

の床面があるが、掘りかた面はほぼ同一のレベルに

ある。床面は、掘りかた面にローム粒を混在する暗

褐色土を客土し、上面が堅くしまっている。住居の

中央には、楕円形を呈する浅い床下土坑が 2 カ所検

出された。掘りかた面は、でこぽこしている。

鼈

第77号住居跡の床面より高い位置に本住居跡

東壁のやや南寄りに位置し、残存状態はあまり

良くない。焚口部から燃焼部にかけてやや擢鉢状に

＜ぽみ、煙道部がやや急傾斜に立ち上がる。袖部は、

ローム・焼土粒を混在する暗褐色土で構築され、堅

くしまっている。

柱穴 住居外形の対角線上に、 4 本の主柱穴が検出

された。

貯蔵穴 竃の右側に位置し、径が50cmで深さが59cm

を測り、円形を呈する。

遺物

備考

住居跡全体に、甕・坪等の土器片が点在する。

本住居跡の北側には第77号住居跡が、南側に

は第81号住居跡が重複しており、 これらの新旧関係

は、埋没土の堆積状況や床面の状態、 さらには第81

号住居跡の竃を本住居跡の南壁が壊していること等

から、本住居跡は第77 • 81号のいずれの住居跡より

も新しい。本住居跡の年代観を出土遺物より 7 世紀

前半としたい。 （谷藤）
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第 176図 第78号住居跡実測図

土層注記

1. 暗褐色土 白色小軽石を含み、

ローム粒も微量混入。

2. 暗褐色土 ロームプロック少鍵

混入。粗粒で堅くしまっている。

3. 暗黄褐色土 ローム粒多量に混

入。床面近くでは、黄色で粘質。

4. 暗褐色土 2 に近いが、粘質。

5. 暗褐色土 2 に近いが、ローム

プロックを含み、粘質。

6. 耕作土 A軽石混合土。
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上層注記

a. 暗褐色土 黄色のローム小塊を含む。

b. 黒褐色土細粒で締りが強い。炭化物粒、

焼土塊を少量含む。

C •黒褐色土 焼土塊を多量に含む。締りは

弱い。

d. 暗褐色土焼土粒、炭化物粒若干混入。

細粒で粘質。締りは弱い。

e. 焼土

f.黒褐色土焼土の大塊を多く含む。

g．暗赤褐色土 焼土塊、炭化物粒を多量に

含む。締りなく、カサカサしている。

h. 黒褐色土径0.5~1 cm大のロームプ

ロック多量に混入。焼土粒少量混入。

i.暗黄褐色土 小粒なローム粒多量に混入。

細粒でざらざらしている。

鼈全長 100cm

燃焼部長 86cm 

燃焼部幅 30cm 

焚口部幅 22cm 

゜ lm 

第 177図 第78号住居跡鼈実測図
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第 178図 第78号住居跡出土遺物実測図

第78号住居跡出土遺物観察表 (PL. 140)

樹番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

l 土師器 掘りかた 口 (24.0) 高一底ー ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 頸部横箆削り。

甕 埋没土 口～頸％ 化・硬 ③鈍い褐色 内面頸部撫で。

2 土師器 -31 口 (19.2) 高一底一 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部斜め箆削り。

鉢 口～体％ 化・普通 ③鈍い橙色 内面体部撫で。

3 土師器 +29 口 (14.5) 高一底一 ①普通・白色灰色鉱少昼 内外共口縁部横撫で。外面胴部縦箆削り。

小型甕 口～胴％ ②酸化・硬 ③暗赤褐色 内面胴部撫で。

4 土師器 +l 口一高一底58 ①普通・灰色鉱少量 ② 外面胴部箆削り。 底部に木葉痕あ

小型甕 胴～底％ 酸化・普通 ③鈍い褐色 内面胴部撫で。 り。

5 土師器 床直 口 14 7 高 (4 4) ①普通・央雑物なし ② 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部不定

坪 底一 ほぽ完形 酸化・普通 ③鈍い橙色 方向箆削り。内面体部撫で。

6 土師器 +6 口 12.8 高一底一 ①細・灰雑物なし ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 口～底％ 化・普通 ③橙色 削り。内面体部撫で。
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屈番月
器種

出土位置
口径局さ底径

①胎土②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

7 土師器 -11 口 (11.9) 高一底一 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部斜め

坪 口～底栢 化・普通 ③鈍い橙色 箆削り。内面体部撫で。

8 砥石 +3 材質 角閃石安山岩（ニツ岳軽石）。長さ50cm 幅5.0cm 厚さ 2.7cm 重さ 68 5g。転石の利用。平面点描部と側

部の全周に原石面。表裏の研磨は浅い。主体は、使用が浅いため、不明。, 臼玉 竃 材質 滑石。長さ1. 2cm 幅1 3cm 厚さ 0.7cm 重さ 1 7g。上下平面は、刃物による削り調整。側面は、磨きによ

る調整。穿孔は、一方向。

第79号住居跡

位置

形状

4 区21C01

長辺2.81m

写真

短辺2.56mのほぼ正方形を呈す

るが、角がやや隅丸状になる。

面積 7.10m' 

埋没土

床面

鼈

方位

掘りかた面に、

PL.42 

N-100ー-E 

ロームブロックを少量混在する粘質で堅く

しまった暗褐色土を主にする。

ロームブロックを多量に混在

する暗褐色土を客土し、堅くしまった平坦な床面を

もつ。壁高は、 13~35cmを測る。

東壁のやや南に位置し、残存状態はあまり良く

なく、北側半分は第33号住居跡や撹乱穴によって壊

されている。焚口部から燃焼部は平坦で、燃焼部か

ら煙道にかけては緩やかに立ち上がる。残存する右

袖部は、堅くしまった暗褐色土で、内壁が焼土化し

ている。

柱穴

遺物

備考

住居外形の対角線上に、 4 本の比較的大きめ

の主柱穴が確認された。

鼈内とその周辺を中心に、甕．甑・坪等の土

器が出土している。

本住居跡の東側で鼈より北側が、第33号住居

跡と重複しており、 その新旧関係は、第33号住居跡

が本住居跡の竃の一部を壊していることなどから、

本住居跡の方が旧いと考えられる。本住居跡の年代

観を出土遺物より 7 世紀前半としたい。 （谷藤）
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土層注記

1.暗黄褐色土耕作土。

2. 暗褐色土 ロームプロックを微量含み、堅くし

まっている。

3. 暗褐色土 小ロームプロックを多量に含み、粘質。

4. 暗褐色土 3 に類似するが、ロームプロックの混

入量が少ない。粘質。

5. 暗褐色土 ロームプロックを多量に含み、かなり

堅くしまっている （床面上部）。

6. 暗黄褐色土 ロームプロックを多星に含み、黄色

系。堅くしまった土。

7. 暗黄褐色土 6 と類似するが、かなり粘性が強く

しまった土。

寵全長
燃焼部長

燃焼部幅

焚口部幅

(20)cm 

(30)cm 

゜ 2m 

第 179図 第79号住居跡実測図
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第 180図 第79号住居跡出土遺物実測図

第79号住居跡出土遺物観察表 (PL.140)

屈番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 鼈 口 (20.0) 高一底ー ①普通・灰色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部箆削り。 輪積痕、明確に

長胴甕 口～胴％ 酸化・普通 ③鈍い赤褐色 内面胴部撫で。 残る。

2 土師器 +6 口 (2 1. 8) 高一底一 ①粗・白色灰色鉱多量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部斜め箆削り。

甑 口～胴％ 酸化・普通 ③鈍い黄褐色 内面胴部撫で。

3 土師器 +6 口 (2 1. 6) 高一底ー ①普通・白色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部縦箆削り。

甕 口～嗣％ 酸化・硬 ③鈍い褐色 内面胴部箆撫で。

4 土師器 床直 口(12.6) 高13.4 ①普通・白色灰色鉱少量 内外共口縁部横撫で。外面 口辺部～胴部縦

小型甕 丸底口～底％ ②酸化・普通 ③灰褐色 箆削り。内面胴部撫で。

5 土師器 +19 口 (12.2) 高 (40) ①細・白色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部斜め箆削り。

坪 口～底％ 化・硬 ③黒褐色 内面 口縁部～底部磨き。

6 土師器 鼈内 口 (12.1) 高一底ー ①細・白色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部横箆削り。

坪 口～底％ 化・硬 ③黒褐色 内面 口縁部～底部磨き。

7 土師器 +6 口 (12.2) 高一底一 ①細・灰雑物なし ②酸 内外共口縁部横撫で。

坪 口～稜％ 化・普通 ③橙色

8 土師器 埋没土 口 (11.l) 高一底一 ①細・黒色微鉱微量 ② 内外共口縁部～体部磨き。

坪 口～体部片 酸化・硬 ③鈍い赤褐色

第80号住居跡

位置 4 区24COO 写真 PL.42 

形状長辺3.02m 短辺2.60mの長方形を呈する。

面積 8.53吋 方位 N-106'-E

埋没土 ローム粒を含む黒褐色土・灰黒褐色土を主

とする。

床面 掘りかた面に、ロームブロックを多量に混在

する粘性の強い暗褐色土を客土し、堅くしまった平

坦な床面をもつ。また住居跡中央部には、径が1.lm

程の円形を呈する床下土坑が検出された。掘りかた

面は、全体に凹凸のあるでこぼこした状態である。

壁高は、 10~30cm を測る。

196 

鼈東壁と南壁の角に位置し、煙道部が南東方向に

長く延びている。焚口部から燃焼部にかけては平坦

で、煙道部は長く徐々に立ち上がっていく。燃焼部

は狭く内壁がやや焼土化している。

貯蔵穴確認されなかった。

柱穴 l 力所検出されたが、本住居跡に伴うかどう

かは、不明。

遺物埋没土中より、甕・甑などの破片が数点出土

している。

備考本住居跡の年代観を出土遺物より 7 世紀前半

としたい。 （谷藤）
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土層注記

1.褐色土 A軽石を含む、細粒で締りのある土。

2. 黒褐色土 ローム粒を少量含む。細粒で締りに

欠ける土。

3. 灰暗褐色土 ローム粒を 2 より多く含む。細粒

で、 2 より締りのある土。

4. 褐色土 ロームプロックを多星に含む、細粒で

粘性のある土。壁の崩れたものか。

5. 暗褐色土 ロームプロックを多量に含む、粘性

が強く、堅くしまっている（床材）。

I ぶ餃鬱 寇全長 136cm
A 

江・

L • 186 00 A' 燃焼部長 100cm 

燃焼部幅 24cm 

珍
焚口部幅 30cm 

゜
2m 

第 181図第80号住居跡実測図
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第80号住居跡出土遺物観察表 (PL.-)

: : 2 (ｼ) 第 182図 第80号住居跡出土遺物実測図

尉番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 +3 口（11.3) 高一底一 ①普通・白色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部横箆削り。

小型甕 口～胴％ 酸化・普通 ＠疵い黄橙色 内面胴部撫で。

2 土師器 -1 口 (254) 高一底一 ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 胴部縦箆削り。

甑 口～胴％ 化・普通 ③鈍い橙色 内面胴部撫で。

第81号住居跡

位置 4 区12B47 写真 PL.42 

形状長辺4.76m 短辺3.llmの南北軸の短い長方

形を呈する。

面積 14.22面 方位 N-33°-W

埋没土 ローム粒を含む暗褐色土を主に堆積する。

床面 本住居跡の床面は、重複する第78号住居跡よ

り高く、第82号住居跡よりも低い。掘りかた面に、

ロームブロックを多量に混在する暗褐色土を客土

し、床面は踏みしめられ堅くしまっている。掘りか

た面は、ややでこぽこしている。

鼈北壁のやや東側に位置しているが、第78号住居

跡と重複し、燃焼部より北側が壊されている。焚口

部から燃焼部にかけては平坦となり、焚口部に位置

する袖部は、石で鳥居状に組まれていたものと考え

られる。袖部には粘質な黒褐色土を構築材とし、堅

くしまっている。

柱穴 住居の南側にピットが 2 カ所ほど床面上で検

出されたが、掘りかた面で検出されたピットをも考

え合わせると、住居外形の対角線上に位置するもの

が主柱穴と思われる。

遺物 出土した遺物は少なく、坪の破片と鉄製鎌の

みである。鎌は、鼈作りかた内より出土している。

備考 本住居跡の北側に第78号住居跡が、南側に第

82 • 44号住居跡が重複しており、これらの新旧関係

は、埋没土の堆積状況や床面の状態、さらには本住

居跡の竃が第78号住居跡に壊されていること等か

ら、第82·44号住居跡よりも本住居跡の方が新しく、

第78号住居跡より旧い。本住居跡の年代観を出土遺

物より 7世紀前半としたい。 （谷藤）
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土層注記

1. 暗褐色土 ロームプロックを少量

含む。

2. 黄褐色土 ローム粒、プロックを

多量に混入。粘質。

3. 明褐色土 ローム粒を多量に含み

1 より明るい。

4. 暗黄褐色土 暗褐色土をベースに

ロームプロックを多贔に含み粘

質。

5. 淡褐色土 A軽石混在土。近世の

溝跡か。

士層注記

a. 黒褐色土細粒の白軽石を含む。締りが弱い。

b. 暗褐色土焼土小塊を少量含む。

C •黄褐色土粒子粗く、締り弱い。

d. 暗赤褐色土焼土小塊、炭化物粒を多く含む。

e. 黒褐色粘質土 堅くしまっている。

f.焼土

g．暗赤褐色土 粗粒、ガサガサしている。

h. 黒褐色土 焼土粒、ローム粒混入。粘性で締りがあ

る。

i.赤褐色土焼土塊。

゜

寵全長 j.暗黄褐色土 ロームブロック、ローム粒多量に混入。

燃焼部長 ~ 細粒で締りの弱い土。
燃焼部幅 (58)cm 

焚口部幅 (54)cm 

lm 

第 183図 第81 号住居跡実測図
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゜ 1: 3 10cm 
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第 184図 第81 号住居跡出土遺物実測図

第81号住居跡出土遺物観察表 (PL. 140)

瞬号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 埋没土 口 (15.1) 高一底一 ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。

坪 ロ縁部片 化・普通 ③明赤褐色 外面体部横箆削り。

2 鉄製品 鼈 残存長7.6cm 小型鎌で、欠損はほとんどないが、刃部中央に、やや砥減があり、刃は表裏からの砥ぎ出

鎌 埋没土 しがあり、両刃。刃区と、耳から推定される柄部径は、1. 4cm以下。錆化は少ない。

第82号住居跡

位置 4 区12B49 写真 PL.43 

形状 長辺4.98m 短辺4.65mのほぽ正方形を呈する。

面積 24.66対 方位 N-58°-E

埋没土 混入物の少ない暗褐色土や、ロームブロッ

198 

クを混在させた暗黄褐色土を主に堆積する。

床面 掘りかた面にロームブロックを多量に混在す

る褐色土を客土し、床面は踏みしめられ堅くしまっ

ている。また、本住居跡の床面は、重複する第81 • 

87号住居跡の床面より高い位置にある。掘りかた面
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”／／言膚加／二三二譴冒：：：：：ロニ芯
に含み、ローム粒を混在する粘質

土。

3. 暗褐色土

した土。

土層注記

゜ 2m 

混入物少ない。パサパサ

g ｷ . 
G̀ 
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土層注記

a. 暗赤褐色土 焼土ブロックを多く含む。

粘性弱く、パサパサしている。

b. 暗褐色土 混入物少なく、粘性も弱い土。

C •赤褐色土 崩落焼土を多量に含んだ赤色

系の土。

d. 暗黄褐色土 ロームプロックを多く含み

やや粘性のある土。

e. 赤褐色土 鼈壁面、粗粒でざらざら。

f.暗赤褐色土 燃焼部下部、焼土塊多量に

混入。たいへんもろい。

g．黒褐色土 ローム粒多量に混入。堅い土。

h. 黄褐色土粘土。

c
 

仁．I L • 185.70 c
 

I Q. 

゜

寵全長
燃焼部長

燃焼部幅

焚口部幅

92cm 

95cm 

43cm 

48cm 

第 185図 第82号住居跡実測図
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第 3 章検出された遺構と遺物

は、ややでこぼこしている。 円形を呈し、深さが76cm を測る。

鼈東壁のやや南寄りに位置し、残存状態は比較的 遺物 出土した遺物は少量で、甕・坪・高坪及び滑

良好であった。焚口部から燃焼部にかけては平坦で、 石製品の未成品が住居全体に点在する。

煙道部は急傾斜に立ち上がる。袖部は焼土粒・ロー 備考本住居跡の北側に第81号住居跡が、南側に第

ムブロックを混在する暗褐色土及びローム土で構築 87号住居跡が重複しており、これらの新旧関係は、

されている。 埋没土の堆積状況や、床面の状態等から、いずれの

柱穴 住居外形の対角線上に、 4 本の主柱穴を検出。 住居跡よりも本住居跡の方が旧い。本住居跡の年代

貯蔵穴鼈の右側に位置し、長軸80cm短軸56cmの楕 観を出土遺物より 7 世紀前半としたい。 （谷藤）

口 〖I(¼)ロロ）
6(/)D)]]口5(/2) □□□ん）
゜ 1: I 2.5cm ゜ 1: 4 10cm ゜ I : 3 10cm 

第 186図 第82号住居跡出土遺物実測図

第82号住居跡出土遺物観察表 (PL. 140、 141)

固番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 +l 口 (13.5) 高一底一 ①細・灰色鉱少撮 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面胴部斜め箆削り。

小型甕 口～胴％ 化・硬 ③明赤褐色 内面胴部撫で。

2 土師器 +15 ロ (13.3) 品（4.9) ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 丸底 口～底％ 化・普通 ③明赤褐色 削り。内面体部撫で。

3 土師器 埋没土 口(11. 8) 尚一底一 ①細・灰色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部不定

坪 口～底％ 化・普通 ③明赤褐色 方向箆削り。内面体部撫で。

4 土師器 埋没土 口 (13.2) 高一底一 ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部不定方向箆 87住からの流れ

坪 口～体％ 化・硬 ③暗褐色 削り。内面撫で。 込か。

5 土師器 埋没土 ロー高一裾一 ①細・灰雑物なし ②酸 外面杯底部～脚部縦箆削り。

高坪 坪底部～脚部片％ 化・普通 ③鈍い橙色 内面箆撫で。

6 滑石 埋没土 材質 滑石。長さ 3.9cm 幅1.2cm 厚さ 0.7cm 重さ 6 g。裏面 1 個所に刃傷があるほかは、すべて、原石面のま

チップ まである。何を意図したかは不明。

第85号住居跡

位置 4 区15Cl8 写真 PL.43 

形状 取付道路に確認された住居跡であるため、一

部の調査であったが、それより一辺5.15mの方形を

呈するものと考えられる。

面積 26.5面（推定） 方位 N-34ー-E 

色土の混合土を客土して床面を形成している。

鼈北側の壁にあり、煙道部が半分外に出る以外は

すべて住居内にある。煙道部の残りが良く、径25cm

を測る。全体に粘性のある灰褐色土で作られていた

と考えられる。燃焼部・焚口部の残りは、あまり良

くなく、どのような作りになっていたかは、不明で

埋没土床面を覆った土はローム粒を少量含んだ黒 ある。

褐色土であるが、その上を覆っていた土については 柱穴 床面精査の段階でいくつかのピットを確認す

確認できなかったので人為的堆積か自然堆積かは、 ることができたが、本住居跡に伴うものかは不明で

不明である。 ある。

床面暗褐色土の地山の上に約25cm程ロームと黒褐 貯蔵穴確認できなかった。
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第 3 節 古墳時代の遺構と遺物

壁周溝 確認できなかった。 備考 住居中央の床面直上より炭化物が出土した

遺物 住居中央の床面直上と鼈北より土師器坪が出 が、火災にあったかは不明である。遺物より本住居

土した。 跡の年代観を 6 世紀後半としたい。 （鹿沼）
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土層注記

寵全長

燃焼部長

燃焼部幅

焚口部幅

焼土粒多量に混入。粗粒でも

A’ 

(llO)cm 
(56)cm 

(46)cm 

(48)cm 

a. 暗赤褐色土

ろい土。

b. 黒褐色土 ローム粒、焼土粒、炭化物粒混

入。細粒で、締りある土。

C •赤褐色土焼土塊、炭化物粒多量に混入。

粗粒でもろい土。

d. 黒褐色土焼土粒混入。細粒でもろい土。

e. 灰暗赤褐色土焼土粒混入。細粒でもろい

土。煙道部にあたるか。

f.灰褐色土 白色ローム粒少量混入。細粒で

粘性あり。

g．暗褐色土 斑状の褐色土、ロームプロック

混入。細粒で締りの弱い土。

h. 褐色土 ローム漸移層。

i.灰赤褐色土焼土粒多量に混入。 c に近い。

j.黒褐色土 ローム粒、炭化物粒混入。

細粒でもろい土。ピット跡か。

k. 暗褐色土 ローム粒混入。粗粒でもろい。

］．黒褐色土 ローム粒、焼土粒少量混入。粗

粒で締りの弱い土。

゜ lm 

第 187図 第85号住居跡実測図
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第 3 章 検出された遺構と遺物

——— ----- l (%) 

□/2) ゜ I : 3 10cm 

第 188図

第85号住居跡出土遺物観察表 (PL.141)

第85号住居跡出土遺物実測図

囮番号
器種

出土位置
口径尚さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

l 土師器 +4 口 14.1 高51 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 丸底ほぼ完形 化・普通 ③橙色 削り。内面体部撫で後、暗文。

2 土師器 鼈側住居 口 (12 4) 高4.0 ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部斜め

坪 外＋11 丸底口～底％ 化・普通 ③鈍い黄橙色 箆削り。内面体部撫で。

第88号住居跡 鼈・貯蔵穴 検出されなかった。調査区域外にある

位置

形状

るが、一辺3.68mの正方形を呈すると考えられる。

面積

埋没土

2 区27B41

一部が、調査区域外にあるため、推定ではあ

11.59m' （推定）

粘性の強いロームブロックを含む褐色土が

主体をなし、

床面

写真 PL.44 

方位 N-0 ー_E 

また、炭化物粒を含む暗褐色土も混入

確認面で耕作土から35cmほど堀り込み、その

上に締りのない黄褐色土を薄く客土して床面を形成

している。堀りかたの調査中、

認した。

3 つの床下土坑を確

それぞれほぼ円形を呈し、径は、東側1. 3 

m、西側0.9m、南側1.35m を測る。

柱穴P孔こ当たる柱穴の位置がずれており、しかも 2

本ある。

34X73 

壁周溝

遺物

それ以外は、住居外形の対角線上にあると

思われる。規模（径 X 深さ cm) は、 P 1 : 47X27 

P • : 40 X 38 を測る。

東から南にかけて、幅16~30cm

12~16cmの規模で確認された。

添って、小穴群があった。

P2: 

深さ

また、西には、壁に

土師器坪の破片などごくわずか。住居南東部

よりこもあみ石と思われる雲母石英片岩が 7 個集中

して出土した。

備考

' 4 

A' 

g
い
1
0
贔
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第 189図

本住居跡の年代観を 7 世紀前半としたい。

（鹿沼）

゜ 2m 

土層注記

1.暗褐色土 A軽石多量に混入。ロームプロックも

少鼠混入。耕作土。

2. 褐色土 細粒で粘性が強いロームブロックを主

体とした土。

3. 暗褐色土 炭化物粒、ローム粒少鼠混入。細粒で

締りの強い土。

4. 黄褐色土 ローム漸移層。

第88号住居跡実測図
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第 3 節 古墳時代の遺構と遺物
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第88号住居跡出土遺物観察表 (PL.141)

。

第 190図

゜ 1 : 4 10cm 

゜ I : 3 10cm 

第88号住居跡出土遺物実測図

附番号
器種

出土位置
口径尚さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 +8 口 (14.0) 尚一底一 ①細・央雑物なし ②酸 内外共口縁部横撫で。

甕 口縁部片 化・硬 ③灰褐色

2 土師器 床直 口 (16.0) 高一底一 ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。

坪 口縁部片 化・硬 ③鈍い褐色 内面稜部撫で。

3 こもあ +7 材質 緑色片岩。長さ 16.5cm 幅6 3cm 厚さ 2.4cm 重さ 400g。図上下側面に、敲打による剥離部分あり。紐を

み石 結く時に利用したか。この他に、同様の重量の石が 6 個集中して出土している。
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土層注記

a. 黒褐色土

b. 黒褐色土

C. 赤褐色土

d. 赤褐色土

e. 赤褐色土

f.黒褐色土

g．黄褐色土

ローム粒若干含む。

a よりローム粒多い。

焼土、炭化物粒含む。

焼土、ローム粒含む。

焼土、ローム粒、多量に含む。

ロームプロック多鼠に含む。

ローム漸移層。

゜ lm 

第 191 図 第91 号住居跡実測図
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第 3 章検出された遺構と遺物

第91号住居跡

位置 2 区33B42 写真 PL.44 

形状 西に向かう斜面に構築されており、西壁が明

確に残存していないため、推定ではあるが長辺3.32

m 短辺3.08mの隅丸長方形を呈すると思われる。

面積 10.08m' （推定） 方位 N-51ー-E 

埋没土 径 5 cm大のロームブロック・ローム粒・炭

化物粒を含む暗褐色土が主体をなす。壁際は三角堆

積を、中央はレンズ状堆積を呈する。

床面 確認面でローム層を60cm程掘り込み、その上

に径 2cm大のロームブロックを多量に含む暗褐色土

を10~20cm程客土して踏みしめ床面を形成してい

る。掘りかたの調査中に、住居中央より径 lmほどの

円形の床下土坑を確認した。なお、壁高は、確認面

で 2~50cmを測る。

竃北東壁やや南よりにある。造作材は、黄色粘土

が主体をなし、焚口部の構造は、袖石や天井石が残

存しておらず、不明である。燃焼部の一部と煙道部

が屋外にでる他は、すべて屋内に構築されている。

燃焼部はほぼ平坦で、煙道部は緩やかに立ち上がっ

ている。

柱穴・壁周溝確認されなかった。

貯蔵穴 鼈向かって右、東隅に長軸54cm短軸46cm深

さ 53cmの楕円形で確認された。

遺物 住居西側を除いて、全体から土師器が出土し

ている。特に中央より完形に近い土師器坪が多く出

土している。また、滑石製模造品の臼玉 5 個・剣形

未成品 1 個が出土しているのが特徴である。

備考本住居跡の年代観を出土遺物から 7 世紀前半

としたい。 （鹿沼）
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第91号住居跡出土遺物観察表 (PL. 141)

甜番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 +5 口 (17.0) 高一底一 謹通・白色灰色鉱多量② 内外共口縁部横撫で。外面胴部縦箆削り。

長胴甕 口～胴％ 酸化・普通 ③鈍い赤褐色 内面体部撫で。

2 土師器 +36 口 (20.4) 高一底ー 暉通・白色灰色鉱多癒② 内外共口縁部横撫で。外面 胴部縦箆削り。

甕 口～胴弱 酸化・普通 ◎冷tい赤褐色 内面胴部箆撫で。

3 土師器 +12 口 (21.0) 高一底ー ①•白色灰色鉱多量② 内外共口縁部横撫で。外面 頸部箆削り。 輪積痕、明瞭。

甕 口～頸部片 酸化・普通 ③滲tい黄橙色 内面頸部撫で。

4 土師器 +19 口 (22.0) 尚一底一 ①普通・灰色鉱多塁 ② 内外共口縁部横撫で。外面 胴部縦箆削り。

甕 口～胴部片 酸化・普通 ③橙色 内面胴部撫で。

5 土師器 +6 口 (13.0) 高15.0 ①普通・灰色鉱多量 ② 外面 口縁部～胴部撫で（胴部箆削り？）。 表面の摩耗が著

小型甕 底5 7 口～底％ 酸化・普通 ＠冷tい赤褐色 内面 口縁部横撫で、胴部撫で。 しい。

6 土師器 +11 口 (15.0) 高一底一 ①普通・灰色鉱少最 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部横箆削り。

小型甕 口～胴½ 酸化・普通 ③鈍い赤褐色 内面胴部撫で。

7 土師器 +9 口(14.0) 高一底4.0 ①普通・灰色鉱多量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部縦箆削り。

小型甕 口～胴と胴～底％ 酸化・普通 ＠滲［い赤褐色 内面胴部撫で。

8 土師器 +15 口 (19.2) 高一底一 ①普通・灰色鉱多量 ② 外面 口縁部～胴部箆削り。

甕 口～胴％ 酸化・硬 ③明褐色 内面 口縁部～胴部撫で。
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第 3 章検出された遺構と遺物

屈番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態, 土師器 -2 口一高一裾12.0 ①細・灰色鉱少量 ②酸 外面脚部縦箆削り、裾部横撫で。

高坪 脚部％ 化・普通 ③鈍い褐色 内面脚部～裾部横撫で。

10 土師器 +24 口 (2 1. 3) 高一底一 ①細・灰色鉱少鼠 ②酸 内外共口縁部横撫で外面体部横箆削り。

鉢 口～体部片 化・普通 ③橙色 内面体部撫で。

11 土師器 +10 口 13.5 高5.4 ①普通・白色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部箆削

坪 底5.3 完形 酸化・普通 ③鈍い橙色 り。内面体部撫で。

12 土師器 +7 口 13.5 高5.6 ①細・灰色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部斜め

坪 完形 化・普通 ③橙色 箆削り。内面体部撫で。

13 土師器 +20 □ 13.8 高4.8 ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部は斜め箆削

坪 丸底完形 化・普通 ③鈍い黄橙色 り、底部は横箆削り。内面体部撫で。

14 土師器 +3 口 14 7 高3.8 ①細・灰色鉱微塁 ②酸 内外共口縁部横撫で、体部～底部不定方向箆

坪 口～底％ 化・普通 ③鈍い褐色 削り。内面体部撫で。

15 土師器 +5 ロ (13.6) 高4.2 ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部不定

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③鈍い褐色 方向箆削り。内面体部撫で。

16 土師器 +33 口(13.6) 高48 ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部不定 内面黒色処理。

坪 丸底口～底½ 化・硬 ③黒褐色 方向箆削り。内面体部磨き。

17 土師器 +17 口 12.1 高41 ①細・灰色鉱微星 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部不定

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③鈍い黄褐色 方向箆削り。内面体部撫で。

18 土師器 +13 口(15.6) 尚一底一 ①細・灰色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 口～底％ 化・普通 ③橙色 削り。内面体部撫で。

19 土師器 +33 ロ (13.0) 高 (3.5) ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 底ーロ～底％ 化・硬 ③橙色 削り。内面体部撫で。

20 土師器 +9 ロ (12. 7) 高3.5 ①細・白色鉱微鼠 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部斜め

坪 丸底口～底½ 化・普通 ③橙色 箆削り。内面体部撫で。

21 土師器 +19 口(10.2) 高一底一 ①細・白色灰色鉱少量 内外共口縁部横撫で。外面体部斜め箆削り。

坪 口～底％ ②酸化・硬 ③黒褐色 内面体部撫で。

22 土師器 +33 口一高一底一 ①細•黒色微鉱微量 ② 外面脚部箆削り。

高坪 脚部片 酸化・普通 ③橙色 内面脚部撫で。

23 剣形 埋没土 材質 滑石。長さ 3 1cm 幅2.2cm 厚さ 0.7cm 重さ 8 g。図右側は、剥離している。その他、全面は、刃物によ

る削りによって、調整している。

24 チップ +2 材質 滑石。長さ 3.6cm 幅3 2cm 厚さ 0.7cm 重さ 7 g。図上部に、若干の削り痕あり。また、側面一部に研磨

した部分あり。円板を意図していたか。

25 臼玉 +7 材質 滑石。長さ1. 2cm 幅0.9cm 厚さ 0.3cm 孔径0.3cm 重さ 0.6g。％ほど割れている。側面は、研磨による

調整。表裏は、割ったまま。成品を切断したものと考えられる。穿孔は、一方向。肩平。

26 臼玉 +2 材質 滑石。長さ 1 2cm 幅1. 2cm 厚さ 03cm 孔径0.3cm 重さ 0.8g。実測図29 と接合する。側面は、研磨によ

る調整。表は、刃物による削り調整。穿孔は、一方向。扁平。

27 臼玉 +10 材質 滑石。長さ1. 2cm 幅1. 2cm 厚さ 05cm 孔径0.2cm 重さ1. 3g。上面は、刃物による削り調整。下面は剥

離。側面は、研磨。成品を切断したものか。穿孔は、一方向。扁平。

28 臼玉 +2 材質 滑石。長さ1. 2cm 幅1. 2cm 厚さ 0.6cm 孔径0.3cm 重さ1. 2g。上・下面とも割れて自然面露出。側面は、

研磨。成品を切断したものか。穿孔は、一方向。扁平。

29 臼玉 +2 材質滑石。長さ 1 2cm 幅1. 2cm 厚さ 0.3cm 孔径0.3cm 重さ 0.9g。実測図26 と接合する。側面は、研磨によ

る調整。表は、刃物による削り調整。穿孔は、一方向。扁平であり、成品をさらに切断したものと考えられる。

第92号住居跡

位置 2 区33B48 写真 PL.44 

を形成している。寵前面と貯蔵穴付近に特に堅い面

を確認した。なお、壁高は、確認面で 2~52cmを測った。

鼈北壁ほぽ中央に焼土面を確認した。範囲は、長

軸60cm短軸35cm程の楕円形を呈する。ほとんど削り

取られており、造作材・構造等は確認できなかった。

柱穴 床面に不規則にピットが二つ確認できたが、

浅く柱穴とはとらえ難い。

形状西壁部分が耕作溝や土坑により切られてお

り、明確に残存していなかったが、長辺3.24m 短辺

3.02mの隅丸長方形を呈すると思われる。

面積 11.61m' （推定） 方位 N-37ー-E 

埋没土 ローム粒・ロームブロック・炭化物粒を含

む黒褐色土が主体をなす。壁際は三角堆積をし、中

央はレンズ状堆積を呈する。

床面確認面でローム層を44cmほど掘り込み、その

上に黒褐色土と黄褐色土との混合土を客土して床面

206 

貯蔵穴 竃向かって右、北東隅にある。円形を呈し、

規模は、径50cm深さ 65cmを測る。

壁周溝東から南壁にかけて、幅12~20cm深さ 4

~10cmの規模で確認された。
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遺物貯蔵穴南寄りに土師器甕、東寄りのピットそ 備考第 54号土坑と重複。本住居跡の年代観を遺物

ばより土師器坪・甕、南寄りから中央にくぽみのあ より 7 世紀前半としたい。 （鹿沼）

る緑色片岩製のハンマーストーンが出土している。
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1.黒褐色土 ローム粒、炭化物粒も少量混入。ロームプロック

下層に混入。細粒で締りのある土。

2. 明褐色土 黄色、橙色のローム粒多量に混入。堅く締りのあ

る土。

3. 暗褐色土 橙色のローム粒、 2 以上に混入。細粒でもろい土。
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第92号住居跡出土遺物観察表 (PL. 142)

図番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

l 土師器 +25 口 22.4 高29.2 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面胴部斜め箆削り。

甕 底7.7 口～底％ 化・普通 ③鈍い橙色 内面胴部箆撫で。

2 土師器 埋没土 口一高一底(12.0) ①細・灰色鉱少量 ②酸 外面底部横箆削り。 内面黒色処理。

甕 底部片 化・硬 ③鈍い黄褐色

3 土師器 +5 口 15.0 高4.8 ①細・白色灰色鉱少量 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部斜め

坪 丸底口～底％ ②酸化・普通 ＠滲tい褐色 箆削り。内面体部撫で後、暗文。

4 須恵器 埋没土 口一尚一底一胴部 ①普通・白色鉱少量 ② 外面斜め格子叩き。

甕 片（縦6.1 横9.5) 還元・硬 ③灰白色 内面青海波状叩き後、すり消し。

5 凹み石 +25 材質 緑色片岩。長さ 10.2cm 幅9.3cm 厚さ 2 1cm 重さ 280g。側面部は、すべて、剥離。ほぼ中央に凹みが穿

たれている。敲打石としても使用されたか。

第94号住居跡 確認されなかった。

位置

形状

面積

3 区03C06

一辺3.16mの隅丸方形を呈する。

9.84m' 

写真

方位

PL.44 鼈 北東隅の壁際に、幾分かの突出部と焼土が検出

N-26ー-E 

埋没土 ローム粒・ロームブロックを含む暗褐色土

が主体をなす。 レンズ状堆積を呈する。

床面 北西斜面に確認面でローム層をおよそ54cm掘

り込み、 その上に黄褐色土と黒褐色土の混合土を客

土して床面を形成している。住居中央に粘土ででき

た10cm程の高まりがあった。住居南寄りに堅い部分

を検出した。掘りかたの調査をしたが、床下土坑は

されたのみで、鼈や造作材は確認されなかった。住

居の残り方からすると、鼈が住居使用時に存在した

か、疑問である。

柱穴・貯蔵穴

壁周溝

検出されなかった。

焼土部分を除いて幅18~28cm深さ 9~13cm

の規模で 1 周する。

遺物

しなかった。

備考

土師器坪・須恵器甕の破片など数片しか出土

. 
à 

本住居跡の年代観を 7 世紀前半としたい。

（鹿沼）
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土層注記

1.暗褐色土 ローム粒、径 5 mm大のロームプ

ロック混入。粗粒で締りの弱い土。

2. 暗褐色土 ローム粒多量に混入。細粒で締

りの強い土。

3. 黒褐色土 ローム粒少量混入。細粒で締り

のある土。

4. 暗褐色土 ローム粒、ロームプロック多量

に混入。ロームプロック下層に集中。

5. 黄褐色土 多量のロームプロック混入。

6. 黒褐色土 ロームプロックと黒色土を縞状
に含む。

7. 大きなロームプロック
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第94号住居跡出土遺物観察表 (PL.—)

國番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 埋没土 口一稜(14.0) ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部縦箆削り。

坪 口辺～体部片 化・普通 ③橙色 内面体部撫で。

2 須恵器 +33 口一尚一底一胴部 ①細•黒色鉱少量 ②還 外面斜め格子叩き。

甕 片（縦2.5 横5.1) 元・硬 ③灰色 内面青海波叩き。
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土層注記

a, 黒褐色土軽石、粘土粒、焼土粒含む。

b. 黒褐色土 a に似ているが、焼土少ない。

C •灰褐色土焼土主体でよくしまっている。

d. 赤褐色土焼土ブロック、粘土プロック多量に含む。

e. 黒褐色土 ローム粒少量混入。細粒で締りのない土。

近世の撹乱か。

゜

土層注記

1.黒褐色土 ローム粒若干含む。

2. 黒褐色土 黄灰色ロームプロック含む。

堅くしまった土。

3. 黒褐色土 2 に類似。ロームプロック

少ない。

4. 黒褐色土軽石粒若干含む。ボソボソ

した感あり。

5. 黒褐色土粘土プロック混入。

6. 灰白色土粘土 (104住貼床）。

7. 黒褐色土 粘土プロック若干含む。

8. 黒褐色土 7 に類似。粘土やや多い。

9. 黒褐色土粘土プロック含む。

ロ鼈全長 40cm '¥ ‘ 
燃焼部長 22cm ‘\••ぺ、,/ (> 

燃焼部幅 12cm 

焚口部幅 18cm , I 
ro: 

C.  L•lso.oo _C' 

咳
゜ lm 

第 198図第 I 05号住居跡実測図
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第 3 章検出された遺構と遺物

第105号住居跡

位置 3 区26B40 写真 PL.44 

形状南北5.52m 東西3.86m （現状）であるが、隅

丸方形を呈すると考えられる。東側約半分は失われ

ている。また西壁に関しても第104号住居跡により壊

されており不明確である。

面積 16.34m' （現状） 方位 N-13ー-E 

埋没土上部はかなり撹乱されていたが、床面付近

にプライマリーな層が残る。地山粘土ブロックを含

み粘性を持つ。

床面 白色粘土を地床としている。やや凹凸はある

が比較的平坦である。

鼈 北壁に構築されている。上部は道路や桑の根な

どによりかなり破壊されており、遺存状態は悪い。

\ [

¥

 

¥
t
 

竃本体はほとんど壊れており、前面に粘土・ローム

ブロックに混じり焼土・炭化物が散在していた。

柱穴 北西および南西隅寄りに 2 カ所確認された。

径は20cm程で深さは40cm前後である。

貯蔵穴確認されなかった。

壁周溝確認されなかった。

遺物 量は少なく土師器甕・坪などの破片が若干出

土している。

備考 台地の東端やや傾斜地にあり、すぐ東側は谷

になっており落ち込む。第104号住居跡が西壁部に重

複し、さらに東側 3 分の 1 程は道路下にあり撹乱を

受けているために遺存状態は良好とは言えない。出

土遺物などから考えて時期は古墳時代後期、 7 世紀

前半と考えられる。 （小野）
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第 199図 第 105号住居跡出土遺物実測図

第105号住居跡出土遺物観察表 (PL. 142)

図番号
器種

出土位置
口径尚さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

l 土師器 +7 口 15.0 尚 15.3 ①普通・灰色鉱多量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部縦箆削り。

小型甕 底8.4 口～底½ 酸化・普通 ③鈍い赤褐色 内面胴部撫で。

2 土師器 +12 ロ (12.0) 高一底一 ①普通・灰色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面 頸部横箆削り。

小型甕 口～頸（破片） 酸化・普通 ③暗褐色 内面頸部撫で。

3 土師器 +1 口一高一底 (10.2) ①細・灰色鉱微量 ②酸 内外共、摩耗が激しいため、明確でないが外 底部に木葉痕あ

甕 胴～底（破片） 化・普通 ③暗褐色 面箆削り、内面撫でと思われる。 り。

4 土師器 +2 口一高一稜 (13.1) ①細・白色灰色鉱少量 外面体部～底部横箆削り。

坪 稜～底％ ②酸化・普通 ③黒褐色 内面体部～底部撫で。

5 須恵器 +14 頸部破片（縦5.5 横 ①細・白色微鉱少量 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

長頸壺 2.5) 還元・硬 ③灰白色

第106号住居跡 埋没土自然堆積と考えられる。ローム粒子・炭化

位置 2 区22C09 写真 PL.44, 45 物粒を混入する土で、かなり粗粒。

形状長辺5.82m （推定） 短辺5.02mの長方形を呈 床面大部分はロームの地山面であるが、南西・南

す。 東部の一部は混合土の客土である。鼈前は部分的に

面積 30. 02rri刈推定）
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第 3 節 古墳時代の遺構と遺物

鼈 焚口に石を設置した構造のものであったが北側

約半分は第107号住居跡によって削り取られていた。

火床面の焼土が若干残る。竃下に大きな円形の落ち

込みが見られた。

柱穴 対角線上に 3 本検出されたが北東の 1 本は検

さは54cmを測る。

壁周溝

遺物

備考

確認されなかった。

土師器甕・坪類若干出土。

鼈部に第107号住居跡が重複する。東壁部は削

平が著しい。本住居跡の年代観を出土遺物より 6 世

出できなかった。 紀後半と考えたい。 （小野）

貯蔵穴 南東隅に検出された。円形で径約60cm 深
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3. 黒褐色土 ロームプロック、ローム粒多量に

混入。細粒でしまっている。

4. 黒褐色土と黄褐色土の混合土

ラザラしている。

5. 黒褐色土 ロームと黒色土の混合土。

6. 黒褐色土 5 に類似。色調が明るい。

細粒だが、ザ

第200図 第 106号住居跡実測図

211 



第 3 章検出された遺構と遺物

, 

/

1

 
' 

＼
ー
ロ

\ 

\ 

ー
＼
＼

l

¥

 マ
ー
＇

<

゜

〇
ヒ
〇

¥ ¥ 1,) : ij 1, 9 // | — , ーー 、,:---- I 、:Y 12 (ｽ) 

¥ ¥ ¥ 
¥¥`  

三］yIIII1(;III(::]/ -1) ＼一＼｝ー／）

雪 □41 : 2 

I : 4 

5cm 

10cm 

゜ 1: 3 10cm 

三言6(¼)
□~) 

<‘7(%) `̀  ̀<—•—:/ 

| l5 (%) 

< 
第201 図 第 106号住居跡出土遺物実測図

第106号住居跡出土遺物観察表 (PL.142)

詣号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 +20 ロ (2 1. 6) 高一底一 ①普通・白色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部縦箆削り。

長胴甕 口～胴％ 酸化・普通 ③灰褐色 内面胴部撫で。

2 土師器 +16 口一高一底6.0 ①普通・白色鉱多量 ② 外面胴部斜め箆削り。

甕 口～底％ 酸化・普通 ③鈍い赤褐色 内面胴部～底部箆撫で。

3 土師器 +11 口 16 3 高 10. 7 ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面胴部斜め箆削り。

小型甕 底6.5 口～底％ 化・普通 ③橙色 内面胴部撫で。

4 土師器 +16 口一高一底6.0 ①普通・白色鉱多量 ② 外面胴部斜め箆削り。 底部に木葉痕あ

小型甕 胴～底％ 酸化・普通 ③鈍い褐色 内面胴部撫で。 り。

5 土師器 +3 口 (2 1. 8) 高一底ー ①普通・白色灰色鉱少量 内外共口縁部横撫で。外面胴部斜め箆削り。

甑 口～胴部片 ②酸化・普通 ③鈍い橙色 内面胴部撫で。

6 土師器 埋没土 口9.3 高一底一 ①普通・白色鉱多量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部上半部は横

小型甕 口～胴部片 酸化・普通 ③鈍い黄橙色 箆削り、中央部は斜め箆削り。内面胴部撫で。

7 土師器 +4 口 (19.4) 高一底一 ①普通・白色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面 頸部横箆削り。

甕 ロ縁部片 酸化・硬 ③鈍い黄橙色

212 



第 3 節 古墳時代の遺構と遺物

財番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

8 土師器 +7 口一高一底1 1.3 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面胴部斜め箆削り。

甑 胴～底％ 化・硬 ③橙色 内面胴部箆撫で。, 土師器 +32 口 15.6 高4.3 ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で、体部撫で。 底部に木葉痕あ

坪 底ーロ～底½ 化・硬 ③鈍い黄橙色 り。

10 土師器 +21 口(15.0) 高一底一 ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部横箆削り。

坪 口～底％ 化・硬 ③鈍い黄褐色 内面体部撫で。

11 土師器 +l 口(11 .4) 高一底一 ①細・灰雑物ほとんどなし 内外共口縁部横撫で。外面体部横箆削り。

坪 口～底％ 諏ヒ•普通③鈍し項黄橙色 内面体部撫で。

12 土師器 +5 口 (13.0) 高一底一 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部横箆削り。

坪 口～底％ 化・普通 ③橙色 内面体部撫で後、暗文。

13 土師器 床直 口 14.3 高一底一 ①細・灰色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部横箆削り。 内外共、黒色処

坪 埋没土 口～底％ 化・硬 ③黒褐色 内面体部撫で。 理。

14 臼玉 +8 材質 滑石。長さ1. 5cm 幅1 4cm 厚さ 0 6cm 孔径0.2cm 重さ 2.6g。上・下面は、刃物による削り調整。側面

は、研磨。穿孔は、一方向か。比較的大ぶりの臼玉。

15 鉄製品 +9 残存長8.2cm 両端部ともに旧態。茎部と身部との間で折曲する。平造り。刃区、棟区ともに甘く、雑用
刀子 刀子。錆化は顕著でなく、良鉄を思わせる。

第114号住居跡

位置 2 区15B33 写真 PL.45 

形状全容は不明である。

面積不明 方位不明

埋没土 ロームブロックを少量含んだ暗褐色土。

床面 ほぽ全面凹凸の見られる貼床である。北東

コーナーに一部踏みしめられた堅い面が見られた。

鼈・柱穴・貯蔵穴・壁周溝確認されなかった。

遺物遺物の出土はほとんど無かった。

備考時期は 6 世紀後半と考えられる。 （小野）

115号住居跡

位置 2 区16B35 写真 PL.45 

形状不明である。

面積不明 方位 N-19°-E

埋没土 ロームブロックを混入する暗褐色土。

床面 ローム地山を床面としている。一部貼床。

鼈北壁の一部に焼土・粘土を確認。鼈位置か。

柱穴・貯蔵穴・壁周溝 確認されなかった。

遺物 床面下より土錘が 1 点出土している。

備考時期は 6 世紀後半か。 （小野）
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土層注記
1.耕作土 A軽石多量に混入。

2. 黒褐色土 A軽石、ロームプロック含む。

第202図第 114 • 115号住居跡実測図

゜ 2m 

213 



第 3 章 検出された遺構と遺物

こ~＇~ % 

‘.,'‘ 

~
 

ー

2

4
 

フ
ー

L
 

-

P

 ( 

一
表
一
察
観

一
物
一
遺

土

一
出

跡居住号5
 

ーー第

゜ 1:1 2.5cm 

第 115号住居跡出土遺物実測図

園番号 器種 出土位置 特

土 錘 -8 材質土製品。長さ 3. 4cm 幅1. 7cm 厚さ1.5cm 

黒色をしているが、焼成時のものと考えられる。

孔径0.5cm

徴

重さ 8.5g。掘りかたの調査中に出土した。全体に

第123号住居跡

位置

形状

2 区07C03 写真 PL.45 

東および南壁は削られており全容は不明であ

るが隅丸方形を呈すと思われる。

面積 31. 70m' （推定）

埋没土

方位 N-40ー-W 

ほとんど床面が露出していた状態であった

ので、部分的にロームを混入した黒褐色土がわずか

に確認されたのみである。

床面 南東に傾斜する場所のため北西部が確認され

たのみである。 また、耕作による撹乱に因って失わ
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れた部分も多い。北西隅および鼈の前面で比較的踏

みしめられた貼床部が確認された他は、不明瞭であ
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残っていなかったが、住居内に作り出された袖部の

形跡が認められた。

検出されている。壁外への張り出しは見られなかっ

た。

柱穴

貯蔵穴

m. 
I 

(90)cm 

(75)cm 

(44)cm 

(54)cm 

ロ凡

V̀ 

゜ 2m 

北壁の中央部に作られている。上部構造は全く

対角線上に4本検出された。

北東寄りに検出されている。径50cm
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また、火床面の焼土がわずかに
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第 3 節 古墳時代の遺構と遺物

55cmである。 している。

壁周溝 確認されなかった。 備考 半分以上が削られており、遺存状態は極めて

遺物 北西部分において土師器の甕・坪などがわず

かに出土している。その他、滑石製臼玉が 1 点出土

悪かった。本台地では古手の住居である。時期は7世

紀前半と考えられる。 （小野）
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第123号住居跡出土遺物観察表 (PL. 142)

第 123号住居跡出土遺物実測図

目番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 -40 口 13.6 高一底一 ①普通・灰色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部斜め箆削り。

甕 口～胴部片 酸化・普通 ＠飩い赤褐色 内面胴部撫で。

2 土師器 -35 口 (16.2) 高一底一 ①普通・灰色鉱多量 ② 内外共口縁部横撫で。外面 頸部～胴部縦箆

甕 口～胴部片 酸化・普通 ③明赤褐色 削り。内面胴部箆撫で。

3 土師器 床直 口13.2 高4.3 ①細・白色微鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部箆削

坪 口～底％ 酸化・普通 ③鈍い褐色 り。内面体部撫で。

4 須恵器 埋没土 口(16.3) 高一底一 ①細•黒色微鉱少量 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。 自然釉付着。

鉢 口～体％ 還元・硬 ③オリープ灰色

5 こもあ +3 材質 雲母石英片岩。長さ 13.0cm 幅6.6cm 厚さ 3.2cm 重さ 450g。図下方側面に敲打による剥離痕が、顕著に

み石 みられる。この他、同様の石が、集中して20個確認されている。

6 臼玉 埋没土 材質 滑石。長さ1. 1cm 幅1. 0cm 厚さ 0. 7cm 孔径0.2cm 重さ1. 6g。上・下面は、刃物による削り調整。側面

は、研磨。穿孔は、一方向。比較的大振りの臼玉。
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第 3 章検出された遺構と遺物

第126号住居跡

位置 2 区15B42 写真 PL.45 

形状不明。

面積不明。 方位不明。

埋没土 ロームブロックを含み締りは弱い。

床面平坦である。全体に踏み締りは弱い。

寵確認されなかった。

ー ーー／／）

柱穴確認されなかった。

貯蔵穴確認されなかった。

壁周溝幅10~15cm、小ピットが50~80cm間隔で見

られた。

遺物 須恵器坪の破片が 1 点出土している。

備考住居のコーナ一部分のみの調査であったため

全容は不明である。時期は 6 世紀後半と思われる。

（小野）

゜ 1: 3 10cm 

第207図 第 126号住居跡出土遺物実測図

第126号住居跡出土遺物観察表 (PL.—)

目：号！言［：：位置 1 ：己：［こ了 I 三五：』：：：色： I :：共；：：：：｛で：：：の:t部：削り。 備 考
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第 4 節 飛鳥・奈良時代の遺構と遺物

第 4 節 飛鳥・奈良時代の住居跡と遺物

第 5 号住居跡

位置 5 区03B42 写真 PL.46' 

床面確認面のロームから凡そ20~60cm掘り込ま

れ、ロームを多量に含む黒褐色土を厚さ 20~30cm客

形状 第 1 号土坑によって西壁が削られているが、 土して床を造っている。床面は平坦であるが、やや

長辺4.08m、短辺2.50mを測る長方形と推定される。 西に傾斜していた。鼈前には一部に堅い面が見られ

面積 9.92面 方位 N-47°-E た。

埋没土黒褐色土や褐色土で埋められているが、数 鼈北壁のやや東寄りの位置に黄色粘土を用いて屋

多くの大きなブロックに分けられる。このことから 内に袖を出す形で造られていた。燃焼部はやや左寄

短時間に埋められたものとみられる。 りに棒状片岩の支脚が設置され、かなり強く焼けて
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3. 褐色土 ローム粒、炭化物

混入。

4. 褐色土 ローム小プロック

を少旦含む。粗粒。

5. 褐色土炭化物を含んだ黒

褐色土を処々に含む。細粒。

6. 暗褐色土 ロームプロック

を少費含む。細粒で粘質。

7 ．ローム可ロック
8. 暗褐色土 6 よりもローム

プロック少量。

9. 褐色土 ローム粒多量に含

む。粗粒で締りない。

10. 黄褐色土 ロームプロック

を多麓に、炭化物粒を少量

含む。細粒で粘性あり。

a . 

H'L.  1so.60 H 

“ 
J' L • 180.30 J 

“ L • 180.60 
I'I  

L -180.10 

K'K  

麟 昌
L • !80.20 
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゜ 2m 麟
第208図第 5 号住居跡実測図
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第 3 章検出された遺構と遺物

いて多量に焼土が残っていた。 円形で鍋底状のものが検出された。

柱穴 内部には検出されなかったが、住居の壁中と 壁周溝存在しなかった。

周囲に 14個のピットが検出された。円形のものが主 遺物 土師器甕・甑・坪の破片、及びこもあみ石が

体で規模は径20~30cm、深さ 30~50cmである。これ ごく少量検出された。

らが才垂を支える腰壁の柱穴になるものと思われる。 備考 本住居跡は 7 世紀後半と思われる。 （小林）

貯蔵穴竃右脇に長軸74cm短軸46cm、深さ 28cmの楕

. (
I 

鼈全長 83cm

燃焼部長 56cm 

燃焼部幅 34cm 

焚口部幅 29cm 

〇・I 

゜ lm 

i.黄色粘土細粒で粘り気があり、堅い。

c
 

L • 180.40 C' 

D
 

L • 180.40 D' 

土層注記

a. 褐色土 粗粒であまり締らない。

b. 褐色土粘土の塊を含む。細粒。

C. 暗褐色土 炭化物を少量含む。細粒。

b. 暗赤褐色土 炭化物粒、焼土粒を多量

に含む。

e. 明褐色土 ロームプロック、焼土を多

緻に含む。

f.焼土粘土が焼けた土。細粒で堅い。

g．暗赤褐色土 ロームプロックを斑に含

む。やや粗粒であまり締りがない。

h. ロームブロック

］．褐色粘質土 黄色粘土や焼土小プロックを含み、堅く

しまっている。

第209図 第 5 号住居跡鼈実測図
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第 5 号住居跡出土遺物観察表 (PL.143)

尉番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 埋没土 口 (14.9) 高一底一 ①普通·白色灰色鉱少量② 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。

甑か 口縁部片 酸化・普通 ③鈍い黄橙色 内面 口縁部～胴部撫で。

2 土師器 +22 ロ (10.8) 尚（3.8) ①細・灰色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③明赤褐色 削り。内面体部撫で。

3 土師器 -1 口(12 1) 尚 (4.3) ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③鈍い赤褐色 削り。内面体部撫で。

4 こもあ +3 材質 緑色片岩。長さ 10.9cm 幅5.4cm 厚さ 3.4cm 重さ 300g。図右側面に若干の磨耗痕あり。紐等を縛った跡

み石 の可能性あり。この他に、同様の石が、 3 個出土している。
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第 4 節 飛鳥・奈良時代の遺構と遺物

第 9 号住居跡 石英片岩を用いて屋内に造り出されていた。石は焚

位置

形状

面積

床面

鼈

4 区45B45 写真 PL.46 

長辺3.68m、短辺3.30mの隅丸方形。壁は遺存

状態良好で垂直に近い状態に掘り込まれており、壁

高37~62cm を測る。

11.57m2 

埋没土

cm掘り込み、

方位 N-49ー-E 

凡そ 10層の褐色土、黒褐色土などによって

埋まっている。全体的に塊底型堆積を呈しており、

徐々に埋まっていったものとみられる。

確認面の褐色土からローム層まで深さ 40~70

ロームプロックを含む暗褐色土を10cm

前後客土して床を造っている。床面は中央がやや窪

むがほぼ水平になっている。なお、北西隅に寄った

位置に径1.28m、深さ 10cmの床下土坑が検出された。

北壁の中央に暗褐色粘質土と細長い板状の雲母

口の両側に突き刺し、

のに使われていた。

用されていた。燃焼部はかなり強く焼けていた。

柱穴

この上に架して天井部を作る

られるものは P2~Eである。

cm、深さ 10~30cmでやや弱い。しかし、p 5～いは壁

中にあるがしっかりした掘り込みである。

貯蔵穴

た。規模は径32cm、深さ 50cmである。

壁周溝

遺物

製紡錘車、金銅製耳渫が多量の礫と共に住居全体に

散在して出土したが、土器の量は少量であった。

備考

また、燃焼部にも支脚として使

ピットは 7 個検出された。 このうち柱穴とみ

P2~P4 は径20~30

竃の右脇に円形で柱穴状のものが存在し

存在しなかった。

土師器壺・長甕・甑・坪、須恵器甕・蓋、石

本住居跡は 7 世紀後半とみられる。 （小林）
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土層注記

1.黒褐色土 斑状の褐色土が少量混入。ローム粒も混入。

2. 褐色土 1 と逆に斑状の黒褐色土混入。ローム粒も混入。

3. 茶褐色土 斑状の褐色土混入。
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4. 黒褐色土 砂質に富む。斑状のものは混入せず。

5. 黒褐色土斑状の褐色土小さくなる。

6. 褐色土 斑状のもの彩度落ちる。景も減る。

7. 黒褐色土 斑状の褐色土混入。粘性が強い。

8. 黄茶褐色上 斑状の黒褐色土と黄色土が混入。

9. 黄褐色土 ロームプロック多塁混入。壁の崩れたものか。

10. 黄褐色土 ローム大ブロック混入。

11. 黒色土 砂質。黄褐色のロームプロックを含む。

12, 褐色土 斑状の黄褐色土を含む。

13, 黄褐色土 粘性を持つ。斑状の褐色土、ローム粒を含む。

14. 黒灰色土．細粒で柔かい。

15, 黒灰色土 14 と類似。小ローム粒を含む。

第211 図 第 9 号住居跡実測図
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土層注記

a. 暗褐色土 粗粒で締りない。炭化物少量混入。

b. 黒褐色土 ロームプロック混入。細粒で締りない。

C •暗褐色土 炭化物、焼土、灰少量混入。天井を構成

していた粘土塊が含まれる。

d. 赤褐色土 炭化物、灰白色粘土、焼土を多量に含む。

e. 黄褐色土焼土塊、炭化物粒少量混入。細粒。

f.暗褐色土 全体に焼土混入。多少赤味がかっている。

ローム粒、炭化物粒混入。

g．暗茶褐色土焼土粒多量に混入。上部は、火床面か。

h. 暗赤褐色土 焼土粒多量に混入。ローム粒も混入。

i.黒褐色土 ローム粒、炭化物粒混入。粘性あり。

j.黄褐色土 ロームプロック多量に混入。粘性あり。

k. 暗褐色土 ローム粒少量混入。
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第 4 節 飛鳥・奈良時代の遺構と遺物
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第214図 第 9 号住居跡出土遺物実測図 (2)

第 9 号住居跡出土遺物観察表 (PL.143)

屈番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 -1 口 (21.7) 高一底一 ①細・白色鉱少最 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 頸部斜め箆削り。

甕 口～頸％ 化・硬 ③鈍い赤褐色 内面頸部横箆撫で。

2 土師器 +28 口 (16.3) 高一底一 ①粗・白色灰色鉱微量 内外共口縁部横撫で。外面 頸部～胴上半部

甕 口～胴％ ②酸化・軟 ③橙色 縦箆削り。内面頸部～胴上半部撫で。

3 土師器 埋没土 口 (23.9) 高 (22.4) ①細・白色微鉱微量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部は箆削りと思

甑 底 (8.8) ｽ 酸化・普通 ③明赤褐色 われるが摩耗していて不明。内面胴部箆撫で。

4 土師器 +22 ロー高一底一 ①普通·白色灰色鉱多量 外面胴部縦箆削り。

長胴甕 胴部(17.0) ｼ ②酸化・普通③鈍い褐色 内面胴部撫で。

5 土師器 埋没土 ロー尚一底5.0 ①粗・灰色鉱少量 ②酸 外面胴部は箆削り？。 底部に木葉痕あ

甕 胴～底部片 化・硬 ③鈍い褐色 内面胴部撫で。 り。

6 土師器 +11 口 13.2 高5.0 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部は横

坪 丸底口～底％ 化・硬 ③鈍い橙色 と縦箆削り。内面体部撫で。

7 土師器 +51 ロ (12.9) 高4.4 ①細・灰色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部横箆

坪 丸底口～底½ 化・普通 ③鈍い黄褐色 削り。内面体部撫で。

8 土師器 +32 口 14.1 高5.3 ①細・白色鉱微星 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部横箆

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③鈍い黄橙色 削り。内面体部撫で。, 土師器 +12 口(13.0) 高4.2 ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部横箆

坪 口～底％ 化・普通 ③鈍い黄橙色 削り。内面体部撫で。

10 土師器 +42 口(10 6) 高3.5 ①細・灰色鉱少星 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部不定

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③鈍い橙色 方向箆削り。内面体部撫で。

11 土師器 +32 口(10.1) 高一底ー ①細・白色灰色鉱少量 外面 口縁部横撫で、体部～底部横箆削り。

坪 口～底％ ②酸化・普通 ◎滲［い橙色 内面 口縁部～底部撫で。

12 土師器 +54 口一高一丸底 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面体部～底部箆削り。 内面黒色処理。

坪 底部％ 化・普通 ③鈍い黄橙色 内面体部～底部撫で後、磨き。

13 土師器 埋没土 口 (1 1. 9) 高一底一 ①細・白色微鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。 16住とよく似て

裔杯か？ 坪部％ 酸化・硬 ③黒色 内面 口縁部～坪底部撫で後、暗文。 いる。

14 土師器 +30 ロー稜(10.5) ①細・央雑物ほとんどな 外面体部～底部箆削り。 16住とよく似て

坪 高一底一稜～底％ し②酸化・普通③鈍い橙 内面体部撫で後、暗文。 いる。

15 須恵器 +33 口 (11.3) 高一底一 ①細・白色鉱少量 ②還 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

甕 口～頸 元・硬 ③灰色
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第 3 章 検出された遺構と遺物

屈番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

16 須恵器 埋没土 口(14.0) 高一天 ①普通・白色鉱微量 ② ロクロ整形（右回転）。

坪蓋 井部ー天～口％ 還元・軟③オリーブ灰色

17 紡錘車 鼈左 材質 滑石。長軸4.4cm 短軸3.0cm 厚さ 2.6cm 孔径0.8cm 重さ 70g。全面を刃物による削り調整。穿孔は両方

+5 向から行なっており、中心からややずれている。短軸面の縁は、丸く角がとれている。

18 金銅製 埋没土 径1. 8cm 表面内側に、金が残存しているが、外側は、緑青がふいており、金が剥れてしまった。ほ

耳環 重5.6g ぼ完存している。流れ込みの可能性がある。

第10号住居跡

位置

形状

面積

4 区49B47 写真 PL.47 

長辺3.42m、短辺2.50mの長方形。

8.63m' 方位 N-85ー-E 

右袖前には長さ 20~40cmの棒状石が 3 個転がってい

た。燃焼部には焼土・炭が比較的多く残っていた。

柱穴・貯蔵穴・壁周溝

遺物

存在しなかった。

土師器長甕・壺・甑・坪、鉄製品が少量、住

埋没土

床面

鼈

凡そ 5 層の褐色土、黒褐色土などによって

埋められているが、地層断面が碗底型をなすことか

ら徐々に堆積していったものと思われる。

確認面からローム層まで凡そ30~70cm掘り込

み、凹凸の著しい掘りかた底面上にロームと褐色土

の混合土を10~20cm客土して床面を造っている。な

お、床面は中央がやや窪んでいた。

東壁の中央に黄色粘土を用いて屋内に袖を出す

居全体に散在して出土した。 また、土器片と共に中

央に大小の礫が存在した。竃に使用されたものであ

ろうか。

備考 本住居跡は第 8 号住居跡と重複しており、 こ

れに東南四半部が削られているが、本住居跡の方が

深かったために壁の一部（深さ 10cm) と床は残存し

た。本住居跡の年代は出土遺物から 7 世紀後半と考

えられる。 （小林）

形態に造られていた。石も使われたようで燃焼部と

ー3̀ 
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`” ④
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鼈全長

燃焼部長

燃焼部幅

焚口部幅

70cm 

42cm 

26cm 

31cm 

゜ lm 

土層注記

a. 褐色土 黒色土を斑に含む。 ロームプロックが混入。

細粒で粘性あり。 d'. まじりけのない焼土

b. 暗褐色土 ローム粒少量混入。 e. 淡褐色粘土炭化物、焼土粒

黒色土も混入。細粒で粘質。 を少量含む。細粒で粘質。

C. 淡褐色土 下部に焼土混入。 f.淡褐色粘土 e と類似。焼土

d. 焼土 炭化物、焼けた粘土塊、 粒を多量に含む。

g．暗褐色土 ローム小プロック、 に含み、締りが強い。

焼土、炭化物を含む。 k. 暗赤褐色土 炭化物を少量含

h. 焼土 上部に炭化物含む。 み、細粒で締りが強い。

i.暗褐色土径 l~5 cm大の1.灰黄褐色粘質土径 1~5cm 

ロームブロック含む。 大のロームプロックを含み、

j．黄褐色粘質土黒褐色土を斑 細粒で締り強い。

第215図 第 10号住居跡実測図
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第216図 第 10号住居跡出土遺物実測図

第10号住居跡出土遺物観察表 (PL. 143)

ー
l
l
'

こここニニニご〕

図番号
器種

出土位置
口径両さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 -13 口～胴中央（30.8) ①細・白色鉱少量 ②酸 外面 胴中央部横箆削り、胴下半部斜め箆削

甕 高一胴～底烙 化・硬 ③鈍い赤褐色 り。内面胴部撫で。

2 土師器 埋没土 口 (13.8) 高一底一 ①細・白色鉱微量 ②酸 外面 口縁部撫で、頸部は箆削り。

甕 口～頸部片 化・硬 ③鈍い赤褐色 内面 口縁部～頸部撫で。

3 土師器 埋没土 ロー高一底 (52) ①普通・白色鉱微量 ② 外面胴下半部斜め箆削り。 底部に木葉痕あ

甕 胴～底部片 酸化・普通 ③鈍い赤褐色 内面胴下半部撫で。 り。

4 土師器 埋没土 口一高一底(59) ①普通・白色鉱少量 ② 外面胴下半部縦箆削り。

甕 胴～底％ 酸化・普通 ③鈍い橙色 内面胴下半部撫で。

5 土師器 埋没土 口一高一胴 (1 1. 0) ①細・白色鉱微最 ②酸 外面胴下半部横箆削り。

甑 胴～底部片 化・硬 ③明赤褐色 内面胴下半部撫で。

6 土師器 +14 口 1 1. 9 尚37 ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で外面体部～底部は斜

坪 丸底ほぼ完形 化・硬 ③鈍い赤褐色 めと横箆削り。内面体部撫で。

7 土師器 +7 口 11 8 高4.2 ①普通・白色鉱少星 ② 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆 外面に黒色の付

坪 丸底口～底½ 酸化・硬 ③鈍い褐色 削り。内面体部撫で。 着物あり。

8 土師器 +5 口 11.0 高3.3 ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部横箆

坪 丸底口～底½ 化・硬 ③黒褐色 削り。内面体部撫で。, 土師器 +13 口 11.0 高3.4 ①細・灰色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部横箆削り、

坪 丸底口～底％ 化・硬 ③鈍い赤褐色 底部斜め箆削り。内面体部撫で。

10 土師器 埋没土 口 (14.3) 高一底一 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部横箆削り。

坪 口～底％ 化・普通 ③鈍い橙色 内面体部撫で。

1 1 鉄製品 +9 残存長8.3cm 小型鎌で右端に折り返しの耳あり。欠損・砥減なく旧態を留める。錆膨少なく、精鍛を思わせ

鎌 る。片刃右きき用。刃区から耳端まで1. 9cmを測り、柄部の径が示唆される(16~1. 7cm) 。

第 11号住居跡

位置 4 区43C04 写真 PL.47 

床面 確認面からローム層まで深さ 30~80cm掘り込

み、厚さ約20cmロームや暗褐色土の混合土を客土し

形状 長辺4.54m、短辺3.94mの長方形。 て整地している。床面は平坦であるがやや西側が低

面積 20.69面 方位 N-53°-W く、特に堅い面はない。p 3の北側に径105cmX82cm、

埋没土 凡そ 7 層の褐色土、黒褐色土などによって、 深さ 30cmの円形の床下土坑が検出された。

壁際から徐々に埋まっていった様相を呈している。 鼈 西壁の中央に灰黄褐色粘質土を用いて造られて
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第 3 章検出された遺構と遺物

いたが、破壊が著しく原形を留めていなかった。壁 壁周溝 北壁の一部と西壁をほとんど除いて全周し

外に残存した部分は燃焼部奥部の一部である。 ていた。規模は幅20~30cm、深さ 10~20cmである。

柱穴 5 個検出されたが柱穴は P1~P4である。柱 遺物土師器長甕・小型甕・坪・高坪の破片、砥石

穴の規模は径35~50cm、深さ 25~50cmである。 が鼈前を中心に出土したが、少量であった。

貯蔵穴存在しなかった。 備考本住居跡は 7 世紀後半と推定される。（小林）

。
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鼈全長 50cm

燃焼部長 40cm 
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土層注記

1.黄褐色土 ロームプロック多量混入。

2. 暗褐色土 ローム小プロック、炭化物を

含む。

3. 褐色土斑状の暗褐色土、ローム粒混入。

粘性あり。

4. 明褐色土 斑状の黄褐色土、ローム粒混

入。下層ほどローム粒多くなる。

5. 茶褐色土 斑状の黄褐色土混入。ローム

粒は、大きくなり、多くなる。

6. 茶褐色土 5 に類似。斑状の黄褐色土よ

り鮮明となる。ロームプロック下層にあ

る。粘性あり。

7. 明褐色土砂質。ロームプロック多く含

まれる。

8. 黄褐色土 砂質。ローム粒が混入。

9. 黄色土 ローム漸移層。ローム粒混入。

10. 黒褐色土 ローム粒、斑状の黄褐色土を

含む。

11. ロームブロック

12. 暗褐色土 ロームプロック、ローム粒多

量に混入。堅くしまった土（床下土坑）。

B
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第217図 第 11 号住居跡実測図
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第219図 第 11 号住居跡出土遺物実測図 (2)

第11号住居跡出土遺物観察表 (PL. 144)

屈番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 +20 ロー頸(19.0) ①普通・白色鉱少量 ② 外面胴部縦箆削り。

長胴甕 高一底一頸～胴％ 酸化・普通 ③鈍い赤褐色 内面胴部撫で。

2 土師器 埋没土 口(15.5) 高一底一 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、頸部縦箆削り。

甕 口縁部片％ 化・硬 ③鈍い黄橙色 内面 口縁部横撫で、頸部箆撫で。

3 土師器 +13 口一高一底 (7.0) ①粗・白色鉱少量 ②酸 外面胴下半部縦箆削り。

甕 胴～底％ 化・普通 ③鈍い黄褐色 内面胴下半部撫で。

4 土師器 -10 口 (19.8) 高一底一 ①粗·白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。 2 次的な火を受

甕 口縁部破片 化・普通 ③黒色 けているか？。

5 土師器 埋没土 口 (20.1) 高一底一 ①普通・白色鉱多量 ② 内外共口縁部横撫で。

甕 口縁部破片 酸化・普通 ③橙色

6 土師器 +18 口一高一底 (5.9) ①粗・白色鉱少量 ②酸 外面胴下半～底部箆削り。

甕 胴～底％ 化・軟 ③暗褐色 内面胴下半～底部箆撫で。

7 土師器 -4 ロ (12.3) 高一底一 ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

鉢 口～底％ 化・普通 ③橙色 削り。内面体部撫で。

8 土師器 +35 口 (13.6) 裾 (9.1) ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部と裾部横撫で。外面 坪底部と

高坪 坪部と裾部％ 化・硬 ③鈍い褐色 脚部箆削り。内面坪底部撫で。, 土師器 +23 口一高一脚 (7.3) ①細・白色鉱微量 ②酸 外面脚部縦箆削り。

高坪 脚部片％ 化・軟 ③鈍い橙色 内面脚部撫で。

10 土師器 -3 口 11.2 高3.5 ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部は横

坪 丸底口～底％ 化・硬 ③鈍い赤褐色 と斜め箆削り。内面体部撫で。

11 土師器 -3 口(10.9) 高一 ①普通・白色黒色鉱少量 内外共口縁部横撫で。外面体部箆削り。

坪 丸底口～底½ ②酸化・普通 ③朗赤褐色 内面体部撫で。

12 土師器 -2 口 10. 9 高3.1 ①粗・灰色黒色鉱多量 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 丸底口～底½ ②酸化・普通 ③橙色 削り。内面体部撫で。

13 土師器 -11 口 10. 7 高3.0 ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③明赤褐色 削り。内面体部撫で。
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屈番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

14 土師器 +23 口（9.9) 高 (2.8) ①粗・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部斜め箆削り。 底部黒色。

坪 底一口～底％ 化・軟 ③明褐色 内面体部撫で。

15 土師器 -7 口(101) 高一底一 ①粗・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部斜め

坪 口～底％ 化・軟 ③鈍い橙色 箆削り。内面体部撫で。

16 凹み石 住居外 材質 粗粒安山岩。長さ 21.9cm 幅12.0cm 厚さ 7.8cm 重さ 2900g。図平面に 1 箇所、裏面に 1 箇所、凹みが確

認できる。用途は不明。

第13号住居跡

位置

形状

面積 方位

埋没土 ロームブロックや焼けた粘土ブロックを多

量に含む褐色土ないしは黒色土を主体とする。

床面 掘りかた面に大粒のロームブロックと黒色・

褐色土の混在土を客土し、上面（床面）はかなり堅

くしまっている。特に鼈前の部分は踏み固められ、

非常に堅い面になっている。床面は平坦である。な

お、壁高は確認面から26~40cmで、東・南壁が高い。

鼈

4 区37C09

長辺3.30m

8.28m' 

写真

g
 

PL.48 

短辺2.58mの長方形を呈する。

N-32ー-W 

一部 1 号土坑に壊されているのと、鼈位置が斜

寵全長
燃焼部長

燃焼部幅

焚口部幅

(58)cm 

(30)cm 

(22)cm 

(24)cm 

面の低い方にあるため、あまり残りはよくない。袖

部には小礫を多量に含む黄色粘質土を構築材として

いる。燃焼部の袖内側はかなり焼けている。火床面

は平坦で、煙道部が緩やかに立ち上がる。

貯蔵穴

楕円形となる。

遺物

甕が、

いる。

備考

竃に向かって右側、北東壁角にあり、底が

南西の床面直上より第221図 1 に示した大型の

また埋没土中から甕・坪等の破片が出土して

1 号土坑と重複するが、 その新旧は 1 号土坑

の方が新しい。本住居跡の年代観は、出土遺物より

7 世紀後半としたい。 （谷藤）
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土層注記

1. 褐色土 ローム小塊、黒色土混入（撹乱）。

2. 黒褐色土 炭化物、焼土粒少量混入。細粒で

締りある土。

3. 暗褐色土 炭化物、焼土粒多最に混入。一部

に斑状の淡褐色土混入。細粒で締りある土。

4. 褐色土 ローム小ブロック多量に混入。細粒。

5. 暗赤褐色土焼けた粘土を含み、細粒で粘質。

6. 黒色土 淡褐色土を斑に含む。ローム粒多量

に含む。細粒で締りない。

7. 暗黄褐色土 ローム粒、ロームプロック多量

に混入。細粒でやや粘質。締りに欠ける。

゜ 2m 

第220図 第 13号住居跡実測図
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第 4 節 飛鳥・奈良時代の遺構と遺物
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第221 図 第 13号住居跡出土遺物実測図

第13号住居跡出土遺物観察表 (PL.144)

尉番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 -3 口22.0 高3 1. 9 ①普通・白色鉱微量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴上半部～中央部

甕 底（9.5) ほぽ完形 酸化・硬 ③暗赤褐色 縦箆削り、胴下半部斜め箆削り。内面箆撫で。

2 土師器 +18 口一高一胴(21.0) ①粗・白色鉱少量 ②酸 外面胴部縦箆削り。

甕 胴部％ 化・普通 ③鈍い赤褐色 内面撫で。

3 土師器 埋没土 ロー高一胴(16.0) ①普通・白色鉱少量 ② 外面胴部縦箆削り。

長胴甕 胴部％ 酸化・普通 ③灰褐色 内面撫で。

4 土師器 +24 口 (22.0) 高一底ー ①粗・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。

甕 口縁部片 化・普通 ③明赤褐色

5 土師器 +12 口（6. 7) 尚 (4.0) ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部不定

坪 丸底口～底½ 化・普通 ③赤褐色 方向箆削り。内面撫で。

6 土師器 -3 口 (11.0) 高 (3.7) ①普通・白色鉱微量 ② 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 （丸底） 口～体½ 酸化・普通 ③明赤褐色 削り。内面体部撫で。

7 土師器 -12 口 (11.0) 高 (5.0) ①普通・白色鉱微量 ② 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 底ーロ～底％ 酸化・普通 ③鈍い褐色 削り。内面体部撫で。

8 土師器 埋没土 口(14.0) 高一底ー ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部不定

坪 口～底％ 化・普通 ③明赤褐色 方向箆削り。内面体部撫で。, 土師器 埋没土 口 (12.0) 高一底ー ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部横箆削り。

坪 口～体部片 化・普通 ③鈍い赤褐色 内面体部撫で。

10 土師器 +17 口(14.0) 高一底一 ①細・灰雑物なし ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部横箆削り。 外面に指頭圧痕

坪 口～体％ 化・硬 ③明赤褐色 内面体部撫で。 あり。
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第 3 章 検出された遺構と遺物

器種

器形

11 I 須恵器

甕

出土位置

+22 

口径高さ

残存状態

口一高一底一胴部

片（縦5.1 横5. 1)

底径
①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考

①普通・白色鉱少量

遠元・硬 ③緑灰色

②
 

外面は格子叩き。

内面は青海波叩き。

第14号住居跡 埋没土 ロームブロックや炭化物を少量含む暗褐色

位置

形状

面積

4 区34Cll

12.36m' 

写真

方位

PL.48 

長辺3.64m短辺3.44mのほぽ正方形を呈する。

N-40ー-W 

土を主体とする。なお、上面には As-A 軽石を多量

に含む撹乱土層がみられる。

床面 掘りかた面にロームブロックと暗褐色土の混
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言．：：：含ロロ芯こ）：み、淡褐色土を
2. 黒褐色土径 3~5 cm大の淡褐色土を斑に

含む。細粒で締りが強い。

3. 褐色土焼土塊、焼けた粘土塊、炭化物を

含み、やや粘質で締り強い。

4. 暗褐色土 ロームブロック、炭化物を少量

含み、細粒で粘質。

5. 褐色土壁際にローム小プロック少量混入。

炭化物の大きな塊を含む。細粒。

6. 褐色土黒色土小塊を斑に含む。細粒。

7. 黒褐色土 ローム粒を多量に含む。細粒。

8. 暗褐色土 ロームプロックを多く含み、堅

くしまっている。

土層注記

土層注記

a. 暗褐色土

b. 明褐色土

入。

C •茶褐色土粘性あり。焼土塊、ローム粒 b

より多量混入。

d. 黒褐色土粘性あり。ローム粒混入。灰ら

しき黒色砂質の土混入。

e. 黄色土粘土。

f.暗褐色土黄褐色土プロックを少量含み、

あまり締りがない。

g．黄褐色土ローム、褐色土プロックを混入。

h. 暗褐色土 ローム小プロック多量混入。掘

りかた覆土。

i.黄褐色土プロック

j.暗褐色土プロック

k. 黄色土 カマド袖材、内壁焼土化している。

粘性あり。ローム粒混入。

粘性あり。焼土塊、ローム粒混

D
 

L • 186.50 D
 

゜ lm 
第222図 第 14号住居跡実測図
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在土を客土し、上面（床面）は堅くしまっている。

床面は平坦である。なお、壁高は28~47cmで、東・

南の壁が高い。

鼈北壁中央よりやや東よりに位置し、煙道部が溝

状の撹乱によって壊されている。残存する袖部を見

ると、ロームブロックないしはローム粒を多量に含

む黄褐色土を構築材としている。焚口部から燃焼部

にかけてややくぽみ、燃焼部の奥壁は、北壁と共有

しており、燃焼部内は方形となる。なお、袖部内側

は焼土化している。

第 4 節 飛鳥・奈良時代の遺構と遺物

柱穴 南壁際に 2 カ所検出されたが、主柱穴は不明。

貯蔵穴 竃に向かって右側で、北東壁角に位置し、

形状は不整楕円形で揺鉢状をなす。

遺物 大型・小型の甕、長胴甕、坪、及び須恵器片

や鉄製品が出土している。特に、竃焚口部付近から

坪が 1 点床直で出土している。

備考近世以降の撹乱などにより一部壊されていた

が、比較的残りはよかった。また、一部南西角につ

いては、調査区外のため確認できなかった。本住居

跡の年代観を出土遺物より、 7 世紀後半としたい。

（谷藤）
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第 3 章検出された遺構と遺物
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第224図 第 14号住居跡出土遺物実測図 (2)

第14号住居跡出土遺物観察表 (PL. 144、 145)

図番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 +14 ロ (22.2) 高一底一 ①普通・白色鉱微最 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部縦箆削り。

長胴甕 口～胴％ 酸化・普通 ③褐色 内面胴部箆撫で。

2 土師器 +15 □ 25.0高一底 10.0 ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面胴上半部は縦箆 2 次的な火を受

甕 口～胴と胴～底％ 化・普通 ③明赤褐色 削り、下半部は斜めと横箆削り。内面箆撫で。 けた跡あり。

3 土師器 +5 ロ (24.0) 尚一底ー ①普通・白色鉱多量 ② 内外共口縁部横撫で。外面 胴部斜め箆削り。

長胴甕 口～胴½ 酸化・硬 ③灰褐色 内面胴部箆撫で。

4 土師器 +22 口一胴(21 0) ①普通・白色灰色鉱少量 外面胴部斜め箆削り。

長胴甕 底一胴部％ ②酸化・普通 ③黒褐色 内面胴部箆撫で。

5 土師器 鼈 口 (220) 高一底一 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。

甑 埋没土 口～胴上半部片 化・普通 ③橙色 内面 口縁部～胴部撫でと磨き。

6 土師器 +14 口 (15.2) 高一底一 ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面胴部斜め箆削り。

甕 口～胴烙 化・普通 ③鈍い褐色 内面胴部撫で。

7 土師器 +6 ロー高一底5 4 ①普通・灰色鉱多鼠 ② 外面胴下半部斜め箆削り。

甕 底部片 酸化・普通 ③橙色 内面胴部～底部撫で。
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尉番号
器種

出土位置
ロ径高さ底径

器形 残存状態

8 土師器 鼈 口10 8 高3.3

坪 丸底完形, 上師器 +19 口 (12.0) 高3.3

坪 丸底口～底％

10 土師器 + 1 口12.2 高3.8

坪 丸底口～底％

11 土師器 +13 口(12 0) 高3.2

坪 丸底口～底％

12 土師器 + 1 口 10.8 高3.3

坪 丸底口～底％

13 土師器 +9 ロ (12.0) 高 (3.7) 

坪 底ーロ～底％

14 土師器 +14 口(12.0) 尚一底一

坪 口～底％

15 土師器 +12 口 (10.0) 高 (2.9)

坪 （丸底） 口～底％

16 土師器 +6 口 (14.3) 高一底一

坪 口～底％

17 土師器 +25 ロ（11.0) 高 (3.5)

坪 （丸底） 口～底％

18 土師器 埋没土 口 (12.0) 高 (4.9)

坪 （丸底） 口～底％

19 土師器 埋没土 口 (12.0) 高一底一

坪 口～底％

20 土師器 埋没土 口 (14.5) 高 (4.7) 

坪 口～底％

21 土師器 埋没土 口（11.0) 高 (3.5)

坪 丸底口～底½

22 土師器 埋没土 口 (14.0) 高一底一

坪 口～体部片

23 土師器 埋没土 口 (12.5) 裾（10.0)

高坪 口縁部と脚部片

24 須恵器 +19 口(14 0) 高一底一
てg 口～胴％

25 須恵器 +11 ロー高一底一胴部

甕 片縦7.5 横8.0

26 須恵器 埋没土 口一高一底ー 頸
g ギ (12.5) 頸～胴部片

27 鉄製品 埋没土 最大長2.7cm 

鏃

第16号住居跡

位置 4 区36C06 写真 PL.49 

第 4 節 飛鳥・奈良時代の遺構と遺物

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考

①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

化・普通 ③橙色 削り。内面体部撫で。

①細・灰色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部横箆削り、

化・硬 ③明赤褐色 底部斜め箆削り。内面体部撫で。

①細・白色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部斜め箆削り。

化・硬 ③明赤褐色 内面 口縁部～体部横撫で、底部撫で。

①細・白色鉱微盤 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

化・普通 ③鈍い橙色 削り。内面体部撫で。

①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部不定

化・普通 ③鈍い橙色 方向箆削り。内面体部撫で。

①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部不定

化・硬 ③鈍い橙色 方向箆削り。内面体部撫で。

①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部は横

化・硬 ③灰黄褐色 と縦箆削り。内面体部撫で。

①細・央雑物なし ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部斜め

化・硬 ③鈍い橙色 箆削り。内面体部撫で。

①普通・白色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、体部～底部斜め箆削り。

酸化・普通 ③橙色 内面 口縁部～底部撫で。

①細・灰雑物なし ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部横箆削り。

化・硬 ③褐色 内面 口縁部～底部撫で。

①細•黒色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部横箆削り。

化・普通 ③橙色 内面 口縁部～体部横撫で、底部撫で。

①細決雑物ほとんどなし 外面 口縁部撫で、体部～底部斜め箆削り。

②酸化・硬 ③鈍い褐色 内面 口縁部～底部撫で。

①細・白色鉱微量 ②酸 外面 口縁部撫で、体部は横箆削り、底部は

化・普通 ③鈍い褐色 斜め箆削り。内面 口縁部～底部撫で。

①細・白色鉱微斌 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横と

化・硬 ③鈍い褐色 斜め箆削り。内面撫で。

①細・白色鉱微量 ②酸 外面 □縁部撫で、体部横箆削り。

化・普通 ③灰黄褐色 内面 口縁部～体部撫で後、暗文。

①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 脚部縦箆削り、

化・普通 ③明褐色 裾部横撫で。内面暗文。

①細・央雑物なし ②還 ロクロ整形。

元・硬 ③灰色

①細・白色鉱微量 ②還 外面は平行叩き。

元・硬 ③灰色 内面は剥れているため不明。

①細・白色黒色鉱少量 ロクロ整形。

②還元・硬 ③灰色

無柄 平根鏃片で、上半に円形の小透しあり。上方の割れ口は、調査時欠損。下方は、旧

時欠損。腹扶に、さらに小さな返りあり。

築材として、ローム土を堅く貼っている。床面は平

坦で、壁高は確認面から 24~30cmである。

形状長辺4.44m 短辺4.14mのほぽ正方形を呈す 鼈北壁のほぼ中央に位置し、焚口部は平坦で、燃

焼部が播鉢状に若干くぼみ、燃焼部から煙道部にか

けて緩やかに立ち上がっていく。残存する袖部は、

ロームと暗褐色土の混在土や、ローム土自体をその

構築土に使用している。あまり残存状況はよくない。

柱穴 住居外形の対角線上に、 4 本の主柱穴が検出

された。規模は、径が約25~40cm程で、深さが約

60~90cmを測る。

る。

面積 18.13m' 方位 N-26'-W 

埋没土 黄褐色土ブロックが斑状にかなり多く混在

する黒褐色・褐色土を主体とするが、上層は砂質で

黄色土ブロックが淡い黄褐色であるのに対し、下層

は粘性で黄色の強いブロックが含まれる。また南壁

付近には、炭化物を多く含む焼土が堆積していた。

床面 掘りかた面に、黄色土ロームブロックと黒褐

色土との混在土を客土し、さらにその上に床面の構

壁周溝南壁際に、幅25cm前後、深さ約 8 cm程のも

のが検出された。
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第 3 章検出された遺構と遺物

遺物 出土した遺物は比較的多く、特に埋没土中か 重複している。この新旧関係は、埋没土の堆積状況

らのものが多い。遺物は甕・坪が主体を占めるが、 や、本住居跡の床面などから、第15号住居跡が旧く、

高坪や手捏土器・鉄製鏃先等もある。 本住居跡の方が新しいことが確認された。本住居跡

備考 本住居跡の中央部から東壁にかかる 4 分の 1 の年代観を出土遺物より 7 世紀後半としたい。

の面積が、東に隣接する第15号住居跡の西角部分と （谷藤）
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土層注記

1.褐色土砂質。斑状の淡黄褐色土、ローム粒混入。

2. 茶褐色土 黒褐色土中に斑状の黄褐色土を多最に含

むため、茶褐色を呈する。ローム粒も混入。

3. 黒褐色土粘性。斑状の明確な黄褐色土混入。

4. 黒褐色土 3 に類似。斑状の黄褐色土小さくなる。

5. 暗褐色土 砂質。粘土と炭化物多量に混入。南壁の

粘土塊との関連性をうかがわせる。

6. 暗褐色土 粘性少ない。斑状の黄褐色土、大変小粒。

7. 暗褐色土 粘性。ローム粒混入、黄褐色土なくなる。

8. 褐色土 ロームプロック混入。壁の崩れたものか。

9. 暗褐色土貼床材として、ロームを上面に貼り、下

部にロームブロックを多量に含む。しまった土。

10. 黄褐色土 よごれた黄色ロームで、黒色土混入。

゜ 2m 

第225図第 16号住居跡実測図
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第 4 節 飛鳥・奈良時代の遺構と遺物
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a. 暗褐色土 ローム粒多星混入。焼土、白

色軽石微最混入。

b. 暗褐色土 ローム粒、炭化物粒微量混入。

C •暗褐色土 ローム粒多鼠混入。

d. 暗褐色土焼土は含まれない。

e. 暗赤褐色土 焼土粒多鼠に混入。

f.暗赤褐色土 e に類似。やや暗い色調。

g．明赤褐色土桃色をした粘土ブロック。

h. 暗赤褐色土 e に類似。焼土は少ない。

ローム粒を多鼠に混入。

i.暗褐色土 よごれたロームを混在させ、 k. 暗褐色土 ロームブロック多獄混入。住 m. 暗褐色土焼土ブロック、ロームプロッ
よく堅くしまっている（カマド袖材）。 居掘りかた覆土と同質。カマド掘りかた。 ク少輩混入。

j.暗褐色土焼土粒を多量に含み、よくし ］．赤褐色土焼上粒、焼土プロック、炭化 n. 暗褐色上 ロームプロック多獄混入。
まっている土。 物粒多量に混入。 0. 暗褐色土 ローム粒、焼土粒少鼠混入。

第226図 第 16号住居跡寵実測図
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第 4 節 飛烏・奈良時代の遺構と遺物
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第229図 第 16号住居跡出土遺物実測図 (3)

第16号住居跡出土遺物観察表 (PL. 145 、 146)

屈番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 +4 口26.3 高一底一 ①普通・灰色鉱多量 ② 内外共口縁部横撫で。外面 胴部縦箆削り。

長胴甕 口～胴％ 酸化・普通 ③暗褐色 内面胴部撫で。

2 土師器 +8 口22.8 高一底一 ①普通・白色鉱少盤 ② 内外共口縁部撫で。外面 頸部～胴部縦箆削

長胴甕 口～胴％ 酸化・硬 ③鈍い赤褐色 り。内面胴部箆撫で。

3 土師器 +13 ロ (24.2) 高一底一 ①普通・白色鉱少量 ② 外面 口縁部撫で、頸部～胴部縦箆削り。

長胴甕 口～胴％ 酸化・硬 ③赤褐色 内面 口縁部～胴部撫で。

4 土師器 +27 口 (22 0) 高一底一 ①普通・白色鉱少量 ② 外面 口縁部撫で、頸部～胴部縦箆削り。

長胴甕 口～胴妬 酸化・普通 ③鈍い橙色 内面 口縁部横撫で、頸部～胴部箆撫で。

5 土師器 埋没土 口(186) 高一底ー ①普通・白色灰色鉱少量 内外共口縁部撫で。外面 頸部～胴部縦箆削

甕 口～胴％ ②酸化・普通 ③鈍い橙色 り。内面頸部～胴部箆撫で。

6 土師器 +10 口（9.7) 高一底一 ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。

甕 口縁部（破片） 化・硬 ③橙色

7 土師器 +3 口 13.8 高一底一 ①普通・灰色鉱少星 ② 内外共口縁部横撫で。外面 胴部斜め箆削り。

甕 口～胴％ 酸化・普通 ③暗赤褐色 内面胴部撫で。

8 土師器 埋没土 口 (154) 高一底一 ①普通・白色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面 胴部縦箆削り。

甕 口～胴％ 酸化・硬 ③赤褐色 内面胴部撫で。

9 土師器 +13 口 (10.8) 高一底一 ①細・央雑物ほとんどなし 内外共口縁部横撫で。外面胴部斜め箆削り。

甕 口～胴％ ②酸化・普通 ＠冷［い橙色 内面胴部撫で。

10 土師器 +20 ロ (15.6) 高一底一 ①普通・白色灰色鉱少量 内外共口縁部横撫で。外面胴部縦箆削り。 内面黒色処理

甕 口～胴％ ②酸化・硬 ③鈍い赤褐色

11 土師器 +32 口一高一底 (3.5) ①普通・黒色鉱少紐 ② 外面胴下半部箆削り。

甕 底部％ 酸化・普通 ③暗褐色 内面胴下半部撫で。

12 手捏土 +2 口（3.5) 高一底一 ①細・央雑物なし ②酸 外面 口縁部横撫で、体部横箆削り。

器 口～体％ 化・硬 ③鈍い赤褐色 内面 口縁部～体部撫で。

13 手捏土 +24 ロ (4 8) 高（3.6) ①普通・白色鉱少醤 ② 内外共全体が指圧痕。

器 底 (3.8) 口～底％ 酸化・普通 ＠滲もい黄褐色

14 土師器 +23 口 1 1. 4 高3.0 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で、体部横箆削り、底部斜

坪 丸底完形 化・普通 ③橙色 め箆削り。内面体部撫で。

15 土師器 +18 口 1 1. 8 高3.7 ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 丸底完形 化・普通 ③明赤褐色 削り。内面体部撫で。

16 土師器 +5 口 12.6 高4 0 ①細・白色赤色鉱少星 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 丸底ほぽ完形 ②酸化・普通 ③橙色 削り。内面体部撫で。

17 土師器 +11 口 12.4 高3.8 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部斜め

坪 丸底口～底％ 化・硬 ③明赤褐色 箆削り。内面体部撫で。

18 土師器 +18 口 11.6 晶3.3 ①普通・白色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 丸底口～底％ 酸化・普通 ③明赤褐色 削り。内面体部撫で。
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図番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

19 土師器 +3 口 12.6 高4 2 ①細・白色鉱微最 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 丸底口～底％ 化・硬 ③明赤褐色 削り。内面体部撫で。

20 土師器 +6 口10 1 高3.0 ①細・白色灰色鉱少羅 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部斜め

坪 丸底口～底％ ②酸化・硬 ③鈍い褐色 箆削り。内面体部撫で。

21 土師器 +14 口 10.4 高4.0 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 丸底 ほぼ完形 化・硬 ③鈍い橙色 削り。内面体部撫で。

22 土師器 +22 口 10 2 高36 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 丸底 ほぼ完形 化・硬 ③鈍い橙色 削り。内面体部撫で。

23 土師器 +7 □ 10 4 高32 ①細・白色鉱少鼠 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部斜め

坪 丸底完形 化・普通 ③明赤褐色 箆削り。内面体部撫で。

24 土師器 +10 口 10.8 高31 ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部不定

坪 丸底ほぽ完形 化・普通 ③鈍い赤褐色 方向箆削り。内面体部撫で。

25 土師器 +16 口 10.2 高3.3 ①細・白色鉱少鼠 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部横箆

坪 丸底口～底％ 化・硬 ③鈍い赤褐色 削り。内面体部撫で。

26 土師器 +11 口 10.6 尚32 ①細・白色鉱少鼠 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部斜め 外面に指圧痕あ

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③明赤褐色 箆削り。内面体部撫で。 り。

27 土師器 +6 口 (102) 高一底一 ①細・白色鉱微醤 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部横箆

坪 口～底％ 化・硬 ③明褐色 削り。内面体部撫で。

28 土師器 +3 口 12.0 高4.0 ①細・灰色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部横箆 内面黒色処理

坪 丸底口～底½ 化・普通 ③鈍い褐色 削り。内面体部撫で。

29 土師器 +8 □ (1 2.8) 高 (4.1) ①細・白色鉱微量 ②酸 外面 口縁部撫で、体部～底部縦箆削り。

坪 口～底½ 化・普通 ③鈍い褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

30 土師器 埋没土 口 13.6 高一底一 ①細・白色鉱少鼠 ②酸 外面 口縁部撫で、体部横箆削り。

坪 口～体％ 化・硬 ③鈍い褐色 内面 □縁部横撫で、体部撫で。

31 土師器 + 15 口(110) 尚一底一 ①細•黒色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 口～底½ 化・普通 ③明赤褐色 削り。内面体部撫で。

32 土師器 +12 ロ (16.0) 高一底一 ①細・赤色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 口～体％ 化・硬 ③明赤褐色 削り。内面体部撫で後、暗文。

33 土師器 +6 ロ (12.0) 高 (39) ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 底一口～底％ 化・普通 ③明赤褐色 削り。内面体部撫で。

34 土師器 埋没土 口(11. 4) 高 (36) ①細・白色鉱微鼠 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部斜め

坪 口～底½ 化・硬 ③鈍い橙色 箆削り。内面体部撫で。

35 土師器 +15 口 11 7 高一底一 ①細・白色鉱少鼠 ②酸 外面 口縁部横撫で。体部斜め箆削り。 外面に指圧痕あ

坪 口～体％ 化・硬 ③鈍い褐色 内面 口縁部～体部撫で。 り。

36 土師器 +13 ロ (12.0) 尚一底一 ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 口～底％ 化・普通 ③鈍い褐色 削り。内面体部撫で後、暗文。

37 土師器 鼈埋没土 口 (10.6) 高一底一 ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 口～底％ 化・普通 ③鈍い褐色 削り。内面体部撫で。

38 土師器 埋没土 口 (14.4) 高一底一 ①細•黒色鉱微鼠 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部横箆

坪 口～底％ 化・普通 ③鈍い赤褐色 削り。内面体部撫で。

39 土師器 -4 口(16 0) 高 (3.3) ①細・黒色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 坪部横箆削り。

高坪 坪部％ 化・硬 ③明赤褐色 内面坪部撫で後、暗文。

40 土師器 +16 口 12 6 高6.1 謬・央雑物ほとんどなし 内外共口縁部横撫で。外面 坪部は横、脚部 内面に放射状暗

高坪 底8.0 口～脚％ ②酸化・普通③鈍い黄褐色 は縦箆削り。内面坪部、脚部共に撫で。 文あり。

41 土師器 +3 口(1 3. 6) 高 5.5 ①細・灰色鉱徴最 ②酸 外面 口縁部横撫で、坪部は横・脚部は縦箆 内面放射状暗

高坪 裾8.3 口～脚½ 化・硬 ③鈍い赤褐色 削り。内面坪部と脚部共に撫で。 文、脚部指圧痕

42 土師器 +2 口(17.5) 高一底一 ①細・白色赤色鉱少最 内外共口縁部横撫で。外面坪部横箆削り。

高坪 口～坪底部½ ②酸化・硬 ③鈍い赤褐色 内面坪部撫で後、暗文。

43 土師器 +4 口一高一裾11 4 ①普通・黒色鉱少量 ② 外面脚部縦箆削り、裾部撫で。

高坪 脚部％ 酸化・普通 ③明赤褐色 内面脚部箆削り、裾部撫で。

44 土師器 掘りかた 口(14.2) 高一 ①細・白色鉱少最 ②酸 外面 口縁部横撫で、坪底部横箆削り。

高坪 埋没土 坪部栢 化・普通 ③橙色 内面 口縁部横撫で、坪部撫で後、暗文。

45 土師器 +37 ロー高一裾(8.5) ①細・白色鉱微量 ②酸 外面脚部縦箆削り、裾部横撫で。

高坪 脚部％ 化・硬 ③明赤褐色 内面脚部撫で、裾部横撫で。

46 須恵器 +5 口8 8 高 (63) ①細•黒色鉱微鑓 ②還 ロクロ整形後、底部箆削り調整。

短頸壺 底一口～底½ 元・硬 ③灰色

47 須恵器 埋没土 口 (18.0) 高一底一 ①細・白色鉱微量 ②還 紐作り後、ロクロ整形。

甕 口縁部（破片） 元・硬 ③暗青灰色

48 鉄製品 埋没上 残存長7.1cm 鍬先で、半欠品。割れ口は調査時。刃先は片刃。耳・刃側の棟に、台部用の溝の作り出し

鍬先 あり。錆膨は少ない。刃部は、シャープ。
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第 4 節 飛鳥・奈良時代の遺構と遺物

第21号住居跡 柱穴数本確認されているが、いずれも本住居跡に

位置 4 区22C04 写真 PL.50 伴うものとは断定できない。

形状長辺3.24m 短辺3.12mのほぽ正方形を呈す 貯蔵穴竃右側に、円形の擢鉢状を呈する穴が確認

る。 されたが、貯蔵穴とは確定しがたい。

面積 10.35而 方位 N-44°-E 遺物出土した遺物は少なく、甕・坪等である。特に

埋没土 ローム粒を含む暗褐色土を主とする。 甕については、竃右側の壁隅に正位で出土している。

床面掘りかた面は、重複する第22 • 23号住居跡よ 備考本住居跡の東側には第22号住居跡、西側には

りも深い位置にあり、ロームブロックと暗褐色土の 第23号住居跡と重複する。これらの新旧関係は、埋

混在土を客土し、堅くしまっている。 没土の堆積状況や床面の観察から、第22 • 23号住居

鼈残存状況は悪く、鼈の右袖部分と燃焼部の一部 跡のいずれよりも本住居跡の方が新しい。本住居跡

が残るだけであった。 の年代観を出土遺物より 8 世紀前半としたい。
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（谷藤）

土層注記

1.暗褐色土細粒だが、締りない。

2. 黒褐色土 ローム粒、炭化物粒少星

混入。細粒で締りあり。

3. 褐色土 3~5 cm大のロームブロッ

ク、ローム粒多量混入、粗粒で締り

ない。炭化物、焼土粒若干混入。

4. 黒褐色土 比較的大粒の炭化物を少

量混入。細粒で締りあり。

5. 黒褐色土焼土塊、ローム粒少鼠混

入。粗粒であまり締りない。

6. 褐色土焼土の大塊、炭化物多量に

混入。細粒でやや粘質。

7. ロームと黒褐色土の混合土 上面は

堅い（掘りかたの土）。

8. 暗褐色土 ロームブロック多星に混

入。上面は、堅く踏みしまってい

る。

゜
2m 

第230図 第21 号住居跡実測図
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第 3 章 検出された遺構と遺物

第21号住居跡出土遺物観察表 (PL.147)

附番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 -16 口23.7 高一底33 ①普通・白色鉱少鼠 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴上半部は縦箆 輪積痕、 2次的な

長胴甕 口～胴と胴～底½ 酸化・普通 ③黒褐色 削り、胴下半部は不定方向箆削り。内面撫で。 火を受けた跡。

2 土師器十 6 口 10.8 高3.6 ①細・白色鉱微絋 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部斜め

坪 丸底完形 化・硬 ③鈍い赤褐色 箆削り。内面体部撫で。

3 チップ 埋没土 材質 滑石。長さ 4.1cm 幅33cm 厚さ 0.8cm 重さ 15g。板状に荒割りされている。流れ込みの可能性が高い。

4 鉄製品 埋没土 残存長3.3cm 無柄平根鏃。欠損は調査時。中央に円形の透しあり。鍛えは、錆膨が少なく、良鉄を思わ

鏃 せる。

5 鉄製品 埋没土 残存長4.3cm 鏃の茎残欠のようにみえる個体で、旧態を留める。横断面形は、隅丸長方形を呈す。錆化

不明 は、不定方向に進み、精鍛造・良鉄を思わせる。

第30号住居跡 14~34cm を測る。

位置

形状

面積

4 区19C02 写真 PL.50 

一辺が4.00mの正方形を呈する。

16.20m' 方位

鼈 残存状況は余りよくない。北壁のやや東よりに

N-06ー-W 

埋没土

主とする。

床面

ローム粒を多く含むやや明るい暗褐色土を

掘りかた面にロームブロックを多く混在させ

る暗褐色土を客土し、床面は平坦で堅くしまってい

る。また本住居跡の中央部に径が110cm、深さが13cm

の規模の円形の床下土坑が検出された。壁高は、

g
 

A
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ー

12 

吟タ
ダ

' ゜

〇。 c

g/J 

A' 

位置し、焚口部から燃焼部にかけては平坦で、燃焼

部の奥は本住居跡の壁位置で立ち上がり煙道部へと

続く。

貯蔵穴

れた。

壁周溝

壁の三方を巡る。

遺物

g . 

O
L
.
u
o
o
[
ｷ
T
 

| 
江・

円形で柱穴状のものが、竃の右側に検出さ

幅20cm程の溝が、「コ」の字状に東・南•西

竃前に土器が多く出土した。遺物には、甕．

r-

: 

• • 
N ・

8
• 

鼈全長
燃焼部長

燃焼部幅

焚口部幅

92cm 

(64)cm 

36cm 

(20)cm 

土層注記

1.暗褐色土 ローム粒、ブロッ

ク多塁混入。

2. 明暗褐色土 ローム粒多量に

混入。 1 より明るい。

3. 明褐色土 ロームブロックを

多鼠に混入。明るい土。

4. 暗褐色土 ロームブロック微

最混入。混入物少ない。

5. 明暗褐色土 2 と類似する。

ローム粒多斌混入。

6. 明暗褐色土掘りかた覆

土。ロームプロック多量に混

入。堅くしまっている。

5 3 4 
Lｷ187.30 A' 

゜ 2m 

第232図 第30号住居跡実測図
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坪が主で、砥石・滑石チップ等の石製品もある。

備考本住居跡の南側に第31号住居跡、北側に第33

号住居跡と重複する。これらの新旧関係は、埋没土

1

,

 

\ 
|
_
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ド

ー

第 4 節 飛鳥・奈良時代の遺構と遺物

の堆積状況や床面の観察から、第31 • 33号住居跡の

いずれよりも本住居跡の方が新しい。本住居跡の年

代観を出土遺物より 7 世紀後半としたい。 （谷藤）
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第233図 第30号住居跡出土遺物実測図

第30号住居跡出土遺物観察表 (PL.147)

思番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

l 土師器 +3 口 (24.0) 高一底一 ①粗・白色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、胴部縦箆削り。

長胴甕 口～胴％ 化・普通 ③褐色 内面 口縁部～胴部撫で。

2 土師器 +6 口 (23.0) 高一底一 ①普通・白色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部縦箆削り。

甕 口～胴％ 酸化・普通 ③暗赤褐色 内面胴部撫で。

3 土師器 +32 口 (27.0) 尚一底一 ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面胴部斜め箆削り。

甕 口～胴％ 化・普通 ③鈍い橙色 内面胴部箆撫で。

4 土師器 +2 口 10.8 高3.2 ①普通・白色黒色鉱少量 内外共口縁部横撫で。外面 体部横箆削り。

坪 丸底完形 ②酸化・軟 ③橙色 内面体部撫で。
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第 3 章検出された遺構と遺物

樹番号
器種

出土位置
口径尚さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

5 土師器 埋没土 口 (17 4) 尚3.7 ①細・白色鉱少餓 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部横箆

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③橙色 削り。内面体部撫で。

6 土師器 +32 ロ (13.2) 高一底一 ①細決雑物ほとんでなし 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 口～底％ ②酸化・硬 ③鈍い褐色 削り。内面体部撫で。

7 土師器 埋没土 口 (140) 高一底一 ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。

高坪 口縁部％ 化・硬 ③鈍い褐色

8 砥石 -2 材質 砂岩。長さ 9 4cm 幅7.0cm 厚さ 2.9cm 重さ 200g。川原石の利用。使用は、平面図。砥石の利用の後、エ

作台として、利用されたと思われ、小さな凹みが、多数確認される。

9 砥石 埋没土 材質砂岩。長さ74cm 幅6.0cm 厚さ1.75cm 重さ 90g。川原石の剥片利用。使用は、平面破線内。他は原石面

と、旧時の割れ口。研磨の主体は、石の硬質箇所が凸出しているため、木・皮などの軟質物質。

10 滑石 埋没土 材質 滑石。長さ 4 1cm 幅26cm 厚さ 1 4cm 重さ 27g。裏面一部分に刃物による削りがある他は、すべて、原石

チップ 面。何を意図した荒割かは、不明。

l 1 砥石 +8 材質 流紋岩（砥沢石）。長さ 8. 7cm 幅5.0cm 厚さ 4 7cm 重さ 280g。図右下平面の右側に原石面。他は、使用面。

図中の条痕の大半は、刃ならし傷。左下平面の使用癖は、右きき。主体は、金属。手持砥。

12 こもあ +l 材質 黒色片岩。長さ 13.7cm 幅6.2cm 厚さ 2. 7cm 重さ 400g。図上下側面右側に、敲打による剥離部分がある。

み石 紐等を縛るために、剥離したものか。この他、同様の石が、 9 個確認された。

第54号住居跡

位置 4 区06B42 写真 PL.50 

形状 長辺3.18m 短辺2.84mの長方形を呈する。

面積 8.88対（推定） 方位 N-8T-E 

埋没土 ロームブロックを含む暗褐色土が主体をな

す。壁際は、三角堆積をし、中央は、レンズ状堆積

をしている。

床面 確認面でローム層を90cm程掘り込み、その上

に暗褐色土と黄褐色土の混合土を10cm程客土して、

床面を形成している。特に、鼈前面に堅い部分があ

ヽ
l
 

l

ｭ-B 
｀拉

5 0 

゜

55仕

B
 

り、中央には、粘土塊を確認した。掘りかたの調査

をしたが、床下土坑は、確認できなかった。

鼈東壁やや南寄りにあり、ほとんど屋外に構築さ

れている。ローム層を方形に掘り、壁に黄色粘土を

貼り付けて鼈としている。袖部はほとんど無く、天

井石は確認できなかったが、支脚には雲母石英片岩

が 1 個使用されていた。燃焼部はややくぼみ、煙道

部は急激に立ち上がる。

柱穴確認できなかった。

貯蔵穴確認できなかった。

. 
V̀ 

0
9
ｷ
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 • 

7
 

| 
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土層注記

1.暗褐色土 ローム粒若干混入。粘性弱い。

2. 暗褐色土 ローム小プロック混入。

3. 暗褐色土 ローム小プロック多量混入。

明るい。締りあり。

4. 暗褐色土 ローム粒多量混入。 3 より暗

く しまった土。

5. 暗褐色土 ローム粒、ブロック混入。

6. 暗褐色土とロームブロックの混合土

7. ロームブロックと褐色土の混合土

8. ローム漸移層

6. 7 は、掘りかた覆上。

B
 

L • 184.00 B' 

昌
゜ 2m 

第234図 第54号住居跡実測図
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第 4 節 飛鳥・奈良時代の遺構と遺物

壁周溝

遺物

竃周辺を除き、全周する。規模は、幅16~35

cm深さ 6~9 cmである。

床面直上のものは、大変少ない。 口縁部が内

湾する大振りの土師器坪・土師器甕の口縁部などが、

出土している。 また、埋没土中ではあるが、滑石製

模造品の有孔円板も出土している。

備考 第55号住居跡と重複している。本住居跡の年

代観を出土遺物より 8 世紀前半としたい。 （鹿沼）

. •G 

瑚全長
燃焼部長

燃焼部幅

焚口部幅

C 

71cm 

43cm 

49cm 

49cm I 
仁l·

LｷI84.40 

c
 

土府注記

゜

a. 灰褐色土 ローム粒、径 5 mm大のローム

プロック多輩混入。細粒で粘質。

b. 黒褐色土 ローム粒、焼土粒混入。粘質。

C. 褐色土 ローム粒、炭化物粒混入。粘性

に欠ける。

d. 黄褐色土 黒褐色土プロック混入。たい

へんもろい土。

e. 黄褐色土ロームプロック、焼土粒、

ローム粒混入。粗粒でもろい。

f.暗褐色土径 2~3 cm大のロームプロッ

ょ ロア燈 ク、焼土粒混入。焼土粒は、下陪部に集
C' 

中している。燃焼部か。

ー．g.褐色士径 5 mm大のロームブロック多堡混入。細粒で締りあり。

h. 灰暗褐色土 径 1~2 cm大の焼土塊、径 2 cm大のロームプロック混入。

i.灰褐色土 灰色粘土（カマド材）、径 2 cm大の焼土塊混入。

j.暗褐色土 焼土粒多屈に混入。下層部に径 2 cm大の粘土プロック混入。

k. 黄褐色土 ローム漸移層。

I. 黄褐色土ブロック m. 袖粘土

n. 暗赤褐色土焼土塊、焼土粒多絨に混入。細粒で粘性あり。

笏゜．黒褐色土 ローム粒、ロームプロック混入、灰の残存か

ｼ, P. 暗褐色土 ローム粒混入。細粒で締りない。
lm q．灰暗褐色土 ローム粒混入。細粒。

r. ローム漸移図

第54号住居跡鼈実測図
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第 3 章検出された遺構と遺物

第54号住居跡出土遺物観察表 (PL. 147)

屈番月
器種

出土位置
口径尚さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 埋没土 口 (26.5) 高一底一 ①普通・灰色鉱少量 ② 外面 口唇部横撫で、口縁部～頸部縦箆削り。

甕 口縁部（破片） 酸化・普通 ③橙色 内面 口縁部横撫で、頸部撫で。

2 土師器 +30 ロ (26.4) 高一底一 ①細•黒色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 頸部縦箆削り。

甕 口縁部（破片） 化・普通 ③橙色 内面頸部箆撫で。

3 土師器 +2 口 (14.6) 高一底一 ①普通・白色鉱多星 ② 内外共口縁部横撫で。外面 頸部斜め箆削り。

甕 口～頸（破片） 酸化・硬 ③鈍い赤褐色 内面頸部箆撫で。

4 土師器 + 10 口 (15.0) 高一底一 箆撫で黒色鉱微黛 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 頸部縦箆削り。

甕 口縁部（破片） 化・普通 ③褐色

5 土師器 +30 口一高一底(6.0) ①普通・白色鉱多最 ② 外面底部斜め箆削り。

甕 底部（破片） 酸化・硬③鈍い赤褐色 内面底部撫で。

6 土師器 +5 口 (19.0) 高一 ①細決雑物ほとんどなし 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部斜め

坪 底(10.4) 口～底％ ②酸化・硬 ③暗褐色 箆削り。内面体部撫で。

7 須恵器 埋没土 ロー胴（17.5) ①普通・白色鉱少量 ② ロクロ整形。
g 士 胴部％ 還元・硬 ③灰色

8 土師器 埋没土 口(12.8) 高一底一 ①細・白色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部横箆削り。

坪 口～底％ 化・硬 ③橙色 内面 口縁部～体部撫で後、暗文。, 土師器 埋没土 口 (1 1.2) 高一底一 ①細・央雑物なし ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 口～底％ 化・硬 ③橙色 削り。

10 須恵器 埋没土 ロー高一胴部（破片） ①細・白色鉱少量 ②還 紐作り後、ロクロ整形。外面に、平行叩き痕

甕 縦6.7 横5.4 元・硬 ③灰色 あり。

11 有孔円 埋没土 材質 滑石。長さ 2.0cm 幅1.9cm 厚さ 3.5cm 孔径0.3cm 重さ 3.5g。図上方側面は、刃物による削り調整。そ

板か の他は、剥離しているため不明。穿孔は、一方向か。流れ込みの可能性大。

12 チップ 埋没土 材質 滑石。長さ 3.1cm 幅2.1cm 厚さ 0.6cm 重さ 6 g。全面、原石面。荒割りの時のチップか。

第59号住居跡

位置 5 区21C03

面積不明 方位 N-22ー-E 

写真 PL.51 埋没土凡そ 5 層の褐色土、暗褐色土などによって

形状南側が半分以上調査区域外に出るため形状は 埋まっている。壁際から埋まっていった様相を呈し

不明である。規模は東西長4.94m、南北長不明であ てはいるが、浅いため埋まり方は明らかでない。

る。壁も遺存状態不良で、壁高 0~34cmである。 床面確認面（ローム層）から深さ 20~50cm掘り込

-4 
\ 

＜・

4ロ

゜ 2m 

第237図 第59号住居跡実測図
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み、ロームを多量に含む褐色土を厚さ 20cmほど客土

して造られている。床面は平坦であるがやや西側に

傾斜しており、鼈前から住居中央にかけては広範囲

に踏み固めてできた堅い面が検出された。なお、床

下土坑は存在しなかった。

鼈北壁のほぼ中央の位置に黄色粘土を用いて屋内

に袖を出す形態に造られていた。燃焼部下部は床と

同様客土によって造作されており、火床面は強く焼

けていた。燃焼部奥には支脚とみられる棒状の片岩

が 1 個突き立てられていた。

第 4 節 飛鳥・奈良時代の遺構と遺物

柱穴 柱穴とみられるピットは貯蔵穴の南側に 1 個

検出。い：径58cm、深さ 63cm。また、掘りかた調査

中に竃左側より E に対応するものが検出。

貯蔵穴竃の右側に径42cm、深さ 63cmの円形のもの

が検出された。中からは何も検出されなかった。

壁周溝 鼈の右側から東側にかけて幅22~34cm、深

さ 7~9 cmのものが続っていた。

遺物 土師器長甕・小型甕・坪などの破片、砥石が

竃内やその周辺から集中して少量出土した。

備考本住居跡は 7 世紀後半と推定される。（小林）

uｷ 
寵全長 94cm | 

燃焼部長 86cm 

燃焼部幅 30cm 

焚口部幅 33cm 
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土層注記

a. 褐色土焼土、粘土小塊、炭化物若干混入。細粒。

b. 焼土

C •明褐色土 黄灰色粘土小塊多量混入。細粒、粘質。

d. 黒褐色土細粒で締り弱い。

e. 褐色土細粒で締りやや強い。

f.褐色土 焼土の混合土。ローム小プロック少量混入。

細粒で粘質。

g．黒褐色土径 1~3 cm大のロームプロック少量混

入。

h. 褐色土 ロームの混合土。

i.灰黄褐色粘土 袖部、内部に焼土塊、土器片混入。

B
 

Lｷ177.90 B' 

゜ lm 

第238図 第59号住居跡躍実測図
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第 3 章検出された遺構と遺物
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第240図 第59号住居跡出土遺物実測図 (2)

第59号住居跡出土遺物観察表 (PL.147 、 148)

図番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 鼈 口21 3 尚一底一 ①普通・白色灰色鉱少量 内外共口縁部横撫で。外面胴部上半部～中央部

長胴甕 口～胴％ ②酸化・硬 ③暗赤褐色 は縦箆削り、胴下半部は箆撫で。内面箆撫で。

2 土師器 + 1 口一胴（185) ①普通・白色灰色鉱多鼠② 外面胴上半部～中央部は縦箆削り、胴下半

長胴甕 底一胴部％ 酸化・普通 ③鈍い赤褐色 部は斜め箆削り。内面胴部撫で。

3 土師器 竃内 口 (20.6) 底 4.5 調通・白色灰色鉱少量② 内外共口縁部横撫で。ヽ外面 胴部縦箆削り。

長胴甕 -4 口～胴と胴～底％ 酸化・普通 ◎鈍い赤褐色 内面胴部撫で。

4 土師器 鼈 口 (201) 高一底一 ①普通・白色鉱少鼠 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部縦箆削り。

長胴甕 口～胴％ 酸化・普通 ③鈍い褐色 内面胴部撫で。

5 土師器 +15 口 16.9 高17.8 ①普通・白色灰色鉱多屈＠） 内外共口縁部横撫で。外面 胴部斜め箆削り。

小型甕 丸底口～底½ 酸化・普通 ③鈍い赤褐色 内面胴部撫で。

6 土師器 鼈 口(137) 高一底一 ①細・灰色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部横箆削り。

坪 口～底％ 化・普通 ③橙色 内面体部撫で。

7 土師器 +15 ロ (13.2) 尚一底一 ①細・灰色鉱微最 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部は

坪 口～底½ 化・硬 ③鈍い褐色 縦・斜め箆削り。内面体部撫で。

8 土師器 +7 ロ(11 9) 高3.8 ①細・白色鉱少星 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部斜め

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③鈍い橙色 箆削り。内面体部撫で。, 土師器 -20 口 (15.8) 高一底ー ①細・白色鉱微星 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部斜め

坪 口～底栢 化・普通 ③橙色 箆削り。内面体部撫で。

10 土師器 +9 口 (11.2) 高 (3.0) ①普通・灰色鉱微量② 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 口～底％ 酸化・普通 ③鈍い黄橙色 削り。内面体部撫で。

11 土師器 +5 ロ (1 1.6) 高一底一 ①細・白色鉱微鼠 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 口～底％ 化・普通 ③橙色 削り。内面体部撫で。
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第 4 節 飛鳥・奈良時代の遺構と遺物

蒻号
器種

器形

12 I 石核

出土位置

+5 

特

幅5.9cm 厚さ 0.7cm 

徴

重さ 52.6g。雲母のように、非常に薄く剥れる。周辺部

13 ｱ 玉 鼈埋没土

材質雲母石英片岩。長さ 7.6cm

は、もろく、くずれている。

径0.9cm 厚さ 0.8cm 孔径0.1cm 重さ 0.6g。暗赤褐色を呈する。孔は、途中で止まっている。

第62号住居跡 内に袖を出す形態に造られていた。天井部は勿論存

位置

形状 長辺3.52m、短辺3.08mの規模の東西に長い

長方形。壁は全体的に遺存状態不良で、壁高 0~29

cmを測る。

面積

埋没土

が、浅いため埋まり方は明らかでない。

床面

鼈

5 区36B36

10.67m' 

写真

方位

PL.51 

N-29ー-E 

凡そ 3 層の暗褐色土によって埋没している

確認面よりローム層を10~40cm掘り込み、

ロームと褐色土の混合土を厚さ 5~15cm客土して平

坦に整えている。 しかし、遺存状態不良で西側の％

ほどはすでに削り取られており、掘りかた下部を残

すのみとなっていた。床面の大部分は柔かであるが、

竃前には一部分堅い面が見られた。床下土坑はない。

北壁のやや東寄りの位置に黄色粘土を用いて屋

在せず、 また袖上部もかなり削られていて残り方は

不良であった。燃焼部は火床、壁共にかなり強く焼

けており、焼土、炭化物も多く残存していた。

柱穴 貯蔵穴を除いてピットは 3 個存在したが、

のうち柱穴になるものは P3 と P4である。両者とも

円形で掘りかたはしっかりしている。規模は P3 : 28 

cmX24cm、

貯蔵穴

壁周溝

遺物

7
J
 

P 4 : 32cm X 30cmを測る。

竃の右脇にややいびつな円形のものが存在

した。径40cm、深さ 38cmを測る。

存在しなかった。

土師器長甕・壺・小型甕・甑・坪、砥石が竃

前から貯蔵穴南側にかけて集中して出土したが、い

ずれも破片であり、少量であった。

備考 本住居跡は 8 世紀後半とみられる。 （小林）
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土層注記

1.暗褐色土混入物少鑓。パサ

パサした土。

2. 暗褐色土 1 に類似。ローム

小プロック混入。

3. 明暗褐色土 ロームブロック

多量混入。ボソボソしている。

4. 明褐色土 ロームプロック多

量に混入。堅い土。

5. 明暗褐色土 ローム小プロッ

ク混入。

6. ロームと褐色土の混合土 か

なり堅くしまっている。

78cm 

66cm 

28cm 

28cm 

゜ 2m 

第241 図 第62号住居跡実測図
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第 3 章検出された遺構と遺物
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第 4 節 飛鳥・奈良時代の遺構と遺物

第62号住居跡出土遺物観察表 (PL. 148)

國番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 +7 ロ (2 1. 6) 底 (6.0) ①普通・灰色鉱少撮 ② 内外共口縁部横撫で。外面 胴部縦箆削り。

甕 口～胴・胴～底％ 酸化・普通 ③明赤褐色 内面胴上半部は撫で、胴下半部は箆撫で。

2 土師器 +2 ロ (17.0) 高15.4 ①普通・白色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面 胴部縦箆削り。

小型甕 口～底％ 酸化・普通 ③暗赤褐色 内面胴部撫で。

3 土師器 +12 ロ (18.8) 尚ー丸底 ①普通・灰色鉱微量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴上半部斜め箆削

小型甕 口～胴と胴～底％ 酸化・普通 ③暗赤褐色 り、胴下半部不定方向箆削り。内面胴部撫で。

4 土師器 +4 ロ (20.2) 頸 (17.6) ①細・赤色鉱少属 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 胴部横箆削り。

壺 口～胴％ 化・普通 ③鈍い橙色 内面胴部撫で。

5 土師器 +5 口26.6 高29.0 ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面胴部縦箆削り。

甑 底11.4 口～底％ 化・普通 ③橙色 内面胴部箆撫で。

6 土師器 +22 口 19.8 高 18.7 ①細・灰色鉱少鼠 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 胴部斜め箆削り。

小型甑 底8.2 口～底％ 化・普通 ③橙色 内面胴部箆撫で。

7 土師器 +9 口 12.2 高3.9 ①細・白色鉱微輩 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部横箆

坪 底4.0 完形 化・普通 ③橙色 削り。内面体部撫で。

8 土師器 +7 口 (11.3) 高 (4.0) ①普通・白色鉱微量 ② 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部斜め

坪 丸底口～底½ 酸化・普通 ③褐色 箆削り。内面体部撫で。, 土師器 +15 口 (13.9) 尚一底一 ①普通・白色鉱微星 ② 内外共口縁部横撫で。外面 体部横箆削り。

坪 口～底％ 酸化・普通 ③褐色 内面体部撫で。

10 土師器 +13 ロ(17.5) 高一底一 ①細・白色鉱少旦 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部横箆削り。

坪 口～底％ 化・硬 ③鈍い赤褐色 内面体部撫で。

1 1 土師器 +13 口(14.0) 高3.4 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 丸底口～底％ 化・硬 ③鈍い赤褐色 削り。内面暗文。

12 有孔円 埋没土 材質 滑石。長さ20cm 幅1. 9cm 厚さ 0.5cm 孔径0.3cm 重さ 3 g。側面四隅を刃物による削り調整している。

板 穿孔は、両方向から行なっている。

第64号住居跡 面積 9.49m' 方位 N-33ー-E 

位置 5 区39B45 写真 PL.52 埋没土凡そ 6 層の黒褐色土や褐色土によって碗底

形状長辺3.16m、短辺3.02mの方形を呈する。壁の 型に堆積している。徐々に埋まったものと思われる。

遺存状態は極めて良好で壁高20~52cmを測る。 床面 確認面の褐色土からローム層まで深さ 30~80
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寵全長 102cm

燃焼部長 70cm 

燃焼部幅 34cm 

焚口部幅 20cm 

土層注記

1.黒褐色土斑状の暗褐色土、ローム粒混

入。

2. 黒褐色土斑状の暗褐色土、ローム粒、

ロームブロック混入。 1 より、締り強い。

3. 黒褐色土斑状の暗褐色土、より大きくな

る。ローム粒、ロームブロック 2 より多量。

4. 褐色土 ローム粒、ロームプロック多量に

混入。壁の崩れたものか。

5. 灰黒褐色土 粘性の強い灰褐色粘土多量混

入。カマド袖材としたものが崩れたか。

6. 黒褐色土斑状の暗褐色土、小さくなり、

数が増す。ローム粒混入。細粒で粘質。

7. 黒褐色土 ローム粒、焼土粒混入。細粒で

粘性のある土。

8. 黒褐色土と径 1~5cm大のロームプロック

の混合土

9. ロームプロックと褐色土の混合土 ローム

プロックが圧倒的に多く、黄褐色を呈す

る。

゜ 2m 

第243図 第64号住居跡実測図
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第 3 章検出された遺構と遺物

cm掘り込み、黒褐色土とロームの混合土を厚さ

10~30cm客土して造られている。床面は平坦である

が、やや西側が低い。竃前には一部に堅い面が認め

られた。なお、掘りかた底面は凹凸が著しかった。

鼈北壁のほぽ中央に黄色粘土を用いて屋内に造り

出されていたが、燃焼部奥はやや壁外に出ていた。

燃焼部は強く焼けていて、焼土、炭が多量に残って

いたが、遺物は長甕片が若干検出されただけである。

柱穴・貯蔵穴存在しなかった。

壁周溝 東・南壁下では全面的に、西・北壁下では

部分的に検出された。幅16~28cm、深さ 5~15cm。

遺物 土師器長甕・小型甕・鉢・坪が竃前から東壁

側にかけて少量の礫と共に散在して出土した。土器

はいずれも小破片で、出土量は極めて少量であった。

備考 北東隅壁は後世のピットによって切られてい

た。本住居跡は 8 世紀前半と推定される。 （小林）
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第244図 第64号住居跡出土遺物実測図

第64号住居跡出土遺物観察表 (PL. 149)

図番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・幣形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 +10 ロ (25.2) 尚一底一 ①普通・白色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部縦箆削り。

長胴甕 口～胴％ 酸化・普通 ③鈍い褐色 内面胴部撫で。

2 土師器 +9 口一尚一底4 1 ①普通・白色鉱少量 ② 外面胴下半部縦箆削り。

長胴甕 胴～底％ 酸化・普通 ③橙色 内面胴下半部撫で。

3 土師器 +10 口 (12.4) 高一底一 ①普通・灰色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部縦箆削り。 口縁部に輪積痕

小型甕 口～胴％ 酸化・硬 ③暗赤褐色 内面胴部撫で。 あり。

4 土師器 +16 口 (19.2) 高一底一 ①普通・白色鉱少最 ② 内外共口縁部横撫で。外面体部横箆削り。 口縁部に黒褐色

鉢 口～体％ 酸化・硬 ③明赤褐色 内面体部撫で。 の部分あり。

5 土師器 +6 口 (13 8) 高38 ①細・灰色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 丸底口～底％ 化・普通 ③鈍い橙色 削り。内面体部撫で。

6 土師器 +12 口(12.7) 高一底一 ①細•黒色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部横箆削り。

坪 口～体％ 化・普通 ③橙色 内面体部撫で。

7 土師器 +3 口(12.7) 尚一底ー ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部横箆削り。

坪 口～体％ 化・硬 ③鈍い橙色 内面体部撫で。

第71号住居跡

位置 5 区32C14 写真 PL.52 

形状長辺4.10m、短辺3.92mの方形を呈する。西壁

は削られていてほとんど残っていないが、東壁は比

較的残りが良好であり、壁高 0~35cmを測る。

面積 15.51吋 方位 N-20°-E

埋没土凡そ 8 層の褐色土や黒褐色土などによって

埋められている。全体的に浅いが、壁際から埋まっ

248 

ていった様子が窺われる。

床面 確認面から凡そ 10~70cmほど掘り込み、ロー

ムや黒褐色土の混合土を厚さ 10~30cmほど客土して

水平かつ平坦に整地している。竃前には一部踏み固

めてできた堅い面が残存していた。床下の底面はか

なり凹凸が著しいが、土坑は存在しなかった。

鼈北壁のやや東寄りの位置に黄灰色粘土を用いて

屋内に袖を出す形態に造られていた。燃焼部は火床、



第 4 節 飛鳥・奈良時代の遺構と遺物

壁面共に強く焼けており、焼土が多量に残っていた。

袖は造りかえが行われたようで、内部に焼土塊を多

量に含んでいた。一方、鼈下部は径l.09mX 75cm、深

さ 24cmの半円形の土坑が存在した。

柱穴 ピットは 9 個検出されたが、柱穴になるもの

は P1~P4 と思われる。規模は P, : 42cm X 53cm、

P 2 : 26cm X 15cm、 P 3 : 40cm X 33cm、 P • : 35cm X 38 cm。

寵全長
燃焼部長

燃焼部幅

焚口部幅

70cm 
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貯蔵穴

楕円形のものが存在した。遺物は検出されなかった。

壁周溝

遺物

備考
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竃の右脇に長軸46cm短軸34cm、深さ 63cmの

鼈部分を除いて幅15~24cm、深さ 3~7cm 

のものが全周していた。

土師器長甕・坪・高坪、須恵器の破片が少量、

住居全体に散在していた。

本住居跡は 7 世紀後半と推定される。（小林）
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土層注記 a . 

゜ 2m 

1.暗褐色土 ローム粒、炭化物、焼土粒少量混入。粗粒。

2. 暗褐色土径 l~2 cm大のロームプロック多鼠混入。

3. 褐色土径 2~3 cm大のロームプロック多星混入。粗粒。

4. 暗褐色土 ローム粒少鼠混入。細粒で締り強い。

5. 褐色土炭化物、焼土粒少鼠混入。細粒。締りに欠ける。

6. 暗褐色土 炭化物粒多量混入。細粒で締り強い。

7. 褐色土 カマド用の粘土塊少贔混入。細粒で締り強い。

8. 暗褐色土 カマド用の粘土塊、炭化物粒、焼土粒多量混入。細

粒で粘質。

9. ローム大プロックと褐色土の混合土（貼床）

10. 黒褐色土 ローム大プロック、淡褐色土大ブロック混入。

11. 黄褐色土 ロームブロック、褐色土の混合土だが、ロームが多

いため、黄褐色を呈する。

12. 黒褐色土 細粒、粘質。焼土小塊少量混入。

第245図 第71 号住居跡実測図
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第247図

第71号住居跡出土遺物観察表 (PL. 149)

第71 号住居跡出土遺物実測図 (2)

目番号
器種

出土位置
口径尚さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

l 土師器 +15 ロ(12.2) 高一底一 ①普通・灰色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、胴部横箆削り。

小型壺 ロ～胴％ 酸化・硬 ③鈍い褐色 内面 口縁部横撫で、胴部撫で。

2 土師器 +15 口(15.2) 高一底ー ①普通・白色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で、胴部斜め箆削り。

小型壺 口～胴％ 酸化・普通 ③暗赤褐色 内面頸部撫で。

3 土師器 +23 口(11.7) 高一底一 ①細・白色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部横箆削り。 外面の下半部は黒

坪 口～体％ 化・硬 ③明赤褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で後、暗文。 色、流れ込みか。

4 土師器 +10 口一高一底一 ①細・白色鉱微量 ②酸 外面脚部縦箆削り。 流れ込みか。

高坪 脚部％ 化・普通 ③鈍い橙色 内面脚部箆削り。

5 土師器 +5 口 11.0 尚3.0 ①細•黒色微鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部不定

坪 丸底口～底％ 酸化・普通 ③明赤褐色 方向箆削り。内面体部撫で。

6 土師器 +5 口9. 7 高3.3 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部横箆削り。

坪 丸底口～底％ 化・硬 ③鈍い赤褐色 内面 口縁部～体部横撫で、底部撫で。

7 須恵器 埋没土 口一高一底ー胴部 躊•黒色微鉱少量 ② 外面平行叩き。

甕 破片（縦3.1 横3.1) 還元・硬 ③灰白色 内面青海波叩き。

第87号住居跡 床面 ローム面をそのまま床面とし、 よく踏みしめ

位置

形状

面積

4 区llCOO 写真

長辺3.0lm 短辺2.87mのほぼ正方形を呈する。

8.57m' 方位

、埋没土

積する。

PL.53 

N-82ー-E 

焼土・炭化物を多く含む黒褐色土を主に堆

られ堅くしまっている。壁高は、確認面までで40~50

cmを測る。

鼈 東壁のやや南に位置し、東側にある撹乱穴によ

り煙道部は不明。焚口部から燃焼部にかけては平坦

で、両袖部の先端（焚口部） には鳥居状に組まれた

。
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土層注記

1.暗褐色土 白色ローム粒、炭化物粒混

入。細粒で締りある土。

2. 黒褐色土 炭化物粒、ローム粒、焼土

粒、全体に混入。細粒で締りある土。

3. 黒褐色土 2 に類似。細粒だが、さら

さらしている土。

4. 黒褐色土とロームプロックと焼土塊の

混合土炭化物粒混入。細粒。

5. 暗褐色土 ローム粒、焼土粒、ローム

ブロック、黒褐色土ブロックが混入。

細粒で粘性が少々あり。

6. 暗褐色土焼土粒、炭化物粒多量混

入。細粒で締りある土。

A
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゜ 2m 

第248図 第87号住居跡実測図
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第 4 節 飛鳥・奈良時代の遺構と遺物

と考えられる鼈構築材としての石が 2 本確認され、

天井部には石と長胴甕を組ませていたと考えられ

る。 また、燃焼部には支脚の石が確認された。袖部

の構築材には、黄色ローム土を主に用いている。

貯蔵穴

柱穴

遺物

D
 

鼈の右側にあり、一辺が48cmの方形を呈し、

深さが74cm を測る。

確認されなかった。

貯蔵穴、竃内及びその周辺に甕や坪が多く出

土し、住居跡中央より西に鼈に使用された石が出土

c
 

Lｷl85.70 C' 

している。

備考

に含む近世以降の撹乱穴があり、北東角から南西角

にいたる北側には、第44 • 82号住居跡と重複してい

る。

住居跡の方が新しいことが確認された。

北側には炭化物や焼土が集中して出土する部分があ

り、焼失の可能性がある。本住居跡の年代観を出土

遺物より 8 世紀前半としたい。

D 

土層注記

本住居跡の南・東側には、 A軽石を埋没土中

これらの新旧関係は、埋没土の堆積状況から本

また、床面

（谷藤）

L • 185.80 D' 

寵全長
燃焼部長

燃焼部幅

焚口部幅

(40)cm 

30cm 

40cm 

゜ lm 

第249図

a. 淡褐色土細粒、砂質。焼土塊少輩混入。

b. 褐色土焼土粒多星混入。ガサガサしている。

C. 褐色土 b と類似。炭化物、灰を多誠混入。

d. 黄色粘土袖部。

e. 暗赤褐色土焼土粒多量混入。ガサガサしている。

第87号住居跡鼈実測図
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第251 図 第87号住居跡出土遺物実測図 (2)

第87号住居跡出土遺物観察表 (PL.149)

屈番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 -5 口22.5 高36.3 ①普通・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 胴部縦箆削り。

長胴甕 底（4.0) ほぽ完形 化・普通 ③鈍い赤褐色 内面胴部箆撫で。

2 土師器 鼈 口22 6 高35.5 ①普通・灰色鉱少鼠 ② 内外共口縁部横撫で。外面 胴部縦箆削り。

長胴甕 底4.5 口～底％ 酸化・普通 ③暗褐色 内面胴部箆撫で。

3 土師器 +4 口一高一丸底 ①普通・白色灰色鉱少量② 外面胴部横箆削り。

甕 胴～底％ 酸化・普通 ③鈍い赤褐色 内面胴部箆撫で。

4 土師器 + 1 口 10.8 高105 ①普通・灰色鉱少鼠 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部不定方向箆

小型甕 丸底完形 酸化・普通 ③暗赤褐色 削り。内面胴部撫で。

5 土師器 鼈内 口 12. 2 高4 2 ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆 内面に黒褐色の

坪 丸底完形 化・普通 ③鈍い赤褐色 削り。内面体部撫で。 付着物、多鼠。

6 土師器 鼈内 口 10.8 高3.4 ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部横箆

坪 丸底完形 化・普通 ③明赤褐色 削り。内面体部撫で。

7 土師器 鼈内 口 10. 7 高3.5 ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部斜め 内面に、黒褐色

坪 丸底完形 化・普通 ③鈍い赤褐色 箆削り。内面体部撫で。 の付着物あり。

8 土師器 鼈内 口10 0 高35 ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部横と 内面に、黒褐色

坪 丸底口～底½ 化・普通 ③鈍い赤褐色 斜め箆削り。内面体部撫で。 の付着物あり。

9 土師器 +5 ロ (15.0) 尚一底一 ①細・白色鉱少星 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 口～底％ 化・普通 ③明赤褐色 削り。内面体部撫で。

10 土師器 床直 口 12. 7 高一底一 ①細・灰色鉱少鼠 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部横箆削り。

坪 口～底％ 化・普通 ③明赤褐色 内面体部撫で。

11 工作台 +7 材質 砂岩。長さ 138cm 幅120cm 厚さ 43cm 重さ 700g。図平面に、多数の凹みが、確認される。図破線内は

刃物により、削られている部分。

第101号住居跡

位置 2 区29C33 写真 PL.54 

形状長辺4.74m 短辺3.32mの隅丸長方形を呈す

が、削平が進み、各壁の確認はほとんどできない状

態であった。

面積 14.98m刈推定） 方位 N-12ー-E 

埋没土 堆積はほとんど観察されず、ローム混じり

の黒褐色土が住居の形に広がる状況であった。

床面 中央部がやや盛り上がり、全体的に緩やかな

凹凸が見られた。北西側はほとんど削られて下がっ

252 

ている。

鼈 削平されており確認されなかった。

柱穴・貯蔵穴確認されなかった。

壁周溝確認されなかった。

遺物 床面上に甕の口縁部片、坪類の破片が散在し

ていた。

備考 竃を含め住居施設はほとんど残っていなかっ

た。床下土坑が計 5 基検出されたが、いずれも形状・

掘りかたは余り明確ではない。時期は出土遺物から

見て 8 世紀後半と考えられる。 （小野）
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土層注記

1.褐色土黄色軽石を少鼠含む。粗粒。

2. 明褐色土 ロームプロック少星混入。細

粒でやや粘質。

3. 黒褐色土 細粒、粘質。炭化物若千混入。

4. 暗褐色土 ローム粒、炭化物粒混入。細

粒で締りある土。

5. 黒褐色土 ローム粒、黄色軽石粒多量混

入。細粒で堅くしまった土。

6. 褐色土 ローム漸移層。
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第101号住居跡出土遺物観察表 (PL.-)

醤番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

l 土師器 -16 口(19.0) 高一底一 ①普通・黒色、白色微鉱少 内外共口縁部横撫で。外面 頸部縦箆削り。 表面、口縁部に

甕 口～頸％ 量②酸化・普通③橙色 内面頸部撫で。 黒褐色り寸着物）

2 土師器 床下 ロー高一底一 ①細・白色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部箆削り。 内黒。

坪 口縁部片 化・硬 ③鈍い褐色 内面内黒。

3 土師器 +2 口 (1 1.0) 高一底一 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部は、摩耗がはげ

坪 口～体％ 化・普通 ③橙色 しく明確でないが、箆削り。内面体部は撫で。

4 土師器 床下 口 (13.0) 高一底一 ①細・灰色鉱微鼠 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部箆削り。

坪 口～体％ 化・普通 ③鈍い橙色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

5 土師器 -3 口(13.0) 尚一底一 ①細・央雑物なし ②酸 外面 口縁部～体部横撫で。

坪 口縁部片 化・普通 ③橙色 内面 口縁部～体部撫で。
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第113号住居跡 この粘土の下面はかなり硬

位置

形状

2 区17C20

長辺5.44m

面積

埋没土

18. 78m' 

写真

方位

床面

PL.54 

短辺3.45m を測り、不整な隅丸

長方形を呈する。壁高は最大80cm を測る。

N-46ー-E 

微粒な炭化物・ローム粒を多く混入し比較

的粘性のある土が主体をなす。特に南東部は掘り込

まれた地山が黒色土であるために、壁の確認が困難

であった。

鼈前面には灰白色粘土・焼土がかなり広い範

囲に厚く堆積していた。

化していた。

鼈 北東壁のほぽ中央に位置する。軽石を多量に混

入する灰白色粘土を造作材として馬蹄形に壁外に作

り出されていた。焼土は多く残り、内面壁もかなり

強く焼けた状況が観察された。

柱穴 確認されなかった。

貯蔵穴

壁周溝

確認されなかった。

西側に約半周する。幅15~18cm 深さ

10~18cmである。
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士層注記

1.黒褐色土 A軽石少量混入。

細粒で締りある上。

2. 黒褐色土炭化物粒、ローム

粒混入。粘性。

3. 黒褐色土 ロームプロック混

入。細粒。

4. 黒褐色土炭化物粒、ローム

粒混入。細粒で粘質。 2 に類

似。粘性より強い。

5. 暗褐色土黄色粘土、プロッ

ク多星に混入。一部、床面か。

細粒で粘質。この下に若干の

貼床あり。

第254図 第 113号住居跡実測図
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遺物 土師器甕・坪が多く出土。須恵器類は盤・坪・

蓋・高坪などが出土している。

備考 第111号住居跡が重複している。出土遺物から

見て時期は 8 世紀後半と考えられる。 （小野）
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土層注記

a. 灰褐色土

入。

b. 茶褐色土焼土プロック、粘土ブロッ

クを縞状に含む。

C. 黒褐色土 黄色ロームプロック若干混

入。

d. 黒褐色土

e. 赤褐色土

f.黒褐色土

焼土粒、白色粘土多砒混

C と類似。炭化物粒混入。

焼土粒多鼠混入。

e に類似。黒っぽい。
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第258図 第 113号住居跡出土遺物実測図 (3)

第113号住居跡出土遺物観察表 (PL. 150)

屈番号
器種

出土位置
ロ径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 竃 口21 6 高一底一 ①細・黒色微鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 胴部斜め箆削り。

甕 口～胴½ 化・普通 ③鈍い赤褐色 内面胴部箆撫で。

2 土師器 竃内 口235 高一底一 ①普通・白色微鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部斜め箆削り。

甕 口～胴％ 酸化・普通 ③鈍い橙色 内面胴部撫で。

3 土師器 鼈 口 (2 1. 4) 高一底一 ①細・灰色鉱少星 ②酸 外面 口縁部横撫で、頸部斜め箆削り。

甕 口～頸％ 化・硬 ③鈍い赤褐色 内面 口縁部横撫で、頸部箆撫で。

4 土師器 + 17 口 (22.7) 高一底ー ①普通・白色灰色鉱多量： 外面 口縁部横撫で、頸部縦箆削り。

甕 口～頸％ ②酸化・普通 ＠滲tい褐色 内面 口縁部横撫で。

5 土師器 埋没土 口 (22.0) 尚一底ー ①細•黒色微鉱少鼠 ② 外面 口縁部横撫で、頸部横箆削り。

甕 口～頸破片 酸化・普通 ③鈍い橙色 内面 口縁部横撫で、頸部撫で。

6 土師器 鼈 口(120) 高一底一 ①普通・白色鉱微量 ② 外面 口縁部横撫で、胴部横箆削り。

小型甕 ロ～胴％ 酸化・普通 ＠冷［い赤褐色 内面 口縁部横撫で、胴部撫で。

7 土師器 住居外 口(14.2) 高一底一 ①細・灰色鉱少鼠 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 頸部横箆削り。

小型甕 -4 口～頸％ 化・硬 ③鈍い赤褐色 内面頸部撫で。

8 土師器 +8 口 (18.4) 高一底一 ①細・灰色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部斜め箆削り。

鉢 口～体％ 化・硬 ③鈍い赤褐色 内面体部撫で。, 土師器 +11 口一尚一端部11. 6 ①細・灰色鉱微量 ②酸 外面台部斜め箆削り。

台付甕 台部％ 化・硬 ③鈍い赤褐色 内面台部撫で。

10 土師器 +42 ロ 04.0) 尚一底一 ①細•黒色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 頸部斜め箆削り。

甕 口～頸％ 化・普通 ③明赤褐色 内面頸部撫で。

11 土師器 +7 ロ(12.0) 高36 ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部不定方向箆

坪 口～底％ 化・普通 ③鈍い赤褐色 削り。内面体部撫で。
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樹番号
器種

出土位置
口径晶さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

12 土師器 -16 口 1 1. 2 高2.9 ①細・灰色鉱少鼠 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部横箆削り。

坪 丸底口～底½ 化・普通 ③明赤褐色 内面 口縁部～体部横撫で、底部撫で。

13 土師器 埋没土 口 (10.9) 高一底ー ①細•黒色微鉱少益 ② 外面 口縁部横撫で、体部～底部横箆削り。

坪 口～底％ 酸化・普通 ③褐色 内面 口縁部～体部横撫で、底部撫で。

14 土師器 +9 ロ (12.5) 高一底一 ①細•黒色微鉱少鼠 ② 外面 口縁部横撫で、体部～底部横箆削り。

坪 口～底％ 酸化・普通 ③鈍い褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。

15 土師器 埋没土 口 (12.4) 晶一底一 ①細・白色鉱微屈 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部横箆削り。

坪 口～底％ 化・普通 ③橙色 内面体部撫で。

16 土師器 +16 口 (12.6) 高一底一 ①細•黒色微鉱少蘇 ② 外面 口縁部横撫で、体部～底部斜め箆削り。 111住よりの混

坪 口～底％ 酸化・普通 ③鈍い橙色 内面 口縁部～体部横撫で、底部撫で。 入か？。

17 土師器 住居外 口 (13.6) 高一底一 ①細・灰色鉱少旦 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部横箆

坪 +25 口～底％ 化・硬 ③鈍い橙色 削り。内面体部撫で。

18 土師器 埋没土 口 (14.5) 高一底一 ①細·白色鉱少凪 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部横箆 111住よりの混

坪 口～底％ 化・普通 ③鈍い橙色 削り。内面体部撫で。 入か？。

19 土師器 埋没土 口 (18.0) 高一底一 ①細・白色鉱少獄 ②酸 外面口縁部～体部上半部横撫で、体部下半部横箆削り 内面に暗文あ

坪 口～底％ 化・硬 ③橙色 内面口縁部～体部横撫で、底部撫で。 り。混入か。

20 土師器 +41 口 (11.3) 高一底一 ①細•黒色微鉱少磁 ② 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部横箆

坪 口～底％ 酸化・普通 ③鈍い橙色 削り。内面体部撫で。

21 土師器 -2 口(155) 品一底一 ①細・白色鉱少鼠 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 口～底½ 化・硬 ③明赤褐色 削り。内面体部撫で後、暗文。

22 須恵器 +16 ロ (21 3) 高一底一 ①細・白色鉱微旦 ②還 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

甕 口縁部片 元・硬 ③オリーブ黒色

23 須恵器 埋没土 口 (233) 高一底一 ①細・白色鉱少屈 ②還 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

甕 口縁部片 元・硬 ③灰色

24 須恵器 埋没土 頸～肩部片（縦10.5 ①細・白色黒色鉱少羅 内面布撫で。

甕 横8.5) ②還元・硬 ③黄色 外面自然釉。

25 須恵器 埋没土 胴部片 ①細・白色微鉱少絨 ② 紐作り後、ロクロ整形。

罪• （縦6.0 横4.5) 還元・硬 ③暗青灰色

26 須恵器 埋没土 胴部片 ①細・灰色鉱微龍 ②還 外面叩き。

甕 上部 （縦7.0 横6.5) 元・硬 ③灰色 内面青海波叩き。

27 須恵器 -4 胴部片 ①細・白色鉱少儲 ②還 外面平行叩き。

甕 （縦6 3 横4.8) 元・硬 ③暗灰色 内面青海波叩き。

28 須恵器 埋没土 口(17.5) 高一底一 ①細・白色鉱少贔 ②還 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

盤 口～底部片 元・硬 ③暗灰色

29 須恵器 +49 口一高一底一 ①細・白色鉱少量 ②還 紐作り後、ロクロ整形。

盤 底部片％ 元・硬 ③灰色 回転箆削り。

30 須恵器 掘りかた 端 (98) 高一 ①細・白色鉱少量 ②還 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

坪蓋 埋没土 天井部～端％ 元・硬 ③灰色

31 須恵器 埋没土 端(14.5) 高一 ①細•黒色微鉱少籠 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

坪蓋 天井部～端％ 還元・硬 ③灰色

32 須恵器 埋没土 摘～天井部％ ①細・灰色鉱微蘭 ②酸 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

坪蓋 化・普通 ③灰色

33 灰釉陶 埋没土 口(19 4) 高 (5.5) ①細・央雑物なし ②還 ロクロ整形（右回転）。 高台付。

器碗 底(12. 7) 口～底％ 元・硬 ③灰白色

34 須恵器 埋没土 口 (16.0) 高一底一 ①普通・灰色鉱少星 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

坪 口～底％ 還元・軟 ③オリープ灰色

35 須恵器 +6 脚部 (3.3) ｼ ①細・白色微鉱微獄 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

高坪 還元・硬 ③暗灰色

36 凹み石 +5 材質牛伏砂岩。長さ 10. 3cm 幅8.4cm 厚さ 4.0cm 菫さ 400g。表面に 1 箇所、凹みあり。右側は、旧時欠損。

用途不明。

37 剣形 埋没土 材質 滑石。長さ51cm 幅1. 8cm 厚さ 07cm 重さ 10.6g。全面、刃物による削り調整をしている。ところどこ

未成品 ろに原石面残る。両端部は剥離。穿孔はなし。

38 紡錘車 埋没土 材質 粗粒安山岩。長さ 60cm 幅55cm 厚さ 2 5cm 重さ 100g。図表面および側面を研磨による整形をほどこし

未成品 ている。そのため、擦痕が明瞭に残る。手持砥の可能性もある。

第118号住居跡

位置 2 区18Cl0 写真 PL.54, 55 

埋没土 ローム粒・炭化物を多く混入し、かなりし

まっている。特に鼈付近はロームに黄白色粘土粒が

多量に含まれている。形状一辺4.8mのほぼ正方形を呈する。

面積 23.66面 方位 N-6T-E 床面 部分的に粘土とロームの混合土で作られた 2
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第 4 節 飛鳥・奈良時代の遺構と遺物

~3 枚の貼床が認められた。柱穴 4 本は貼床最下層

面で確認されている。

鼈 東壁中央やや南寄りに作られている。焚口部幅

約50cmで壁外へ約60cm程掘り出されている。両袖は

粘土およびロームを用いて作られているが、ほとん

ど崩落している。鼈前面の崩落土中より多くの土器

片が出土している。煙道部ははっきりしない。

柱穴 対角線上に 4 本を検出した。規模はいが径34

cm深さ 36cm いが径32cm深さ 38cm いが径58cm深

貯蔵穴

壁周溝

遺物

よび円面硯の破片が出土している。

より多くの土器片が出土した。その他の遺物として

は紡錘車が 3 点・鉄製緊状工具などが出土。

備考

確認されなかった。

確認されなかった。

埋没土中より土師器甕・坪、須恵器坪・蓋お

また掘りかた内

南東コーナ一部に第112号住居跡が、南壁に第

61号土坑が重複する。時期は出土遺物からみて 8 世

紀後半と考えられる。 （小野）

さ 61cm 巳が径28cm深さ 59cm を測る。
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C L • 1 ss .oo,  C' 

麟゚
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L ｷ 185.60 N l ·黒褐色土 ローム粒、軽石粒混入。
ー． 2. 黒褐色土 1 に類似。ロームプロック混入。

よくしまっている。

3. 黄褐色土 ローム主体。

4. 黒褐色土 ローム粒、炭化物粒混入。

5. 黄褐色土プロック

6. 黄褐色土 ロームブロック、黒色土を縞状

に混入。

7. 黄褐色土

入。

8. 灰白色粘土

土層注記

a. 黄褐色土 ローム粒多贔混入。

b. 黄褐色土 ロームブロック斑に混入。

C •黄褐色土 b に類似。ローム粒多屈で

しまっている。若干炭化物粒混入。

d. 黄白色土粘土プロック。

ロームプロック、炭化物粒混

第259図 第 118号住居跡実測図
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第 3 章検出された遺構と遺物

第118号住居跡出土遺物観察表 (PL. 150 、 151 、 152)

樹番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

l 土師器 -4 口27.0 高一底一 ①普通・灰色鉱少鼠 ② 内外共口縁部横撫で。外面 胴部縦箆削り。

甑 口～胴½ 酸化・普通 ③暗赤褐色 内面箆撫で。

2 土師器 -3 口21 0 高一底ー ①細・白色黒色微鉱少量 内外共口縁部横撫で。外面胴部斜め箆削り。

甕 口～胴½ ②酸化・普通 ③暗褐色 内面胴部撫で。

3 土師器 +11 口(19.1) 高一底一 ①細・黒色微鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴上半部は横、 輪積痕あり。

甕 口～胴％ 酸化・普通 ③赤褐色 中央部は斜め箆削り。内面 胴部箆撫で。

4 土師器 -19 口 (18.2) 高一底一 ①普通・灰色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部斜め箆削り。 輪積痕あり。
互ｷ=t=ｷ 口～胴％ 酸化・普通＠飩い赤褐色 内面胴部撫で

5 土師器 +5 ロ (22.4) 高一底一 ①普通・灰色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面 肩部横箆削り。
g 士 口～肩％ 酸化・硬 ③鈍い橙色 内面肩部撫で。

6 土師器 +16 ロ (25.0) 高一底一 ①普通・白色微鉱少量 内外共口縁部横撫で。外面 頸部箆削り。 孔は補修孔か調

甕 口縁部（破片） ②酸化・普通 ③赤褐色 査時欠損か。

7 土師器 -8 口 (21.6) 尚一底一 ①細・黒色微鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部横箆削り。 輪積痕あり。

聾 口～胴％ 酸化・普通 ③明赤褐色 内面胴部撫で。

8 土師器 + 10 ロ (14.0) 高5.8 ①細・灰色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部横箆削り。

坪 口～底％ 化・普通 ③橙色 内面 □縁部～体部横撫で、底部撫で。, 土師器 -32 口 (15.3) 高 (4.0) ①細•黒色鉱微塁 ②酸 外面 口縁部撫で、体部～底部横箆削り。

坪 底 (10.3) 口～底％ 化・普通 ③橙色 内面 口縁部～底部撫で。

10 土師器 +5 口 13.4 高4.0 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面 口縁部撫で、体部～底部横箆削り。

坪 口～底％ 化・普通 ③鈍い黄橙色 内面 口縁部～底部撫で。

11 土師器 -5 口 (15.0) 高 (4.1) ①細・灰色鉱微鼠 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部～底部横箆

坪 底 (9.0) 口～底％ 化・普通 ③明赤褐色 削り。内面体部撫で後、暗文。

12 土師器 -13 口 (16.3) 高一 ①細・灰色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 口～底％ 化・普通 ③鈍い橙色 内面 口縁部～体部横撫で後、暗文。

13 土師器 +20 ロ (13.4) 高一底一 ①細•黒色微鉱少鼠 ② 外面 口縁部横撫で、体部～底部横箆削り。

坪 口～体％ 酸化・普通 ③鈍い橙色 内面 口縁部～体部横撫で後、暗文。

14 土師器 -2 口 (14.1) 尚一底一 ①細・白色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部横箆削り。

坪 口～底％ 化・普通 ③鈍い橙色 内面体部撫で後、暗文。

15 土師器 -21 口 (15. 9) 高 (40) ①細•黒色微鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、体部～底部横箆削り。

坪 底ーロ～底％ 酸化・普通 ③鈍い赤褐色 内面 口縁部～体部横撫で後、暗文。

16 土師器 +18 ロ (12.0) 高一底一 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部箆削り？。

坪 口～底％ 化・普通 ③明赤褐色 内面 口縁部～体部横撫で。

17 土師器 -11 口(14. 7) 高 (4.0) ①細・灰色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部横箆削り。

坪 底ーロ～底％ 化・普通 ③鈍い橙色 内面 口縁部～体部横撫で、底部撫で。

18 土師器 -44 口 (19.0) 高一底一 ①細・灰色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部横箆削り。

鉢 口～体％ 化・普通 ③鈍い赤褐色 内面 口縁部～体部横撫で。

19 土師器 埋没土 口 (13.2) 高一底一 ①細・灰色鉱少鼠 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部横箆削り。 内黒。

坪 口～底％ 化・普通 ③鈍い褐色 内面磨き。

20 須恵器 + 1 口(13.6) 尚（3.2) ①細・灰色鉱微量 ②還 ロクロ整形（右回転）。

坪 底（8.2) 口～底％ 元・硬 ③オリーブ灰色 底部に箆削り。

21 須恵器 掘りかた 口(12.1) 高 (3.9) ①細・白色鉱少量 ②還 ロクロ整形（右回転）。

坪 埋没土 底（7.8) 口～底％ 元・硬 ③灰色 底部に箆削り。

22 須恵器 +8 ロー高一底6.8 ①細・白色鉱少量 ②還 ロクロ整形（右回転）。付高台。

境 体～台％ 元・硬 ③灰色

23 須恵器 掘りかた 口(144) ①細・白色微鉱少鼠 ② ロクロ整形（右回転）。

坪蓋 埋没土 天井部～端％ 還元・硬 ③オリープ灰色

24 須恵器 +6 ロ(140) ①細・黒色微鉱少量 ② ロクロ整形（右回転）。

坪蓋 体～端破片 還元・硬 ③灰色

25 須恵器 + 1 ロ (9.1) ①細・白色微鉱少量 ② ロクロ整形（右回転）。 表面に自然釉付

坪蓋 体～端破片 還元・硬 ③灰色 着。

26 須恵器 -16 口(13.0) ①細・白色微鉱少量 ② ロクロ整形（右回転）。

坪蓋 天井部～端培 還元・硬 ③鈍い橙色

27 須恵器 + 1 ロ(14.1) ①細・黒色微鉱少量 ② ロクロ整形（右回転）。

坪蓋 天井部～端部（破片） 還元・軟 ③灰白色

28 須恵器 -3 □ (14.1) 高 (5.5) ①細・白色鉱少童 ②還 紐作り後、ロクロ整形。

円面硯 底(16.0) 脚部％ 元・硬 ③オリープ黒色

29 紡錘車 -8 材質 滑石。長軸4.9cm 短軸2. 7cm 厚さ 2.1cm 孔径0. 7cm 重さ 70g。全面、刃物による削り調整の後、研磨し

ている。長軸面に剥離部分あり。側面に線刻で「山」と書かれている。穿孔は、一方向。
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第 4 節 飛鳥・奈良時代の遺構と遺物

固番号
器種

出土位置 特 徴
器形

30 紡錘車 -8 材質 蛇紋岩。長軸4 3cm 短軸31cm 厚さ1. 3cm 孔径07cm 重さ 42g。全面、刃物による削り調幣の後、研磨。

短軸面に文字らしきもの 3 文字線刻されている。長軸面、側面にも、多量の線刻あり。穿孔は、一方向。

31 紡錘車 +l 材質 滑石。長軸4.2cm 短軸3.2cm 厚さ1. 5cm 孔径0.7cm 重さ 50g。刃物による削り調整の後、全面、研磨。

長軸面端部に剥雛部分あり。穿孔は、一方向。

32 紡錘車 -7 材質 滑石。長軸 (4 O)cm 短軸(1.7) cm 厚さ 0.9cm 孔径一 重さ 6 g。長軸面短軸面ともに、剥離している。

未成品 側面部は、研磨による仕上げ。

33 敲打石 +5 材質 緑色片岩。長さ 9.2cm 幅3. 7cm 厚さ 2.0cm 重さ 100g。図右端部に敲打した時に剥離した部分が集中して

いる。手のひらの中に、ちょうど納まる大きさ。

34 砥石 +3 材質砂岩。長さ 18. 7cm 幅16 2cm 厚さ 8.2cm 重さ 3.1kg。左平面上小口と平面右上の原材加工時点の削り目

（金属）あり。使用は、表裏にあり。左平面の条痕はヒケ傷。右平面の大半は、刃傷。金属置砥。

35 鉄製品 埋没土 残存長3.6cm 茎部の残欠で、上方は調査時欠損。横断面形は方形を呈し、良鉄を思わせるので、鏃の茎

釘か鏃 の可能性あり。

36 鉄製品 +3 残存長10.4cm 茎端は調査時欠損。茎と身部との間に、区が作り出される。刃部は、裏面もわずかに研磨

ヽ されているが、全体的には表側の研磨面が強いため、片刃となる。錆割は、柾方向にあり。
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4. 黒褐色土 3 に類似。黒味強い。 7. 暗黒褐色土 6 に類似。斑に混入。やや

5. 黒褐色土ローム粒、焼土粒、炭化物粒 粘性を持つ。

混入。 8. 暗黒褐色土粘土ブロック若干混入。

6. 暗黒褐色土焼土粒、炭化物粒、白色粘 9. 暗黒褐色土粘土プロック、軽石若干混入。

土プロック混入。 10. 淡黄褐色土 黄白色粘土ブロック主体。

第262図 第 122号住居跡実測図
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第 3 章 検出された遺構と遺物

第122号住居跡 いる。

位置

形状

2 区15Cl3 写真 PL.55 

一辺約5.5mの隅丸方形を呈す。東側を除き壁

はしっかりしており、特に北壁はほぽ垂直に立ち上

がる。

床面 やや凹凸が見られるが、ほぼ平坦である。部

面積 30.06m' 方位 N-15ー-E 

分的に地山の粘性土を含む貼床が認められた。

柱穴 確認されなかった。

貯蔵穴

壁周溝

確認されなかった。

南壁・西壁および北壁下に検出された。幅

埋没土 かなりしまった土でロームブロック・軽石

に混じって多量の炭化物を含む。上面に第117号住居

跡が重複する。

は16~30cm

遺物 土師器の甕・坪類、須恵器の坪・蓋などが出

土している。

深さは 5 ~llcmである。

その他には砥石・鉄製緊状工具などが

鼈 北壁のほぽ中央に作られている。袖部・本体共

にかなり壊れており、前面に粘土ブロック・ローム

ブロックおよび焼上が多く見られた。煙道部は残っ

てはいなかったが、燃焼部の落ち込みが確認された。

内部には焼土・粘土塊などが多量に詰まった状態で

あった。／ 1|原石が 1 個横に渡された状態で出土して

出土している。

備考 第117号住居跡が重複してはいたが、掘り込み

が浅かったため、削平を受けていた南東部を除き壁

などの遺存状態は比較的良好であった。出土遺物な

どから見て時期は 8 世紀後半と考えられる。（小野）

寵全長

燃焼部長

燃焼部幅

焚口部幅
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第263図 第 122号住居跡寵実測図
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土層注記

a. 黒褐色土

b, 黒褐色土

C •黒褐色土

まった土。

d. 淡黄褐色土

ローム粒、粘土粒若干混入。

a に類似。黒味を帯びる。

粘土粒、焼土粒混入。よくし

粘土ブロック多量混入。
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第264図 第 122号住居跡出土遺物実測図 (I)
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第266図 第 122号住居跡出土遺物実測図 (3)

第122号住居跡出土遺物観察表 (PL. 152 、 153)

図番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

l 土師器 住居外 口 (23.5) 高一底一 ①普通・灰色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面 頸部横箆削り。

甕 +13 口縁部％ 酸化・普通 ③鈍い黄橙色 内面頸部撫で。

2 土師器 +8 口 (23 1) 高一底一 ①普通・黒色灰色鉱少量 内外共口縁部横撫で。外面胴部斜め箆削り。

甕 口～胴％ ②酸化・普通 ③橙色 内面胴部撫で。

3 土師器 + 2 口 (17.8) 高一 ①普通・白色微鉱少量 内外共口縁部横撫で。外面 頸部斜め箆削り。

甕 口縁部破片 ②酸化・硬 ③鈍い褐色 内面頸部箆撫で。

4 土師器 -7 口 (220) 高一底一 ①普通・黒色灰色鉱少量 内外共口縁部横撫で。外面胴部斜め箆削り。

甕 口～胴％ ②酸化・普通 ③飩い橙色 内面胴部箆撫で。
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第 4 節 飛鳥・奈良時代の遺構と遺物

図番号
器種

出土位置
口径品さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

5 土師器 -2 口一尚一端00.0) ①細・灰色鉱少量 ②酸 外面台部縦箆削り。

台付甕 台部％ 化・普通 ③鈍い赤褐色 内面台部撫で、指圧痕あり。

6 土師器 鼈内 口 12.0 高一底ー ①細・灰色微鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面 胴部横箆削り。

小型甕 口～胴％ 酸化・普通 ③暗赤褐色 内面胴部撫で。

7 土師器 +2 口(13.9) 高一底一 ①普通・灰色鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、胴部横箆削り。

小型甕 口縁部％ 酸化・普通 ③暗赤褐色 内面 口縁部横撫で、胴部撫で。

8 土師器 +23 口(14.2) 高一底一 ①細・灰色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、頸部斜め箆削り。

小型甕 口縁部％ 化・普通 ③赤褐色 内面 口縁部～頸部横撫で。, 土師器 住居外 口(134) 尚一底ー ①細・灰色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面胴部斜め箆削り。

小型甕 +16 口～胴％ 化・普通 ③暗赤褐色 内面胴部撫で。

10 土師器 +28 口(12.0) 高一底一 ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 胴部横箆削り。
ギ互 口～胴％ 化・普通 ③暗赤褐色 内面胴部撫で。

11 土師器 +2 口一底 (30) ①細•黒色微鉱少量 ② 外面胴下半部～底部斜め箆削り。

小型甕 胴～底％ 酸化・普通 ③褐色 内面胴下半部～底部撫で。

12 土師器 +2 口 14.1 高2.8 ①細・灰色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部横箆削り。 指圧痕あり。

皿 ほぽ完形 化・硬 ③暗赤褐色 内面 口縁部～体部横撫で、底部撫で後、暗文。

13 土師器 -1 口 14.0 高4.5 ①細・白色鉱微星 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部～底部横箆

坪 口～底％ 化・普通 ③橙色 削り。内面体部撫で後、暗文。

14 土師器 -1 口 14.0 高4.0 ①細・灰色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部横箆削り。

坪 口～底％ 化・普通 ③橙色 内面 口縁部～体部横撫で、底部撫で。

15 土師器 -8 口(12.2) 高一底一 ①細・灰色微鉱少量 ② 外面 口縁部横撫で、体部～底部横箆削り。

坪 口～底％ 酸化・普通 ③橙色 内面 口縁部～体部横撫で、底部撫で。

16 土師器 +26 口 (189) 高一底一 ①細・白色鉱微量 ②酸 外面 口縁部～体部磨き。

鉢 口～体％ 化・普通 ③橙色 内面 口縁部～体部撫で後、暗文。

17 土師器 埋没土 口 (10.3) 高 (3.2) ①細・白色鉱微量 ②酸 外面 口縁部撫で、体部横箆削り。

坪 口～底％ 化・普通 ③橙色 内面 口縁部～体部横撫で、底部撫で。

18 土師器 +14 口 (14.5) 高一底一 ①細・灰色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部横箆削り。 内面に暗文あ

坪 口～底％ 化・普通 ③鈍い黄橙色 内面 口縁部～体部横撫で、底部撫で。 り。

19 土師器 掘りかた 口(17 7) 高 (4.0) ①細•黒色微鉱微量 ② 内外共口縁部横撫で、体部～底部横箆削り。

坪 埋没土 口～底％ 酸化・普通 ③鈍い橙色 内面体部撫で後、暗文。

20 須恵器 掘りかた ロー高一底 (8.9) ①細・白色微鉱少量 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。 削り出し高台。

皿 埋没土 底部％ 酸化・硬 ③灰色

21 須恵器 掘りかた 口(154) 高一底一 ①細・白色微鉱少量 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

坪 床面 口～体％ 還元・硬 ③灰色

22 須恵器 +26 口一高一底 (8.9) ①細・灰雑物なし ②還 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。底部回転箆

坪 底部％ 元・硬 ③灰色 削り。

23 須恵器 掘りかた 胴部破片（縦7.0 横 ①細・白色微鉱少量 ② 外面平行叩き。

甕 5 0) 還元・硬 ③灰色 内面青海波叩き。

24 須恵器 +14 口 (16.0) 高一底一 ①細・爽雑物なし ②還 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。 断面3層、上下が茶

坪蓋 天井部～端½ 元・硬 ③暗灰色 色、中央暗灰色。

25 須恵器 +30 口(14.5) 高 (3.0) ①細・白色微鉱少量 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

坪蓋 摘部～端％ 還元・硬③オリープ灰色

26 須恵器 +19 口一稜 (11 3) ①細・白色微鉱少量 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

坪蓋 摘部～稜½ 還元・硬 ③灰白色

27 須恵器 住居外 摘部分％ ①細・灰色鉱少量 ②還 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。 ポタン状摘。

坪蓋 +51 元・硬 ③灰白色

28 須恵器 埋没土 天井部～端％ ①細・白色鉱少量 ②還 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

坪蓋 元・硬 ③灰色

29 須恵器 -3 ロー高一底ー ①細・白色鉱少量 ②還 自然釉。

坪蓋 摘部 元・硬 ③オリープ灰色 宝珠状摘。

30 砥石 +2 材質 流紋岩（砥沢石）。長さ 4.3cm 幅3.8cm 厚さ 2.6cm 重さ 53g。原石面なし。奥の小口は旧時欠損。手前小

口は、成形痕。各面に研磨痕。研磨癖は右きき。主体は、突雑鉱物の凸出がなく、金属。手持砥。

31 紡錘車 +9 材質 緑色片岩。長軸 (6.0)cm 短軸 (4.2)cm 厚さ1. 4cm 孔径 (0.7)cm 重さ 32g。製作途中で半分に割れたので

未成品 製作放棄したため、翌か竪状のもので荒削りしている様子がわかる。穿孔は、一方向。

32 紡錘車 -5 材質 緑色片岩。長さ32cm 幅1. 8cm 厚さ1. 0cm 重さ 3.5g。製作途中で割れてしまったらしい。側面部を刃物

未成品 で、削り出そうとしたものか。

33 紡錘車 埋没土 材質 緑色片岩。長さ 4.2cm 幅1 7cm 厚さ 0.4cm 重さ 3.5g。側面は刃物のようなもので面取している。製作途

未成品 中で剥離してしまったらしい。

34 未成品 埋没土 材質 緑色片岩。長さ 2.8cm 幅2.2cm 厚さ 1.1cm 重さ 6 5g。刃物による削り調整を施している。紡錘車を意図

したものか。
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図番号
器種

出土位置 特 徴
器形

35 チップ 埋没土 材質 緑色片岩。長さ 5.3cm 幅2.5cm 厚さ1. 0cm 重さ 14.5g。条痕状のものは、刃物の先の跡。何を意屈した

のかは、不明。

36 鉄製品 +9 残存長5.1cm 中型鎌である。刃側の半分は旧時欠損で、さらに裏側にわずか曲げられている。そのため、

鎌 転用エ具が考えられる。折曲面に刃はない。刃部は裏面の研磨面が強い。錆化は、少ない。

37 鉄製品 -32 残存長8.2cm 両端部は旧態のまま。上方側の先端部は、横断面・円形を呈するが、以下は、隅丸方形か

緊か ら長方形となる。先端部はわずかながら、錆化消耗するため、明瞭でないが、両刃尖りか。

38 鉄製品 埋没土 残存長2.7cm 有柄平根鏃で茎・腹扶部を欠損する。欠損は調査時。茎部は、鏃元がわずかに残存する。

鎌 錆化は顕著でなく、良鉄を思わせる。腹扶部には小さな返りあり。

39 鉄製品 埋没土 残存長1.7cm 刀子の茎を思わせる小片で、片側が薄く、一方が厚い。図左側の割れ口は調査時欠損。錆

刀子か 化は不定方向の割れで、精鍛を思わせる。

第124号住居跡

位置

形状

隅丸長方形を呈すと思われる。壁は、北西側が比較

的良く残っており、約30cmの高さを測る。

面積

南東部が削られており、全容は不明であるが、

16.08m' 

埋没土

2 区OOC03

黄褐色粘土塊を含む層や暗褐色粘質土層が

2~3 層堆積する。

床面

写真

方位

PL.56 

N-47ー-E 

南東側一部を除きやや凹凸が見られるもの

の、比較的平坦である。黄色粘質土と褐色土との混

合土を貼床としている。北東隅に焼土がまとまって

検出された。

゜

よ

゜

＼．ィ，

A
 

鼈 北東壁の北西壁寄りに存在する。黄色粘質土が

火床面となっており、かなり強く焼けた様子が観察

された。壁面には部分的に黄褐色粘土が残っている。

構築材にもこの黄褐色粘土が多く用いられている。

焚口部手前にわずかな落ち込みがあり、長さ 50cm程

の緑色片岩が出土している。規模は焚口部幅50cm

全長約60cm を測る。

柱穴

く？ぶ

゜

L • 181.40 

確認されなかった。
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.
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m| 
ー・
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土層注記

軽石多盤、砂質1.黒褐色土

土。

2. 黒褐色土軽石、若干のロー

ムプロック混入。

3. 黄褐色土 黄色ロームプロッ

ク多量混入。

4. 黄褐色土 ロームプロックを

主体とする。

5. 黒褐色土軽石多量に混入。

゜ 2m 

第267図 第 124号住居跡実測図
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貯蔵穴

壁周溝

確認されなかった。

確認されなかった。

備考 住居の南西寄りに径50cm程の小ピットが検出

遺物 住居内全体より散在する状況で土師器の甕．

され、中より土師器の甕破片がややまとまって出土

している。時期は出土遺物から見て8世紀後半と考え

坪類が出土している。 られる。 （小野）
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第 3 章検出された遺構と遺物

第124号住居跡出土遺物観察表 (PL. 154)

尉番号
器種

出土位置
口径尚さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

l 土師器 -13 口 (22.3) 底 (57) ①普通・黒色微鉱少量 内外共口縁部横撫で。外面胴部斜め箆削り。 内面に黒色付着

甕 ロ～胴・胴～底％ ②酸化・普通③鈍い赤 内面胴部撫で。 物あり。

褐色

2 土師器 竃内 口一頸(188) ①普通・黒色微鉱少量 内外共口縁部横撫で。外面胴部斜め箆削り。

甕 頸～胴％ ②酸化・普通 ③明赤褐 内面胴部撫で。

色

3 土師器 -3 口 (15.0) 高一 ①普通・灰色微鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部斜め箆削り。

小型甕 底ーロ～胴％ 酸化・普通 ③鈍い赤褐色 内面胴部撫で。

4 土師器 -19 □ (18.8) 尚一 ①普通・灰色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面体部斜め箆削り。

鉢 底ーロ～体％ 酸化・普通 ③明赤褐色 内面体部撫で。

5 土師器 -8 口 (14.4) 高4.0 ①細・白色鉱少鼠 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部横箆削り。 内面に暗文あ

坪 口～底％ 化・普通 ③明褐色 内面 口縁部～体部横撫で、底部撫で。 り。

6 土師器 -19 口 (12 4) 高 (3.8) ①細・灰色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部箆削り？。 摩耗している。

坪 口～底％ 化・普通 ③黒褐色 内面 口縁部～体部横撫で、底部撫で。

7 土師器 -17 口(14 4) 高 (4.4) ①普通・黒色微鉱少鼠 外面 口縁部横撫で、体部箆削り。

坪 口～底％ ②酸化・普通 ③灰褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で後、暗文。

8 土師器 -17 口(13.0) 高4.1 ①細・白色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。

坪 口～底％ 化・普通 ③鈍い赤褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で。, 土師器 +9 口(15.8) 高一 ①細・白色鉱微量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部箆削り。 油煙付着か？。

坪 底ーロ～底％ 化・普通 ③黒褐色 内面 口縁部横撫で、体部撫で後、暗文。

10 土師器 -2 口(14.0) 高一 ①細•黒色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部横箆削り。

坪 底ーロ～底％ 化・普通 ③鈍い橙色 内面 口縁部～体部横撫で後、暗文。

11 鉄製品 +23 残存長6.6cm 鏃の下半部片で、上半は旧時欠損。箆被部と茎間に区が残っている。横断面形は、箆被．

鏃 茎ともに隅丸方形を呈する。錆化は、不定方向である。

第129号住居跡 床面掘り込んだ粘土層を地床としており、凹凸は

位置 2 区OOC06 写真 PL.56 少ない。

形状竃の左壁は不明瞭である。やや不整形ではあ 鼈北壁の中央やや東寄りに作られている。両袖は

るが、隅丸長方形を呈す。各壁はほぼ垂直に立ち上 ロームを多く含む土で作られており、燃焼部の壁外

がる。

面積 8.81m' 方位 N-13ー-E 

埋没土比較的しまりが良く、粘性が強いローム分

の混入が多く見られる褐色土が主体である。
と・ ＜・

g 

ー

Ci 
c: 

、パ¢、

8 

士層注記

a. 黒褐色土 しまっているが、やや砂質。

b. 赤褐色土焼土。

C •黒褐色土 若干の焼土粒、灰混入。

d. 黒褐色土若千の焼土混入。

e. 赤褐色土若干の焼土混入。
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への掘り出しは短い。内面はかなり強く火を受けた

状況が観察された。

柱穴確認されなかった。

貯蔵穴確認されなかった。

6
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第 4 節 飛鳥・奈良時代の遺構と遺物

壁周溝確認されなかった。 備考東斜面部に検出された住居であり、黒色土中

遺物 須恵器の坪・甕類の破片がわずかながら出土 に掘り込まれていた。時期は 8 世紀後半と考えられ

している。その他砥石などが見られた。特に、鼈周 る。

辺と南東隅に集中して出土した。

（小野）
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第129号住居跡出土遺物観察表 (PL.154)

甜番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 須恵器 鼈内 胴部片 ①細・白色鉱少鼠 ②還 外面格子叩き。

甕 （縦3.0 横4. 5) 元・硬 ③灰色 内面青海波叩き。

2 須恵器 +10 口一高一 ①細・白色鉱少量 ②還 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。底部回転箆

小型壺 底（6.8) 底部％ 元・硬 ③灰色 削り。

3 須恵器 +18 口一胴（13.5) ①細•黒色微鉱少絨 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

短頸壺 胴部片 還元・硬 ③灰色

4 砥石 埋没土 材質 牛伏砂岩。長さ 5.4cm 幅3.0cm 厚さ 25cm 重さ 52g。左平面上方に原石面。表裏を除き、旧時欠損。使

用は、左平面側にならし痕か、刃傷。主体は、灰雑鉱物の凸出がなく、金属。

5 チップ 埋没土 材質 滑石。長さ 2.4cm 幅1 4cm 厚さ04cm 重さ 2 g。図上方側のみ、刃物による削り調整。他は、すべて原石面。

6 チップ 埋没土 材質 滑石。長さ 1 9cm 幅1. 4cm 厚さ 0.5cm 重さ1. 6g。 1 箇所、刃傷あるほかは、すべて、原石面。

第131号住居跡

位置 1 区47C04 写真 PL.56 

形状長辺2.57m 短辺2.46mでわずかに隅丸長方

形を呈す。

えている。焚口部幅に比べ住居外への掘り出しは短

ぃ。燃焼部内より土師器甕の上半部が伏せられた状

態で出土している。焚口部前面に天井石と思われる

長さ 40cm程の川原石が落ちた状態で検出されてい

面積 6.46m' 方位 N-11ー-E る。

埋没土粘性を持つプロックおよび炭化物の粒子が 柱穴確認されなかった。

目立つ。 貯蔵穴 北西の隅に検出された。ほぽ円形で径は約

床面 掘り込んだ粘性土をそのまま地床としてい 50cm 深さは20cmを測る。中から土師器甕の上半部

る。中央に粘土を含む円形の落ち込みが見られた。 が出土している。

また、焼土化した凝灰岩質の礫も見られる。全体と 壁周溝西壁下に見られた。幅は20cm程深さは10

してやや凹凸が見られる。床面直上、部分的に炭化 cmを測るが、北壁・貯蔵穴寄りは不明瞭となる。

材の出土が見られる。 遺物 埋没土の上層より土師器の甕・坪類が多く出

鼈北壁のほぽ中央に作られている。両袖に石を据 土している。また、滑石製の有孔円板やチップ、珊

271 



第 3 章検出された遺構と遺物

瑞の原石、滑石製模造品を製作するときのエ具の可

能性のある鉄製品も出土している。

備考 当初プランがはっきりと掴めず、また上層部

より多くの土器の出土があった。それらをほぼ掘り

あげた段階で住居の掘り込み範囲を確認した。上層

部より出土した土器類は投げ入れられた状況が伺わ

れた。滑石製模造品およびチップ、エ具らしい鉄製

品等の出土から本住居跡付近に製作した場所がある

ものと思われる。時期は出土遺物から見て 8 世紀後

半と考えられる。 （小野）
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1. 黒褐色土軽石粒若干混入。

2. 黒褐色土 若干の炭化物粒混入。
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第 4 節 飛鳥・奈良時代の遺構と遺物
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第 3 章検出された遺構と遺物

第131号住居跡出土遺物観察表 (PL. 154、 155)

財番号
器種

出土位置
口径尚さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 鼈内 口23.7 高一底一 ①細•黒色微鉱少鼠 ② 内外共口縁部横撫で。外面 胴部斜め箆削り。

甕 口～胴％ 酸化・普通 ③暗赤褐色 内面胴部箆撫で。

2 土師器 +21 口 (200) 高一 ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 胴部斜め箆削り。

甕 底ーロ～胴％ 化・硬 ③明赤褐色 内面胴部箆撫で。

3 土師器 +5 □ (25 5) 高一 ①細・灰色微鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部横箆削り。 口縁部に指頭圧

甕 底ーロ～胴培 酸化・普通 ③鈍い橙色 内面胴部撫で。 痕あり。

4 土師器 +33 口 (24.0) 高一 ①普通・白色鉱微量 ② 内外共口縁部横撫で。外面 胴部斜め箆削り。

甕 底ーロ～胴％ 酸化・普通 ③鈍い褐色 内面胴部撫で。

5 土師器 +5 口 (22.8) 高一 ①細・灰色微鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面 胴部箆削り。

甕 底ーロ～胴栢 酸化・普通 ③鈍い橙色 内面胴部撫で。

6 土師器 -12 口 (14.0) 尚一 ①普通・灰色鉱少菫 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部斜め箆削り。

• 竺 底ーロ～胴½ 酸化・普通 ③鈍い赤褐色 内面胴部撫で。

7 土師器 +16 口 (15.0) 高一 ①普通・灰色鉱微量 ② 外面 口縁部横撫で、胴部横箆削り。 内面黒色処

小型甕 底ーロ～胴％ 酸化・普通 ③暗赤褐色 内面 口縁部横撫で、胴部箆撫で。 理。

8 土師器 鼈 口 (12.2) 高一 ①普通・灰色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部斜め箆削り。
g て 底ーロ～胴％ 酸化・普通 ③赤褐色 内面胴部撫で。, 土師器 鼈内 口一高一底4.8 ①普通・灰色鉱少鼠 ② 外面胴底部斜め箆削り。

台付甕 底～台部％ 酸化・普通 ③赤褐色 内面胴底部撫で。

10 土師器 +9 ロー尚一 ①細・灰色微鉱少量 ② 外面胴下半部斜め箆削り。

甕 底 (7 0) 胴～底％ 酸化・普通 ③鈍い赤褐色 内面胴下半部撫で。

11 土師器 埋没土 口 (15.1) 尚一 ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部斜め箆削り。

鉢 底ーロ～体弱 化・普通 ③明赤褐色 内面体部撫で。

12 土師器 +22 口(11.8) 商一 ①細・灰色鉱微鼠 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部横箆削り。

坪 底ーロ～底％ 化・普通 ③鈍い赤褐色 内面体部撫で。

13 土師器 +8 口(15.0) 高一 ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部横箆削り。

坪 底ーロ～底％ 化・普通 ③鈍い褐色 内面体部撫で。

14 土師器 +26 □ (12.0) 高一 ①細•黒色微鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面 体部箆削り。

坪 底一口～体％ 酸化・普通 ③鈍い橙色 内面体部撫で。

15 土師器 +38 ロ (10.9) 高一 ①細・灰色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、体部～底部横箆削り。 内面に暗文あ

坪 底ーロ～底％ 化・普通 ③赤褐色 内面 口縁部～体部横撫で、底部撫で。 り。

16 須恵器 +13 口 (15.3) 高一 ①細・灰色鉱少量 ②酸 紐作り後、ロクロ整形。

坪 底一口～底％ 化・普通 ③鈍い橙色 体部～底部箆削り。

17 土師器 柱穴中 口 (13.4) 高一 ①細・黒色微鉱少量 ② 外面口縁部横撫で、体部横箆削り。内面口

坪 底ーロ～体％ 酸化・普通 ③鈍い橙色 縁部～体部上半は横撫で、体部下半は撫で。

18 須恵器 +17 口(12.4) 高一 ①細・白色微鉱少量 ② 紐作り後、ロクロ整形。

坪 底ーロ～底％ 還元・軟 ③灰色 底部箆削り。

19 須恵器 +5 口一高一 ①細•黒色微鉱少量 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。底部は回転

坪 底（9.5) 底部％ 還元・硬 ③灰色 箆削り。削り出し高台。

20 須恵器 埋没土 口一高一 ①細・灰色鉱微鼠 ②還 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。底部は回転

坪 底 (10.5) 底部％ 元・硬 ③灰白色 箆削り。

21 須恵器 -6 口(120) 高一 ①細・白色微鉱少量 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。
竺士 底一口縁部片 還元・硬 ③灰色

22 有孔円 +9 材質 滑石。長さ 4.2cm 幅2 3cm 厚さ 0.8cm 孔径0.5cm 重さ 13 3g。約半分に割れている。上・下平面、右側

板 面は、刃物による削り調整。穿孔は、両方向から。大型の有孔円板である。

23 有孔円 埋没土 材質 滑石。長さ 3.2cm 幅1. 6cm 厚さ 0.6cm 孔径0.2cm 重さ 6.3g。裏面に若干の削り痕があるほかは、平面、

板 側面とも原石面。穿孔は、一方向より。

24 有孔円 埋没土 材質 滑石。長さ 2.7cm 幅1. 8cm 厚さ 0.6cm 重さ 3.9g。上平面に若干の削り痕があるほかは、すべて、原石面。

板破片 穿孔は、一方向から。

25 有孔円 埋没土 材質 滑石。長さ 2.4cm 幅2.0cm 厚さ 0.8cm 重さ 3.Sg。上・下平面、側面を刃物によって削り調整している。

板破片 割れているため、明確でないが、側面の孤の状態より有孔円板と判断した。穿孔部分は、なし。

26 チップ 埋没土 材質 滑石。長さ 2.2cm 幅0.9cm 厚さ 05cm 重さ 1 4g。すべて、原石面。剥離片の可能性が高い。

27 チップ 埋没土 材質 滑石。長さ1. 5cm 幅1. 4cm 厚さ 07cm 重さ 2 g。上面と右側面は、刃物による削り調整をしている。剥

離したものと思われるが、もとの製品は、不明。

28 有孔円 埋没土 材質 滑石。長さ1. 9cm 幅1.7cm 厚さ 04cm 孔径0.2cm 重さ 2 g。すべてが原石面。剥離したものと思われる。

板 穿孔は、一方向より行なわれている。

29 現瑞石 埋没土 材質璃瑞。長さ 2.4cm 幅2.0叩厚さ 0.9cm 重さ 5 2g。板状に荒割りされている。何を意図したのかは、不明。

30 鉄製品 埋没土 残存長4.5cm 中型鎌の転用工具で、図のように曲げられている。刃部の砥出しは、裏側先端部にわずか

鎌 もうけられ、表側は、鎌段階での砥出し面がみられる。錆化は少なく、良鉄を思わせる。
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第133号住居跡

位置

形状

面積

埋没土

床面

鼈

1 区44C01 写真

東側半分程は削られており、正確な形は不明。

現状で7.98m'o 方位

PL.56 

N-52ー-W 

白色粘土ブロックを多く含む土である。

西側部にわずか認められたに過ぎない。地山

白色粘土面を床面としている。

西壁やや南寄りに作られている。火床面・側面

1奇！ ~I
亡

炉）

共に良く焼土化している。中より土師器甕、須恵器

蓋の破片が若干出土している。

134住

柱穴

貯蔵穴

壁周溝

遺物

備考

を切る。時期は 8 世紀後半と考えられる。

0
1
"
6
L
l
 ｷ
 7
 

I 
く・

確認されなかった。

確認されなかった。

確認されなかった。

竃内・埋没土中より甕・蓋・坪の破片が出土。

第134号住居跡が北西隅に重複して、本住居跡

（小野）

土層注記

1 ．黒色土 A軽石混入。撹乱層。

2. 黒色土 B軽石。粘土粒少量混入。

3. 黒褐色土 若干の焼土、粘土粒混入。

4. 黒褐色土焼土粒、白色粘土プロック

混入。
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第276図

第133号住居跡出土遺物観察表 (PL. 155)

第 133号住居跡出土遺物実測図

尉番号
器種

器形

土師器

甕

出土位置

住居外

+7 

口径高さ

残存状態

口 (2 1. 4) 高一底

一 口縁部・胴部％

底径
①胎土 ②焼成 ③色調

①普通・灰色鉱少鼠 ② 

酸化・普通 ③暗赤褐色

成形 ・整形の技法

内外共口縁部横撫で。外面

内面胴部箆撫で。

胴部縦箆削り。

備 考
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屈番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

2 土師器 +16 口 (21.7) ①普通・灰色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面 頸部斜め箆削り。

甕 口縁部破片 酸化・普通 ③鈍い橙色

3 須恵器 住居外 口(15.8) 高 (2.6) ①細•黒色微鉱少量 ② 紐作り後、ロクロ整形。 表面に墨のよう

坪蓋 +10 摘～端％ 還元・硬 ③灰白色 なもの付着。

4 敲打石 -49 材質 雲母石英片岩。長さ 13.5cm 幅63cm 厚さ 2.5cm 重さ 310g。側面全体に敲打したときの剥離痕がある。

5 敲打石 -46 材質 緑色片岩。長さ 154cm 幅8.6cm 厚さ 2.8cm 重さ 690g。側面全体に敲打したときの剥離痕があるが、特

に上方側面は、大きく剥離している。

第134号住居跡 面積 10.16m' 方位 N-15ー-W 

位置

形状

1 区45C02 写真 PL.56 

現状は一辺3.2mのほぼ正方形を呈す。北およ

び西壁はかなり良好に残り、ほぽ垂直に立ち上がる。

北側部は他の住居に切られており、不明。

埋没土 上層はやや砂質で堅くしまる。多くの土器

片が混入している。下層は粘土ブロックを多く含む

粘質土である。

床面 地山の粘質土を踏みしめて床面としており、
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土層注記

1.黒褐色土細粒、緻密でかなり粘質、堅

くしまっている。土器片含む。

2. 暗褐色土 1 と類似。黄白色粘質土の小

塊混入。

3. 黒色土細粒、かなり粘質。締り強い。

4. 淡黄色土細粒、粘質。白黄色粘土小塊

多量に混入。

I O'.lｷ 

L • 179.5。 A'
ー. 0 2m 

寵全長
燃焼部長

燃焼部幅

焚口部幅

(116)cm 
(40)cm 

(36)cm 
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| 
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土層注記

a. 黒色土 B軽石混入（溝の一部）。

b. 黒褐色土焼土、粘土粒多量混入。よく

しまっている土。

C •黒褐色土 粘質。若干の粘土粒混入。

d. 赤褐色土 b と類似。焼土粒多量。

e. 黒褐色土 C と類似。粘性のロームプ

ロック若千混入。

゜ lm 

第277図 第 134号住居跡実測図
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全体的には比較的平坦である。

鼈 北壁の東寄りに作られている。第133号住居跡に

一部を切られている。燃焼部内より多量の焼土に混

じり多くの土器片が出土している。

柱穴確認されなかった。

貯蔵穴確認されなかった。
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第 4 節 飛鳥・奈良時代の遺構と遺物

壁周溝確認されなかった。

遺物 鼈内・埋没土中より土師器甕・坪の破片が出

土している。

備考第133号住居跡が重複している。時期は 8 世紀

後半と思われる。 （小野）

ロ

冒ロ
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第278図 第 134号住居跡出土遺物実測図

第134号住居跡出土遺物観察表 (PL. 155)

゜ 1 : 2 5cm 

゜ 1 : 4 10cm 

゜ I : 3 10cm 

図番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 +16 口 (250) 高一 ①普通・灰色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部縦箆削り。

甕 底ーロ～胴％ 酸化・普通 ③橙色 内面胴部箆撫で。

2 土師器 + 1 口 (12.0) 高一 ①普通・白色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面体部横箆削り。

坪 底ーロ～底％ 酸化・普通 ③鈍い赤褐色 内面体部撫で。

3 土師器 埋没土 口 (13.0) 高一 ①細・白色微鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面 体部横箆削り。

坪 底ーロ～体％ 酸化・普通 ③鈍い褐色 内面体部撫で。

4 紡錘車 埋没土 材質 かんらん岩。長軸4.1cm 短軸2.7cm 厚さ1. 9cm 重さ 30g。形割りされた状態で、右半分が欠けてしまっ

未成品 たらしい。形状より、紡錘車未成品か。

5 鉄製品 埋没土 残存長63cm 有柄平根鏃で、大根鏃。茎側は、調査時欠損。箆被は短く、茎との間に区がもうけられる。

鏃 錆化は顕著でなく、良鉄を思わせる。
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平安時代の住居跡と遺物

第 2 号住居跡

位置 5 区15C08 写真

埋没土 凡そ 6 層の褐色土や黒色土などにより埋没。

PL.57 各層の厚さは10~20cmで縞状を呈し、壁際から徐々

形状

面積

南壁が道路下に入り、未掘のため明確ではな

いが、南北に長い長方形と推定。（東西長は3.52m)

不明 方位 N-66'-E 

に堆積した様相を示している。

から 50~60cm上の黒色土中に浅間山 B軽石の純層

が見られる。

これらの層の中で床

この黒色土（第 3 層）はレンズ状に堆積
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土層注記

：お、鬱 1.灰褐色土
入。

2. 褐色土黒褐色土混入。

3. 黒色土 B軽石多量混入。

処々に B軽石純層。砂質。

4. 黒褐色土斑状の褐色土混

入。粘性。 B軽石混入。

5. 褐色土斑状の黄褐色土と

黒褐色土混入。粘性。

6. 黄褐色土 ロームプロック

混入。粘性強い。

A 軽石多量混

゜ 2m 
12 

第279図 第 2 号住居跡実測図

5 2 

g . g . 

鼈全長
燃焼部長

燃焼部幅

焚口部幅

165cm 

61cm 

47cm 

18cm 

I 
Q. 

ooｷ 
rn1•T 

| 
Q. 

土層注記

a. 暗褐色土

入。

b. 暗灰褐色土 灰・炭化物粒多量混入。

C •明黄赤褐色土 灰・焼土プロック多

量に含む。（崩落焼土）

d. 暗褐色土混入物少量、粘性弱い。

e. 暗灰褐色土灰・炭化物粒焼土粒

多量に混入。

f.暗褐色土 ロームプロック多量混

入。

g．黒褐色土

ローム粒、プロック混

粘性弱い。 B軽石混入。

゜ lm 

第280図

第 2 号住居跡鼈実測図
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第 3 章検出された遺構と遺物

しており、これによって住居の年代は限定される。

床面 確認面から凡そ60cm掘り込み、水平かつ平坦

に整地して床面を造っている。下部に第29号住居跡

が存在する関係で客土しているかどうかは明らかで

ない。床面は竃前から住居中央にかけてかなり広範

囲に踏み固めてできた堅い面が存在した。また、竃

の燃焼部の両側と東壁の外側に幅30~50cmの棚状の

中段が存在した。

鼈北壁の中央、やや東側に黄色粘土と角礫を用い

て壁外に造り出されていた。焚口から燃焼部奥にか

けてはかなり大きな掘りかたが掘られ、壁面に角礫

や羽釜片が貼り付けられ、これを固定するように粘

土が付けられていた。煙道は燃焼部奥から約60cm外

側に続いて立ち上がっている。

柱穴・壁周溝存在しなかった。

貯蔵穴 鼈の斜め右前に楕円形で浅い擢鉢状のもの

が存在した。規模は長軸144cm短軸80cm、深さ 80cm。

遺物 羽釜、須恵器大甕・塊、土師器塊、墨書土器

が竃前から東壁寄りにかけて多く出土した。

備考本住居跡は前述の如く第29号住居跡と重複こ

れを切っている。本住居跡の年代は出土遺物の様相、

浅間山 B軽石のあり方から 10世紀後半。 （小林）
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第282図 第 2 号住居跡出土遺物実測区 (2)

第 2 号住居跡出土遺物観察表 (PL. 156、 157)

樹番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 須恵器 床直 口 (20.9) 高一 ①普通・黒色微鉱少星 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。口縁部は内 一部鼈材として

羽釜 鼈内 底ーロ～胴½ ②酸化・普通 ③浅黄色 傾する。鍔は貼り付け。 転用。

2 須恵器 +5 ロ (22.4) 尚一 ①普通・灰色鉱少量 ② 紐作り後、，ロクロ整形（右回転）。口縁部は直

羽釜 底ーロ～胴％ 酸化・普通 ③黒褐色 立。鍔は貼り付け、胴部下半・底部は箆削り。

3 須恵器 + 12 口 (2 1. 0) 高一 ①普通・白色灰色鉱少鼠 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。口縁部は、

羽釜 底一口～胴％ ②酸化・硬 ＠滲［い黄橙色 内傾する。鍔は貼り付け。

4 須恵器 鼈内 口 (18.8) 高一 ①普通・灰色鉱少量 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。口縁部は、 鼈材として転

羽釜 底ーロ～胴％ 還元・普通 ③灰黄色 内傾。鍔は貼り付け。胴部下半・底部は箆削り。 用。

5 須恵器 鼈内 口 (22.4) 高一— ①普通・灰色鉱少量 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。口縁部は、 鼈材として転

羽釜 底一口～胴％ 酸化・普通 ③浅黄色 内傾する。鍔は貼り付け。 用。
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國番号
器種

出上位置
口径尚さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

6 須恵器 +35 ロ (23.5) 尚一 ①普通・灰色鉱少黛 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。口縁部は、

羽釜 底一口縁部％ 酸化・普通 ③鈍い黄橙色 内傾する。鍔は貼り付け。

7 須恵器 +2 口 (23.1) 高一 ①普通・白色灰色鉱少量 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。口縁部は、

羽釜 底一口縁部％ ②酸化・普通 ③黒褐色 内傾する。鍔は貼り付け。

8 須恵器 鼈内 口 (19.0) 高一 ①普通・白色鉱微鼠 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。口縁部は、 鼈材として転

羽釜 底ーロ縁部％ 酸化・普通 ③鈍い橙色 ほぼ直立する。鍔は貼り付け。 用。, 須恵器 + 1 口一高一 ①普通・灰色鉱少量 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。胴部下半・

羽釜 底（ 8. 0) 体～底％ 酸化・普通 ③鈍い橙色 底部は箆削り。

10 須恵器 + 1 ロー尚一 ①普通・白色鉱多量 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。胴部下半・

羽釜 底（5.0) 胴～底％ 酸化・普通 ＠冷tい黄橙色 底部は箆削り。

11 須恵器 +17 □ (18.0) 高一 ①普通・白色鉱少駄 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。口縁部は、

羽釜 底一口縁部％ 酸化・普通 ③鈍い橙色 ほぼ直立する。鍔は貼り付け。

12 須恵器 +3 胴部片縦10.2 ①細・白色鉱少鼠 ②還 外面斜め格子叩き。

大瓶 横 8.5 元・硬 ③赤灰色 内面青海波叩き。

13 須恵器 +5 ロ(137) 高一 ①細・灰色鉱少虻 ②酸 ロクロ整形（右回転）。高台欠損。

塊 底ーロ～底％ 化・普通 ③鈍い橙色

14 須恵器 -9 口 13.9 高16.3 ①細・白色鉱少鼠 ②酸 ロクロ整形（右回転）。付高台。 墨書ありf茂」。

碗 底8 7 口～台％ 化・普通 ③鈍い黄橙色

15 須恵器 +12 口 13.8 尚6.1 ①細・灰色鉱少輩 ②酸 ロクロ整形（右回転）。付尚台。

碗 底7.8 口～台％ 化・普通 ③褐灰色

16 須恵器 -5 口 1 1. 2 尚3.8 ①細・灰色鉱少星 ②還 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

坪 底5.0 口～底％ 元・普通 ③黒色

17 須恵器 +32 ロ（ 11 8) 高（4.3) ①普通・白色鉱少量 ② ロクロ整形（右回転）。付尚台。

碗 口～台％ 酸化・普通 ③鈍い橙色

18 須恵器 住居外 口 12.1 高4.4 ①細・白色灰色鉱少斌 ② ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。 墨書あり「茂」。

坪 +58 底5.2 ほぽ完形 酸化・普通 ③鈍い黄橙色

19 須恵器 埋没土 口 15.0 高一底一 ①細・灰色鉱少鼠 ②酸 ロクロ整形（右回転）。

碗 口～体％ 化・普通 ③鈍い橙色

寵全長
燃焼部長

燃焼部幅

焚口部幅

53cm 
33cm 
60cm 
60cm —— —— —
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1.明褐色土 黄褐色土を斑らに含む。

2. 暗褐色土 炭化物粒、ローム粒を少

鼠含む。細粒で粘質。

3. 明褐色土 ローム粒多凪混入。

4. 黄褐色土床面を覆う土。ブロック

状粘土、炭化物粒混入。

5. 黄褐色土 4 より大きな粘土ブロッ

ク混入。 4 より砂質。

6. 褐色土 大きな粘土プロック混入。

7. 黄褐色粘土プロック

8. 黄褐色粘土プロック

・～い。

9. 黄褐色土 床面を覆う土。プロック

状粘土含む。

10. 黄褐色土 9 より暗い。砂質。

11.褐色土大きなプロック状粘土混

入。

12. 黄褐色土プロックと黒褐色土の混合

土

7 より明る

土層注記

a. 暗褐色土 住居埋没土、炭化物、焼土粒混入。

b. 暗褐色土 ローム粒、炭化物粒混入。

C •暗褐色土 ロームプロック混入。

d. 明暗褐色土 崩落壁のロームプロックを多量に

含む。

e. 明褐色土 ローム粒、炭化物粒多最に混入。

第 4 号住居跡実測図
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第 3 章検出された遺構と遺物

第 4 号住居跡

位置 5 区08C02 写真 PL.58 

形状長辺3.62m、短辺3.18mの長方形。西半分の壁

は削り取られているため、壁高は 0~18cm。

面積 11.43吋 方位 N-50"-E

埋没土 3 層あるが浅いため埋まり方は不明であ

る。

床面確認のローム層から 5~20cm掘り込み、ほぼ

平坦に整地しているが客土はない。鼈前から住居中

央にかけては堅い面が見られた。また、貯蔵穴の南

側には径70cm、深さ 25cmの円筒状の床下土坑が検出
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された。内部から土器片が数点出土した。

鼈 北壁の東寄りの位置に壁外に造り出されていた

が、粘土は特別使わなかったものとみられる。燃焼

部はかなり強く焼けており、焼土が多く残っていた。

柱穴・壁周溝存在しなかった。

貯蔵穴北東隅角部に縦98cm横62cm、深さ 74cmの長

方形のものが検出された。

遺物 羽釜、土師器長甕、須恵器婉、砥石が出土。

備考 東壁は後世の長方形の掘り込みによってかな

り削られていた。本住居跡の年代は10世紀前半であ

ろう。 （小林）
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第 5 節 平安時代の住居跡と遺物

第 4 号住居跡出土遺物観察表 (PL.1 57)

附番号
器種

出土位置
口径尚さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 須恵器 + 1 口 (222) 尚一 ①細・白色鉱少量 ②還 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。口縁部は、

羽釜 底一口～胴％ 元・軟 ③鈍い橙色 内傾する。鍔は貼り付け。

2 須恵器 -23 口 (24 0) 尚一 ①普通・白色鉱少量 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。口縁部は、 火をうけて、暗灰

羽釜 底ーロ～胴破片 酸化・軟 ③暗灰色 内傾する。鍔は貼り付け。 色になってい

る。

3 須恵器 貯蔵穴中 口 (196) 高一 ①普通・白色鉱微星 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。口縁部は、

羽釜 -6 底ーロ縁部破片 酸化・軟 ③灰色 ほぽ直立する。鍔は貼り付け。

4 須恵器 鼈内 ロ(190) 高一 ①普通・白色鉱少量 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。口縁部は、

羽釜 底一口縁部破片 還元・軟 ③鈍い黄橙色 ほぽ直立する。鍔は貼り付け

5 土師器 埋没土 口 (14.8) 尚一底 ①細•黒色鉱微贔 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 頸部斜め箆削り。

甕 一口縁部破片％ 化・硬 ③鈍い橙色

6 土師器 -4 口 (22.0) 尚一 ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共口縁部横撫で。

甕 底一口縁部破片 化・硬 ③黒褐色

7 須恵器 +l 口 12.1 高4 5 ①普通・灰色鉱少鼠 ② ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

坪 底60 完形 酸化・硬 ③灰白色

8 須恵器 +5 口一高一台6.5 ①普通・白色鉱少量 ② ロクロ整形（右回転）。付高台。

碗 体～台％ 酸化・硬 ③灰褐色

9 須恵器 +9 口一高一台5.5 ①普通・白色灰色鉱少鼠 ロクロ整形（右回転）。付高台。

碗 体～台％ ②酸化・普通 ③鈍い橙色

10 須恵器 +11 胴部破片（縦8.0 ①粗・白色鉱少鼠 ②還 紐作り後、ロクロ整形。外面格子目叩き。

大甕 横60) 元・硬 ③鈍い赤褐色 内面撫で。

11 砥石 埋没土 材質 角閃石安山岩（ニツ岳軽石）。長さ 5.8cm 幅5.3cm 厚さ 3.9cm 菫さ 100g。転石の利用。左平面の左側に原

石面が残るほか、方形ぎみに成形され、それが砥石利用の結果であるのか不明。成形加工は、金属。

第 7 号住居跡 7.43m' 方位 N-106ー-E 

位置

形状

5 区05C02 写真 PL.58 

東西2.84m、南北2.24mを測る正方形。壁は残

りが比較的良好で、壁高23~56cm を測る。

面積

埋没土 凡そ 5 層の黒褐色土や褐色土によって埋没
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A Lｷl82.30 
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. a
A
 

しているが、自然埋没の様相を示している。

床面 確認面の褐色土層からローム層まで25~60cm

土岡注記

1.黒褐色土

2. 暗褐色土

少鼠混入。

3. 暗褐色土 ローム粒多鼠混入。全体的に黄色系。

4. 暗褐色土 3 よりさらに多紙にローム粒混入。

5. 暗褐色土 壁崩落のロームプロック多鼠混入。

よごれた暗褐色土少量混入。粘性弱い。

褐色土プロック多鼠混入。ローム粒も

゜ 2m 
第285図 第 7 号住居跡実測図
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第 3 章

掘り込み、

検出された遺構と遺物

ローム層をそのまま水平かつ平坦に整地

して床面としている。従って客土はなく、特に堅い

面もなかった。住居中央に 2 個の床下土坑が検出さ

れた。中央の径は lm、深さ 30cm。

鼈 東壁の中央に石と黄色粘土を用いて壁外に造り

出されていた。即ち、焚口の南側に棒状の雲母石英

片岩を突き刺し、燃焼部奥から煙道上に同様な石 5
Q • 

個を並べている。燃焼部はあまり焼けていなかった。

柱穴・壁周溝

貯蔵穴

存在しなかった。

竃の右脇に長軸60cm短軸40cm、深さ 28cmの

楕円形で擢鉢状のものが存在した。

遺物

体に散らばって出土したが、極めて少量である。

備考

土師器長甕・坪、須恵器碗、鉄製鎌が住居全

本住居跡の年代は10世紀前半と推定される。

ui ~（小林）
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鼈全長
燃焼部長

燃焼部幅

焚口部幅

176cm 

110cm 

37cm 

44cm 
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L • 182.30 B
 

土層注記

3
 

a. 褐色土 炭化物少撮、ローム粒多量に混入。

b. 黄褐色土 ロームブロック多量混入。堅い。

C. 暗褐色土 ローム粒多量、炭化物粒少星混入。

d. 赤褐色土 焼土多量混入。粗粒で締りない。

e. 暗赤褐色土 炭化物、焼土塊多最混入。

f.暗褐色土 炭化物少屈混入。細粒で締りない。

g．暗赤褐色土焼土粒多量混入。

h. 黄褐色土袖や壁。

第286図 第 7 号住居跡鼈実測図
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第 5 節 平安時代の住居跡と遺物

第 7 号住居跡出土遺物観察表 (PL.157)

図番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

l 須恵器 + 1 口 (15.4) 高6.1 ①細•黒色微鉱少鼠 ② ロクロ整形（右回転）。

塊 底7.0 口～台％ 酸化・普通 ③黄灰色

2 須恵器 埋没土 口 (14 0) 高一 ①細・灰色鉱少星 ②酸 ロクロ整形（右回転）。

碗 底ーロ～体％ 化・普通 ③鈍い黄褐色

3 土師器 +4 口(15.0) 高 (4.5) ①細・白色鉱少鼠 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面 体部に指頭圧痕、

杯 底ーロ～底％ 化・普通 ③鈍い黄橙色 底部は箆削り。内面体部撫で。

4 鎌 +45 残存長11 6cm 大型鎌で右端に折り返しの耳あり。左側欠損は調査時。錆膨、わずかにあり。刃区から耳

の折り返しまでの長さは、 3 3cm。（推定 柄部2 8cm以下）。砥減は少ない。

5 不明 埋没土 最大長1. 9cm 錆化の方向性は不定方向で、精鍛を思わせる。図天側のみに旧輪部が残り、他は裏面と共

に、調査時欠損。製作年代は不詳。

第 8 号住居跡 26cmの円形の床下土坑が存在した。

位置

形状

面積

埋没土

床面

4 区49B49

11.96m' 

写真

方位

PL.59 

長辺3.96m、短辺3.04mのややいびつな南北

に長い長方形である。残存壁高は20~33cm。

N-102ー-E 

凡そ 5 層の黒色土、黒褐色土などによって

埋没している。壁際から徐々に自然に堆積していっ

た様相を呈している。

確認面からローム層まで深さ 30~50cm掘り込

み、凹凸のある掘りかた底面上に厚さ 10~20cm客土

して水平かつ平坦に整地して床面を作っている。床

は全体的に柔らかであった。鼈前には径90cm、深さ

鼈 東壁の南寄りの位置に黄色粘土を用いて壁外に
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造り出されていた。燃焼部には火床上に長甕片が多

く出土し、やや上位の埋没土中に角礫が 3 個存在し

た。燃焼部はあまり焼けていなかった。 この下部に

は長軸75cm短軸57cm、深さ 10cmの楕円形の窪みが存

在した。埋土中より甕片が数点まとまって出土した。

柱穴・貯蔵穴・壁周溝

遺物

存在しなかった。

土師器長甕、須恵器羽釜・甕・碗・皿・蓋・灰釉瓶

等が竃前から住居左側にかけて少量出土した。

備考

に先行する。年代は10世紀前半と考えられる。

（小林）
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本住居跡は第10号住居跡と重複するが、
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士府注記

］．黒色土砂質。最上部に A軽石混入。

2. 黒褐色土 斑状の灰黒色土混入。上

部に A軽石粒混入。

3. 褐色土粘性強い。斑状の灰黒色土

混入。

4. 黒褐色土 黄褐色土ブロック、微小

のローム粒混入。

5. 褐色土 3 と類似。斑状の黒褐色土、

ローム粒混入。

6. 黄色ロームと黒色土の混合土
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第 3 章

鼈全長
燃焼部長

燃焼部幅

焚口部幅

C •一

検出された遺構と遺物

70cm 

40cm 

44cm 
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土層注記

a. 黒色土細粒軽石多斌に

ローム粒少量に混入。もろい。

b. 黄色粘土と褐色土の混合土。

炭化物少星含む。

C •赤褐色土炭化物、焼土を多

兒に含む。

d. 黒褐色土炭化物少量混入。

締り弱い。
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第 5 節 平安時代の住居跡と遺物
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第291 図 第 8 号住居跡出土遺物実測図 (2)

第 8 号住居跡出土遺物観察表 (PL. 157)

図番号
器種

出土位置
口径尚さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

l 土師器 +10 口 (20.0) 高一 ①細・灰色鉱微量 ②酸 「コ」の字状口縁。紐作り、外面胴部は箆削

甕 底ーロ～胴％ 化・硬 ③暗褐色 り、口縁部は横撫で、内面胴部は箆撫で。

2 須恵器 鼈内 口一高一 ①細・白色鉱微量 ②還 ロクロ整形（右回転）。

瞑一 底 (11.0) 胴～底％ 元・硬 ③褐灰色

3 須恵器 埋没土 口 (191) 高一 ①粗・白色鉱微鼠 ②酸 口縁部は、ほぽ直立する。紐作り後、ロクロ

羽釜 底ーロ～胴部片 化・軟 ③明オリープ色 整形（右回転）。鍔は貼り付け。

4 須恵器 + 12 口 (24.0) 高一 ①細・灰色鉱少量 ②酸 口縁部は、ほぼ直立する。紐作り後、ロクロ

羽釜 底一 口縁部片 化・硬 ③灰白色 整形（右回転）。鍔は貼り付け。

5 須恵器 埋没土 鍔破片 ①細・灰色鉱少星 ②酸 口縁部は、ほぼ直立する。紐作り後、ロクロ

羽釜 化・硬 ③鈍い黄橙色 整形（右回転）。鍔は貼り付け。

6 須恵器 +6 胴部片 謹通・黒色鉱少量②還 外面斜め格子叩き。

甕 （縦8 5 横9. 6) 元・焼締③明オリープ灰色 内面青海波叩き。

7 須恵器 +15 □ 13.8 高3.0 ①細・白色鉱微量 ②還 ロクロ整形（右回転）。付高台。 墨書「次」。

皿 底63 完形 元・軟 ③浅黄色

8 須恵器 鼈内 口 (14.6) 高 (5.7) ①細・灰色鉱微星 ②還 ロクロ整形（右回転）。付高台。

碗 底 (5.9) 口～台％ 元・普通 ③灰色

9 須恵器 +4 ロ(15.4) 高 (6.0) ①細・灰色鉱微醤 ②還 ロクロ整形（右回転）。付高台。

碗 底（6.4) 口～台％ 元・硬 ③灰色

10 須恵器 埋没土 口一高一 ①細・白色微鉱少量 ② ロクロ整形（右回転）。付高台。

碗 底（ 7. 2) 体～台％ 酸化・硬 ③鈍い黄橙色

11 須恵器 埋没土 端 (16.4) ①細・央雑物なし ②還 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。 流れ込みか。

坪蓋 端～体弱 元・硬 ③灰オリープ色

第18号住居跡

位置 4 区31C02 写真 PL.59 

形状長辺3.36m 短辺2.96mのほぽ正方形を呈する。

と燃焼部から焚口部にかけての灰層が確認された。

貯蔵穴 鼈の右側に位置するため、東南角部分がや

や張り出す。形状は楕円形をなし、開口部で50X30

cm、深さ 28cmを測る規模である。面積 9.74可 方位 N-50"-E

埋没土本住居跡全体の残存状況が悪く、暗褐色土

がうっすらと確認されただけである。

床面 ローム面がそのまま床面に使用されており、

堅く踏みしめられている。掘りかた面は検出されな

かった。

鼈東壁のかなり南によった位置にあり、袖の一部

柱穴確認されなかった。

遺物 貯蔵穴の南に、竃の構築材に使用されたと考

えられる石がまとまって出土した。出土した土器は

少量である。

備考 本住居跡の年代観を出土遺物より 10世紀前半

としたい。 . （谷藤）
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燃焼部幅
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第292図 第 18号住居跡実測図

二 属
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口
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゜ l : 3 10cm 

第293図

第18号住居跡出土遺物観察表 (PL. 157)

第 18号住居跡出土遺物実測図

樹番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 須恵器 +4  口 (20.0) 高一 ①普通・白色鉱少量 ② 口縁部は内傾する。紐作り後、ロクロ整形（右

羽釜 底一口縁部片 還元・軟 ③明赤褐色 回転）。鍔は貼り付け。

2 須恵器 +4 ロ(11. 7) 高4.3 ①粗•黒色鉱少量 ②還 ロクロ整形（右回転）。

塊 底56 口～高台％ 元・軟 ③鈍い黄橙色

第20号住居跡 状は不明。東西長3.66m。

位置

形状

4 区42C09 写真 PL.59 

南側の大半が境界外に入り込んでいるため形
l i 

\、

□へ
域外

ー一--—一
、

,,i 

17号住

面積 不明 方位 N-80ー-E 

゜

A 

2m 

第294図

埋没土 凡そ 3 層の褐色土、黒褐色土などによって

L • 185.30 -! A
 

L ｷ 185.3。 A'

鳳
土層注記

1.灰黒褐色土 全体に斑状の灰褐色土混入。

2. 褐色土斑状の黄褐色土混入。

3. 灰褐色 2 に類似。斑状の黄褐色土、ローム粒

混入。

4. 黒褐色土 粘性あり。ローム小プロック混入。

第20号住居跡実測図
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埋まっているが、自然堆積とみられる。 鼈 調査区外に存在すると思われるが明らかでない。

床面 確認面からローム層まで50cmほど掘り込み、

水平かつ平坦に整地されていた。北壁側が第17号住

居跡の上に載っているため、 この部分の床下の構造

ははっきりしないが他では客土はない。

柱穴・壁周溝

遺物

備考

存在しなかった。

土師器長甕、須恵器碗・坪等が東壁寄りのと

ころにまとまって出土したが、量は少ない。

本住居跡は10世紀前半と推定される。（小林）

ロマ 2 (ｽ) : /

]

 

ぶ’：区名嚢・・
忍功f．：へ.•，ベ
ぷ凡滋翌＼恣．＼．
焙ぷ均汽＇｀宕鷲、i｀五詞圧、もぷ詞刀

＼：江．念；力~

こ4(ん
゜ I : 3 10cm 

第295図

第20号住居跡出土遺物観察表 (PL. 157)

第20号住居跡出土遺物実測図

屈番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 須恵器 +2 口 13.9 高60 ①普通・白色鉱微屈 ② ロクロ整形（右回転）。回転箆削り後、高台を

碗 底71 完形 還元・軟 ③灰色 付ける。

2 須恵器 +5 口 13 6 高4.2 ①普通・白色鉱少贔 ② ロクロ整形後、回転糸切り（右）。

坪 底5.5 ほぽ完形 還元・軟 ③灰黄色

3 須恵器 +6 口(13.4) 尚一 ①普通・白色鉱微量 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

境 底ーロ～体％ 還元·軟 ③灰色

4 須恵器 埋没土 口一高一底 (8. ①普通・黒色鉱微量 ② ロクロ整形（右回転）。付高台。

碗 5) 高台部％ 還元・軟 ③灰白色

鼈全長
燃焼部長

燃焼部幅

焚口部幅
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(60)cm 
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調介区域外

土層注記

A
 

L • 183. 70 A' 

1.灰褐色土

耕作土。

2. 褐色土細粒で締りない。

3. 暗褐色土 淡黄褐色土を斑状に含み
4. ローム漸移層

A軽石多量に混入。細粒で締りない。

細粒でやや粘質。

゜ 2m 

第296図 第26号住居跡実測図
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第 3 章検出された遺構と遺物

第26号住居跡

位置 5 区02C06 写真 PL.59 

形状 長方形と推定されるが大半が調査区外になる

ため明らかでない。従って規模も不明である。

面積不明 方位 N-66°-E

埋没土耕作土（第 1 層）の下は褐色土の 1 層しか確

認されていないので、埋まり方は明らかでない。

床面確詔面（ローム層）からは 5~10cm掘り込まれ

水平かつ平坦に整地されているが、客土した形跡は

ない。床面は全体的に柔らかであった。

鼈東壁に黄白色粘土を用いて壁外に造り出されて

いた。石が燃焼部右壁上に 2 個存在したが何に使用

されたかは明らかでない。燃焼部は強く焼けていた。

柱穴・壁周溝存在しなかった。

貯蔵穴調査が一部のため不明である。

遺物 須恵器羽釜・甕．碗、鉄製刀子が鼈前を中心

にごく少量出土した。

備考本住居跡は10世紀後半と推定される。（小林）
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第297図 第26号住居跡出土遺物実測図

第26号住居跡出土遺物観察表 (PL.158)

目番号
器種

出土位置
ロ径尚さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

l 須恵器 鼈 口 (200) 尚一 ①普通・白色鉱微量 ② 口縁部は、ほぽ直立する。紐作り後、ロクロ

羽釜 底一口～胴％ 還元・軟 ③灰黄色 整形（右回転）。鍔は貼り付け。

2 須恵器 鼈 口 (21 2) 高一 ①普通・白色鉱微量 ② 口縁部は内傾する。紐作り後、ロクロ整形（右

羽釜 底一口～体％ 還元・軟 ③明黄褐色 回転）。鍔は貼り付け。

3 須恵器 +6 ロ (20.2) 高一 ①普通・白色鉱少鼠 ② ロクロ整形。

羽釜 底ーロ縁部％ 還元・軟 ③黒色

4 須恵器 鼈 底部％ ①普通・白色鉱少量 ② ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

培 酸化・普通 ＠疵い黄橙色 付高台。

5 須恵器 鼈 胴部破片 ①普通・黒色鉱微量 ② 紐作り後、ロクロ整形。外面格子叩き。

甕 （縦8 5横6.5) 還元・硬 ③灰色 内面青海波状の叩き目。

6 刀子 埋没土 残存長7.3cm 平造りで刃部に顕著な砥減が認められる。両端部共、旧態のまま。区は、刃側にあり、そ

の込みは、丸くあまい。雑用刀子か。鍛割が目立つ錆化。

第29号住居跡

位置 5 区15C09 写真 PL.57 

形状 東西長3.03mを測る長方形と推定されるが、

290 

大半が道路下に入り込むため明確ではない。

面積不明 方位 N-60°-E

埋没土 凡そ 3 層の褐色土や黒褐色土などによって



第 5 節 平安時代の住居跡と遺物

埋まっているが薄いために埋まり方は不明である。

床面

鼈

第 2 号住居跡の確認面からは80cm、第 2 号住

居跡の床面からは10~20cm下部にある。掘り込まれ

たローム層がそのまま床面となっていて客土はな

い。全体的に堅い面を呈していた。

北壁の東寄りの位置に黄色粘土を用いて壁外に

造り出されていたが、第 2 号住居跡の床面造成時に

ほとんど上部を削平されてしまっていて、燃焼部の

下部が赤く焼けた跡を残すのみであった。

i:o. 

柱穴・壁周溝

貯蔵穴

遺物

備考

存在しなかった。

北西隅に存在。円形。径50cm、深さ 15cm。

須恵器羽釜・坪、石製舵尾が出土したが、極

めて少量であった。舵尾は西壁際から出土した。

本住居跡は第 2 号住居跡とほとんど重なるよ

うに下部にあり、第29号住居跡の造り直しが第 2 号

住居跡になる可能性がある。年代は10世紀後半と推

定される。 （小林）
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。 2m 第298図

土府注記

1. 灰褐色土 ロームプロック混入。全体にかなり堅い。

2. 褐色土 1 に比べ砂質。ローム粒、ロームプロック混入。

3. 褐色土 2 に比べ堅い。ローム粒、ブロックも 2 に比べ

多星混入。

4. 黒褐色土砂質、混入物なし。

第29号住居跡実測図

ロ） 2 (ｽ) 

() I : 3 10cm し＼
第299図 冨29号住居跡出土遺物実測図

゜ I : 2 5cm 

第29号住居跡出土遺物観察表 (PL.158)

尉番号
器種

出土位置
ロ径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 須恵器 +5 口 11 7 高4.1 ①細・灰色鉱少量 ②還 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

杯 底5.0 口～底％ 元・軟 ③黒色

2 石帯 -9 長さ 7.9cm 幅4.5cm 厚さ 0.7cm 材質 珪質頁岩？。上面は、極めて、丁寧に滑面している。下面には、 3 箇所

蛇尾 に革などに取り付ける際の糸通し孔があいている。側面は、斜めに面取りしてある。外国からの輸入材の可能性

がある。
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第 3 章 検出された遺構と遺物

第38号住居跡 を取り囲むようにピットが9個確認されたが、この近

位置

形状

面積

3 区47B43

長辺2.98m

7.51m' 

写真

短辺2.44mの長方形を呈する。

方位

埋没土

PL.59 

N-68"-E 

ロームブロックを少量含む黒色土が主体を

なす。人為的堆積の可能性が高い。

床面 確認面で 9~12cmローム層を掘り込み、褐色

土とロームブロックの混合土を客土して床面として

いる。

鼈 東側の壁にあり、残り方が悪いため明確ではな

いが、住居外に構築されている。火床面はほぼ平坦

で煙道部は緩やかに立ち上がる。

辺より多くのピットが確認されており、

柱穴かどうかは不明である。

貯蔵穴

この住居の

58cm深さ 15cmを測る。ロームブロック・炭化物粒を

少量含む褐色土が埋まっている。

壁周溝

遺物

備考

竃向かって右に確認された。ほぼ円形で径

確認されなかった。

竃・貯蔵穴付近から集中して出土している。

土師器「コ」の字状口縁の甕・須恵器碗などが出土

している。 No.4の婉の外面には「加」と読める墨書が

画かれてあった。

柱穴 住居内には確認されなかった。住居外に住居

• 
. .g 

寵全長 (78)cm
燃焼部長 (66)cm 

燃焼部幅 (30)cm 

焚口部幅 (56)cm 

`>

A
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A' 

たい。

O
L．
芯
I
．
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本住居跡の年代観を遺物より 10世紀前半とし

（鹿沼）

土層注記

1.黒色土 ローム粒、ローム小プロック少

量混入。細粒でやや粘質。

2. 黒褐色上 ローム粒少鼠混入。細粒でや

や粘質。

3. 褐色土 やや粗粒で締り弱い。

4. 褐色土 ローム粒、ローム小プロック多

量混入。粗粒で締り弱い。

5. 黄褐色土焼土若干混入。細粒で締りな

い。

6. 灰黒褐色土

まっている。

7. 灰黄褐色土 径 5 mm大のロームプロック

混入。細粒で粘質。締りあり。

8. 灰褐色土 径 5 mm大のロームプロック混

入。細粒でしまっている。

ローム粒混入。細粒でし

゜ 2m 

A
 

L • 184. 70 A' 

第300図 第38号住居跡実測図
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゜ I : 4 10cm 

第301 図 第38号住居跡出土遺物実測図 (I)
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第302図 第38号住居跡出土遺物実測図 (2)

第38号住居跡出土遺物観察表 (PL. 158)

目：号 1 ±:[;. I :：位置 1 ]蓋：ミ：；：こ: 1 三正·こ』：三；色調 成形・整形の技法 備 考

「コ」の字状口縁。紐作り、外面胴部は箆削 I 輪積痕あり。

り、口縁部は横撫で、内面胴部は箆撫で。
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樹番号
器種

出土位置
口径尚さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

2 土師器 -3 口(15.0) 高一 ①細・白色鉱微獄 ②酸 「コ」の字状口縁。紐作り、外面胴部は箆削 輪積痕あり。

甕 底ーロ～胴％ 化・硬 ③褐色 り、口縁部は横撫で、内面胴部は箆撫で。

3 土師器 +8 口(16.0) 高一 ①細・白色鉱少星 ②酸 「コ」の字状口縁。紐作り、外面胴部は、斜め

甕 底ーロ～頸破片 化・硬 ③鈍い赤褐色 箆削り、口縁部は横撫で 内面胴部は箆撫で。

4 須恵器 貯蔵穴内 口 14.8 高5.5 ①細・白色鉱少量 ②還 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。 墨書入り「加」。

碗 +4 底6.4 完形 元・軟 ③灰オリープ色 付高台

5 須恵器 +4 口 (14.0) 高5.4 ①細・白色鉱少量 ②還 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

碗 底6.0 口～高台％ 元・軟 ③鈍い黄褐色 付高台。

6 須恵器 貯蔵穴内 口 12 5 高4.1 ①細・灰色鉱微鼠 ②還 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

坪 + 1 口～底％ 元・軟 ③暗灰黄色

7 須恵器 床直 口(14. 2) 尚5.0 ①普通・赤色鉱微量 ② ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。 炭化物付着、油、

碗 底60 口～高台½ 還元・軟 ③鈍い黄褐色 付高台。 うるしか？。

8 須恵器 貯蔵穴内 口 14.0 高 (4.7) ①細・白色鉱少菫 ②還 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

坪 +4 口～底％ 元・軟 ③灰黄褐色, 須恵器 貯蔵穴内 口 (14.0) 高一 ①細・白色鉱少鼠 ②還 ロクロ整形（右回転）。高台欠損（付高台）。

碗 +2 底ーロ～体％ 元・軟 ③鈍い黄橙色

10 須恵器 鼈 口 (13.0) 高 (41) ①細・灰色鉱少斌 ②還 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。 内外に黒色有機

坪 埋没土 底ーロ～底％ 元・軟 ③黄灰色 物付着。油煙

か？。

11 須恵器 埋没土 口一高一底 (5. 2) ①普通・白色鉱微星 ② ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

境 体～高台破片 還元・軟 ③鈍い黄褐色 付高台。

12 須恵器 貯蔵穴内 胴部破片 ①普通・白色鉱少量 ② 外面平行叩きの上をカキ目。

甕 +8 （縦5.3 横1 1. 5) 還元・硬 ③灰色 内面青海波叩きの後、撫で。

13 砥石 床直 材質 牛伏砂岩。長さ 18.0cm 幅10.0cm 厚さ 4.5cm 重さ1. 3kg。原材は転石で、平面左側に原石面を留めるが、

裏面に成形時の削り加工（金属）。表面と側部に研磨面。主体は金属。側部条痕は金属。置砥。

14 石核 埋没土 材質 滑石。長さ 7.8cm 幅4.1cm 厚さ1. 3cm 重さ 100g。板状に荒割りされている。何を意図した荒割りかは不

明。流れ込みであろう。

15 敲打石 埋没土 材質 黒色片岩。長さ 15.8cm 幅4 9cm 厚さ 2 4cm 重さ 530g。側面ところどころに敲打した時にできたと思わ

れる剥離痕あり。流れ込みか。

寵全長 (70)cm
燃焼部長 (56)cm mi麟
焼部幅 (62)cm 

ロ部幅 (28)cm 
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土層注記

1.暗褐色土 ローム粒少量混入。細粒。比較的

新しい土坑と思われる。

2. 暗褐色土径 5 mm大のロームプロック混入。

細粒だが、 1 に比べ締りに欠ける。

3. 黒褐色土 ローム粒多量に混入。細粒粘質。

4. 黄褐色土 ローム粒、ロームプロック多盤混

入。細粒で粘質。

5. 黄色土 ローム漸移層。

C L • 189.10. C' 

疇虞
A
 

L • 189.60 A 
1 ー・

土層注記

ィ．暗褐色土 ローム粒混入。

粗粒で締りに欠ける。

ロ．黒褐色土 ローム粒混入。

細粒だが締りに欠ける。

ハ．褐色土 ロームブロック混

入。細粒で粘性のある土。

゜ 2m 

第303図 第50号住居跡実測図
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第50号住居跡

位置 4 区06C13 写真 PL.60 

形状長辺3.60m 短辺2.80mの南北に長い隅丸長

方形を呈する。

面積 10.04面 方位 N-7T-E

埋没土 暗褐色土を主体とし、径 5 cm大のロームブ

ロックを含む。

床面 確認面でローム層を30cm程掘り下げ、その上

に 10cm程黄褐色土を客土して床面としている。壁高

は10~20cm と、残りが悪かった。掘りかたの調査中、

住居中央より径75cm深さ 14cm程を測る床下土坑を確

認した。

鼈 東側の壁にあり、燃焼部がほとんど住居外へ出

る。焚口部前に鼈材として使用されたと思われる粘

土塊が出土した。残りが悪いため、形態を明確に確
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第 5 節 平安時代の住居跡と遺物

認することはできないが、鼈壁際に小穴があり、ま

た、住居内から片岩が数個出土していることや隣の

第51号住居跡の竃が石組であることなどから、この

鼈も石組の可能性が高い。

柱穴確認できなかった。

貯蔵穴 鼈に向かって左側に確認された。長軸70cm

の楕円形を呈する。深さは、 30cmを測る。

壁周溝確認できなかった。

遺物 住居東半分に遺物が集中していた。特に竃前

面から羽釜片が出土し、また、北東隅より完形の灰

釉塊が出土している。

備考本住居跡は南側の第51号住居跡と重複してお

り、第51皆住居跡より旧いものである。時期的には、

遺物より 10世紀前半の年代観を与えたい。 （鹿沼）

゜ l : 4 10cm 

第304図 第so号住居跡出土遺物実測図 (I)
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第 3 章検出された遺構と遺物
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第305図 第50号住居跡出土遺物実測図 (2)

第50号住居跡出土遺物観察表 (PL. 158、 159)

樹番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 須恵器 +5 ロ (195) 尚一 ①普通・白色鉱少量 ② 口縁部は内傾する。紐作り後、ロクロ整形（右

羽釜 底ーロ～胴部片 酸化・普通 ＠鈍い黄橙色 回転）。鍔は貼り付け、胴部下半は箆削り。

2 須恵器 鼈 口 (20.9) 高一 ①細・白色鉱少量 ②酸 口縁部は内傾する。紐作り後、ロクロ整形（右 2 次的火の跡。

羽釜 底ーロ～胴％ 化・硬 ③鈍い橙色 回転）。鍔は貼り付け、胴部下半は箆削り。

3 須恵器 竃内 口 (226) 高一 ①普通・灰色鉱少鼠 ② 口縁部は内傾する。紐作り後、ロクロ整形。

羽釜 底一口～胴％ 還元•軟 ③オリープ灰色 鍔は貼り付け、胴部下半は箆削り。

4 須恵器 埋没土 口(18.0) 高一 ①普通・白色鉱少鼠 ② 口縁部は直立する。紐作り後、ロクロ整形。

羽釜 底ーロ縁部片 酸化・普通 ③鈍い黄橙色 鍔は貼り付け。

5 須恵器 埋没土 口 (23.9) 高一 ①普通・灰色鉱微歎 ② 口縁部はやや内傾する。紐作り後、ロクロ整

羽釜 底一 口縁部片 還元・軟 ③灰色 形（右回転）。鍔は貼り付け。

6 須恵器 鼈 胴（23.6) 底 (6.8) ①普通・白色鉱少量 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。胴部・底部

羽釜 胴部・底部％ 酸化・硬 ③鈍い褐色 は箆削り。

7 須恵器 +9 口 12.3 高3.9 ①普通・白色鉱少蟄 ② ロクロ整形（右回転）。高台欠損（付高台）。

塊 口～底（高台欠） 還元・普通 ③黒色

8 須恵器 +10 口 10.5 高3.6 ①普通・白色鉱少鼠 ② ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。 内面に朱が付

坪 完形 還元・普通 ③暗灰色 着。, 須恵器 鼈 口 (12.0) 高一 ①細•黒色鉱微量 ②酸 ロクロ整形（右回転）。高台欠損（付高台）。

婉 底ーロ～底％ 化・普通 ③鈍い橙色

10 須恵器 +5 口 (10.0) 高一 ①細・白色鉱少星 ②酸 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

坪 底ーロ～底％ 化・硬 ③灰黄色

11 須恵器 鼈 ロー尚一底 (6.2) ①普通・白色鉱少鼠 ② ロクロ整形（右回転）。付高台。

塊 体～高台％ 酸化・普通 ③黄褐色

12 須恵器 +2 高台部片 ①細・央雑物ほとんどな ロクロ整形（右回転）。付高台。

境 し ②還元・軟 ③灰黄色
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第 5 節 平安時代の住居跡と遺物

國番号
器種

出土位置
口径尚さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

13 須恵器 +7 高台部片 ①普通・灰色鉱少量 ② ロクロ整形（右回転）。

培 還元・軟 ③灰色

14 須恵器 埋没土 口一高一底 (5 2) ①細•黒色白色鉱少輩 ロクロ整形（右回転）。付高台。

境 底～高台％ 麟元・軟＠鈍い黄橙色

15 須恵器 埋没土 口一高一底 (6 8) ①細•黒色鉱微星 ②還 ロクロ整形（右回転）。付尚台。

婉 底～高台％ 元・普通 ③灰オリープ色

16 灰釉陶 住居外 口 13.2 高4.1 ①細・灰雑物なし ②還 内面に釉付着。 北東隅の壁立上

器塊 北東部 底7.1 ほぽ完形 元・硬 ③灰白色 付高台。 りより外から出

土。

A' 

A 
,_ L • 189.60 

寵全長 62cm

燃焼部長 40cm 

燃焼部幅 44cm 

焚口部幅 25cm 

g ｷ 
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o:lｷ 

•G 
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1
 ｷ
 1
 

I _ I 
Q. o: 

土層注記

1.暗褐色土径 5 mm大のロームプロック

混入。ローム粒も混入。細粒。

2. 黒褐色土 ローム粒多呈に混入。細粒

で粘性があり しまっている。

3. 黄褐色土 ローム粒、ロームプロック

多量に混入。細粒で粘性。締りあり。

4. 黄色土 ローム漸移層。

゜ 2m 

土層注記

a. 暗褐色土 ローム粒混入。細粒だが、

締りに欠ける土。

b. 黒褐色土 ローム粒、炭化物粒混入。

細粒だが締りに欠ける土。

C •黄褐色土 ロームプロック。

d. 黒褐色土少星の焼土粒、炭化物粒

ローム粒混入。細粒で締りない土。

e. 黄褐色土 ローム漸移層。

f.黒色土焼土塊、ローム粒、少量混

入。締りのないプロック土。

C L • 189.30 C' 

゜ lm 

第306図 第51 号住居跡実測図
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第 3 章検出された遺構と遺物

第51号住居跡

位置 4 区07Cl4 写真 PL.60, 61 

形状長辺3.19m 短辺2.25mの南北に長い隅丸長

方形を呈する。

面積 6.84m' 方位 N-85ー-E 

埋没土 径 5 cm大のロームブロックを含む暗褐色土

を主体とする。

床面 確認面でローム層を30cm程掘り下げ、その上

に黄褐色土を客土して床面を形成している。掘りか

たの調査中、住居中央より径95cm深さ 5cm程の円形の

床下土坑を確認した。また、南壁際に長軸1.30m短軸

1.02m深さ 25cm を測る楕円形の床下土坑も確認し

た。

鼈東側の壁にあり、施設は住居外に出ている。石

組鼈であり、現状で12個の雲母石英片岩と 1 個の黒

3 =-て
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＼、

: :

¥
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二

ノ799（易）

三丁ーデ9（易）

色片岩で形成されていた。また、床面にも数個の雲

母石英片岩があり、それらも含めて、石組みしてい

たと考えられる。煙道部は確認できなかった。さら

に、燃焼部中央左寄りに支脚 1 本を確認した。

柱穴確認されなかった。

貯蔵穴竃に向かって左側に径64cm の円形を呈す

る。深さは、 22cm を測る。

壁周溝確認されなかった。

遺物 竃付近より羽釜が、南壁に張り付くように須

恵器碗が 2 個出土した。

備考第50局住居跡と北側で重複している。第50号

住居跡とは主軸方位がほぼ一致していることや、第

50号住居跡の鼈の石を利用して竃を形成しているら

しいことから密接な関係が考えられる。時期は遺物

より 10世紀後半の年代観を与えたい。 （鹿沼）
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第307図 第51 号住居跡出土遺物実測図 (I)
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第 5 節 平安時代の住居跡と遺物
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第308図

第51号住居跡出土遺物観察表 (PL.159)

第51 号住居跡出土遺物実測図 (2)

國番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 須恵器 -11 口 (200) 高一 ①普通・白色鉱少輩 ② 口縁部は内傾する。紐作り後、ロクロ整形（右

羽釜 底一口～胴％ 酸化・普通 ③橙色 回転）。鍔は貼り付け、胴部は箆削り。

2 須恵器 -1 口 (182) 高一 ①普通・白色鉱少鼠 ② 口縁部は内傾する。紐作り後、ロクロ整形（右

羽釜 底ーロ～胴％ 還元・普通 ③暗褐色 回転）。鍔は貼り付け。

3 須恵器 -1 口(18.4) 高一 ①普通・灰色鉱微鼠 ② 口縁部は直立する。紐作り後、ロクロ整形（右

羽釜 底ーロ～胴％ 還元・軟 ③灰色 回転）。鍔は貼り付け、胴部下半は斜め箆削り。

4 須恵器 -1 口 (20.5) 高一 ①普通・灰色鉱微鼠 ② 口縁部は直立する。紐作り後、ロクロ整形（右

羽釜 底ーロ～胴％ 還元・軟 ③灰白色 回転）。鍔は貼り付け。

5 須恵器 鼈 口 (20.0) 高一 ①普通・白色鉱少量 ② 口縁部は直立する。紐作り後、ロクロ整形（右

羽釜 底一口縁部片 還元・軟 ③灰色 回転）。鍔は貼り付け。

6 須恵器 + 1 口一高一底 (7 8) ①普通．．灰色鉱少鼠 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。胴部下半・

羽釜 胴～底部片 還元・軟 ③灰白色 底部は箆削り。
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第 3 章検出された遺構と遺物

箇番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

7 須恵器 埋没土 ロー尚一 ①普通・白色鉱少量 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。胴部下半・

羽釜 底（ 7. 8) 底部片 酸化・普通 ③鈍い黄橙色 底部は箆削り。

8 須恵器 +8 口 10. 9 高3.3 ①普通・白色鉱少量 ② ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

燈明皿 底5.5 完形 還元・軟 ③鈍い黄橙色 内面 口縁部に油が付着している。, 須恵器 +13 口 10.4 高3.8 ①普通・白色鉱少量 ② ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

坪 底4.4 完形 還元・軟 ③オリープ灰色

10 須恵器 -l 口 13.3 高4.8 ①普通・白色鉱少星 ② ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

坪 底6.7 ほぼ完形 還元・軟 ③灰黄色 およそ％は火をうけて黒褐色になっている。

11 須恵器 + 1 ロ (13.4) 高50 ①普通・白色鉱少量 ② ロクロ整形（右回転）。付高台。

婉 底67 口～高台％ 酸化・普通 ③鈍い橙色

12 須恵器 埋没土 口 12.1 高 (37) ①普通・白色鉱微鼠 ② ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

坪 底ーロ～底％ 還元・軟 ③鈍い黄橙色・ 体部下半～底部は火をうけて褐灰色。

13 須恵器 埋没土 口(13.4) 高5 .4 ①細•黒色鉱微量 ②還 ロクロ整形（右回転）。付高台。

碗 底（6.2) 口～高台％ 元・軟 ③灰白色

14 須恵器 埋没土 ロー高一 ①普通・灰色鉱少量 ② ロクロ整形（右回転）。

台付甕 台 (8. 2) 台部片 酸化・硬 ③鈍い褐色

15 須恵器 -10 摘部 ①細・白色鉱少量 ②還 ロクロ整形。

坪蓋 元・硬 ③灰白色

16 須恵器 埋没土 口縁部片 ①細•黒色鉱微星 ②還 ロクロ整形（右回転）。

大甕 元・硬 ③灰色

17 須恵器 +3 胴部片 ①細・白色鉱少鼠 ②還 外面回転カキ目。

大甕 （縦18.0 横 10.1) 元・硬 ③暗青灰色 内面 上半部箆撫で、下半部青海波叩き？。

18 須恵器 -3 口一高一底(18. 4) ①細・白色鉱少量 ②還 外面胴部下半は斜め箆削り、指頭圧痕あり。

甕 胴～底％ 元・硬 ③黒褐色 内面胴部下半は指撫で。

19 須恵器 埋没土 体～高台部片 ①細・灰雑物なし ②還 ロクロ整形（右回転）。付高台。

碗 元・普通 ③鈍い黄橙色 内面釉。

20 釘か鏃 埋没土 残存長5.3cm 端部は、旧態のまま。横断面形は、方形を呈する。錆化は顕著でなく、精鍛を思わせる。

そのため、鏃茎とも考えられる。釘にしては、錆の縦割が少ないため、釘には見えない。

第52号住居跡

位置 4 区12Cl5 写真 PL.61 

形状長方形と思われる。

面積不明 方位 N-65°-E

埋没土 黒褐色土を主体とし、ローム粒・斑状の褐

色土・炭化物粒を含む。

床面 竃前面に堅くしまった面を確認したほかは、

埋没土と区別がつかなかった。黒褐色土中に床面を

形成した住居である。掘りかたも確認できなかった。

鼈東側の壁にあったものと思われる。焼土塊・粘

土塊・白色の灰・炭化物が集中して出土したので竃

と判明した。その他の造作材は確認できなかった。

柱穴確認できなかった。

貯蔵穴確認できなかった。

壁周溝確認できなかった。

遺物 土師器の「コ」の字状口縁の甕・高台付碗、

須恵器の甕破片などが出土しているが、みな散在し

ている。

備考遺物より本住居跡の年代観を10世紀前半とし
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第52号住居跡出土遺物観察表 (PL.1 60)

屈番号
器種

出土位置
ロ径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

l 土師器 鼈内 口 (16.6) 高一 ①細・灰色鉱少量 ②酸 「コ」の字状口縁。紐作り、外面口縁部は横撫で、

甕 底ーロ～胴％ 化・硬 ③鈍い赤褐色 胴部は横箆削り。内面口縁部～胴部は撫で。

2 土師器 竃内 口 (17.1) 高一 ①細・白色鉱微量 ②酸 「コ」の字状口縁。紐作り、外面胴部は箆削

甕 底ーロ～胴部片 化・硬 ③暗褐色 り、口縁部は横撫で、内面胴部は箆撫で。

3 土師器 鼈内 口 (12.2) 高一 ①細・灰色鉱少量 ②酸 「コ」の字状口縁、紐作り、外面胴部は横と縦

小型甕 底ーロ～胴％ 化・硬 ③鈍い赤褐色 箆削り、口縁部は横撫で、内面胴部は箆撫で。

4 須恵器 鼈 口一高一底7.0 ①細・灰色鉱微量 ②酸 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。 内黒。

碗 体～高台％ 化・普通 ③橙色 付高台。内面は磨き。

301 



第 3 章 検出された遺構と遺物

國番号
器種

出土位置
口径尚さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

5 須恵器 埋没土 口(14 0) 高 (44) ①細・赤色鉱少鼠 ②酸 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。 内面黒色処理。

坪 底一口～底部片 化・軟 ③橙色 内面は磨き。

6 須恵器 -1 口(14.5) 高一 ①細・白色鉱微量 ②還 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

碗 底ーロ～体％ 元・軟 ③灰黄色

7 須恵器 鼈 ロー高一底 (6. 0) ①普通・央雑物なし ② ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

坪 埋没土 体～底部片 還元・硬 ③オリープ灰色

8 須恵器 ~1 口一高一 ①細・爽雑物なし ②還 紐作り後、ロクロ整形。

甕 底（20.6) 底部片 元・普通 ③灰黄色

9 須恵器 鼈内 胴部片 ①細・白色鉱微鼠 ②還 紐作り後、外面は平行叩き。内面は青海波叩

甕 （縦13 3 横90) 元・硬 ③暗緑灰色 き。

10 鋸 埋没土 径1.7cm 刀子の、おそらく侃用刀子の錮と考えられる個体で、正面観倒卵型を呈する。錆化は不定

方向である。内面に木質の遺存はなく、あわせて、刀子も残存しない。

11 不明 埋没土 最大長36cm 用途不明。板状の鉄片で、製品の残欠のように思える。錆化は顕者でなく、きわめて良質

の鉄か、または鋳物鉄を思わせるため、火打金の可能性がある。

12 敲打石 -14 材質 雲母石英片岩。長さ 14.6cm 幅5.1cm 厚さ 3.7cm 重さ 400g。図上方側面及び左端部に敲打時の剥離が明

瞭に残っている。図中央部分、滑らかになっており、砥石として利用した可能性もある。

13 砥石 +3 材質 流紋岩（砥沢石）。長さ 8.1cm 幅2.9cm 厚さ 27cm 重さ 52.5g。自然石の利用で図平面上方に原石面。左

側部は旧時欠損。使用は、表裏左側部。条痕はヒケ傷。主体は爽雑鉱物粒の凸出がなく、金属。

第55号住居跡

位置

形状

4 区07B40

黒色土の中に構築されたため、堅い床面を追

いながらの調査をしたが明確につかめなかった。

面積 不明

埋没土

が主体をなす。

方位

写真

不明

PL.61 

下層部にローム粒の多い締まった黒褐色土
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床面

鼈

確認面で黒褐色土を10cm程掘り下げたところ

で堅い床面を一部で確認した。

堅い床面とほぽ同じレベルに焼土面 2 カ所・粘

土塊 1 カ所を確認した。竃の残骸の可能性がある。

柱穴・貯蔵穴・壁周溝

遺物

備考

確認されなかった。

焼土面と同じレベルに須恵器碗などが出土。

本住居跡の年代観を10世紀後半としたい。本

住居跡は、平地式住居の可能性がある。

←〇
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第55号住居跡出土遺物観察表 (PL.-)
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．f名を’

第55号住居跡出土遺物実測図

器種

器形

須恵器

境

出土位置

+ 1 

口径高さ

残存状態

口(15.6) 高一

底ーロ～体％

底径
①胎土 ②焼成 ③色調

①普通・白色鉱少量

還元・軟 ③黒褐色

②
 

成形・整形の技法 備 考

ロクロ整形（右回転）。
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第 5 節 平安時代の住居跡と遺物

醤番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

2 須恵器 埋没土 底部片 ①普通・白色鉱微量 ② 回転糸切り痕。

坪 還元・普通 ③灰色

3 須恵器 +65 胴部片 ①細•黒色鉱少鼠 ②還 紐作り後、青海波文様の当て目後、撫で消し。

甕 （縦9.3 横 116) 元・硬 ③灰褐色

第60号住居跡

位置

形状

め形状は不明。規模は東西長2.97mである。

面積

床面

A
 

A 

5 区24C05

隅丸方形になるであろうが、一部の調査のた

不明

埋没土

方位

30~55cm掘り込み、

写真 PL.61 

N-101'-E 

表土から 5 層の黒褐色土や褐色土などに

よって埋没しているが、自然堆積の様相を示している。

表土下 3 層目の暗褐色土よりローム層まで

ローム層をそのまま床としてお

L • 177.80 A' 

g . 

o
o
o
·
に

[
.
T

| 
cOｷ 

り、客土はない。床面は水平かつ平坦になっていて、

全体的に柔らかい。

鼈 存在が予想されるが、調査範囲内では未確認。

柱穴・壁周溝

貯蔵穴

遺物

がいずれも破片であり、極めて少量であった。

備考

存在しなかった。

存在は予想されるが未確認。

須恵器塊、鉄製刀子が散在して出土していた

本住居跡は半分以上が南側境界外に出ている

ため不明な部分が多いが、 10世紀前半とみられる。

（小林）

土陪江記

1.黒褐色土 斑状の褐色土、炭化物混入。

細粒で締りがない。

2. 黒褐色土 1 に類似、ローム粒も混入。

細粒で 1 より締りある。

3. 褐色土 ロームプロック少址含む。粗粒

で締りがない。

4. ロームと黒褐色土の混合土。細粒粘質。

゜ 2m 

第313図

三/2)

第60号住居跡実測図

n

凶

~,111]1] 

゜ I: 2 5cm 

り 1 : 3 10cm 

第314図

第60号住居跡出土遺物観察表 (PL.1 60)

第60号住居跡出土遺物実測図

菌番号
器種

出土位置
口径局さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

l 須恵器 +3 口一高一底7.0 ①細・灰色鉱微星 ②酸 ロクロ整形（右回転）。

塊 体～高台％ 化・硬 ③鈍い黄橙色

2 板状 +3 最大長3.7cm 図右下は、調査時欠損。全体観は、方形を呈する板状の鉄で、機能は不明である。錆化は、

鉄製品 錆膨が若干みられるが、不定方向に割れる。

303 



第 3 章検出された遺構と遺物

第69号住居跡

位置 5 区30C05 写真 PL.62, 63 

形状 長辺4.08m、短辺3.52mを測る長方形。全体的

に壁の残りは良好で、残存壁高は20~60cmである。

面積 15.33面 方位 N-94°-W

埋没土 確認面からは 4 層の暗褐色土や淡褐色土な

どによって埋まっていた。碗底型堆積をしており、

徐々に埋まっていった様相を呈している。

床面 確認面（ローム層）から30~70cm掘り込み、部

分的に若干の客土を行い、水平かつ平坦に整地して

床面としている。竃前から住居中央にかけてはかな

り広範囲に堅い面が検出された。また、床面の中央

部には床下土坑の上に径45cmX 33cm、厚さ 15cmのエ

作台とみられる扁平な石が置かれていた。床下土坑

は 2 個存在した。住居中央にあるのは頭の小さいダ

ルマ型で最大径1. 41m、深さ 30cmを測る。鼈前のは中

央のよりは一回り小さいが、形は同様なダルマ型を

36 

A
 

A
 

| 

L • 175.8。 A'm.
9 5 5 9 

している。両者共内部から何も出土しなかった。

鼈 東壁の南寄りの位置に角礫と黄色粘土を用いて

壁外に造り出されていた。即ち、焚口から燃焼部に

かけて扁平で大きめな角礫を縦に突き剌し、この上

部に小さな角礫を並べて甕のかけ口を作っている。

焚口部の天井は既に取り去られていた。燃焼部には

土師器長甕がかけられた状態で出土していた。

柱穴西・北壁際に 3 個検出。 P1: 径27cm、深さ 25

cm、p 2: 径28cm、深さ 26cm、p 3 :径35cm、深さ 33cm。

貯蔵穴 竃の右脇に径54cmX 48cm、深さ 69cmの円形

のものが検出されたが、作り替えが行われている。

壁周溝 南東と南西の隅角部を除いて存在した。幅

18~26cm、深さ 5 ~9cmである。

遺物 土師器長甕・脚付甕、須恵器甕・塊・皿、石

製紡錘車、砥石、鉄製刀子・慇などが竃前を中心に多量

に出土した。土器の中に墨書「橘 □ 家」がある。

備考本住居跡は10世紀前半と推定される。（小林）

A' 

g . 

ooo.s4 

土層注記

:,~ ~•あ／ 1 -マ

土層注記
マ

a. 暗褐色土 笞 V 叶に、9沼 ）や〉：：：：
細粒だが、締り

がない。炭化物

若干混入。

b. 

細粒 やや粘

質。ローム粒を

多鼠に、粘土小

塊を少凪含む。 g 
C. 暗赤褐色上 巳

多盤の焼土、粘ニ

土小塊、炭化物 I 

を含む。やや粘Q.

質。

毀
、

土層注記

1ニニ｀＇：言三言0:□：：：し言贔。
1.暗褐色土 径 2~3 cm大の淡褐色土を斑状に含む。

'10. 焼土と褐色土の混合土細粒、粘質で締りない。

2. 褐色土 l と類似。細粒で締り強い。炭化物粒も混入。
11. 暗褐色土焼土小塊炭化物少鼠混入。細粒、粘質、上部堅い。

3. 淡茶褐色土 焼土粒、炭化物少星混入。細粒でやや粘性。
12. 黒色土焼土塊、少麓混入。 13. 焼土

4. 淡褐色土 壁の崩れによるロームプロック少鼠混入。細粒。
14. 褐色土 焼土小塊、炭化物を若干含む。

5. 暗褐色土とロームの混合土細粒、粘質堅くしまっている。
15. 黒褐色土炭化物少量混入。 16. 暗褐色土 ローム小塊多黛。

第315図 第69号住居跡実測図 ゜
2m 
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第 5 節 平安時代の住居跡と遺物

第69号住居跡出土遺物観察表 (PL. 160 、 161 、 162)

屈番号
器種

出土位置
口径尚さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 鼈内 口20.4 高一庇一 謬・灰色微鉱少鼠② 内外共口縁部横撫で。外面 胴部は斜め箆削

甕 口～胴％ 酸化・普通 ＠冷［い赤褐色 り。内面胴部は箆撫で。

2 土師器 +14 口 19.4 高一底ー ①普通・灰色鉱少量 ② 「コ」の字状口縁。紐作り、外面胴部は箆削

甕 口～嗣％ 酸化・普通 ③橙色 り、口縁部は横撫で、内面胴部は撫で。

3 土師器 +15 ロ(18.2) 高一 ①細・灰色鉱微似 ②酸 「コ」の字状口縁。紐作り、外面胴部は箆削

甕 底ーロ～胴％ 化・硬 ③明赤褐色 り、口縁部は横撫で、内面胴部は撫で。

4 土師器 -4 口20.2 高一底ー ①細・灰色微鉱少戯 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部上半は斜め、

甕 口～胴％ 酸化・普通 ＠鈍い赤褐色 下半部は縦箆削り。内面胴部は箆撫で。

5 土師器 +15 ロ (20.0) 高一 ①細・白色微鉱少絋 ② 「コ」の字状口縁。紐作り、外面胴部は横箆

甕 底ーロ～胴％ 酸化・硬 ③鈍い赤褐色 削り、口縁部は横撫で。内面胴部は撫で。

6 土師器 +15 口20.5 高一底一 ①細・灰色微鉱少鼠 ② 「コ」の字状口縁。紐作り、外面胴部は横箆

甕 口～胴1/s 酸化・普通 ③明赤褐色 削り、口縁部は横撫で。内面胴部は箆撫で。

7 土師器 +51 ロ（192) 高一 ①普通・白色灰色微鉱少量 「コ」の字状口縁。紐作り、外面胴部は横箆

甕 底ーロ～胴％ ②酸化・普通 ＠朋赤褐色 削り、口縁部は横撫で。内面胴部は撫で。

8 土師器 -41 口 (20.0) 局一 ①細・灰色鉱微鼠 ②酸 「コ」の字状口縁。紐作り、外面胴部は横箆

甕 底ーロ～胴％ 化・硬 ③鈍い赤褐色 削り、口縁部は横撫で。内面胴部は撫で。, 土師器 埋没土 口 (21.6) 高一 ①細・白色鉱微量 ②酸 「コ」の字状口縁。紐作り、外面胴部は横箆

甕 底ーロ～胴％ 化・普通 ③明赤褐色 削り、口縁部は横撫で。内面胴部は撫で。

10 土師器 +8 ロ (20.0) 高一 ①普通・黒色微鉱微鼠 「コ」の字状口縁。紐作り、外面胴部は箆削

甕 底ーロ～胴栢 ②酸化・硬 ③鈍い赤褐色 り、口縁部は横撫で。内面胴部は撫で。

11 土師器 -9 口 (20.0) 高一 ①細・灰色鉱微量 ②酸 「コ」の字状口縁。紐作り、外面胴部は横箆

甕 底ーロ～胴％ 化・硬 ③鈍い赤褐色 削り、口縁部は横撫で。内面胴部は撫で。

12 土師器 埋没土 口 (17.4) 高一 ①普通・灰色微鉱少星 「コ」の字状口縁。紐作り、外面胴部は横箆

甕 底ーロ～胴矮 ②酸化・硬 ③鈍い褐色 削り、口縁部は横撫で。内面胴部は撫で。

13 土師器 +14 ロ (21.0) 高一 ①細・灰色鉱微鼠 ②酸 「コ」の字状口縁。紐作り、外面胴部は箆削

甕 底ーロ～胴％ 化・硬 ③明赤褐色 り、口縁部は横撫で。内面胴部は撫で。

14 土師器 +48 ロ (2 1. 0) 高一 ①細・白色灰色微鉱少量 「コ」の字状口縁。紐作り、外面胴部は横箆

甕 底ーロ～胴％ ②酸化・硬 ③明赤褐色 削り、口縁部は横撫で。内面胴部は撫で。

15 土師器 -22 口(11.2) 高一 ①細・灰色微鉱愛氣 ② 「コ」の字状口縁。紐作り、外面胴部は箆削

小型甕 底ーロ～胴％ 酸化・硬 ③鈍い赤褐色 り、口縁部は横撫で。内面胴部は撫で。

16 土師器 +8 口 (11 2) 高一 ①普通・灰色鉱微量 ② 「コ」の字状口縁。紐作り、外面胴部は箆削

小型甕 底ーロ～胴％ 酸化・硬 ③鈍い赤褐色 り、口縁部は横撫で。内面胴部は撫で。

17 土師器 埋没土 口（120) 高一 ①細・灰色鉱微鼠 ②酸 「コ」の字状口縁。紐作り、外面胴部は横箆

小型甕 底ーロ～胴％ 化・硬 ③明赤褐色 削り、口縁部は横撫で。内面胴部は撫で。

18 土師器 埋没土 口 (10.4) 高一 ①細・灰色鉱微量 ②酸 内外共口縁部は横撫で、外面胴部は横箆削り、

小型甕 底ーロ～胴％ 化・硬 ③灰褐色 内面胴部は撫で。

19 土師器 +14 口(1 3. 2) 尚一 ①細・赤色鉱少量 ②酸 外面 口縁部横撫で、胴部～底部箆削り。

坪 底一口縁～底 % 化・普通 ③鈍い黄橙色 内面 口縁部横撫で、胴部～底部撫で。

20 土師器 鼈 口(11. 0) 高一 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面 □縁部横撫で、胴部～底部箆削り。 内面黒色処理。

坪 埋没土 底一口縁～底部片 化・普通 ③鈍い褐色 内面 口縁部横撫で、胴部～底部撫で。

21 須恵器 +16 ロ (25.0) 高 (38.8) ①細・白色鉱少誠 ②還 ロクロ整形（右回転）。

甕 口～底％ 元・硬 ③暗灰色 内面箆撫で。

22 須恵器 +6 ロ (21.1) 高一 ①細・白色鉱少鼠 ②酸 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

鉢塑甕 底ーロ～胴部片 化・硬 ③橙色

23 須恵器 +6 口 13. 7 高5.1 ①細・白色鉱微塁 ②還 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

塊 底7.3 完形 元・普通 ③オリープ灰色 付高台。

24 須恵器 +18 口 16.0 尚5.8 ①普通・白色鉱少量 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。底部は回転

碗 底7.0 完形 還元・軟 ③オリープ灰色 糸切り。付高台。

25 須恵器 -6 口 14.4 高5.0 ①細・白色鉱少獄 ②還 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

婉 底72 口～高台％ 元・普通 ③黒色 付高台。

26 須恵器 -15 口 (13.8) 高5.0 ①細・灰色鉱微量 ②還 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

婉 底7.0 口～底％ 元・普通 ③褐灰色 付高台。

27 須恵器 -17 口(13.0) 高2.5 ①普通・黒色微鉱微凪 ロクロ整形（右回転）。高台欠損（付高台）。 墨書入り

皿 口～底％ ②酸化・普通 ③灰色 「橘〇家」か。

28 須恵器 住居外 口 (15.4) 高4.3 ①細・灰色鉱微量 ②酸 ロクロ整形（右回転）。高台欠損（付高台）。

碗 +51 口～高台％ 化・普通 ③暗灰色

29 須恵器 -11 ロー尚一底（7. 9) ①普通・央雑物なし ② ロクロ整形（右回転）。付尚台。

婉 体～高台％ 還元・普通 ③黒色
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図番号
器種

出土位置
口径晶さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備
器形 残存状態

考

30 須恵器 -11 口一高一 ①細・灰色鉱微鼠 ②還 ロクロ整形（右回転）。付高台。

坑 底（8. 4) 体～台％ 元・普通 ③暗灰色

31 須恵器 +20 ロー尚一 ①細・白色微鉱少量 ② ロクロ整形（右回転）。付尚台。

境 底（ 7. 6) 体～台½ 還元・硬 ③灰色

32 須恵器 -17 口(1 3. 0) 高 4.0 ①細・白色微鉱微量 ② ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

坪 底 (6.0) 口～底 X 還元・硬 ③暗緑灰色

33 須恵器 埋没土 口(190) 高一 ①細•黒色白色微砂粒少 ロクロ整形（右回転）。

盤 底ーロ～体部片 氣 ②還元・硬 ③灰色

34 須恵器 +27 胴部片 ①細・白色微鉱少旦 ② 紐作り後、外面は平行叩き、すり消し。内面

梵 （縦7 5 横4. 0) 還元・硬 ③暗灰色 は青海波叩き。

35 須恵器 住居外 口 (12.0) 高一 ①細・灰色鉱微量 ②酸 ロクロ整形（右回転）。高台欠損（付高台）。

皿 +52 底ーロ～底％ 化・硬 ③鈍い黄褐色

36 土師器 +28 口一高一底6.0 ①普通・白色灰色鉱少量 外面胴下半部横箆削り。 底部に木葉痕あ

甕 底部破片 ②酸化・硬 ③鈍い褐色 内面底部撫で。 り。

37 のみ 竃 残存長5.7cm 小型細竪状の個体で、上方は調査時欠損。刃先は、片側は鈍角、片側が鋭角にもうけられ、
緊か

埋没土 片刃傾向の強い形状をなす。茎区はないが、上方に、柄の木質が遺存する。

38 刃物 埋没土 残存長5.5cm 刀子の物打ちから鋸元の間を思わせるが、両端部は旧時欠損のため、種は明瞭でない。平

造り。錆化は顕著でない。

39 刀子 埋没土 残存長3.2cm 図の右側が厚く、左側が薄いため、刃物の茎が考えられる。刀子であろう。上方は、調査

時欠損。錆化は少なく、良鉄を思わせる。

40 砥石 -3 材質 砂岩。長さ 22.4cm 幅25 7cm 厚さ 85cm 菫さ 5 85kg。原石を割り石したらしく、平面下方に割り石痕あ

り。その他側部は、旧時の割れ。使用は、平面側中央破線内のみ。主体は、金属。置砥。

41 砥石 鼈内 材質 砂岩。長さ 24.5cm 幅259cm 厚さ 79cm 重さ 5.65kg。図平面右側部、裏面に成形時の削り石加工（金属）。

全体は、被熱のため、わずか風化しており、研磨箇所の有無は、不明瞭。

42 敲打石 +29 材質 雲母石英片岩。長さ 14.2cm 幅7.6cm 厚さ 3 0cm 重さ 500g。左側面を除く側面に敲打時の剥離痕あり。

43 紡錘車 住居外 材質 蛇紋岩。長軸5. 7cm 短軸3.0cm 厚さ 1 3cm 孔径0.8cm 重さ 59g。刃物による削り調整後、研磨仕上げ。

+67 穿孔は、一方向から。長軸面縁辺部、面取りしてある。

44 紡錘車 住居外 材質 蛇紋岩。長軸4 7cm 短軸4.0cm 厚さ1. 3cm 孔径0.9cm 重さ 56g。刃物による削り調整後、研磨仕上げ。

+60 穿孔は、一方向。長軸面に、同心円状の線刻あり。

45 紡錘車 -3 材質 蛇紋岩。長軸4.0cm 短軸2.4cm 厚さ1. 2cm 孔径0 7cm 重さ 52g。刃物による削り調整後、研磨仕上げ。

穿孔は、一方向。側面に、斜め放射状の線刻あり。長軸面に、剥離部分あり。

46 紡錘車 -16 材質 蛇紋岩。長軸 (4.l)cm 短軸 (36)cm 厚さ 1.1cm 孔径 (0.5)cm 重さ 15g。刃物による削り調整後、研磨仕

破片 上げ。穿孔は、一方向。半分欠損。長軸面に同心円状の傷あり。短軸面に敲打されたと思われる痕跡あり。

第83号住居跡

位置 4 区02Cl3 写真 PL.63 

形状 近・現代の芋穴による撹乱があり、明確につ

かめないが推定で一辺3.2mの正方形を呈する。

面積 9. 45rri刈推定） 方位 N-81ー-W 

埋没土不明。

床面 確認面で北西隅に一部堅い面が残っていたの

みである。褐色土をしており、すぐ下はローム層に

なる。

鼈西側の壁に焼土が辛うじて残っており、竃の位

置を確認できたが、形状・諸施設については不明。

柱穴確認できなかった。

貯蔵穴確認できなかった。

壁周溝確認できなかった。

遺物 南東隅に羽釜片・須恵器碗片など数点出土した。
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備考 出土した遺物より本住居跡の年代観を10世紀

後半としたい。 （鹿沼）
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第83号住居跡出土遺物観察表 (PL.-)

謝番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 須恵器 埋没土 口(19.8) 高一 ①普通・灰色鉱少鼠 ② 口縁部は直立する。紐作り後、ロクロ整形（右

羽釜 底ーロ縁部破片 酸化・硬 ③鈍い褐色 回転）。鍔は貼り付け。

2 須恵器 埋没土 口 (11 5) 高一 ①細•黒色鉱微星 ②酸 ロクロ整形（右回転）。

坪 底一口縁部破片 化・普通 ③鈍い褐色

第84号住居跡

位置 4 区07Cl6 写真 PL.63 

形状住居半分以上が調査区域外にあり、また、残

りが大竺悪いため、形状をつかむに至らなかった。

面積 3.77m2 

埋没土不明。

床面 確認面でローム層を 6~10cm掘り下げて暗褐

方位 N-118ー-E 

色土を客土して床面を形成していた。明確に堅い面

は確認できなかった。

鼈住居東側の壁の北隅にある。若干の焼土と支脚

として使用されたであろう石が立った状態で出土し

たため、鼈であることを確認できた。そのほかの諸

施設については不明であるが、壁の外側に構築され

ていたのであろう。

柱穴確認されなかった。

貯蔵穴鼈左に径 lm程の円形を呈する。

壁周溝確認されなかった。

遺物 鼈前面に集中して羽釜・須恵器塊が出土した。

備考遺物より本住居跡の年代観を10世紀前半とし

たい。 （鹿沼）
------ｷ 

゜第323図 第84号住居跡実測図
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第324図 第84号住居跡出土遺物実測図

第84号住居跡出土遺物観察表 (PL. 162)
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第 3 章検出された遺構と遺物

図番号
器種

出土位置
口径品さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

2 須恵器 -3 口 (15.6) 高一底 ①普通・灰色鉱微蜀 ② 口縁部は内傾する。紐作り後、ロクロ幣形（右

羽釜 ーロ～胴部片 酸化・硬 ③灰白色 回転）。鍔は貼り付け。

3 須恵器 埋没土 口 (15 8) 高一底 ①普通・白色鉱少鼠 ② 口縁部は、ほぼ直立する。紐作り後、ロクロ

羽釜 ーロ～胴部片 酸化・硬 ③鈍い橙色 整形（右回転）。鍔は貼り付け。

4 須恵器 床直 口一高一底(80) ①普通・白色鉱少塁 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。胴部は箆削

羽釜 胴～底％ 酸化・普通 ③鈍い橙色 り。

5 須恵器 床直 口 12 2 高5.4 ①細・白色鉱微量 ②還 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

坪 底5.0 ほぽ完形 元・軟 ③灰色

第86号住居跡

位置 4 区OOC17

備考 出土遺物より本住居跡の年代観を 9 世紀後半

写真 PL.63 としたい。 （鹿沼）

形状 ほとんどが調査区域外にあるため、不明。

面積 （2 ． 54mり 方位 N-0ー -E 

埋没土 ほとんど残りがなく、不明。

床面 確認面で5cm程ローム層を掘り込み、褐色土を

客土している。

鼈確認できなかった。

柱穴確認できなかった。

貯蔵穴確認できなかった。

壁周溝確認できなかった。

遺物 甕口縁部片・須恵器塊などが出土している。

~,'"'Dノ
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調査区域外

゜
2m 

第325号第86号住居跡実測図

゜ I : 4 10cm 

(l l : 3 10cm 

第326図 第86号住居跡出土遺物実測図

第86号住居跡出土遺物観察表 (PL.-)

國番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

l 土師器 +ll 口縁部破片 ①細・央雑物なし ②酸 外面 口縁部横撫で、頸部縦箆削り。

甕 化・普通 ③鈍い黄橙色 内面 口縁部横撫で。

2 須恵器 埋没土 口(10.0) 高3.8 ①細・白色鉱少量 ②酸 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

坪 底4 7 口～底％ 化・硬 ③灰色

第89号住居跡

位置 4 区15Cll 写真 PL.63 

形状長辺3.18m 短辺2.72mの長方形を呈する。

面積 8.87m' 方位 N-97ー-E 

床面 掘りかた面にロームブロックを混在する暗褐

色土を客土し、床面は平坦で堅くしまっている。壁

は、東・南側で最高10cm程を残すのみで、北・西側

ではあまり明瞭ではなかった。

埋没土耕作土による破壊がひどく、残存状態はよ 鼈壁の東側角に造られており、住居跡の外へ張り

くない。ローム粒を含む暗褐色土が薄く堆積してい 出す形となる。焚口部はややくぼみ、焚口部から燃

るだけである。 焼部にかけては平坦で煙道部が緩やかに立ち上が
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る。

貯蔵穴確認されなかった。

柱穴確認されなかった。

遺物 住居跡中央部に、竃に使用されたと考えられ

る石が検出されたが、それ以外の遺物は大方竃内か

ら出土した。出土した土器は、甕・壺・羽釜・塊等
m. 

寵全長 112cm
燃焼部長 62cm 

燃焼部幅 56cm 

焚口部幅 46cm 

｀
。6

 

今

第 5 節 平安時代の住居跡と遺物

である。

備考 西側角は、近世以降の耕作による段差によっ

て削られているため、不明である。本住居跡の年代

観を出土遺物より 10世紀後半としたい。

（谷藤）
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土層注記

1. 暗褐色土 白色黄色ローム粒少量混
入。細粒でざらざらしている土。

2. 黒褐色土 焼土粒、ローム粒混入。

炭化物も少量混入。細粒で締り弱い。

A
 

L • 188.4。 A'

疇
゜ 2m 

第327図 第89号住居跡実測図
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第328図 第89号住居跡出土遺物実測図 (I)
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第 3 章検出された遺構と遺物
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第329図 第89号住居跡出土遺物実測図 (2)

第89号住居跡出土遺物観察表 (PL.1 62 、 163)

甜番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

l 須恵器 +5 口 (18.9) 高一 ①普通・白色鉱少量 ② ロ縁部はほぼ直立。紐作り後、ロクロ整形（右

羽釜 底一口～胴％ 酸化・硬 ③鈍い褐色 回転）。鍔は貼り付け。胴部下半・底部は箆削り。

2 須恵器 鼈内 口 (22.2) 高一 ①普通・白色鉱少量 ② 口縁部は内傾する。紐作り後、ロクロ整形（右

羽釜 底ーロ～胴％ 酸化・硬 ③橙色 回転）。鍔は貼り付け。

3 須恵器 鼈内 口 (20.8) 高一 ①普通・灰色鉱少量 ② 口縁部は内傾する。紐作り後、ロクロ整形（右

羽釜 底ーロ～胴％ 酸化・硬 ③橙色 回転）。鍔は貼り付け。

4 須恵器 鼈 口 (22.5) 高一 ①普通・灰色鉱少量 ② 口縁部は内傾する。紐作り後、ロクロ整形（右

羽釜 埋没土 底ーロ～胴％ 還元・軟 ③灰色 回転）。鍔は貼り付け。

5 須恵器 竃内 口 (199) 高一 ①細•黒色微鉱少蘭 ② 口縁部は内傾する。紐作り後、ロクロ整形（右

羽釜 底ーロ～胴蝠 酸化・硬 ③鈍い黄橙色 回転）。鍔は貼り付け。

6 須恵器 鼈内 口一頸(20.5) ①細・白色鉱少量 ②還 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

甕 頸～肩破片 元・硬 ③暗灰色

7 須恵器 鼈内 口 (23.3) 高一 ①細•黒色微鉱少鼠 ② ロクロ整形（右回転）。

甕 底一口縁部破片 還元・硬 ③灰色

8 土師器 鼈 口(16.0) 高一 ①普通・白色鉱少量 ② ロクロ整形（右回転）後、外面口縁部は撫で、胴

甕 埋没土 底ーロ～胴栢 酸化・硬 ③明赤褐色 部は箆削り。内面口縁部は撫で、胴部箆撫で。

9 須恵器 +10 ロ（ 12.0) 高一 ①細・灰色微鉱少星 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

小型甕 底一口～胴 還元・軟 ③灰白色

10 須恵器 鼈内 口一高一台9.0 ①細・白色鉱少量 ②還 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

台付碗 台部 元・硬 ③灰白色
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第 5 節 平安時代の住居跡と遺物

屈番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

11 須恵器 鼈 口 (1 1. 3) 高3.7 ①細・灰色鉱少量 ②酸 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

坪 埋没土 底4.9 口～底％ 化・硬 ③鈍い黄橙色

12 須恵器 鼈 口 (12.1) 高4.2 ①細・灰色鉱少量 ②還 ロクロ整形（右回転）。高台欠損（付高台）。

塊 埋没土 口～底％ 元・軟 ③黒褐色

13 須恵器 鼈内 口 (1 1. 5) 高3.5 ①細・灰色鉱少鼠 ②酸 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

坪 口～底％ 化・硬 ③鈍い黄橙色

14 灰釉陶 鼈 口 (130) 両一 ①細・央雑物なし ②還 ロクロ整形（右回転）。

器境 埋没土 底ーロ縁部片 元・硬 ③灰白色

第90号住居跡

位置 2 区32B43 写真 PL.64 

形状南側に長軸 2m 短軸1.5mの楕円形の張り

出し部をもつ長辺4.10m 短辺2.90mの隅丸長方形

を呈する。

面積 13.73面 方位 N-77°-E

埋没土軽石粒・炭化物粒を含む黒褐色土が主体。

床面確認面でローム層を30cm程掘り込み、その上

に径 2 cm大のロームブロックを多量に含む暗褐色土

を薄く客土して床面を形成している。住居西側は、
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削平されている。掘りかたの調査中に住居中央より

径80cm程の円形の床下土坑を確認した。また、それ

とは別に、数個のピットも検出したが、その性格に

ついては不明である。

鼈東壁の南寄りにある。すべてが、屋外に構築さ

れており、焚口部両方および鼈左壁に貼り付くよう

に雲母石英片岩が出土した。石組鼈の可能性がある。

さらに、燃焼部中央には、やはり雲母石英片岩が 1

個支脚として利用されていた。燃焼部はほぼ平坦で

煙道部出口が支脚より 70cm離れたところにある。

柱穴・壁周溝検出されなかった。

貯蔵穴 南壁沿いほぽ中央にある。長辺80cm短辺70

cmの長方形を呈し、深さは40cm を測る。

遺物 南壁沿い、特に貯蔵穴周辺に集中して出土し

た。須恵器の羽釜・塊・甕の胴部片などが多く、特

にNo. 4 の底部には『山』と線刻されていた。また、

床面中央部および張り出し部から炭化材が多く出土

した。同定は、附編第 3 節参照。住居中央からは輛

の羽口破片・砥石・鉄滓などが出土している。滑石

：゚・製模造品の臼玉は流れ込みである。

備考 本住居跡は、出土遺物から小鍛治跡の可能性

がある。また、第110号住居跡との関連性もある。年

代観は、 10世紀後半としたい。 （鹿沼）
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L • 180.,。 A'

土層注記

1.黒褐色土軽石粒、炭化物粒混入。

2. 黒褐色土 l と類似。 1 より細粒。

3. 黄褐色土 炭化物、ロームプロック、軽石粒

ローム粒混入。

疇。
2m 

第330図 第90号住居跡実測図

315 
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土層注記

a. 黄褐色土 ロームを多塁に含む。炭化物若干混入。
b. 黄褐色土 ローム粒、炭化物粒、多星混入。

C. 黄褐色土 ローム粒、炭化物粒、焼土粒、若干混入。

d. 黒褐色土 ローム粒多量に、焼土は層状に混入。煙道天井部の

崩落土。

e. ロームプロック
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第 5 節 平安時代の住居跡と遺物
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第333図 第90号住居跡出土遺物実測図 (2)

第90号住居跡出土遺物観察表 (PL.163)

図番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 須恵器 +4 口 25.2 高一底 ①普通・灰色鉱少籠 ② 口縁部はやや内傾。紐作り後、ロクロ整形（右

羽釜 (12. 4) 口～胴と底½ 酸化・普通 ③暗赤褐色 回転）。鍔は貼り付け。胴部下半・底部は箆削り。

2 須恵器 +5 口縁部片 ①普通・灰色鉱少鑓 ② 口縁部は、ほぽ直立する。紐作り後、ロクロ

羽釜 酸化・硬 ③鈍い褐色 整形（右回転）。鍔は貼り付け。

3 土師器 +17 ロ (152) 高一 ①細・白色微鉱少鼠 内外共口縁部横撫で。外面 胴部は箆削り。

小型甕 底ーロ～胴％ 謡t•普通＠飩い赤褐色 内面胴部は撫で。

4 須恵器 -5 口一高一 ①細・灰色鉱少最 ②還 ロクロ整形（右回転）。 刻み文字「山」。

台付壺 底 (12. 0) 台部％ 元・硬 ③灰色 流れ込みか。

5 須恵器 +3 口 12.0 高38 ①普通・灰色鉱少羅 ② ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

坪 底6.0 口～底％ 酸化・硬 ③鈍い黄橙色

6 須恵器 埋没土 口 (6.6) 高一 ①細・白色微鉱少量 ② ロクロ整形（右回転）。

坪 底一体～底％ 酸化・普通 ③鈍い黄橙色

7 須恵器 -4 口 (13.1) 高(4.1) ①細・灰色鉱少鎚 ②酸 ロクロ整形（右回転）。

坪 底 (5.6) 口～底％ 化・普通 ③鈍い褐色

8 須恵器 -l 口 (14.0) 高一 ①細・白色鉱少量 ②酸 ロクロ整形（右回転）。

坪 底ーロ～体％ 化・普通 ③鈍い赤褐色, 須恵器 ~23 胴部片 ①細・白色鉱少星 ②還 外面胴部平行叩き。 流れ込みか。

甕 （縦6 4 横 10.0) 元・硬 ③黒褐色 内面胴部青海波叩き。

10 須恵器 -6 胴部片 ①細・灰色微鉱少量 ② 外面胴部格子叩き。 流れ込みか。

甕 （縦5.0 横6. 0) 還元・硬 ③灰色 内面胴部青海波叩き。

11 須恵器 +3 胴部片 ①細・白色微鉱少量 ② 外面胴部格子叩き。 流れ込みか。

甕 （縦5.8 横5 1) 還元・硬 ③灰色 内面胴部青海波叩き。

12 土師器 +ll ロー高一底一 ①普通・灰色黒色鉱少量

靱羽口 破片 ②酸化・硬 ③黒褐色

13 砥石 +3 材質 砂岩。長さ 7.3cm 幅53cm 厚さ 37cm 重さ 200g。図上方と下方は、旧時の割れ口。使用は、表裏側部の

4 面。研磨癖は少なく、ていねいな使用。主体は、金属。手持砥。

14 臼玉 -10 材質 滑石。長さ 12cm 幅1 2cm 厚さ 06cm 孔径0 3cm 重さ 2 g。上・下平面は、剥離のまま。側面は、研磨。

穿孔は、一方向。管玉を割ったと思われる敲打痕あり。 91号住居よりの流れ込み。他に円板 1 、チップ 1 あり。

第93号住居跡 土粒をかなり混入する。

位置

形状

面積

埋没土

2 区30Cl0

長辺4.26m

13.56m' 

写真

方位

PL.65 

短辺3.18mで隅丸長方形を呈

す。東および西壁は立ち上がりがやや不明瞭である。

N-108ー-E 

上層は細粒で白色鉱物の混入がかなり多く

若干の炭化物を混入。他に目立った粒子はあまり見

られない。下層はロームブロックおよび炭化物・焼

床面 中央部分は比較的平坦であったが、周辺部に

行くにつれて一様でなくなる。床面や鼈の状況から

作り直している可能性がある。中央やや南西寄りに

径約 lm深さ 0.3mの円形の床下土坑を検出した。

鼈 東壁の中央やや南よりに作られており、本体は

やや不定形な形に壁外へ作り出されている。焚口部

に石は見られなかったが、奥まった部分には両壁に
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第 3 章 検出された遺構と遺物

砂岩が、 これらを渡すように長さ 50cm程の河原石が

載せられていた。 また左側には羽釜の破片を補強材

として用いた状況が見られた。その他にも構築材と

して用いられていた礫が内部に崩れた状態で検出さ

れている。煙道部の立ち上がりは比較的急角度を示

していた。

柱穴 確認されなかった。

貯蔵穴 南東隅に確認された。約0.3mの深さを持ち

中から少量の土器片が出土している。

壁周溝 確認されなかった。
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1.黒褐色土 白色軽石混入。

細粒で締り強い。

2. 暗褐色土炭化物、焼土粒少

絋混入。細粒で締り強い。

3. 褐色土黄褐色土大プロック

炭化物、焼土粒含む。細粒で

締り強い。

4. 黄褐色土プロック

5. 暗褐色土炭化物、焼土粒多

輩に含む。細粒でやや粘質。

6. 黒褐色土細粒、粘質。炭化

物、焼土粒、ローム小プロッ

ク含む。

7. 黒褐色土とロームの混合土
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第334図

E冒冒

土層注記

a. 黒褐色土細粒で粘質。炭化物

少撻混入。堅い。

b. 褐色土細粒で粘質。炭化物

ローム小プロック混入。

C. 明褐色土 b に類似。下部に焼

土、炭化物を多鼠に含む。

d. 暗褐色土細粒で粘質。炭化物

若干含む。堅くしまっている。

e. ロームと褐色土の混合土

f.褐色土焼土、炭化物多鼠混

入。細粒、粘質。

g．暗赤褐色土焼土塊、炭化物多

俎混入。

h. 暗赤褐色土 焼土の大塊多黛。

i.暗褐色土 ローム小塊少斌混

入。

j.ロームブロック

゜ 2m 

第93号住居跡実測図
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遺物 埋没土中からかなり多くの土器類が出土して

いる。多くは床面よりやや浮いており床面直上から

のものは少ない。土師器の甕・坪類に混じり灰釉陶

器片・緑釉陶器片が見られる。さらに竃内からは複

数の羽釜片が出土している。

\ 

I ク 3 (ｼ) 

第 5 節 平安時代の住居跡と遺物

備考比較的調査区の高い位置にあり、平安時代の

ものとしてはかなり遺存状態の良かった住居跡であ

る。出土遺物もややまとまっている。本住居跡の年

代観は出土遺物より 10世紀後半と考えられる。

（小野）
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第337図 第93号住居跡出土遺物実測図 (3)

第93号住居跡出土遺物観察表 (PL. 163 、 164、 165)

國番号
器種

出土位置
口径尚さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 須恵器 鼈内 頸（12 2) 胴 (250) ①普通・灰色鉱少絨 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。外面胴部 鼈材として転

甕 頸～胴％ 酸化・硬 ③鈍い赤褐色 箆削り。内面胴部撫で。 用。

2 須恵器 +29 頸(150) ①普通・白色鉱少鑓 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

甕 頸部片 酸化・硬 ③橙色

3 須恵器 竃内 口20.0 高一底一 ①普通・白色鉱少屈 ② 口縁部はやや内傾する。紐作り後、ロクロ整 鼈材として転

羽釜 口～胴％ 酸化・普通 ③橙色 形（右回転）。鍔は貼り付け。胴部は斜め箆削り 用。

4 須恵器 鼈内 口 (260) 高一 ①普通・白色鉱微最 ② 口縁部は内傾する。紐作り後、ロクロ整形（右 鼈材として転

羽釜 底一口～胴％ 酸化・硬 ③灰褐色 回転）。鍔は貼り付け。 用。

5 須恵器 鼈内 口 (20 2) 高一 ①普通・灰色鉱少鼠 ② 口縁部はほぽ直立する。紐作り後、ロクロ整形 鼈材として転

羽釜 底ーロ～胴％ 酸化・硬 ③橙色 （右回転）。鍔は貼り付け。胴部下半は箆削り。 用。

6 須恵器 +25 口 (21 4) 高一 ①普通・灰色鉱少鼠 ② 口縁部は内傾する。紐作り後、ロクロ整形（右

羽釜 底一口～胴％ 還元・軟 ③灰色 回転）。鍔は貼り付け。胴部は箆削り。

7 須恵器 鼈内 口 (21 0) 高一 ①普通・灰色鉱少量 ② 口縁部は直立する。紐作り後、ロクロ整形（右 指圧痕あり。鼈

羽釜 底ーロ～胴 Ys 酸化・硬 ③鈍い黄橙色 回転）。鍔は貼り付け。胴部は斜め箆削り。 材として転用。

8 須恵器 鼈内 口 (2 1.0) 高一 ①普通・灰色鉱微量 ② 口縁部は直立する。紐作り後、ロクロ整形（右 鼈材として転

羽釜 底ーロ～胴％ 酸化・硬 ③鈍い褐色 回転）。鍔は貼り付け。 用。, 須恵器 +25 □ (24 0) 高一 ①細・白色鉱微贔 ②還 紐作り後、ロクロ整形。断面が 3 層になって

大甕 底一 口縁部片 元・硬 ③灰色 いる（内外が灰色、中央が灰黄色）。

10 須恵器 +6 ロ (13.4) 高一 ①普通・白色鉱少旦 ② 紐作り後、ロクロ整形。

甕 底ーロ～胴破片 還元・軟 ③褐灰色

11 須恵器 -6 口一尚一底6.3 ①普通・灰色鉱少鼠 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。胴部下半～底

羽釜 胴～底％ 酸化・硬 ③褐色 部箆削り。

12 須恵器 -8 胴部片％ ①細・白色灰色鉱少鼠 紐作り後、ロクロ整形。外面は撫で。内面は

大甕 ②還元・硬 ③黒褐色 叩き後、撫で消し。

13 須恵器 鼈内 胴部片 ①細・白色鉱微贔 ②還 外面斜め格子叩き。

大甕 元・硬 ③灰色 内面青海波叩き。

14 須恵器 +8 底部片 ①細・白色鉱少鑓 ②酸 底に「xJ(J)ヘラ描

甕 化・硬 ③鈍い黄橙色 き文、窯印か。

15 須恵器 窟 口一高一端10.5 ①普通·白色鉱少星 ② 紐作り後、ロクロ整形。

台付甕 台部 酸化・硬 ③鈍い黄褐色

16 須恵器 -2 口一尚一端10.7 ①細・灰色鉱少量 ②酸 紐作り後、ロクロ整形。

台付甕 台部 化・硬 ③黒色

17 須恵器 貯蔵穴中 口 12. 4 高3.8 ①細・灰色鉱少星 ②酸 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

坪 -23 底5 4 口～底％ 化・普通 ③灰黄色

18 須恵器 +15 口 13.0 高4 2 ①細・灰色鉱少量 ②還 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

坪 底7 0 口～底％ 元・軟 ③灰白色

19 須恵器 -2 口(13 0) 高37 ①細・灰色鉱微鼠 ②酸 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

坪 底5 5 口～底％ 化・普通 ③褐灰色

20 須恵器 鼈内 □ (13 7) 尚50 ①細・灰色鉱少量 ②酸 ロクロ整形（右回転）。尚台欠損（付尚台）。

碗 底（7.2) 口～底％ 化・普通 ③鈍い黄橙色

21 須恵器 +12 口 13.1 高4 5 ①細・灰色鉱微贔 ②酸 ロクロ整形（右回転）。付高台。

碗 底6 4 口～台％ 化・普通 ③鈍い黄橙色

22 須恵器 -4 口(1 4 0) 高一 ①細・灰色鉱少星 ②酸 ロクロ整形（右回転）。高台欠損（付高台）。 内外共底部は黒

碗 底ーロ～底％ 化・普通 ③鈍い黄橙色 褐色。

321 



第 3 章検出された遺構と遺物

図番号
器種

出土位置
口径尚さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

23 須恵器 貯蔵穴中 ロー高一底5.2 ①細・灰色鉱微量 ②酸 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

坪 -14 体～底％ 化・普通 ③鈍い黄褐色

24 須恵器 -23 口 (14.0) 高一 ①細・灰色鉱少醤 ②酸 ロクロ幣形（右回転）。

坪 底ーロ～体½ 化・普通 ③鈍い黄橙色

25 灰釉陶 -2 口 12 4 尚2.7 ①細・央雑物なし ②還 ロクロ整形（右回転）。付晶台。

器皿 底7.0 口～底½ 元・硬 ③灰白色

26 灰釉陶 +ll 口 (11 4) 高3.9 ①細・爽雑物なし ②還 ロクロ整形（右回転）。付尚台。

器碗 底 (4 9) 口～底％ 元・硬 ③灰白色

27 灰釉陶 +3 口一高一底7.8 ①細・央雑物なし ②還 ロクロ整形（右回転）。付高台。

器血 体～底％ 元・硬 ③灰白色

28 灰釉陶 埋没土 口一高一底 (5 2) ①細・爽雑物なし ②還 ロクロ整形（右回転）。付高台。

器婉 体～台破片 元・硬 ③灰白色

29 灰釉陶 床直 高台部片 ①細・央雑物なし ②還 ロクロ整形（右回転）。付高台。

器皿 元・硬 ③灰白色

30 灰釉陶 +18 ロ (16.4) 高一 ①細・央雑物なし ②還 ロクロ幣形（右回転）。

器碗 底一口～底％ 元・硬 ③灰白色

31 灰釉陶 埋没土 口 (13.6) 高一 ①細・央雑物なし ②還 ロクロ整形（右回転）。

器皿 底ーロ～体部片 元・硬 ③灰白色

32 緑釉陶 -7 口一高一底7.3 ①細・爽雑物なし ②還 ロクロ整形（右回転）。付高台。

器碗 高台部％ 元・硬 ③緑色

33 鉄製品 -2 合成長71cm 全体が、「コ」の字状に曲げられ、先端部は尖る。横断面形は、隅丸長形を呈するため、釘

不明 を曲げたかもしれない。しかし、柾方向の錆割は少なく、精鍛を思わせる。

第95号住居跡

位置 3 区07C09 写真 PL.65 

形状一部分のみの検出であり、不明。

面積不明。 方位不明。

埋没土谷地に堆積した黒褐色土中に確認したた

め、埋没土も同様と思われる。また、黒褐色土を掘

り込んだ形跡は確認されなかった。

床面 竃残骸の前面に堅く踏みしめられた面を検出

r
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した。床の形成は、客上によるものでなく、地山を

そのままを利用したものと考えられる。

鼈住居南側にあったと考えられる。調査時にはほ

遺物 土釜・須恵器碗底部など、遺物は少なかった。

備考 本住居跡の年代観を遺物より 10世紀後半とし

たい。 （鹿沼）
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土層注記

a. 暗褐色土 焼土プロック、焼土粒混入。

b. 暗褐色土焼土プロック、灰色粘土プ

ロック、ローム粒、少蘭混入。

C •黒褐色土 ローム粒、灰色粘土ブロック

多量混入。

d. 黒褐色土 ローム粒、焼土粒、まばらに

混入。

e. 暗褐色土径 5 cm大の斑状のロームプ

ロック混入。

f.黒褐色土 ロームプロック、焼土粒少星

混入。

g．黒褐色土 ローム粒少趾混入。

ヽ、匡9 、3(%)

゜ lm 

。 1 : 3 10cm 

第340図 第95号住居跡寵実測図及び出土遺物実測図 (2)

第95号住居跡出土遺物観察表 (PL.-)

樹番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 埋没土 口 (24 6) 高一 ①細・灰色鉱少獄 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面胴部は縦箆削り。

甕 底一口縁～胴部片 化・硬 ③黒褐色 内面胴部は撫で。

2 土師器 鼈内 口 (24 6) 高一 ①普通・灰色白色鉱少屈 内外共口縁部横撫で。外面胴部は縦箆削り。

土釜 底一口縁～胴部片 ②酸化・硬 ③褐色 内面胴部は箆撫で。

3 須恵器 埋没土 口一品一 ①細・灰色鉱微彗 ②酸 ロクロ整形（右回転）。付尚台。

境 台 (5. 5) 高台部 化・硬 ③明赤褐色

第96号住居跡

位置 2 区49B48 写真 PL.65 

形状 谷地に面した緩斜面にあり、住居西％を溝な

どにより削平されており、明確ではないが、推定で

一辺が3.40mの隅丸方形を呈すると思われる。

面積 10.87m' （推定） 方位 N-180'-W 

埋没土 ローム粒を含む黒褐色土が主体をなす。東

側の壁付近では三角堆積をしている。

床面 住居東側％に確認された。確認面でローム層

を28cm程掘り込み、その上に薄く黒褐色土と黄褐色

土の混合土を客土して床面としている。なお、壁高

は、確認面で18~27cm を測る。

鼈南西隅に斜面を利用する形で構築されている。

施設は、すべて屋外に出ており、燃焼部に支脚と天

井石として利用された雲母石英片岩が残されてい

た。鼈埋没土中に粘土ブロックが出土していること

から、造作材として粘土を竃壁に貼り付けるように

していたことが推測される。

柱穴・壁周溝検出されなかった。

貯蔵穴北東隅に径92cm深さ 23cmの規模で円形のも

のが確認された。

遺物 埋没土中ではあるが、灰釉陶器碗の底部が出

土している。また、砥石として利用されている緑色

片岩も出土している。

備考 本住居跡の年代観を出土遺物より 11世紀前半

としたい。 （鹿沼）
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土層注記

1.茶褐色土 A軽石、ローム粒多量混入。

新しい溝跡か。

2. 黒褐色土 ローム粒混入。

3. 黒褐色土 2 に類似。ローム粒多鼠。
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土屑注記

a. 黒褐色土 A軽石、ローム粒、焼土粒混

入。細粒だが、締りの弱い土。

b. 暗褐色土 ローム粒、焼土粒、粘土プ

ロック混入。炭化物粒少黛混入。粘性強

い。

C. 灰褐色土焼土粒混入。カマド材粘質。

d. 黒褐色土 ローム粒少足混入。もろい。

e. 黒褐色土焼土粒、炭化物粒、粘土プ

ロック混入。細粒。

f.焼土プロック

゜

第341 図 第96号住居跡実測図
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第96号住居跡出土遺物観察表 (PL.-)

譴号
器種

出土位置
口径尚さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 須恵器 埋没土 尚台部片 ①細・央雑物なし ②還 ロクロ整形（右回転）。付尚台。

碗 元・硬 ③灰色

2 須恵器 埋没土 高台部片 ①細・白色鉱微旦 ②還 ロクロ整形（右回転）。削り出し尚台。

碗 元・硬 ③灰色

3 灰釉陶 埋没土 高台部片 ①細・爽雑物なし ②還 ロクロ整形（右回転）。付高台。

器塊 元・硬 ③灰白色

4 須恵器 埋没土 頸部片 ①普通・灰色鉱微輩 ② 紐作り。波状連孤文。

甕 （縦2.5 横32) 還元・硬 ③灰白色

5 砥石 +15 材質 緑色片岩。長さ 14 4cm 幅51cm 厚さ 4.2cm 重さ 450g。自然石利用。図下方は旧時欠損。使用は、表裏

のみ。図中の傷は刃ならし傷。主体は、灰雑鉱物の凸出がないため、金属。

第97号住居跡

位置 2 区44B45 写真 PL.65 

ている。燃焼部の壁にも石が数個あり、一部石組を

呈している。燃焼部は、ほぼ平坦で、煙道部は斜面

形状 推定ではあるが、一辺が4.20mの隅丸方形を に沿って緩やかに立ち上がっている。

呈すると思われる。 柱穴・貯蔵穴・壁周溝検出されなかった。

面積 17.12m' （推定） 方位 N-58'-E 遺物 竃周辺および南西部よりの出土が多かった。

埋没土 ローム粒・炭化物粒を若干含む黒褐色土が 鼈内から酸化焙焼成の須恵器小皿が出土している。

主体をなす。 また、床面全体より粒状の鉄滓が大変多く出土し、

床面 谷地部の試掘トレンチのため、％程が削り取 竃前面からは鉄製刀子の破片が出土しているのも特

られており、南東部でかろうじて、黒色土中に堅い 徴である。

面を確認した。特に、鼈前面に堅い部分があった。 備考 谷地に面した緩斜面に占地した住居跡であ

掘りかたの調査中に円形をした土坑を確認したが、 り、その谷地では現在でも少量ながら水が流れてい

床下土坑かは、不明である。壁高は、確認面で18~34 る。多量の鉄滓出土状況より本住居跡が小鍛治遺構

cm程であった。 である可能性か、あるいは、付近に小鍛治遺構の存

寵住居南東隅にある。施設は、すべてが屋外に構 在が伺える。その意味では、尾根の上にある第90号・

築されており、壁のラインに沿って鳥居状に焚口部 llO号住居跡との何等かの関連性が考えられる。年代

が形成されている。天井石は、 3 つに割れて出土し 観は、出土遺物より 11世紀前半としたい。 （鹿沼）
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土層注記

a. 暗褐色土 ローム粒、焼土粒少量混入。細粒で

締りある土。

b. 黒褐色土 ローム粒、焼土粒、炭化物粒少鼠混

入。 1 よりも締り欠ける。

C. 暗褐色土 ローム粒、炭化物粒混入。粗粒。

d. 黒褐色土 C に類似。ロームプロック、焼土ブ

ロック少鼠混入。

e. ロームプロック

f.黒褐色土 焼土多量に混入。細粒でパサパサ。

g．黒褐色土 ローム粒、焼土プロック少量混入。

細粒で締りの強い土。

h. 暗褐色土と焼土プロックの混合土

混入。細粒だがもろい土。

i.暗褐色土焼土粒多量に混入。炭化物粒も少量

混入。

j.褐色土 ローム粒と焼土粒が多量に混入。細粒。

k. 暗褐色土 iに類似。焼土粒、炭化物粒少量。

1. 黒褐色土 ローム粒混入。細粒で締りある。

m. 黒褐色土 ロームブロックと若干の灰を含む。

n. 焼土プロックと黄褐色土の混合土

炭化物粒も
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第344図 第97号住居跡出土遺物実測図

第97号住居跡出土遺物観察表 (PL. 165)

樹番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 須恵器 鼈内 胴部％ ①普通・灰色鉱少量 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。胴部は箆削

羽釜 酸化・普通 ③鈍い橙色 り。

2 須恵器 -20 口 12.8 品3.6 ①普通・灰色白色鉱少鼠 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

坪 底5.5 ほぽ完形 ②酸化・普通 ③橙色

3 須恵器 -17 口一高一 ①普通・灰色鉱少量 ② ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

坪 底 (6. 3) 体～底％ 酸化・普通 ③鈍い褐色

4 須恵器 -12 口一高一 ①普通・灰色微鉱少鼠 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

坪 底 (5. 0) 体～底％ ②酸化・普通 ③鈍い褐色

5 須恵器 鼈内 口9.0 高2.2 ①細・白色鉱少鑓 ②酸 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。 内面に黒褐色の

皿 底4.8 完形 化・普通 ③鈍い橙色 付着物あり。

6 須恵器 +10 口8.2 高2.1 ①細・白色鉱少撮 ②酸 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

皿 底4.4 ほぼ完形 化・普通 ③橙色

7 刀子 鼈 残存長52cm 両端部は、旧態のまま。平造り。茎部の茎尻は丸味を帯び、特徴的。刃区、棟区ともにあ

り。刃部側にわずかながら、砥ぎ出しの稜あり。錆化は顕著でなく、良鉄を思わせる。

第98号住居跡

位置 2 区16Cl2 写真 PL.66 

形状長辺4.82m 短辺4.74mの隅丸長方形を呈する。

面積 24.37m' （推定） 方位 N-73ー-E 

埋没土 淡褐色土の小塊を斑に含む細粒で粘質の褐

色土が主体をなす。調査の途中で住居範囲が拡げら

れたため、北側・西側は明確につかめなかった。

床面確認面でローム層を60cm程掘り込み、その上

に淡褐色土と黒褐色土の混合土を15~20cm程貼って

床面を形成している。掘りかたの調査中に住居中央

から円形の床下土坑を 1 つ確認した。なお、壁高は、

確認面で16~47cmを測った。

鼈東壁やや南寄りにある。すべて屋外に構築され

ており、壁に沿って焚口部の石が 2 個確認できた。

材質は雲母石英片岩。造作材は粘土を貼って構築し

たと考えられる。燃焼部は揺鉢状にへこんでおり、

煙道部にかけて、緩やかに立ち上がっている。

柱穴確認されなかった。

貯蔵穴 竃向かって右、南東隅に確認された。形状

は長軸84cm短軸64cmを測る楕円形で深さは27cm。

壁周溝南西から西にかけて幅20~34cm深さ 3~5

cmの規模で確認された。

遺物床面全体から比較的多く出土した。土師器

甕・須恵器碗類が多かったが土製の紡錘車・土錘・

蛇紋岩製の紡錘車なども出土した。

備考第112号・第122号住居跡と重複。新旧関係は

第122号・第98号・第112局の順に旧い。本住居跡の

年代観は出土遺物より 9 世紀後半としたい。（鹿沼）
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士層注記

1.暗褐色土細粒、粘質。淡褐色土プ

ロック斑らに含む。黄色軽石も混入。

2. 褐色土細粒、粘質。黄色軽石多械混

入。

3. 明褐色土 淡黄褐色粘土小塊、黄色軽

石少雇混入。細粒でかなり粘質。

4. 黒褐色土 細粒、粘質でかなり堅くし

まっている。黄色軽石、炭化物を少屈

含む。

5. 黒褐色土根痕か。

6. 黒褐色土 炭化物、ローム粒混入。

7. 黒褐色土 炭化物、ローム粒混入。若

干の白色粘土混入。

8. 黄褐色粘土プロック

9. 淡黄褐色粘土プロック

10. 暗褐色土 炭化物、黒色土のプロック

を少星含む。

士層注記

a. 暗褐色土細粒、粘質。ロームプロッ

ク、焼土を少鼠含む。

b. 黒褐色土細粒だがもろい。

C. 褐色土細粒、粘質。炭化物混入。

d. 暗赤褐色土焼土塊、炭化物多尿混

入。

e. 暗赤褐色土焼土粒、粘土プロック混

入。よくしまっている。
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第98号住居跡出土遺物観察表 (PL.165 、 166)

図番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 -2 口 (24 1) 高一 ①細・灰色鉱少量 ②酸 「コ」の字状口縁。紐作り。外面胴部は箆削

甕 底一口～胴％ 化・普通 ③鈍い赤褐色 り。口縁部は横撫で。内面胴部は撫で。

2 土師器 竃内 口 (22.0) 高一 ①細・黒色微鉱少量 ② 「コ」の字状口縁。紐作り。外面胴部は斜め

甕 底ーロ～胴％ 酸化・普通 ③鈍い赤褐色 箆削り。口縁部は横撫で。内面胴部は撫で。

3 土師器 +9 口 (205) 高一 ①細•黒色微鉱少量 ② 「コ」の字状口縁。紐作り。外面胴部は横箆

甕 底ーロ～胴％ 酸化・普通 ③鈍い赤褐色 削り。口縁部は横撫で。内面胴部は箆撫で。

4 土師器 竃内 口 (208) 高一 ①細•黒色微鉱少星 ② 「コ」の字状口縁。紐作り。外面胴部は箆削

甕 底一口～胴％ 酸化・普通 ＠滲もい赤褐色 り。口縁部は横撫で。内面胴部は撫で。
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第 5 節 平安時代の住居跡と遺物

國番号
器種

出土位置
口径尚さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法
器形 残存状態

備 考

5 土師器 +4 口 (21.1) 尚一 ①細・灰色鉱少漿 ②酸 「コ」の字状口縁。紐作り。外面胴部は横箆 内面に指圧痕あ

甕 底ーロ～胴％ 化・普通 ③鈍い褐色 削り。口縁部は横撫で。内面胴部は撫で。 り。

6 土師器 鼈内 口 (18.2) 高一 ①細•黒色微鉱少紐 ② 「コ」の字状口縁。紐作り。外面胴部は箆削

甕 底ーロ～胴％ 酸化・普通 ③鈍い橙色 り。口縁部は横撫で。内面胴部は撫で。

7 土師器 鼈前 口 (10.1) 高一 ①細•黒色微鉱少屈 ② 内外共口縁部は横撫で。外面胴部は横箆削り。

小型甕 底ーロ～胴 Ys 酸化・普通 ③鈍い赤褐色 内面胴部は撫で。

8 土師器 +33 口 (10.5) 高一 ①細•黒色微鉱少斌 ② 内外共口縁部は横撫で。外面胴部は横箆削り。

小型甕 底一 口縁部片 酸化・普通 ③灰褐色 内面胴部は撫で。, 土師器 住居外 口一高一端8.2 ①普通・黒色微鉱少鼠 外面底部～台部は縦箆削り。

台付甕 台部 ②酸化・普通 ③灰褐色 内面底部・台部は撫で。

10 須恵器 +10 頸～肩 ①細・灰色鉱少旦 ②還 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。外面 一部

大甕 元・硬 ③暗灰色 平行叩き。内面指押え。

11 須恵器 -12 口 16.3 尚 7.6 ①細•黒色微鉱少屈 ② ロクロ整形（右回転）。付高台。

碗 底9.0 口～台％ 還元・軟 ③灰色

12 須恵器 + 1 口(16 3) 高58 ①細・白色鉱少鼠 ②還 ロクロ整形（右回転）。付高台。

境 底7.6 口～台½ 元・軟 ③灰色

13 須恵器 +9 口 14.5 高6.5 ①細・灰色鉱少最 ②還 ロクロ整形（右回転）。付高台。

碗 底8.1 口～台％ 元・軟 ③暗灰色

14 須恵器 +4 口一高一底10.1 ①細・黒色白色鉱少誠 ロクロ整形（右回転）。付高台。

碗 体～台％ ②還元・軟 ③灰色

15 須恵器 鼈内 口 13.6 晶3.5 ①細・灰色鉱少鎚 ②酸 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

坪 底6. 7 口～底％ 化・硬 ③明赤褐色

16 須恵器 床直 口 13 0 尚4.1 ①細・白色微鉱少屎 ② ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

坪 底5.7 口～底％ 還元・軟 ③黒褐色

17 須恵器 +9 口 12.8 高3.6 ①細・灰色鉱少鑓 ②還 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

坪 底6 4 口～底％ 元・軟 ③灰色

18 須恵器 + 1 ロ (13.5) 高一 ①細・白色灰色鉱少羅 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

坪 底ーロ～底％ ②還元・軟 ③灰黄褐色

19 須恵器 +24 ロ (10. 9) 高3.2 ①細・灰色鉱少絨 ②還 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

坪 底6.0 口～底％ 元・軟 ③灰色

20 須恵器 +24 口(12 0) 高3.4 ①細・白色鉱少星 ②還 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

坪 底 (6.0) 口～底％ 元・軟 ③灰色

21 須恵器 +28 口一尚一 ①細・白色微鉱少鼠 ② ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

坪 底（6. 2) 体～底 X 還元・硬 ③灰色

22 須恵器 +ll 摘部 ①細•黒色微鉱少贔 ② ロクロ整形（右回転）。摘は貼り付け。

坪蓋 還元・硬 ③灰白色

23 紡錘車 +14 材質 土製品。長軸7.lcm 短軸5.3cm 厚さ 1 7cm 孔径08cm 重さ 28g。発見時には、半分に割れた状態で出土。

長軸面に、同心円状の傷あり。使用痕か。穿孔は、焼成時以前。胎土に、白色鉱物少量混入。鈍い黄橙色。

24 紡錘車 +29 材質 蛇紋岩。長軸52cm 短軸3 0cm 厚さ1. 5cm 孔径07cm 重さ 86g。半欠損。刃物による削り調整後、研磨

仕上げ。穿孔は、一方向。長軸面には傷が多い。側面は、研磨時の擦痕が、無数にある。

25 土錘 +3 材質 土製品。長さ 38cm 幅2.0cm 厚さ 1 8cm 孔径0.4cm 菫さ 10g。鈍い黄橙色。穿孔は、焼成以即か。

第99号住居跡

位置 3 区44Cl2 写真 PL.66 

東半分は欠失している。遺存が確認された部分につ

いてはほぽ平坦で、掘り込んだ地山を踏みしめて床

面としている。形状長辺3.46m （推定） 短辺2.76mの南北にやや

長い隅丸長方形を呈する。東に下がる斜面部にある

ため、約半分は削平されている。

面積 9.12面 方位 N-140°-W

埋没土上部層は東に流れる二次堆積土と考えら

れ、下層は地山の粘土粒子を若干混入する軟粘質土

である。

床面 壁高は西壁側が最も高く約15cm程である。南

壁および床面については傾斜地にあるため、谷側の

鼈南西隅に首を振るように接して、 2 カ所を検出

した。作り替えを行っており左が古く、右のものが

新しい。古い方の竃奥部には構築材として用いられ

ていたと思われる石が出土しており、埋土も人為的

に埋められた状況が観察されている。新しい竃も両

袖部はかなり壊れており、前面には甕・羽釜の破片

が見られた。両者とも内面の焼土化は著しく、埋土

下層に多量に認められた。
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第 3 章 検出された遺構と遺物

柱穴 確認されなかった。
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さ 1.5m程のものが確認されている。
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備考

が、主軸方向・形態・規模等が良く似ている。出土

遺物から見て、本住居跡の年代観は11世紀初前半と

思われる。
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O
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巧
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確認されなかった。

西壁、竃寄りに最大幅24cm 深さ約3cm 長

竃焚口部より羽釜・甕類が出土している。

北側に第100号住居跡が僅かに重複している

（小野）

土層注記
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b. 赤褐色土

C •黒褐色土

d. 黒褐色土
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干混入。
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焼土含まない。
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焼上炭化物粒若干混入。
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第99号住居跡出土遺物実測図 (2)

第99号住居跡出土遺物観察表 (PL.166、 167)

樹番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

l 土師器 +14 口 (25.2) 高一 ①普通・灰色鉱少鼠 ② 内外共口縁部横撫で。外面 胴部は縦箆削り。

土釜 底ーロ～胴％ 酸化・普通 ③橙色 内面胴部箆撫で。

2 土師器 竃内 口 (252) 尚一 ①普通・灰色鉱少撮 ② 内外共口縁部横撫で。外面 胴部は縦箆削り。

土釜 底ーロ～胴％ 酸化・普通 ③暗褐色 内面胴部は箆撫で。

3 土師器 +16 口 (20.3) 高一 ①普通・灰色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部は斜め箆削

土釜 底一口～胴部片 酸化・硬 ③鈍い橙色 り。内面胴部は箆撫で。

4 須恵器 +20 口 (27.1) ①普通・灰色鉱少量 ② 口縁部はやや内傾する。紐作り後、ロクロ整

羽釜 口～胴部片 酸化・普通 ③鈍い橙色 形（右回転）。鍔は貼り付け。

5 須恵器 +24 口 12.6 高42 ①細・白色灰色鉱少量 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

坪 底52 完形 ②酸化・硬 ③鈍い黄褐色

6 須恵器 +3 口一高一台6.0 ①普通・黒色微鉱少黛 ロクロ整形（右回転）。付高台。

碗 台部％ ②還元・軟 ③灰白色

7 須恵器 +15 胴部片 ①細・白色鉱少鼠 ②還 外面胴部平行叩き。

甕 （縦3 0 横60) 元・硬 ③灰色 内面胴部青海波叩き。

第100号住居跡 壁周溝 一部（西壁下に長さ 1.7m程見られた）。

位置

形状

3 区44C10

長辺3.68m

隅丸長方形を呈す。

面積

埋没土

11. 73m2 

写真

方位

PL.66 

短辺3.32m （推定）の南北に長い

N-159ー-W 

地山の軟粘質土および炭化粒子を若干混入

する黒褐色土であるが、上層は撹乱土の混入も多い。

床面 地山の粘土層を掘り込み、

ている。中央に埋土中に粘土を含む円形の落ち込み

あり。

干の凹凸を持つ。

鼈

そのまま地床とし

その他焼土化した凝灰岩が床面上にあり、若

南西隅に設けられている。前面に粘土ブロッ

ク・石などが散在し、中に袖材として用いられてい

たと思われる埴輪片が検出されている。竃の壁外へ

の掘り出しは少なく煙道・煙だし孔が観察され、遺存

状態は良好であった。

遺物

備考

埴輪片の他に羽釜・甕の破片が僅かに出土。

第99号住居跡の北側に一部重複する。時期は

11世紀前半と考えられる。
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柱穴 確認されなかった。
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貯蔵穴 確認されなかった。 第351 図 第 100号住居跡実測図

333 



第 3 章 検出された遺構と遺物

• \ 
g . 

—一"'"·

□〉
\—·/ ¥ 

\ \ 
\’、 .9、\

\ \ 

I_¥  

寵全長

燃焼部長

燃焼部幅

焚口部幅

\• 

104cm 

40cm 

30cm 

44cm 

A 
g
 L • 184.50 A' 

O
S
·巧
[
.
T

土層注記

a. 黒褐色土 ローム粒、焼土粒若干混入。

a ＇．黒褐色上 a を基調とするが、ボロボロ

した感じの土。

b. 黒褐色土炭化物、焼土粒混入。堅い。

C. 赤褐色土粘土プロック、焼土塊が主

体。

d. 赤褐色土 炭化物若干混入。粘質で堅い。

e. 暗赤褐色土 やや焼土化した地山の粘

土。

f.赤褐色土

g．黄褐色土

h. 明褐色土

入。

i.黄灰白色土

焼土。

ローム粒若干混入。

ローム粒、粘土ブロック混

地山粘土。

゜ lm 

第352図 第 100号住居跡鼈実測図

ロ
、

□
]

ロロー／
%
 

( 
4
 

ー
ロ
，
＇

.f~ ... 
恥
碍
i

,• % ( 
2
 

力
—
,
9
」
]
]

‘\ _'·9’ 
3 (ｽ) 

゜ I : 4 10cm 

(J I : 3 10cm 

羞
．―｀姦往‘ゞi苺．’．:9.:

:S; 

: : 

f; ;’il, :,! :{奇r•9-
ii : f!!t.: :’;’.: r’’. 1 、

; • :], Il'. \i'{I礼
i :！ー 9; 9・；,·,；訥

.、9‘ ゞ：i ; : : :, • ;; ; :•, 
i, i'~ ; ;': i i1¥ | } i,; • 
`’•, ;;̀i : 9 •,9 ·,9. 、. h 

ーー： :; 9 l : : it::• •,.,. 9 

,,、,'9’9: } ; : 9 : t ,  
,'1• 9, J ! 1., 1'; :',. 
’: 1.! i, 9 : I ; • 9, •., : 

9! 1, 1 • : 1 9 : 9, 9 9, ; 

, 
,,'!I/ Li,•P. Il:. -':,• 

5 (ｼ) 

第353図 第 100号住居跡出土遺物実測図

334 



第 5 節 平安時代の住居跡と遺物

第100号住居跡出土遺物観察表 (PL. 167)

屈番号
器種

出土位置
口径尚さ底径

①胎土②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 須恵器 -5 口縁部片と底部片 ①粗．灰色鉱多量 ②酸 口縁部は直立する。紐作り後、ロクロ整形（右

羽釜 化・普通 ③鈍い橙色 回転）。鍔は貼り付け。

2 土師器 +21 口(14.0) 高一 ①普通・灰色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部は縦箆削り。

甕 底ーロ～胴破片 酸化・硬 ③黒褐色 内面胴部は撫で。

3 須恵器 +10 底部片 ①細・白色鉱少醤 ②酸 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

皿？ 化・普通 ③橙色

4 
埴輪

床直 体部 ①普通・白色鉱少量 ② 内外共刷毛目。 付近の古墳より

酸化・普通 ③橙色 運びこみ、鼈材

5 
埴輪

+5 体部片 ①普通・白色鉱少量 ② 内外共刷毛目。 として使用した

酸化・普通 ③橙色 らしい。

第102号住居跡 貼床を行っている。

位置

形状

2 区20C14

長辺3.58m

面積

埋没土

11.0m' 

写真 PL.67 

短辺3.10mのやや南北に長い隅

丸長方形を呈す。各壁共にほぽ垂直に立ち上がり壁

高は30~50cmあり、遺構そのものとしてはかなり遺

存状態は良好であった。

方位 N-140ー-E 

上層は比較的細粒でやや粘性を持ち、かな

りしまっている。自然埋没で下層にはロームブロッ

クの混入が見られる。

鼈 南東隅に設けられている。 0.7m程の長さを持

つ。内部には袖などの構築材としての石や粘土はほ

とんど検出されなかった。内面は側面・下面共に良

く焼けており、炭化物の混入も見られた。支脚等の

施設は見られなかった。

柱穴 確認されなかった。

貯蔵穴 南西隅寄りに径36cm深さ 16cmの円形の掘り

込みが見られ、

況である。

その可能性があるが断定しがたい状

床面 かなり平坦で、一部黒色土混じりのロームで
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確認されなかった。

土層注記

1.暗褐色土細粒で粘性が強い。堅くしまっている。

細粒の白色軽石を多星に含む。(B軽石ではない）

2. 褐色土 ローム小塊、黄色軽石を比較的多く含

む。細粒で粘質に富み、堅くしまっている。

3. 暗褐色土 処々に大きなロームプロック混入。細

粒で粘性に富む。

4. 黒色土細粒、粘質。
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第 3 章 検出された遺構と遺物

遺物 埋没土中、床面上より羽釜・甕・坪類の破片

が若干出土している。小片ではあるが布目瓦も 1 点

出土している。

見られる。

さらに砂岩の砥石状製品、鉄製品も

備考 東側に接する第119号住居跡を一部切って作

られている。出土遺物などから見で帰属時期は11世

紀の前半と考えられる。 （小野）
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土層注記

a. 褐色土細粒、粘質。焼土塊、炭化物混入。

b. 暗褐色土細粒、粘質。黄色軽石少祉混入。

C. 褐色土細粒、粘質。焼土の大塊多蘭に混入。

d. ロームと褐色土の混合土

e. 焼土 ローム、褐色土の混合土。

c
 

L • 186.00 C' 

寵全長

燃焼部長

燃焼部幅

焚口部幅

70cm 

50cm 

24cm 
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第355図 第 102号住居跡寵実測図
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第 5 節 平安時代の住居跡と遺物

□] 
| 
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() I : 2 5cm 

(J 1 : 3 10cm 

第357図 第 102号住居跡出土遺物実測図 (2)

第102号住居跡出土遺物観察表 (PL.1 67)

尉番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 須恵器 埋没土 鍔部片 ①細・灰色鉱少量 ②酸 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。鍔は貼り付

羽釜 化・硬 ③灰褐色 け。

2 須恵器 +32 底 (14.5) ①普通・白色灰色鉱少量 紐作り後、ロクロ整形（右回転）、その後撫で。

羽釜 底部片 ②酸化・硬 ③暗褐色

3 土師器 埋没土 台部片 ①普通・白色鉱少星 ② 外面台部箆削り。

台付甕 酸化・硬 ③鈍い赤褐色 内面底部・台部撫で。

4 須恵器 埋没土 底部片 ①細・白色微鉱少量 ② 紐作り後、ロクロ整形。底部は箆起し。

坪 還元・硬 ③灰色

5 須恵器 +22 底 (5.4) ①細・白色鉱微鼠 ②還 ロクロ整形（右回転）。付高台。

碗 底部片 元・軟 ③灰黄色

6 須恵器 +31 底 (7.8) ①普通・白色鉱少量 ② ロクロ整形（右回転）。付高台。

碗 底部片 酸化・硬 ③鈍い橙色

7 須恵器 +10 口9.8 高2 0 ①普通・白色鉱少星 ② ロクロ整形（右回転）。底部回転箆削り。

皿 底5.0 完形 酸化・普通 ③橙色

8 須恵器 +38 胴部片 ①細・白色微鉱少量 ② 外面胴部平行叩き。 流れ込みか。

甕 （縦6.5 横4. 5) 還元・硬 ③灰色 内面胴部青海波叩き。, 須恵器 +39 胴部片 ①細・灰色鉱微星 ②還 外面胴部平行叩き。 流れ込みか。

甕 （縦5 5 横4. 5) 元・硬 ③灰褐色 内面青海波叩き。

10 +41 破片（縦4.5 横4.5) ①普通・白色鉱少量 ② 側面箆切り。裏面布目跡。 流れ込みか。
布目瓦

還元・硬 ③灰色

11 砥石 埋没土 材質 砂岩。長さ 53cm 幅4.5cm 厚さ 90cm 重さ 21g。図平面下方に原石面があり、自然石利用砥。使用は、

それを除き、表裏側部に及ぶ。主体は、央雑鉱物の凸出があり、金属のほか、木など軟質。

12 錨子 -1 残存長47cm 端部は調査時欠損。横断面形は、片側が楕円形。もう一方が、半円形を呈する。鍛えは、

（毛抜） 柾方向に錆割れがみられ、やや粗鍛造を思わせる。
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土層注記

1.灰褐色土細粒。締り弱い。

2. 褐色土径 2~5 cm大のロームブロック少星混

入。粘質で堅くしまっている。

3. ロームと褐色土の混合土（貼床）

゜ 2m 
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第 3 章 検出された遺構と遺物

第103号住居跡 貼床は認められなかった。

位置

形状

2 区28Cl2

長辺3.66m

方形を呈す。

面積 9.57m' 

写真

短辺2. 70mの南北に長い隅丸長

方位

埋没土

PL.67 

N-85ー-E 

遺構上部の削平が著しく層としての堆積は

極めて薄い。 ロームブロックを含む粗粒で比較的し

まりの良い土である。

床面 遺構確認時点で壁および竃はほとんど削平さ

れていた。また床面も一部北側部分は欠失している。

鼈 東壁中央やや北よりに火床部の焼土痕が確認さ

れたが上部構造は不明である。

柱穴

遺物

備考

確認されなかった。

貯蔵穴

壁周溝

確認されなかった。

確認されなかった。

土師器坪類の破片がわずかに出土している。

耕作などにより遺存状態は極めて悪く、出土

遺物も少ない。時期は9世紀前半と考えられる。

（小野）
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第359図

第103号住居跡出土遺物観察表 (PL.-)

第 103号住居跡出土遺物実測図

國番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

l 土師器 埋没土 口 (14.0) 高一 ①細・灰色微鉱微量 ② 外面 口縁部は横撫で、体部は箆削り。

坪 底一口～体部片 酸化・普通 ③橙色 内面 口縁部～体部撫で。

2 須恵器 埋没土 口(130) ①細•黒色微鉱少腿 ② ロクロ整形（右回転）。

坪 口縁部片 還元・軟 ③灰白色

3 須恵器 埋没土 底 (4.4) ①細・白色鉱少鼠 ②還 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

坪 底部片 元・軟 ③暗灰色
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土層注記

1.黒褐色土 ローム粒若干混入。

2. 黒褐色土 黄灰色ロームブロック混

入。よくしまった土。

3. 黒褐色土 2 に類似。ロームプロッ

ク少量。

゜ 2m 

第 104号住居跡実測図
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第104号住居跡

位置 3 区27B41 写真 PL.67 

形状 北壁は削平されており全容は不明であるが、

西壁は垂直に立ち上がりしっかりしている。一辺 4

m程と思われる。

面積 15. 03rri刈推定） 方位 N-20ー-E 

埋没土 2 層に分層でき、上層はロームを若干含み

良くしまっている。下層は地山の灰黄色粘土ブロッ

クを含む。

床面 地山の粘性土を用い、 5~10cmの厚さで貼床

: 

□ I H |(4) 

第 5 節 平安時代の住居跡と遺物

としている。ほぽ平坦であるが東側は削平されている。

鼈 削平されており確認されなかった。

柱穴・貯蔵穴確認されなかった。

壁周溝確認されなかった。

遺物 土師器の甕、須恵器の坪片がわずかに出土し

たのみである。

備考 ほぽ中央に床下土坑と考えられる掘り込みが

確認されている。径は90cm 深さは40cm程である。

第105号住居跡の西側に重複している。時期は10世紀

後半と思われる。 （小野）
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゜ 1: 4 10cm 
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第361 図 第 104号住居跡出土遺物実測図

第104号住居跡出土遺物観察表 (PL. 167)

甜番号
器種

出土位置
口径尚さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 +14 ロ (24 4) 尚一 ①普通・灰色鉱少鼠 ② 内外共口縁部は横撫で、胴部は撫で。

土釜 底ーロ～胴弱 酸化・硬 ③鈍い褐色

2 須恵器 +3 口一尚一 ①細・灰色鉱微量 ②酸 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

坪 底（ 4. 5) 底部片 化・普通 ③橙色

3 須恵器 +7 底部片 ①細・灰色鉱少量 ②還 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。底部は回転
ギg 元・硬 ③灰色 糸切り。

第107号住居跡

位置 2 区21C08

形状不明

面積不明

写真 PL.67 
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106号住

方位不明

埋没土 ほとんど削平されているが、若干ローム混

入土を確認できた。

床面 ロームを含む褐色土である。残存部分は平坦

で、あまり堅くはない。

鼈推定位置は溝と重複しており不明であるが、北

壁の位置が最も可能性がある。

柱穴検出されなかった。

貯蔵穴検出されなかった。

壁周溝検出されなかった。

遺物土師器甕類。

備考第106号住居跡の北東部分に重複している。ま

/ 
/ 

/ 

第362図第 107号住居跡実測図
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第 3 章検出された遺構と遺物

た、第11号溝とも重複しており、これらの遺構によ 出土遺物より 9世紀後半としたい。 （小野）

り北側半分ほど削られている。本住居跡の年代観を

ロ゚
I : 4 10cm 
□□ ＼口 ノ

／゜ 1 : 3 10cm 

第363図 第 107号住居跡出土遺物実測図

第107号住居跡出土遺物観察表 (PL.-)

屈番号
器種

出土位置
口径尚さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

l 土師器 -1 口(192) 高一 ①普通・黒色微鉱少量 「コ」の字状口縁。紐作り。外面胴部は箆削

甕 底ーロ縁部片 ②酸化・普通 ③赤褐色 り。口縁部は横撫で。内面胴部は撫で。

2 土師器 +5 口(18 4) 高＿ ①普通・灰色微鉱少量 「コ」の字状口縁。紐作り。外面胴部は箆削

甕 底一 口縁～胴部片 ②酸化・普通 ③赤褐色 り。口縁部は横撫で。内面胴部は箆撫で。

3 須恵i器 埋没土 口 (14.o) ①細・灰色鉱少星 ②酸 ロクロ整形（右回転）。

坪 口～胴％ 化・普通 ③暗赤褐色

第108号住居跡

位置 2 区37C04 写真 PL.67 

形状 遺構確認時と床面精査時で住居の方位・規模

が変化した。また、明確に床面範囲・壁などをつか

むことができなかったため、推定ではあるが、長辺

3.10m 短辺2.30mの隅丸長方形を呈する。

面積 7.10m' （推定） 方位 N-46ー-E 

埋没土 白色ローム粒・焼土粒・炭化物粒を少量含

む暗褐色土が主体をなす。

床面 確認面で北に向かう斜面を平らに掘り込み、

地山の上を床面として使用している。北側の一部分 備考本住居跡の年代観は10世紀後半。 （鹿沼）
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に踏みしめられた面を確認した。

鼈 東壁ほぼ中央に焼土・炭化物が集中する範囲が

あり、セクションの調査の結果、灰も確認した。し

かし、残存状態が実に悪く、構造・規模・造作材な

ど把握することができなかった。

柱穴・貯蔵穴・壁周溝検出されなかった。

遺物 全体に床面直上よりの出土は少なかった。須

恵器羽釜．灰釉陶器底部などがある。また、流れ込

みと思われるが、滑石製模造品の臼玉 2 個・雲母石

英片岩製のハンマーストーンも出土している。
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第 5 節 平安時代の住居跡と遺物
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第365図 第 108号住居跡出土遺物実測図 (2)

第108号住居跡出土遺物観察表 (PL. 167)

醤番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 須恵器 +5 ロ (220) 高一 ①普通・灰色鉱少鼠 ② 口縁部は内傾する。紐作り後、ロクロ整形（右

羽釜 底一口縁部片 還元・軟 ③灰白色 回転）。鍔は貼り付け。

2 須恵器 +36 口 (21 0) 両一 ①普通・白色鉱少量 ② 口縁部は直立する。紐作り後、ロクロ整形（右

羽釜 底一 口縁部片 還元・軟 ③灰色 回転）。鍔は貼り付け。

3 須恵器 +24 ロ (230) 高一 ①普通・白色灰色鉱少量 口縁部はほぼ直立する。紐作り後、ロクロ整

羽釜 底一口縁部片 ②酸化・硬 ③鈍い褐色 形（右回転）。鍔は貼り付け。

4 須恵器 +18 胴部片 ①普通・白色鉱多量 ② 外面胴部平行叩き。

甕 （縦4.5 横7.5) 還元・硬 ③暗灰色 内面胴部青海波叩き。

5 須恵器 埋没土 頸部片 ①細・白色微鉱少絨 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。 肩部に自然釉あ

甕 還元・硬 ③灰色 り。

6 灰釉陶 +15 底 (6.4) ①細・灰雑物なし ②還 ロクロ整形（右回転）。付高台。 自然釉。

器 底部片 元・硬 ③灰白色

7 須恵器 +6 底 (6.0) ①細・白色微鉱微量 ② ロクロ整形（右回転）。付尚台。

培 底部片 還元・軟 ③灰白色

8 須恵器 埋没土 口 (10.6) 高一 ①細・灰色鉱少量 ②酸 ロクロ整形（右回転）。

坪 底ーロ～胴％ 化・普通 ③鈍い黄橙色, 臼玉 +17 材質滑石。長さ 1 3cm 幅1. 1cm 厚さ 0.6cm 孔径0.3cm 重さl. lg。上・下平面は、剥離面。側面は、研磨。

穿孔は、一方向。流れ込みの可能性が大きい。
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第 3 章 検出された遺構と遺物

國番月
器種

出土位置 特 徴
器形

10 臼玉 床直 材質 滑石。長さ1. 3cm 幅1. 3cm 厚さ 08cm 孔径0.3cm 重さ1. 6g。残存状態が悪い。上・下平面は剥離面。
側面は、研磨。穿孔は、一方向。流れ込みの可能性が大きい。

11 敲打石 +3 材質 緑色片岩。長さ 15.6cm 幅9.8cm 厚さ 2 3cm 重さ 500g。表・裏の側面に敲打時の剥離痕あり。流れ込み
の可能性が大きい。

12 敲打石 +10 材質 雲母石英片岩。長さ 16.4cm 幅6.8cm 厚さ 2.5cm 重さ 400g。左右側面に敲打時の剥離痕あり。流れ込み
の可能性が大きい。

13 敲打石 -1 材質 雲母石英片岩。長さ 121cm 幅4.4cm 厚さ 1.7cm 重さ 100g。左右側面に敲打時の剥離痕あり。流れ込み
の可能性が大きい。

第109号住居跡

位置

形状

面積

推定で一辺3.3mの正方形を呈する。

10.26m' （推定） N-88ー-E 

埋没土

床面

2 区39C04 写真 PL.69 

方位

ローム粒が少量混入する黒褐色土が主体。

谷地に向かう西下がりの緩やかな斜面の黒色

土中に占地して床面を形成している。南東部および

北東部に踏みしめられた部分を確認したのみで他の

床面は確認できなかった。

鼈 東壁にあたるところにかろうじて焼土を確認し

た。造作材として使用された可能性のある石がすぐ

前面から出土しているが、形状は不明である。
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柱穴・貯蔵穴・壁周溝 検出されなかった。 ゜ 2m 

ーロ／
遺物

備考

土釜口縁部・須恵器小皿が出土している。

本住居跡の年代観は遺物より 11世紀前半。（鹿沼）
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第367図

第109号住居跡出土遺物観察表 (PL. 168)

第 109号住居跡出土遺物実測図

屈番号
器種

出土位置
口径品さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 + 1 口 (27. 7) 高一 ①普通・灰色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部は縦箆削り。

土釜 底ーロ～胴％ 酸化・硬 ③黒褐色 内面胴部は撫で。

2 土師器 + 1 口 (233) 高一 ①普通・白色灰色鉱少量 内外共口縁部横撫で。外面胴部は斜め箆削

土釜 底ーロ縁部片 ②酸化・硬 ③灰黄褐色 り。内面胴部は箆撫で。

3 須恵器 +5 ロ（9.3) 高 (22) ①細・灰色鉱少量 ②酸 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

皿 底 (5.0) 口～底％ 化・普通 ③鈍い褐色
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第 5 節 平安時代の住居跡と遺物

第110号住居跡

位置 2 区33C05 写真 PL.68 

形状 南西部に長軸1.5m 短軸1.2mの楕円形の張

り出し部を持つ長辺3.45m 短辺2.14mの隅丸長方

形を呈する。近世の溝により、住居北側を削り取ら

れている。

面積 8.llm' （推定） 方位 N-90"-E 

埋没土 ローム粒・炭化物粒を少量含む黒褐色土が

主体をなす。

床面 確認面でローム層を30cm程掘り込み、その上

に暗褐色土を客土して床面としている。竃前面に堅

い面を確認したほかは、残存状況が悪く、明確につ

かむことができなかった。壁高は、一部では10~12

cm を測る。
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鼈東壁南寄りにあり、すべて屋外に構築されてい 第368図第 110号住居跡実測図

る。焼土面があるほかは造作材・構造など不明であ している。また、刃ならし傷のある砂岩製の砥石も

る。ただ、住居中央に石材があり、竃に使用された 出土している。

可能性がある。 備考住居の形状が第90号住居跡に似ている。何等

柱穴・貯蔵穴・壁周溝 検出されなかった。 かの関連性を伺わせる。本住居跡の年代観を出土遺

遺物住居東側に集中して須恵器羽釜・碗等が出土 物より 10世紀後半としたい。 （鹿沼）
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第110号住居跡出土遺物観察表 (PL.1 68)

附番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 須恵器 -8 口 (22 6) 高一 ①普通・白色鉱少量 ② 口縁部は内傾する。紐作り後、ロクロ整形（右

羽釜 底ーロ縁部片 酸化・硬 ③鈍い橙色 回転）。鍔は貼り付け。

2 須恵器 +21 ロ (21.2) 高一 ①普通・灰色鉱微械 ② 口縁部は内傾する。紐作り後、ロクロ整形（右

羽釜 底一口縁部片 酸化・硬 ③鈍い褐色 回転）。鍔は貼り付け。

3 須恵器 +4 口 (17.8) 高一 ①普通・灰色鉱少量 ② 口縁部は内傾する。紐作り後、ロクロ整形（右

羽釜 底一口縁部片 酸化・硬 ③明赤褐色 回転）。鍔は貼り付け。

4 須恵器 埋没土 口 (19.4) 尚一 ①普通・白色鉱少量 ② 口縁部はほぼ直立する。紐作り後、ロクロ整

羽釜 底,---- 口縁部片 酸化・普通 ③鈍い橙色 形（右回転）。鍔は貼り付け。

5 須恵器 +3 ロ (18.9) 高一 ①普通・白色鉱少量 ② 内外共口縁部は横撫で。

甕 底一 口縁部片 酸化・普通 ＠続い黄橙色

6 須恵器 -1 胴部片 ①細・白色鉱微量 ②還 指頭圧痕あり。

甕 （縦10. 0 横 80) 元・硬 ③灰色

7 須恵器 +2 口 (14.2) 高一 ①細・灰色鉱少鼠 ②酸 ロクロ整形（右回転）。

坪 底ーロ～体％ 化・普通 ③明赤褐色

8 須恵器 床面 口 (13.5) 高一 ①細・白色鉱少量 ②還 ロクロ整形（右回転）。

坪 底ーロ～体％ 元・軟 ③灰色

9 須恵器 +2 口 10 2 尚3.8 ①細・灰色鉱少量 ②酸 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

坪 底4.2 口～底％ 化・普通 ③明褐色

10 須恵器 -l 口 (10. 4) 高3.5 ①細・白色鉱微量 ②酸 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

坪 底5.9 口～底％ 化・普通 ③鈍い黄橙色
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第 5 節 平安時代の住居跡と遺物

樹番号
器種

出土位置
①口径②高さ③底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 ④残存状態

11 須恵器 -10 口(10.8) 高 (4.0) ①細・灰色鉱微星 ②還 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。 高台付。

坪 台（5. 1)口～台½ 元・軟 ③灰白色

12 須恵器 -1 口一高一 ①細・灰色鉱少量 ②還 ロクロ整形（右回転）。付高台。

碗 台（6. 1) 体～台％ 元・軟 ③黒褐色

13 須恵器 -12 ロー高一 ①細・白色鉱少量 ②酸 ロクロ整形（右回転）。付渦台。

碗 台（ 7. 0) 台部％ 化・普通 ③鈍い黄橙色

14 須恵器 + 1 口 (10.9) 高 (3.7) ①細・白色鉱少量 ②酸 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

坪 底 (4.9) 口～底％ 化・硬 ③鈍い褐色

15 須恵器 竃内 口(12 1) 高一 ①細・白色鉱微量 ②酸 ロクロ整形（右回転）。

坪 底ーロ～底％ 化・硬 ③灰黄褐色

16 須恵器 埋没土 ロー尚一 ①普通・灰色鉱微量 ② ロクロ整形（右回転）。付高台。

碗 台（7. 1) 体～台％ 酸化・普通 ③鈍い黄橙色

17 須恵器 鼈内 口 (15.1) 尚一 ①細•黒色微鉱少量 ② ロクロ整形（右回転）。

坪 底ーロ～底％ 酸化・普通 ③褐色

18 須恵器 + 1 ロー高一 ①細・灰色鉱微量 ②還 ロクロ整形（右回転）。付尚台。

境 台 (5. 3) 台部％ 元・軟 ③灰白色

19 砥石 住居外 材質 砂岩。長さ 11 2cm 幅5.7cm 厚さ 3.2cm 重さ 150g。自然石の利用。使用は、図上方、裏面を除いて使用。

-29 図中の条痕は、刃傷・ならし痕。研磨面は、央雑鉱物の凸出がなく、金属。

111号住居跡 床面 比較的平坦で、かなり踏みしめられている。

位置

形状

る。

面積

埋没土

2 区19C20

長辺3.72m

8. 11m2 

写真 PL.68 

短辺3.24mで隅丸長方形を呈

す。各壁の遺存状態は良好で、壁高は30~40cmを測

方位 N-73ー-E 

自然堆積と考えられ、上層・下層で顕著な

差異は見られない。細粒でローム・若干の炭化粒を

混入する。

掘りかたは全体に深く、 ロームブロックを多量に混

入した軟粘質土で充填されていた。

鼈 東壁中央やや南寄りに作られている。全長50cm

で壁外にやや丸みをもって作り出されている。焚口

幅は25cm とかなり狭い。埋土は炭化物・焼土・粘土

の混合土で、側面部・天井部の崩落状況が観察され

る。袖石などは検出されなかった。

柱穴 確認されなかった。
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第 111 号住居跡実測図

土層注記

1.黒褐色土細粒粘質。堅い。ロー

ム粒炭化物粒少量混入。

2. 暗褐色土 1 と類似炭化物粒 1

より多量に混入。

3. 暗褐色土 ローム大プロック多量

に混入。粘質だが締り弱い。

4. 黒褐色土 ローム粒少量混入。

5. 黒褐色土 ロームプロック若干混

入。やや黄味を帯びる。

6. 黄褐色土 ロームプロック多量に

混入。

゜ 2m 
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第 3 章検出された遺構と遺物

貯蔵穴確認されなかった。

壁周溝確認されなかった。

遺物 住居の中央部分を中心に土師器甕・坪、須恵

器坪・甕の破片が出土している。その他使用痕のあ

る砂岩などが見られる。住居の床面からやや浮いた えられる。

\<`] 冗''''"' ‘、

\ 戸:,.. 2 (ｼ) 
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\ 

状態のものが多い。

備考 住居の北側に張り出しを持つが住居の壁とや

やずれていることなどから本住居跡に伴うものか疑

問である。出土遺物から見て時期は 9 世紀前半と考

（小野）
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第372図 第 111 号住居跡出土遺物実測図

第111号住居跡出土遺物観察表 (PL.1 68)

図番号
器種

出土位置
口径尚さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

l 土師器 +9 口 (24 0) 高一 ①細・灰色鉱微鼠 ②酸 内外共口縁部は横撫で。外面 胴部は斜め箆

甑 底ーロ縁部片 化・硬 ③鈍い褐色 削り。内面胴部は箆撫で。

2 土師器 埋没上 口一高一底一 ①普通・白色微鉱少鼠 内外共口縁部は横撫で。

甕 口縁部片 ②酸化・普通 ③明赤褐色

3 土師器 +14 口一高一底6.0 ①普通・灰色鉱少量 ② 外面胴部下半横箆削り。

甕 底部片 酸化・硬 ③鈍い赤褐色 内面底部撫で。

4 土師器 鼈 口一高一底一 ①普通・灰色鉱微量 ② 内外共口縁部は横撫で。

甑 酸化・普通 ③明赤褐色

5 土師器 +9 口一尚一 ①細・灰色鉱少贔 ②酸 外面底部は箆削り。 内面に暗文あ

坪 底 (10. 0) 底部½ 化・普通 ③明赤褐色 り。

6 土師器 +9 ロ (14 0) 尚 (3 1) ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部は横撫で。外面体部～底部は 内面に暗文あ

坪 口～底％ 化・普通 ③鈍い橙色 横箆削り。内面体部は撫で。 り。
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第 5 節 平安時代の住居跡と遺物

國番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

7 土師器 +22 口 (14.4) 局一 ①細・灰色鉱微旦 ②酸 内外共口縁部は横撫で。外面体部は箆削り。

坪 底ーロ～底％ 化・普通 ③橙色 内面体部は撫で。

8 土師器 -6 口 (7 1) 高一 ①細・灰色微鉱微鼠 ② 内外共口縁部は横撫で。

坪 底ーロ～体％ 酸化・普通 ③鈍い橙色 外面体部は横箆削り。内面体部は撫で。, 土師器 -2 口(14.4) 高一 ①細・灰雑物なし ②酸 内外共口縁部は横撫で。外面 体部は箆削り。

坪 底一口～体％ 化・普通 ③鈍い褐色 内面体部は撫で。

10 須恵器 埋没土 口一高一 ①細·白色鉱少鼠 ②還 ロクロ整形（右回転）。底部は回転箆削り。

坪 底（ 9.3) 体～底部片 元・硬 ③暗灰色

11 須恵器 埋没土 胴部片 ①細・白色微鉱少量 ② 外面胴部平行叩き。 流れ込みか。

甕 （縦5.0 横6. 2) 還元・硬 ③灰色 内面胴部青海波叩き。

12 須恵器 埋没土 胴部片 ①細・白色微鉱少量 ② 外面刷毛目斜め格子叩き。 流れ込みか。

甕 （縦5 0 横6 2) 還元・硬 ③灰白色 内面青海波叩き。

13 工作台 +23 材質牛伏砂岩。長さ 10.1cm 幅7.5cm 厚さ 2.9cm 菫さ 300g。上平面に多くの凹みあり。下平面にも 2 箇所の

か？ 凹みあり。

14 チップ 床直 材質 滑石。長さ 2 6cm 幅2.0cm 厚さ 0.4cm 重さ 3 9g。板状に形割りされている。形状から、有孔円板か紡錘

車を意図したものと思われる。

第112号住居跡

位置

形状

2 区17Cll

一辺約3.5mの隅丸方形を呈するがやや不定

形である。

面積

埋没土

床面

10.53m' 

写真

方位

PL.69 

N-166ー-W 

上層は比較的細粒で白色鉱物を多く含み比

較的しまりが良い。床面近くになるにつれ炭化物の

混入量が多くなり、地山ロームブロックの混入が目

立つようになる。

平坦であるが、中央部がやや低くなる。あま

り踏みしめられた状況ではなかった。床面下は他の

と：

住居の埋没土となっており、掘りかた面の検出はで

きなかった。

鼈

柱穴

南西隅に作られている。住居内への袖部の張り

出しは少なく焚口両側に石を据えている。燃焼部か

ら煙道部にかけてはやや狭まりながら真っすぐに延

びており、長さ1. 14mを測る。埋土中には炭化物に混

じり多くの焼土塊が混入。本体の崩落状況が看取さ

れる。

確認されなかった。

貯蔵穴

壁周溝

確認されなかった。

確認されなかった。
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土層注記

1.暗褐色土 白色軽石多屈混入。粗粒。

2. 黒褐色土下部に炭化物多量に混

入。細粒で粘質。

3. 淡褐色土細粒、粘質。炭化物若干

混入。
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第373図 第 112号住居跡実測図
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第 3 章 検出された遺構と遺物

遺物 埋没土中より土師器甕、須恵器甕・坪類の破

片が若干出土している。他に滑石製の臼玉が 1 点出

土している。

している。

る。

また西側一部は第118母住居跡に重複す

さらに西側隅に61号土坑が重複する。時期は出

土遺物から見て9世紀前半と考えられる。 （小野）

備考 住居の2/3以上が第98号住居跡の西側に重複

゜
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o
v
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s
s
1
 • 

1
 

寵全長

燃焼部長

燃焼部幅

焚口部幅

114cm 

100cm 

46cm 

64cm 

土層注記

a. 黒褐色土

b. 暗褐色土

含む。

C. 暗赤褐色土 処々に鮮明な焼土塊混入。

d. 暗褐色土細粒、粘質。締り強い。

白色軽石多鼠混入。粗粒で締り強い。

細粒で締り強い。焼土、炭化物を少量

B
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第374図 第 112号住居跡鼈実測図
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第375図

第112号住居跡出土遺物観察表 (PL.-)

第 112号住居跡出土遺物実測図

図番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 住居外 口 (2 1. 6) 高一 ①普通・黒色微鉱少械 内外共口縁部横撫で。外面 胴部横箆削り。

甕 +30 底ーロ～胴％ ②酸化・普通 ③明赤褐色 内面胴部撫で。

2 須恵器 竃内 口一高一 ①細・白色鉱少量 ②還 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

坪 底（ 7. 3) 体～底％ 元・軟 ③灰色
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第 5 節 平安時代の住居跡と遺物

國番号
器種

出土位置
口径尚さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

3 須恵器 住居外 口一高一 ①細・白色鉱微量 ②酸 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

坪 +22 底（ 6. 1) 体～底％ 化・普通 ③鈍い黄橙色

4 須恵器 住居外 口 (14.1) 高一 ①細・灰色鉱少鼠 ②酸 ロクロ整形（右回転）。

坪 +27 底ーロ～胸％ 化・普通 ③鈍い黄橙色

5 須恵器 +7 胴部片 ①細•黒色微鉱少鼠 ② 外面胴部斜め格子叩き、自然釉。 流れ込みか。

甕 （縦6.0 横9. 2) 還元・硬 ③灰オリープ色 内面胴部青海波叩き。

6 須恵器 鼈 胴部片（縦50 横5. ①細・灰色微鉱少量 ② 外面胴部平行叩き。 流れ込みか。

甕 0) 還元・軟 ③灰黄色 内面胴部青海波叩き。

7 臼玉 埋没土 材質 滑石。長さ1. 0cm 幅1. 0cm 厚さ 0. 7cm 孔径0.2cm 重さ1. 4g。上・下平面は、剥離面。一部、刃物によ

り削られている。側面は、研磨。穿孔は、一方向。

第117号住居跡

位置 2 区15Cl5 写真 PL.69 

形状 やや不整ではあるが、一辺5m程の隅丸方形で

ある。東壁は削られており、不明。遺存状態の良好

な西壁で壁高は約15cmである。

面積 26.10面 方位 N-167°-W

埋没土 ややざらついた黒褐色土である。下層は若

c:oｷ 
\ 

干の炭化物が層をなして検出されている。住居のほ

ぼ中央に厚さ 2~3 cmで、径 lm程の広がりを持つ

焼土層が見られた。

床面 ほぼ平坦であるが、東側は削平されており、

不明瞭。

竃南壁ほぼ中央に位置する。住居内への袖部の張

り出しは少なく、鼈前面には石・粘土塊が見られる。
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土層注記

1.黒褐色土軽石粒、若干混入。

マ： l ー 2.:：色土焼土プロック、炭化物混
゜

3. 黒褐色土焼土、炭化物混入。

4. 黒褐色土 ロームプロック多量混
zo 入。

5. 黒色土 炭化物多星混入。

6. 黒褐色土 炭化物、ロームプロック

混入。

7. 黒褐色土少絨の炭化物、粘土ブ

ロック混入。

8. 黒褐色土 7 に類似。ローム粒混入。

2 • 

゜ 2m 

第376図 第 117号住居跡実測図

349 



第 3 章 検出された遺構と遺物

煙道部は燃焼部から緩やかに立ち上がり、わずかに

狭まる。袖石は壁のラインに位置しており、

り埋め込まれている。

柱穴 確認されなかった。

貯蔵穴 南西隅に検出された。ほぼ円形摺鉢状を呈

す。直径は95cm

しっか

深さ 24cmである。中より若干の土

壁周溝

遺物

確認されなかった。

鼈内より小型で浅い坪が出土した他、羽釜口

縁部片、灰釉碗の底部片などが出土した。

没土内より碧玉製管玉が 1 点出土している。

備考

また、埋

第122号住居跡の上に載る状態で重複してい

る。北および南部分は不明瞭である。出土遺物から

器が出土している。 見て時期は11世紀前半と考えられる。 （小野）
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上層注記

a. 黒褐色土焼土少量混入。

b. 赤褐色土焼土、炭化物粒混入。

C •淡褐色土焼土、粘土プロック混入。

d. 黄褐色土 ローム主体とする。

e. 黄褐色粘土プロック

f.灰色土灰層。焼土塊。

g．焼土
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第379図 第 117号住居跡出土遺物実測図 (2)

第117号住居跡出土遺物観察表 (PL. 168)

図番号
器種

出土位置
口径尚さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

l 土師器 -48 口 (10.4) 高一 ①普通・灰色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部縦箆削り。

小型甕 底ーロ～胴部片 酸化・普通 ③褐色 内面胴部撫で。

2 須恵器 +5 ロ (2 1. 2) 高一 ①細・灰色鉱少星 口縁部はほぽ直立する。紐作り後、ロクロ整

羽釜 底ーロ縁部片 ②還元・軟 ③白色 形（右回転）。鍔は貼り付け。

3 須恵器 -7 口(16.2) 高一 ①細・白色鉱微鑓 ②酸 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

坪 底一口縁部片 化・硬 ③暗赤褐色

4 須恵器 +8 口(11.0) 高一 ①細・灰色鉱少麓 ②酸 口縁部はほぽ直立する。紐作り後、ロクロ整

羽釜 底一 口縁部片 化・硬 ③浅黄橙色 形（右回転）。鍔は貼り付け。

5 灰釉陶 埋没土 口一高一台 (6 9) ①細・央雑物なし ②還 ロクロ整形（右回転）。付高台。

器境 体～台部片 元・硬 ③灰白色

6 伏釉桐器 埋没土 口一高一台 (8 4) ①細・央雑物なし ②還 ロクロ整形（右回転）。付尚台。

碗 体～台部片 元・硬 ③灰白色

7 須恵器 鼈 口9 8 高2.3 ①細・灰色鉱微鼠 ②酸 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

燈明皿 底6.2 ほぽ完形 化・普通 ③鈍い黄橙色

8 須恵器 鼈 口9.5 高1.7 ①細・灰色鉱微鼠 ②酸 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

燈明皿 底5.4 完形 化・普通 ③鈍い橙色, 須恵器 +3 口一高一 ①細・白色鉱少絨 ②還 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

坪 底 (7 8) 底部片 元・軟 ③灰色

10 紡錘車 床直 材質 蛇紋岩。長さ 5.8cm 幅5.3cm 厚さ 2.1cm 重さ 100g。形割りの段階から、上・下平面、 3 側面研磨。とこ

未成品 ろどころに原石面あり。

11 管玉 +6 材質 碧玉。長さ 2 1cm 幅0.8cm 厚さ 0 7cm 孔径2 8cm 重さ 2 g。全面、精研磨後、穿孔は、一方向。穿孔時

に欠損した部分あり。

12 鉄製品 +3 残存長56cm 欠損少なく、旧態を留める。錆化は顕著でなく、きわめて良質の鉄を思わせる。そのため、

不明 火打金の可能性もあり。器肉は、やや厚い。

第119号住居跡

位置 2 区19Cl4 写真 PL.70 

形状 各辺は直線的では無いが、一辺約3.5mの隅丸

方形を呈す。壁はかなり垂直に近く立ち上がる。壁

高は20~50cm を測る。

面積 14.lOm' 方位 N-125"-E 

埋没土 黒褐色土でローム粒子・ブロックを斑に混

入する。

床面 ほぼ平坦である。ローム粒子を多く含んだ土

を薄く貼り、床面を作っているが、あまり堅い状況
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第 3 章検出された遺構と遺物

ではなかった。貼床面下の中央部分に径90cm 深さ の事情により作り替えが行われたものと考えられる。

30cm程の床下土坑が検出されている。 柱穴 確認されなかった。

鼈 2 カ所検出されている。 1 つは南東隅に作られ 貯蔵穴 南西隅に検出された。やや長円で規模は78

ている。袖部を構築していたと思われる石・粘土は cmX68cm 深さ 39cmである。

見られなかったが、煙道が残っていた。煙道部を含 壁周溝確認されなかった。

めて長さ 137cmである。火床面には多量の焼土層の堆 遺物量は少なく、土師器の甕、羽釜片及び坪類が

積が見られた。他の 1 つは東壁中央にあり、幅50cm 出土している。

長さ 42cm程で住居外への張出しは短い。火床面に焼 備考第102号住居跡の東側に一部重複する。出土遺

土および若千の炭化物の広がりを検出した。何等か 物から見て時期は11世紀前半と考えられる。（小野）
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土府注記

1.黒褐色土 ローム粒混入。

2. 黒褐色土 ローム粒、ロームプロッ

ク混入。

3. 黒褐色土 ローム粒多蘭混入。

4. 黒褐色土 ロームプロック縞状に混

入。

5. 黒褐色土 ローム粒若干混入。

6. 黄褐色土 ローム粒、黒色土をプ

ロック状に含む。

7. 黄褐色土 ローム粒多蘭混入。砂質。

8. 黄褐色土黄色粒子。

イ．褐色土 黄色粒子、ローム小プロッ

ク混入する。

ロ．明褐色土 黄色粒子、ローム小プ

ロックまだらに含む。

ハ．明褐色土 灰白色粘土を多星に混

入する。
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第381 図 第 119号住居跡出土遺物実測図 (I)
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土層注記

a. 黒褐色土 ローム粒多砒混入。

b. 赤褐色土 ローム粒、焼土粒多紘混入。

C. 灰褐色土 灰黄色粘土を主体とする。

d. 赤褐色土焼土プロック多星混入。

e. 黒褐色土 ロームプロック、焼土粒、若

干の炭化物混入。
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a. 黄褐色土

b ．黄褐色土

C. 黒褐色土

入。

d. 赤褐色土

に含む。

e. 灰黒色土 炭化物、焼土多栞混入。

f.焼土プロック

ローム粒混入。

ローム粒、焼土粒若干混入。

ローム粒、黒色土、斑状混 ｰ I : 3 10cm 

焼土プロック、ロームを縞状

゜ lm 

第382図 第 119号住居跡鼈実測図及び出土遺物実測図 (2)
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第 3 章検出された遺構と遺物

第119号住居跡出土遺物観察表 (PL. 169)

詣号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 鼈内 口 (21 4) 高一 ①普通・灰色鉱少誠 ② 内外共口縁部横撫で。外面胴部は縦箆削り。内

土釜 底一口縁～胴部片 酸化・硬 ③褐色 面胴部は箆撫で。

2 土師器 鼈内 口一高一底一 ①普通・灰色鉱多旦 ② 内外共口縁部横撫で。

土釜 口縁部片 酸化・硬 ③鈍い橙色

3 須恵器 鼈 口 (20.6) 高一 ①細・白色鉱微鼠 ②酸 口縁部は直立する。紐作り後、ロクロ整形（右

羽釜 底一口縁部片 化・硬 ③灰黄褐色 回転）。鍔は貼り付け。

4 須恵器 埋没土 口 (21.2) 尚一 ①普通・白色鉱微斌 ② 口縁部はやや内傾する。紐作り後、ロクロ整

羽釜 底一口縁部片 酸化・硬 ③橙色 形（右回転）。鍔は貼り付け。

5 須恵器 鼈内 ロ8.6 高2.1 ①細・黒色微鉱少鼠 ② ロクロ整形（右回転）。

皿 底4 6 口～底％ 酸化・普通 ③鈍い橙色

6 須恵器 -29 口一高一底 (6.0) ①細・黒微色鉱少趾 ② ロクロ整形（右回転）。付高台。

碗 底部 % 還元・軟 ③灰色

第120号住居跡

位置 2 区13Cl0 写真 PL.70 

形状 北東部分の半分以上を欠失しているために全

容は不明だが、推定では一辺約4.6mの隅丸方形を呈

すと思われる。壁は西側が確認されたのみであり、

立ち上がりも不明瞭な部分が多い。

面積 20. 73m' （推定） 方位 N-1 ー-E 

埋没土上層はB軽石の混入が見られる。下層につ

いては地山の粘土ブロックを多く含み、かなりし

まっている。

床面 住居の西側約1/3程が検出されたのみであり、

地山をそのまま用いて使用面としているが、一部粘

土ブロックを混入する土を客土している。全体に凹

凸が見られる。

鼈削られており、不明である。

柱穴確認されなかった。

貯蔵穴確認されなかった。

壁周溝確認されなかった。

遺物 比較的遺存状態の良かった西壁際において土

師器の甕、須恵器の坪類が若干出土している。その

他の遺物として土錘が 1 点出土している。

備考 前述したように北東側半分以上を第11号溝な

どにより削られており、遺存状態の悪い住居である。

時期は出土遺物から見て 9 世紀後半と考えられる。

（小野）
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第383図 第 120号住居跡実測図及ぴ出土遺物実測図 (I)
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第 5 節 平安時代の住居跡と遺物
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第120号住居跡出土遺物観察表 (PL.1 69)

國番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 +13 口 (202) 高一 ①細•黒色微鉱少撮 ② 「コ」の字状口縁。紐作り。外面胴部は箆削

甕 底ーロ～胴％ 酸化・普通 ③明赤褐色 り。口縁部は横撫で。内面胴部は撫で。

2 土師器 +2 口(19.7) 高一 ①細・白色黒色鉱少菌 「コ」の字状口縁。紐作り。外面胴部は横箆 輪積痕、指圧痕

甕 底一口～胴％ ②酸化・普通 ③橙色 削り。口縁部は横撫で。内面胴部は箆撫で。 あり。

3 土師器 +4 口(183) 高一 ①細•黒色微鉱少量 ② 「コ」の字状口縁。紐作り。外面胴部は横箆

甕 底一口～胴片 酸化・普通 ③赤褐色 削り。口縁部は横撫で。内面胴部は箆撫で。

4 須恵器 -6 口(185) 高一 ①細・白色鉱微量 ②還 紐作り後、ロクロ整形。

甕 底一 口縁部片 元・硬 ③暗灰色

5 須恵器 +19 口 (14.3) 高5.7 ①細・灰色鉱少量 ②還 ロクロ整形（右回転）。付高台。

碗 底 (7.5) 口～底½ 元・硬 ③灰色

6 須恵器 +7 口 12.0 高3.7 ①細・灰色鉱少量 ②還 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

坪 底 (5 2) 口～底½ 元・軟 ③灰色

7 須恵器 +8 口(13.8) 高 (3.5) ①細•黒色微鉱少量 ② ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

坪 底 (6 1) 口～底½ 還元・軟 ③灰色

8 須恵器 +4 口 (13.0) 尚一 ①細・白色鉱少量 ②還 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

坪 底ーロ～底％ 元・軟 ③暗灰色, こもあ -3 材質黒色片岩。長さ 14. lcm 幅3.0cm 厚さ 26cm 重さ 200g。細長い形状を呈する。側面に、若干の擦痕あり。

み石 この他に、 9 個、ほぼ同重量の石出土。

10 砥石 +6 材質 粗粒安山岩。長さ 9.4cm 幅8.15cm 厚さ 4.35cm 菫さ 500g。上下平面及び側面に、金属以外の物質を研磨

したと思われる部分あり。また、図上端及び両面に敲打痕あり。下方は、調査時欠損。

11 土錘 +17 材質 土。軸長3.6cm 最大径1. 6cm 孔径0.5cm 重量8.5g。円筒形を呈する。

12 土錘 +13 材質 土。軸長4.05cm 最大径1. 8cm 孔径0.45cm 重最9.5g。ラグビーボール状を呈する。

第125号住居跡

位置 2 区03C05 写真 PL.70 

形状

面積

ほぼ正方形を呈す。

12.89m' 方位 N-138ー-W 
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第 3 章検出された遺構と遺物

埋没土 B軽石を含む黒褐色土が堆積。 2~3 層に ら構築材には黄色粘質土を用いていたものと見られ

分けられる。 る。

床面西側1/3 は黄色粘土、東側2/3 は黄色粘質土の 柱穴確認されなかった。

ブロックを含む堅い面が認められたが、他はあまり 貯蔵穴確認されなかった。

しまっていない。全体的には東に緩く傾斜している。 壁周溝 確認されなかった。

中央やや東寄りに径約80cmの床下土坑があり、 10個 遺物床面より 5 cm程浮いた状態で小型のかわらけ

程の川原石が出土している。 状の土師器坪が出土した他には、破片がわずかに見

鼈住居の南西隅に位置し袖部の一部は攪乱を受け られたのみである。

ている。火床面は黄色粘質土、部分的にはかなり強 備考第13号溝が西側を一部切っている。竃袖部も

く焼けている。壁面は主として黒褐色土であるが、 東西に走る耕作溝により壊されている。時期は11世

中に焼けた黄色粘質土塊が入っている。このことか 紀前半と考えられる。 （小野）

寵全長 (95)cm

燃焼部長 (80)cm 

燃焼部幅 (58)cm 

焚口部幅 (80)cm 

耕•作溝

• I 

ゃ．／

。

’ 稔

｢ 

ダ
Q
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| 
g. 

A
 

L • 181.90 /'{ 

1.暗褐色土細粒、粘質。締り強い。ロー

ムプロック少量混入。

2. 黒褐色土上部に B軽石混入。

3. 褐色土 ロームプロック多量混入。

4. 暗褐色粘質土細粒で粘質が強い。

゜ 2m 

第385図第 125号住居跡実測図
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第 5 節平安時代の住居跡と遺物
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第386図 第 125号住居跡出土遺物実測図

第125号住居跡出土遺物観察表 (PL. 169)

樹番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 須恵器 -15 台底部76 ①細・灰色鉱微量 ②酸 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

台付甕 化・普通 ③明褐色

2 須恵器 +6 口9.3 高2.1 ①細・灰色微鉱少屈 ② ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。 金雲母混入。

燈明皿 底52 ほぼ完形 酸化・普通 ③鈍い黄橙色

3 灰釉陶 埋没土 底～高台部片 ①央雑物なし ②還元・ ロクロ整形（右回転）。付高台。

器碗 硬 ③灰白色

4 須恵器 埋没土 胴部片 ①細•黒色鉱少鼠 ②還 外面胴部格子叩き。 流れ込みか。

甕 （縦6.2 横8.5) 元・硬 ③灰色 内面胴部青海波叩き、自然釉。

第127号住居跡

位置 1 区47B49 写真 PL.70 

形状長辺3.62m 短辺2.80m （推定）の隅丸長方形

を呈すと思われる。

面積 10. 76m刈推定） 方位 N-73ー -W 

埋没土 耕作土下～床面までは褐色土が 2~5 cm堆

積していたに過ぎない。

床面 残っていた部分は鼈寄りのごく一部で、他は

削られている。

鼈 西壁の中央に位置。粘土を用いて作られていた

と思われるが下部が、一部残存していたのみで、はっ

きりしない。火床部の中央に支脚石が見られた。内

面の焼け方は著しい。

柱穴確認されなかった。

貯蔵穴確認されなかった。

壁周溝確認されなかった。

遺物 羽釜・須恵器塊の破片が若干出土している。

15溝

寵全長 50cm

燃焼部長

燃焼部幅

焚口部幅

46cm ::::/ 

゜ 2m 

第387図 第 127号住居跡実測図

備考 東側半分以上が削られており、全容は不明で

ある。第15号溝が住居南部を東西に走り、重複関係

は本住居跡の方が新しい。時期は11世紀後半と考え

られる。 （小野）
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第388図 第 127号住居跡出土遺物実測図
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第 3 章検出された遺構と遺物

第127号住居跡出土遺物観察表 (PL.-)

目番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 須恵器 埋没土 口一高一底ー ①細・白色微鉱少量 ② 口縁部は内傾する。紐作り後、ロクロ整形（右

羽釜 鍔部片 酸化・硬 ③鈍い黄橙色 回転）。鍔は貼り付け。

2 須恵器 鼈内 口(162) ①普通・白色鉱少蘭 ② 紐作り後、ロクロ整形。

境 口～体½ 酸化・普通 ③明褐色

第128号住居跡

位置 2 区11C05 写真 PL.70 

形状 隅丸長方形を呈す。上面を削平されており各

壁の高さは数cmである。

面積 10.10吋 方位 N-80°-E

埋没土 上面にローム主体の堅くしまった層が確認

された。以下炭化物を含む黒色土が見られる。

床面 非常に堅く踏みしめられた、かなり粘性に富

A
 

む土を床面としており、全体的にやや凹凸が見られ

た。

鼈東壁の南隅寄りに作られている。上部構造は大

半削られていた。袖部の住居内への張り出しはほと

んど見られず、燃焼部内面には若干の焼土が見られ

た。

柱穴確認されなかった。

貯蔵穴 南西隅に掘り込まれていた。平面形はほぽ

g . 

06.

£8
[•T 

0 0 

A' 

I 
IX). 

| 
伍〕・

土層注記

1.黒色土若干の軽石混入。

2. 黒褐色土 軽石、ローム粒若干混入。

下層は 灰白色の粘土ブロック混入。

3. 黄褐色土 ローム粒主体のプロック状

を呈す。

4. 黒褐色土 ローム粒、軽石粒若干混

入。

5. 黒褐色土軽石若干混入、新しい掘

込。

6. 黒褐色土 ローム粒若干混入。

7. 黒褐色土 ローム粒若干混入。よくし

まっている。

A' 

゜
2m 

こ·
| 

鼈全長 62cm ' 土層注記

燃焼部長 52cm 呂 a. 黒色土軽石多鼠混入。
燃焼部幅 42cm 翌 ｰ b. 黒褐色土軽石、ローム粒若千混
焚口部幅 48cm よ

入。

C' C •黒褐色土軽石、ローム粒、若干の

焼土粒混入。よくしまっている。

d. 黒褐色土 C に類似。若干の粘土分

混入。

|こ ／噌
e. 黄褐色土 ロームプロック主体。

仁l· f.赤褐色土粘土性の焼土塊。
C L • 183 80 C' 仁・

d 

三 ゜
lm 

第389図 第 128号住居跡実測図
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第 5 節 平安時代の住居跡と遺物

円形を呈し、断面は摺鉢状となる。規模は径55cm 深 遺物 土師器甕の口縁部片、須恵器坪類がわずかに

さ 19cmを測る。底面に青灰色の粘土塊が出土してい 出土している。

る。 備考 出土土器から見て時期は 9 世紀後半と思われ

壁周溝確認されなかった。 る。 （小野）
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第390図 第 128号住居跡出土遺物実測図

第128号住居跡出土遺物観察表 (PL.1 69)

穏番号
器種

出土位置
口径尚さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 -6 口 (17.4) 高一 ①細・黒色微鉱微輩 ② 「コ」の字状口縁。紐作り。口縁部は横撫で。

甕 底一口縁部破片 酸化・普通 ③明赤褐色

2 須恵器 -2 口 13 2 高4 0 ①細・央雑物なし ②酸 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。整形後、静 底部に粘土板使

坪 底7.0 口～底％ 化・普通 ③鈍い褐色 止糸切り、最後に回転糸切り 用の様子が明確。

3 須恵器 +6 口一高一底 (5. ①細•黒色微鉱少屈 ② ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

坪 2) 底部 % 酸化・普通 ③鈍い橙色

4 須恵器 + 18 ロー高一底6.0 ①細・黒色微鉱少絨 ② ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

坪 底部 % 酸化・普通 ③鈍い橙色

5 須恵器 +9 胴部破片 ①細・白色鉱多鼠 ②還 外面胴部平行叩き。

甕 （縦9.0 横77) 元・硬 ③オリープ黒色 内面胴部青海波叩き。

6 紡錘車 +14 材質 緑色片岩。長さ35cm 幅2.4cm 厚さ 0.6cm 孔径 (0.6)cm 重さ 8 lg。長軸面、側面に研磨面が残る。製

破片 作時に剥離したものか。穿孔は、一方向より。

7 敲打石 + 1 材質 粗粒安山岩。長さ 6.0cm 幅81cm 厚さ 4.6cm 重さ 300g。図平面に敲打時にできた凹みあり。上方は、旧

時欠損か。

第132号住居跡

位置 2 区06Cl2 写真 PL.71 

形状竃部分のみ検出。面積不明方位不明

埋没土 竃の手前部分に若干のロームおよび焼土の

混合土層がわずかに見られた。

床面 ほとんどが失われている。

鼈 火床面・煙道部共に良く焼けている。煙道部は

かなり形状を留めている。

柱穴・貯蔵穴・壁周溝・遺物 確認されなかった。

備考 東傾斜地に位置しており、壁・床面は殆ど削

られていた。形状・規模等は不明であり、竃のみ残

存する住居跡である。時期は10世紀後半か。（小野）
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第 3 章 検出された遺構と遺物
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゜ 1: 1 2.5cm 

゜ 1 : 4 10cm 

土層注記

1.暗黒褐色土 若干の焼土、灰を混入。

2. 灰褐色土焼土粒、灰、炭化物混入。

3. 赤褐色土焼土、灰混入。

4. 赤褐色土焼土多屈に混入。

5. 焼土

゜ I : 3 10cm 

゜ lm 

第391 図 第 132号住居跡鼈実測図及び出土遺物実測図 (I)

第132号住居跡出土遺物観察表 (PL. 169)

第392図 第 132号住居跡出土遺物実測図 (2)

誨号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 術 頸部～胴部片 ①普通・灰色鉱少斌 ② 外面胴部縦箆削り。

甕 酸化・硬 ③暗褐色 内面胴部撫で。

2 土師器 鼈 口縁部破片 ①細・灰色微鉱少量 ② 内外共口縁部撫で。 金雲母混入。

坪 埋没土 酸化・普通 ③橙色

3 須恵器 窟外 口縁部破片 ①細・灰色鉱少星 ②還 紐作り後、ロクロ整形。 流れ込みか。

甕 -6 元・硬 ③灰色

4 有孔円 -10 長さ 2 7cm 幅1.7cm 厚さ 0.5cm 孔径0.4cm 重さ 3 6g。表裏面・側面は、刃物による削り調整。穿孔は、一方

板 向より。固上半及び下方左側は、調整時以降の欠損と思われる。古墳時代後期の所産であろう。

A
 

~:砲全長
1 燃焼部長
燃焼部幅

焚口部幅

A' 

/----

{ 

(116)cm 

(40)cm 

(36)cm 

} 
|／ー一一 土層注記

1. 黒褐色土

2. 黄褐色土

3. 黄褐色土

4. 赤褐色土

5. 黄褐色土

6. 焼土プロック

7. ロームプロック

125号件

L • 182.00 f":. _ 6, 7 4 _f>:-

疇
2m ゜

第393図 第 135号住居跡実測図

第135号住居跡

位置

形状

面積

不明。竃のみ検出した。

不明

埋没土

床面

鼈

柱穴・貯蔵穴・壁周溝

遺物

備考

2 区04C06

方位

写真 PL.71 

N-95ｰ-W 

竃部を除きほとんど残存しない。

残っていない。

西を向いている。燃焼部・煙道部は良好に残る。

燃焼部内に高さ 15cm程の片岩製の支脚を検出した。

確認されなかった。

出土は微量。

鼈手前に第125号住居跡が重複。時期は11世紀

（小野）前半か。
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第136号住居跡

位置 4 区15C07

形状不明

面積不明 方位不明

第 5 節平安時代の住居跡と遺物

鼈・柱穴・貯蔵穴・壁周溝確認できなかった。

遺物 内黒の須恵器碗（外面に墨書）・灰釉陶器底部

を出土している。

備考本住居跡は、第36号住居跡のセクション調査

埋没土 暗褐色土を主体とする土。白色小軽石を少 中に確認された住居跡で平面調査は行えなかった。

量含む。 第36号住居跡の埋没土中に本住居跡に伴うと考えら

床面確認面で第36号住居跡埋没土を60cm程掘り下 れる遺物が出土した。その遺物より本住居跡の年代

げ、ロームブロックを多量に含む暗黄褐色土を客土 観を 10世紀前半としたい。

して床面を形成している。

（鹿沼）

゜
2m 

土層注記

ヽづ 1.暗褐色土 白色小軽石少星混

2 (ｾI 入。

2. 暗褐色土 1 と類似。粘質。

3. 暗褐色土 ローム粒を微益含

゜ I : 3 10cm 

む。

4. 暗黄褐色土 ロームプロック多

星に混入、粘質で締りあり。

5. 暗黄褐色土 4 に類似。ローム

プロック少屈混入。粘質。

第394図 第 136号住居跡断面実測図及び出土遺物実測図

第136号住居跡出土遺物観察表 (PL. 169)

図番号
器種

出上位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 須恵器 埋没土 口15 5 高6.6 ①細・白色鉱少量 ②酸 ロクロ整形（右回転）。付高台。 内面は黒色処理

碗 底8.5 口～底 化・硬 ③黒色 墨書「得」か。

2 灰釉陶 埋没土 口一尚一 ①細・白色鉱少鼠 ②還 ロクロ整形（右回転）。

器皿 底（7.4) 底部 % 元・硬 ③灰白色
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第 3 章検出された遺構と遺物

第 6 節祭祀遺構と遺物

昭和62年度に行った調査において、 2 区02

C07~2 区08Cl0の範囲に土器片・滑石製模造品・滑

石チップ・エ作用石器類が、多量に出土した。特に、

滑石製模造品の中には臼玉・有孔円板・剣形・勾玉

とともに全国でも類例の少ない馬形が出土してお

り、この場所が祭祀と何等かの関係があることが判

明した。

この地は、本遺跡内に 2 つある舌状台地の、東側

の台地の東斜面肩部分に位置しており、本遺跡東端

の「田ノ入」という小字の小谷田（調査によって B

：＼．＼＼ヽ＼（

1 : 400 

疇祭祀遺構

第396図祭祀遺構周辺図

芦遺物集中地
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軽石に覆われた水田跡が確認された）に面した所に

ある。

調査の当初、西側の部分を 2 号土器集積と、また、

東側の部分を住居跡として処理して130号住居跡と

命名した。しかし、調査途中で、 130号は、住居跡で

はないことが判明したため、整理事業の段階で 3 局

土器集積と変更した（第397図、第398図参照）。以下、

2 号土器集積• 3 号土器集積として記載を進めて行

く。

本項では、1.出土状況 2 ．遺物数と組成 3. 

各遺物の特徴 に分けて事実記載のみ報告し、本遺

構のもつ特徴や時代的・全国的な位置付け、滑石製

模造品の製作工程については、項を改めて、第 4 章

で考察することとする。

第 6 節祭祀遺構と遺物

出土していることが解る。また、 2 号土器集積

の最も標高値の高い部分の遺物分布が土坑のよ

うな掘り込み状を呈している。

③ 分布図をよく見ると 2 号土器集積は、 2 群に

分かれている。

④ 2 号土器集積と 3 号土器集積の中間に須恵器

大甕が 1 個体潰れた形で、あたかも 2 つの遺構

の境界を意味するが如く、出土しており、その

東隣には須恵器大甕を支えるように石が集中し

て出土した。

⑤ それぞれの遺構の出上土器は、そのほとんど

が粉々に割れた状態で出土している。

⑥ 2 号土器集積の調査の過程で、遺物を 1 点 1

点取り上げていき、遺物が出土しなくなった段

階で楕円形の掘り込みが確認されたが、それが

明確な遺構かは不明である。

⑦ 3 号土器集積の遺物は、須恵器大甕を中心に

扇形に広がっているが、特に集中する部分は円

1. 出土状況

出土状況の特徴は、次のようにまとめられる。

① 第398図をみて解るとおり、 2 号土器集積•3

号土器集積共に大変多くの土器片を中心に滑石

製模造品・滑石チップ・エ作用石器類が分布し

ている。 2. 遺物数と組成

形を呈している。

② 第399図のエレベーションを見るとそれぞれ 2 号土器集積と 3 号土器集積の遺物数は、第 6 表

の遺物が層をなして分かれておらず、混在して の通りである。両方とも同様の遺物が出土している

\ 
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第397図祭祀遺構遺物分布模式図
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第 3 章検出された遺構と遺物

が、詳しく見ると遺物の組成に違いがみられる。ま

た、 1 ー③で示したとおり、 2 号土器集積は、 2 つ

の群に分かれており、さらに、 3 号土器集積は、分

布状況では区別ができないが、土器の年代のピーク

が 2 つあることから、全体を 4 群に分けて遺物数と

組成の違いを記したい。したがって、 2 号土器集積

土師器片 坪・甕・手捏土器

須恵器片 坪・甕・盤・壺・高坪•平瓶

工作用石器工作台 1 

敲打石 2 

砥石 5 

を I 群と II 群に、 3 号土器集積をIII群と IV群に分け IV群 (3 号土器集積に含まれる）

る。 土師器片坪・甕

I 群 (2 号土器集積に含まれる）

滑石製模造品 馬形 12

完形と思われるもの 7 

頭部のみ 5 

（完形品の中に鳥形と思われるもの 2 点ある）

臼玉 1 

有孔円板 7 

剣形 3 

チップ・未成品 68 

土師器片坪・甕・手捏上器

須恵器片坪・甕．盤

工作用石器敲打石 2 

砥石 3 

II 群 (2 号土器集積に含まれる）

滑石製模造品 有孔円板 5 

剣形 3 

チップ・未成品 47 

土師器片 坪・甕・手捏土器

須恵器片坪・甕

工作用石器工作台 3 

敲打石 12 

砥石 1 

III群 (3 号土器集積に含まれる）

滑石製模造品 勾玉 6 

臼玉 1 

有孔円板 53 

剣形 17 

チップ・未成品 142 

364 

須恵器片坪・甕

※ 2 号と 3 号土器集積の中間の須恵器大甕は

III群に含めてある

2 号土器集積に注目すると、第398図にみられると

おり、土師器坪が 3 枚重なった状態で出土したり、

土師器甕の下半部が出土しているなど、概して、 I

群のD-6 に残りの良い土器が集中し、 II群は、小

破片がほとんどであり、 D-5 、 E- 5 に集中して

いると言える。また、 I 群では、坪類が集中してい

る地点を中心に滑石製模造品も集中しており、馬形

もすべて、そのまわりから出土している。

さらに、遺物のレベルを投影した第399図エレベー

ション図を見る限り、滑石製模造品と土器は、層で

分かれず混在している。したがって、滑石製模造品

の年代と土器のそれとは、同一と考えたほうが良い

であろう。また、馬形の中に、レベル差が50cmほど

あるものがあり、これは、 1 回ではなく、数回の祭

祀行為を示唆するものであろうか。

II群には滑石製模造品を製作する時に使用された

と考えられる敲打痕や磨耗痕のある石が集中して出

土している。これらの石は、エレベーションで見る

限り、全体に土器や滑石製模造品より浮いた状態で

出土していることがわかる。これは、土器や滑石製

模造品の堆積と工作用石器の堆積には時間差がある

ことを意味しているであろう。

また、 l 群と II群の中から出土した土器のうち、

接合したものがあり、地形や遺物出土状態から、そ

れらは、本来は、 I 群にあった土器片が II群に流れ
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第399図 祭祀遺構遺物エレベーション図
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第 6 節祭祀遺構と遺物

第 6 表祭祀遺構出土遺物数一覧

こ 馬 形 勾 玉 臼 玉 有孔円板 剣 形 未成品・チップ 土師器 須恵器 工作用石

2 号
12 1,533 131 21 

土器集積
12 

゜
1 6 115 

3 方ロ 53 

゜
6 

1 （フクド 10)土器集積

17 

（フクド 4)
142 3,050 502 8 

合 計 12 6 2 65 23 257 4,583 633 29 

第 7 表祭祀遺構グリッド別出土遺物数一覧

〉種類
馬 形

グリッド＼
勾 玉 臼 玉 有孔円板 剣 形 未成品・チップ 工作用石

B-2 3 

B-3 2 

C-2 2 7 2 

C-3 1 5 2 15 1 

C-6 I 1 

D-1 1 2 

D-2 2 10 2 19 2 

D-3 2 I 13 6 30 3 

D-4 5 2 16 

0-5 2 3 I 26 11 

D-6 10 7 3 65 4 

E-2 1 2 2 

E-4 1 

E-5 2 2 21 1 

E-6 3 4 

フクド 10 4 51 

合 計 12 6 2 65 23 257 29 
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第 3 章検出された遺構と遺物

込んで行ったものと考えられる。

次に、 3 号土器集積に目を向けると、土器は、土

師器も須恵器も完形品あるいは完形品に近いものは

ほとんど無く、接合するのが困難なほど、細片に割

れていた。特に、 C - 2 、 C - 3 、 D- 2 、 D-3 

に集中している。また、そのうち、須恵器片の土器

3. 各遺物の特徴について

2 号土器集積• 3 号土器集積より出土している遺

物について、種類別に分け、滑石製模造品・エ作用

石器類・土器の順にそれらの特徴を記していきたい。

尚、個々については、遺物観察表を参照されたい。

(1) 滑石製模造品

片全体に占める割合は、 14％であり、非常に高い出 ①馬 形

土量ということが言え、 1 点 1 点の破片の大きさも

土師器に比べると大きいものが多い。

滑石製模造品については、 2 号土器集積が、馬形

を出土しているのに対して、 3 局土器集積は、勾玉

を出土していることが特徴である。また、共に臼玉

は 1 個ずつであるが、剣形は 2 号の 3 倍、有孔円板

に至っては 5 倍ほどの量を出上している。その分布

状況をさらに詳しく見ると、第 7 表のように C- 3 、

D-2 、 D- 3 、 D- 4 からの出土が多く、これは、

土器の場合とほぼ一致する。また、エレベーション

を確認すると、 2 号土器集積と同様に土器と滑石製

模造品が混在していることがわかる。

前述したとおり、 3 号土器集積は、土器の年代の

ピークに 2 つあることから、 III群と IV群の 2 群に分

けたが、概して、 IV群の土器は、エレベーションの

上方に位置しており、あとからの流れ込みの可能性

が強い。また、 2 号土器集積出土の滑石製模造品と

3 号のそれは、整形技法が双方とも刃物による削り

調整であり、中には形のよく似た製品もあることな

どから、双方の滑石製模造品は、ほぼ同時期に製作

された可能性が強い。また、 2 号と 3 号の滑石製模

造品の接合を試みたところ、およそ 6m離れた剣形

状製品が接合した。したがって、 3 号の滑石製模造

品はIII群に引かれることになる。また、土器の年代

観からも I 群、 II 群、 III群は、ほぼ同時期のものと

言うことができる。

工作用石器類は、 2 号に比べて、数が少ないが、

工作台・敲打石・砥石とセットが揃って出土してお

り、特に、工作台兼砥石の中に、滑石製模造品の穿

孔時に用いたと思われる逆円錐形を呈した使用痕を

持つものが存在する。
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滑石製馬形には大きく分けて裸馬形（鞍無馬形）

と飾馬形（鞍付馬形）の 2 種類があると言われてい

る。 2 号上器集積の I 群より出土した馬形の数は、

完形品あるいは完形品に近いもの 7 頭部 5 である

が、そのうち、完形品の馬形は、裸馬形である。頭

部のみの馬形は、裸馬形か飾馬形か判別しかねる。

また、すべて、足の表現はない。さらに、頭部を表

現した馬形について接合を試みたが、馬形頭部と胴

部が接合したものが 3 点、頭部の接合したものが 1

点あった。総数12点の馬形について整形技法で分類

してみると 4 形態に分けることができる。以下に、

その形態毎に特徴を述べておく。

A類（第401図 1 • 2 • 4) 

実測図 l に代表されるように背部と顎下端部に深

い切り込みを入れて頭部・頸部・胴部を表現してい

る馬形であり、さらに、頭部・胴部側面の一部を削っ

てあるほかは自然面が残っている。目・ロの表現は

見られない。また、 A類に関する限り、断面でも明

らかのように、頭部を左に向けた場合、手前側面が

ほぽ平らにできているのに対して、裏面は、やや張

り出している。

B類（第401 • 402図 3 • 6 • 9 • 11) 

背部と顎下端部に切り込みを入れて頭部・頸部・

胴部を表現している点はA類と同じであるが、調整

の段階で削りの技法で全面を小刻みに面取りしてい

る点は大きく違う。目・ロの表現は無い。

C類（第401 • 402図 5 • 7 • 8 • 10) 

背部・顎下端部に切り込みを入れた後、頭部・頸

部・胴部の外周をぐるりと 1 周、削りで調整してい

る。また、両側面も削りでほぼ平らに調整してある。

D類（第402図 12)
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おそらく、頭部を意識していると思われるが、顎 ③ 臼 玉

下端部のみに削りをいれている馬形である。ただ、 2 号・ 3 号両方とも、 1 個ずつ出土している。共

剥離片の可能性が多分にあり、 A~C類のいずれか に径 8 mmを測る、比較的大きな製品である。整形は、

に含まれるものかもしれない。 上・下面は、刃物による削り調整であり、側面は、

研磨による調整である。管玉を切断して臼玉とした

これらの整形技法の違いは、製作者の癖としてと 可能性が高いか。

らえるべきであり、祭祀の回数や馬形の意味の違い

を示すものと考えないほうがよいであろう。

ただ、 B類の 3 • A類の 4 の馬形は、他の馬形と

器形が違う。 1 や 2 のような完形品の馬形が基本的

な形状であるとするならば、わざわざ 3 • 4 のよう

な馬形を作るのは不自然である。そこで、ここでは、

他の遺跡より出土している木製品の器形と類似して

いることから、 3 • 4 は鳥形の可能性を上げておき

たい。

また、頭部のみの馬形が、 5 点あることについて

は、 6 • 9 のように、頸部端部も刃物による削りを

入れているものがあることから、·頭部のみで馬形を

表現しているものと、 10 • 11 • 12のように頸部から

胴部にかけて割れており、調整時には、ほぼ完形品

であったと思われるものの 2 通りがあることと解釈

できる。さらに、接合した馬形が 4 点あるが、すべ

て調整した後に、割れたか割ったかしたものと考え

られる。滑石の摂理に沿って割れているもの、摂理

に反して割れているものの両方あり、故意に割った

か否かについては不明である。

②勾玉

④ 有孔円板

2号・ 3 号とも出土している滑石製模造品の中で

は最も量の多いものである。概して、 2 号のほうが

完形品が多く、 3 号の方に欠損品が多い。形状につ

いて分類すると以下のようになる。

A類 (2 号ー18 • 20 、 3 号ー18 • 8 • 26 • 35 • 40) 

比較的大振りのもの。上下平面や側面を比較的丁

寧に削り調整してある。

B類 (2 号 24 、 3 号 19 • 20) 

小振りなもの。上下平面や側面を比較的丁寧に削

り調整してある。

c類 (2 号ー16 • 21 • 22 • 23 、 3 号一 9 • 24 • 27) 

A類と B類のほぽ中間の大きさのもの。上下平面

と側面は、比較的丁寧に削り調整してある。

D類 (2 号 14 • 15 、 3 号 10 • 14 • 28 • 43) 

有孔円板と言うよりも有孔方板と言った方が適切

と思えるもの。上下平面と側面は、比較的丁寧に削

り調整してある。

E類（ 2 号一17 • 19 、 3 号ー15 • 21 • 30) 

板状に形割りしてあるものに穿孔を施してあるも

の。上下平面は、部分的に削り調整してあるが、側

3 号土器集積より 6 点出土しているが、そのうち、 面は、ほとんど削り調整していない。ただ、側面は、

完形品と思われるもの 1 調整後に欠損している可能性もある。

破損しているもの 5 

である。それらのすべては、断面が板状を呈してお

り、全体の形も偏平をしている。整形は、刃物によ

る削りで仕上げている。穿孔は、 1 は、一方向であ

るが、他の 5 点は両方向から行っている。破損して

いる 5 点に関しては、調整時以降や穿孔時以降に割

れたと考えたほうが、スムーズに理解できるものば

かりである。

穿孔方向は、一方向穿孔と両方向穿孔と一方向穿

孔したのちに終孔部の欠けを反対面から修正してい

るものの 3 通りがある。また、特に、完形品は少な

く、半分に割れているもの、縁辺部が割れているも

のなどが多く出土している。削り調整時や穿孔時に

割れたというよりも、それら以降に割れたと考えた

ほうがスムーズに理解できるものがほとんどであ
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る。

⑤剣形

②工作台

2 号から 3 点、 3 号から 1 点出土している。上平

面や側面に敲打された時のくぼみ痕や剥離痕があ

ほとんど完形品といえるものがなく、みなどこか る。大きさや重さから地面に据えて使用した可能性

欠損している。また、穿孔してあるものは、全くな が高い。材質は、粗粒安山岩・黒色片岩・牛伏砂岩

い。それらを形状で分類すると以下のようになる。 などである。

A類 (2 号ー26 • 30、 3 号 55 • 56 • 61) 

断面が板状を呈しているもの。上下平面や側面は

丁寧に削り調整してある。

B類 (2 号ー28 • 29、 3 号 52 • 53 • 54 • 58) 

断面が板状というよりも楕円形というように A類

よりも厚く丸みを帯びた形状をしているもの。上下

平面や側面は小刻みに削り調整してある。

C類 (2 号ー27、 3 号一64)

形割りの段階でほぼ終了しており、上下平面や側

面の一部に若干の削り痕が見られるもの。

⑥ 滑石製未成品

一部分に削り調整した面があるものの、成品とし

てとらえがたいものがある。成品の中に欠損してい

るものが多く、接合を試みたが、接合しなかった。

しかし、未成品の削り面から察するに、これらは、

削り調整以後に欠損したものと考えられる。

(2) 工作用石器類

2 号・ 3 号共に工作時に利用したと思える石器類

が出土している。それらを分類すると以下のように

なる。

①敲打石

2 号から 14点、 3 号から 2 点出土している。すべ

て両端部に敲打した時の剥離痕が見られ、中には側

面にまで及んでいるものもある。長さは、最小 8cm

最大でも 16cmであり、みな、大人の手でちょうど持

ち易い大きさを呈している。おそらく、荒割や形割

の段階で使用されたものと考えられる。材質は、雲

母石英片岩・黒色片岩・デイサイトなどである。
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③砥石

2 号から 5 点、 3 号から 5 点出土している。材質

は、砂岩・粗粒安山岩・デイサイト・流紋岩である。

研磨面のあるもの、刃ならし傷のあるもの、穿孔時

に関連するものなど、主に金属を主体とするものが

目立つが、金属以外のものもある。これらの中には

工作台としても、兼用されたものがある。

(3) 土器類

2 号・ 3 号土器集積は、「土器集積」と名付けたと

おり、土器が多量に出土している。 2 号からは、破

片数にして1,664点、 3 号からは、 3,552点である。

また、それらの組成は、 2 号は土師器甕・坪・手捏

土器、須恵器甕・坪．盤、 3 号は、土師器甕・坪．

手捏土器、須恵器甕・坪．盤・壺・高坪•平瓶であ

る。全体的に粉々に破砕しているため、形をとらえ

ることのできる個体は少ない。また、それぞれ上器

の中の須恵器の占める割合は、 2 号は 8 ％弱、 3 号

は14％強であり、特に 3 号には甕類を中心として大

きな破片が多い。その中から、本遺構を代表するよ

うな須恵器を抽出して、胎土分析を行った。その詳

細については附編第 1 節を参照されたいが、地元の

乗附・秋間・吉井•藤岡の各窯跡群からの搬入の他

に、精緻な須恵器の中に東海からの搬入の可能性の

あるものも含まれていた。

これらの年代観については、 2 号では、土師器坪

が比較的残りがよく、 926点の内、明らかに時期の違

うものは、僅かに 5 点のみであり、あとは、すべて、

鬼高 II • III の時期に比定することができるものであ

る。須恵器坪類も陶邑TK-209から TK-217の間

に比定できるものであり、実年代を 6 世紀末から 7



世紀第 2 四半期におさえることができる。 TK-217 

は最近の研究で年代を下げる見解がでているが、 7

世紀第 3 四半期を下ることはないと思われる。また、

T K-217に比定されるものは、 No.1 04の須恵器坪

蓋•No.1 05須恵器盤と数が少なく、全体として見た場

合、 7 世紀前半にピークがあると思われる。さらに、

No.104 は、 3 号土器集積フクドの須恵器坪蓋と接合し

ている。

3 号では、土師器や須恵器に時期的に 2 つのピーク

がある。 1 つは、 2 号とほぽ同じ 7 世紀前半の時期

(III群）、もう 1 つは、 8 世紀にはいるような時期(IV

群）であるが、数量的な面では 7 世紀前半のものが

多く、また、 8 世紀代の土器は、エレベーションで

見る限り、全体に比較的上方より出土している。

さらに、 2 号・ 3 号とも、手捏土器が出土してい

るが、器形が、双方とも大振りで、底部に木葉痕が

あるものが多いなどよく似ている。

第 6 節祭祀遺構と遺物

③ 滑石製模造品は、全体に丁寧な作り方をされて

いないこと。

④ 滑石製模造品は、祭祀終了時あるいは終了時以

降に破損しており、製作途中で割れたものではな

いと思われること。

⑤ 滑石製模造品を製作するときに使用されたエ作

用石器類も同じ場所より出土していること。

⑥ 土器類は、全体的に残りが悪く、粉々に破砕し

て出土していること。その中で 2 号土器集積から

は、土師器坪が数枚重ねられた状態で出上してい

るものがあったこと。

⑦ 本遺構は、祭祀行為の最終段階、すなわち、祭

祀時に使用した祭祀用品を棄てた場所であること

は間違いないが、一方、この場所で祭祀を行った

のかどうかについては、出土状況からは、判断す

ることができなかった。

⑧ 遺物巌や出土状況、若干の土器形式の違いなど

から、祭祀行為は、 1 回のみでなく、少なくとも

以上から本遺構を次のようにまとめることができ 数回行われていると言える。すなわち、この場所

る。 が、祭祀用品を廃棄あるいは遺棄する場所である

①土器と滑石製模造品を祭祀時に神に供献してい ということを当時の人々は意識していたといえ

ること。 る。

② 滑石製模造品の中では、 5 世紀以来の勾玉・臼 ⑨ 2 号土器集積と 3 号土器集積は、出土遺物の共

玉・剣形・有孔円板を用いた祭祀の中に、馬形と 通性から同一の神を対象とした祭祀遺物の集積で

いう新しい要素が導入されたこと。なお、整形• あり、この祭祀が行われた時期は、出土土器から

調整技法は、すべて同様で、基本的に削り調整で 7 世紀前半と思われること。 （鹿沼）

ある。
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第408図 2 号土器集積出土遺物実測図 (8)

2 号土器集積出土遺物（滑石）観察表（PL.171, 172, 173, 174, 175) 

目番号 器種名称 出土位置 特 徴（単位cm)

1 馬 形 2 区07C 長さ 9.4 幅 3 2 厚さ 1.4 重さ 55 lg。板状に形割りされた滑石の上方側面中央と下方側面左側に刃

滑石製 09(D-6) 物によって切り込みを入れ、馬の頭部・頸部・胴部を表現。頭部側面、上・下平面は、一部削り。他は、原石面。

2 馬 形 2 区07C 長さ 7.3 幅 2 9 厚さ 1.2 頂さ 28.6g。板状に形割りされた滑石の下方側面左側に刃物による切り込

滑石製 09(D-6) みを入れ、馬の頭部、頸部を表現。背部は、原石面。頭部側面、上・下平面一部に削り調整。頭部は、一部接合。

3 馬 形 2 区07C 長さ 5.8 幅 2 8 厚さ 1.1 重さ 29 lg。板状に形割りされた滑石の上方側面中央と下方側面左側に刃

滑石製 09(D-6) 物で切り込みを入れ、頭部・頸部・胴部を表現。全面、小刻みに削りによる面取り調整。鳥形の可能性もある。

4 馬 形 2 区07C 長さ 7.9 幅 5.5 厚さ 1.1 重さ 51 6g。板状に形割りされた滑石の上方側面ほぼ中央と、下方側面右

滑石製 09(D-6) 側に切り込みを入れ、頭部・頸部・胴部を表現。右端部は剥離。上・下平面、一部削り調整。鳥形の可能性あり。

5 馬 形 2 区07C 長さ 8.8 幅 4 3 厚さ 1. 2 重さ 60.2g。板状に形割りされた滑石製の右側面を除き、側面、上・下平

滑石製 09(D-6) 面を削り調整。 3 個体、接合。 3 個体とも、出土位置は、 lm以内の距離。上方側面ほぽ中央と、下方側面右側

に、切り込みを入れ、頭部・頸部・胴部を表現。接合面は、ほぽ板状に形割された、節理に沿っている。割れ

は、調整時以降と思われるが、どのような方法で割れたのかは不明。

6 馬 形 2 区07C 長さ 6 7 輻 3.0 厚さ 1.0 重さ 34.3g。板状に形割りされた滑石の側面全周を削り調整している。図

滑石製 09(0-6) 下方側面は、切り込みを入れ、頭部と頸部を表現。上・下平面は、一部を除き、削り調整。頭部のみで馬を表現。

7 馬 形 2 区07C 長さ 5.8 幅 2.6 厚さ 1 1 重さ 20.6g。板状に形割りされた滑石の上方右側面と下方左側面の 2 箇所

滑石製 09(D-6) に切り込みを入れ、頭部・頸部・胴部を表現。右端部、接合。側面、上下平面、削り調幣。欠損は、調整時以降。

8 馬 形 2 区08C 長さ 6.1 幅 2.1 厚さ 0 8 重さ 14.7g。板状に形割りされた滑石の上方右側面、下方左側面に刃物で

滑石製 09(D-7) 切り込みを入れ、頭部・頸部・胴部を表現。さらに、頭部側面、上・下平面一部を削り調整。胴部は、一部で接合。, 馬 形 2 区07C 長さ 3.6 幅 2.1 厚さ 0.8 重さ 10.3g。板状に形割りされた滑石の上方側面は、削り調整。下方側面

滑石製 09(D-6) は、切り込みを入れて、頭部・頸部を表現。胴部表現はしていない。上・下平面は、削り調整。右端は、剥離。

10 馬 形 2 区06C 長さ 3.6 幅 2 7 厚さ 0.6 重さ 10.0g。板状に形割りされた滑石の上方側面は、削り調整。下方側面

滑石製 09(D-5) は、切り込みを入れて、頭部・頸部を表現。胴部表現はしていない。上平面は、剥離面。下平面は、一部削り調整。

11 馬 形 2 区07C 長さ 4 8 幅 3 0 厚さ 0.9 重さ 17.3g。板状に形割りされた滑石の上方側面・下方側面左側に刃物で

滑石製 09(0-6) 切り込みを入れ、頭部・頸部・胴部を表現。全面を刃物による削り調整。右端部は、調整時、剥離欠損か。
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厨叫器種名称 I 出土位置＿1 特 徴（単位cm)

12 馬 形 2 区06C 長さ 4 3 幅 2 2 厚さ 0 9 重さ 8 5g。上・下平面は、剥離がはなはだしいため、明確ではないが、下

滑石製 09(0-5) 方側面に、他の馬形と同様な、切り込みや、削り調整があり、馬形の頭部であると思われる。

13 臼 玉 2 区07C 径 1.1 厚さ 0.6 孔径 0 4 重さ 1 lg。上・下平面は、刃物による削り調整。側面は、研磨。穿孔は、

滑石製 OS(C-6) 一方向。比較的大振りの成品。

14 有孔円板 2 区07C 長さ 2 8 幅 2 6 厚さ 0 5 孔径 0 5 重さ 5 8g。図下面の一部を削り調整。側面は、図下部分を除

滑石製 09(D-6) いて、削り調整。剥離は、整形後か。穿孔は、両方向より。

15 有孔円板 2 区07C 長さ 3 0 幅 2 2 厚さ 0 6 孔径 0 4 重さ 6.8g。図下面の一部を削り調整。側面は、図右下部を除

滑石製 09(0-6) いて、削り調整。剥離は、整形後か。穿孔は、両方向より。

16 有孔円板 2 区07C 長さ 3 0 幅 2 7 厚さ 1 1 孔径 0 2 重さ 6.3g。平面は、上・下とも、原石面。側面は、図の左右

滑石製 09(D-6) 部分を削り調整。他は、原石面。穿孔は、両方向より。

17 有孔円板 2 区07C 長さ 2 7 幅 2 3 厚さ 0 7 孔径 0 2 重さ 6 4g。側面の一部は、削り調整。他は、すべて、原石面。

滑石製 09(0-6) 穿孔は、両方向より。

18 有孔円板 2 区07C 長さ 3 9 幅 3.4 厚さ 0 5 孔径 0 3 重さ 9.3g。上・下平面の一部、側面の一部を削り調整。他の

滑石製 09(D-6) 部分は、剃離のため、不明。穿孔は、両方向より。

19 有孔円板 2 区06C 長さ 4 5 幅 3 4 厚さ 1 1 孔径 0 3 重さ 18.6g。上・下平面は、削り調整。側面は一部に削り痕が

滑石製 09(0-5) ある他は、すべて、欠損面か。穿孔は、両方向より。取上番号 S-155 と接合。

20 有孔円板 2 区06C 長さ 3 7 幅 3 4 厚さ 0 8 孔径 0.4 重さ 15 Og。上・下平面、側面、すべて、削り調整。有孔円板

滑石製 lO(E-5) の中では、最も形状が整っている。穿孔は、両方向より。

21 有孔円板 2 区06C 長さ 3 0 幅 2.6 厚さ 0.6 孔径 0 2 重さ 7.8g。上・下平面は、原石面。側面の半分程に削り調整

滑石製 JO(E-5) が施こされ、整形されている。穿孔は、一方向からで、非常に小さな孔である。

22 有孔円板 2 区06C 長さ 2 8 幅 2 3 厚さ 0 5 孔径 0 3 重さ 4.9g。上・下平面は、原石面。上平面一部に、 U字状の刃

滑石製 lO(E-5) 物の傷痕残存。側面は、削り調整。穿孔は、両方向より。

23 有孔円板 2 区06C 長さ 3.0 幅 2 2 厚さ 0 8 孔径 0 2 重さ 5.2g。上・下平面の一部に削り調整。他は、原石面。側

滑石製 09 (D-5) 面は、一部に削り調整。穿孔は、両方向より。

24 有孔円板 2 区07C 長さ 1.9 幅 1 0 厚さ 0 8 菫さ 1 3g。半欠。下平面、右側面は、削り調整。穿孔は、一方向からか。

滑石製 09(0-6) 

25 有孔円板 2 区07C 長さ 2.6 幅 1 6 厚さ 0 5 孔径 一 重さ 3 lg。半欠。上・下平面は、原石面。側面は、半分程、削

滑石製 09(0-6) り調整。穿孔は、両方向より。半割りは、整形後か。

26 剣 形 2 区07C 長さ 2.9 幅 1.8 厚さ 0.4 重さ 3.4g。上・下平面、左右側面、削りによる調整。鍋の表現はなく、扁

滑石製 09(D-6) 平である。上方側面、下方側面は、整形後、欠損か。

27 剣 形 2 区07C 長さ 4 3 幅 2.0 厚さ 1.1 重さ 9.8g。上平面一部に、削り調整。他は、すべて、形割りの状態。鏑の

滑石製 09(D-6) 表現があり。また、全体の形状から、剣形と考えられる。

28 剣 形 2 区06C 長さ 8 1 幅 2.1 厚さ 1.1 重さ 26.3g。上・下平面、左右側面は、削り調整。部分的に原石面が残る。

滑石製 09(0-5) 上方側面は、 3 号土器集積No.54 と接合。調整時以降の割れか。穿孔はなし。 No54に敲打された痕あり。

29 剣 形 2 区06C 長さ 3 0 幅 2 2 厚さ 7 5 重さ 8 lg。上・下平面、左右側面、削りにより、小刻みに面取りがされて

滑石製 lO(E-5) いる。図上方は、整形後、欠損か。穿孔は、なし。

30 剣 形 2 区06C 長さ 3.0 幅 1.5 厚さ 4.5 重さ 2 6g。図左右側面は、削り調整。他はすべて、原石面。形状から、剣

滑石製 10 (E-5) 形と思われる。穿孔は、なし。

31 剣 形 2 区07C 長さ 3.3 幅 1 7 厚さ 0 8 重さ 4 9g。上・下平面とも、削り調整。鏑の表現があり、剣形と思われる。

滑石製 09(0-6) 穿孔は、なし。

32 滑 石 2 区06C 長さ 2.7 幅 1 4 厚さ 0 8 重さ 4 lg。上・下平面とも、削り調整。左右側面は、剥離。なにかの整品

未成品 10 (E-5) の一部の可能性あるが、不明。

33 滑 石 2 区06C 長さ 3.3 幅 2 0 厚さ 1 1 重さ 8 3g。図左側面のみ、刃物による削り痕があるほかは、すべて、原石

末成品 09(0-5) 面。形状より、剣形を意図したものか。

34 滑 石 2 区07C 長さ 3 5 幅 2.2 厚さ 0.7 重さ 6.8g。上・下平面、右側面は、削り調整。形状から、剣形の未成品の

未成品 lO(E-6) 可能性が大きい。

35 滑 石 2 区07C 長さ 2 2 幅 1. 4 厚さ 0.7 重さ 2.0g。上・下平面は、削り調整。右側面は、剥離。鍋があることから

未成品 09(D-6) 剣形の未成品の可能性が大きい。

36 滑 石 2 区07C 長さ 2.1 幅 1.3 厚さ 0.7 重さ 2.7g。上・下平面、右側面は、削り調整。左側面は、整形後、欠損か。

未成品 lOCE-6) 形状から、剣形の未成品の可能性が大きい。

37 滑 石 2 区07C 長さ 4 7 幅 2.7 厚さ 0.8 重さ 14 9g。荒割りの状態で、削り痕はなく、原石面のみである。

チップ 09(D-6) 

38 滑 石 2 区07C 長さ 3 4 幅 2.2 厚さ 0.8 重さ 8.3g。荒割りの状態で、削り痕はなく、原石面のみである。

チップ 09(D-6) 

39 滑 石 2 区07C 長さ 3 3 幅 2.8 厚さ 0.7 重さ 5.9g。荒割りの状態で、削り痕はなく、すべて、原石面のままである。

チップ 09(D-6) 

40 滑 石 2 区07C 長さ 3 4 幅 2 1 原さ 0.7 重さ 6 Og。荒割りの状態で、削り痕はなく、すべて、原石面のままである。

チップ 09(D-6) 形状から、剣形を意図した荒割りか。

41 滑 石 2 区07C 長さ 3 2 幅 2 6 厚さ 9 5 重さ 9 6g。荒割りの状態。形状から、有孔円板か、剣形を意図したものか。

チップ 09(D-6) 
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42 滑 石 2 区07C 長さ 3.6 幅 2.0 厚さ 0 8 重さ 6.8g。荒割りの状態で、削り痕はなく、すべて、原石面のままである。

チップ 09(D-6) 形状から、剣形を意図した荒割りか。

43 滑 石 2 区07C 長さ 2 6 幅 1.8 厚さ 1 0 重さ 5.5g。荒割りの状態で、削り痕はなく、すべて、原石面のままである。

チップ 09(0-6) 

44 滑 石 2 区07C 長さ 3.1 輻 2 1 厚さ 0.9 重さ 6 8g。荒割りの状態。形状から、剣形を意図したものか。

チップ 09(D-6) 

45 滑 石 2 区07C 長さ 3.2 幅 1 6 厚さ 0.8 重さ 4.5g。荒割りの状態で、削り痕はなく、すべて、原石面のままである。

チップ lO(E-6) 形状から、剣形を意図した荒割りか。

46 滑 石 2 区06C 長さ 2 2 幅 1. 5 厚さ 0 5 重さ 2.2g。図上・下平面及び右側面に、刃物による削り調整。その他は、

未成品 09(D-5) 原石面。何かの製品から、剥離した可能性が高い。

47 滑 石 2 区06C 長さ 2 8 幅 2.2 厚さ 1 1 重さ 8 5g。上・下平面の一部を削り調整。他は、原石面。

チップ 09(D-5) 

48 滑 石 2 区06C 長さ 2 9 幅 2.1 厚さ 0.7 重さ 6.4g。荒割りの状態で、削り痕はなく、すべて、原石面のままである。

チップ lO(E-5) 形状から有孔円板か剣形を意図した荒割りと思われる。

49 滑 石 2 区06C 長さ 3 8 幅 2.6 厚さ 1 3 重さ 14.3g。荒割りの状態で、削り痕はなく、すべて、原石面のままであ

チップ 10 (E-5) る。

50 滑 石 2 区06C 長さ 2.4 幅 1 0 厚さ 0.5 重さ 1 8g。図右側面に、刃物による削り調整がある。左側面は、剥離面。

未成品 lO(E-5) 形状から、有孔円板から、剥離したものか。

2 号土器集積出土遺物（エ作用石類）観察表 (PL.176, 177, 178) 

図番号 器種名称 出土位置 特 徴（単位cm)

51 用途不明 2 区06C 材質 黒色片岩。 長さ 6.8 幅 5.9 厚さ 2.0 重さ 117g。左図平面ほぽ中央に 1 箇所凹みあり。側面

09(D-5) に若千の剃離痕あり。工作台、敲打石として、利用された可能性がある。

52 砥 石 2 区07C 材質 粗粒安山岩。長さ 8.5 幅 6 6 厚さ 4.3 重さ 298g。川原石の利用。使用面は、表裏にあり、他

OS(C-6) は原石面。使用面は、滑沢があり、凹みにも及ぶため、主体は、木・皮などの軟質物質。

53 砥 石 2 区07C 材質 デイサイト。長さ 6.4 幅 3 6 厚さ 1 6 重さ 47g。川原石の利用。円礫の表裏の破線内に滑沢

09(D-6) の個所あり。研磨面が少ないため、主体は、不明。

54 砥 石 2 区06C 材質砂岩。長さ 6 1 幅 4.0 厚さ 2.0 重さ 52g。川原石の利用。図上方に原石面あり。図中の条痕

10 (E-5) は、刃ならし傷。金属研磨については、全体に荒れていて、不明瞭。

55 砥 石 2 区06C 材質流紋岩。長さ 4.3 幅 2 6 厚さ 1 1 重さ 18g。 川原石の利用。右側部は、旧時欠損。使用面

09 (D-5) は、表裏にあり。表側は、ヒケ傷。裏側は、刃傷、ヒケ傷。主体は、小型のため、不明。

56 敲打石 2 区07C 材質 黒色片岩。長さ 12.1 幅 5 1 厚さ 4 5 重さ 454g。側面の両端部に敲打時の剥離痕あり。裏面

09(0-6) 側部にも、剥離痕あり。

57 敲打石 2 区06C 材質 雲母石英片岩。長さ 16 6 幅 6.3 厚さ 3 9 重さ 577g。図両端部及び平面下方側面に敲打時の

09 (D-5) 刻離痕あり。

58 敲打石 2 区06C 材質 黒色片岩。長さ 15.5 幅 4 7 厚さ 2 2 重さ 272g。図両端部及び平面上方側面に敲打時の剥離

09 (D-5) 痕あり。

59 敲打石 2 区06C 材質 雲母石英片岩。長さ 14 3 幅 6.1 厚さ 1 9 重さ 220g。図上・下側面に敲打時の剥離痕あり。

09(D-5) 左端部にも剥離痕あり。

60 敲打石 2 区06C 材質 デイサイト。長さ 9 6 幅 4.2 厚さ 3 3 重さ 175g。図両端部に敲打時の剥離痕あり。手のひら

09(D-5) にちょうど入る、納まりのよい石である。

61 敲打石 2 区07C 材質 変質安山岩。長さ 10 9 幅 2.6 厚さ 2.8 重さ 16 5g。図両端部に敲打時の剥離痕あり。手のひ

10 (E-6) らにちょうど入る、手ごろな石である。

62 敲打石 2 区07C 材質 雲母石英片岩。長さ 13.7 幅 4 3 厚さ 2 8 重さ 227g。図両端部及び上・下側面に敲打時の剥

lO(E-6) 離痕あり。手のひらにちょうど入る、手ごろな石である。

63 敲打石 2 区07C 材質 デイサイト。長さ 9.4 幅 4 9 厚さ 2.5 重さ 149g。図左端部から上方側面にかけて、敲打時の

lO(E-6) 倒離痕あり。手のひらにちょうど入る、手ごろな石である。

64 敲打石 2 区07C 材質 粗粒安山岩。長さ 8.9 幅 6 5 厚さ 2.7 重さ 190g。図上下側面及び、左図右端部に敲打時の剥

09(D-6) 離痕あり。

65 敲打石 2 区06C 材質 緑色片岩。長さ 13.7 幅 7.5 厚さ 4.8 重さ 512g。図両端部に敲打時の剥離痕あり。以上、あ

09(D-5) げた 10個の敲打石の他に、 6 個、敲打石と考えられる、剥離痕をもった、持ちやすい手ごろな石が出土してい

る。

66 工作台 2 区07C 材質 粗粒安山岩。長さ 13.0 幅 9.8 厚さ 3.9 重さ 1010g。図平面に、敲打時の凹み多数あり。左端

10 (E-6) 部に剥離痕あり。

67 工作台 2 区06C 材質 黒色片岩。長さ 14.0 幅 10 5 厚さ 2.6 重さ 600g。図の左右側面に敲打時の剥離部分あり。平

09(D-5) 面に敲打された時の凹み、剥離部分あり。エ作台、敲打石両方の利用が考えられる。

68 工作台 2 区06C 材質 黒色片岩。長さ 19.0 幅 10. 0 厚さ 5 5 重さ 1820g。図の側面に数個所の敲打された時の剥離

09(D-5) 部分あり。
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第 3 章検出された遺構と遺物

2 号土器集積出土遺物（土器類）観察表 (PL.179)

図番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

69 土師器 2 区07C ロー高一底4.0 ①普通・白色灰色鉱少星 外面胴部は箆削り。

長胴甕 09(0-6) 胴～底％ ②酸化・硬③鈍い赤褐色 内面胴部は撫で。

70 土師器 2 区07C ロー高一頸(136) ①普通・灰色鉱多鼠 ② 内外共、口縁部は横撫で。外面胴部は縦

長胴甕 09(D-6) 底一頸～胴栢 酸化・普通③鈍い赤褐色 箆削り。内面胴部は撫で。

71 土師器 2 区07C 口一高一底 (9.2) ①普通・白色鉱少鼠 ② 外面胴部下半は箆削り。

甕 09(D-6) 胴部下半～底％ 酸化・普通③鈍い赤褐色 内面胴部下半～底部は撫で。

72 土師器 2 区07C ロー尚一底7.0 ①細・白邑鉱微斌 ②酸 外面胴部は箆削り。 内面は黒色処

甕 09(0-6) 胴～屈％ 化・普通 ③鈍い橙色 内面胴部は箆撫で。 理。

73 土師器 2 区06C 口一高一底6.1 ①細・央雑物ほとんどな 外面胴部下半は斜め箆削り。 内面は黒色処理。

甕 09(D-5) 胴部下半～底破片 し ②酸化・普通③橙色 内面胴部下半～底部は撫で。

74 土師器 2 区07C 口(12 4) 高一底一 ①細・央雑物ほとんどな 内外共、口縁部は横撫で。

小型甕 09(D-6) 口～胴 Ys し ②酸化・普通 ③明 外面胴部は箆削り。

赤褐色 内面胴部は撫で。

75 土師器 2 区07C 口(13 0) 高一底一 ①細・灰色鉱少斌 ②酸 外面 口縁部横撫で、胴部、箆削り。

小型甕 09(D-6) 口縁部～胴部％ 化・硬 ③鈍い褐色 内面 口縁部横撫で、胴部、撫で。

76 土師器 2 区07C 口 (15 5) 高一底ー ①普通・白色鉱微斌 ② 外面 口縁部は撫で、胴部は縦箆削り。

甕 09(D-6) 口～胴％ 酸化・普通③鈍い黄橙色 内面 口縁部は横撫で、胴部は撫で。

77 土師器 2 区07C 口(13 6) 高一底一 ①細・白色灰色鉱微量 内外共、口縁部は横撫で。外面 胴部は箆

小塑甕 09(0-6) 口～胴栢 ②酸化・普通③鈍い橙色 削り。内面胴部は撫で。

78 土師器 2 区07C ロー高一底6 2 ①細・央雑物なし ②酸 外面胴部～底部は箆削り。

小型甕 09(D-6) 胴～底％ 化・硬 ③鈍い赤褐色 内面胴部は撫で。

79 上師器 2 区07C 口(12.0) 高一底ー ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共、口縁部は横撫で。外面胴部は縦

小型甕 09(0-6) 口～胴破片 化・普通 ③鈍い黄橙色 箆削り。内面胴部は箆撫で。

80 土師器 2 区06C 口 (10 7) 高一底一 ①細・白色鉱微星 ②酸 外面 口縁部は横撫で、胴部は箆削り。

小型甕 09 (D-5) 口～胴破片 化・硬 ③鈍い黄橙色 内面 口縁部～胴部は横撫で。

81 土師器 2 区07C 口 (13.3) 高 (72) ①普通・白色灰色鉱多乱 外面 口縁部は横撫で、体部は箆削り。 内黒。

境 09(0-6) 底ーロ～底％ ②酸化・普通③鈍い褐色 内面 口縁部～底部は横撫で。

82 土師器 2 区07C 口 12 3 高4.2 丸底 ①細・央雑物なし ②酸 内外共、口縁部は横撫で。外面 体部～底 3 枚重ねの一番

坪 09(D-6) 完形 化・普通 ③鈍い橙色 部は箆削り。内面体部～底部は撫で。 下。

83 土師器 2 区07C 口 13.5 高4 6 丸底 ①細・央雑物なし ②酸 外面 口縁部は横撫で、体部～底部は箆削

坪 09(D-6) ほぼ完形 化・普通 ③橙色 り。内面 口縁部～底部は横撫で。

84 土師器 2 区07C 口 13.1 尚4.8 丸底 ①細・央雑物なし ②酸 内外共、口縁部は横撫で。外面体部～底 3 枚重ねの一番

坪 09(D-6) ほぽ完形 化・普通 ③鈍い橙色 部は箆削り。内面体部～底部は撫で。 上、底部は黒色。

85 土師器 2 区08C 口 12 8高 4 9 丸底 ①細・央雑物なし ②酸 内外共、口縁部は横撫で。外面 体部～底 底部は黒色。

坪 09(D-6) 口～底％ 化・普通 ③鈍い橙色 部は箆削り。内面 体部～底部は撫で。

86 土師器 2 区07C 口 12.1 高4 9 丸底 ①細・灰色鉱微絨 ②酸 内外共、口縁部は横撫で。外面 体部～底

坪 09(D-6) 口～底％ 化・普通 ③鈍い橙色 部は箆削り。内面体部～底部は撫で。

87 土師器 2 区07C 口 13.2 高4.0 丸底 ①細・灰色鉱微腿 ②酸 内外共、口縁部は横撫で。外面 体部～底 金雲母混入。

坪 lO(E-6) 口～底％ 化・普通 ③橙色 部は箆削り。内面体部～底部は撫で。

88 土師器 2 区07C 口 12. 9 高4.3 丸底 ①細・央雑物なし ②酸 内外共、口縁部は横撫で。外面 体部～底

杯 09(D-6) 口～底％ 化・普通 ③鈍い橙色 部は箆削り。内面体部～底部は撫で。

89 土師器 2 区07C 口 1 1. 3 高3 7 丸底 ①細・央雑物なし ②酸 内外共、口縁部は横撫で。外面 体部～底

坪 09(D-6) 口～底½ 化・普通 ③鈍い橙色 部は箆削り。内面体部～底部は撫で。

91 土師器 2 区07C 口(1 3, l) 高 5.2 ①細・央雑物なし ②酸 内外共、口縁部は横撫で。外面 体部～底 厚手。

坪 09(0-6) 丸底口～底％ 化・普通 ③鈍い橙色 部は箆削り。内面体部～底部は撫で。

92 土師器 2 区07C 口 12 4 高4.2 丸底 ①細・灰色鉱微鼠 ②酸 外面 口縁部は横撫で、体部～底部は箆削

坪 09(0-6) 口～底％ 化・普通 ③橙色 り。内面 口縁部～底部は横撫で。

93 土師器 2 区07C 口 (1 1. 5) 尚 (4 1) ①細・灰色鉱少鼠 ②酸 外面 口縁部は横撫で、体部は箆削り。 底部は黒色。

坪 09(0-6) 丸底口～底％ 化・普通 ③灰褐色 内面 口縁部～底部は横撫で。

94 土師器 2 区07C 口 (12.8) 尚一底一 ①細・爽雑物なし ②酸 内外共、口縁部は横撫で。外面体部～底 内面黒色処理。

坪 09(D-6) 口～底％ 化・硬 ③明褐色 部は横箆削り。内面体部～底部は撫で。

95 土師器 2 区07C 口(12.0) 高一底ー ①細・白色鉱微量 ②酸 外面 口縁部は撫で、体部は箆削り。

坪 09(D-6) 口～底％ 化・普通 ③鈍い橙色 内面 口縁部～底部は撫で。

96 土師器 2 区07C 口（］ 2.3) 高一底一 ①細・央雑物なし ②酸 内外共、口縁部は横撫で。外面体部は箆

坪 09(D-6) 口～底％ 化・硬 ③鈍い橙色 削り。内面体部は撫で。

97 土師器 2 区07C 口(12 2) 高一底一 ①細・白色鉱微鼠 ②酸 内外共、口縁部は横撫で。外面体部は箆

坪 09(D-6) 口～体％ 化・普通 ③橙色 削り。内面体部は撫で。

98 土師器 2 区07C 口(12.8) 高一底ー ①細・白色鉱微星 ②酸 内外共、口縁部は横撫で。外面 体部は箆

坪 09(D-6) 口～底％ 化・普通 ③鈍い橙色 削り。内面体部は撫で。
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樹番号
器種

出土位置
口径尚さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

99 土師器 2 区07C 口 (1 1. 5) 高 (4.5) ①細・白色鉱微量 ②酸 外面 口縁部は撫で、体部～底部は箆削り。

坪 09(D-6) 丸底口～底％ 化・普通 ③橙色 内面 口縁部は横撫で、体部～底部は撫で。

100 土師器 2 区07C 口(13 7) 尚一底一 ①細・白色鉱微鼠 ②酸 外面 口縁部は撫で、体部は横箆削り。

坪 09(D-6) 口～体％ 化・普通 ③鈍い橙色 内面 口縁部～体部は横撫で。

101 土師器 2 区07C 口(13. 9) 高一底一 ①細・白色鉱微羅 ②酸 外面 口縁部は撫で、体部は箆削り。

坪 09(D-6) 口～底％ 化・普通 ③鈍い褐色 内面 口縁部～体部は横撫で。

102 土師器 2 区06C 口(1 1 5) 高一底一 ①酸化・黒色鉱少量 ② 外面 口縁部は撫で、体部は横箆削り。

坪 08(C-5) 口～体％ 酸化・普通 ③橙色 内面 口縁部は横撫で。

103 須恵器 2 区06C 口一高一底一 ①細・央雑物なし ②還 ロクロ整形後、回転箆削り調整。

短頸壺 09(D-5) 肩～胴％ 元・硬 ③褐灰色

104 須恵器 2 区06C 口 (14.8) 高 (2.6) ①細・灰色鉱少鼠 ②還 ロクロ整形（右回転）。 3 号土器集積出

坪 蓋 09(D-5) 天井部～端部％ 元・硬 ③褐灰色 土破片と接合。

105 須恵器 2 区06C 口 (19 4) 裔 (3. 7) 底 ①細・白色鉱少黛 ②還 ロクロ整形（右回転）。 表面に自然釉付

盤 09(D-5) (15 2) 口～底破片 元・硬 ③灰色 着。

106 土師器 2 区06C 口(11. 4) 尚一底一 ①細・央雑物なし ②還 ロクロ整形（右回転）。体部～底部箆削り

坪 身 lO(E-5) 口～体％ 元・硬 ③灰色 調整。

107 須恵器 2 区06C 口一高一底一 ①細•黒色微砂粒少屈 ロクロ整形（右回転）。体部箆削り調整。

坪 身 09(D-5) 体部片 ②還元・軟 ③灰白色

108 須恵器 2 区06C 口一高一 ①細・白色微砂粒少最 ロクロ整形（右回転）。

坪 蓋 09(D-5) 体部～口縁部片 ②還元・普通 ③灰色

109 土師器 2 区07C 口(13.6) 高一 ①細•黒色微砂粒少量 ロクロ整形（右回転）。

坪 蓋 09(D-6) 体部～口縁部片 ②還元・硬 ③灰色

llO 須恵器 2 区06C 口一高一 ①細•黒色微砂粒少量、白 ロクロ整形（右回転）。 表面は灰色。

坪 蓋 09(D-5) 体部片 色微砂粒多鼠②還元・硬

111 須恵器 2 区06C 口(12.0) 高一 ①細・白色微砂粒少量② ロクロ整形（右回転）。

坪 蓋 10 (E-5) 口縁部片 還元・硬③オリープ灰色

112 須恵器 2 区06C 胴部片 ①細・白色微砂粒少量 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

甕 09 (D-5) （縦3.5 横4.1) ②還元・硬 ③灰色 外面斜め格子叩き。内面青海波叩き。

113 須恵器 2 区06C 頸部片 ①普通・白色微砂粒少量 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

甕 09(D-5) （縦5.0 横58) ②還元・硬 ③暗灰色 内面撫で。

114 須恵器 2 区06C 胴部片 ①普通・黒色微砂粒少乱 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

甕 09(D-5) （縦3.0 横3.5) ②還元・硬 ③灰色 内面青海波叩き。

115 須恵器 2 区06C 胴部片 揺通・白色黒色微砂粒少 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。 中間に鈍い黄橙

甕 09(D-5) （縦2.0 横2.0) 星 ②還元・軟 ③灰色 内面青海波叩き。 色帯あり。

116 須恵器 2 区06C 胴部片 ①細•黒色微砂粒少鼠 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。
g 士 09(D-5) （縦2.1 横3.0) ②還元・硬 ③灰白色 外面格子叩き。

117 手捏土器 2 区07C 口(10.3) 高56 ①普通・央雑物なし ② 指頭圧痕、内面・外面にあり。 底部に木葉痕あ

09(D-6) 底5.9 口～底％ 酸化・硬 ③黒色 り。

118 手捏土器 2 区07C 口 8.4 品7 1 底5.6 ①普通・灰色鉱少鼠 ② 指頭圧痕、内面・外面にあり。

09(0-6) 口～底½ 酸化・硬 ③鈍い黄橙色

119 手捏土器 2 区07C 口9 9 尚6.3 ①細・灰色鉱少最 ②酸 指頭圧痕、内面・外面にあり。内面に一部

09(D-6) 底ーロ～底％ 化・硬 ③鈍い黄褐色 指撫であり。

120 手捏土器 2 区07C 口 (11.0) 高 (6.0) ①細・灰色鉱少量 ②酸 指頭圧痕、内面・外面にあり。 底部に木葉痕あ

09(D-6) 底（6.0) 体～底 化・硬 ③鈍い黄褐色 り。

121 手捏土器 2 区06C 口一高一底6 0 ①細・灰色鉱少量 ②酸 指頭圧痕、内面・外面にあり。 底部に木葉痕あ

09(D-5) 体～底 化・硬 ③鈍い黄褐色 り。

122 手捏土器 2 区07C 口 (10.1) 高一底一 ①普通・白色鉱少量②指頭圧痕、内面・外面にあり。外面 口縁

09(D-6) 口～体 酸化・普通 ③明赤褐色 部横撫で。

123 手捏土器 2 区07C 口 (10.2) 高一底一 ①粗・白色鉱少量 ②酸 指撫で痕、内面・外面にあり。

09(D~6) 口～体・底部 化・普通 ③灰褐色

124 手捏土器 2 区07C 口 (8 0) 高一底 ①粗・白色鉱少鑓 ②酸 指撫で痕、内面・外面にあり。口縁部、横 底部に木葉痕あ

09(D-6) (6.0) 口縁部・底部片 化・普通 ③鈍い褐色 撫で。 り。

125 手捏土器 2 区07C 口一高一底（4.8) ①普通・灰色鉱少星 ② 指頭圧痕、内面・外面にあり。

09(D-6) 体～底 酸化・硬 ③褐灰色
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3 号土器集積出土遺物（滑石）観察表 (PL. 180, 181, 182, 183) 

屈番号 器種名称 出土位置 特 徴（単位cm)

l 勾 玉 2 区03C 長さ 2.8 幅 1 4 厚さ 0.4 孔径 0.2 重さ 1. 5g。図上下平面は、原石面のまま。左右側面は、刃物

滑石製 lO(E-2) による削り調整。穿孔は、一方向。非常に薄い、板状の勾玉である。

2 勾 玉 2 区04C 長さ 3.6 幅 1. 9 厚さ 0.5 孔径 (0 2) 重さ 7 g。図上下平面は、原石面のまま。左右側面は、刃物

滑石製 OS(C-3) による削り調整。穿孔は、両方向。薄い板状の勾玉である。上部欠損。刀子状工具の先端で、穿孔している。

3 勾 玉 2 区03C 長さ 2.7 幅 2.1 厚さ 0.6 孔径 (0.3) 重さ 7 5g。図上下平面は、原石面のまま。左右側面は、刃

滑石製 09(D-2) 物による削り調整。穿孔は、一方向。板状の勾玉である。下部欠損。

4 勾 玉 2 区03C 長さ 2.6 幅 1.9 厚さ 1.0 孔径 0.2 重さ 8.lg。図上下平面及び左右側面、すべて、刃物による削

滑石製 09(D-2) り調整。穿孔は、両方向。比較的、肉厚の勾玉である。下部欠損。刀子状工具の先端による穿孔。

5 勾 玉 2 区04C 長さ 3.8 幅 2.4 厚さ 0.9 孔径 0 3 重さ 15g。図上下平面及び左右側面、すべて、刃物による削り

滑石製 09(D-3) 調整。穿孔は、一方向。比較的、肉厚の勾玉である。下部一部欠損。終孔部に剥離部あり。

6 勾 玉 2 区04C 長さ 3.0 幅 1 7 厚さ 0.7 孔径 0 3 重さ 5. lg。図上下平面及び左右側面、すべて、刃物による削

滑石製 09(D-3) り調整。穿孔は、両方向。比較的、肉厚の勾玉である。上部及び下部欠損。

7 臼 玉 2 区04C 径11 厚さ 0.8 孔径0.2 重さ1. 6g。図上平面は、刃物による削り調整。下平面は、原石面。側面は、磨きに

滑石製 09(D-3) よる調整。穿孔は、一方向。比較的大振りの成品。

8 有孔円板 2 区05C 長さ 4.5 幅 3 1 厚さ 0.9 孔径 0.3 重さ 17g。図上下平面及び側面は、刃物による削り調整。穿孔

滑石製 09(D-4) は、両方向。半分欠損。大ぶりの有孔円板である。刀子状工具の先端で、穿孔している。
, 有孔円板 2 区05C 長さ 2.5 幅 1 6 厚さ 0.4 孔径 0.3 重さ 2.6g。図上下平面は、原石面。側面は刃物による削り調

滑石製 09(0-4) 整。穿孔は、両方向。図下方欠損。刀子状工具の先端で、穿孔している。

10 有孔円板 2 区03C 長さ 3.1 幅 1. 9 厚さ 0 7 孔径 一 重さ 5.Sg。図左側面一部を、刃物による削り調整。図上下平面

滑石製 09(D-2) は、原石面。穿孔は、一方向。図右側は欠損。

11 有孔円板 2 区03C 長さ 2 1 幅 1. 7 厚さ 0.6 孔径 一重さ 2.8g。因右側面を、円周状に刃物による削り調幣。図上下

滑石製 09(D-2) 平面は、原石面。穿孔部分はない。ほぼ％を欠損しているが、側面の削りにより、有孔円板と判明。

12 有孔円板 2 区04C 長さ 1 9 幅 1. 2 厚さ 0.6 孔径 一 里さ 1. 5g。図上下平面は、原石面。図左側面は、刃物による削

滑石製 09(D-3) り調整。右側は欠損。穿孔は、両方向。
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目番号 器種名称 出土位置 特 徴（単位cm)

13 有孔円板 2 区04C 長さ 1 7 幅 1 1 厚さ 0 6 孔径 一 重さ 2 Og。固上下平面は、原石面。図右側面は、刃物による削

滑石製 09(D-3) り調幣。左側は欠損。穿孔は、不明。

14 有孔円板 2 区03C 長さ 1. 7 幅 0 9 厚さ 0 3 孔径一重さ 0 8g。図上下平面は、原石面。図上方側面は、一部、刃物

滑石製 09(D-2) による削り調整。下方は欠損。穿孔は、両方向。

15 有孔円板 2 区03C 長さ 2.6 幅 1 9 厚さ 0.3 孔径 0.2 重さ 2.2g。図上下平面及び側面は、すべて原石面。穿孔は、

滑石製 07(B-2) 両方向。側面は、使用時以降に剥離欠損した可能性がある。

16 有孔円板 2 区04C 長さ 1. 8 幅 1. 5 厚さ 0.5 孔径一重さ 1 7g。図上下平面及び側面は、すべて原石面。穿孔は、両

滑石製 09(D-3) 方向。右側は欠損。側面は、使用時以降に剥離欠損した可能性がある。

17 有孔円板 2 区03C 長さ 1. 4 幅 1.3 厚さ 0.4 孔径 一 重さ l. Og。図上下平面及び側面は、すべて原石面。図左側は欠

滑石製 lO(E-2) 損。穿孔は、一方向。

18 有孔円板 2 区04C 長さ 1. 9 幅 1. 4 厚さ 0.6 孔径一 重さ 2.8g。図上下平面は、原石面。図左側面は、刃物による削

滑石製 09(D-3) り調整。右側及び下方は欠損。穿孔は、両方向か。

19 有孔円板 2 区04C 長さ 1. 7 幅 1. 6 厚さ 0.7 孔径 0.3 重さ 2.6g。図上下平面は、原石面。側面は、刃物による削り

滑石製 08(C-3) 調整。穿孔は、一方向。

20 有孔円板 2 区03C 長さ 1.5 幅 1. 4 厚さ 0.2 孔径 0 3 甫さ 2 6g。図上下平面は、原石面。側面は、一部、刃物によ

滑石製 07(8-2) る削り調整。穿孔は、一方向。

21 有孔円板 2 区03C 長さ 2.2 幅 2.1 厚さ 0.4 孔径一 重さ 3.6g。半分に割れている。図上下平面及び側面は、すべて

滑石製 07(B-2) 原石面。剥離した可能性がある。穿孔は、一方向。

22 有孔円板 2 区05C 長さ 1. 7 輻 1. 4 厚さ 0.4 孔径一重さ l. lg。図上下平面は、原石面。側面は、一部、刃物による

滑石製 09(D-4) 削り調整。穿孔は、一方向。半分に割れている。

23 有孔円板 2 区05C 長さ 1. 9 幅 1. 4 厚さ 0.3 孔径一重さ 1. 3g。図上下平面、側面とも、原石面。穿孔は、両方向お

滑石製 09(D-4) よそ％に割れている。

24 有孔円板 2 区04C 長さ 2 8 幅 2. 7 厚さ 0 7 孔径 (0.3) 重さ 1 1. 5g。図上下平面、右側面とも、刃物による削り調整。

滑石製 09(D-3) 穿孔は、両方向。左側及び下方は、欠損。

25 有孔円板 2 区04C 長さ 2 7 幅 1 4 厚さ 0 6 重さ 2.4g。図上平面及び左側面は、刃物による削り調整。下平面及び右側

滑石製 09(D-3) 面は、剥離欠損。穿孔は、両方向の可能性が高い。刀子状工具の先端にて、穿孔している。

26 有孔円板 2 区04C 長さ 4 7 幅 2 8 厚さ 0. 7 孔径 (0.3) 重さ 12.0g。図上下平面は、原石面。右側面は、一部、刃物

滑石製 09(0-3) による削り調整。穿孔は、一方向で、終孔部は、面取りで修正。半分欠損。大振りの有孔円板。

27 有孔円板 2 区03C 長さ 2.8 幅 1 6 厚さ 0 5 孔径 (0.4) 重さ 3.9g。図上下平面、上方側面は、刃物による削り調整。

滑石製 09(0-2) 穿孔は、両方向。半分に割れている。下方欠損。

28 有孔円板 2 区03C 長さ 2.2 幅 1. 4 厚さ 0.6 孔径 0.3 重さ 2.8g。図上下平面及び左右・下方側面は、刃物による削

滑石製 09(D-3) り調整。左方及び上方は、欠損。穿孔は、両方向。刀子状工具の先端を使用。

29 有孔円板 2 区05C 長さ 1. 5 幅 0.9 厚さ 0.3 孔径 一 重さ 0 8 g。図上下平面及び下方側面は、刃物による削り調整。

滑石製 lO(E-4) 穿孔は、一方向。上方及び右側は、欠損。

30 有孔円板 2 区04C 長さ 2.6 幅 2.4 厚さ 5.5 孔径 0.2 重さ 6.lg。図上下平面及び側面は、原石面。剥離による欠損

滑石製 08(C-3) の可能性が高い。穿孔は、両方向。

31 有孔円板 2 区04C 長さ 1 5 幅 1. 5 厚さ 0.4 孔径 一 重さ 1. 4g。因上下平面は、原石面。左側面は、刃物による削り

滑石製 09(0-3) 調整。穿孔は、一方向で、刀子状工具による。半分に割れている。

32 有孔円板 2 区03C 長さ 1. 7 幅 1. 0 厚さ 0.4 孔径一重さ 1 Og。図上下平面は、原石面。左側面は、刃物による削り

滑石製 09(0-2) 調整。穿孔は、両方向。半分に割れている。剥離欠損か。

33 有孔円板 2 区03C 長さ 1. 7 幅 1 2 厚さ 0 6 孔径 一重さ 1. 4g。図上平面一部、刃物による削り調整。他は、すべて、

滑石製 09(0-2) 原石面。穿孔は、両方向。半分に割れている。剥離欠損か。

34 有孔円板 2 区03C 長さ 2.2 幅 1 4 厚さ 0.7 孔径一 重さ 2.4g。図下平面、刃物による削り調整。他は、すべて原石

滑石製 OS(C-2) 面。穿孔は、両方向。下方及び左側は、調整以降の欠損か。

35 有孔円板 2 区04C 長さ 4.5 幅 4.2 厚さ 0.6 孔径 0 4 重さ 15g。図上下平面は、原石面。側面は、一部、刃物による

滑石製 09(D-3) 削り調整。穿孔は、両方向。接合個体。上平面に刃傷あり。大振りの有孔円板。

36 有孔円板 2 区03C 長さ 2.6 幅 1. 6 厚さ 0.7 孔径 一 重さ 5 g。図上平面及び右側面は、刃物による削り調整。下平

滑石製 09(D-2) 面は、原石面。穿孔は、一方向で、終孔部は、面取りで修正。半分欠損は、調整時以降か。

37 有孔円板 2 区04C 長さ 2 1 幅1. 7 厚さ 0.5 孔径一重さ 3 g。図上下平面は、原石面。左側面は、刃物による削り

滑石製 09(D-3) 調整。穿孔は、両方向。右側及び下方は、欠損。

38 有孔円板 2 区03C 長さ 2.5 幅 1 6 厚さ 0.5 孔径 0.3 重さ 5 g。図下方側面一部、刃物による削り調整。他は、すべ

滑石製 09(D-2) て、原石面。側面部分は、調整時以降の欠損か。穿孔は、両方向。

39 有孔円板 2 区04C 長さ 1 9 幅 0 9 厚さ 0.6 孔径 一重さ 2.3g。図上方側面は、刃物による削り調整。他は、すべて、

滑石製 09(D-3) 原石面。調整時以降の欠損か。穿孔は、一方向。

40 有孔円板 2 区05C 長さ 3 6 幅 2 8 厚さ 0 7 孔径 0.2 重さ 9 g。図上下平面は、原石面。剃離欠損。側面は、刃物に

滑石製 09(0-4) よる削り調整。穿孔は、両方向。右側は、調整時以降の欠損か。

41 有孔円板 2 区03C 長さ 1. 8 幅 1. 3 厚さ 0.3 孔径 一 重さ 0.8g。剥片。剥離欠損したものか。図上下平面、側面とも、

滑石製 OS(C-2) 原石面。穿孔は、一方向か。

42 有孔円板 2 区04C 長さ 3.6 幅 2.1 厚さ 0 5 孔径 0 3 董さ 7.Og。図上下平面及び側面は、すべて、原石面。穿孔は

滑石製 07(B-3) 両方向で、 2 度行なっている。刀子状工具の先端で穿孔か。欠損は、調整時以降か。
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43 有孔円板 2 区04C 長さ 2 7 幅 1 9 厚さ 0.7 孔径一重さ 6 Jg。図上下平面は、原石面。左側面は、刃物による削り

滑石製 08(C-3) 調整。穿孔は、両方向。右側は、調整時以降の欠損か。

44 有孔円板 2 区04C 長さ 1 9 幅 1 2 厚さ 0.3 孔径 0 2 重さ 1 4g。図上下平面及び側面は、すべて、原石面。穿孔は、

滑石製 08(C-3) 両方向。 1 箇所、途中でやめた穿孔部分あり。

45 有孔円板 埋没土 長さ 2 7 幅 2.1 厚さ 0.4 孔径 0.3 重さ 3 8g。図上下平面及び側面は、すべて、刃物による削り

滑石製 調整。穿孔は、一方向。右側は、調整時以降の欠損。

46 有孔円板 埋没土 長さ 2 4 幅 1 7 厚さ 0.4 孔径 (0.3) 重さ 5 Og。図上下平面は、原石面。側面は、一部、刃物に

滑石製 よる削り調幣。穿孔は、一方向。左側は、調整時以降の欠損。

47 有孔円板 埋没土 長さ 2 7 幅 1 4 厚さ 0.6 孔径 (0.3) 重さ 5 Og。図上下平面及び側面は、すべて、刃物による削

滑石製 り調整。穿孔は、一方向。左側は、調整時以降の欠損。

48 有孔円板 埋没土 長さ 2 5 幅 1 2 厚さ 0.5 孔径 (0.4) 重さ 3 lg。図上下平面は、原石面。右側面一部に刃物によ

滑石製 る削り調整。穿孔は、一方向。左側は、調整時以降の欠損。

49 有孔円板 埋没土 長さ 2.1 幅 1.3 厚さ 0 3 孔径 (0 3) 重さ 3 lg。図上下平面及び側面すべて、原石面。穿孔は、

滑石製 両方向。左側は、調整時以降の欠損か。

50 有孔円板 埋没土 長さ 2.1 幅 1 3 厚さ 0.6 孔径一重さ 4.0g。図上下平面及び側面は、すべて、刃物による削り調

滑石製 幣。 1 箇所、穿孔を途中でやめた痕あり。左側及び下方は、調整時以降の欠損か。

51 有孔円板 埋没土 長さ 2.2 幅 1 6 厚さ 3 5 孔径 一重さ 4.0g。図上平面一部及び側面は、刃物による削り調整。穿

滑石製 孔は、一方向。下方は、調整時以降の欠損か。

52 剣 形 2 区02C 長さ 3 2 幅 2 0 厚さ 0.6 菫さ 4 8g。図上下平面及び左右側面は、刃物による削り調整。上方及び下

滑石製 09(D-l) 方側面は、調整時以降の欠損。

53 剣 形 2 区04C 長さ 3.9 幅 1.6 厚さ 0 4 重さ 3.8g。図上下平面及び左右側面は、刃物による削り調整。上方及び下

滑石製 09(D-3) 方側面は、調整時以降の欠損。

54 剣 形 2 区03C 長さ 3 5 幅 1. 7 厚さ 8.5 頂さ 10 Og。図上下平面及び左右側面は、刃物による削り調幣。 2 号土器

滑石製 OS(D-2) 集積No28 と接合。表面に、欠損時にできた傷あり。

55 剣 形 2 区04C 長さ 3 8 幅 1. 2 原さ 0.5 重さ 3.6g。図上下平面及び左右側面は、刃物による削り調整。 2 個体が接

滑石製 09(D-3) 合した。左側面も欠損した部分であり、接合を試みたが、接合しなかった。上方に穿孔状の傷あり。

56 剣 形 2 区04C 長さ 1 7 幅 1.1 厚さ 0.2 重さ 0 8g。図上方平面及び左右側面は、刃物による削り調整。下方平面は

滑石製 08(C-3) 剥離面。上方側面は、調整時以降の欠損。剣形の先端部。

57 剣 形 2 区04C 長さ 3 2 幅 1 7 厚さ 5 5 重さ 4.2g。図左右平面の半分ほどを刃物による削り調整している。左平面

滑石製 09(D-3) の右側面に、刃物による刻みが、 1 箇所入る。上方は、剥離欠損か。

58 剣 形 2 区05C 長さ 3.1 幅 1 9 厚さ 0.6 重さ 4 7g。図左右平面は、原石面。左右側面は、刃物による削り調整。上

滑石製 09(D-4) 方は、剥離欠損か。

59 剣 形 2 区04C 長さ 2 4 幅 1 5 厚さ 0.5 重さ 2 5g。図下平面及び右側面に刃物による削り調整がある他は、すべて

滑石製 09(D-3) 原石面。剥離欠損したものか。

60 剣 形 2 区05C 長さ 2.1 幅 1 8 厚さ 0.4 重さ 1 7g。図下平面及び左右側面に刃物による削り調整。上平面は、剥離

滑石製 09(D-4) 面。上下端部は、調整時以降の欠損か。

61 剣 形 埋没土 長さ 1. 9 幅 1 1 厚さ 0.3 重さ 1 2g。図上平面及び左右側面に刃物による削り調整。上下端部は、調

滑石製 整時以降の欠損。

62 剣 形 2 区04C 長さ 3.2 幅 1. 4 厚さ 0 7 重さ 6 Og。図上平面に一部分、刃物による削り調整あり。他は、すべて原

滑石製 08(C~3) 石面。下方端部は、調整時以降の欠損か。

63 剣 形 埋没土 長さ 2.8 幅 1.5 厚さ 0 5 重さ 5 g。図上下平面一部を刃物による削り調整。他は、原石面か。上下

滑石製 端部は、調整時以降の欠損か。

64 剣形か 埋没土 長さ 2.7 幅 1.4 厚さ 0 7 重さ 5.lg。図上平面の一部、刃物による削り調整。他は、原石面。剣形を

滑石製 意図した形割りの可能性あり。

65 剣 形 埋没土 長さ 2 2 幅 1 2 厚さ 0 5 重さ 5.·0g。図上下平面及び左右側面は、刃物による削り調整。上下端部は

滑石製 調整時以降の欠損。

66 剣 形 埋没土 長さ 1 8 幅 1.3 厚さ 0 4 重さ 3.0g。図上下平面及び左右側面は、刃物による削り調整。上下端部は

滑石製 調整時以降の欠損か。

67 滑 石 埋没土 長さ 3.6 幅 3.0 厚さ 0.5 重さ 6.5g。緑色片岩の可能性。板状に荒割りされている。有孔円板を意図

チップ した荒割りか。

68 滑 石 2 区03C 長さ 4 0 幅 3.0 厚さ 0.8 重さ 11 Og。板状に荒割りされている。側面一部に刃物による削り痕あり。

チップ 09(D-2) 有孔円板を意図した荒割りか。

69 滑 石 2 区04C 長さ 2.7 幅 2.4 厚さ 1.1 重さ 7.Og。図上平面及び側面の一部に刃物による削り調整。有孔円板の製

未成品 08(C-3) 作途中で放棄したものか。

70 滑 石 2 区04C 長さ 3.6 幅 2 8 厚さ 0.6 重さ 5. lg。緑色片岩の可能性あり。板状に薄く荒割りされている。

チップ 09(D-3) 

71 未成品 2 区04C 長さ 1.7 幅 1 3 厚さ 0.4 重さ 1 lg。左側面を刃物による削り調整。他は、剥離面。調整時以降の欠

滑石製 08(C-3) 損か。

72 滑 石 2 区04C 長さ 3 2 幅 1 6 厚さ 0 4 重さ 3 lg。薄い剣片。荒割りの段階で、剥離したものか。

チップ OS(C-3) 
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73 滑 石 2 区03C 長さ 2.7 幅 1.3 厚さ 0.6 里さ 5 Og。荒割りの状態。形状からは、剣形を意図したとも考えられるが

チップ OS(C-2) 不明。

74 未成品 2 区05C 長さ 2 2 幅 1.8 厚さ 0 6 重さ 5 Og。形割りの状態。形状から、剣形を意図したものと考えられる。

滑石製 09 (D,-4) 

75 未成品 2 区03C 長さ 1 8 幅 1 4 厚さ 0. 7 重さ 4 Og。図下平面に刃物による削り調整。溝状の傷もある。他は、原石

滑 石 09(0-2) 面。調整時以降の欠損か。

76 滑 石 2 区04C 長さ 3 2 幅 2 5 厚さ 0 8 菫さ 8.0g。図上平面に一部、刃物による削り痕がある他は、すべて、原石

チップ 09(0-3) 面。荒割りの状態。

77 滑 石 2 区04C 長さ 4.0 幅 2.8 厚さ 1.3 重さ 10.5g。荒割りの状態。何を意図したものかは不明。

チップ 09(D-3) 

78 未成品 2 区05C 長さ 2.7 幅 1 1 厚さ 0.7 重さ 2. lg。因上平面全体を刃物による削り調整。他は、原石面。

滑石製 09(D-4) 

79 未成品 2 区02C 長さ 2.5 輻 1. 7 厚さ 0.5 籠さ 3.0g。図上平面及び上方側面を刃物による削り調整。他は、剥離面。

滑石製 09 (D-1) 

3 号土器集積出土遺物（エ作用石類）観察表 (PL.1 83, 184, 185) 

諸号 器種名称 出土位置 特 徴（単位cm)

80 砥 石 2 区03C 材質砂岩。長さ 25.6 幅 15.0 厚さ 8.2 重さ 4.1kg。川原石の利用砥で、上平面右側部と左側部の

09(D-2) 一部に原石面。使用は、表裏、手前と奥の面。表裏には、時として、もみ切りの製作台として、用いられたら

しく、円錐形の小穴が、表面に 2 、裏面に 9 個所認められ、他は研磨面となる。上側面図では、破線個所に研

磨面があり、条痕は、刃ならし傷。下側面は、上方の切れ込みの調査時欠損を除き、研磨となり、右側に細か

な刃ならし傷あり。各面は、置き砥として使用され、表裏は中凹みとなっているため、小型金属の研磨主体、

または、小石材の研磨に用いられ、両側部のうち、下図は、横断面形が直線的であるため、太身の金属が主体

と考えられる。上図の側面は、中凹み個所やいく分凸った個所があるため、小型の研磨主体が考え得る。

81 砥 石 2 区03C 材質 粗粒安山岩。長さ 13 1 幅 9 2 厚さ 4 8 重さ 830g。川原石の利用。図平面の破線内に使用が

OS(C-2) みられる。主体は、硬質の材質でありながら、擦痕が、天地方向に残されており、硬質の物質。

82 砥 石 2 区04C 材質 牛伏砂岩。長さ 8 3 幅 6.3 厚さ 2.2 重さ 126g。川原石の利用。側部に原石面が残される。図

OS(C-3) 中破線内が使用面で、裏面に太めのならし痕あり。研磨の主体は、央雑物の突出があり、軟質の物質。

83 砥 石 2 区04C 材質 緑色片岩。長さ 6 0 幅 3.1 厚さ 1.1 重さ 36g。川原石の利用。面全体に石英粒が多く浮き出

09(0-3) ており、それが、風化のように見え、研磨使用面について、判然としない。

84 砥 石 2 区03C 材質 砂岩。長さ 4.5 幅 4 2 厚さ 1 7 重さ 20g。川原石の利用。上方に原石面らしき個所あり。使

09 (D-2) 用は、表面に傷あり。研磨は、小型のため、不明瞭。

85 用途不明 2 区03C 材質 緑色片岩。長さ 5 6 幅 5.2 彫さ 1.1 重さ 45.0g。側面に、敲打による剥離あり。円形を呈す

09 (D-2) る。

86 敲打石 2 区03C 材質 黒色片岩。長さ 16. 4 幅 5.3 厚さ 3.3 重さ 479g。図右端部に敲打時に剣離したと思われる部

09(D-2) 分あり。

87 敲打石 2 区04C 材質 緑色片岩。長さ 14.5 幅 7.8 厚さ 2.9 重さ 568g。右図平面、左端部に敲打時に剥離したと思

09 (D-3) われる部分あり。また、中央に、同心円状の小穴があり、工作台として利用した可能性もある。

88 工作台 2 区04C 材質 雲母石英片岩。長さ 19.5 幅 8 4 厚さ 2 4 重さ 564g。図上下平面の側面を中心に敲打時に剣

09(D-3) 離したと思われる部分あり。大きさから、工作台と思われる。

3 号土器集積出土遺物（土器類）観察表 (PL. 186, 187) 

國番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

89 土師器 2 区04C 口 (24 4) 高一底一 ①普通・灰色鉱微星 ② 内外共、口縁部は横撫で。外面胴部は縦

甕 09(D-3) 口～胴％ 酸化・硬 ③鈍い橙色 箆削り。内面胴部は箆撫で。

90 土師器 2 区04C 口 (26 2) 高一底一 ①普通・白色鉱少鼠 ② 内外共、口縁部は横撫で。外面 胴部は斜

甕 08(C-3) 口～胴％ 酸化・普通 ③明褐色 め箆削り。内面胴部は撫で。

91 土師器 2 区04C 口 (25. 7) 高一底一 ①普通・白色灰色鉱多屈 内外共、口縁部は横撫で。外面 胴部は箆

甕 08(C-3) 口～胴部上半 ②酸化・普通 ③赤褐色 削り。内面胴部は撫で。

92 土師器 2 区04C 口 (2 1. 0) 高一底一 ①細・灰色鉱少贔 ②酸 内外共、口縁部は横撫で。外面胴部は箆

甕 08(C-3) 口～胴％ 化・硬 ③鈍い赤褐色 削り。内面胴部は箆撫で。

93 土師器 埋没土 口 (21.1) 高一底一 ①細・灰色鉱微鑓 ②酸 内外共、口縁部は横撫で。外面胴部は箆

甕 口～頸％ 化・硬 ③橙色 削り。

94 土師器 2 区05C 口 (2 1. 0) 高一底一 ①普通・白色黒色鉱少鼠 内外共、口縁部は横撫で。外面胴部は箆

甕 JO(E-4) 口～頸％ ②酸化・普通 ③明赤褐色 削り。内面胴部は、箆撫で。

95 土師器 2 区05C 口 (20.8) 高一底一 ①普通・灰色鉱少量 ② 内外共、口縁部は横撫で。外面胴部は縦

甕 09(D-4) 口～胴％ 酸化・硬 ③赤褐色 箆削り。内面胴部は撫で。

96 土師器 2 区04C 口 (18.5) 高一底一 ①粗・白色黒色鉱少鼠 ② 内外共、口縁部は横撫で。外面胴部は斜

甕 08(C-3) 口～胴％ 酸化・普通 ③鈍い赤褐色 め箆削り。内面胴部は撫で。
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図番号
器種

出土位置
口径尚さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

97 土師器 2 区osc 口 (20.0) 尚一底ー ①普通・白色鉱少輩②酸 内外共、口縁部は横撫で。外面胴部は縦

甕 09(D-4) 口～胴％ 化・普通 ③鈍い赤褐色 箆削り。内面胴部は撫で。

98 土師器 2 区04C 口 (20.8) 尚一底一 ①普通・白色鉱少鼠 ② 内外共、口縁部は横撫で。

甕 08(C-3) 口～頸部片 酸化・普通 ③橙色

99 土師器 2 区05C D―尚一底7.3 ①普通・灰色鉱少鼠 ② 外面胴部は箆削り。

甕 09(0-4) 胴～底％ 酸化・硬 ③鈍い褐色 内面胴部は撫で。

100 土師器 2 区05C ロー高一底（11.6) ①普通・白色鉱少星 ② 外面胴部は箆削り。

甕 09(0-4) 胴～底％ 酸化・硬 ③鈍い黄橙色 内面胴部は箆撫で。

101 土師器 2 区04C 口 (l1 8) 高一底一 ①細・白色鉱微麓 ②酸 内外共、口縁部は横撫で。外面 胴部は縦

小型甕 OS(C-3) 口～胴 化・硬 ③鈍い橙色 箆削り。内面胴部は撫で。

102 土師器 2 区05C 口 (12 2) 高一底ー ①普通・白色鉱少最 ② 内外共、口縁部は横撫で。外面 胴部は縦

小型甕 09(D-4) 口～胴 酸化・普通 ③褐色 箆削り。内面胴部は撫で。

103 土師器 2 区05C 口(14. 7) 高一底一 ①普通・白色鉱微望 ② 内外共、口縁部は横撫で。外面胴部は横

小型甕 09(D-4) 口～胴 酸化・普通 ③鈍い黄褐色 撫で。内面胴部は撫で。

104 土師器 2 区04C 口(12 5) 晶一底一 ②酸化・白色鉱少鼠 ② 内外共、口縁部は横撫で。外面胴部は縦 内面黒色処理。

小型甕 09(D-3) 口～胴 酸化・硬 ③黒褐色 箆削り。

105 土師器 2 区04C 口一尚一底一 ①細•黒色鉱少鼠 ②酸 外面箆削り。

台付甕 09(D-3) 台部片 化・普通 ③鈍い褐色 内面撫で。

106 土師器 2 区05C 口 (1 1. 0) 高一底一 ①細・央雑物なし ②酸 内外共、口縁部は横撫で。外面 体部は横

坪 09(D-4) 口～底％ 化・普通 ③橙色 箆削り。内面体部は撫で。

107 土師器 2 区03C 口 (13.8) 高一底一 ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共、口縁部は横撫で。外面 体部は箆

坪 07(B-2) 口～底％ 化・硬 ③鈍い黄橙色 削り。内面体部～底部は撫で。

108 土師器 2 区04C 口 (12 1) 高一底一 ①細・爽雑物ほとんどな 内外共、口縁部は横撫で。外面体部は箆

坪 09(D-3) 口～体％ し ②酸化・硬 ③橙色 削り。内面体部は箆撫で。

109 土師器 埋没土 口(12 4) 高一底一 ①普通・央雑物なし ② 内外共、口縁部は横撫で。外面 体部は横

坪 口～体％ 酸化・普通 ③鈍い橙色 箆削り。内面体部は撫で。

110 土師器 2 区03C 口(12 0) 尚一底一 ①細・央雑物ほとんどなし 内外共、口縁部は横撫で。外面 体部～底

坪 09 (D-2) 口～底％ ②酸化・普通 ③黒褐色 部は箆削り。内面体部～底部は撫で。

111 土師器 2 区04C 口(14 0) 高一底一 ①普通・白色鉱微蘭 ② 内外共、口縁部は横撫で。外面 体部は箆

坪 08(C-3) 口～体％ 酸化・普通 ③橙色 削り。内面体部は撫で。

112 土師器 2 区04C 口 (10. 7) 高一底一 ①普通・白色鉱微鼠 ② 外面 口縁部は横撫で、体部は箆削り。

坪 08(C-3) 口～体％ 酸化・普通 ③橙色 内面 口縁部～体部は撫で。

113 土師器 2 区04C ロー高一底ー 諷・央雑物ほとんどなし 内外共、口縁部は横撫で。外面 体部は横

坪 09(D-3) 口～体部片 ②酸化・硬 ③鈍い橙色 箆削り。

114 土師器 2 区04C 口(12 7) 高一底一 ①細・白色鉱少鼠 ②酸 外面 口縁部は横撫で、体部は箆削り。

坪 08(C-3) 口～体％ 化・普通 ③橙色 内面 口縁部～体部は横撫で。

115 土師器 2 区04C 口(1 1 0) 高一底一 ①普通・白色鉱少磁 ② 内外共、口縁部は横撫で。外面体部は箆

坪 09(0-3) 口～体％ 酸化・硬 ③鈍い褐色 削り。内面体部は撫で。

116 土師器 2 区03C 口(10 0) 局一底一 ①細・白色鉱微量 ②酸 内外共、口縁部は横撫で。外面体部は箆

坪 09(D-2) 口～体％ 化・普通 ③鈍い橙色 撫で。内面体部は撫で。

117 土師器 2 区05C 口(15 0) 晶一底一 ①普通・灰色鉱少屈 ② 内外共、口縁部は横撫で。外面体部～底

坪 09(D-4) 口～底％ 酸化・普通 ③橙色 部は箆削り。内面体部～底部は撫で。

118 土師器 2 区03C ロー高一底7.6 ①普通・白色赤色鉱少量 外面底部は箆削り。 底部に火をうけ

甕 OS(C-2) 底部％ ②酸化・普通 ③橙色 内面底部は撫で。 た跡あり。

119 手捏土器 2 区05C 口一高一底5.2 ①普通・白色鉱少星 ② 外面・内面に指頭圧痕あり。

09(0-4) 底部％ 酸化・普通 ③灰黄褐色

120 手捏土器 2 区04C 口一高一 ①普通・白色鉱少凪 ② 外面指頭圧痕あり。 底部に木葉痕あ

08(C-3) 底（4 9) 底部％ 酸化・硬 ③鈍い黄橙色 内面箆撫で。 り。

121 手捏土器 2 区04C 口一高一 ①普通・白色鉱少量 ② 外面・内面に指頭圧痕あり。 底部に木葉痕あ

09(D-3) 底（5.2) 底部片 酸化・軟 ③鈍い黄橙色 り。

122 手捏土器 埋没土 口一高一 ①普通・白色鉱微鼠 ② 外面指頭圧痕あり。 底部に木葉痕内

底(14.9) 底部片 酸化・普通 ◎滲もい黄橙色 内面箆撫で。 面黒色処理。

123 手捏土器 2 区04C 口一高一底 (5 1) ①普通・白色鉱少輩 ② 摩耗が激しいため、不明確であるが、指撫 底部に木葉痕あ

09(0-3) 底部片 酸化・普通 ③明赤褐色 でで整形したものと思われる。 り。

124 手捏土器 2 区04C 口一尚一底 (3.3) ①普通・白色鉱少旦 ② 外面不明。 底部に木葉痕あ

OS(C-3) 底部片 酸化・普通 ③鈍い褐色 内面箆撫で。 り。

125 手捏土器 2 区04C 口一高一底 (4.l) ①普通・灰色鉱少量 ② 外面指頭圧痕あり。

09(D-3) 胴～底％ 酸化・硬 ③浅黄色 内面指撫で。

126 手捏土器 2 区04C 口 (9.4) 高一底一 ①普通・白色鉱少貨 ② 外面指頭圧痕あり。

09(D-3) 口～体％ 酸化・普通 ③灰黄色 内面指撫で。
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酎番号
器種

出土位置
ロ径尚さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

127 可通土器 2 区04C 口 (7.5) 高一底一 ①普通・白色黒色鉱少斌 外面指撫で。

09(D-3) 口～体部片 ②酸化・普通 ③鈍い橙色 内面 口縁部に指頭圧痕あり。

128 手捏土器 2 区04C 口 (9.2) 高一底一 ①普通・白色鉱微星 ②酸 外面体部に指頭圧痕あり。

09(D-3) 口～体部片 化・普通 ③灰オリープ色 内面指撫で。

129 手捏上器 埋没土 口 (8.2) 高一庭一 ①普通・白色鉱少鼠 ② 外面 口縁部～体部に指頭圧痕あり。

口～体部片 酸化・普通 ③鈍い橙色 内面指撫で。

130 手捏土器 2 区04C 口一高一底 (32) ①普通・白色鉱少鼠 ② 外面体部に指頭圧痕あり。

08(C-3) 体～底部片 酸化・普通 ③鈍い黄橙色 内面体部は箆撫で。

131 須恵器 2 区04C 口 (23 4) 尚一底一 ①細•黒色鉱少斌 ②還 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。外面 黒 自然釉付着。

大 甕 09(D-3) 口～肩部片 元・焼締 ③灰色 色斑点多址。内面撫で。指頭圧痕あり。 秋間・乗附。

132 須恵器 埋没土 口 (26.2) 高一底一 ①細・白色鉱少鼠 ②還 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

甕 口縁部片 元・硬 ③灰色 外面波状文 3 段。

133 須恵器 2 区03C 口 (20.6) 高一底一 ①細・白色鉱少鼠 ②還 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

甕 09(0-2) ロ縁部片 元・硬 ③暗灰色 外面波状文 1 段。

134 須恵器 2 区04C 口 (22.5) 高一底一 ①普通・白色鉱少鼠 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。 自然釉付着。

甕 09(0-3) 口縁部片 還元・硬 ③灰白色 吉井

135 須恵器 2 区05C 口 (24.4) 高 (49.5) ①細•黒色微鉱少醤 ② 外面紐作り後、口縁部横撫で、胴部格子叩 外面に自然釉付

大 甕 09(D-4) 底ーロ～底％ 還元・硬 ③灰色 き。内面 口縁部横撫で、胴部は青海波叩き。 着。乗附

136 須恵器 2 区02C 口 (14.2) 尚一底ー ①細・白色微鉱微量 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。外面 斜 全体に自然釉付

癌 08 (C-1) 口～胴％ 還元・硬 ③オリーブ灰 格子叩き。内面青海波様叩き。 着。乗附・搬入

色 （東海）

137 須恵器 2 区04C 口一高一底一 ①細・白色微鉱少鼠 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。外面縦 肩部に自然釉付

大 甕 OS(C-3) 胴部％ 還元・硬 ③灰色 平行叩き。内面青海波様叩き。 着。秋間·乗附

138 須恵器 埋没土 口 (20.6) 高一底一 ①普通・白色鉱少量 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。外面 波

甕 、 口縁部 還元・硬 ③灰オリーブ色 状文 2 段。

139 須恵器 2 区04C 口 (21 8) 高一底一 ①細・央雑物ほとんどな 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

塾 09(D-3) 口縁部片 し ②還元・硬 ③黒色 搬入（東海）

140 須恵器 2 区03C 口 (23 4) 高一底ー ①細・白色微鉱少輩 ②還 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。 内面 自然釉付

甕 OS(C-2) 口縁部片 元・焼締 ③オリーブ灰色 着。乗附

141 須恵器 2 区03C ロー頸 (15.8) 底一 ①細・白色鉱微星 ②還 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。頸部、波

甕 09(0-2) 頸部片 元・硬 ③灰色 状文 1 段。 乗附

142 須恵器 埋没土 口 (9 4) 尚一底一 ①細・白色微鉱少星 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。外面 波 自然釉付着。

甕（壺） 口～頸 還元・硬 ③灰色 状文。 搬入（東海）

143 須恵器 2 区03C 口 (12.1) 高一底一 ①細・白色微鉱微蘭 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。外面 波

甕 OS(C-2) 口縁部 還元・硬 ③灰色 状文。 搬入（東海）

144 須恵器 2 区04C 口(12.6) 高一底一 ①細・白色鉱微駄 ②還 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。 断面 3 層

甕 09(0-3) 口縁部 元・硬 ③灰色 吉井

145 須恵器 2 区04C D (15.6) 高一底一 ①普通・白色鉱少獄 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

褒 09(0-3) 口縁部片 還元・硬 ③灰色 吉井

146 須恵器 2 区03C 口一高一底一胴部片 ①普通・白色黒色鉱少量 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。外面 平

甕 08(D-l) 縦10 2 横68 ②還元・硬 ③灰色 行叩き。内面青海波様叩き後、すり消し。 吉井•藤岡・秋間

147 須恵器 2 区04C ロー高一底一胴部片 ①細・白色鉱少戯 ②還 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。外面 格

甕 OS(C-3) 縦9 5 横12. 5 元・硬 ③灰色 子叩き後、すり消し。内面青海波様叩き。 乗附・秋間

148 須恵器 2 区04C 口一尚一底一胴部片 ①細・白色微鉱微械 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。外面 胴 断面 3 層

甕 09(D-3) 縦9 5 横75 還元・硬 ③灰色 部下半格子叩き。内面胴部下半青海波。 吉井

149 須恵器 2 区03C ロー品一底一胴部片 ①細•黒色微鉱少鼠 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。外面 斜

甕 09(D-2) 縦5.2 横45 還元・硬 ③灰白色 格子叩き後回転カキ目。内面 青海波叩き。 秋間・乗附

150 須恵器 2 区04C 口一尚一底一胴部片 ①粗・白色微鉱少鼠 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。外面 回 自然釉付着。

甕 07(B-3) 縦3 7 横65 還元・硬 ③暗灰色 転カキ目。内面青海波様叩き。 秋間・乗附

151 須恵器 2 区04C ロー高一底一胴部片 ①細•黒色微鉱少星 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。外面 平 自然釉付着。

甕 OS(C-3) 縦9 0 横54 還元・硬 ③オリープ灰 行叩き。内面青海波様叩き。 乗附・秋問

152 須恵器 2 区04C ロー高一底一 ①細・白色鉱少量 ②還 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。外面 平

甕 09(D-3) 胴部片 元・硬 ③灰色 行叩き。内面青海波様叩き。 秋間

153 須恵器 埋没土 口一高一頸 (7.5) ①細・白色黒色鉱少量： 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

壺 底～頸部片 ②還元・硬 ③暗灰色 秋間

154 須恵器 2 区04C 口一尚一底一 ①細•黒色鉱少最 ②還 紐作り後、ロクロ整形。

甕 09(D-3) 胴部％ 元・硬 ③灰白色 外面波状文。平行叩き。 吉井・乗附•藤岡

155 須恵器 2 区05C 口一尚一底7.0 ①細・白色鉱少星 ②還 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。 底部自然釉付

瓶 09 (D-4) 胴～底％ 元・硬 ③灰オリープ色 内面青海波叩き。 着。吉井
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第 6 節祭祀遺構と遺物

祐番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
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156 須恵器 2 区03C 口一頸（9.5) 底一 ①細・白色黒色鉱少獄 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。 自然釉付着。

短頸壺 09 (D-2) 口～体％ ②還元・硬 ③灰色 乗附

157 須恵器 2 区04C ロー高一底一 ①細•黒色微鉱少鼠 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

罪一 OS(C-3) 胴部片 還元・硬 ③灰白色 秋間、搬入（東海）

158 須恵器 2 区03C ロー尚一底一 ①細•黒色鉱少星 ②還 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。 自然釉付着。

= 宮 09(0-2) 胴部％ 元・硬 ③オリーブ灰色 乗附・秋間

159 須恵器 2 区04C 口一高一底一 ①細・白色鉱微量 ②還 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。
ｷg ギ 09(0-3) 肩～胴部片 元・軟 ③灰色 乗附

160 須恵器 埋没土 口一高一底一 ①細•黒色鉱微鼠 ②還 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。外面 回
士g 肩～胴部片 元・硬 ③灰色 転カキ目。 乗附

161 須恵器 埋没土 口一高一底（12.5) ①細・白色鉱少星 ②還 紐作り後、ロクロ整形、底部は回転箆削り。
·罪=と 胴～底栢 元・硬 ③暗灰色 吉井

162 須恵器 2 区03C 口一高一底8 2 ①普通・白色黒色鉱少輩 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。内面 青 底部自然釉付
互ギ OS(C-2) 胴～底％ ②還元・硬 ③灰色 海波様叩き。 着。吉井

163 須恵器 2 区03C ロー尚一底13.8 ①細・灰色微鉱少星 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。 自然釉付着。

台付甕 OS(C-2) 台部 還元・硬 ③暗灰色 吉井•藤岡

164 須恵器 2 区04C 口一尚一底一 ①細・白色鉱微屈 ②還 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。内面に粘

平 瓶 08(C-3) 頸～体％ 元・硬 ③灰色 土板接合部あり。頸部は、端部にずれる。 乗附

165 須恵器 2 区03C 口 (27 0) 高一底一 ①細・白色鉱少鼠 ②還 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。 内面 自然釉付

盤 07(B-2) 口縁部片 元・硬 ③暗灰色 着。吉井

166 須恵器 2 区03C 口一高一底一 ①細・白色鉱少量 ②還 紐作り後、ロクロ整形。（右回転）。 外面 自然釉付

高 坪 10 (E-2) 坪底部 元・硬 ③暗青灰色 外面透しあり。内面撫で。 着。乗附

167 須恵器 埋没土 ロー高一底一 ①細·黒色鉱微量 ②還 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

高 坪 坪底部 元・硬 ③灰色 外面坪底部箆撫で。 乗附

168 須恵器 2 区04C ロー高一裾(136) ①細・白色鉱微星 ②還 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

高 坪 08(C-3) 脚部片 元・硬 ③灰色 乗附

169 須恵器 2 区03C ロー尚一裾 (13 8) ①細・白色鉱微鼠②還 紐作り後、ロクロ整形。 外面 自然釉付

高 坪 08 (C-2) 脚部片 元・硬③灰色 （右回転）。外面透しあり。 着。乗附

170 須恵器 2 区05C 口一高一裾（11.0) ①細・白色鉱少量 ②還 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

高 坪 09(D-4) 脚部片 元・硬 ③灰色 外面透しあり。 乗附

171 須恵器 2 区04C 口 (10.2) 高一底一 ①細・白色黒色鉱少鼠 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

坪 身 09(D-3) 口～体部片 ②還元・硬 ③灰色 秋間

172 須恵器 2 区04C 口 (10.8) 高一底一 ①細・白色鉱少址 ②還 紐作り後、ロクロ整形。 縁に自然釉付

坪 身 09(D-3) 口～底％ 元・硬 ③灰色 外面底部は手持ち箆削り。 着。乗附

173 須恵器 2 区04C 口 (10.3) 高一底一 ①細・白色鉱微呈 ②還 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

坪 身 09(D-3) 口～体％ 元・硬 ③青灰色 底部、手持箆削り調整。 乗附

174 須恵器 2 区03C 口 (11.6) 高一底ー ①普通・黒色鉱微鼠 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

坪 身 09(D~2) 口～体部％ 還元・普通 ③灰白色 乗附

175 須恵器 2 区03C 口 (10. 7) 尚一底ー ①普通・白色鉱少雇 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

坪 身 09(D-2) 口～体部片 還元・硬 ③暗灰色 吉井

176 須恵器 2 区03C 口 (1 1. 4) 高一底一 ①細・白色鉱微星 ②還 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

坪 身 OS(C-2) 口～体部片 元・硬 ③灰色 乗附

177 須恵器 埋没土 口一高一底一 ①細・白色鉱微量 ②還 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

坪 身 受部～底 元・普通 ③灰白色 乗附

178 須恵器 2 区04C 口(15.4) 高一 ①細•黒色鉱微鼠 ②還 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

坪 蓋 09(0-3) 体～端％ 元・焼締 ③オリープ灰色 秋間・搬入？

179 須恵器 2 区05C 口 (1 1.2) 高一 ①細•黒色鉱多量 ②還 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

坪 蓋 09(D-4) 体～端％ 元・硬 ③灰色 秋間

180 須恵器 埋没土 口 (12.0) 高一 ①細•黒色白色鉱少量 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

坪 蓋 体～端 ②還元・硬 ③暗灰色 秋間・搬入？

181 須恵器 埋没土 口 (14.0) 尚一 ①粗・灰色鉱微屈 ②還 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

坪 蓋 体～端 元・普通 ③灰白色

182 須恵器 2 区03C 口 (13.5) 高一 ①細・白色鉱少量 ②還 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

坪 蓋 09(D-2) 天井部～端部％ 元・硬 ③緑灰色

183 須恵器 埋没土 口一高一 ①細•黒色微鉱少量 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

坪 蓋 体部片 還元・硬 ③灰色

184 須恵器 2 区03C ロー尚一 ①細•黒色微鉱少量 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

坪 蓋 OS(C-2) 体部片 還元・硬 ③灰色 乗附

185 須恵器 埋没上 口（9.3) 高一 ①普通・白色鉱少斌 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。天井部摘

杯 蓋 天井部～端％ 還元・硬 ③暗青灰色 欠損。 吉井

405 



第 3 章検出された遺構と遺物

目番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

186 須恵器 埋没土 口一高一 ①普通•黒色白色微鉱少輩 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

坪 蓋 口縁部片 ②還元・硬 ③オリープ灰

187 須恵器 2 区03C 口一高一摘4 6 ①普通・黒色鉱微量 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

坪 蓋 08 (C-2) 摘部 還元・硬 ③青灰色 乗附・秋間

188 須恵器 2 区02C 口一高一 ①細・白色鉱微量 ②還 紐作り後、ロクロ整形。摘部は貼り付け。

坪 蓋 lO(E-1) 摘 (5.7) 元・硬 ③灰色 乗附

摘部

189 須恵器 2 区04C 口(13 9) 尚4.0 ①普通・白色鉱少量 ② 紐作り後、ロクも整形。底部は回転箆切り。 断面 3 層

坪 身 09(D-3) 底 (10.8) 口～底½ 還元・軟 ③オリープ灰色 藤岡・乗附

190 須恵器 2 区04C 口一高一 ①細・白色鉱少最 ②還 紐作り後、ロクロ整形。削り出し高台、回

碗？ 09(D-3) 底(105) 元・硬 ③灰色 転箆削り。 秋間

体～底％

191 須恵器 2 区03C ロー高一 ①普通・白色鉱少量 ② 紐作り後、ロクロ整形。底部は、回転箆削

坪 09(D-2) 底 (92) 還元・硬 ③灰白色 り。 吉井•藤岡

底部

192 須恵器 2 区04C ロー高一底8 0 ①細•黒色鉱微量 ②還 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。底部回転

碗 08(C-3) 体～底％ 元・硬 ③灰色 糸切り。 吉井•藤岡

193 須恵器 埋没土 口一高一底一 ①普通・白色鉱微量 ② 紐作り後、ロクロ整形。底部回転箆削り。

碗 底部片 還元・硬 ③灰白色 藤岡・乗附
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第 7 節 掘立柱建物遺構

第 7 節 堀立柱建物遺構

概要 本遺跡では合計11棟の掘立柱建物遺構を確認

できた。分布状況は、 4区より 7棟、 5区より 4棟であ

る。本遺跡ではピット群が 4 カ所確認されているが、

掘立柱建物遺構は共にそのピット群の中より検出さ

れており、 さらに数棟の掘立柱建物遺構の存在の可

能性がある。 ただ、 ピット群が調査区域外へ広がる

部分もあり、現状では11棟の確認にとどまった。 そ

のうち、総柱の遺構は3号掘立柱建物遺構の1棟だけ

であった。また、 1号掘立柱建物遺構のように南側に

入口部の可能性を伺わせるものもあった。庇を設け

た掘立柱建物遺構は確認されなかった。

第 1 号掘立柱建物遺構

位置

平面形

規模

柱穴

備考

4 区29C07 写真 PL.76 

2 間 X 2 間で比較的均整のとれた長方形を

呈する東西棟である。

桁方向3.60m・梁方向3.00mを測り、棟の走向

は、 N-17°-Wである。

径42~65cm ·深さ 20~45cmの円形の掘りかた

を呈し、四隅の柱穴が比較的大きい。

南辺だけが 3 間となっており、出入り口を意

図したものと考えられる。重複はなく、単独で検出

されている。構築年代を推測させる遺物の出土はな

し）。

第 8 表 第 1 号掘立柱建物遺構柱間計測値
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第 3 章検出された遺構と遺物

第 2 号掘立柱建物遺構

位置 4 区26C07 写真 PL.76 

平面形 現況で 2 間 X 2 間の比較的均整のとれた長

方形を呈するが、東辺の中間に位置するはずの柱穴

が確認されず、桁が東側に伸びる可能性があるので

東西棟であったと考えられる。

規模桁方向 (3.lOm+a) ・梁方向4.30mを測り、

棟の走向はN-33°-Wである。

柱穴 径25~55cm ・深さ 10~76cmの円形の掘りかた

第 9 表 第 2 号掘立柱建物遺構柱間計測値

を呈しており、それぞれの規模には、統一性がない。

P1ｷ P7の断面実測で中央に15cm程の幅で、砂質でも

ろい灰褐色土を確認した。柱の直径を推測させるも

のと思われる。

備考 23号住居跡と重複しており、桁が東方向に数

間伸びる可能性がある。西辺の内側に一列柱穴列が

確認されたが、別棟か建て直しかは不明である。ま

た、構築年代を推測できる遺物は出土しなかった。
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第 7 節掘立柱建物遺構

第10表 第 3 号掘寸柱建物潰構柱間計測値
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第 3 章検出された遺構と遺物

第 3 号掘立柱建物遺構

位置 4 区00B47 写真 PL.76 

平面形 4 間 X 3 間の東辺と北辺がやや歪んだ長方

形の東西棟の総柱建物跡である。

規模 桁方向5.60m・梁方向5.00mを測り、棟の走向

はN-45°-Wである。

柱穴径35~50cm ·深さ 20~60cmの円形の掘りかた

を呈しており、ほぽ統一性のある形状をしている。埋

没土は総ての柱穴で黒褐色土が主体であり、明らか

に同時期に掘られたものと考えられる。p 18 は 2 つ

の柱穴があるが建て直しか不明である。

備考重複遺構がなく、単独で検出された。構築年

代を推測できる遺物は出土しなかった。本遺跡では

唯ーで、しかも最大規模の総柱の掘立柱建物遺構で

ある。周辺に本遺構も含めて4棟の掘立柱建物遺構を

第11表 第 4 号掘立柱建物遺構柱間計測値

p 1~ P 2  p2~  P3  p3~P4  

290 132 140 

3 

·a —‘ • O 

| | 

5―宣

゜P3 

i 
• 

• 

確認したが、走向も一致せず、埋没土も異なるので

同時期の遺構とは判断できない。

第 4 号掘立柱建物遺構

位置 5 区34B48 写真 PL.76 

平面形 2 間 X l 間の南辺がやや歪んだ長方形を呈

する東西棟である。

規模桁方向2.70m ・梁方向2.60m を測る。

柱穴 径35~35cm ・深さ 25~50cmの円形の掘りかた

を呈しており、 P] を除き統一性のある形状をして

いる。ただ、P] はピットが重複しており、深いピット

は、後の作り替えと考えられる。棟の走向は、 N-2°

-E とほぽ東西に向いている。

備考本遺構と重複する遺構はなく、西下がりの緩

やかな斜面に単独して検出された。本遺構の構築年

代を推測させる遺物の出土はなかった。

p4~  P5  p5~  P6 p6~P l 

260 130 130 
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第423図 第 4 号掘立柱建物遺構実測図
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第 5 号掘立柱建物遺構

位置 5 区28B48 写真 PL.77 

第 7 節掘立柱建物遺構

しておく。

柱穴 径22~40cm ・深さ 25~60cmを測る円形の掘り

平面形 1 間 X 1 間の比較的歪みのない方形を呈す かたを呈し、それぞれの形状をしている。

る。南辺ほぼ中央やや内側に 1 つピットがあるが、 備考 本遺構は6号掘立柱建物遺構の内側に存在す

本遺構に伴うものか不明である。従って、どちらの る。新旧関係は不明である。構築年代を推測させる

方向に出入り口があったのか確認できなかった。 遺物の出土はなかった。

規模一辺が2.30m を測り、棟の走向はN-18°-E と

第12表 第 5 号掘立柱建物遺構柱間計測値

P1~P2  p2~  P3  p3~P4  p4~Pl  

240 225 230 240 
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第424図 第 5 号堀立柱建物遺構実測図

第 6 号掘立柱建物遺構

位置 5 区29B49 写真 PL.77 

平面形 2 間 X 1 間の北辺と西辺に歪みのある不正

四角形を呈する東西棟と考えられる。

規模 桁方向3.90m ・梁方向4.05m というように梁

方向がやや長くなってしまう。棟の走向はN-19'-E

である。

柱穴 径20~35cm ・深さ 15~35cmを測る円形の掘り

かたを呈し、 P1 を除き、ほぼ統一性のある形状をして

いる。また、 P吐こは根石が存在した。

備考 本遺構は 5 号掘立柱建物遺構を取り巻く形で

西下がりの緩やかな斜面に確認された。新旧関係は

不明である。構築年代を推測させる遺物の出土はな

かった。
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第 3 章検出された遺構と遺物

第13表 第 6 号掘立柱建物遺構柱間計測値

p 1~P2  p2~P3  p3~  P4  p4~  P5 p5~  P6 p6~P, 

344 250 196 410 206 190 
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第425図 第 6 号撮立柱建物遺構実測図

第 7 号掘立柱建物遺構

位置 5 区40B42 写真 PL.77 

平面形 4 間 X 3 間のほぼ均整のとれた長方形を呈

する東西棟である。

規模 桁方向4.20m・梁方向3.00mを測り、棟の走向

はN-1°-Eである。

柱穴径15~55cm ·深さ 20~60cmを測る円形の掘り

かたを呈する。形状は、まばらで統一性に欠ける。ま

た、掘りかたの中に作り替えをしたような形状をし

412 

たものもある。

備考 本遺構は緩やかな斜面から比較的急な斜面へ

変換する肩の部分に占地していた。まわりには多数

のピットが存在し、現地で土層を確認しながら遺構

の検出を試みたが本遺構のみに留まってしまっ

た。したがって、重複する遺構はなかった。また、

南辺は狭いながらも 5 間あり、出入り口の可能性を

伺わせる。本遺構の構築年代を推測させる遺物の出

土はなかった。



第 7 節掘立柱建物遺構

第14表第 7 号掘立柱建物遺構柱間計測値

p1~P2 I P2~P3 I P3~P, I P,~P5 I P5~P, I P,~P7 | P7~P8 | P8~P, I P,~p IO I p,o~ p II I p II~Pn | P12~Pn | P13~P14 | P14~P,51 P,5~Pl 

72 98 150 I 120 I 120 I 150 I 36 63 I 153 I 93 89 78 I 102 I 70 70 
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第 8 号掘立柱建物遺構

第426図 第 7 号掘立柱建物遺構実測図

第 9 号掘立柱建物遺構

位置 4 区04B45 写真 PL.77 

平面形 2 間 X 2 間の北辺が歪んだ方形を呈する南

北棟である。

規模 桁方向3.00m・梁方向2.90mを測り、棟の走向

はN-72°-Wである。

柱穴 径23~45cm ・深さ 12~60cmを測る円形の掘り

かたを呈し、形状は統一性に欠ける。

備考本遺構の西辺は不規則ながら 4間あり、出入り

口の可能性を伺わせる。重複はなく、構築年代を推

測させる遺物の出土もなかった。

位置 4 区04Cl2 写真 PL.77 

平面形 2 間 X 2 間の比較的均整のとれた長方形を

呈する南北棟である。

規模 桁方向3.20m・梁方向2.80mを測り、棟の走向

はN-47°-Eである。

柱穴 径30~40cm ・深さ 15~40cmを測る円形の掘り

かたを呈し、形状は比較的統一性がある。

備考本遺構は北下がりの緩やかな斜面に占地さ

れ、重複する遺構はなかった。構築年代を推測させ

る遺物の出土もなかった。
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第 3 章検出された遺構と遺物
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第 7 節掘立柱建物遺構

第15表 第 8 • 9 号掘立柱建物遺構柱間計測値

p 
P]~P2  p2~P3  p3~P4  p4~  P5  p5~P6  p6~  P7  p7~  P8  p8~P,  P,~Pl  Nu 

第 8 号 50 50 180 llO 150 135 135 150 136 

第 9 号 50 130 120 120 155 140 180 150 155 

第10号掘立柱建物遺構

位置 3 区49B42 写真 PL.77 

平面形 2 間 X 2 間の比較的均整のとれた長方形を

呈する南北棟である。

規模 桁方向3.50m・梁方向3.00m を測り、棟の走向

は、 N-63°-Eである。

第16表 第10号掘立柱建物遺構柱間計測値

柱穴 径40~65cm ·深さ 30~60cmを測る円形の掘り

かたを呈し、形状はやや不統一である。また、中心線

に微妙にずれが生じている。

備考本遺構の西辺は 3 間になっており、出入り口

の可能性を伺わせる。重複する遺構はなく、構築年

代を推測させる遺物の出土もなかった。

P1~P2  p 2 ~  P3  p3~P4  p4~  P5  p5~P6  p6~  P7  p7~  P8  p8~P,  P,~Pl  

60 180 100 300 150 140 50 160 130 
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第 3 章検出された遺構と遺物

第11 号掘立柱建物遺構 棟である。

位置 3 区47B45 写真 PL.77 規模 桁方向6.50m・梁方向3.60~4.00mを測り、棟

平面形 柱穴列の中心線が微妙にずれているため、 の走向は、 N-46°-Eである。

明確ではないが、 5 間 X 2 間の長方形を呈する南北 柱穴 径25~75cm ・深さ 15~70cmを測る円形の掘り

第17表 第11号掘立柱建物遺構柱間計測値

p 1~ P2 |P2~P3 | P3~P, IP,~P5 I P5~P6 | P6~P7 | P7~ P8 | P8~P, IP,~P10I P10~pll I pll~P12 I P12~Pn | P13~P" I P"~Pl 

150 110 265 120 44 230 I 100 80 70 135 I 120 I 220 75 290 
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かたを呈し、形状はやや不統一である。

備考本遺構は、 38号住居跡と重複しており、北隅

のピットが確認できなかった。また、出入り口の位

置も不明である。まわりには3号・ 10号掘立柱建物遺

第 8 節井戸跡と遺物

第 1 号井戸跡

本遺構は、 2 区03C14に位置しており、舌状台地の

東側の斜面にある北東方向に向かった谷地の右肩に

占地している。本遺構の周辺は黒色土が厚く堆積し

ており、遺物は縄文時代から平安時代にかけての土

器片が数箇所まとまって出土しているが、住居等の

遺構は確認できなかった。ただ、 3 カ所にわたり、

およそ径60cmを呈する赤褐色の焼土面が確認され、

そのうち、本遺構のすぐ西では、焼土面とともにロー

ム層を貼った部分があった。

本遺構の形状は、平面形が径1.lmを測る円形を呈

し、上方は円筒状に落ち込み、下方は徐々に細くなっ

ている。埋没土は、 3 層にわれており、砂質で全体

に B軽石が混入している。深さは、 2.25m まで確認し

て底となった。遺物は、下方よりヘラ状木製品が、

中層より雲母石英片岩製のハンマーストーンが、ま

た、上方からは実測不可能な土器片が出土している。

ヘラ状木製品以外は、本遺構の使用時に伴わないも

第 8 節井戸跡と遺物

構やピット群が集中していたが、他の遺構の検出は

できなかった。本遺構の構築年代を推測させる遺物

の出土はなかった。

のと考えられる。本遺構の使用時期は、平安時代末

期と思われる。

三口
L • 181.70 

A A' 

七層注記

l 黒色土 B軽石を多く混入する

砂質土。

2. 黒褐色土 B軽石、黄色ローム

プロック含む。

3. 黒褐色土 B軽石、黄色ローム

プロック含む。

l : 60 2m 

第430図 第 1 号井戸跡実測図

ーロ□9つ一巴三三□
こニ-ー- — ----== 

□夏I Iｽ) 

゜ 1 : 2 5cm ゜ I : 3 10cm こ
第431 図 第 1 号井戸跡出土遺物実測図

井戸跡出土遺物観察表 (P L.188) 

屈番号 1 器ffi:称 1 ：土位置 1 材質 木。長さ l41cm :1  9cm 厚さ 0 45cm。 2 つに割れて出土。図左平面の左端：，ま、刃物状のエ具で、丸
く削ってある。また、平面全体も削り調整。赤外線写真にて、墨書を確認したが、なにも撮れなかった。

2 I 敲打石 I 井戸中層 I 材質 雲母石英片岩。長さ 17.0cm 幅6.4cm 厚さ1.9cm 重さ 200g。図右側面を中心に、敲打時の剥離痕が明

瞭に残る。流れ込みの可能性が高い。
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第 3 章検出された遺構と遺物

第 9 節土坑と遺物

本遺跡では93基の土坑番号をカウントしたが、そ

のうち、 2 号土坑は縄文時代の落とし穴であり、 22·

28号土坑は弥生時代のものとしてそれぞれ前節で扱

い、また、 46 • 47 • 92号土坑の 3 基については現代

の芋穴であり、この項では削除した。したがって、

残り 87基の土坑について記載することとする。遺跡

での分布状況は、 2 つの舌状台地を画する谷地部と

東端の水田部分を除いて、ほぼ全発掘区域に広がっ

ており、その形態は、およそ円形・楕円形・隅丸方

形・隅丸長方形・不定形の 5 つに分類することがで

きる。本項では個別の土坑の記載は表にまとめ、先

述した形態分類ごとに述べていくことにする。

円形の土坑 43基の土坑が分類された。径40~150

cm・深さ 15~110cm というようにたいへんバラエティ

に富んだ規模や断面形を呈している。そのうち、数

カ所に集中して偏在するものが確認されている。即

ち、 5 区の 3 • 4 • 5 • 6 • 7 • 8 号土坑は、ほぼ

2m間隔で 1 列に並んでおり、 4 区の17·18·19号土

坑も集中しており断面形も似ている。さらに 4 区の

29 • 30 • 31 • 32 • 33 • 34号土坑、 2 区の75 • 76 • 78 

号土坑も共通の意識の中で構築されたものと考えら

れる。特に 75 • 76 • 78号土坑の埋没土の上層には B

軽石と見られる白色軽石が含まれ、下層には炭化物

粒・焼土粒が含まれており、 75 • 78号からは羽釜の

鍔片が、 76号からは須恵器碗の破片が出土しており、

平安時代の土塙墓の可能性がある。 2 区の60号土坑

も形状、炭化物粒の混入、須恵器碗の出土などから

平安時代の土壊墓の可能性がある。 5 区の13 • 14 • 

15号土坑は、ピットとして扱ってもよいような小さ

な土坑であり、 14号土坑より羽釜片が出土しており、

平安時代以降に構築されたものと考えられる。 61 • 

93号土坑は、調査当初井戸の可能性があったが、深

さが浅く、土坑となったものでともに須恵器塊が出

土しており、平安時代以降の構築と思われ、 88号土

坑からも羽釜口縁部・土釜などが出土しており、平

安時代以降の構築と考えられる。

418 

楕円形の土坑 15基が分類された。この形状の土坑

は円形のように偏在傾向を示さなかった。規模は、

長径80~325cm・深さ 10~85cm というようにばらつき

がある。 9 • ll号土坑は、 5 区の 3~8 号および11

号13~15号土坑との関連性を考える必要がある。 39

母土坑は、本遺跡の西端の緩斜面にあり、形状から

土塙墓の可能性がある。 51号土坑は90号住居跡の張

り出し部として位置付けられるべきものである。 54

号からは、古墳時代後期の土師器坪片•平安時代と

思われるボタン状つまみの須恵器蓋片などが、また、

90号からは、奈良時代の土師器坪がそれぞれ出土し

ている。

隅丸方形の土坑 4 基分類された。すべて、東側の

舌状台地より検出されている。規模は、一辺75~180

cm ・深さ 20~40cmを呈し、ばらつきがある。遺物の

出土はなく、年代は不明である。

隅丸長方形の土坑 ll基分類された。 21号土坑は、

南北に長い長方形で西側に張り出し部をもち「凸J

という文字をつぶしたような形状で、断面型は箱形

である。古墳時代後期の土師器坪片が出土しており、

この時期以降の土塙墓の可能性がある。43号土坑は、

上部に焼土塊が出土している。 2 区の63 • 66 • 67 • 

69号土坑は、近接しており、断面形が大変よく似て

いるので同じ時期に構築された可能性がある。その

うち、 63号土坑は、南北に細長い箱形の土坑であり、

底部近くまでA軽石が入り込んでいるのでこれらの

構築年代は江戸の後期であろう。 79 • 80号土坑は 1

号土器集積のまわりにあり、 81号とともに同じ意識

で構築されたと考えられる。 79号からは、底部に糸

切り痕のある須恵器碗が、 80号からは、羽釜・土師

器小型甕の口縁部、高台付碗などが出土しており、

構築年代は、平安時代以降である。

不定形の土坑 14基分類できた。 20 • 23 • 50 • 58 • 

78号土坑は、風倒木痕と考えられ、特に20号は43号住

居跡と重複しており、古墳時代後期以降の風倒木痕

である。 40号土坑は、石の集積があり特長的である。



第 9 節土坑と遺物

1 号土坑

~- -~® -©ーーロー：
L. 179ｷ80 _ _ _ L • _179.80 L • 179.80 L ｷ 179.80 . .  —·—. .一 ー・・一“` 1巳t冒口冒 冒量嘉疇瓢如疇l ．明褐色土細粒で 1. 褐色土 ローム粒 1.褐色土 ローム粒

を斑に含む゜ 締りない。 少絨混入。細粒で を少址含む。
2. 黄褐色土小ロー 2. 暗褐色土明褐色 締りない。 2. 明褐色土ローム
ム塊少鑓混入 土を斑状に含む。 2. 暗褐色土粗粒で 塊を含む細粒土。

細粒で締りない。7 号土坑
締りない土。

ー：一
8
ロ

L • 179.80 Lｷ179.70 

麟
1. 褐色土 ローム

塊を含む粗粒

土。

2. 明褐色土小

ローム塊を含む

細粒土。

3. 黄褐色土小

ローム塊を含む

粘質土。

II 号土坑

一言》ー
L • 180.20 一疇冒

1.黒褐色土特に上部黒い。

下部にローム塊。

2. 明褐色土 ローム塊混入。

3. 砂質のローム塊。

4. 褐色土かなり堅い。

5. 黄褐色土粘性の強いロー

ムが混入。

鳳
1.暗褐色土細粒でやや粘質。

2. 明褐色土黄褐色土を斑に含

む細粒土。

3. 暗褐色土小ローム塊を含む

細粒土。

4. 黄褐色土 小ローム塊を少菰

含む。

12号土坑

-9-
._ Lｷ182.IO -ｷ 

疇
1.灰褐色土 たいへん柔か

い。

2. 明褐色土粘性が強い。

ローム小粒混入。

3 ．褐色土 たいへん柔かい。

9 号土坑

ベニ會
L • 180.40 

疇疇
l ．黒褐色土上部が特に黒い。

下層にローム粒集中。

2. 褐色土 ローム大粒混入。

3. 明褐色土 ローム塊混入。

2 より砂質。

4. 褐色土 たいへん柔かい。

ローム粒混入。

5. 褐色土かなり堅い。

ローム粒混入。

@14号土坑 15号土坑

-“覧賃

10号土坑

ーロ）一
‘、ー：さ

L • 180.00 

量
1. 灰褐色土 ローム粒混入。

粘性あり。

2. 黄褐色土 ローム粒多獄に

混入。

3. 褐色土斑状の明褐色土混

入。

4. 明褐色土 ローム粒多旦に

混入。

5 ．明褐色土 4 よりも明るい。

ローム大粒混入。

L • 180.90 

疇1. 褐色土 1.明褐色土

大きな斑状の黄 斑状の黄褐色

褐色土混入。 土混入。

2. 明褐色土 2. 褐色土

ローム粒混入。 たいへん柔か

3. 黄褐色土 い。

ローム塊混入。 3. 明褐色土

たいへん柔か

16号土坑

ロー
麟1. 黒褐色土砂質。上部に
A軽石混入。

2. 黄褐色土 1 に比べ、堅

い。ローム大粒混入。

3. 褐色土 ローム塊混入。

4. 褐色土 3 に比べ、堅い。

し）。

゜ 1 : 60 2m 

第432図土坑実測図 (I)
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(
B-cー

：

□
]
 

C
.
 

ロ
ー
ロ
ー

4
20号土坑

L • 185.50 

冒1.黒褐色土 ローム粒、ローム

塊混入。細粒でもろい土。

2. 灰暗褐色土 ローム粒混入。

細粒で堅くしまった土。

3. 褐色土 ローム漸移層。堅く

しまった土。

24号土坑

瓢
1.黒褐色土 ローム粒少員混入。細

粒で締りの弱い土。

2. 黒褐色土 ローム粒、ローム塊、

褐色土プロック混入。

3. 暗褐色土 白色ローム粒、褐色土

プロック混入。

A L • 1s1.oo A' 

冒
L • 187.10 

に冨
C Lｷl86.JO C' 

／／＼笏嘉

21号土坑

L • 185.20 
. .  

髯1. 暗褐色土 ローム粒混入。

細粒で締りのある土。

2. 暗褐色土 1 に近いが、 l 

より堅くしまっている。

3. 黒褐色土 ローム粒少鼠混

入。細粒で締りない。

25号土坑

第433図

1. 黒褐色土

2. 暗褐色土

径 1~2 cm大のローム塊多鼠に混入。細粒で

かなり粘質。

径 l~2 cm大のローム塊少鼠混入。砂質でも

ろい。

3. 明黒褐色土 径 5 cm大のローム塊少量混入。砂質でもろ

し＼。

1.暗褐色土

2. 黄褐色土

1.褐色土

3. 暗褐色土

ローム粒混入。細粒で粘性あり。

ローム粒多斌に混入。 1 に比べ細粒であるが

粘性あり。

ローム粒、 1 cm大のローム塊を含む。細粒で粘

性あり。

2. 黒褐色土 ローム粒、 2 cm大のローム塊を含む。 1 に比

べ、粗粒となる。

ローム粒、 3 cm大のローム塊含む。

. -V 23号土坑

O
N
.
9
O
O
I
.
1
l
 

B
 

I 
<r;ｷ 

B
 

1.黒褐色土

2. 黒褐色土

3. 黒褐色土

4. 暗褐色土

L • 185. IO 

黄褐色土プロック少祉混入。炭化物粒も混

入。粗粒で締りに欠ける土。

ローム粒少凪混入。細粒でもろい土。

ローム粒 2 より多い。細粒でしまった土。

ローム粒 3 以上に多い。細粒で締りのある

土。

5. ローム塊

` 
1. 黒色土細粒だが締りに欠ける土。

2. 黒褐色土細粒で粘質。ややしまっ

ている土。淡褐色土のプロック少鼠

含む。

3. 黄褐色土

混入。

黒褐色土、ローム塊少絨

゜ 1 : 60 2m 

土坑実測図 (2)
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第 9 節土坑と遺物` 
L • 170.70 

疇1.黒色土底部は皿状に
なっており、壁に少屈の

焼土が残っている。この

場所で火を燃やしたもの

とみられる。

33号土坑 32号土坑

BB：口黒褐色土

1.黒色土炭化物を多量に

含む。細粒で粘質。下部

に若干焼土がある。

A.  A' .-- 3-ｷ 

馨
径 1 cm大の

ローム塊、

炭化物粒混

入。

2. 黒褐色土と

ローム塊の

混合土

ローム粒混

入。

2. 黄褐色土

細粒で粘質。

3. 褐色土

ローム粒混

入。細粒で粘

質。

『
ロL • 170.70 

笏

34号土坑

一｀L • 188.50 

瓢1. 暗褐色土
炭化物粒混

入。一度に

埋まった形

跡あり。

A' 

:

]

 

L • 188.50 A' 

麟“`
1.黒褐色土 ローム粒、

径 1 cm大のローム塊混

入。細粒で締りのない

土。

L • 188.60 

霧
1.暗褐色土炭化物多屈に

混入。細粒でしまった土。

2. 褐色土 ローム粒混入。

1 に比べ、もろい土。

ｮ

i
 尋

□
》

号
一
5
 

3
 

ｮ

i
 

三
]Lｷ188.70 L • 188.70 

ロ
1.黒褐色土斑状の暗褐色土 1.黒褐色土径 l~2 cm大の

混入。 ローム塊混入。

2. 黒褐色土 1 によく似てい 2. 黒褐色土 径 2~3 cm大の

るが、 ］よりしまった土。 ローム塊、斑状に混入。

3. 暗褐色土斑状の黄褐色土 3. 暗褐色土 ローム粒多星に

混入。締りに欠ける土。 混入。粘性あり。

1.灰黒褐色土
38号土坑

炭化物粒、多批
37号土坑

に混入。細粒でさ
締りのない土。

2. 暗褐色土

ローム塊、炭化臼 物粒も混入。細

粒で 1 よりし

まった土。し・ 17050 

疇
3. 暗褐色土とロー

斎 ム塊の混合土

粘質。

4. ローム漸移陪
39号土坑

1.灰暗褐色土締りのない土。

2. 褐色土 斑状の暗褐色土少鼠混入。

3. 暗褐色土締りのある土。

4. 黒褐色土 ローム粒、炭化物粒少且混入。粘質。

5. 黒褐色土 4 以上に堅い土。

40号土坑

A
、ｷ

 

A. 

. 

B L • 167.60 

声
B
 

L • 164. IO 

゜ 1 : 60 2m 

第434図土坑実測図（ 3)
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第 3 章検出された遺構と遺物

ロ］
L • 187.10 

二
1.黒褐色土 ローム粒少量混入。

細粒でもろい土。

2. 暗褐色土 斑状の褐色土、ロー

ム粒少贔混入。

3. 黄褐色土 ローム漸移層。

44号土坑

口④

42号土坑

ーロー
一ｷ- L-187.JO 

に

[,ｷ187.40 

45号土坑

□]― 

43号土坑 `< 

L • 187. 30 

冒 璽
1.黒褐色土 ローム粒少鼠混 1.黒褐色土 ローム粒少星

入。細粒でもろい土。 混入。細粒で締りのない

2. 暗褐色土ローム粒少量混 土。
入。細粒でしまった土。 2. 暗褐色土とロームブロッ

3. 黄褐色土 ローム漸移層。 クの混合土 ローム粒少
量混入。細粒で締りの強

い土。

49号土坑 3. 黄褐色土

ローム漸移層。

L • 186.60 

量

B L • 186.80 B" 
·ーローム

量

B
 

l ．褐色土 A軽石を多く含む。

粗粒で締りがない。

2. 暗褐色土細粒で締りが強

い。ローム粒を少鼠含む。

3. 黄褐色土 ローム塊を少量

含む。細粒で締りが強い。

4 ．褐色土粗粒で締りが弱い。

5. 明褐色土 ローム粒多く含

む。細粒で締りが強い。

50号土坑

1.黒褐色土

ローム粒少鼠混入。上部

に焼土塊が集中の細粒で

締りの強い上。

2. 黄褐色土と暗褐色土の混

合土

ローム粒混入。細粒で締

りのある土。

_ 48号土坑
<(i 

B' L • 187 oo B 1.黒褐色土 ローム粒少量混入。

麟2.;;:粒：一堅：；、ま：口こ
祉含む。堅くしまっている。

3. 褐色土 A軽石少星混入。粗粒
でガサガサ。

4. 黄褐色土 ローム塊少虻含む。

締りは強い。

51 号土坑

ァ
＼
ー
，
J

\^ ヽ

L • 181.40 

L • 186.oo 

1 ．黒褐色土 ローム粒、炭化物

粒含む。

2. 黒褐色土 ローム塊、炭化物

l ．暗褐色土径 2~3 cm大の褐色土を斑に含む。細 粒含む。
粒で締りは強い。 3. ローム塊

2. 黒褐色土 ローム塊を斑に含む。細粒で締りは強

し＞。

3. 黄褐色土と褐色土の混合上

4. 黒褐色土 2 よりやや暗い。質は 2 と同じ。
゜ 1 : 60 2m 

第435図土坑実測図 (4)
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第 9 節土坑と遺物

54号土坑

52号土坑 53号土坑

L • 181.20 

獅磁砺玩砿碗嘴
l.黒褐色土 ローム粒多く含む。

ーロー
L • 181.00 L • 181.70 

瓢
1.黒褐色土

ローム粒多く含む。

瓢

55号土坑 56号土坑

ーロー

1. 黒褐色土 A軽石、ローム粒混

入。粗粒で締り弱い。

2. 黒褐色土 ローム粒、ローム塊

混入。細粒で締りのある土。

3. 暗褐色土 ローム塊混入。粗粒

で締りのある土。

58号土坑

鬱
L • 181.90 L • 182.00 

1.黒褐色土 ローム粒

少鼠混入。細粒で締

りのある土。

2. 黄褐色土 ローム粒

多量に混入。粗粒。

57号土坑

ーロ
L • 181.00 

量1.黒褐色土 ローム粒混入。

細粒。締りの弱い土。

2. 褐色土 ローム粒多麓に混

入。細粒で締りの弱い土。

3. 黄褐色土 ローム漸移層。

60号土坑

冒
1.黒褐色土 ローム粒

混入。粗粒で締りの

弱い土。

2 ．暗褐色土 ローム塊、

ローム粒混入。細粒

で締りの弱い土。

59号土坑

ーミ

1.黒褐色土細粒。上屈は黒。

2. 黒褐色土 ローム塊若干含

む。ややフカフカする。

3. 黄褐色土

1.黒褐色土焼土塊、黄色軽石を

少最、褐色土塊を多量に含む。

2. 暗褐色土黄色軽石。炭化物粒

を多く含む。粘質で堅い。

3. 褐色土 ローム塊、黄色軽石含

む。

4. 暗褐色土 黒褐色土塊を多く含
L • 187.20 む。

髯

L • 185.30 

L • IH0.20 

L • 176.30 

麟
1.黒褐色土 ローム粒、軽石粒含む。やや黒っぼい。

2. 黒褐色土 ローム塊、軽石粒含む。しまった土。

3. 黒褐色土 2 と似ているが、よごれたローム含む。

4. 灰褐色土粘性の強いローム塊。

61号土坑

1.黒褐色土細粒で粘質。黄色軽石、

ローム粒を少乱含む。

2. 黒色土 細粒で粘質。ローム粒、炭

化物、焼土粒少恨含む。

3. 黒褐色土細粒で粘質。径 1 cmの黄

灰色粘土塊も含む。

4. 暗褐色土 ローム粒、褐色土塊を斑

に含む粘質土。

5. 暗褐色土 4 に似ているが、色が暗
し＼。

6. 淡褐色土粘土。

7. 褐色土細粒粘質土。 1~5 に比べ
ると柔かい。

゜ I : 60 2m 

第436図土坑実測図（ 5)
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66号土坑
63号土坑

L • 185.80 

量
1.暗褐色土

径 5~10mm大のロー

ム塊、斑に混入。

A軽石混入。

2. 黒褐色土

ローム粒、ローム塊

少斌混入。 A軽石混

入。粘性あり。

3. 暗褐色土

径 1 cm大ローム塊多

数に混入。

4. 暗褐色土

径 5 cm大のローム塊

混入。

67号土坑

LｷI85.90 

麟
1.黒褐色土

細粒で粘質。黄色軽

石少量含む。

2. 淡褐色粘質土

3. 暗褐色土細粒で粘

質。ローム塊を少量

含む。

64号土坑

I L • 185 60 

口
L • 185 80 

冒 鬱．

1.褐色土 1.黒褐色土

粗粒で締りがない。 1.黒褐色土 褐色土塊を斑に含む。

2. 黒褐色土 ローム小塊を少星含 細粒でかなり強い粘

褐色土の小塊混入。細粒 む。細粒でかなり粘 質。

でかなり強い粘性。 質。 2. 暗褐色土

3. 暗褐色土 2. 褐色土 l と同様だが、炭化

ローム塊少鼠含む。細粒 黄色軽石多く含む。 物を含む。

で粘質。 粗粒で締りが弱い。 3. 暗褐色土

4. 暗褐色土 3. 明褐色粘質土 ローム小塊を少鼠含

ローム大塊多く含む。細 む。 2 より明るい。

粒で粘質。 細粒でかなり強い粘

性。

68号土坑

冒
1.暗褐色土

ローム粒少醤混入。砂質で

締りの弱い土。

2. 暗褐色土

ローム粒、ローム塊混入。

細粒で締りの強い土。

3. 黄褐色土

ローム漸移層。

L • 186.30 

65号土坑

冒
1.黒褐色土

細粒、黄色軽石を少量含む。

かなり強い。

2. 黒褐色土

ローム小塊・黄色軽石を多

＜斑に含む。

3. 黄褐色土

暗褐色土小塊斑らに含む。

4. 暗褐色土

黄色軽石を多最に含む。粗

粒で締りは弱い。

70号土坑

L • 187.60 
5 

1.灰褐色土

耕作土。 A軽石混入。

2. 黒褐色土

細粒で粘質が強い。黄色軽

石を少鼠含む。

3 ローム

4. 暗褐色土

細粒で粘質が強い。黄色軽

石を少量含む。

5. 褐色土

細粒で締りは弱い。ローム

粒を含む。

゜ l : 60 2m 

第437図土坑実測図 (6)
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第 9 節 土坑と遺物

71号土坑

L • I 邸． 60
2 

1.暗褐色土

2. 黒褐色土

3. 黄褐色土

4. 暗褐色土

A軽石、ローム粒混入。

粗粒で締りの弱い土。

ローム粒、ローム塊混入。

細粒で締りのある土。

ローム漸移陪。

ローム粒混入。細粒で締

りのある土。
5. ローム塊

74号土坑

I ば

L
 ｷ
 184.00 

ltli 

A
 

A
 

L • 183.50 

1.黒褐色土

2. 黒褐色土

3. 暗褐色土

4. 明褐色土

A
 

L • 184.00 

7 7 5 

A
 

1. 褐色土 各 1 cm大のローム塊多拭に混入。細粒だがもろい土。
2. 暗褐色土 ローム粒全体に混入。細粒で締りの弱い土。
3. 黒褐色土 ローム粒混入するが 2 より少屈。 2 よりしまった土。
4. 黒褐色土とローム塊の混合土
5. 黄褐色土細粒だがもろい土。

6. 暗褐色土 ローム粒、 2 より多鑓に混入。細粒で締りのある土。
7. ローム粒と黒褐色土の混合土

77号土坑

一｀L • 179.20 

麟
゜ I: 60 

1.黄褐色土

軽石粒、ローム粒含む。

2. 黄褐色土

ローム塊多く含む。

3. 黄褐色土

2 に似ているがローム塊

が深い。

4. ローム塊

2m 

第438図
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L • 185.60 

冒

1.暗褐色土

炭化物、黄色軽石を多く含

む。やや粗粒だが堅くしま

っている。 B 軽石らしき細

粒の白色粒を多く含む。

2. 暗褐色土

炭化物、黄色軽石は少なく

なる。細粒で粘性が強い。

3. 黒褐色土

炭化物若干含む。細粒でか

なり強い粘質。

土坑実測図(7)
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第 3 章検出された遺構と遺物

78号土坑

ー：
L • 185.90 

ロ
1.暗褐色上細粒で締りが強い。白

色鉱物多鼠混入。

2. 暗褐色土焼土小塊、炭化物粒多

量に混入。細粒で締り

が強い。

3. 黒褐色土焼土粒、炭化物粒少量

混入。細粒でやや粘質。

4. 暗褐色土 黄色軽石多量に混入。

炭化物粒少星混入。

82号土坑

L • 186.50 

1.黒褐色土細粒で粘質。

2. 暗褐色土 ローム小塊を少星含

む。

3 ．褐色土黄褐色土を斑に含む。

4. 淡褐色粘質土

5. ローム

6. 明褐色土黄色軽石を含む。細

粒で締りが強い。

7. 暗褐色土細粒で粘質。

80号土坑 1.黒褐色土

細粒で締りが強い。ローム小塊

混入。

2. 黄褐色土

褐色土塊を含む。

3. 暗褐色土

ローム小塊少鼠含む。質は、 1

と同じ。

4. 黒褐色土

ローム小塊多く混入。

83号土坑

ーロー
麟
1.黒褐色土

B軽石を若干含む。

2. 黒褐色土

B軽石、ローム粒若

干含む。

A L • 186.20 A' .. 

麟1. ：：三□。や粗粒だ
2. 黒褐色土

L • 186.10 B' B
 

細粒でやや粘質。締りは強い。

麟3ロニ□：：包

84号土坑

口
L • 183.40 

麟
l ．黒色土

B軽石混入。

2. 黒色土

B軽石 1 より少なく

ややしまっている。

85号土坑

ーロー
L • 182.40 

麟
1. 黒褐色土粗粒で砂

質。炭化物混入。

2. 黒褐色土細粒で砂

質。径 1 cm大のロー

ム塊を多獄に含む。

3. 暗褐色土細粒で粘

質。ローム小塊少最

含む。

4. 褐色上細粒。ロー

ム小塊少量混入。

｀□® 
L • 182.30 

・一 5 4 

鬱

88号土坑 ］、

—© 
1.褐色土 ガサガサしている。

撹乱。

2. 黒褐色土細粒。ローム粒多

く含む。

3. 暗褐色土 ローム小塊、ロー

ム粒を多く含む。

4. 褐色土細粒で粘質。ローム

小塊を含む。

5. 黒褐色土細粒。ローム小塊

を多く含む。

麟
90号土坑

ーロー1.黒褐色土

軽石若干含み、やや
L • 184.00 

2. ;;五土 璽嘉属羞属易蕊暮
若干のローム粒、炭

化物粒含む。 1 ．黒色土軽石、炭化物粒を含む。
2. 黄褐色土 ローム粒、軽石を多量

に含む。

゜ I: 60 2m 

第439図土坑実測図 (8)
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第 9 節 土坑と遺物

87号土坑

91 号土坑

2 L • 180.30 

瓢1.黒褐色土 ローム粒全体に斑に混

入。細粒でもろい土。

ローム漸移層。2. 黄褐色土

og
.
8
8
-
.
1
 

<t:I 
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B
 

B
 

L-183.10 8' 

B麟

麟
1.黒褐色土

2. 黒褐色土

3. 褐色土

4. 褐色土

5. 褐色土

やや砂質。

やや砂質。ローム粒 (YP) の

混入やや目立つ。

ローム粒、ローム塊混入。

ややよごれたローム塊混入。

ローム粒の混入目立つ。

93号土坑

く・
| 

＜・| 

B
 

| 
く・

L • 182.20 B' 

ot
.
8
8
I
.
T
 

| 
＜・

゜ 1 : 60 2m 

土坑実測図 (9)

第18表 土坑計測値一覧表

規 模
遺構名 位 置 形状 備 考

長辺 短辺 深さ

1 号土坑 4 区37C08 llO 105 56 円 形

3 号土坑 5 区OOB39 65 60 35 円 形

4 号土坑 5 区01B39 98 93 37 円 形

5 号土坑 5 区02B39 110 108 27 円 形 ほぽ 2m間隔で柵列状に並んでいる。

6 号土坑 5 区03B40 100 96 13 円 形

7 号土坑 5 区04B41 94 84 24 円 形

8 号土坑 5 区05B41 114 106 12 円 形

9 号土坑 5 区01B42 82 54 21 楕円形 土師器高坪の脚部出土。

10号土坑 5 区05B42 92 82 43 円 形
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第 3 章検出された遺構と遺物

規 模
追構名 位 置 形状 備 考

長辺 短辺 深さ

]I号土坑 5 区05B42 104 56 65 楕円形 土師器坪の胴部出土。

12号土坑 5 区02B48 94 92 12 円 形

13号土坑 5 区03B43 44 42 41 円 形

14号土坑 5 区02B43 40 38 45 円 形 羽釜片出土。

15号土坑 5 区02B44 58 48 38 円 形

16号土坑 4 区29C03 122 120 15 円 形

17号土坑 4 区20C07 110 108 31 円 形

18号土坑 4 区19C07 62 60 21 円 形

19号土坑 4 区20C07 90 84 12 円 形

20号土坑 4 区05B49 248 160 92 不定形 風倒木痕か。 43号住居跡と重複。 43号住居跡を切っている。

21号土坑 4 区04B44 270 122 47 隅丸長方形 「閾」の斎字をつぶしたような形状。断面形は、箱形。古墳時代
後の土器坪片出土。

23号土坑 4 区03B46 212 64 65 不定形 風倒木痕か。

24号土坑 4 区04B42 210 150 47 楕円形

25号土坑 5 区34B34 152 90 41 不定形

26号土坑 5 区41B39 110 92 21 円 形

27号土坑 5 区42B41 98 94 14 円 形

29号土坑 4 区01Cl2 48 (48) 18 円 形

30号土坑 4 区02C 12 60 (60) 45 円 形

31号土坑 4 区llC 11 98 96 19 円 形

32号土坑 4 区04C 10 70 64 21 円 形

33号土坑 4 区05C 10 62 58 33 円 形

34号土坑 4 区lOC 10 76 70 16 円 形

35号土坑 4 区01 C 12 48 46 59 円 形

36号土坑 4 区02C 12 106 96 52 円 形

37号土坑 5 区42B39 100 85 20 円 形

38号土坑 6 区04B32 140 llO 17 隅丸長方形

39号土坑 6 区08B27 234 llO 30 楕円形 鉄製釘出土。

40号土坑 6 区06B48 168 117 32 不定形 集石あり。

41号土坑 4 区23C09 114 86 37 楕円形

42号土坑 4 区19C08 94 50 38 楕円形
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第 9 節土坑と遺物

規 模
遺構名 位 置 形状 備 考

長辺 短辺 深さ

43号土坑 4 区20Cl2 150 102 18 隅丸長方形 上部に焼土塊出土。

44号土坑 4 区22C12 114 80 25 隅丸長方形

45号上坑 4 区23Cl2 80 74 17 円 形

48号土坑 2 区23C20 174 164 23 隅丸方形

49号土坑 2 区20Cl7 250 140 26 不定形 須恵器塊底部出土。

50号土坑 2 区27Cll 318 174 84 不定形 風倒木痕か。須恵器碗口縁部出土。

51号土坑 2 区33B45 208 150 , 楕円形 第90号住悶霜霊 り出し胃。土第90号賃居悶は物小甕冶跡の可能性
が強い。 口縁部 。その、 化 も土。

52号土坑 2 区32B42 204 94 8 楕円形

53号土坑 2 区32B41 92 90 21 円 形 土師器小型甕、須恵器甕の破片が出土。

54号土坑 2 区35B49 188 124 22 楕円形 古墳時代後期の土師器坪片、平安時代と思われる須恵器蓋坪出土。

55号土坑 2 区34C01 121 112 10 円 形

56号土坑 2 区35C02 146 130 22 円 形 土師器甕口縁部・底部出土。

57号」土坑 2 区35B47 100 90 48 不定形

58号土坑 2 区38B49 324 192 42 楕円形 風倒木痕。

59号土坑 3 区01B48 70 64 29 円 形

60号土坑 2 区25C20 154 132 28 円 形 炭化物粒混入。須恵器碗・蓋出土。

61号土坑 2 区18Cl2 147 140 103 円 形 須恵器境、土師器碗出土。

62号土坑 2 区32Cl7 60 60 38 円 形 羽釜の鍔部分出土。

63号土坑 2 区27CIO 250 108 53 隅丸長方形 底部近くまでA軽石混入。江戸後期以降。

64号土坑 2 区25C09 164 130 40 隅丸方形

65号土坑 2 区21 Cll 152 120 40 不定形

66号土坑 2 区25Cll 216 94 52 隅丸長方形

67号土坑 2 区24Cll 142 86 32 隅丸長方形

68号土坑 2 区36Cl6 136 114 33 楕円形

69号土坑 2 区23Cl6 178 96 52 隅丸長方形

70号土坑 2 区23C22 152 150 61 不定形 半分調査区域外へ出る。

71号土坑 2 区29C03 210 134 31 楕円形

72号土坑 2 区30C02 140 130 41 円 形

73号土坑 2 区32C05 266 224 49 不定形 風倒木痕か。

74号土坑 2 区35C07 184 168 83 楕円形
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規 模
遺構名 位 置 形状 備 考

長辺 短辺 深さ

75号土坑 2 区17C 17 130 120 55 円 形 靡土上塵に漉 B軽石とみられる皇色軽石混入。下層には、炭化
・焼粒入。羽釜の鍔片出。

76号土坑 2 区17C 16 112 108 40 円 形
埋没土上層に、 B軽石とみられる白色軽石混入。下層には、炭化
物粒・焼土粒混入。須恵器碗の破片出土。

77号上坑 3 区02C07 76 74 44 隅丸方形

78号土坑 2 区18Cl7 138 130 61 円 形 埋魯上上層に、 B軽石とみられる贔闘石混入。下層には、炭化
物 ・焼土粒混入。羽釜の鍔片・ 出土。

79号土坑 2 区33Cl3 154 134 41 隅丸長方形 底部に糸切り痕のある須恵器碗出土。刃ならし傷のある石出土。

80号土坑 2 区32Cl2 166 130 37 隅丸長方形 羽釜、土帥器小型甕口縁部、高台付塊出土。

81号土坑 2 区34C 12 (130) 150 68 不定形 須恵器高台付碗底部など出土。一部、調査区域外にある。

82号土坑 2 区19Cl8 174 132 35 不定形 須恵器甕口縁部・胴部出土。

83号土坑 2 区14Cl2 106 92 15 円 形

84号土坑 2 区09C 11 126 124 13 円 形

85号土坑 2 区06C06 94 88 18 隅丸方形

86号土坑 2 区05C04 144 78 25 不定形

87号土坑 2 区18B45 545 244 30 不定形

88号土坑 2 区17B43 70 68 21 円 形 羽釜口縁部、土釜出土。

89号土坑 2 区17B42 54 40 12 楕円形 土師器「コ」の字口縁の甕出土。半分調査区域外に出る。

90号土坑 2 区17C03 160 96 23 楕円形 奈良時代の土師器坪出土。

91号土坑 2 区34B42 210 72 8 隅丸長方形

93号土坑 2 区04Cl2 135 130 110 円 形 須恵器塊出土。須恵器甕胴部出土。
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第443図 土坑出土遺物実測図（ 3)

土坑出土遺物観察表 (PL. 188)

困番号
器種

出土位置
口径尚さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

吐坑 土師器 床直 脚部片 ①細・白色鉱少輩 外面脚部縦箆削り。

1 高坪 ②酸化・普通 ③橙色 内面脚部箆削り。裾部撫で。

11士坑 土師器 埋没土 頸部～体部片 ①細・灰色微鉱少鼠 ② 外面体部横箆削り。

I 坪 酸化・普通 ③鈍い橙色 内面体部横撫で。

21士坑 土師器 埋没土 口縁～稜部片 ①細・白色微鉱微量 ② 内外共口縁部横撫で。

1 坪 酸化・普通 ＠剤iい赤褐色

39上坑 釘 埋没土 全長4.4cm 中途部分は、調査時欠損。頭部は折り返し。錆化は、柾方向に錆割れがあり、粗鍛造を思

1 わせる。

49土坑 須恵器 埋没土 体部～高台 ①細・白色微鉱微星 ② ロクロ整形（右回転）。付高台。

1 塊 還元・硬 ③灰色

50土坑 須恵器 埋没土 口縁～体部片 ①細・灰色鉱少量 ②還 ロクロ整形（右回転）。

1 坪 元・軟 ③灰色

51土坑 灰釉陶 -2 口縁部片 ①細・突雑物なし ②還 ロクロ整形（右回転）。

l 器 元・硬 ③灰白色
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第 9 節土坑と遺物

固番号
器種

出土位置
口径尚さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

53士坑 土師器 -2 口縁～胴部片 ①細・灰色鉱少菜 ②酸 内外共口縁部は横撫で。外面胴部は箆削り。

1 甕 化・硬 ③褐色

53土坑 須恵器 埋没土 胴部片 ①細・白色微鉱少屈 ② 外面斜め格子叩き。

2 甕 （縦6.0 横5. 7) 還元・硬 ③暗灰色 内面青海波すり消し。

54土坑 土師器 埋没土 口縁～体部片 ①細•黒色微鉱微屈 ② 内外共口縁部は横撫で。外面体部は箆削り。

1 坪 酸化・普通 ③橙色

54土坑 須恵器 埋没土 摘部 ①細•黒色微鉱少羅 ② ロクロ整形（右回転）。

2 坪蓋 酸化・硬 ③灰黄色

56士坑 土師器 -1 口縁部片 ①普通・白色鉱微絨 ② 内外共口縁部は横撫で。外面頸部は箆削り。

1 甕 酸化・硬 ③鈍い褐色

56土坑 土師器 -9 底部片 ①普通・灰色鉱少鼠 ② 外面箆削り。内面撫で。

2 甕 酸化・硬 ③鈍い褐色

60土坑 須恵器 +26 口(13 6) 高5.2 ①細・白色鉱少量 ②酸 ロクロ整形（右回転）。付高台。

1 婉 底6.0 口～底½ 化・硬 ③鈍い褐色

611土坑 須恵器 埋没土 口(132) 高一 ①細・白色鉱微鼠 ②還 ロクロ整形（右回転）。

2 坪 底一口縁～体部½ 元・軟 ③灰色

611土坑 須恵器 +3 ロー高 (2 4) ①細・白色鉱微星 ②還 ロクロ整形（右回転）。

3 坪蓋 摘～端部％ 元・硬 ③灰色

61土坑 土師器 +65 ロ(11.1)尚 (4 0) ①細・灰色鉱微氣 ②酸 外面 口縁部は横撫で、体部は横箆削り。

1 坪 底 (8.0) 口～底 化・硬 ③橙色 内面 口縁部～体部は横撫で、底部は撫で。

61上坑 須恵器 埋没土 口一高一 ①細・白色鉱微星 ②酸 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

2 坪 底 (7 1) 底部片 化・普通 ③橙色

61土坑 須恵器 +55 坪底部～脚部片 ①細・白色鉱微鼠 ②還 紐作り後、ロクロ整形。

3 高坪 元・硬 ③灰色

6吐坑 須恵器 埋没土 鍔片 ①普通・灰色鉱多輩 ② 口縁部は直立する。紐作り後、ロクロ整形（右

l 羽釜 酸化・普通 ③黒褐色 回転）。鍔は貼り付け。胴部上半は箆削り。

62土坑 須恵器 埋没土 高台部片 ①普通・灰色鉱少且 ② ロクロ整形（右回転）。付高台。

2 碗 酸化・普通 ③淡橙色

75上坑 須恵器 埋没土 鍔片 ①普通・灰色鉱微量 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。鍔は貼り付

1 羽釜 酸化・普通 ③鈍い橙色 け。

76士坑 須恵器 埋没土 口縁部片 ①細・白色鉱微鼠 ②還 ロクロ整形（右回転）。

1 坪 元・軟 ③灰色

76土坑 須恵器 埋没土 口縁部片 ①細・黒色微鉱少斌 ② ロクロ整形（右回転）。

2 坪 還元・軟 ③灰色

78土坑 須恵器 +35 鍔片 ①細・白色鉱微鉱 ②還 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。鍔は貼り付

I 羽釜 元・硬 ③灰色 け。

78土坑 灰釉陶 +34 口一高一 ①細・灰雑物なし ②還 ロクロ整形（右回転）。付高台。

2 器皿 底（ 5 1) 底～高台 元・硬 ③灰白色

78士坑 敲打石 埋没土 材質 雲母石英片岩。長さ 157cm 幅6.4cm 厚さ 2.6cm 重さ 340g。図上下側面に敲打時の剥離部分あり。裏面

3 に敲打時の突き込み痕あり。

79土坑 須恵器 +15 底 (6.8) ①細•黒色徴鉱少蘭 ② ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

1 坪 体一底 還元・軟 ③灰白色

i9土坑 須恵器 埋没土 底 (6.1) ①細・白色鉱微量 ②酸 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

2 坪 体～底 化・硬 ③黒褐色

79土坑 砥石 +7 材質 牛伏砂岩。長さ 11 7cm 幅10. lcm 厚さ 2.3cm 重さ 310g。自然石の利用。図上方は旧時欠損。図中の条痕

3 は、中に凹凸があり、ならし痕ではない。表裏の研磨面に爽雑鉱物の凹凸が少なく、主体は金属。

80士坑 須恵器 +12 口縁部片 ①普通・白色鉱少盤 ② 口縁部はほぼ直立する。紐作り後、ロクロ整

1 羽釜 酸化・硬 ③褐灰色 形（右回転）。鍔は貼り付け。

80土坑 土師器 埋没土 口縁～胴部片 ①細・灰色鉱微量 ②酸 内外共口縁部は横撫で。外面胴部は箆削り。

2 甕 化・硬 ③鈍い赤褐色 内面胴部は箆撫で。

80士坑 須恵器 +25 口縁～高台部片 ①細・白色鉱微星 ②酸 ロクロ整形（右回転）。付尚台。

3 境 化・普通 ③橙色

80土坑 須恵器 +22 体部～高台 ①細・白色鉱少量 ②還 ロクロ整形（右回転）。付尚台。

4 碗 元・軟 ③黒色

81土坑 土師器 埋没土 胴部～底部片 ①細・白色鉱少量 ②酸 外面胴部下半は箆削り。

1 甑 化・硬 ③鈍い褐色

81土坑 須恵器 埋没土 底部～高台部片 ①細・白色微鉱少誠 ② ロクロ整形（右回転）。付高台。

2 碗 還元・軟 ③灰色

82士坑 須恵器 +9 口縁部片 ①細・灰色鉱少星 ②還 紐作り後、ロクロ整形。

1 甕 元・硬 ③灰色
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第 3 章検出された遺構と遺物

譴号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

82土坑 須恵器 +8 胴部片 ①細・白色鉱少泣 ②還 外面胴部平行叩き。

2 甕 （縦9.5 横68) 元・硬 ③灰色 内面胴部青海波叩き。

82土坑 須恵器 +8 底部片 ①細・白色鉱少旦 ②還 ロクロ整形（右回転）。外面底部は箆削り。

3 坪 元・硬 ③灰色

81土坑 須恵器 +9 底部片 ①細・白色微鉱微鼠 ② ロクロ整形（右回転）。付高台。

1 碗 還元・硬 ③灰色

87土坑 須恵器 +18 口縁部片 ①細・白色微鉱少屈 ② ロクロ整形（右回転）。

2 坪 還元・軟 ③灰色

88士坑 須恵器 +17 口(196) ①普通・灰色鉱少輩 ② 口縁部はほぽ直立する。紐作り後、ロクロ整

l 羽釜 口縁部片 酸化・硬 ③鈍い褐色 形（右回転）。鍔は貼り付け。

88土坑 土師器 +17 口 (24 0) 高一 ①普通・灰色鉱多屈 ② 内外共口縁部は横撫で。外面胴部は箆削り。

2 土釜 底ーロ～胴％ 酸化・硬 ③暗褐色 内面胴部は撫で。

89土坑 土師器 + 1 口縁部片 ①細•黒色微鉱少旦 ② 「コ」の字状口縁。紐作り。内外共口縁部は

1 甕 酸化・硬 ③明赤褐色 横撫で。

90土坑 土師器 埋没土 口(II 3) 高36 ①細・灰色鉱少蚊 ②酸 内外共口縁部は横撫で。外面体部は横箆削り。

1 坪 丸底口～底％ 化・普通 ③橙色 内面体部は撫で。

92土坑 須恵器 +47 口縁～体部片 ①細・白色微鉱少屈 ② ロクロ整形（右回転）。

1 坪 還元・軟 ③灰色

9吐坑 須恵器 +34 胴部片 ①細・白色鉱微輩 ②還 外面胴部撫で。

2 甕 元・硬 ③灰色

第10節水田跡と遺物

1. 水田の地形

本遺構は、遺跡の東端、神保富士塚遺跡との境に

位置する「田ノ入」という字名の場所に確認された

谷地水田である。標高171.0~173. 7mの範囲にあり、

南から北へ向かって緩やかに傾斜している地形であ

る。 調査面積は、 2,590面で、そのうち、 1,409吋が水

田部分であり、その他が水田面より一段高い、孤を描

く広場状になっている。その水田面と広場状の部分

との間には境界を示すように石が集積されている。

2. 調査方法

昭和61年度（調査 1 年目）の後半に 1 区・ 2 区の

遺構範囲を明確にするため、 2m幅の試掘トレンチ

を10m間隔で 6 本東西方向に平行に入れた。その折、

この水田部分にも同様にトレンチを入れ断面の実

測・観察を行い、土層がほぼ平行に堆積している中

にNo.17の土層が波状を呈していることを観察できた

が、水田の可能性はあるものの確実に水田であると

の結論は出せなかった。そこで12月 9 日、群馬大学

の新井房夫教授を招聘してこの部分の堆積土を観察

して戴いた。その結果、

① No.1 7の土層のすぐ上に B軽石が降下し、更に、

その上 4 層くらいに B軽石が混入していること。
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内面胴部指押え。

② 湿地のような自然のままの所ならば、 B軽石は

層をなして堆積するが、ここはそうなっていない。

人為的なものが働いているとしか考えられない。

③ No.1 7の土層の波状の部分に B軽石のブロックの

溜まりが残っていることから、天仁元年(1108年）

の B軽石降下後、水田を放棄せず、すぐ後に耕し

たことが伺われる。そして、耕しきれなかった所

に B 軽石のブロックの溜まりが残ったのであろ

う。

④ オレンジ色の層 (No18) のすぐ上の鼠色の層

(No.1 7) は耕作してある。その色の違いは、水の

影響で下層には鉄分が多く付着しているのであろ

う。

⑤ B軽石は、 10cm程積もった可能性があり、降っ

た翌年にはもう耕作している可能性もある。

などのコメントをいただき、担当者も明確に水田で

あることを確認し、保護課・道路公団との 3 者会談

を経て、全面調査することになった。さらに、科学

的な分析として、調査の最終段階の翌昭和62年 5 月

13 日に古環境研究所に依頼してプラント・オパール

分析をおこない、特に北側部での水田跡の可能性の

高い結果を得ることができた。（第 5 章第 2 節参照）



——- -i,999̂ 

ら三｀□□□4゚ーロ
ロローロ 9□□□\9// i/<
ロ＄：口/91

[ lCI~: ̀;_ -]]I― o「[:9:\\\
1／口□口□□/］
＼口＼’＼ \_9ー□□三／
\ 

／＼／口'□｀｀：．：／：／
ーニニ-‘／こ5,＼，＼、口//／1：~ヽ＼1:、 ＋(-~iよー；／）
し］し」 I----

1./80 

I : 300 l0m 

2 11 
ざ 9-}_ f--____J_――一1 

• 二三ロニニニ＿＿一
長 1 吋 I-、 1

□/口
ー5 

土）竹，：中記

1.灰褪色土 A軽石を多く含む。細粒で粘質。現在の水田耕作土。

2. 妓茶褐色土 上部にA軽石を少凪含む。細粒で粘質。

3. 灰茶褐色土 やや粗粒で茶褐色の小石を少塁含む。
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5. 暗灰褐色土 B軽石とみられる小粒の軽石を少登含む。粘質が強い。 4 と同色同
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8. 茶褐色土 B軽石を含み、粘性に富む。

9. 灰褐色十． 7 に比べて灰色が強く、 B軽石を多く含む。

10. 暗灰襟色土 B軽石を多埜に含み、粘性が強い。茶色の鉄分の錆の筋が縦に入っ

ている。

11.灰色土 上部に汚れたB軽石を含むが、下部に含まれていない。下部はJ II砂

状の粗粒でザクザクしているが、堅くしまっている。
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水田の畦畔を形成していたものと思われる。

19. B軽石 下部は波形向に榜する部分では純陪であるが、上部は汚れている。

20. 灰祝色土 B軽石を多元に含む粘質十．。あまり粘性は強くない。 B軽石降下後

に耕作された水山の耕土とみられる。
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3. アゼの走行と区画

水田を区画する明確なアゼは、確認されなかった

が、鉄分を含んだ部分が帯状に赤褐色をしながら若

千の高まりを確認することができ、また、その部分

には小穴が殆ど無いことから、アゼであった可能性

が強い。それをアゼと見た場合、第444図のとおり、

a~h までのナンバーをふることができ、そのうち、

Cを除くと孤を描く集石部から放射状に伸びている。

等高線と比較するとほぼ平行していることが解り、

自然の地形をうまく利用して耕作していたといえ

る。そのアゼにより、大小 9 つの水田面を確認する

ことができ、形状は、統一性がない。面積は、それ

ぞれ

( 68.5m' ( 96.9m' ( 80.9m' ( 28.2m' 
( 68.lm' ( 217.5m' ( 39.lm' ( 240.5m' 

第10節水田跡と遺物

⑨ 261.6m' を測る。

4. 石組と広場状遺構

石組は、水田部と広場状遺構とを画するかのよう

に弧状にある。全体で 3 カ所に分かれており、最大

幅で 3mを測り、中でも最も南側が多量の石を使用

している。一見、初めから水田部と広場状遺構を明

確に分けるためという意識が働いているように思え

るが、水田面にボーリング棒を差し込んでみると

10~30cmの深さに石が確認され、そのことから、耕

作当時、水田面にかなりの転石があり、邪魔なので

それらを広場状遺構の縁辺部に寄せたに過ぎないも

のであると言う結論に達した。

広場状遺構は、土質が大変堅く、また、水田面よ

りも lmほども高く、その面が当時の地表面とする

と耕作には適さない地形と土質であったと言える。

二

二
田

田

0 l : 1200 3Qm 

第446図 水田試掘トレンチ概念図
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第10節 水田跡と遺物
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遺物もほとんど出土しておらず、その性格は不明で

あるが、そこで、耕作にかかわる作業をした可能性

はあると考えられる。

5. 取配水方法
あま

この谷地には水田の両側に南側から流れてくる天
みや

の宮川という小水路があり、その水は上流に築かれ
おおいりのつつみ

た大入堤から流れでてくる。大入堤はまわりの上位

段丘の伏流水を溜めたものであり、当時にこの堤が

存在したことは不明であるが、おそらく耕作当時も

伏流水を集めたこの小水路は存在していたものと推

測される。この水路からの取水については調査区域

内に取水口は確認されなかったが、南側の調査区域

外に現在の取水口があり、まわりの地形から耕作当

時も同じ位置からの取水が行われた可能性を伺わせ

る。また、各水田の配水については、調査の中では

アゼの水口を検出することができなかった。それが、

水口が閉ざされていたためか、水口を作る必要がな

かったためかは不明である。水が水口から落下する

際に侵食によってできる＜ぼみも確認できなかっ

た。

6
 
水田面における小穴群

水田面の精査の段階でプロック状に溜まった B軽

石を丁寧に取り除いた時に 9 面の水田面のほとんど

に小穴群が確認された。水田面の全体にあるという

のでなく、部分部分に集中する傾向があり、規格性

はない。形状は、ほとんどの小穴が長径10~15cm • 
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第 3 章 検出された遺構と遺物
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 短径5~10cm程の楕円形を呈しており、深さも 5~10

cm前後である。その中には明確に人の足跡と確認で

きるものもあったがごく一部である。ほとんどは性

格が不明であるが、人の足跡か、獣等の足跡か、あ

るいは、稲の切り株跡の可能性を考えることができ

水田部より出土した遺物のうち、実測できたもの

を下図に表したが、そのうち、明確に水田使用時の

ものと考えられる遺物は確認できなかった。 ここで

る。

7
 
遺物出土状況と内容
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はプラント・オパール分析（附編第 2 節）でも明ら

かなように天仁元年 (ll08年）以降から現在まで断

続的に水田として使用されていたことが想定され、

そのことは様々な時期の遺物が出土していることか



らも伺われる。また、天仁元年以前と思われる長頸

瓶の頸部や軒丸瓦片等も出土しているが、流れ込み

の可能性が高い。

8 まとめ

本遺構は、天仁元年 (ll08年）に爆発した浅間山

より噴出した軽石（ B軽石）により覆われた谷地水

田跡であり、その年前後に耕作されていたと考えら

れる。この水田の耕作者については、長根羽田倉遺

跡側に求めるべきか、あるいは、神保富士塚遺跡側

に求められるか、さらには、別の場所に居住してい

たかは不明としかいいようがない。ただ、この水田

跡の大字は神保であり、神保とは神領の村、つまり、

第10節水田跡と遺物

荘園を意味するというのが定説で、辛科神社がこの

地に鎮座している。『吾妻鏡』25巻承久 3 年 6 月 13

日の条に多くの上野武士団と推定される中に神保与

三の名がみえることから神保の苗字を有する武士

は、ここの神保の地名によったものであるとの説が

有力である。この説が正しいとするならば、神保と

いう名は、 13世紀前半までさかのぽることができる。

さらに、吉井町誌ではこの地が韓級郷の比定地であ

るとしたうえで「韓級郷から、荘園としての神保へ

の移行は、平安時代後半ころに推定される」として

おりこの説が正しいとするならば、本水田跡は、神

領の中にあった可能性があるといえる。
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第 3 章検出された遺構と遺物
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第451 図 水田跡出土遺物実測図 (2)

水田跡出土遺物観察表（PL. 188)

附番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 須恵器 埋没土 口 (18.0) 高一 ①細・白色微鉱少量 ② 紐作り後、ロクロ整形。体部～底部は回転箆

盤 0 区 C 底一口縁～底部 還元・硬 ③灰色 削り。

2 土師器 埋没土 口 (19 0) 高一 ①普通・白色鉱少鍵 ② 内外共口縁部は横撫で。外面胴部は箆削り。

甕 1 区 c 底一口縁～胴 酸化・普通 ③褐色 内面胴部は撫で。

3 須恵器 埋没土 口 (138) 高一 ①細•黒色微鉱少贔 ② 紐作り後、ロクロ整形。

甕 1 区 C 底一口縁部 還元・硬 ③灰色

4 須恵器 埋没土 胴部片 ①普通・灰色鉱微星 ② 紐作り後、ロクロ整形。

甕 1 区 B （縦5.0 横3.5) 酸化・硬 ③赤褐色

5 須恵器 埋没土 頸部片 ①細・白色微鉱少鼠 ② 紐作り後、ロクロ整形。外面 波状文。

甕 1 区 c （縦3 8 横7.4) 還元・硬 ③暗灰色

6 須恵器 埋没土 宝珠状摘部片 ①細・白色鉱微屈 ②還 ロクロ整形（右回転）。

坪蓋 1 区 元・硬 ③灰色

7 須恵器 埋没上 宝珠状摘部分 ①細・白色鉱微量 ②還 ロクロ整形（右回転）。

坪蓋 1 区 c 元・硬 ③灰色

8 須恵器 埋没土 胴部片 ①細・白色鉱少且 ②還 紐作り後、ロクロ整形。内面は青海波叩き。

甕 0 区 （縦12.0 横 108) 元・硬 ③灰色, 須恵器 埋没土 胴部片 ①細・白色鉱少鼠 ②還 ロクロ整形（右回転）。

揺鉢 0 区 （縦10.3 横 75) 元・硬 ③暗赤褐色

10 須恵器 埋没上 口 (9.8) ①細・白色鉱微醤 ②還 紐作り後、ロクロ整形。内面 自然釉。エ具

長頸壺 1 区 c ロ縁～頸部 元・硬 ③灰色 による整形痕あり。

11 須恵器 埋没土 胴部～底部 ①細・白色鉱微量 ②還 紐作り後、ロクロ整形。

台付甕 集石部 元・硬 ③灰白色

12 鉄砲玉 埋没土 径1.25cm 材質鉛。産地埼玉県秩父の鉱山産。色調灰白。誤差をふまえた近似値が、 2 個体と

重輩10.9g も、同一鉱山産出の鉛で、同一時期に製作されたものと思われる。 Nul2 は、図正面部分が、

13 鉄砲玉 埋没土 径1. 30cm 平らにつぶれており、全体に、ゆがんだ球状をしているのに対し、 Nul3 は、 2 箇所、欠落

重鼠12.0g した部分があるものの、ほぽ球状を呈している。（註 1)

14 くぼみ 埋没土 材質 牛伏砂岩。長さ 14.8cm 幅7.3cm 厚さ 4.3cm 重さ 600g。図平面に 2 箇所、凹みあり。工作台として利用

石 されたか。側面一部と、底面は、砥石として利用された可能性がある。

15 軒丸瓦 埋没土 長さ 41cm 幅3.8cm 厚さ 3.3cm 重さ 56g。外区のみの破片で内区は不明。 2 重孤文が残る。側面に、平行叩き

と、指撫で調整の痕跡のこる。胎土は、白色微鉱物を含み、色調は暗灰色。焼成は、硬質。 7 世紀代のものか。

16 鉄斧 埋没土 残存長6.2cm 片側に袋部を残し、図表側では、左刃部側が減る。砥ぎ出しの稜は、内外共に両刃に研磨

されている。錆化は不定方向に進み、精鍛を思わせる。両端部は、調査時欠損。

17 銭貨 埋没土 嘉祐元賓。銅。宋の仁宋（1056) 。下方一部欠損。畏面、摩耗はげしく、ほぼ、平坦となっている。径2.35cm 厚

さ1. 5mm 孔 6mmX 6mm。

18 銭貨 埋没土 寛永通賓。銅。江戸。上方、一部欠損。全体に曲っている。径2.45cm 厚さ1. 5mm 孔 6mmX 6mm。

註 1 産地同定は、東京国立文化財研究所 馬淵久夫・平尾良光両氏のご協力による。
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第11節 畑 跡
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第 1 号畑跡実測図

概要

すべてが、天明 3 年 (1873)

下したA軽石の純層によって覆われており、

前まで耕作していたことを伺わせる遺構である。

カ所すべて 1 区 2 区という本遺跡の東側の舌状台地

より検出されており、

形成しており、地形をうまく利用して耕作している

様子が伺われる。

が小さい。そのうち、

ているようであるが、

いは北側に広がっていた様相を呈している。おそら

く、

本遺跡では 3 カ所の畑跡が確認された。

さらに、等高線にそって畝を

また、

2 号畑跡はその部分で完結し

1 号・ 3 号畑跡は、南側ある

A軽石降下直後に畑の軽石をそれらの遺構の上

に掻き集めて耕作を再開したため、

が軽石に覆われた状態で残ったものと考えられる。

第 1 号畑跡

位置

面積

立地

形状

備考

2 区36C04~2 区40C05

29.7m' 

＜堆積しており、

られる。

写真

おそらくは、

その

の浅間山爆発の際に降

その直

3
 

3 カ所の畑跡とも大変面積

1 号・ 3 号畑跡

PL.81 

本遺跡の東側の舌状台地の西側に傾斜した緩

斜面の上部に占地している。

確認面で東西方向に細長い形状をしている。

畝は、長短 8 本あり、畝と畝の間隔は25~30cmの範

囲で、高さは 8~10cm前後である。畝の方向は等高

線の方向とほぼ一致する。

確認されたときは浅間山のA軽石がかなり厚

A軽石降下直後に軽

石を本遺構の上に掻き集めたものと考えられる。 ま

た、畝に小穴が幾つも確認され、中には一列に並ん

だものもあることからおそらくは栽培されていた作

物の根跡と考えられる。種類は不明である。さらに、

この畑跡南脇に溝状の遺構が畑の長さの倍以上、確

認されているが、当時の畑と畑の間のあぜ道と考え

これらのことから、江戸時代後期にはこの

緩斜面のほとんどを利用して広く畑作が行なわれて

いたことが想像される。

第 2 号畑跡

位置 2 区37Cl6~2 区39Cl8
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第 3 章 検出された遺構と遺物

面積

立地

66.4m' 

本遺跡の東側の舌状台地上の一段高い平坦部

に占地している。

形状

写真 PL.81 

確認面で南北方向に長い三角形で北側が鋭角

になった形状をしている。畝は、 3.4~5.4mの長さの

ものが14本あり、畝と畝の間は30~40cmの範囲で高

さは 5~8 cm前後である。畝の方向は、 N-81°-Wで

等高線の方向とほぼ一致する。 また、北側部は畝が

確認されなかったが、高さは畝とほとんど変わらず、

耕作痕も見られることから同様に耕作していたと考

えられる。

備考 確認されたときは、浅間山のA軽石の純層と

その上の A軽石と黒色土との混合土に覆われてお

り、 A軽石降下時に耕作を中断したことを伺わせる。

各畝の上に数力所ずつ小穴が確認されているが、 そ

れが、栽培されていた作物の根跡かは不明である。

また、

るが、

ところどころに径40cm前後のピットが見られ

それは、 この畑跡に伴うものでなく、後世の

所産であろう。本遺構の西側は道路であり、南側は

9 号溝が走り、東側も溝状に低くなっている。本遺

構は、現状で完結していると思われるが、東側には

溝上のあぜ道状遺構があり、

軽石をかき集めた形跡が見られ、あぜ道状遺構を挟

んでさらに畑がつづいていたものと考えられる。

れらのことから、江戸時代後期にはこの台地平坦部

を利用して、畑作が行なわれていたことが想像され

る。

第 3 号畑跡

位置

面積

1 区45C02~1 区46C03

21.2m' 写真

その北側の11号溝に A

こ

PL.81 

〇
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第12節 溝跡と遺物

立地 本遺跡の東側の舌状台地の東側に傾斜した傾

斜角 9 ゜の緩斜面の中間に占地している。

形状 確認面で東西に長い形状で検出された。畝は、

1. 9~4.5mの長さのものが 8 本確認され、畝と畝の

間は、 55~60cmの範囲で、高さは10~14cmを測る。

畝の方向は、 N-4°-Wであり、等高線の方向とほぼ一

致する。北東側は、段差があり、

られている。

備考

それによって、切

確認されたときは、浅間山のA軽石の純層で

覆われており、 A軽石降下時に耕作を止めたことを

伺わせる。下方の畝に小穴が数力所確認できたが、

それが、栽培されていた作物の根跡かは不明である。

畝の両端が切られている状態で検出されたため、お

そらく耕作当時は、畑が両側に広がっていたと考え

第12節

概要

溝跡と遺物

本遺跡では17条の溝が検出された。すべてが、

舌状台地の平坦部や緩斜面にあって、人為的に作ら

れた溝であり、旧河川といった自然の流路は考えら

れない。分布状況は 1 区の水田部と 3 区の谷地を除

いて、ほぽ全体に散らばっているが、東側の台地で

は、東斜面に、西側の台地では西斜面に多い傾向が

ある。

第 1 号溝

位置

規模

立地

形状

埋没土

4 区46B41~5 区20B28

れぞれ測る。

ヘ若干北へ偏りながら走っている。

写真 PL.78 

長さ 68.5m• 最大幅1.6m• 最大深さ 32cmをそ

西側の舌状台地の西緩斜面にある。

断面形は、皿・碗型を呈し、 N-67°-Wの方向

ローム小塊・ローム粒が混入する細粒でや

や粘質の褐色土が主体をなす。層の上部は砂質で下

部へいくに従い、粘質となる。

o
s
ｷ
o
s
1
 • 

1
 

\、, 

土坑とも重複しており、

なく、

位置

規模

立地

形状

第454図
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第 3 号畑跡実測図

られる。時期は、江戸時代後期。

3 号・ 4 号土坑の方が新し

い。出土遺物は、大変少ないが、須恵器小型壺・小

柄穂先などがある。構築年代は、同時期と考えられ

ている 2 号溝が平安時代の可能性が強いため、平安

時代以前ということが言える。明確な流水の痕跡は

また、浅いため、土地の区割りとも考えにく

く、使用目的は不明である。

第 2 号溝

4 区46B40~4 区42C09 写真 PL.78 

長さ 40.5m ·最大幅4.2m •最大深さ 1.25m を

それぞれ測る。

西側の舌状台地西斜面の上部に位置する。

断面形は、薬研状（逆台形）になっており、

底面は、幅90cmを測る。 また、肩の部分が、 2 段な

いし 3 段になっている。方向は、 N-12°-Wである。

両端は、調査区域外に伸びると考えられるが、特に

北側は、後世において削り取られている。

備考 2 号溝• 5 号溝と重複しており、

新旧関係は同じ時期の可能性がある。

没土がほとんど同一であり、 また、

に掘削されたものと考えられる。

2 号溝との

5 号溝とは埋

5 号溝は、 1 号

溝のほぼ中間より始まっているので、両溝は同時期

さらに 3 号・ 4 号

埋没土

層のほうが暗い色をした褐色土が主体をなす。層の

中間に浅間山の B軽石が混入している。

備考

おおよそ 4 層に分かれており、概して、下

1 号溝． 3 号溝と重複している。 3 号溝は本

溝が切っているため、本溝のほうが新しいといえる。
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また、 1 号溝は同時期であろう。出土遺物は、上層

から羽釜等の平安時代の遺物が多く、また、下層か

らは、古墳時代後期のものが少量出土している。さ

らに石製品では、出土位置は不明であるが、滑石製

の紡錘車未成品が 1 点、縄文時代の石斧 2 点、弥生

時代の石鍬 1 点も出土している。構築年代について

は、土層の中間より B軽石が出土しており、平安時

代以前であろうが、古墳時代まではさかのぼらない

であろう。使用目的は、底面に明らかな流水の痕跡

が見受けられないことから、土地の区割りの可能性

が強いと考えられる。また、底面が堅く踏み締めら

れていたため、道としても使用された可能性がある。

第 3 号溝

位置 4 区34B46~4 区43B47

規模残存状態が悪く、また、 2 号溝により、切ら

れているため、明確ではないが、確認された範囲で

長さ 20m• 最大幅1.4m• 最大深さ 18cmをそれぞれ測

る。

立地 西側の舌状台地西斜面の肩部に立地する。

形状 断面形は、皿状を呈する。途中が削平されて

おり明確ではないが、方向は、 N-105°-Wであるが 2

号溝との重複部分で45゜ほど北へ曲がる。

備考 2 号溝と重複しており、本溝の方が古い。出

土遺物はない。築造年代は、平安時代以前であろう。

第 4 号溝

位置 4 区12Cl0~4 区13Cl5

規模長さ 9.8m ·最大幅0.7m ·最大深さ 10cm を測

る。

立地 西側の舌状台地の最も高い部分に位置する。

形状 断面形は皿状を呈する。方向はN-8"-Eであ

る。

埋没土 ローム粒を少量含む黒褐色土が主体をな

す。

備考 53号住居跡と重複しており、本溝の方が新し

い。遺物は出土していない。年代は、古墳時代後期

以降であろう。使用目的は、不明である。

第 5 号溝

位置 5 区08B36~5 区18B44 写真 PL.80 
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規模長さ 28m• 最大幅1.6m• 最大深さ 33cm を測る。

立地 西側の舌状台地のほぽ中間に位置し、 1 号溝

の中間より始まっている。

形状 断面形は、皿状を呈し、方向は、 N-64°-Eで、

南西に行くに従い、南側にずれて、しかも先細りし

ていき、浅くなる。

埋没土 ローム粒を少量含む暗褐色土が主体をな

す。

備考 6 号住居跡と重複しており、本溝の方が古い。

遺物は出土していない。等高線と同方向に走ってお

り、排水を意識して掘削されているようである。構

築年代は、古墳時代後期の可能性が強い。

第 6 号溝

位置 5 区36B43~5 区40B41

規模長さ 10.9m ·最大幅60cm ·最大深さ 18cm を測

る。

立地 西側の舌状台地の西斜面下方に位置し、等高

線に対して直交する。

形状 断面形は、薄い箱形を呈し、平面形は、中央

部がやや膨らむほかは、ほとんど同じ幅である。方

向は、 N-61°-Wで直線的に走っている。

埋没土 上部には B軽石を含み細粒で砂質な暗褐色

土が、下部にはローム小塊を少量含む細粒でしまり

の強い褐色土が、それぞれ堆積している。

備考 まわりには多数のピットが存在しているが、

その中の 1 つと軍複しており、本溝の方が新しい。

埋没土の上部に B軽石が入り込んでいることから、

本溝の構築年代は、平安時代以前ということになろ

う。また、まわりのピット群がすべて同時期に作ら

れたとしたなら、それらのピット群も平安時代以前

の構築となる。本溝の使用目的については不明であ

る。遺物は出土していない。

第 7 号溝

位置 5 区44B38~6 区00B33

規模長さ 15.7m ·最大幅1.3m• 最大深さ 18cm を測

る。

立地 西側の舌状台地の西斜面最下方にあり、等高

線に対してほぼ直交して、 8 号溝にぶつかる。



形状 断面形は、皿状を呈し、平面形は、ほぽ直線

的であるが、斜面下方にいくに従い、細くなってき、

8 号溝と合流する部分が最も細い。

埋没土 ローム粒・炭化物粒を少羅含む細粒でしま

りのない黒褐色土が堆積している。

備考 先端で 8 号溝と重複しているが、埋没土がよ

く似ており、同時期の構築の可能性が高い。位置的

にみて、 6 号溝と同一線上にあるので、本来は、 1

つの溝であった可能性が高い。そこから、構築年代

は、平安時代以前と考えられる。遺物は、出土して

いない。使用目的は不明である。

第 8 号溝

位置 5 区46B28~6 区06B42 写真 PL.80 

規模長さ 36.3m• 最大幅1.2m• 最大深さ 22cmを測

る。

立地 西側の舌状台地の最下部•最西端に位置し、

等高線に対して、平行に走っている。

形状 断面形は、皿状を呈し、平面形は、ほぽ同じ

幅であり、方向は、 N-36°-Eである。

埋没土 ローム粒・炭化物粒を少量含む細粒でしま

りのある暗褐色土が主体をなす。

備考 7 号溝と中央やや北よりで合流する。埋没土

もほぽ同様であり、同時期の構築と考えられる。し

たがって、年代を平安時代以前としたい。遺物は出

土していない。使用目的は不明である。

第 9 号溝

位置 2 区25C21~2 区39Cl9 写真 PL.80 

規模長さ29.Sm• 最大幅lm• 最大深さ 20cmを測る。

立地 東側の舌状台地の最上部に位置し、等高線に

沿った形で走っている。

形状 断面形は、逆台形を呈し、平面形は、ほぼ同

じ幅である。方向は、 N-94'-Eでほぽ中央で南側へ

12゜曲がる。

埋没土 A軽石・ローム粒を多量に含む褐色土。

備考 A軽石に覆われた畑のすぐ南側を東西に走っ

ており、おそらく、畑と何等かの関係があるものと

思われ、同時期の構築と考えられる。遺物は出土し

ていない。

第12節溝跡と遺物

第10号溝

位置 l 区42Cl2~1 区48Cl9 写真 PL.79 

規模 長さ 17.2m• 最大幅4.9m中央部の石敷までの

深さ 60cm石敷を取り除いた後の深さ 77cm を測る。

立地 東側の舌状台地の東斜面に位置する。

形状 傾斜角20゜程の斜面を箱型に掘削して中央部

に石・鉄滓等を敷いている。また、石敷の両側には

側溝状小溝を構築してある。東側の側溝状小溝の幅

は60cm深さ 30cm西側のそれは、幅50cm ・深さ 30cmを

測る。方向は、 N-38°-Eである。

埋没土 上部は、 B軽石と見られる細粒の灰白色軽

石を含み、全体に細粒でかなり粘性である。石敷の

上面の土は鉄分の錆による褐色が斑に加わる灰褐色

粘性土であり、さらに、側溝部分の土は、黄褐色粘

土のブロックを少量含む黒褐色土である。

備考 当初、溝として調査したが、全貌を出してみ

ると溝というよりも道路状の遺構と考えたほうが適

切であろう。中央の石敷は、歩くときに都合がよい

様に人為的に敷かれたものであろう。その石の間に

は鉄滓がかなりの量出土した。その中には用渦の底

部に溜まった鉄滓も含まれている。他の遺物として

は須恵器羽釜口縁部片が側溝の底から、また、覆土

として、灰釉陶器底部片、 13世紀の龍泉系の青磁片

3 点、中世の大甕口縁部、播鉢破片、鳴滝に匹敵す

る砥石、輔の羽口破片なども出土している。これら

から本遺構の構築年代は平安時代 (10世紀頃）と考

えられ、使用されていた時期は、平安～中世までと

いえる。

第 11号溝

位置 2 区llClO~2 区25C04 写真 PL.80 

規模長さ 35m•最大幅l.lm• 最大深さ 60cm を測る。

立地 東側の舌状台地の平坦部中央に位置し、段差

に沿って東西に走っている。

形状 断面形は、上部が削平されているため明確で

ないが、浅い箱型を呈している。平面形は、ほぽ同

じ幅で直線的である。方向は、 N-116°-Eである。

埋没土 B軽石を若干含む黒褐色土が主体である。

備考 120号住居跡と重複しており、本溝が切ってい
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る。出土遺物は、須恵器甕口縁部・須恵器壺底部な

どがある。構築年代は、 120号住居跡の遺物より、 9

世紀後半であり、本溝の埋没土に B軽石が含まれて

いることから平安時代中期と考えられる。使用目的

は排水関係か。

第12号•第13号溝

位置 2 区00B49~2 区06C08 写真 PL.78 

規模 12号長さ 13m• 最大幅 lm• 最大深さ 21cm。

13号長さ 12.5m ·最大幅 lm• 最大深さ 18

cm。

立地 東側の舌状台地の東斜面の肩部に位置し、等

高線に沿って南北に走っている。

形状 12号・ 13号溝とも道路状遺構の側溝部分と考

えられる。断面形は、両方とも上面が削平されてい

るが、現状で12号が逆台形を、 13号が皿状を呈し、

平面形は、中央道路部分に沿ってほぽ同じ幅で走っ

ており、方向は、 N-28"-Eである。

埋没土 12号は、ローム粒を少量含む細粒で粘質な

暗褐色土が主体をなす。 13号は、ローム小塊を少量

含む褐色土が上部に、暗褐色土が下部に堆積する。

備考 12号・ 13号溝が、自然消滅している北側の部

分には 10 号溝と同様の石敷部分があり、また、 12

号・ 13号溝の中央には幅1.5m前後の平坦部分が存在

し、以上の状況から、この部分は、道路状遺構とそ

の側溝部分であるとの結論に達した。本遺構は、 11

世紀初頭から前半の住居である 125号住居跡・ 135号

住居跡と重複しており、本遺構を住居跡が切ってい

ることから本遺構の方が古いと言える。すなわち、

本遺構の構築年代は、 11世紀より前であり、出土状

況から 10号溝との強い関連性を考えることができ

る。遺物は、須恵器壺の肩部片が出土している。

第14号・第15号溝

位置 1 区45C02~2 区OOB49 写真 PL.78 

規模 14号長さ 8.7m• 最大幅1.4m• 最大深さ 22cm

15号長さ 19. 7m• 最大幅70cm•最大深さ 18cm

立地 東側の舌状台地の東斜面上部に位置する。

形状 12号・ 13号溝から続く道路状遺構の側溝部分

と考えられる。断面形は、両方とも上部が削平され
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ているため、明確ではないが、現状で14号は皿状を

15号は浅い薬研状を呈している。平面形は、中央の

道路状遺構に沿って、ほぼ直線状に平行に走ってい

る。方向は、 14号は、 N-123°-Eであり、 15号は、 N

-46°-Eで走っていたものが 2 区00B48グリットで南

ヘ79゜曲がって N-125°-Eを呈する。

埋没土 14号・ 15号共に細粒で粘性の強い暗褐色土

が主体をなすが、特に15号では上層に B軽石が少量

含まれる。

備考 15号溝は、 11世紀後半の年代観を示す127号住

居跡と重複し、 127号住居跡の方が15号を埋めて床面

を形成しているので15号溝の方が古いといえる。構

築年代は12号・ 13号溝と同じ遺構と考えられるので

11世紀より前ということができる。出土遺物は確認

されなかった。

第16号溝

位置 2 区13B48 写真 PL.80 

規模長さ 6.9m• 最大幅90cm•最大深さ 15cm を測る。

立地 東側の舌状台地の北側よりの平坦部にある。

形状 断面形は、箱型を呈し、平面形は、ほぼ同じ

幅で走っており、方向は、 N-108°-Eである。

埋没土 径 2~3 cm大の黄色軽石を多く含む暗褐色

土が主体をなす。

備考 本溝と重複する遺構はないが、すぐとなりの

17号溝と形状・埋没土等が大変似ており、同時期の

構築と考えられる。年代は、出土遺物もなく、不明

である。

第17号溝

位置 2 区11B48 写真 PL.80 

規模長さ 6. 7m ·最大幅1. 2m •最大深さ 28cm を測

る。

立地 東側の舌状台地の北側よりの平坦部にある。

形状 断面形は、箱型を呈し、平面形は、ほぽ同じ

幅で走り、方向は、 N-106°-Eである。

埋没土 淡褐色粘質土の小塊を少菫含む細粒の暗褐

色土が主体をなす。

備考 16号溝と形状・埋没土等が似ており、同時期

の構築と考えられる。年代は、不明である。
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第458図 溝跡出土遺物実測図 (2)

溝出土遺物観察表 (PL.189)

図番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 須恵器 埋没土 頸部～胴部 ①細・白色微鉱少址 ② ロクロ整形（右回転）。胴部は箆削り。 水田表土

~ 1 小型壺 還元・硬 ③灰白色

1 小柄穂 埋没土 残存長13.6cm 茎尻は、旧時欠損。切先は、調査時欠損。全体に、錆はがれが顕著で、不明瞭であるが、

-2 先 わずかながら、刃区、棟区位置を確認することができる。さらに、小刀区あり。肉置片刃。

1 棒状 埋没土 残存長5.5cm 横断面形は、ほぼ円形をなし、錆化は少なく、精鍛を思わせる。両端部は、旧時欠損。

-3 

2 須恵器 埋没土 口縁部 ①普通・白色鉱少鼠 ② 口縁部は内傾する。紐作り後、ロクロ整形（右

-1 羽釜 酸化・硬 ③鈍い褐色 回転）。鍔は貼り付け。

2 須恵器 埋没土 底部～高台部 ①普通・灰色鉱少鼠 ② ロクロ整形（右回転）。付高台。

-2 碗 還元・軟 ③灰白色

2 須恵器 埋没土 胴部片 ①細・白色微鉱少鼠 ② 外面格子叩き。
-3 甕 （縦6.2 横8.5) 還元・硬 ③灰色 内面青海波叩き。

2 須恵器 埋没土 胴部片 ①細・白色微鉱少旦 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

-4 甕 （縦6.5 横3. 2) 還元・硬 ③灰色

2 須恵器 埋没上 脚部片 ①細・灰色鉱微量 ②酸 外面脚部縦箆削り。

-5 高坪 化・普通 ③橙色 内面坪底部は撫で、脚部は箆削り。

2 紡錘車 埋没土 材質 滑石。長さ 71cm 幅66cm 厚さ 2 3cm 重さ 170g。 平面図下部に剥離欠損あり。側面にエ具の痕跡がめ

-6 未成品 だつ。紡錘車製作の途中でやめたものと思われる。

10 須恵器 底 口縁部 ①細・白色鉱少量 ②還 釉が、外面と内面一部に付着。ロクロ整形（右

-1 甕 元・硬 ③灰赤色 回転）。

10 須恵器 +48 胴部～底部 ①細・白色鉱少拡 ②還 外面指押え。

-2 甕 元・硬 ③灰色 内面撫で。

10 土師器 埋没土 胴部片 ①細・白色鉱少量 ②還 ロクロ整形（右回転）。内面に、カキ目状模様

-3 摺鉢 （縦10 0 横 90) 元・硬 ③灰色 あり。

10 須恵器 -5 口縁～胴部 ①細•黒色微鉱少量 ② 内外共撫で。断面が 3 層（茶色・灰色・茶色）

-4 梵 還元・硬 ③灰色 になっている。

10 須恵器 -3 口縁部 ①細・白色鉱少量 ②還 口縁部はやや内傾する。紐作り後、ロクロ整

-5 羽釜 元・軟 ③灰色 形（右回転）。鍔は貼り付け。

10 中世陶 埋没土 底部 ①細・央雑物なし ②還 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

-6 器播鉢 元・硬 ③鈍い黄橙色
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屈番号
器種

出土位置
口径尚さ底径

①胎土②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

10 須恵器 埋没土 口縁～体部 ①細・黒色白色微鉱少屈 紐作り後、ロクロ整形。内面は自然釉。

-7 鉢 ②還元・硬 ③灰色

10 中世陶 埋没土 台 (50) ①細・白色鉱微凪 ②還 ロクロ整形（右回転）。

-8 器 底部～高台 元・硬 ③灰白色

10 施釉陶 埋没土 体部～底部 ①細・央雑物なし ②還 ロクロ整形（右回転）。外面に釉付着。

-9 器 元・硬 ③灰色

10 磁器 埋没土 口縁部片 外面に、蓮弁文あり。内・外面に、青磁釉がほどこされる。発色は、 龍泉窯系

-10 碗 やや青みがかるが、施釉は薄い。青磁。 13C 

10 未成品 埋没土 材質 緑色片岩。長さ 5.5cm 幅5.2cm 厚さ 0.9cm 重さ Slg。板状に克割りした石の側面を円板状に磨いている。

-11 形状より、紡錘車を意図したものか。

10 砥石 埋没上 材質 泥岩。長さ6 7cm 幅3.3cm 厚さ 2 0cm 重さ 50g。自然石の利用砥。手前小口、奥小口は旧時欠損。使用

-12 は、平面図中の破線内。研磨面は狭く、砥石であるか、不明瞭。主体は、金属。

10 砥石 埋没土 材質 頁岩。長さ 5.3cm 幅2.6cm 厚さ 0.9cm 重さ 25g。定型の砥石で、裏面は、全面剃落。使用は図平面と両

-13 側部。質は、精微で鳴滝砥に匹敵。主体は、金属。手持砥。中世か。

10 砥石 埋没土 材質 流紋岩（砥沢石）。長さ 6.4cm 幅34cm 厚さ 2.5cm 重さ 90g。定型の砥石で、原石面は残っていない。使

-14 用は、主に表裏にあり、主体は、金属。中世以降か。手持砥。

10 鉱滓 +5 最大長9.6cm 碗形鉱滓状を呈する。周辺は円孤をなし、径10. 7cmを測る。割れ口の底面は、灰淡々緑色

-15 重さ 252g の滓物が、約 1 cmの厚みでカマボコ成にあり、その上方は、あずき色の滓物がある。

10 刃物 埋没土 残存長4 4cm 茎側は、調査時欠損。他は旧態を留める。刃区部があり、棟側は肉厚となる。小型・異形

-16 のため、転用、再生刀子か。錆化は少なく、良鉄を思わせる。

11 須恵器 埋没土 底部～高台 ①細・白色微鉱少紐 ② ロクロ整形（右回転）。削り出し高台？

-1 碗 還元・硬 ③灰色

11 須恵器 +70 胴部～底部 ①細・白色微鉱少屈 ② ロクロ整形（右回転）。付尚台。

-2 壺 還元・硬 ③灰色

12 須恵器 埋没土 肩部～胴部 ①細・白色微•黒色微鉱 紐作り後、ロクロ整形。

-1 g ギ 少鼠 ③灰色

第13節 その他の遺溝と遺物

窯跡状遺構 備考本遺構は、 3 区の遺構確認における試掘トレ

位置 3 区28Cl0 写真 PL.86 ンチを掘削した際に検出され、その折、主体部をほ

形状平面形は北側がやや歪んだ楕円形を呈し、断 とんど削りとってしまい、かろうじて底部のほとん

面形は釣鐘状で上部が開いた形をしている。 どと北側の立ち上がり部分を調査することができた

規模 長径140cm ．短径70cm• 高さ 70cm ・開口部22cm に留ってしまった。その状況の中から判明したこと

<!'.I 

B
 

L • 178.63 

A Lｷl7860 A' 

’ 土層注記

贔
1.黒褐色土炭化材、

3 焼土含む。

2. 黒褐色土炭化材、焼

土含む。 1

より焼土

三B'•m 叩
粒多い。

3. 黒褐色土炭化材を主

体とする。

゜
l 60 2m 

土層注記

1.表土黒色土。

2. 黒褐色土 B軽石若千含む（やや粘性あり）

3. 黒褐色土軽石粒若干含む（粘性強い）

4. 黒褐色土軽石粒若干含む（ 3 と似るが黄味を持つ）

5. 黄褐色土 ローム漸移層。

6. 黒褐色土粘性を持つ。

7. 赤褐色土やや焼土化している。

8. 赤褐色土焼土プロック、灰、炭化物の混合土。

第459図 窯跡状遺構実測図
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第 3 章 検出された遺構と遺物

は、①底部全体に焼土粒と炭化物粒の混合土が22cm

ほど堆積していたこと ②釣鐘状に立ち上がった部

分は 5~7 cmの幅で火を受けて赤褐色に焼けている

こと ③開口部は、焼土化されていないこと

はないが、

ていることから、平安時代以降と考えられる。

第 1 号土器集積

④釣

鐘状の中は焼土ブロック・灰・炭化物粒が混入して

いることなどであった。以上のことから釣鐘状の遺

構の中で火を燃やしたことは確実であるが、何を目

的としたものかは不明である。また、本遺構からは、

全く遺物の出土が無かったため、使用年代も明確で

まわりの土層に浅間山の B軽石が含まれ

を囲むように 79号 •80号・ 81号土坑が存在する。

形状 上記の土坑と重複しているため、明確ではな

いが方形の落ち込みがある。

埋没土 ローム粒・炭化物粒を少量含む暗褐色土が

主体をなす。

備考 方形の落ち込みの中に遺物が集中して出土し

ているが、住居跡とは考えられない。遺物は落ち込

みの底面より浮いた状態で出土している。特に東側

に集中しており、位置も上方が多い。器種は、土師

器甕口縁部・坪口縁部・底部、須恵器甕口縁部など

である。時期的には古墳時代後期から奈良時代にか

けてのものが出土している。おそらく、 この落ち込

位置

立地

2 区32Cll 写真 PL.71 

西側の舌状台地の南側最上部にあり、そこか

ら北西へ向かう小さな谷地の谷頭に位置し、

<1 
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みができた後に土器捨て場として投げこまれた可能

性が高い。

00.9oo[•T 
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L • 186.20 B
 

~I 

土層注記

1.暗褐色土

2. 暗褐色土

3. 暗褐色土

4. 黒褐色土

ローム粒、炭化物粒少屈混入

細粒で締まりのある土。

ローム粒、少斌混入、細粒で

1 よりも締まりのない土。

細粒で粘性のある土。

根跡か細粒でたいへんもろい。

゜ I : 60 2m 

第460図 第 1 号土器集積実測図
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第461 図 第 1 号土器集積出土遺物実測図

第 1 号土器集積出土遺物観察表 (PL.-)

目番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 土師器 埋没土 口一高一底一 ①普通・灰色鉱少最 ② 内外共口縁部横撫で。外面 肩部箆削り。 輪積痕あり。

甕 口縁部片 酸化・硬 ③鈍い褐色 内面箆撫で。

2 土師器 埋没土 口一尚一底一 ①普通・灰色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。

癌 ロ縁部片 酸化・普通 ③鈍い褐色

3 土師器 埋没土 口一高一底一 ①普通・灰色鉱少量 ② 内外共口縁部横撫で。

甕 口縁部片 酸化・普通 ③鈍い赤褐色

4 土師器 埋没土 ロー高一底一 ①細・白色鉱微星 ②酸 内外共口縁部横撫で。

甑 口縁～頸部 化・普通 ③橙色

5 土師器 埋没土 口一高一底一 ①細・灰色鉱微最 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面体部は箆削り。内

坪 口縁～体部片 化・普通 ③橙色 面体部は撫で。

6 須恵器 埋没土 口一高一底一 ①細・白色鉱少址 ②還 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

坪 口縁～体部片 元・軟 ③灰白色

7 須恵器 埋没土 口一高一底一 ①細・白色鉱少醤 ②還 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。 内面に自然釉。

甕 口縁部片 元・硬 ③黒色

ピット群

本遺跡では 4 カ所のピット群が確認された。その

すべてが西側の舌状台地にあり、ともに 1 棟から数

棟の掘立柱建物跡をいっしょに検出している。また、

4 カ所すべてが竪穴住居跡と重複しており、中には

調査区域外にピット群が広がっているものもあり、

それらの性格を明確にすることはできなかった。

① 3 区 B • 4 区 B ピット群

位置 3 区47B41~4 区08B45

西側の舌状台地の東側の緩斜面に位置し、この

ピット群には 3·8·10•11号の 4 棟の掘立柱建物

跡がある。北側と東側にはまだピット群が広がる様

相を呈しているが、後の耕作のために 1 段低く削平

されており、確認できなかった。付近には古墳時代

から平安時代までの住居跡があるが、それらとの里

複関係をつかむことはできず、年代はほとんど不明

である。ピット 506からは古墳時代後期と思える土師

器小型甕の底部が出土している。

② 4 区 C ピット群（1)

位置 4 区OOC09~4 区05Cl5

西側の舌状台地の最も高いところに位置する。こ

のピット群には 9 号掘立柱建物跡がある。付近には

平安時代を中心とした住居跡があり、また、北側に

は土坑群がある。性格や年代は不明。
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第463図 4 区 C ピット群 (2) 実測図

③ 4 区 C ピット群(2)

位置 4 区18C07~4 区31Cl2

西側の舌状台地の西緩斜面の高いところに位置

し、この中には 1 • 2 号掘立柱建物跡がある。ピッ

ト群の中で最もピットの集中したところであるが、

南側の調査区域外にさらに広がる様相を呈してお

り、性格や年代をつかむことはできなかった。

④ 5 区 B•C ピット群

位置 5 区27B30~5 区45C02

西側の舌状台地の西緩斜面の最も低い部分に位置

する。広範囲にピットが広がっており、そのなかに

4 • 5 • 6 • 7 号掘立柱建物跡もある。付近には古

墳時代前期から平安時代までの住居跡が確認されて

いるが、それらとの関係は不明である。南側の調査

区域外に広がる様相を呈しており、このピット群の

性格や年代は不明である。

11/,) 

□三1
第464図 ピット出土遺物実測図

口／，1
11/,) 

゜ I : 4 10cm 

゜ 1 : 3 10cm 

ピット出土遺物観察表 (PL.-)

樹番号
器種

出土位置
口径晶さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

506 土師器 埋没土 ロー尚一底7 4 ①普通・灰色鉱少量 ② 外面胴部は箆削り。

-1 甕 胴～底 酸化・硬 ③鈍い褐色 内面胴部は箆撫で。

557 土師器 埋没土 口 (15.1) 高 (4.5) ①細・白色鉱微星 ②酸 外面 口縁部は撫で、体部～底部は箆削り。 内面に暗文あ

~ 1 坪 底ーロ～底 化・普通 ③橙色 内面 口縁部～底部は撫で。 り。

639 土師器 埋没土 口 (12.5) 高一 ①細決雑物ほとんどなし 内外共口縁部は横撫で。体部～底部は箆削り。

-1 坪 底一 ②酸化・普通 ③鈍い褐色 内面体部は撫で。
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第14節遺溝外出土の遺物
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遺構外出土遺物 土器・瓦・土製品観察表 (PL.190 、 191)

國番号
器種

出土位置
口径尚さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

1 布目瓦 埋没土 破片 ①細・白色鉱少星 ②還 凸面は、箆削り調整。凹面は、細かな布目痕。

-1 C 元・硬 ③灰色 胎土は、白色鉱物少斌混入。色調は灰。硬質。

1 土鍋 埋没土 口 (30.3) ①細・灰色鉱微黛 ②還 内外共口縁部は横撫で。外面胴部は箆削り。 内面、摩耗して

-2 32C20 元・硬 ③灰褐色 指圧痕あり。 いる（使用痕）。

2 土師器 埋没土 口22.2 高一底一 ①細・灰色鉱微量 ②酸 内外共口縁部は横撫で、外面胴部上半は斜め箆

-1 甕 口～底％ 化・普通 ③橙色 削り。胴部下半は横箆削り。内面胴部は箆撫で。

2 土師器 埋没土 口 (20.3) 高一 ①普通・白色鉱少星 ② 内外共口縁部は横撫で。外面胴部は縦箆削り。

-2 長胴甕 09Cl4 底一口～胴½ 酸化・普通 ③橙色 内面胴部は撫で。

2 土師器 埋没土 口 (14.6) 高163 ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部は横撫で。外面胴部は箆削り。

-3 小型甕 09Cl4 底 (6.8) 口～底％ 化・普通 ③鈍い黄橙色 内面は箆撫で。

2 土師器 埋没土 口(12.0) 尚一 ①普通・灰色鉱微鼠 ② 内外共口縁部は横撫で。外面胴部は箆削り。

-4 小型甕 09Cl4 底ーロ～胴½ 酸化・普通 ③橙色 内面胴部は箆撫で。

2 土師器 埋没土 口 (17.6) 高一 ①細・白色微鉱少量 ② 内外共口縁部は横撫で。外面胴部は箆削り。

-5 甕 09Cl5 底―口～胴％ 酸化・硬 ③橙色 内面胴部は箆撫で。

2 土師器 埋没土 口 (26.6) 高一 ①細・白色灰色鉱微量 内外共口縁部は横撫で。外面胴部は斜め箆削 内面に暗文あ

-6 甑 09C 底ーロ～胴％ ②酸化・普通 ③橙色 り。内面胴部は撫で。 り。

2 土師器 埋没土 ロー高一 ①普通・白色灰色鉱多量 外面胴部は箆削り。内面胴部は撫で。 多孔。

-7 甑 08Cl5 底 (6. 0) 胴～底％ ②酸化・硬 ③鈍い赤褐色

2 土師器 埋没土 口 (20.0) 高一 ①細・白色鉱少量 ②酸 内外共口縁部は横撫で。外面体部は横箆削り。

-8 鉢 09Cl4 底ーロ～体½ 化・普通 ③橙色 内面体部は撫で。

2 土師器 埋没土 ロー稜（11 8) ①細・灰色鉱少鼠 ②酸 外面杯体部～脚部は箆削り。

-9 高坪 高一坪部～脚部％ 化・普通 ③橙色 内面坪底部は撫で、脚部は指圧痕あり。

475 



第 3 章検出された遺構と遺物

阻拷
器種

出土位置
口径晶さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

2 土師器 埋没土 口 (13 2) 尚35 ①細・白色鉱微鼠 ②酸 外面 口縁部は横撫で、体部～底部は横箆削 表面は黒色処

-10 坪 09Cl4 丸底口～底％ 化・普通 ③橙色 り。内面 口縁～体部は横撫で、底部は撫で。 理。

2 土師器 埋没土 口 (14 6) 晶 (4. 7) ①細・白色鉱少鼠 ②酸 内外共口縁部は横撫で、外面体部～底部は箆 暗文あり。

-11 坪 09Cl5 丸底口～底 化・普通 ③橙色 削り。内面は撫で。

2 土師器 埋没土 口(13 6) 尚4.3 ①細・白色鉱少鼠 ②酸 外面 口縁部は横撫で、体部～底部は横箆削

-12 坪 09Cl3 丸底口～底％ 化・普通 ③橙色 り。内面 口縁～体部は横撫で、底部は撫で。

2 土師器 埋没土 口(12.0) 高4.3 ①細・白色鉱少鼠 ②酸 外面 口縁部は横撫で、体部～底部は箆削り。

-13 坪 C谷地 丸底口～底 化・普通 ③橙色 内面 口縁～体部は横撫で、底部は撫で。

2 土師器 埋没土 口 (158) 高一 ①細・灰色鉱少鼠 ②酸 外面 口縁部は横撫で、体部は横撫で。

-14 坪 09Cl3 底ーロ～底 化・普通 ③褐灰色 内面 口縁部～体部は撫で。

2 土師器 埋没土 口(13. 7) 尚4.0 ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部は横撫で、外面体部～底部は箆 内外共、黒色処

-15 坪 C谷地 丸底口～底 化・硬 ③鈍い褐色 削り。内面体部は撫で。 理の跡あり。

2 土師器 埋没土 口 (12. 5) 尚 (37) ①細・白色鉱微量 ②酸 外面 口縁部は横撫で、外面体部～底部は横箆

-16 坪 09C 14 丸底口～底 化・普通 ③鈍い赤褐色 削り。内面 口縁～体部は横撫で、底部は撫で。

2 土師器 埋没土 口 (16.3) 高一 ①細・灰色鉱少餓 ②酸 外面 口縁部は横撫で、体部は斜め箆削り。 内面に暗文あ

-17 坪 2 層 底ーロ～底 化・硬 ③橙色 内面 口縁部～体部は横撫で、底部は撫で。 り。

2 須恵器 埋没土 口 (17.0) 高一 ①細・白色鉱少量 ②還 紐作り後、ロクロ整形。

-18 甕 09Cl4 底ーロ～肩 元・硬 ③灰色

2 須恵器 埋没土 胴部片 ①細•黒色鉱少量 ②還 外面斜め格子叩き。

-19 甕 13C21 （縦16 3 横 160) 元・硬 ③灰オリーブ色 内面青海波叩き。

2 須恵器 埋没土 ロー頸10.5 体 ①細・白色鉱少鼠 ②還 紐作り後、ロクロ整形。外面胴部～底部は

-20 短頸壺 06Cl5 14.5 丸底頸～底 元・硬 ③灰色 横箆削り。

2 須恵器 埋没土 口一頸5.0 尚一 ①細・白色鉱少量 ②還 紐作り後、ロクロ整形。

-21 長頸壺 C 2 層 底一頸部片 元・硬 ③オリーブ黒色 内面工具による整形痕あり。

2 須恵器 埋没土 口 (15.0) 高一 ①細・黒色微鉱少星 ② 紐作り後、ロクロ整形。

-22 坪蓋 C 2 層 口縁部片 還元・硬 ③灰色

2 須恵器 埋没土 口一高一 ①細・白色微鉱少鼠 ② ロクロ整形（右回転）。

-23 坪蓋 BP上層 天井部～口縁部 還元・硬 ③灰色

2 須恵器 埋没土 口一高一 ①細・白色微鉱少斌 ② ロクロ整形（右回転）。天井部は箆削り

-24 坪蓋 C 2 層 天井部～口縁部 還元・硬 ③灰色

2 須恵器 埋没土 口一高一 ①細・白色鉱多量 ②還 ロクロ整形（右回転）。 ボタン状摘。

-25 坪蓋 06C 15 摘～天井部 元・硬 ③灰色

2 須恵器 埋没土 ロー高一 ①細・灰色鉱少麓 ②還 ロクロ整形（右回転）。 中くぼみの摘。

-26 坪蓋 摘部 元・硬 ③灰色

2 須恵器 埋没土 口一高一 ①細・白色微鉱少鼠 ② ロクロ整形（右回転）。 宝珠状摘。

-27 坪蓋 C 2 層 摘部 酸化・硬 ③鈍い橙色

2 須恵器 埋没土 ロー高一 ①細・白色鉱微鼠 ②還 ロクロ整形（右回転）。

-28 坪蓋 摘部 元・硬 ③灰色

2 須恵器 埋没土 口 11.2 高3.1 ①細・白色鉱少量 ②還 紐作り後、ロクロ整形。底部は回転箆削り。

-29 坪 09Cl4 口～底％ 元・硬 ③灰色

2 須恵器 埋没土 口(14 8) 高 (4.3) ①細・灰色鉱少量 ②酸 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

-30 坪 C 底ーロ～底 化・普通 ③鈍い黄褐色

2 須恵器 埋没土 口(1 2. 0) 高 4 0 ①細•黒色微鉱微鼠 ② ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

-31 坪 C 底ーロ～底％ 還元・軟 ③灰色

2 須恵器 埋没土 口(13 1) 尚 5.1 ①細・灰色鉱少最 ②還 ロクロ整形（右回転）。付尚台。

-32 境 底62 ほぽ完形 元・軟 ③灰白色

2 須恵器 埋没土 口(14.0) 高4.5 ①細•黒色微鉱少量 ② ロクロ整形（右回転）。付高台。

-33 境 15B45 底6 6 口～底 還元・軟 ③灰色

2 須恵器 埋没土 口(13 0) 高3.6 ①細・灰色鉱少鼠 ②還 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。 墨書「室」

-34 塊 底5.0 口～底 元・硬 ③灰色 （内外に 2箇所）。

2 須恵器 埋没土 口 (13.2) 高14.7 ①細・灰色鉱少量 ②還 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。 墨書入り。

-35 坪 15B45 底 (5.8) 口～底 元・軟 ③灰白色 内「人」外不明。

2 須恵器 埋没土 口 (13.0) 高 (4.4) ①細・灰色鉱少量 ②還 ロクロ整形（右回転）。付高台。 墨書「田 II ＝田

-36 塊 15B45 底 (6.4) 口～底 元・軟 ③灰色 部」。

2 須恵器 埋没土 口 (16.8) 高 (6.9) ①細・白色鉱少量 ②還 ロクロ整形（右回転）。付高台。

-37 碗 C 2 層 底（9.6) 口～底 元・硬 ③灰色

2 灰釉陶 埋没土 口一高一底6.8 ①細・央雑物なし ②還 ロクロ整形（右回転）。付高台。

-38 器 21Cl9 底部 元・硬 ③灰白色

2 土製品 埋没土 長さ 5.3cm 幅5.3cm 厚さ1. 9cm 重さ 43.2g。紡錘車未成品か、蓋の摘か、台部か、不明。全体に、暗褐色を呈

-39 05Cl4 する。酸化。細粒で、白色微鉱物、少屈混入。
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第14節遺構外出土の遺物

即番号
器種

出土位置
口径局さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

2 紡錘車 埋没土 土製品。長軸4.4cm 厚さ 22cm 孔径06cm 重さ 20 7g。半分欠損。

-40 01 C 163 

2 土錘 埋没土 土製品。長さー 幅1.7cm 孔径05cm 重さ 8 6g。図上方欠損。穿孔は、焼成前。須恵質。還元・硬質。暗灰色。

-41 03C 15 

2 土錘 埋没土 土製品。長さ 4. 7cm 最大幅1 6cm 孔径0.3cm 重さ 11 lg。穿孔は、焼成前。灰褐色。細粒で、灰色鉱物微量含

-42 08C 14 む。酸化、硬質。

2 円筒埴 埋没上 胴部片 ①細・灰色鉱微鼠 ②酸 紐作り後、縦方向に刷毛目。

-43 輪 （縦6 7 横4.0) 化・硬 ③鈍い橙色

2 円筒埴 埋没土 胴部片 ①細・灰色鉱微磁 ②酸 紐作り後、縦方向に刷毛目。

-44 輪 （縦3.4 横53) 化・硬 ③鈍い赤褐色

2 須恵器 埋没土 口一高一底一 ①細・灰色鉱微量 ②酸 底部に、離砂の痕跡あり。他は、研磨による 15世紀。

-45 火舎 C 2 層 破片 化・普通 ③鈍い褐色 仕上げ。

3 須恵器 埋没土 ロー高 (400) ①細・白色微鉱少星 ② 外面紐作り後、口縁部は波状文。平行叩き。

-1 大甕 口～底％ 還元・硬 ③灰色 内面 口縁部は横撫で、胴部～底部は青海波叩

3 土師器 埋没土 口 (20.3) 高一 ①普通・灰色白色鉱少量 内外共口縁部は横撫で。外面胴部は斜め箆削

-2 甕 C 底一口～胴部片 ②酸化・普通 ③黄橙色 り。内面胴部は箆撫で。

4 土師器 埋没土 口（ 11.7) 高一 ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部横撫で。外面胴部は箆削り。内 内面は黒色処

-1 甕 C 底一口～胴部片 化・普通 ③鈍い赤褐色 面胴部は撫で。 理。

4 須恵器 埋没土 口 (160) 高一 ①普通・灰色鉱少量 ② ロクロ整形（右回転）。胴部～底部箆削り。 火をうけて全体に

-2 甕 C 底ーロ～胴 酸化・硬 ③鈍い橙色 すすぽけている

4 土師器 埋没土 口一高一底 (6.2) ①細・白色鉱微鼠 ②酸 外面胴部は箆削り。 多孔。

-3 甑 C 胴～底 化・普通 ③鈍い橙色 内面胴部は撫で。

4 須恵器 埋没土 口 (18.1) 両一 ①普通・灰色鉱少誡 ② ロクロ整形（右回転）。

-4 甕 C 底ーロ～胴 酸化・硬 ③鈍い橙色

4 手捏土 埋没土 口（6.6) 高5.6 ①普通・灰色鉱少鼠 ② 内面・外面共に、指頭圧痕あり。

-5 器 C 底 (5 0) 口～底 酸化・普通 ③鈍い褐色

4 土師器 埋没土 口一高一底ー ①細・灰色鉱少量 ②酸 外面脚部は縦箆削り。

-6 高坪 C 脚部片 化・硬 ③鈍い赤褐色 内面脚部は指圧痕。

4 土師器 埋没土 口(14 0) 高11 8 ①粗・白色鉱多鼠 ②酸 内外共口縁部は横撫で。外面胴部は斜め箆削

-7 小型甕 底6.5 口～底％ 化・普通 ③橙色 り。内面胴部は撫で。

4 土師器 埋没土 口 14 6 高4.1 ①細・灰色鉱少埜 ②酸 内外共口縁部は横撫で。外面体部～底部は箆 暗文あり。

-8 坪 C 丸底口～底 化・硬 ③鈍い赤褐色 削り。内面体部は撫で。

4 土師器 埋没土 口 (1 1. 7) 尚4.2 ①細・灰色鉱少量 ②酸 内外共口縁部は横撫で。外面体部～底部は箆 暗文あり。

-9 坪 丸底口～底 化・硬 ③鈍い赤褐色 削り。内面体部～底部は撫で。

4 須恵器 埋没土 口 12. 4 高39 ①細・灰色鉱少鼠 ②還 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

-10 坪 C31 底6.0 完形 元・軟 ③鈍い黄橙色

4 須恵器 埋没土 口 11 6 高4.7 ①細・灰色鉱少獄 ②還 ロクロ整形（右回転）。付高台。

-11 碗 C31 底58 完形 元・軟 ③灰黄色

4 須恵器 埋没土 口 (15.2) 高一 ①細•黒色微鉱少星 ② ロクロ整形（右回転）。

-12 坪蓋 体～口％ 還元・硬 ③灰色

4 須恵器 埋没土 口一頸4.3 高一 ①細・黒色微鉱少量 ② ロクロ整形（右回転）。

-13 互一 C 頸～胴 還元・硬 ③灰白色

4 須恵器 埋没土 口 13.8 高3.5 ①細•黒色微鉱多鼠 ② ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

-14 坪 C 底7.2 口～底½ 還元・硬 ③灰色

4 須恵器 埋没土 口 13.1 高3.9 ①細・白色鉱少鼠 ②還 ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

-15 坪 C 底5.2 口～底 元・軟 ③黒色

4 須恵器 埋没土 口 (10 7) 高 (4.5) ①細•黒色微鉱少羅 ② ロクロ幣形（右回転）。付高台。

-16 碗 C 口～底 還元・軟 ③灰白色

4 須恵器 埋没土 口 (15 2) 高5.0 ①普通・白色鉱少批 ② ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り後、

-17 碗 底8.2 口～底％ 還元・軟 ③黄灰色 付高台。

4 須恵器 埋没土 口 (1 1. 2) 高 (3.5) ①普通・白色鉱少旦 ② ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

-18 坪 口～底 還元・軟 ③橙色

4 須恵器 埋没上 口 13 4 尚 3.2 ①細・灰色鉱少量 ②還 ロクロ幣形（右回転）。付尚台。

-19 皿 C 底6.9 口～底 元・硬 ③灰色

4 須恵器 埋没土 口 (18.6) 高一 ①普通・白色鉱少量 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。鍔は、張り 32住に流れ込み

-20 羽釜 底一口縁部片 還元・軟 ③灰白色 付け。

4 須恵器 埋没土 口 (17.0) 高一 ①普通・白色鉱少最 ② 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。鍔は、張り 32住に流れ込み

-21 羽釜 底ーロ縁部片 還元・軟 ③鈍い黄橙色 付け。

4 須恵器 埋没土 口 11 4 高3.4 ①普通・白色鉱少最 ② ロクロ整形（右回転）。底部は回転糸切り。

-22 坪 底6.1 完形 酸化・硬 ③橙色
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第 3 章検出された遺構と遺物

屈番号
器種

出土位置
口径高さ底径

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・幣形の技法 備 考
器形 残存状態

4 土師器 埋没土 口一高一端10.5 ①普通・白色鉱少塁 ② 外面台部は横撫で

-23 台付甕 台部 酸化・硬 ③鈍い黄橙色 内面 台部は箆削り、端部は横撫で

4 土錘 埋没土 材質 土。軸長41cm 最大幅1.7cm 孔径0.5cm 重さ 9.6g。細粒で、灰色微鉱物、少贔混入。焼成は、普通で酸

-24 C 化。色調は、鈍い赤褐色。穿孔は、焼成前。

5 土師器 埋没土 口一高一端8.8 ①細・白色鉱微鼠 ②酸 外面台部は磨き。 器台か？。

-1 台付甕 B 台部 化・普通 ③鈍い橙色 内面台部は撫で。

5 土師器 埋没土 口一高一底ー ①細・灰色鉱少量 ②酸 外面脚部磨き。

-2 器台 B 脚部 化・普通 ③鈍い橙色 内面受け部と脚部は撫で。

5 須恵器 埋没土 口一尚一底一 ①細・白色鉱微鼠 ②還 紐作り後、ロクロ整形（右回転）。

-3 高坪 脚部 元・硬 ③灰色

遺溝外出土遺物石類観察表 (PL. 192, 193) 

國番号 器種名称 出土位置 特 徴

1 石 核 埋没土 材質 滑石。長さ 80cm 幅46cm 厚さ1. 5cm 重さ 72g。ところどころに、刃物による痕あり。何を意因した

-1 ものか、不明。

1 訣状耳飾 埋没土 材質滑石。長さ 2.8cm 幅 I 0cm 厚さ 0.8cm 孔径0.5cm 重さ 6.3g。図上方端部は、欠損。穿孔は、両方向。

-2 C 全面、磨きによる調整。穿孔部は、補修のためである。

1 臼 玉 埋没土 材質 滑石。長さ1. 2cm 幅1 2cm 厚さ 0.7cm 孔径0.3cm 重さl. 9cmg。側面は、磨きによる調整。上下平面

-3 49C08 は刃物による調整か。穿孔は、一方向。

1 剣 形 埋没土 材質 滑石。長さ 3.0cm 幅1. 6cm 厚さ 0.5cm 重さ 2 8g。平面及び側面共に、刃物による調整。図右端は、剥

-4 C 離欠損か。

1 砥 石 埋没土 材質 流紋岩（砥沢石）。長さ 9.8cm 幅32cm 厚さ 1 7cm 重さ 95g。定型砥で、横断面の下方面のみが使用面。

-5 03C 図平面・両側部に成形時のならしたがね痕が残される。主体は、金属。近世以降。

2 馬 形 埋没土 材質 滑石。長さ 2.9cm 幅2.5cm 厚さ1. 0cm 重さ 7.2g。図上部側面及び、平面一部に刃物による削り調整あ

-1 首部？ 谷地 り。裏面、ほぽ中央に、穿孔しようとした跡か。

2 馬 形 埋没土 材質 滑石。長さ 5.5cm 幅2.9cm 厚さ 0.7cm 重さ 182g。同上方側面、左端部は、欠損。他は、すべて、刃物

-2 胴 部 谷地 による削り調整。

2 勾 玉 埋没土 材質 滑石。長さ 2. 7cm 幅2 4cm 厚さ 0.9cm 頂さ 8 g。図右側面は、剥離欠損。下方端は、欠損。他は、刃

-3 谷地 物による削り調整。穿孔は、一方向。欠損は、整形後か。

2 勾 玉 埋没土 材質 滑石。長さ 1 9cm 幅2.4cm 厚さ 07cm 菫さ 3 5g。上下端部、欠損。他は、刃物による削り調整。穿孔

-4 谷地 部分なし。勾玉の可能性が最も大きい。

2 勾 玉 埋没土 材質 滑石。長さ 22cm 幅1 8cm 厚さ06cm 重さ 3 6g。下端部、欠損。他は、刃物による削り調整。穿孔部

-5 分なし。勾玉の可能性が最も大きい。

2 剣 形 埋没土 材質滑石。長さ 4 2cm 幅1 8cm 厚さ 0.5cm 重さ 5.7g。図上方端部は、欠損。裏面、剥離。他は、すべて、

-6 谷地 刃物による削り調整。

2 剣 形 埋没土 材質 滑石。長さ 3.0cm 幅1. 5cm 厚さ 0.5cm 重さ 3.7g。図上方端部は、欠損。他は、すべて、刃物による削

-7 谷地 り調整。

2 剣 形 埋没土 材質 滑石。長さ 3 8cm 幅1 7cm 厚さ 0.4cm 重さ 3.6g。図上方端部は、欠損。裏面は、剣離。他は、すべて

-8 刃物による削り調整。

2 剣形？ 埋没土 材質 滑石。長さ 2.4cm 幅2.0cm 厚さ 1 0cm 重さ 8 g。図上下端部は、欠損。裏面、両側面は、原石面。図

-9 谷地 平面のみ、刃物による削り調整。

2 剣形？ 埋没土 材質 滑石。長さ 2.2cm 幅1. 8cm 厚さ 0. 7cm 重さ 4 g。上下端部、右側面下方は、欠損。他は、すべて、刃

-10 物による削り調整。

2 有孔円板 埋没土 材質 滑石。長さ 3 8cm 幅35cm 厚さ 0.5cm 孔径0.3cm 菫さ llg。図下方に一部欠損。他は、すべて、刃物

-11 谷地 による削り調整。穿孔は、一方向。

2 有孔円板 埋没土 材質 滑石。長さ 2 6cm 幅1 9cm 厚さ 0.6cm 孔径0.3cm 重さ 3.lg。図下方は半分欠損。他は、すべて、刃

-12 谷地 物による削り調整。穿孔は、一方向。

2 有孔円板 埋没土 材質滑石。長さ 2 3cm 幅1 7cm 厚さ 0.5cm 孔径0.3cm 重さ 2 g。表面は、すべて、剥離面。側面は、欠損。

-13 谷地 穿孔は、一方向。

2 有孔円板 埋没土 材質 滑石。長さ 32cm 幅1 3cm 厚さ 0.4cm 重さ 2.9g。図左半分、欠損。表面は、剥離面。右側面は、刃物

-14 谷地 による削り調整。穿孔は、一方向。穿孔部分の下方に、もう一箇所、途中でやめた部分あり。

2 未成品 埋没土 材質 滑石。長さ 3.0cm 幅2.4cm 厚さ 09cm 重さ8 7g。平面一部に、刃物による削り痕あり。右側面部分に

-15 05Cl4 穿孔痕か。

2 未成品 埋没土 材質 滑石。長さ 3.0cm 幅2.5cm 厚さ 0. 7cm 重さ 6 g。図上下端部及び左側面は欠損。他は刃物による削り

-16 C2 層 調整。勾玉の未成品か。

2 有孔円板 埋没土 材質 滑石。長さ 2.2cm 幅1. 7cm 厚さ 0 4cm 重さ 3 g。図右側面は、欠損。他は、すべて、刃物による削り

-17 か C 2 層 調整。穿孔は一方向。

2 臼 玉 埋没土 材質 滑石。長さ 2.0cm 幅1. 9cm 厚さ 1 2cm 孔径0.1cm 重さ 6. 7g。側面一部、欠損。他の側面は、磨き調

-18 谷地 整。上下平面は、刃物による削り調整。穿孔は、両方向。大型の臼玉。
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第14節遺構外出土の遺物

図番号 器種名称 出土位置 特 徴

2 臼 玉 埋没土 材質 滑石。長さ 1 8cm 幅1.7cm 厚さ0 9cm 重さ 3 3g。形割り後、部分的に刃物による削り調整。穿孔は一

-19 09Cl5 方向。

2 臼 玉 埋没土 材質 滑石。長さ 1.1cm 幅1 1cm 厚さ 0.5cm 孔径0 2cm 重さ 0 9g。側面は、磨き調整。上下平面は、削り

-20 06C 15 調整。穿孔は、一方向。

2 臼 玉 埋没土 材質 滑石。長さ1. 2cm 幅1 2cm 厚さ 0.5cm 重さ 0.8g。側面は、磨き調整。上下平面は、剥離。穿孔は、一

-21 09C 15 方向。管玉を割ったものか。

2 臼 玉 埋没土 材質 滑石。長さ 1.1cm 幅0 5cm 厚さ 0. 7cm 重さ 0.4g。半分欠損。側面は、磨き調整。上下平面は、刃物に

-22 1 Cl63 よる削り調整。穿孔は、一方向。

2 未成品 埋没土 材質 滑石。長さ 4.4cm 幅32cm 厚さ 1 0cm 重さ 24g。図下方側面及び右側面は、刃物による削り調整。他

-23 09C 15 は、原石面。板状に形割りされている。何を意図したものかは不明。

2 紡錘車 埋没土 材質 滑石。長軸4.1cm 短軸3.3cm 厚さ 09cm 孔径0.8cm 重さ 23g。図上方側面、一部欠損。長軸面、短軸

-24 05COO 面共、剥離面あり。磨きによる調整か。側面も磨きによる調整。穿孔は、一方向。

2 紡錘車 埋没土 材質 滑石。長軸 (2.8cm) 短軸 (2.4cm) 厚さ 0.6cm 重さ 6 3g。図平面のみ、削りによる調整。他は、倒離欠

-25 破片？ 谷地 損。穿孔部分は、不明。推定の径、厚さより、紡錘車と思われる。

2 紡錘車 埋没土 材質 蛇紋岩。長軸5.7cm 短軸3.9cm 厚さ 1 3cm 重さ 47.3g。長軸面、短軸面、側面すべて、磨きによる調

-26 1 Cl63 整。短軸面の縁辺部に一周、敲打された痕あり。穿孔は、一方向。

2 紡錘車 埋没土 材質 蛇紋岩。長軸 (52cm) 短軸 (4 0cm) 厚さ 1 3cm 重さ 21g。長軸面、短軸面、側面すべて、磨きによる

-27 破片 15Cl0 調整。穿孔部分は、不明。

2 紡錘車 埋没土 材質 蛇紋岩。長軸 (5.1cm) 短軸 (3.8cm) 厚さ1. 3cm 孔径 (07cm) 重さ 17g。使用時に欠損か。長軸面、短

-28 破片 軸面、側面すべて、磨きによる調整。穿孔は、一方向か。

2 紡錘車 埋没土 材質 蛇紋岩。長軸(4.3cm) 短軸（36cm) 厚さ 1 7cm 孔径 (0.8cm) 重さ 27g。使用時に欠損か。長軸面、短

-29 破片 05Cl2 軸面、側面すべて、磨きによる調整。穿孔は、両方向。

2 石 核 埋没土 材質 滑石。長さ 6.2cm 幅6.3cm 厚さ 32cm 重さ 252g。斜線の部分は、刀子等で削った跡。方形に荒割りし

-30 lSC 19 S たのち、部分的に刃物によって削ってある。大きさより、紡錘車を意図したものか。

2 石 核 埋没土 材質 滑石。長さ 81cm 幅4.0cm 厚さ 3.0cm 重さ 171g。荒割りした後、刃物によって、部分的に削ってある。

-31 何を意図したものかは不明。

2 石 核 埋没土 材質 滑石。長さ 5 0cm 幅3.5cm 厚さ1. 0cm 重さ 23g。一部分削ってある他は、すべて原石面。

-32 

2 チップ 埋没土 材質 滑石。長さ53cm 幅2.4cm 厚さ 0.9cm 重さ 21g。一部分削ってある他は、すべて原石面。竪か紫によ

-33 10Cl8 ると思われる削り痕あり。幅 8 mm。

2 敲打石 埋没土 材質 雲母石英片岩。長さ 8.9cm 幅3 2cm 厚さ1. 2cm 重さ 52g。両側面に、敲打時にできた剥離痕あり。

-34 05Cl4 

2 敲打石 埋没土 材質 雲母石英片岩。長さ 8.9cm 幅4 6cm 厚さ 2.8cm 軍さ 158g。両側面に、敲打時にできた剥離痕あり。

-35 

2 工作台 埋没土 材質 粗粒安山岩。長さ 13.5cm 幅99cm 厚さ 66cm 重さ 1420g。図下方右側に敲打されてできたと思われる

-36 凹み 1 箇所あり。エ作台として利用されたと思われる。

2 砥 石 埋没土 材質 流紋岩。長さ72cm 幅31cm 厚さ 2.6cm 重さ 107g。定型砥。図平面左側に成形時のノコギリ目跡あり。

-37 北拡張部 図中の横方向傷は、刃傷。主体は、金属。ノコギリの目跡から、製作は、近代以降。手持砥。

2 砥 石 埋没土 材質 流紋岩（砥沢石）。長さ 6.8cm 幅3.5cm 厚さ 3.2cm 重さ 118g。定型砥。奥小口に擦痕があり、成形の当

-38 C 2 層 初が示される。使用は、両小口を除く。図中の条痕は主に刃傷。手持砥。中世以降か。

2 砥 石 埋没土 材質 流紋岩（砥沢石）。長さ 4 9cm 幅3.6cm 厚さ 33cm 重さ 100g。平面上方は、 2 次転用のため、円柱状に

-39 02C01 作り出しがある。定型砥であったらしく、平面右側部にならしの削り目あり。使用面は、表裏。手持砥。

2 砥 石 埋没土 材質 砂岩。長さ 5.4cm 幅4 4cm 厚さ 4.7cm 重さ 125g。角礫で図平面側のみ研磨面が残される。図中の傷は、

-40 C 2 層 ヒケ傷。主体は、金属。

2 砥 石 埋没土 材質 砂岩。長さ 6.9cm 幅3.6cm 厚さ 2.0cm 重さ 56g。川原石の利用。平面右側部に剖込様の平滑面があり、

-41 C 谷地 砥石とも思えるが、剖込に削りの段差があり、研磨面には見えない。平面中央に金属突込み凹あり。

2 砥 石 埋没土 材質 流紋岩質凝灰岩。長さ 4.2cm 幅2.4cm 厚さ1. 4cm 重さ 18g。川原石の利用。平面左側は旧時欠損。平

-42 面の傷は、刃ならし傷か、または、ならし痕。その主体は、金属。研磨面不明瞭。

3 砥 石 埋没土 材質 砂岩。長さ 70cm 幅62cm 厚さ 3.8cm 重さ 180g。川原石の利用。平面中央に金属器によると思われる

-1 なだらかな凹みあり。

3 砥 石 埋没土 材質 砂岩。長さ 10.6cm 幅6.0cm 厚さ 3.3cm 重さ 220g。角礫。図平面左側と、手前小口は旧時欠損。右側

-2 部と小口は、原石面か。表裏が使用され、表に研磨面と太い条痕。裏面に刃ならし傷。主体は、金属。

4 勾 玉 埋没土 材質 滑石。長さ 2 6cm 福1. 8cm 厚さ 0.5cm 孔径0 3cm 重さ 4. lg。上下平面は、刃物による削り調整。側

-1 4 区 C 面、一部削り調整。穿孔は、一方向。

4 臼 玉 埋没土 材質 滑石。長さ 2 0cm 幅1. 3cm 厚さ1. 8cm 孔径0.3cm 重さ 5 4g。削り後、磨きによる調整。ほぽ中間ま

-2 未成品 4 区 B で穿孔した時、半分に割れた可能性が大きい。

4 円 板 埋没土 材質 滑石。長さ 2 3cm 幅2.1cm 厚さ 0.7cm 重さ 6 lg。上下平面は、刃物による削り調整。側面は、磨きに

-3 よる調整。穿孔はなし。一部欠損。

4 有孔円 埋没土 材質 滑石。長さ 2.8cm 幅2 3cm 厚さ 08cm 孔径0.5cm 重さ 7 g。図左側は、欠損。上下平面、側面は、刃

-4 板？ 物による削り調整。穿孔は、一方向。
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第 3 章検出された遺構と遺物

國番号 器種名称 出土位置 特 徴

4 有孔円 埋没土 材質 滑石。長さ 2 7cm 幅1. 5cm 厚さ 08cm 孔径05cm 重さ 5. 7g。形割りした後、穿孔したものと思われ

-5 板？ 4 区 C る。表面は、原石面。穿孔は、一方向。

4 臼 玉 埋没土 材質 滑石。長さ 0 6cm 幅06cm 厚さ 0.4cm 孔径0.2cm 重さ 0.3g。上下平面は、刃物による削り調整。側

-6 4 区 B 面は、磨きによる調整。穿孔は、一方向。

4 石 核 埋没土 材質 滑石。長さ 6 9cm 幅2 5cm 厚さ1. 1cm 重さ 25g。図平面に、刃傷あり。形状より、剣形を意図したと

-7 4 区 c 思われる。左端部に刃物による削り痕あり。

4 石 核 埋没土 材質 滑石。長さ 10.3cm 幅5.1cm 厚さ 2.5cm 重さ 142g。図平面ところどころに刃物による削り痕あり。そ

-8 4 区 c の他はすべて、原石面。

4 有孔方板 埋没土 材質 土。長さ 30cm 幅1 4cm 厚さ 0 6cm 孔径0.6cm 重さ 2 g。半分に割れている。細粒で灰色鉱物、少量

-9 4 区 c 混入。焼成は普通で、酸化。鈍い黄橙色をしている。穿孔は、焼成前か。

4 土 玉 埋没土 材質 土。長さ1. 0cm 幅1. 0cm 厚さ 0.6cm 孔径0.2cm 重さ 0 7g。細粒で、央雑物なし。酸化、普通。色調

-10 4 区 c は、鈍い赤褐色。穿孔は、焼成前。

4 こもあみ 埋没土 材質 雲母石英片岩。長さ 97cm 幅5.7cm 厚さ 2.2cm 重さ 100g。図両側面に敲打による剥離。紐でしばる時

-l 1 石 のひっかかりとなる部分か。

4 凹 石 埋没土 材質 牛伏砂岩。長さ 10.4cm 幅4 5cm 厚さ 2 2cm 重さ 120g。川原石の利用砥。表面と右側部に使用面。表

-12 面の中ほどに穴込みの凹みあり。研磨面は凹凸があり、主体は、木や皮などの軟質物質。

4 凹 石 埋没土 材質 牛伏砂岩。長さ 10.8cm 幅80cm 厚さ 2 7cm 重さ 195g。川原石の利用。表裏中央に凹みがあり、なに

-13 かの突き込みに用いられたらしい。研磨面は、不明瞭。

4 砥 石 埋没土 材質 牛伏砂岩。長さ94cm 幅106cm 厚さ 20cm 重さ 210g。川原石の利用。表暴に使用面あり。躾側の使

-14 C 用は主として刃ならし傷か刃傷。表側には、硬直個所の凸出があり、木など軟質の研磨主体か。

4 砥 石 埋没土 材質 砂岩。長さ 12.2cm 幅7.1cm 厚さ 26cm 重さ 250g。川原石の利用。表裏に使用痕あり。表に金属で削っ

-15 C た跡と突き込みの跡。裏には、刃傷あり。

4 砥 石 埋没上 材質 角閃石安山岩（ニツ岳軽石）。長さ 7.9cm 福6.3cm 厚さ 4.4cm 菫さ 140g。転石の利用。図上方小口に原

-16 C 石面あり。手前の割れは旧時。使用は、表裏、左側部にあり。主体は、金属。

4 砥 石 埋没土 材質 流紋岩（砥沢石）。長さ 11.5cm 幅3 2cm 厚さ 30cm 菫さ 160g。定型砥。奥の小口は旧時欠損。手前小

-17 口、左側部に櫛目状のならしたがね痕あり。残る面は複雑な使い癖が生じてある。手持砥。

4 砥 石 埋没土 材質 流紋岩（砥沢石）。長さ 105cm 幅2.9cm 厚さ1.7cm 重さ 93g。定型砥。手前小口奥小口は旧時欠損。裏・

-18 B 両側部に櫛目状のならしたがね痕あり。使用は表裏左側部の一部。手持砥。近世以降。

4 砥 石 埋没土 材質 流紋岩（砥沢石）。長さ 71cm 幅3.2cm 厚さ 2.0cm 重さ 67g。定型砥。奥の小口は旧時欠損。手前の小

-19 口は、成形時の削り痕あり。裏面、両側部に櫛目状のならしたがね痕あり。主体は金属。手持砥。

4 砥 石 埋没土 材質 流紋岩（砥沢石）。長さ 10.5cm 幅3.1cm 厚さ 3 0cm 重さ 142g。自然石の角礫の利用砥で、手前小口に

-20 原石面。左側部に成形の削り目あり。使用は表面のみ。砥ぎ癖は、右きき。主体は金属。手持砥。

4 砥 石 埋没土 材質 流紋岩（砥沢石）。長さ 4.9cm 幅24cm 厚さ 1 3cm 重さ 23g。手削小口に未使用面あり。奥の小口は、

-21 旧時欠損。左側部にわずかならし削り目跡あり。表裏の研磨面は、凹凸があり、研磨主体は、小型の金属。

4 砥 石 埋没土 材質 角閃石安山岩（ニツ岳軽石）。長さ 47cm 幅3.2cm 厚さ 2.7cm 里さ 35g。転石の利用。左側部に原石面

-22 あり。裏面上下小口は、旧時欠損。表面の砥ぎ癖は右きき。手持砥。主体は、金属。

4 石製品 埋没土 材質 流紋岩（砥沢石）。長さ 2.6cm 幅1.7cm 厚さ1. 6cm 重さ 10g。小型長方形に成形された石製品で、各々

-23 4 区 C 削り目跡あり。用途不明。

5 凹 石 埋没土 材質 牛伏砂岩。長さ 111cm 幅7.5cm 厚さ 2.9cm 重さ 300g。表裏面に、金属によると思われる突き込み痕
-1 4 区 c あり。

5 砥 石 埋没土 材質 牛伏砂岩。長さ 97cm 幅7.lcm 厚さ1. 9cm 重さ 205g。図平面に刃傷あり。手持砥、主体は、木・皮。

-2 4 区 B

不明 臼 玉 土坑 材質 滑石。長さ 1 0cm 幅1 1cm 厚さ 04cm 重さ0 7g。上下平面は、刃物による削り調整。側面は、磨きに

I よる調整。穿孔は、一方向。管玉状のものを輪切りしたものか。

不明 臼 玉 トレンチ 材質 滑石。長さ 1 3cm 幅1. 3cm 厚さ 08cm 重さ2 2g。上下平面は、刃物による削り調整。側面は、磨きに

2 よる調整。穿孔は、一方向。

不明 斧 状 事務所 材質 蛇紋岩。長さ 4.0cm 幅3.0cm 厚さ 1 0cm 頂さ 25.6g。全面を磨きによる調整。表面に調整時以後の刃

3 模造品 敷地内 傷あり。穿孔は、一方向。

遺溝外出土遺物 鉄器類観察表 (PL. 194, 195) 単位cm

g 

樹番号 器種名称 出土位置 残存状態 特 徴

1 鏃か 埋没土 残存長13.8 有柄尖根鏃の中でも、大根に属するとみられる。横断面形は上方に従い、長方形を呈

-1 1 区 し、区以下は円形となる。箆被の長い鏃で10+ acm を測る。

1 鏃か 埋没土 残存長 3.6 無柄平根鏃で破線部分のうち、上方は調査時、下方は旧時欠損である。錆膨は顕者で

-2 1 区 なく、良鉄を思わせる。

2 吸口部 埋没土 長さ 8.4 径 1 3 銅素材。全体的に、おしつぶされ、ろう付面でわれる。

-1 2 区 重さ 1.3 

2 雁首部 埋没土 径1. 8 銅素材。大きな雁首部である程度、時代色を反映している。江戸前期。

-2 2 区 重さ 2 6 
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國番号 器種名称 出土位置 残存状態

2 雁首部 埋没土 径 1 5 

-3 2 区 重さ 2 6 

2 刃 物 埋没土 残存長 10 0 

-4 2 区

‘2 鋏か 埋没土 全長 9 6 

-5 2 区

2 刃物か 埋没土 残存長 3.2 

-6 2 区

2 不 明 埋没土 残存長 4.3 

-7 2 区

2 不 明 埋没土 残存長 3 8 

-8 2 区

2 不 明 埋没土 残存長 11. 9 

-9 2 区

2 不 明 埋没土 残存長 3 9 

-10 2 区

4 鎌 埋没上 残存長 9.8 

-1 4 区

4 不 明 埋没土 残存長 4 6 

-2 4 区

4 鏃 埋没土 残存長 8.0 

-3 4 区

4 鋲・座金 埋没土 全長 7.1 

-4 物 4 区

4 刀 子 埋没土 残存長 8.9 

-5 4 区

4 鉄素材 埋没土 最大長 4.9 

-6 4 区

4 不 明 埋没土 合成長 3.4 

-7 4 区

4 吸口部 埋没土 長さ 8 0 径 I I 

-8 4 区 重さ 14.1 

5 不 明 埋没土 残存長 5.8 

-1 5 区

5 刃 物 埋没土 残存長 7 5 

-2 5 区

胚明 紡錘車か 不明 径 4 4 

1 銭 貨 2 区lOC 径 2 5 厚 015 

15 孔 06X0.6 

2 銭 貨 2 区lOC 径 2 35 厚 0.15

15 孔 0.65XO.65 

3 銭 貨 2 区lOC 径 2 5 厚 0.1

15 孔 06XQ 6 

4 銭 貨 2 区lOC 径 2.45 厚 0.15

15 孔 0.65 XO. 65 

5 銭 貨 2 区lOC 径 2.45 厚 015 

15 孔 0.7X0.7

6 銭 貨 2 区lOC 径 2.45 厚 0.15

15 孔 0.7X0.7

7 銭 貨 2 区lOC 径 2.45 厚 015 

15 孔 0.6X0.6

8 銭 貨 2 区lOC 径 2.45 厚 0.15

15 孔 0.7X0.7

第14節遺構外出土の遺物

特 徴

銅素材。大きな雁首部である程度、時代色を反映している。江戸前期。

単位cm
g 

左右端部は、旧態のまま。錆化は、陪状に剥落し、和鉄を思わせる。片側に棟があり、

一方が刃部となる。平作り。

図の輪状金具と、軸状の細長い部分と結合していたと思われるが、現状では接合でき

ない。結合したとすれば、正倉院に現存の剪子との関連を思わせる。錆化は不定方向

に進み、良鉄を思わせる。軸部は、先端側の両方に半円形の作り出しをもうけており、

図上方の半円形の右側は刃状に薄くなる。

錆化の方向性は不定方向で、精鍛造を思わせる。横断面形は、片側が尖り、刃物を思

わせる。

欠損はなく、旧態のままであるが、異形のため機能は不明である。図上方右側に、折

り返しがみられるが、刃部に相当する箇所はみとめられない。錆割は、不定方向。

欠損はなく、旧態を留める。刃部とみられる箇所は、図上方左側にわずか、それらし

き箇所があるため、刃物か。錆割は、不定方向。

座金物と、門状の金具 2 個が、いっしょにとりついた状態で、ゆ着している。座金物

に木質はみられない。錆化は不定方向に割れ、良鉄を思わせる。錆化の状態は、古代

鉄に類似。

銅を主体とした合金芯。（横断面形は隅丸三角形）を鉄でつつみ込み、棒状にした物体

で、用途は不明。錆化は顕著でなく、良鉄を思わせる。きわめて特殊な製品。

大型鎌で、図左側は旧時欠損。右側は調査時欠損。刃部は、表面側を多く研ぎ出し、裏

側をわずか研ぎ込む。錆化は顕著でなく、良鉄。棟側形態と身幅がある点から、奈良・

平安所産か。

強く曲げられた個体で、横断面形は方形を呈し、錆化は、柾方向に進行しているため、

釘を思わせる。

有柄大根鏃。欠損は調査時。茎と箆被との間に区あり。箆被部は短いため、製作は、

奈良•平安時代か。茎部の断面形は、方形を呈する。錆化は不定方向に割れ、やや粗

雑か。

地金は鉄主体で、飾り鋲の表面に緑青錆をみるので、鋲は、鉄地銅張か。錆化の方向

性は不定方向で、精鍛造を思わせる。鋲釘は突出して裏面につき出している。古代の

所産で馬具か。

茎端は、調査時欠損。研磨減の顕著な刀子で、刃区を失い、研ぎ出しの稜は、茎元に

至る。棟区あり。刃区を失う点から、使用は、平安時代以前か。

図表面側は、凹凸があり、部分的に鋳造鉄様の肌があり、裏面はやや平滑。部分的に、

しっかりした地金が遺存する。地金のみえる箇所は割れているため、炭素量の多さを

思わせる。

同一個体と思われる細片が 2 つあり、中途は調査時欠損。錆化は不定方向である。横

断面形は方形を呈し、茎部片か。

銅素材。ろう付の接合面あり。上面側にろう廓山水を両切彫で彫る。

断面は、隅丸長方形を呈する細長い鉄器で、両小口は調査時欠損。錆化は、不定方向

である。割れ口に、中空部があり、粗鍛造を思わせる。

錆化は不定方向に割れ、精鍛造を思わせる。剃落が顕著で、それは調査時の欠損。図

の下方は旧態を留める。片側に刃部あり。時代不詳。

紡錘車の円盤に類似するが、小型である。中央に丸い透しあり。片面に銅製、板状の

個体がゆ着してえいる。錆化は、方向性なく膨れる。銅製の個体の種は不明。

材質 銅。嘉定通宝。南宋・寧宗(1208) 。 10枚楡着のうちの 1 枚。裏面に、「＋」があ

る。縁辺部に緑青付着。

材質 銅。元豊通宝。宋・神宗（1078) 。 10枚栢着のうちの 1 枚。縁辺部に緑青付着。

材質 銅。祥符元宝。宋・真宗（1008) 。 10枚癒着のうちの 1 枚で最も外側のもの。文

字面に全面、緑青が付着。

材質 銅。聖宋元宝。宋・徽宗（1101) 。 10枚癒着のうちの 1 枚。縁辺部に緑青付着。

横にひずんだ円形をしている。

材質 銅。元豊通宝。宋・神宗。 (1078) 。 10枚癒着のうちの 1 枚。縁辺部に緑青付着。

材質 銅。元豊通宝。宋・神宗。(1078) 。 10枚蔽着のうちの 1 枚。縁辺部に緑青付着。

「宝」の字の下に、小穴あり。

材質 銅。聖宋元宝。宋・徴宗。(1101) 。 10枚楡着のうちの 1 枚。縁辺部に緑青付着。

特に上部に多く付着。

材質 銅。元祐通宝。宋・哲宗。 (1186) 。 10枚癒着のうちの 1 枚。縁辺部に緑青付着。
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第 3 章検出された遺構と遺物

単位cm

屈番号 器種名称 出土位置 残存状態 特 徴, 銭 貨 2 区lOC 径 2.40 厚 0.15 材質 銅。煕寧元宝。宋・神宗。(1068) 。 10枚癒着のうちの 1 枚。縁辺部に緑青付着。

15 孔 0.7X07 特に上部に多く付着。

10 銭 貨 2 区lOC 径 2.30 厚 01 材質 銅。聖宋元宝。宋・徴宋。 (1101) 。 10枚楡着のうちの 1 枚で、最も外側のもの。

15 孔 0.65X 0. 65 裏面と縁辺部に緑青付着。

11 銭 貨 2 区09C 径 2.35 厚 015 材質 銅。煕寧元宝。宋・神宗。 (1068) 。裏面は、摩耗して、ほぼ平坦。部分的に緑

17 孔 0.65X065 青付着。

12 銭 貨 2 区 径 2.50 厚 015 材質 銅。皇宋通宝。宋・仁宗。(1039) 。裏面は、摩耗して、ほぽ平坦。裏面縁辺部

埋没土 孔 0.7X0.7 と表面部分的に緑青が付着。

13 銭 貨 109住 径 2.45 厚 01 材質 銅。寛永通宝。江戸。半分に割れてえいる。表裂全体に緑青が付着。

埋没土 孔 0.7X0.7

14 銭 貨 2 区 C 径 2.65 厚 01 材質 銅。文久永宝。江戸。裏面に青海波模様あり。全体に薄く緑青付着。

埋没土 孔 0.65 XO. 65 

15 銭 貨 2 区 B 径 2.25 厚 01 材質 銅。寛永通宝。江戸。径が、非常に小さい。全体に薄く緑青付着。

埋没土 孔 0.65X0.65 

16 銭 貨 89住 径 2.25 厚 01 材質 銅。寛永通宝。江戸。径が、非常に小さい。「宝」の文字の上部に小穴あり。全

埋没土 孔 06X0 6 体に薄く緑青が付着。

17 銭 貨 4 区 c 径 2.30 厚 01 材質 銅。寛永通宝。江戸。全体に薄く緑青が付着。

埋没土 孔 07X0 7 

18 銭 貨 4 区 c 径 2 40 厚 0.1 材質 銅。寛永通宝。江戸。全体に薄く緑青が付着。

埋没土 孔 0.6X0.6

19 銭 貨 4 区 c 径 2 35 厚 0.1 材質 銅。全体に緑青が付着し、腐食しており、文字の判読が困難であるが、「寛永通

埋没上 孔 0.65XO 65 宝」か。

20 銭 貨 6 住 径 2.45 厚 0.1 材質 銅。寛永通宝。江戸。全体に緑青が付着。

埋没土 孔 0.55XO 55 

21 銭 貨 5 区 c 径 2.30 厚 015 材質 銅。洪武通宝。明・太祖。(1368）。災面に、「光」か？。全体に緑青が付着して、

孔 0.65X065 判読しにくい。

陶磁器出土遺物観察表 (PL.1 96、 197 、 198)
単位cm

譴号 器形 出土位置
屈 目

特 徴 備 考
残存状態

1 陶器 1 区水田 口 10.6 高2 2 外面体部下半を除いて、鉄釉がほどこされる。体部外面下方～底面にかけて、 不詳

皿 表土 底4.8 口縁～底部片 回転箆削りがなされる。 18~19C 

2 陶器 埋没土 口一高一底（17.8) 高台部外面と、底面の一部は露胎となる。長石釉を主体とするが、内面に、 不詳

大皿 0 区 C 体部～底部片 鉄絵がほどこされ、さらに、 トチン痕あり。 18C 

3 陶器 埋没土 口一高一底4.2 内面に長石釉。外面は、高台端部を除き、鉄釉がほどこされる。そのため、 美濃

小碗 4 区 c 底部片 掛分か。 18~19C 

4 陶器 埋没土 口 (10. 0) 高1. 5 高台端部と、高台内側ぎわに目跡を残し、志野釉にちかい長石釉が、ほどこ 美浪

皿 底 (64) 口縁～底部 される。削り出し高台。 17C 

5 陶器 埋没土 口 (92) 高一 内面下方を除いて、施釉（暗褐釉）がほどこされ、外面側に刷毛による、浅い 唐津系

香炉 2 区 底ーロ縁～体部片 波状の施釉あり。 17C 

6 陶器 埋没土 口(1 1 8) 高2.2 高台端部と、高台内側ぎわに目跡を残し、志野釉にちかい長わ釉が、ほどこ 美濃

皿 2 区 B 底 (7.0) 口縁～底部 されてる。削り出し高台。 17C 

7 陶器 埋没土 口一高一底一 口縁部は大きな玉縁となり、その曲率から、一尺鉢と考えられる。内外共、 不詳

鉢 4 区 c 口縁部片 長石釉が施釉される。 18~19C 

8 磁器 埋没土 口一高一底 (4 5) 内面に、呉須によるこんにゃく判、外面に圏線あり。高台端部を除き、白磁 伊万里系

碗 体部～底部片 釉がほどこされる。 18C 

9 陶器 埋没土 ロー尚一底一 内面に、飴釉がほどこされ、外面は露胎となる。脚部一部が残存。 瀬戸・美濃

香炉 4 区 c 底部片 18C 

10 陶器 埋没土 ロー高一 体部外面に、淡い飴釉がほどこされ、さらに、菊花様の割文がほどこされる。 瀬戸・美濃

香炉 2 区 c 底 (10.4) 体部～底部 内面は露胎となる。脚の一部残存。 18C 前半

11 陶器 埋没土 口一高一底一 陶胎の染付碗で外面に沈んだ青色を呈する絵付があり、内・外面に、白土掛 唐津系

碗 4 区 C 口縁部片 けがなされ、さらに透明釉がほどこされる。 18C 

12 陶器 埋没土 口 (12. 0) 高3.3 内面に、緑色釉を用い、蛇目とし、外面上半に灰釉をほどこす。 唐津系

皿 底4.3 口縁～底部 lSC 前半

13 陶器 埋没土 □ (12 8) 高一 内・外面に、飴釉が厄どこされる。外面に、エ具によるロクロ目あり。 瀬戸・美濃

碗？ 4 区 c 底一口縁片 18C 

14 陶器 埋没土 口一高一 内面と外面に、暗い色調の錆釉がほどこされ、外面下半と底面の釉は、拭わ 瀬戸・美濃

摺鉢 5 区 B 底（106) 底部片 れる。底面、糸切り。内面に、 12+a条のおろし目あり。 17~18C 

15 陶器 埋没土 口一高一底一 片口の一部が残存。内面に飴釉がほどこされ、口縁部は肥厚する。外面下半 瀬戸・美濃

片口 4 区 c 口縁部片 に部分的に露胎あり。 18C 
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第14節遺構外出土の遺物

単位cm

醤番号 器形 出土位置
鼠 目

特 徴 備 考
残存状態

16 陶器 埋没土 口一高一底一 口折れの尺皿片と考えられ、内面に、印文白土掛象嵌があり、内・外面に、 唐津系

鉢 4 区 C 口縁部 透明釉がほどこされる。 17C 

17 磁器 埋没土 口(10 0) 高 (50) 外面に、梅花文が染付される。高台端部を除き、白磁釉がほどこされる。 唐津系

碗 3 区 B 底（4.0) 体部～底部 18C 後半

18 磁器 埋没土 口 (8.9) 高 (47) 外面に、草花文様の染付あり。高台端部を除き、白磁釉がほどこされる。底 伊万里系

碗 2 区 C 底 (3.1) 口縁～底部 面に銘様の染付文があるが、判読不明。 18C 後半

19 陶器 埋没土 口 13.3 高2.2 内面に重ね焼きの痕跡あり。外面体部上半に、浸掛の釉境あり。高台は削り 瀬戸・美濃

皿 4 区 B 底62 口縁～底部 出し。 17C 

20 陶器 埋没土 口（9.9) 高一底一 体部外面上半に鉄釉がほどこされる。体部下半は露胎となる。内・外面に、 瀬戸・美濃

香炉 4 区 c 口縁部片 ロクロ目あり。 18C 

21 陶器 埋没上 口一尚一底一 落し蓋状の蓋で、摘が付される。天井側外面に、鉄釉斑と透明釉が、ほどこ 瀬戸・美濃

蓋 0 区 C 体部～底部片 される。 18C 

22 陶器 埋没土東 口一高一底一 口折山の尺皿片と考えられ、内面に鉄絵あり。内・外面に、長石釉が、ほど 唐津系

皿 3 号道路 体部下半片 こされる。内面に目跡あり。 17~18C 

23 陶器 埋没土 口(1 4. 0) 高 3 0 端反皿片。体部外面下半を除き、灰釉がほどこされる。高台は、削り出し。 瀬戸・美浪

皿 23号住 底一口縁～底部片 17C 

24 陶器 埋没土 口(13.5) 高一 体部外面、下半を除き、志野風の長石釉がほどこされる。細貫入あり。 美濃

皿 4 区 c 底ーロ縁部片 17C 

25 陶器 埋没土 口一高一底5.7 二次的な円形加工品。内面に飴釉がほどこされ、他は露胎となる。 瀬戸・美濃

碗 4 区 c 底部片 17~18C 

26 磁器 埋没土 口一高一底一 内・外面に、乳白濁した青磁釉がほどこされる。口縁部は紫口となる。 伊万里系

碗 4 区 c 口縁部片 17~18C 

27 陶器 埋没土 ロー高一底6.3 二次的な円形加工品。内面に、蛇の目で緑色釉がほどこされ、外面の高台ぎ 唐津系

碗 3 区 底部片 わまで、灰釉に似た長石釉がほどこされる。 17C 

28 磁器 埋没土 口一高一 体部外面に、染付施文あり。高台端部を除き、白磁釉がほどこされる。 伊万里系

小碗 4 区 c 底（ 5. 0) 体部～底部 18C 

29 陶器 埋没土 口 (20.2) 高一 内・外面に、灰釉に似た長石釉がほどこされる。外面口縁部に、沈線 1 条あ 製作地不詳

片口 113住 底一口縁部片 り。 18C 

30 陶器 埋没土 口(120) 高一 外面体部下半を除き、灰釉がほどこされる。外面体部下半に、回転箆削り目 瀬戸・美濃

皿 4 区 C 底一 口縁部片 あり。 17C 

31 磁器 埋没土 口5.0 高1. 5 型物の白磁皿で、外面体部下半が露胎となる。外面に細かい鏑筋あり。 伊万里系

猪口 2 区 B 底1. 9 口縁～底％ 17C 中

32 軟質陶 埋没土 口一高一底一 内面に耳が付され、内耳となる。耳下の屈曲が少なく、盤状と考えられる。 在地製

器盤状 5 区 B 口縁部片 外面にわずか燻がかかる。 16~17C 

33 磁器 1 区水田 口一高一底一 青磁釉が、内・外面にほどこされ、貫入あり。釉は薄く、発色は沈みがちで 龍泉窯系

碗 表土 体部片 良くない。 13C 

34 磁器 埋没土 口ー局一底一 尚台周辺を除き、青磁釉がほどこされる。体部外面下方に、わずかながら、 龍泉窯系

碗 2 区 B 底部片 鍋手蓮弁文あり。発色は、沈んだオリープ色。 13C 

35 磁器 埋没土 口一高一底一 内面に劃花文あり。外面に猫掻文あり。外面下方を除き、オリープ色の青磁 龍泉窯系

碗 1 区 B 体部片 釉がほどこされる。 13C 
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第 4 章成果と問題点

第 1 節 出土遺物について

(1) 出土土器について

本遺跡から出土した土器は古墳時代から平安時代

まで亘っており、これらを分類すると凡そ12の時期

に分けられる。以下に、年代順にその特色を述べる。

第 1 期

器種は土師器甕・台付甕・壺・片口•高坪・器台。

壺の67-1 は器壁が厚く大型であり、肩部に細か

い縄文が施文されている。しかし、小型の壺 (67- 3) 

はやや扁平な球体の胴部にくの字形に外反する口縁

が付く。形態で無文ある外面上半部から口縁部内面

にかけては丹塗彩。片口鉢 (67 2 ）は平底の底部

から立ち上がる胴部は中央部で最も膨れ、口縁に小

さな口が付く。高坪 (63- 1) は脚部を欠損するが、

坪部は研磨された丹塗彩の薄手の口縁部が内湾しな

がらラッパ状に開く形態である。器台 (63-4~6)

も器受部を欠損するが、台部は医で研磨されている。

台部はやや外反気味で円形の透孔を有る。
注 1

以上のように本期は樽式的な特徴を残す古式土師

器の段階にあるが、胎土・焼成の面から非在地的な

感じを有する上器も含まれる。

第 II 期

器種は土師器長甕・壺・小型甕・小型壺・甑・坪・

高坪、須恵器甕である。

長甕 (53-4 他）は胴の中央部がかなり膨らんで

おり、くの字形に強く外反する口縁が付く。壺 (6

_3. 6 他）は平底を有する球体の胴部にあまり外

反しない口縁が付く。小型壺 (53-7 他）は平底で、

上半部にやや膨らみをもつ胴部に外反する口縁が付

く形態である。小型壺 (53- 6 他）は、胴部は小型

甕と殆ど同じであるが頸部が著しくつぼまってい

る。甑は大型と小型の 2 種類があり、大型 (53- 8) 

はやや膨らみのある胴部に外反する口縁が付き、か

なり大きな孔を有するが、小型 (6-11）はやや膨

らみのある胴部に短く外反する口縁が付き、底部に

小孔を 1 個有する形態である。以上の土器は全て共
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通した整形技法で胴部外面は箆削り、口～胴部内面

は撫でによっている。坪は 3 種類ある。即ち、浅い

鉢形 (53-16·17) のもの、丸底で内湾する体部に

内斜する口縁が付くもの (53-23 • 24) と所謂須恵

器坪蓋を模倣した稜段のあるもの (53-26~28) で

ある。高坪は脚部は欠損のため不明確であるが、坪

部は 2 種類あることが判明した。一つ (53-18) は

模倣坪に類似のもの、一つ (53-19) はほぼ直線的

にラッパ状に口縁が開く形態のものである。須恵器

甕 (53-29) は重厚な造りの口唇部をもち、頸部に

は波状文、沈線文、肩部には格子目叩き文が施され

ている。

以上の土器群は鬼高 I 期後半の特徴を備えてい

る。

第 Ill 期

器種は土師器長甕・壺・小型甕・小型壺・甑・坪、
註 2

須恵器坪であり、 II期と殆ど同じである。

長甕 (66- 1 • 2) は II期と同様な造りであるが、

胴の膨らみがやや小さくなっているところに違いが

見られる。壺、小型甕・壺は II期と殆ど同様である。

甑 (66- 5 、 17-9 他）は大型と小型の 2 種類があ

るが、大型のは 1 期に比べて胴部に膨らみが少なく

なってきている。坪は 3 種類(1 ~3 類）ある。 1

類 (66- 9~13、 17-11~14、 16- 7~ 9) は須恵

器坪蓋を模倣したもので、大小はあるが全体的には

I 期に比べて短い口縁を付する形態となっている。

2 類(17-16 • 19 • 23) は須恵器有蓋坪の身部を模

倣したもので短い口縁が直立か、内傾している形態

である。 3 類（17-15 • 22 • 24 • 25) はラッパ状に

開く口縁が付するもので稜段が無い形態であり、も

のによっては内面に放射状の暗文がある。須恵器坪

(17-27) は比較的深く、尖り気味の底部から続く

体部に内傾しながら直線的に延びる口縁が付く形態

である。



以上の土器群は鬼高 II期の特徴を備えている。

第IV期

器種は土師器長甕・小型甕・小型壺・甑・鉢・坪

須恵器短頸壺である。

長甕 (34-1 他）はいっそう胴の膨らみが無くな

り、円筒型に近くなってきている。小型甕 (74- 3 

他）、小型壺 (34- 4 他）は然程大きな変化はないが、

III期に比すれば底部に丸底気味のものが増加し、ロ

縁が短く、開きが少なくなってきている。甑(72- 3) 

は III期と殆ど変わりがない。鉢 (34- 3 、 74-9)

はこの時期になって初めて明確に登場してくる。し

かし、 III期にも坪の大型のもの (66- 8) があり、

これを鉢と捉えられないでもない。本期の鉢は半球

形の体部に大きくラッパ状に開く口縁が付く形態で

ある。坪は 3 種類ある。即ち、 1 類（74-10) は体

部が著しく深い。 2 類 (34- 6 、 74- 9 • 12 • 14 • 

15 • 17 • 18) は III期の 1 類と殆ど同じ形態。 3 類

(74-11 • 13 • 16 、 73- 6~ 9 、 72-4) は口縁が

短く、底が浅いため全体的に浅い形態である。須恵

器短頸壺 (73-10 • 11) は肩の張った扁球体の胴部

に短くやや外反する口縁が付する形態である。

第 V期

器種は土師器長甕・小型甕・坪・高坪・手捏ね、

須恵器小型壺である。

長甕 (59-1 他）はIV期に比して更に胴部の膨ら

みがこけ、底部が丸くなるが、大きさに変化はない。

小型甕 (59- 5 他）は然程変化はないが、底部は丸

底になってきている。坪は 3 種類ある。即ち、 1 類

(59-9) はIV期に見られたものと同じ形態である。

2 類 (59- 7 • 8 、 16-14~18他）はIV期まで主流

であった稜段のある模倣坪が萎小化したものであ

る。 3 類（16-19~22 • 26 • 27 • 33 • 35 • 37 • 38) 

は短い口縁部が内傾し、底部が丸底になっている形

態である高坪（16-40他）は内面に放射状の暗文が

ある盤状の身部に張りの弱い、短い脚が付く形態で

ある。手捏ね（16-12 • 13) は 2 種類見られる。一

つは丸底で口縁が内傾する形態であり、一つは厚い

平底から薄い口縁が直線的に立ち上がる形態であ

第 1 節 出土遺物について

る。須恵器短頸壺（16~46) は肩の強く張った扁球

体の胴部にやや外反する口縁が付く形態である。

以上は鬼高III期と真間期が混在する土器群であ

る。

第VI期

器種は土師器長甕・壺・小型甕・脚付甕・鉢・坪、

須恵器坪・蓋・盤である。

長甕はV期と殆ど同形態のもの (87- 1 • 2) と

薄い器壁でやや胴に丸味を帯びた形態のもの

(113-1 • 2) の 2 種類がある。後者はVI期の後半

段階に出現するものと思われる。壺 (87 3 ）は丸

底の胴下半部のみ残存するがVI期に初出ではない。

小型甕 (87- 4 、 113- 7 ·10) は丸底で短い口縁が

直立するものとくの字形に強く外反する口縁を付す

るものの 2 種類がある。脚付甕（113-6 他）はハの

字形に大きく開く脚部に小型甕がのる形態であり、

本期に初めて出現してくる器種である。鉢（ll3-8)

は擢鉢状を呈するもので深い。坪は 3 種類ある。即

ち 1 類 (87-5~8 、 113-16）はV期 3 類と同様な

ものである。 2 類 (87-9 、 113-21）はかなり大型

で口縁が外傾し、ものによっては内面に放射状の暗

文が付く。 3 類 (113-ll~14) は平底になり、口縁

がほぼ直立している形態である。須恵器坪

(133-33·34) は口径に比べて底径が大きく浅いも

ので、短くて小さい高台が付く。蓋（113-30~32)

は、大小があるがいずれにもかえりが付くものであ

る。盤（113 28）は破片のため脚が付くものかどう

かは明らかでないが、あまり大型品ではない。

以上の土器群には土師器、須恵器共に器種が多く

なり、須恵器の量も V期に比べると俄然増加してく

るという特色が見られる。

第VII期

器種は土師器長甕・壺・小型甕・甑・脚付甕・鉢・

坪、須恵器坪・蓋・硯である。

長甕 (131-1 • 4 他）は全体的にはVI期の後半で

出現したものに酷似するが、後半ではやや薄手にな

り、頸基部が立ってきて口唇部近くの部分が外反す

る形態に変わってきている。壺 (131- 2 • 3 他）は
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くの字形に強く外反する短い口縁が付くものでかな

り大型である。小型甕（131-8) はくの字形に外反

する口縁をもつもので胴部は球体となっている。甑

(l18-1) はやや膨らみのある厚手の胴部に強くく

の字形に外反する口縁が付く形態である。脚付甕

(131-6 • 9) は胴下部と脚部を欠損するが、 VI期

と殆ど同じ形態とみられる。鉢 (l18-18）は平に近

い丸底から立ち上がって内湾する体部に内傾する口

縁が付するものであまり大型品ではない。坪は 3 種

類ある。 1 類（llS-6 • 8 ·13) は比較的深い形態。

2 類（131-13~15 • 17) は丸底で浅い形態。 3 類

(ll8-ll~15) は平底で浅い形態で大部分のものに

放射状の暗文が施されている。須恵器坪 (131-21 ・

16、 118-20他）は口径の大きいものや小さいものな

ど様々であるが、全体的には118-21のように口径に

対する底径の割合が大きいものが多い傾向にある。

なお、底部は回転箆削りが行われている。蓋(118-23

他）は 1 例のみかえりを欠くが他は全てかえりを有

する。口縁端部にやや平坦面が現出しており、かえ

りに形骸化の様相が窺える。硯（ll8-28）は四角形

の透孔をもつ脚の付いた円面硯である。

以上の土器群はVI期に比べて器形の変化はあまり

ないが、須恵器の量はかなり多くなっている。

第VIII期

器種は土師器長甕・坪のみである。当然他にも器

種はあるであろうが、本期の住居軒数が少なく遺存

状態の悪いものばかりであったために少ない提示に

なってしまった。

長甕 (121- 1) は口縁部の中ほどがくびれ、コの

字形化の前兆を見せている。肩部はやや張っている。

坪は 2 種類ある。 1 類（111-6~8) は平底の底部

からやや内湾しながらあまり開かずに立ち上がる口

縁を付する形態である。 2 類（lll-9) は強く外傾

する口縁が付く形態である。

第IX期

器種は土師器長甕・脚付甕、須恵器坪・境・甕。

長甕 (98-1 他）は口縁が明瞭なコの字形となり、

胴部上半に膨らみが出てきている。脚付甕 (98- 9) 
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はVI期に出現を見るが、その時の形態とあまり差違

がない。須恵器 (98-15~20) はVIII期のものに比べ

て底径の割合が小さくなり、口縁部の開きがやや大

きくなっている。底部は回転糸切りの未調整である。

塊 (98-11~13) は、回転糸切り底にしっかりした

造りの高台を有する底部にあまり開かない体・ロ縁

部が付く形態でかなり深い。甕 (98-10) は口縁を

欠損するため形態は不明だが、肩部外面には平行叩

き文が施されている。

この時期になると須恵器の量が土師器の量をはる

かに上まわる。

第 x期

器種は土師器長甕・小型甕・坪、須恵器坪・碗・

皿・羽釜・甕である。

長甕は前半 (69-1 他）では器壁が薄く定形化し

たコの字形となり、胴上部が最大径となっているが、

後半 (8 -1) では器壁が厚くなり、胴部が球体化

してくる。小型甕 (69-15 • 16) は脚付甕の上半部

とも見られるが、長甕を小型化した形態になってい

る。坪 (69-19 • 20) は平底で直立又は外反する口

縁を有する形態で、体部は箆削りよって整形されて

いる。須恵器坪 (69-28 • 32他）は口径に対する底

径の割合がIX期よりも更に小さくなり、体・ロ縁部

の開きが大きくなる。婉 (69-23、 38-4 他）はIX

期に比べて底径が小さくなり、横断面が四角形の

しっかりした造りの高台が付いている。体部が内湾、

口縁部がやや外反しているものが最も多い。焼成面

から見ると酸化焔焼成による土師器質のものが多く

見うけられる。皿 (69-35他）は本遺跡ではX期に

初めて登場してくる。あまり反りのない口縁をもつ

もので、全体的に浅い。羽釜 (8-3) は X期の後

半に登場する。内傾する口縁に断面三角形の上向き

加減の厚い鍔が付く。甕 (69-21)は平底、長胴で

口がラッパ状に大きく開く状態で、内外面無文であ

る。



第 X1期

器種は須恵器羽釜・坪・碗・甕、灰釉皿である。

羽釜は 2 種類見られる。 1 類（93 3~6 他）は

上半部が張った胴部に内傾する重厚な口縁が付き、

断面三角形の鍔が回る形態である。 2 類 (2-2.

8) は膨らみのない胴部に簡素な造りの口縁が直立

して付く形態であるが、鍔は殆ど変わりがない。こ

の時期が羽釜の全盛期である。坪は前半 (93-17 • 

22他）ではX期とあまり変わりがないが、後半 (2

-16 • 18) では底部を幾分突出させて台状にしてい

る点に特徴がある。深さは全体的に X期よりも深く

なっている。塊 (2 -14 • 15) は高台が著しく延び

た所謂足高高台の形態に大きく変化している。甕

(93 1 ）は胴下半部に箆削りが入るが、形態はX

期と殆ど同じである。灰釉皿 (93-25 • 26) は三日

月形の高台で、口縁部が内湾気味に開く形態である。

第XI1期

器種は須恵器羽釜・坪・碗、土師器土釜・皿。

羽釜 (99- 4) は膨らみのない胴部に直立した口

縁が付き、形骸化した鍔が回る形態である。坪

(99-5 、 97- 2) は浅くなり、底部は糸切り未調

整で台状の突出が見られる。碗（125- 1) は高い平

底の台が付く。土師器土釜 (99 1~3) は胴部上

半が膨らみ、くの字形に外反する口縁を付ける。整

形は箆削りによる所が多い。皿 (97- 5 • 6 、 125- 2) 

は糸切り底に短くて外反する口縁が付き、小型であ

る。

以上、各時期の特徴について述べた。次にこれら

の実年代について考えてみたい。

第 1 期は弥生時代から古墳時代初頭への過渡期の

頃と考えられるもので 4 世紀初頭頃と思われる。

第 II期は既に述べたように鬼高 I 期の後半段階の
註 3

特徴をもっており、 6 世紀前半とみられる。

第III期は鬼高 II期の特徴をもつものである。これ

までの研究成果や共伴する須恵器有蓋坪が陶邑編年
註 4

のMT85型式に比定されることから 6 世紀後半と推

定される。

第 1 節 出土遺物について

第IV期は鬼高 II期の後半的な特徴を示しており、
註 5

共伴する須恵器短頸壺がTK46型式に比定できるこ

と、また、飛鳥 I~II期の中間的位置と考えられる

畿内産土師器坪を出土する上野国分僧寺・尼寺中間
註 6

地域遺跡J区第14号住居跡の一括遺物に酷似してい

ることから 7 世紀前半と考えられる。
註 7

第V期は共伴する須恵器短頸壺がTK48型式に比

定されることから 7 世紀後半と考えられる。
註 8

第VI期は大久保A遺跡出土土器II-A類型に大部

分が重なることから 8 世紀前半と考えられる。

第VII期後半段階の118号住居出土の坪類は 9 世紀

初頭と考えられる松井田町愛宕山遺跡第 4 号
註 9

住居跡出土の坪より若干先行する様相が窺えること

から VII期全体としては 8 世紀後半と考えられる。

第VIII期は決め手を欠くが、前後の関係から 9 世紀

前半とみられる。

第IX期の碗の中には高崎市観音山古墳周堀内に検
註10

出された墓拡より出土した塊に類似したものがある

ことから 9 世紀後半とみられる。

第X期は実年代を知る手掛りはないが、前後の関

係から 10世紀前半とみられる。

第 XI期は 2 号住居跡の覆土上部に浅間山 B 軽石

(1108年）の純層がレンズ状に堆積していること、

93号住居出土の灰釉陶器が虎渓山 1 号窯式に類
註11

似することを考慮すると 10世紀後半と推定できる。

第 XI1期は実年代を知る手掛りはないが、前期との

関係から 11世紀と推定される。

註 1 第 1 期の土器については春山秀幸氏の御教示を得た。

2 高坪はまだ存在すると思われるが、提示した遺構の資料中
には見当たらなかった。

3 「特集・火山堆積物と遺跡」「考古学ジャーナルJ No.157 

ニューサイエンス社 昭和54年

4 田辺昭三 「須恵器大成」 角川書店 昭和58年

5 前掲書 3

6 桜岡正信 「上野国分僧寺・尼寺中間地域出土畿内産土師

器」「群馬文化」 No.218 群馬県地域文化研究協議会 平

成元年 4 月

7 前掲書 3

8 小林敏夫 「出土土器の編年」「大久保A遺跡・七日市遺跡・

滝沢古墳・女塚遺跡J 吉岡村教育委員会他 昭和61年
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9 松島栄治 「愛宕山遺跡」「群馬県史資料編」 2 群馬県昭

和61年

小林敏夫 「群馬県出土の腰帯具について」「群馬の考古学J

帥群馬県埋蔵文化財調査事業団 昭和63年

この論文で跨帯から石帯に変わるのが延暦15年 (796) から

弘仁 1 年 (810) の頃であることから、跨帯具と石帯具を共

伴する愛宕山 4 号住居跡の年代は 8 世紀末～ 9 世紀初頭で

あると推論した。

10 能登健編 「史跡観音山古墳」群馬県教育委員会昭

和57年

11 三浦京子 「群馬県における平安時代後期の土器様相一灰

釉陶器を中心として」「群馬の考古学」 帥群馬県埋蔵文化

財調査事業団昭和63年

参考文献

•坂ロ 一 「群馬県における古墳時代中期の土器の編年一共

伴関係による土器型式組列の検討ー」「研究紀要」

4 閲群馬県埋蔵文化財調査事業団 昭和62年

•坂ロ ー ［奈良•平安時代の土器の編年ー住居の重複と共

伴

三浦京子 関係による土器型式組列の検討ー」「群馬県史研

究J 24 群馬県昭和61年

・茂木由行 「群馬県における鬼高式土器の編年」「群馬考古通

信」 第 9 号群馬県考古学談話会昭和59年
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(2) 出土の文字資料について

本遺跡からは、第19表にあげた通り、墨書土器 9

点、紡錘車に線刻してあるもの 2 点、須恵器台付甕

の底部に線刻してあるもの 1 点の計12点が出土して

いる。

この内、墨書土器は、土器編年より住居跡出土の

ものはもちろん、 2 区グリッド出土のものも、すべ

て、 9 世紀後半から 10世紀にかけての平安時代に含

まれるものである。 5 は、 3 文字が書かれており、

第 1 字の「（紀」と第 3 字の「家」の間の第 2 字の
部分は書かれた後、意識的に削ってあり、第 3 字に

あたかも書き直したように受け取れる。さらに 9 は、

「田 B 」で、これと同じものに、前橋市柳久保遺跡
(1) 

群中鶴谷遺跡の住居跡や井戸跡・土坑から出土した、

一連の「田部」・「田 B 」などの出土例がある。 柳久

保遺跡の時期は、奈良時代から平安時代への移行期

とされており、本遺跡のものは、器形からそれらよ

りおよそ 1 世紀ほど新しいものと考えられる。関ロ
(2) 

功ー氏は、『「矢田遺跡」とその周辺』の中で、柳久

保遺跡群の墨書土器にふれて「現状ではひとつの可

能性を示すに過ぎないかもしれないが、」と前置きし

ながらも「 8 世紀以降にも前代の地域支配組織の系
（ママ）

譜を引くような組織が、あの種の地域に限っては残

存していたということがいいうるであろう。」として

いる。本遺跡では、 1 点のみで、しかも 10世紀代の

第19表文字資料一覧表

番号 出土位置 土器種 器種 文字部位

1 2 号住 須恵器 高台坪 体部正位

2 2 号住 須恵器 坪 体部正位

3 8 号住 須恵器 高台皿 体部内面正位

4 38号住 須恵器 高台坪 体部正位

5 69号住 須恵器 坪 体部横位

6 136号住 須恵器 高台碗 体部横位

7 2 区第 6 トレンチ 須恵器 杯 体部正位・体部内面正位

8 2 区15B45 須恵器 坪 体部内・外面正位ヵ, 2 区15B45 須恵器 坪 体部外面・横位

10 118号住 蛇絞岩 紡錘車 短軸面横位

11 118号住 蛇紋岩 紡錘車 側面正位

12 90号住 須恵器 台付甕 底部横位

第 1 節 出土遺物について

鹿沼栄輔

ものと考えられることから、関口氏の論への結び付

きは弱いと考えられるが、可能性もあるのではない

だろうか。

また、紡錘車に線刻してあるものは、共に 8 世紀

後半の住居跡から出土している。そのうち、 10 は、

短軸面に 3 文字あるが、判読できない。下触牛状遺
(3) 

跡 8 号住居跡出土の鬼高期前葉の土師器高坪に描か

れた線刻文字らしきものとよく似ており、なにか呪

術的雰囲気を醸し出している。 11 には、線刻で「山」

と書かれており、これは、 12 と相通じるものがある

のか。

本遺跡出土の文字資料は、数少ないものの、本遺

跡周辺の奈良時代以降の歴史的な性格を伺い知るう

えでは、貴重な資料といえそうである。

なお、墨書土器の文字判読に際しては、国立歴史

民俗博物館助教授平川 南氏並びに高島英之氏・

平野卓治氏に御教授戴いた。文末ながら、感謝申し

上げる次第である。

註

(1) 山武考古学研究所「群馬県前橋市柳久保遺跡群IV発掘調査報

告書」 1988 

(2) 中沢 悟・春山秀幸•関口功ー「「矢田遺跡」とその周辺1 信

濃第41巻第 3 号 1989 

(3) 闘群馬県埋蔵文化財調査事業団「下触牛伏遺跡」 1986 

文 子r 時 期 備 考

茂 10世紀後半 墨書

茂 10世紀後半 墨書

次 10世紀前半 墨書

加 9 世紀後半 墨書

口（橘ヵ）口（家）家 10世紀前半 墨書

わ（得ヵ） 9 世紀後半か 墨書内黒

室・室 9 世紀後半か 墨書

ロ・ロ 10世紀前半か 墨書

田 B ヵ 10世紀前半か 墨書

四も令 8 世紀後半 線刻側面落書き

山 8 世紀後半 線刻

山 10世紀後半か 線刻 流れ込みの可能性大
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第 4 章成果と問題点

(3) 砥石について

本遺跡では、古墳時代後期から近世に至るまでの

砥石が、多数出土している。それらは、本遺跡にお

ける生産活動の一端を表現する遺物とおもわれ、ま

た、その中には、滑石製模造品の製作との関連が考

えられるものもあり、貴重である。

その鑑定については、闘群馬県埋蔵文化財調査事

業団専門員 大江正行氏に依頼した。本項は、そ

の折の留意点と所見を掲載することとする。

砥石の観察について留意した点は、次の通りであ

る。

器種名称の中で「砥石」とした例は、研磨主体に

金属を除き、木や皮などの軟質の素材が想定された

場合にあっても、金属砥石との区分が困難であるの

で、砥石と表記した。「砥石か」と表記した例は、概

ね研磨面が甘く判然としない場合や、刃ならし傷の

みの個体について、砥石かとした。「製作台」は、砥

石としての性格よりも、突き込みや敲打痕が主体の

個体について、製作台とした。「石製品」は、材質が

砥石材「流紋岩」であっても、研磨痕がなく、ある

程度の完成状態の形を示している個体に用いた。

原料の名称には、概ね、 3 種の区分を行なった。

「川原石の利用」は、語意の通りである。「自然石の

角礫」は、本来であれば、角ばった山石の状態を呈

するのが、一般的と思われるが、ここでは、それよ

りもやや丸味をおびた石材も含めた。「転石の利用」

は、本稿中では、角閃石安山岩性の砥石に多く用い

たのであるが、角閃石安山岩の小礫には、川原石で

なく、山麓での土石流中にも角張りのとれた例を見

るので、あえて、採取川原石との区分を行なった。

また、川原石であっても、転石に含まれていること

になる。

術語のうち、大半は、現在用いられている研磨用
きず

語を用いた。主要な語句にふれると「ヒケ傷」は、

研磨主体を研磨した際によって生じた傷をさし、そ

の原因は、主体の角部と砥石の硬質爽雑物の移動に
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よる。「舟属」と「刃ならし傷」と「ならし痕」の区
分は、感覚的ではあるが、刃傷は、砥石に研磨主体

をあてる際、鋭利な個所が作意なしについたと、考

えられる場合。刃ならし傷は、刃こぼれした刃先の

再調整にあてたと考えられる条痕をとらえた。なら

し痕は、刃のない金属利器の再調整にあてたと見ら

れる個所をとらえた。さらに「原材料加工時点の削

り」は、砂岩製の大型品についてみられたが、古墳

の切石や削り石の石材面に残された大型の削り跡を

意味する。

研磨主体について、金属と木や皮など軟質の素材

を推定した。それは、研磨を一般的に考えた場合を

基とし、爽雑物の凸出や部分的な凸部が生じた場合、

金属では、それらは、削られるか、脱落するはずで

あり、主体が軟らかければ、央雑鉱物の凸出や、や

や硬い個所の凸出が考えられるのである。

所見

①遺構出土砥石のうち、古代遺構に伴ったと考えら

れる例の中で、大きな削り石加工は別として、細か

な削り調整は見られなかった。

②古代遺構出土の多くに砂岩製の敲打、又は、突込

によって生じたと考えられる個体が多く存在してい

た。このことは、他遺跡の適切な砥石並びにエ具用

石材の抽出を経なければ明言できないが、当集落に

おけるなにかの特殊加工が示唆された。

③角閃石安山岩製の砥石については、金属製利器の

成形や、硬質物質の成形にあてたらしく、独特な砥

ぎ減りをもって存在していた。その研磨主体器種に

ついては明確ではないが、数例に、研磨主体の巾単

位を留めるものがあり、その点からすれば、同一種

利器（？）にあてたのかもしれない。

④片岩製の砥石は、硬質でしかも央雑物が多く、金

属研磨には不適であるにもかかわらず、顕著な研磨

減りが多くの例にみられた。それらの中で、数例で

はあるが、軟質の物質でなければ生じないはずの、

央雑鉱物の凸出がみとめられ、研磨主体の想定に、



矛盾が生じてしまった。そのことをあえて解釈すれ

ば、砥石と金属器との間には、どの場合であっても

砥汁が、潤滑材の機能を果たすのが常である。片岩

と金属器との間に、多くの砥汁が生じたとは思えず、

また、砥汁なしで研磨し得たと思えないので、そこ

には、砥汁に相当する別潤滑物質が、想定される。

別潤滑物質とは、粘土と繊維物質とを混ぜ合わせた

り、その片方であってもよいと思われる。そう考え

た時、大きな研磨減りと共に、央雑鉱物の凸出や、

硬質個所の凸出も考え得るであろう。こうした類例

は、県内の調査例では、極めて少ないことであるの

で、本遺跡の特種な生産活動の一端が示唆されたの

ではなかろうか。

⑤ ③と④の特種な砥石については、出土地点を見

ると、古墳時代後期の滑石加工をしたと思われる住

居跡からその多くが出土しており、何らかの形で、

金属工具の調整にあてたのではないだろうか。

(4) 鉄器類について

各遺構毎に取り上げた鉄器について改めて集成し

てみたのが、第488 • 489図である。大きく農具・エ

具•生活用具の 3 種類に分けることができる。農具

では、鎌・鍬先があり、エ具では、鈍・緊状工具・

盤・手斧・紡錘車・刀子があり、また、生活用具で

は、毛抜き・鋏・釘などがある。鏃については、武
(1) 

具の可能性もあるが、大江正行氏の言うように、狩

猟などの生業の一端に用いられた可能性の方がより

強いであろう。ただ、遺構出土の鏃は奈良時代だけ

に集中していることになにか意味があるのか、今後

の類例の増加を待ちたい。

これらの鉄器の中で古墳時代後期から平安時代ま

で共通して出土したものに鎌と釘がある。鎌につい

ては出土数が少ないが、敢えて特徴付けるとすると

古墳時代後期が最も小さく、奈良時代・平安時代と

いうように時代が下がるに従い、大きくなっていく。

また、古墳時代後期の鎌は、 48号住居跡のものは、

床下土坑から出土し、 81号住居跡のものは、竃掘り

かたから出土しているというように祭祀との関連が

考えられる。 131号住埋没土出土、さらに奈良時代の

第 1 節 出土遺物について

⑥ 3 号土器集積出土のエ作台兼砥石は、今回出土の

砥石のうち、部分的ではあるが、研磨主体に石材が
... 

想定された。その理由は、大きく中凹みは、研磨主

体が金属であった場合、手掌中におさえて研磨した

ためであり、手掌中におさまる物質は、丸味をおび、

ある程度の厚さがなければ考え難いのであり、それ

を考えると、金属製品でそれだけの形態は考え難い。

そのため、手掌中におさまる、あるいは、おさえら

れる石材なら考え得るところである。また、表裏に

小穴が11個所認められ、それらは、もみ錐の跡であ

ると考えられ、おそらくは、滑石製品の多く出土し

た供伴遺構との関連からすれば、滑石製品の穿孔に

使用されたものと考えられる。

⑦小型の精粒子砥石の出土例は、県内でも少ない。

（そこから、精仕上げのエ作が考えられ、 10号溝出

土鉄滓の製品化像の一端が、考えられなくもない。）

鹿沼栄輔

鎌のうち、 122号住居跡から出土しているものは、滑

石製品を製作する時のエ具として転用された可能性

が高い。釘については、各時代から 1 、 2 点の出土

であり、それがどのような意味があるのかは不明で

ある。

また、奈良時代の118 • 122号住居跡からはともに

製状工具が出土しており、特に122号住居跡からは紡

錘車未成品や滑石チップなどが出土していることか

ら、詳しくは後述するが、紡錘車の製作と密接な関

係を考えることができる。

さらに、 16号住居跡より出土した鍬先については、

全体の遺物が床面より浮いた状態であるが、その住

居から立石が出土し、その周りから手捏土器や暗文

のある小型高坪が集中して出土していることなどか

ら祭祀との関連が考えられる。類例としては、田端

遺跡 3 号集石から滑石製の臼玉や多量の坪類と供伴

して鍬先が出土しており、調査担当の所見は鍬先が

その遺構の中心であった可能性を指摘している。

註 (1) 大江正行「出土の鉄製遺物について ―村主遺跡出土、

奈良•平安時代鉄製遺物の検討—

「大原 II遺跡・村主遺跡J 1986帥群馬県埋蔵文化財調査事業団
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(5) 羽田倉遺跡の煮沸具の観察から

—古墳時代を中心にして＿ー

1 はじめに

羽田倉遺跡は古墳時代後期を主体とする集落で、

竪穴式住居跡総数は133軒、そのうち炉を有するもの

2 軒、調査区域外にのびていて、カマド、炉の区別

不明のもの 9 軒を除くと、のこりの122軒はすべてカ

マドを作り付けている。古墳時代後期の住居には、

カマドにカメが懸けられたまま出土したものもあ

り、総じてカマドの遺存状態が良好である。

群馬県地域で住居内にカマドが普及する時期は、

およそ古墳時代中期から後期で、その後平安時代ま

で煮炊き施設の主体をなしている。古墳時代後期か

ら平安時代の集落において、カマド以外の火処施設
（註 1)

の出土例は稀である。しかし、実際の生活上の様々

な場面を想定してみると、火処がカマドだけでは完

結しないような気がしている。例えば、糸を作るに

も、煮たり蒸したりする作業が必要であり、また屋

内ばかりでなく屋外での火の使用も当然考えられ

る。そのばあいの施設もやはりカマドであろうか。

こうした私自身ももっている素朴な疑問にたいし

て、カマド以外の遺構が確認されていないというほ

かは、確実な答が用意できない。

はたして、当時の加熱施設はカマドだけだったの

か。羽田倉遺跡の土器の使用痕跡を観察することに

よって検討してみたい。

そこでまず、カマドに懸かったままで出土したカ

メ類の「スス」の付きかたや内面の「ヨゴレ」を観

察することによって、「カマド型の使用痕」とも言う
（註 2)

べきタイプが特定できれば、出土状態からはカマド

に使用したと確定できないカメ類についても使用施

設の特定が可能となると考えた。

遺跡から出土する土器類は、当時の人々の生活具

であり、当然使用の痕跡をとどめているはずである。

しかし長い間上中にあって、土質や植物、虫の作用

などによって変質し、私達が実際に手にとる時点ま

でに多くの情報が失われてしまっていることも考え

られる。また同様な作用によって土器の表面に別の
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外山政子

物質がこびりつく可能性もあり、どれが本来の使用

によって生じた痕跡であるのか判断できない場合も

多い。そこで観察の際は明らかな二次加熱の痕跡を

手掛かりとした。

外面は

①ススの付着（器面のきめに吸着したうすいススも

含む）

②繰り返して行われる加熱によって生じた器面の変

色（一般的に赤化）と器面の剥離

③粘土の付着（カマドに設置する際に付着し、加熱

されることによってこびりつくものである。）

の 3 点を観察し、そのうち①スス、②変色は加熱痕

跡として同じスクリーントーンで表示した。③は加

熱痕跡というよりカマド設置の痕跡であり別のトー

ンとした。

内面は

①炭化状のこびりつき②「ヨゴレ」

③器面の剥離

である。炭化したこびりつきは内容物の焦げ付いた

ものと認定されるが、器面に薄くしみついたような

「ヨゴレ」は、土中でうけた変化と分離しにくい。

この「ヨゴレ」の観察できる部分はカメの頸部より

やや下あたりから底部にかけてで、上胴部にリング

状にまわる場合もある。これらは外面の加熱痕跡と

も位置的に良く対応しており、内面の「ヨゴレ」を

使用痕跡と考える根拠となりうるだろう。器面の剥

離は底部よりやや上の体部が丸みを持つ部分と上胴

部の「ヨゴレ］部分に重なることが多い。ともに加

熱による影響ともいえるが、内容物を掻き回したり

することを想定するとその器具が、一番当たりやす

い部分ではある。いまのところ器面の「アレ」とし

ている。①、②、③とも煮炊きによる痕跡とかんが

えて、ここでは同じトーンで表示をした。ただ、ご

く明瞭な焦げ付きについてはトーンを濃くして示し

ておいた。なお、ここでは古墳時代後期の資料をお

もに観察対象とした。また、土器がカマドに懸けて
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あった場合の正面は、出土状態の写真から判断した。

土器は1/8、カマドは1/20、カマド使用状態想定復原

図は1/16で図示した。

2 カマドに懸かったカメ

• 74号住居跡のカマドとカメ

（第490図、本文 176P~180P) 

74号住居跡はカマドにカメが二個懸かったまま確

認された。袖部先端に石を据え、焚き口天井部は調

査時点では崩落していたが、偏平な割り石を鳥居状

に組んでいる。支脚は左側のカメの下にあるが、しっ

かり埋め込まれていないようだ。全体に土圧によっ

て崩れたような状態で左右のカメもやや沈んでいる

が、土層断面図によれば両側からカメを包みこむよ

うにカマドがつくられ、カメとカメの間にも粘土を

詰め込んでいる様子が認められる。左側支脚に乗っ

ている 74- 1 は、 74- 2 より僅かに丈が高い。

この二つのカメの正面、両者の接する横の面、背

面の三方向についてスス、粘土の付着と内面の「ヨ

ゴレ」を図示してみた。なお、内面は断面をいれて

土器を半裁したような表現としたが、観察の実際を

そのまま書き入れた場合左右が逆となって外面と内

面の対応性がわかりにくくなるため、外面に対応す

る内面の様子を透視した図として記入した。

正面では、左のカメ (74- 1) はその左側と頸部

に粘土が付着し、ススは粘土に阻まれるように左下

がりに付着する。右のカメ (74- 2) では右側面と

頸部に粘土が付着し、ススは右下がりに付着してい

る。両者が接する側面では、双方とも頸部に粘土が

付着し、それより下はススが付箱している。

背面はちょうど正面と逆で左の74- 1 が右下がり

にススが付着し74- 2 は左下がりである。その内面

は74- 1 は炭化した強いヨゴレが認められ、 74- 2 

は上胴部にめぐる薄いヨゴレである。双方の内面と

も外側のスス付着範囲に対応する部分にヨゴレが観

察出来る。カマド側面にあたって火が懸かりにくい

部分には内面のヨゴレも観察できない。

土器観察の結果と出土状況からカマドにかけた状

態を復原したのが第490図の下段である。左側のカメ
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は支脚とカマド側面に支えられ、右側のカメは左の

カメとカマドに支えられて宙に浮く格好であったと

推測される。

• 12号住居跡のカマドとカメ

（第491図左段、本文 57P~68P) 

12号住居跡は多量の土器が出土しており、住居廃

絶時点か、その後に土器類の投棄が行われている。

カマドは袖部先端に石を固定し、周囲は粘土で作

り上げている。支脚石はやや右に寄って埋め込まれ

ており、 12- 1 のカメが乗る。左側には12- 2 のカ

メが前方に倒れ込むようにして出土している。二個

懸けのタイプである。支脚に支えられている 12- 1 

のほうが丈が高い。

左側の12- 2 は粘土の付着が見いだせず、胴部下

半にやや強いススと加熱痕跡が見られる。口縁部や

頸部にススは付着しない。

右側の12- 1 は頸部から右後ろにかけて粘土が付

着し、ススも右下がりに付着する。

内面は両者とも薄いむらむらとしたヨゴレが下胴

部に認められる。

• 66号住居跡のカマドとカメ

（第491図右段、本文 164P~167 P) 

66号住居跡のカマドは袖部先端に石を据え、焚き

口天井部に板状の切石を使って鳥居状に組んでいる。

住居外側から内側に圧力が加わったように右袖石

がずれ、天井石が落ち 2 個懸けのカメが覆いかぶさ

るように倒れ込んで出土している。支脚石は左側に

寄って埋め込まれている。支脚に乗っていたと思わ

れるカメ 66- 2 は、右に並ぶ66- 1 より僅かに丈が

短い。

左側に設置した66- 2 は頸部から左側面にかけて

粘土がL字状に認められ、ススは粘土部分をこえて

上方には付着しない。

右側の66- 1 は右下がりに粘土がめぐり、右後方

に縦に粘土の付着部分が認められる。ススは粘土よ

り下部に付着している。内面のヨゴレは外面の加熱

痕跡に良く対応する。 66- 2 は粘土が縦にのびる部

分にはヨゴレが薄く、右のカマド中心部側にあたる
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部分では強いヨゴレが観察できた。 66- 1 は下半部

分にヨゴレが認められた。

• 87号住居跡のカマドとカメ

（第492図上段、本文 250P~252P) 

87-2 は石と組み合わせて焚き口天井部に転用し

ており、カマドに懸けて使用していたカメと転用し

たカメとの使用痕跡の違いが明らかに出来る例とし

てとりあげた。

カマドは袖部先端に石を据えて、支脚は左側に寄

せて埋め込まれている。両袖石の間に横たわるよう

に板状の石と 87- 2 が出土している。

出土状況の写真では厳密にカメのどの部分が焚き

口側か特定できないが、粘土とススの付着範囲の違

いから図のような状態で使用されたと推測される。

口縁部から縦に粘土が付着し、頸部には巡っていな

い。粘土の付着範囲に対応して、やはり口縁部から

底部まで縦に強いススの付着が認められている。内

面は外面のススに対応して縦に変色部分があり、ロ

縁部の内側にもススが付着している。

焚き口に鳥居状に懸けた場合、下に向いた部分に

ススが付着するだろう。上部は粘土で固定している

状態であろう。口縁部内側にススが付着することは

通常の形で使用した場合には認められない。

87号住からは87- 2 のほかに貯蔵穴内に落ち込ん

だ状態で87- 1 、 87-3 のカメが出土し、カマド左

脇からは87- 4 の小型カメも出土している。これら

のカメ類のススやヨゴレの痕跡はカマド使用の結果

によるものとして良いだろう。

87号住居は住居廃絶にあたってカマドに懸けてい

たカメ類をとりはずしていると解釈できる。

3 炉の住居のカメ—ススとヨゴレのつきかた

（第492図下段）

当遺跡には古墳時代前期とする住居跡が 2 軒検出

されているが、土器の出土がすくなく対比資料とは
（註 3)

出来ないので、前橋市荒砥北部の丸山遺跡出土のカ

メについて検討してみたい。図示した資料はすべて

いわゆる和泉式土器期に属し、住居の火処は炉であ

る。

第 1 節 出土遺物について

2 号住ー 1 は底部と頸部の一部分を除いてススが

口縁部まで付着する。底部を地面に直接設置したか、

持ち上げていたかは不明である。

頸部にススの着く部分と着かない部分とがあり、

炎と空気の流れを考えさせる。炎の流れを想定して

火の側からの前、横、後としてみた。内面は頸部以

下全体にヨゴレがあり、器面の剥落も認められる。

特に下胴部はお焦げと思われるこびりつきがある。

20号住ー 1 は大型カメでやはり底部と体部、口縁

部の一部にススの無い部分があるが、器面全体に炎

が巡った様子が観察できる。胴部には吹きこぼれの

さいに生じるようなススが筋状に残った部分があ

る。内面はヨゴレと剥離が巡り、底部分は剥離がひ

どい。

21号住ー 2 のカメは下胴部の三箇所にススの着か

ない部分が認められる。これは石などによって三点

を支持し、カメを地面から浮かせて下から加熱した

ためであろう。ススは口縁部まで広がっているが、

胴部最大径より下に特に強いススが付着する。内面

は強いこびりつきと器面の剥離が観察できた。

僅か三例しか図示できないが、炉の住居から出土

するカメの使用痕跡の代表例と出来るだろう。

その特徴は、

1 ほぼ全体にススがまわること、口縁部にまでス

スが付着する。

2 ススが付着しない部分に規則性の無いこと、炎

が空気の流れによってゆらゆらするようなスス

の付着状態である。

3 内面のこびりつきが著しい。

4 外面に粘土の付着が認められないのも重要な特

徴であろう。

4 カマド使用のカメーーーススとヨゴレの特徴

出土状態からカマドに懸けて使用していたことが

確実なカメの例は、先に図示した74号住、 12号住、

66号住のカメ類の他に、 1 号住ー3、 1 号住ー1 、 15

号住ー 2 、 15局住ー 1 、 35号住ー 1 、 59号住ー 1 な

どである。

これらも含めてススやヨゴレの付着している土器
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類を集めてみたのが第493図と第494因である。

ススやヨゴレの付着する土器種は長カメ、丸胴力

メ、小型カメ、高坪、坪、甑であった。

そのうち長カメの一部と高杯、坪は出土状況と内

面にまでまわるススの着きかたから器本来の使いか

たでない「転用」による使用痕跡と判断できる（第

494図87- 2 、 34-l 、 75-14 • 15 • 16）。高坪、坪は

ほとんどがカマド支脚材、高さの調整材としての使
（註 4)

いかたと思われる。

器本来の機能が煮炊、煮沸であるとススやヨゴレ

によって判断できるのは長カメ、丸胴カメ、小型カ

メ、大型甑であろう。

大型甑の場合、使用痕跡が確認できるのは稀で類

例がすくないが、蒸し器であることには異論がない。

27-4 （第494図）は内面に褐色のヨゴレがリング状

につく。体部中程寄り僅か上と、底部から約 4 セン

チメートル程上との二箇所に 3~4 センチメートル

の幅でめぐっている。二本の間には一部器面の剥離

が見られる。外面には特別な使用痕跡は認められな

し％

この内面のヨゴレの実体については特定できない
（註 5)

が、器面内側にぐるりとまわること、底部より数セ
（註 6)

ンチあがったあたりからヨゴレがついていること、

上下の間隔が内容物を効率的に蒸す事が可能な範囲

の幅に収まることなどから、使用時の内容物の成分
（註 7)

が染み付いた可能性が高い。

上のように明瞭な付着物の他にうすい「ヨゴレ」

や器面の剥離に代表される「アレ」が観察できる（第

494図右列参照）。この内面の「ヨゴレ」や「アレ」

は、 27-1 と同じように器の下半に集中し、しかも

均ーにぐるりと巡るのを特色としている。甑の胎土

は良く精選されたものが使われていることが多く、

内面は良く磨かれて目ずめをしていることが通例で

ある。胎土のために内面がアレやすいということは

ないようである。従って、この内面の剃離、アレは

使用痕跡としてよいだろう。外面にススの付着は認
（註 8)

められない。

長カメの使用痕跡を集成したものが第493図であ
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る。上三段はススが左下がり、右下がりとどちらか

に偏るもの、したがって粘土の付着も同じ傾向を示

すものである。下二段はほぽ頸部より下に口縁部に

平行にススが付着するものを集めた。

上三段は74号住のカメ類に照らし合わせれば、カ

マドの左右どちらかに設置したばあいのススの着き

かたであり、粘土の付着状態である。

下二段は同じく 74号住のカマド中心側の横向きの

ススの着きかたと同じである。

この向きの場合口縁部にススが付着している例が

ある。 (1 -2, 17-2, 42-1, 58-1, 16-1) 

これは複数のカメを設置する場合に、お互いが接す

る部分に詰めた粘土にひびが入りやすいために、こ

のひび割れからススが昇り口縁部分に付着したもの

と推測している。スス漏れである。スス淵れの場合

は、炉の住居のカメのススのように広い範囲では付

着しない。一部分であることが多い。当地域の古墳

時代のカマドはカメを包み込むように粘土で固定す

るスタイルであったと考えているが、決して懸けっ

ぱなしではなく、かなり頻繁に懸けはずしを行って
（註 9)

いたと思われる。そのたびにカマドは天井部の一部

が壊れる。脆弱な天井部は常に補修の対象であった

だろう。こうした事情を反映しているのがカメのス

ス漏れ状態であると言えよう。

第494図は長カメ以外の加熱痕跡を遺す丸胴のカ

メ、小型カメである。

丸胴カメはスス、粘土の付着、内面のヨゴレとも

長カメで観察した様子と基本的に変わりはない。頸

部から下にススが、右下がり、あるいは左下がりに

付着する。 68-3 は底部に円＜ススがつかない部分

があり、そこに粘土が付着している。支脚に据えた

痕跡と思われる。

小型カメは内面のヨゴレが強く、しばしば焦げ付

き状態も観察できる。複数のカメをカマドに据え込

んで、同じ火力で加熱するため、容量の少ない小型

カメでは焦げが付きやすいのであろう。また小型カ

メはススが口縁部にまで認められることが多いが、

大型のカメニ個懸けの空間を埋めるように懸けられ



るためスス漏れが生じやすいのであろう。小型カメ

には形態で機能に違いがあるようだが現在のところ

明確な線は引けなかった。

観察し得た羽田倉遺跡古墳時代後期で、カマド以

外から出土した煮沸具の使用痕跡はすべてカマドか

ら出土したもののそれと一致する。先に述べた炉使

用のカメ使用痕跡と対比しながら カマドで煮炊き

に使ったカメ類の使用痕跡の特徴をあげてみると、

1 口縁部から 6~7 センチメートル下がったあた

りから一線を画する様に、底部にかけてススが付

着する。

2 しばしば左下がり、右下がりにススが付着する。

3 胴部のススが無い部分や頸部にカマド材の粘土

が付着する。

4 内面は外面の加熱痕跡とよく対応する。外面の

スス付着部分より僅か下がったあたりからヨゴレ

が巡る。

5 焦げ付きは炉使用のカメ類に比較すると極端に

少ない。

6 内面にはススは付着しない。（内面にススが付着

している第492図87-2 、第494因34-1 はカマド

材として長カメを転用している例である。）

5 おわりに

カマドは焚き口から支脚までの間に薪をいれて火

を焚く。炎は焚き口天井部をあぶり、土器前部を暖

め土器と土器の間やカマド壁の間を通って後ろへま

わり、保渦効果を上げる。十分に暖められた空気は

煙道を通って排煙される。カマドは空気の流れをコ

ントロールし一定方向に導くことによって、加熱効

果を上げている施設である。その施設を使うことに

よって生じる使用痕跡も、ある程度の規則性を持つ

と言えるだろう。上記 1 、 2 、 3 の三点がカマド使

用痕跡のタイプとできる。

炉を使用した場合のカメ使用痕跡とは、先に列挙

したように違いが明らかである。

カマドに懸かったままの土器の使用痕跡からカマ

ド型の使用痕跡を確認する作業を行ったが、長根羽

田倉遺跡古墳時代後期の煮沸具はすべてカマド使用

第 1 節 出土遺物について

（註10)

の痕跡を残しているという結果となった。

煮沸具が土器のみであったとすれば、調理から生

活全般の作業に伴う煮沸は総てカマドで行い、土器

も長カメ、丸胴カメ、小型カメの種類の中で賄われ

て居たこととなる。

同じような長カメでも大きさに差があり、作業内

容によって使い分けがあったと思われる。より厳密

に一住居内で一時期に使用されて居た道具の抽出を

するとともに、使用痕跡を手ががりとして土器の機

能についても検討を重ねていくべきであろう。こう

した作業によって人々の行動をより具体的に解明

し、生活の全体像を明らかにできればと考えている。

尚、本文を記すにあたって 西田健彦氏には整理

中の資料の観察を快諾していただき、宮下万喜子氏

には諸般お手を煩わした。文末ながら記して感謝の

意としたい。

註

l 群馬県利根郡月夜野町村主遺跡ではカマドを持つ竪穴式住居

内に炉が併設されていた例がある。今のところ県内北部の様

相であるらしく、暖房用が考えられている。

2 藤田至希子氏は古墳時代前期のカメ類のスス、オコゲの付着

状態を炉型、カマド型に分類し、使用施設の特定をしている。

カマドの構造が西日本と当地域に代表される東日本と異なる

のか、多少付着のパターンが異なるようである。カマド構造

については稿を改めて検討する予定である。

藤田至希子「古墳時代前期の煮沸形態について―矢部遺跡

を中心にして」 r矢部遺跡』奈良県史跡名勝天然記念物調査報

告第49冊 奈良県立橿原考古学研究所 1986 

3 西田健彦「丸山・北原」群馬県教育委員会 1987 

4 図示したのは75号住居カマドから出土した高坪である（本文

P 181参照）。 75-16 は支脚石に逆さにのせた状態で出土し

た。ススの付着は認められないが、二次加熱によって器面が

全体に荒れている。 75-14 はカマド燃焼部奥から出土してい

る。ススはみられないが、二次加熱によって変色している。

75-15はカマド右袖内から出土している。外面と口縁部内面

にススが付着している。高坪は支脚として逆位に据えて使わ

れる例が他の遺跡でも報告されている（群馬県三ツ寺III遺

跡）。

坪は図示しなかった。 1 号住N(l11 （本文 P48参照）。

5 長期間土の中にあったことによって生じた変化であれば、横

倒しになったように出土する土器の口縁部に平行にまわった

りはしないだろう。

6 すのこ状の底板を渡すと考えられる箇所より上である。

7 蒸気の還流を考えれば、内容物は底部から頸部の間の 7 割が

限度だろう。

8 甑の外面にススが付着しないことは、カマドを使用していた

根拠である。外山政子「群馬県地域の土師器甑について」『研

究紀要』 6. 1989 

9 註 8 文献に同じ

10 観察した土器のなかには一部 8 世紀のものもあった (87号住

居、第492図上段）が、古墳時代と使用痕跡のちがいは見いだ

せなかった。
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第 2 節

本遺跡の竪穴住居跡の形態・規模を古墳時代後期、

飛鳥・奈良時代、平安時代の 3 期に分けて統計処理

したものが下図である。横軸を長辺、縦軸を短辺と

した。斜めのライン上は、正方形を表わしている。

これをみると古墳時代後期の住居跡は、概して正方

形に近い形態をしているのに対して飛鳥・奈良時代、

平安時代の住居跡は、長方形を呈するものが増加す

る傾向にある。規模でみると古墳時代後期の住居跡

は、一辺が 7mを超すような大型のものから 3mほ

どの小型のものまでバラエティーに富んでいるのに

対して、飛鳥・奈良、平安と時代が新しくなるに従

い、小規模化する傾向になっているようである。

らに詳細にみると一辺が 6mを超すような大型住居

跡は、

竪穴住居跡の形態・規模・主軸方位について

6 世紀前半の時期に特に集中している。

さ

この

時期は、本遺跡において大規模な集落が営まれた最

初の時期であり、以後の住居跡の占地に大きく影響

を与えている。 その後、住居規模の差が徐々になく

なっていき、奈良時代前半に比定される 8 世紀前半

の時期に至ると、最も小規模化となる。

時代になるとほとんど同様な規模の住居跡となる。

住居跡の主軸は、原則として鼈の主軸方向とした。

全体的な特徴は、 2 つある舌状台地の傾斜を意識し

て住居跡を建てていること、

鹿沼栄輔

また、平安

そして、同時期の近接

する住居跡はほぼ方位が一致する傾向があることな

どである。例えば 6 世紀前半の住居跡では、 1 • 3 • 

6 号住居跡はN-18゜～35°-E の範囲に、 15·27·36·

53号住居跡はN-52゜～60°-E の範囲に、 57·75·76·

47 • 49号住居跡はN-52゜～59°-E の範囲にそれぞ

れはいる。 6 世紀後半、 7 世紀前半の住居跡もほと

んどが 6 世紀前半の住居跡を意識しながら、およそ

N-60°-E あるいはそこから90゜西へ振った角度の

ところに主軸が置かれている。

ほぼ一致した方向となる。

ところが、集落が散

在傾向を示す飛鳥・奈良時代になると、全体の主軸

方位は統一性に欠けるが、近接している住居跡では

さらに平安時代になると

集落が舌状台地全体に拡大され、散在傾向はすすむ

短
辺

●古墳時代後期

口飛鳥・奈良時代

▽平安時代 ロ・。ど吐忍．：：●：/../
o

o

.

 

長辺
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第 2 節 竪穴住居跡の形態・規模・主軸方位について

が、近接している住居跡でも主軸方位に統一性がな 奈良時代、平安時代に比べて統一性がみられる。以

くなる傾向がみられる。特に、この時期は住居が谷 上は限定された調査範囲の中でとらえられた現象で

地に面した急斜面にも構築されるようになり、それ あり、同じ村落共同体であると推測される神保富士

らの住居ではその山側に竃を構築する傾向がみうけ 塚遺跡の成果とも併わせて考える必要がある。

られる。概して、古墳時代後期の住居跡の方が飛鳥・

第20表住居跡一覧表

グリッド
規模（m) 力 マ ド (cm)

No 形状 方 位 貯蔵穴 年代 備 考位置
面積長辺短辺壁高 位 置全長醗長燃患届焚□長

1 5 区13COO 正方形 17.60 4 37 4 15 0 44 N-28ー-E 北壁中央 94 65 32 30 〇楕円形 6C前 袖石・天井石泥宕、支脚—四母石英片岩

2 5 区15C08 （長方形） 10 64 3.52 3 10 0.43 N -66"-E 北壁東寄り 165 61 47 18 X 長方形 lOC後 石組みカマド—雲母石英片岩・粗粒安山岩

3 5 区10B45 正方形 38 12 6 46 6 08 0.64 N-34ー-E 北壁東寄り 108 70 36 38 0 長方形 6 C 前 貯蔵穴作り換えている。天井石一泥岩

4 5 区08C02 正方形 11 43 3 62 3 18 0.18 N -50ｷ-E 北壁東寄り 53 33 60 60 X 長方形 !OC 前

5 5 区03B42 長方形 9 92 4 08 2 50 0.38 N-47ー-E 北壁束寄り 83 56 34 29 〇長方形 7 C後 住居外に柱穴あり。支脚ー雲母石英片岩

6 5 区18B45 正方形 37.41 6.50 6 10 0 74 N-35ー-E 北壁中央 88 56 29 32 〇長方形 6 C 前 天支脚井(石2)ー一砂雰岩母石、袖英石片岩一泥·岩黙色片岩

7 5 区05C02 正方形 7.43 2 84 2 24 0.56 N-106ー-E 東壁中央 176 llO 37 44 X 楕円形 lOC 前

8 4 区49B49 長方形 11 96 3.96 3 04 0 33 N-102"-E 東壁南寄り 70 40 44 56 X - IOC 前 天井石一雲母石英片岩

9 4 区45B45 正方形 11 57 3 68 3 30 0.62 N-49"-E 北壁中央 81 52 48 44 〇正方形 7 C後 天井石・袖石一雲母石英片岩

10 4 区49B47 長方形 8.63 3 42 2 50 0.48 N -85ー-E 東壁中央 70 42 26 31 X - 7 C 後 袖石一粗粒安山岩 天井石一緑色片岩

11 4 区43C04 長方形 20.69 4 54 3 94 0 68 N-53'-W 西壁中央 50 40 0 - 7 C 後

12 4 区45C06 正方形 9 87 3 32 3 10 0 58 N-60'-E 北壁東寄り 89 48 25 30 X 楕円形 6 C 前 天袖井石石—雲—母焦石色片英岩片岩支・脚組色—四片母岩石央片岩

13 4 区37C09 長方形 8 28 3 30 2 58 0 40 N-32ー-W 北壁中央 58 30 22 24 X 楕円形 7C後

14 4 区34C11 正方形 12 36 3 64 3 44 0 47 N-40"-W 北壁東寄り 76 38 41 46 X 楕円形 7C後

15 4 区33C06 正方形 47 90 7 16 6 62 0 80 N-136'-W 西壁南寄り 163 64 26 27 0 長方形 6 C 前 袖—流石紋—岩雲母質石凝英灰岩片岩支・黒脚色—雲片岩母石英天井片石岩

16 4 区36C06 正方形 18 13 4 44 4 14 0 30 N-26ー-W 北壁中央 61 50 31 30 0 長方形 7 C後

17 4 区42C08 正方形 28.62 5 60 5 22 0 52 N-68ー-E 束壁中央 131 50 31 29 0 円形 6 C後 袖石一黒色片岩・雲母石英片岩

18 4 区31C02 正方形 9. 74 3 36 2. 96 - N-50ー-E 東壁南寄り 50 40 28 39 X 楕円形 JOC 前

19 4 区29C04 正方形 10 27 3 40 3 20 0 33 N-82'-E 東壁南隅 32 30 29 32 X - 6 C 後

20 4 区42C09 不明 - 3 66 N-80'-E X - 10C 前

21 4 区22C04 正方形 10 35 3 24 3 12 0 22 N-44"-E 東壁南寄り 0 - 8 C 前 カマド残存状態悪い。

22 4 区21C04 正方形 19 66 4.48 4 26 0 48 N-1sｷ-w 北壁中央 92 70 29 49 〇楕円形 6C後 袖石石一緑一緑色色片岩片岩支・脚雲母一石匹英母片石岩英片天岩井

23 4 区25C04 正方形 40 19 6.58 6 00 0.52 N-23ー-W 北壁東寄り 0 - 7C 前 カマド残存状態悪い。

24 4 区25C09 正方形 19 33 4.52 4 34 0 52 N-32"-W 北壁中央 114 42 20 18 0 長方形 7 C 前 支脚一雲母石英片岩

25 4 区24C09 長方形 21 57 5 06 4 28 0 34 N-58"-E 東壁北寄り 60 50 25 29 0 円形 6C後 天井石一砂岩 支脚一雲母石英片岩

26 5 区02C06 不明 - 0 16 N-66"-E 東壁北寄り 96 60 74 60 X - lOC 後 石組みカマドか—粗粒安山岩。チャート

27 4 区］9Cl4 正方形 17 10 4.10 4 00 0 39 N-52ー-E 東壁中央 llO 40 30 28 0 6 C 前

28 4 区］8CIO 正方形 29 67 5. 74 5 22 0 56 N-52ー-E 東壁中央 77 64 29 27 0 円形 6 C 後 支脚一緑色片岩

29 5 区15C09 （長方形） N-60"-E 北壁東寄り (56) ~ (30) !OC 後 2 号住と重複

30 4 区19C02 正方形 16 20 4 00 3 96 0 34 N-20ｷ-w 北壁東寄り 92 (64) 36 (20) 一円形 7 C後

31 4 区19C03 正方形 16.41 4 10 4 10 0.45 N-59"-E 東壁南寄り 74 64 25 21 0 - 7 C 前 天井石一雲母石英片岩

32 4 区 18C05 正方形 13 94 3 90 3 70 0 25 N-60"-E 東壁中央 90 75 33 28 0 - 6C後 天井石—緑色片岩袖石—雲母石英片岩

33 4 区20C01 正方形 21 17 4 60 4.58 0 20 N-61ー-E 東壁中央 61 54 30 38 0 - 6C後

34 4 区24C12 正方形 25 02 5 20 5 20 0 49 N-62'-E 東壁南寄り 88 62 34 26 〇楕円形 7C 前 支脚一雲母石英片岩

35 4 区05B40 長方形 18 48 4.62 4 00 0 74 N-17'-W 北壁中央 100 80 25 22 0 円形 6C前 天支脚井石一裳・袖母石石英ー砂片岩岩

36 4 区 14C07 正方形 56 07 7.94 7 32 0 81 N-50'-E 東壁南寄り 112 90 33 43 0 楕円形 6 C 前 天井石ー砂岩

37 4 区04COI 正方形 20.47 4 70 4 50 0 36 N-65"-E 東壁南寄り 86 65 40 43 0 円形 6 C後

38 3 区47B43 長方形 7 51 2 98 2 44 0 12 N-68"-E 東壁南寄り (78) (66) (30) (56) 0 円形 IOC 前 住居外に柱穴あり。

39 4 区09C01 正方形 17 15 4 22 4 14 0.44 N-71"-E 東壁中央 68 58 20 21 0 円形 7 C 前 カマド・ 闘舟姿孔つずつあり。
支脚一雲 岩

40 4 区OSCO! 長方形 18 95 4 50 4.00 0 18 N-57'-E 東壁南寄り 54 40 32 36 一円形 6C後

41 4 区08B46 正方形 29 67 5.50 5 46 0 36 N-22'-W 北壁中央 66 50 34 30 〇楕円形 7C 前
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第 4 章成果と問題点

グリッド
規模(m) 力 マ ド (cm)

Na 形状 方 位 貯蔵穴 年代 備 考
位置

面積長辺短辺壁高 位 置全長倍挽長勁漏焚□長

42 4 区06B48 正方形 34.27 6 20 6 00 0 81 N-58'-E 東壁南寄り 66 50 32 36 0 円形 6 C後 天井石・支脚・袖石一雲母石英片岩

43 4 区05B49 （正方杉） 23.29 4 80 4 36 0 68 N-102'-E 東壁南寄り (56) (40) (16) (34) 0 円形 6 C後

44 4 区10B48 正方形 16.97 4 46 4 12 0 55 N-52"-E 東壁中央 110 90 42 - 0 楕円形 6C後 天井石・支脚一雲母石英片岩

45 4 区24C06 正方形 15.65 4 16 4.00 0 52 N-3oｷ-w 北壁中央 0 - 7 C前

46 4 区04B35 正方形 21 60 4 70 4.50 0 31 N-90ー-E 東壁中央 86 76 25 35 〇楕円形 7 C 前 袖石一牛伏砂岩

47 4 区07B36 正方形 15 56 4 02 4.00 0 22 N-59'-E 東壁中央 75 64 33 35 0 円形 6C前 袖天井石石一緑ー雲色母片石岩英•片砂岩岩 支脚—緑色片岩

48 4 区10B37 正方形 25 10 5 18 4. 90 0 53 N-57ー-W 北壁東寄り (80) (42) (29) (34) 0 円形 6C後

49 4 区02B40 正方形 20 03 4 60 4.38 0 30 N-57"-E 北壁か 6C前

50 4 区06Cl3 長方形 10 04 3 60 2.80 0 20 N-77"-E 東壁中央 (70) (56) (62) (28) X 楕円形 lOC前

51 4 区07C14 長方形 6 84 3 19 2.25 0 22 N-85'-E 東壁中央 62 40 44 25 x 円形 lOC後 石組みカマドー雲母石英片岩•黒色片岩

52 4 区12C15 （長方杉） 不明 (3 71.) (3 31) 0 10 N-65ー-E 東 壁一 - X lOC 前 天井石一雲母石英片岩

53 4 区12C14 正方形 51 35 7.25 6.90 0 55 N-120ー-W 西壁南寄り 115 75 108 55 0 長方形 6C前 天片井岩石一泥岩 袖石・支脚一雲母石英

54 4 区06B42 長方形 8 88 3 18 2.84 0 75 N-8T-E 東壁南寄り 71 43 49 49 X - 8C前 支脚一雲母石英片岩

55 4 区07B40 不明 N-88"-E 東壁か X - lOC 後

56 4 区09B40 正方形 29 63 5. 70 5 32 0.56 N-2T-W 北壁中央 0 円形 7C前

57 4 区10B42 正方形 51 77 7.10 7 10 0.69 N-129ー-W 西壁南寄り 164 llO 38 44 〇長方形 6C前 天カ井マ石ド ・・貯袖蔵石穴一作雲母り換石英え片岩

58 5 区22C01 正方形 19 61 4.52 4 52 0.18 N-40ー-E 北壁東寄り JIO 80 32 22 0 円形 6 C後

59 5 区21C03 不明 - 4.92 - 0.34 N-22"-E 北壁中央 94 86 30 33 〇楕円形 7C後

60 5 区24C05 不明 3 14 0.27 N-101"-E 不 明一 lOC前

61 5 区29B35 正方形 11.38 3.56 3 24 0.46 N-36ー-E 北壁中央 85 56 30 20 X 楕円形 7C前

62 5 区36B36 長方形 10 67 3.52 3 08 0.29 N-29"-E 北壁東寄り 78 66 28 28 0 円形 8C後

63 5 区34B30 長方形 15 23 4.18 3 78 0.51 N-62"-W 炉 跡一 30 30 - 0 4 C前

64 5 区39B45 正方形 9 49 3.16 3 02 0.52 N-33"-E 北壁中央 102 70 34 20 X 8C前 支脚一雲母石英片岩

65 5 区41B48 正方形 23 57 5.08 4.66 0.66 N-nr-E 東壁南寄り 108 38 24 30 0 楕円形 6C後 袖石一雲母石英片岩・緑色片岩

66 5 区36B49 正方形 16 98 4 30 4.24 0.34 N-82'-E 東壁中央 84 49 37 54 0 円形 6C後 袖石一雲母石英片岩

67 5 区45C02 正方形 29 18 5 60 5.12 0 45 N-30ー-E 炉 跡一 -0  4 C 前 炉石一雲母石英片岩

68 5 区30C01 正方形 11 84 3.56 3 48 0 34 N-101"-E 東壁中央 92 58 32 36 0 - 6C後 カマド作り換え 袖石一緑色片岩

69 5 区30C05 長方形 15 33 4.08 3 52 0 58 N-94ー-E 東壁南寄り 77 46 34 44 x 円形 JOC前 石組みカマドー雲母石英片岩•砂岩

70 5 区30C07 不明 - 3 90 - 0 16 N-90ー-E 東壁か 0 - 7 C 前

71 5 区32Cl4 正方形 15 51 4.10 3 92 0 35 N-20'-E 北壁東寄り 70 48 18 24 〇楕円形 7 C後

72 4 区25B40 長方形 18 63 4.83 4 02 0 48 N-5T-E 東壁南寄り 58 44 42 47 0 円形 7 C 前

73 4 区22B43 正方形 12 62 3 76 3.55 0 37 N-83ー-E 東壁中央 70 28 34 42 0 円形 7 C 前 袖石一雲母石英片岩・緑色片岩

74 4 区18B39 正方形 20 15 4 52 4.34 0 69 N-66ー-E 東壁南寄り 88 38 36 38 0 円形 7 C 前 天井石・袖石一雲母石英片岩

75 4 区14B36 正方形 23 18 4 90 4.66 0 55 N-37ー-E 東壁中央 100 90 50 37 0 円形 6C後 袖石・支脚一雲母石英片岩・緑色片岩

76 4 区15B43 正方形 36 23 6 04 5 94 0 65 N -52ー-E 東壁南寄り 90 71 28 42 〇楕円形 6 C 前 カマド・貯蔵穴ー作り換え

77 4 区12843 長方形 24 25 5 20 4.50 0.19 N -36"-E 北壁中央 110 70 24 44 0 円形 6 C前

78 4 区12B45 長方形 18. 79 4 70 4.18 0 61 N-70"-E 東壁南寄り 100 86 30 22 0 円形 7C前

79 4 区21C01 正方形 7 10 2 81 2.56 0 34 N-100"-E 東壁南寄り (20) (30) 0 - 7C前

80 4 区24COO 長方形 8. 53 3.02 2.60 0 32 N-106ー-E 東壁南隅 136 100 24 30 X - 7C前

81 4 区12B47 長方形 14 22 4 76 3.11 0 31 N-33"-W 北壁東寄り (58) (54) 0 - 7C前

82 4 区12B49 正方形 24.66 4 98 4 65 0 44 N-58ー-E 東壁南寄り 92 52 43 48 〇楕円形 7C前

83 4 区02Cl3 正方形 9 45 3 20 3 20 ~ N-81"-W 西壁北寄り X - lOC後

84 4 区07Cl6 不明 - 0 10 N-118"-E 東壁北隅 X - 10C 前

85 4 区15Cl8 正方形 (26.5) 5 15 5 15 0 95 N-34"-E 北壁東寄り I IO 56 46 48 - 6C後

86 4 区OOC17 不明 N-0"-E 東壁か x - 9C後

87 4 区llCOO 正方形 8.57 3 01 2 87 0 59 N-82ー-E 東壁南寄り - 40 30 40 X 正方形 8C 前 天袖石井石一緑・支色脚片岩一雲母石英片岩

88 2 区27B41 正方形 11 59 3 68 - 0 10 N-1 "-E 北壁か 0 - 7C 前

89 4 区15Cll 長方形 8 87 3 18 2 72 0.03 N-97"-E 東壁南隅 112 62 56 46 X IOC後 石組みカマドー雲母石英片岩
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第 2 節 竪穴住居跡の形態・規模・主軸方位について

位グリッ置ド
規模(m) 力 マ ド (cm)

NQ 形状 方 位 L 貯蔵穴 年代 備 考
面積長辺短辺壁高 位 置全長慰桟慰鵠焚□長

90 2 区32B43 長方形 13 73 4.10 2.90 0.23 N-77"-E 東壁南隅 74 35 30 26 X - 10C 後 嬰儡みカマドー雲母石英片岩
ー砂岩

91 2 区33B42 長方形 10.08 3.32 3.08 0 52 N-51"-E 北壁東寄り 80 57 28 38 X 楕円形 7C前

92 2 区33B48 正方形 11 61 3.24 3.02 0 52 N-37"-E 北壁中央 一円形 7C前

93 2 区30CIO 長方形 13 56 4.26 3.18 0 42 N-108"-E 東壁南寄り 100 62 44 32 X 正方形 lOC後 岩石組・粗み粒カ安マ山ド岩ー雲•母砂岩石英片岩・緑色片

94 3 区03C06 正方形 9 84 3.16 3 12 0.51 N-26"-E 北東隅 X - 7C前

95 3 区07C09 不明 N-180"-W 南壁か x - lOC 後

96 2 区49B48 正方形 10.87 3.40 3 20 0 27 N-1soｷ-w 西壁南隅 112 50 30 44 X 円形 llC前 天井石・支脚一雲母石英片岩

97 2 区44845 正方形 17 12 4.22 4.20 0 30 N -58"-E 北壁東隅 154 84 46 50 X llC 前

98 2 区16Cl2 正方形 24 37 4 82 4. 74 0.47 N-73"-E 東壁南寄り 60 44 38 32 X 楕円形 9C後 石組カマドー雲母石英片岩

99 3 区44Cl2 長方形 9 12 3 46 2. 76 0 15 N-140ー-W 西壁南隅 72 36 30 34 x - UC 前

100 3 区44Cl0 正方形 11 73 3 68 3.32 0 33 N-159"-W 西壁南隅 104 40 30 44 X llC 前

101 2 区29C33 長方形 14 98 4 74 3.32 0.04 N-103"-E 東壁か X - 8 C後

102 2 区20Cl4 長方形 11 00 3 58 3.10 0 52 N-140"-E 東壁南隅 70 50 24 30 x 円形 llC 前 天井石・袖石・支脚一雲母石英片岩

103 2 区28Cl2 長方形 9.57 3 66 2. 70 0.06 N-88ー-E 東壁か X - 9 C 前

104 3 区27B41 正方形 15.03 4 00 3.86 0.40 N-20ｷ-E 北壁か x - lOC後

105 3 区26B40 長方形 - 5 52 - 0.56 N-13ー-E 北壁中央か 40 22 12 18 0 - 7C前

106 2 区22C09 長方形 30 02 5 82 5.02 0.40 N-68ー-E 東壁中央 〇楕円形 6C後 支脚一雲母石英片岩

107 2 区21C08 （長方杉） N-14'-E 北壁か X - 9C後

108 2 区37C06 （長方杉） 7 10 3.10 2.30 - N-46"-E 東壁中央 X - lOC 後

109 2 区39C04 正方形 10.26 3.38 3 24 - N-88"-E 北壁西寄り X - llC 前

110 2 区33C05 長方形 8.11 3.45 2 14 0.12 N-90ー-E 東壁南寄り 50 48 55 54 X - lOC 後

111 2 区19C20 長方形 11 68 3. 72 3 24 0 42 N -73"-E 東壁南寄り 62 48 30 25 x - 9C前

112 2 区17C11 正方形 10.53 3.50 3 32 0 25 N-166ー-W 西壁南隅 114 100 46 64 x - 9C前

113 2 区17C20 長方形 18 78 5.44 3.45 0.84 N-46"-E 北壁中央 70 42 40 66 x - 8C後

114 2 区15B33 （長方杉） 8.88 3.10 2.90 0.03 N-19ー-E 北壁か 6 C 後

115 2 区16B35 （長方杉） 12 11 3.60 3.20 0.03 N-19"-E 北 壁 (40) - (60) 6C後

117 2 区15C15 （長方杉） 26 10 5.60 4.90 0.19 N-167ー-W 南壁中央 106 54 38 32 X 円形 llC 前

118 2 区18C10 正方形 23.66 4.88 4.84 0.49 N-67ー-E 東壁南寄り 66 58 26 (46) X - 8C後

119 2 区19C14 正方形 14 10 3 85 3.44 0.50 N-125"-E 東壁南隅 137 58 32 46 X 楕円形 llC 前

120 2 区13C10 正方形 20 73 4 78 4.48 0.18 N-1 "-E 北壁か x - 9C後

122 2 区15Cl3 正方形 30.06 5.62 5.38 0. 70 N-15ー-W 北壁中央 100 66 45 32 X 8C後

123 2 区07C03 （長万杉） 31. 70 6 04 5.58 0.29 N-40ｷ-w 北壁中央 90 75 44 54 0 円形 7C前

124 2 区OOC03 長方形 16.08 4 76 3 60 0.20 N-47ー-E 東壁北隅 64 40 44 52 X 楕円形 8C後 天井石一緑色片岩

125 2 区03C05 正方形 12.89 3.56 3 50 0 33 N-138"-W 西壁南隅 95 80 58 80 x - llC 前

126 2 区15B42 不明 - 0 12 不 明 不 明一 6 C後

127 1 区47B49 長方形 10. 76 4.04 2 80 0 08 N-73'-W 西壁中央 50 46 58 58 X - llC 後 支脚一雲母石英片岩

128 2 区11C05 長方形 10.10 3 62 2 88 0.16 N-80ー-E 東壁南隅 62 52 42 48 X 楕円形 9 C後

129 2 区OOC06 長方形 8.81 3.24 2 80 0.21 N-13ー-W 北壁東寄り 60 52 34 35 X - 8 C後

131 1 区47C04 長方形 6.46 2 57 2 46 0.11 N-llー-E 北壁中央 60 27 48 42 x 円形 8 C後

132 2 区06Cl2 不明 N-94"-W 西 壁 146 70 56 43 X lOC後

133 1 区44C01 長方形 7.98 3 10 2 60 0.23 N-52"-W 西壁か x - 8C後

134 1 区45C02 正方形 10.16 3.34 3 22 0.51 N-11'-W 北壁東寄り 52 38 26 60 X - 8C後

135 2 区04C06 不明 N-95'-W 西壁南隅 116 40 36 -x UC前

136 4 区14C07 不明 X - lOC 前 36住のセクションに確認。
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第 3 節集落の変遷について

本節では、前々節(1)の土器分類及びその編年に基

づき、本遺跡における集落のあり方について検討す

る。土器分類から 12期に分けることができ、その分

類に基づき、竪穴住居跡の分布図を作成した。特に、

一時点の集落を復元することは不可能であり、作成

した分布図のうち、 2 期から 12期までは、それぞれ

おおよそ半世紀の時間幅をもうけた。また、集落論

を展開するときには竪穴住居跡外の土器などの遺物

の存在を子持村黒井峰遺跡で確認されたような平地

式住居跡との絡みで常に考えなければならず、本遺

跡の集落でも考慮すべきであるが、発掘調査時では

確認困難であり、実際には確認できなかった。また、

掘立柱建物遺構についても 11棟確認されたが、明確

に時期を決定するまでに至らず、ここでは除外せざ

るを得なかった。その点、片手落ちであり、批判を

覚悟の上で、敢えて竪穴住居跡に絞って記述するこ

ととする。

(1) 遺跡の立地

鏑川によって形成された河岸段丘の上位段丘面に

位置している本遺跡はさらに大きく東と西の 2 つの

舌状台地から成る。最も西側では鏑川の支流の安坪

川による谷で安坪の台地と画され、東側では谷地水

田で神保富士塚遺跡を隔てている。しかし、地形的

にみても祭祀遺物などの出土遺物をみても、おそら

く、神保富士塚遺跡と本遺跡とは同じ村落共同体と

考えられ、集落の変遷を語るときは、神保富士塚遺

跡をも考慮に入れる必要があると思われるが、本報

告書では、本遺跡に限って変遷を行い、全体の変遷

については神保富土塚遺跡の報告を待ちたい。東側

と西側の台地の間には小さな谷地が存在し、今でも

湧水が流れており、その水を当時の人々は、生活用

水に使用していたと思われる。

(2) 時期別住居跡分布

第 I 期以前の遺構について

縄文時代では、早期から晩期までの土器片や石器

類・峡状耳飾などが出土しているが、遺構としては
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落とし穴状遺構 1 基のみであった。弥生時代では、

中期の土塙墓とおもわれるもの 1 基、土坑とおもわ

れるもの 1 基の計 2 韮が確認された他は、表採とい

う形で遺物が出土しているに過ぎない。縄文・弥生

とも集落域は本遺跡よりも北あるいは南にずれる所

に形成されているものと考えられる。

第 I 期

調査地の最も西端に 2 軒存在する。 2 軒ともプラ

ンは方形を呈し、炉跡を持つ。この両住居跡から出

土した土器のうち、在地系のものに交じって胴上部

に羽状縄文を持つ非在地系の土器が出土しているこ

とが特徴である。時期は、 4 世紀前半と思われる。

この時期の他の遺物としては、東側の舌状台地に

ある 120号住居跡の埋没土の中から刷目文を持つ小

型甕の口縁部・胴部が出土している以外は、全く出

土していない。この時期を過ぎると第 II期までおよ

そ 2 世紀のブランクがある。

第 II期

調査地の西側の舌状台地に集中して15軒存在し、

東側の舌状台地には 1 軒も確認できなかった。それ

らの住居跡の主軸方位はほぽ一致し、おそらく、特

定の企画性のもとに集落が作成されていったと考え

られる。また、この分布状況から 4 グループに分け

ることができる。すなわち、 1 • 3 • 6 号、 12 • 15 

号、 27 • 36 • 53号、 35 • 4 7 • 49 • 57 • 75 • 76 • 77号

の 4 グループであり、その中には大型住居と中型住

居あるいは大型住居と小型住居などの組み合わせが

ある。それぞれは後の奈良時代の 1 戸に当たるよう

な家族単位であろうか。西側の舌状台地のこの 4 グ

ループの占地した場所は、以後の古墳時代後期を通

じて、人々に継承されていった可能性がある。

特にこの時期の住居跡に特徴的なことは、以下の

とおりである。

① 1 辺が 8m程もある大型のものが他の時期に比

べて多く、特に36 • 57 • 76号は作り替えている。

②鼈の位置が北東あるいは南西にあるものが多



く、 53 • 57号では北東から南西に、 76号では南西

から北東へ移動された。

③ 炭化材が36 • 49 • 53 • 57 • 76号住居跡より出土

し、また、 15号住居跡の埋没土中から多量の炭化

物粒が出土している。

④ 15 • 27 • 53 • 57号住居跡の竃周辺からは土器類

があたかも使用時のままの状態で出土している状

況が見受けられるが個体数が少ない傾向もある。

これらを考え合わせると、 15 • 27 • 36 • 49 • 53 • 

57 • 76号住居跡は同時期に存在し、また、ほぽ同時

期に焼出された可能性が非常に高いものと考えられ

る。また、 12号住居跡からは甕を中心としたほぽ完

形の土器が70個体以上出土しており、その出土状態

から中央に据え置かれたり、東側から投げ込まれた

りしたことが伺え、先の焼出された住居跡と何等か

の関係があるものと思われる。

遺物で特徴的なことは、この時期以降 7 世紀前半

までの住居跡の 40％から、滑石製模造品や滑石チッ

プ・石核などが出土していることである。 この集落

内の人々は、おそらく自分達の祭祀のために滑石製

模造品の製作を行っていたのであろう。また、 76号

からは、金属を研いだであろうと考えられる砥石類

が40個以上出土していることも特徴のひとつであろ

う。時期は、古墳時代後期、 6 世紀前半。

第III期

東側に 4 軒、西側に 18軒、計22軒確認できた。東側

では初めて集落が営まれる。西側では、第 II期の集

落の占地に基づいて、若干のずれをもって住居を

造っており、第 II期の住居跡とは重複がない。この

ことは、この時期の住居を建てるときに、第 II期の

住居跡が存在したか、完全に埋まってしまったとし

ても人々の記憶の中にその場所が意識されていた可

能性がある。また、前代に比べて大型住居の数が減

り、全体に規模が同様になる傾向を伺うことができ

る。鼈の位置は、ほとんどが東あるいは北東にある。

時期は、古墳時代後期、 6 世紀後半と思われる。

第IV期

東側 5 軒、西側20軒、計25軒と時期的には最も大

第 3 節集落の変遷について

きな集落の時期である。この時期は、竃の位置が大

きく東と北に分かれ、東 15軒、北 9 軒、両方向

1 軒となる。西側では、基本的に第 II期の占地に基

づき集落が営まれており、第 II期、第III期の住居跡

と重複がみられるようになる。また、特に東端 1 軒、

西端 2 軒を除くと、中央に集中する傾向が見受けら

れるのに対し、台地の西半分では、軒数が急激に減

少する。東側の台地では縁辺部に住居を造る傾向が

あり、最も良いと思われる台地中央部には 1 軒も検

出されなかった。また、この時期に東側の台地、東

斜面には祭祀遺構が確認された。時期は、古墳時代

後期、 7 世紀前半と思われる。

第V期

東側では 0 軒、西側では10軒というように前代よ

り急激に減少し、東側では、一時期ではあるが断絶

期を迎える。この時期以降、 10世紀中頃までこの地

域全体では集落の縮小傾向にある。西側では、今ま

での時代に占地されていなかった中間地域に集落を

構える傾向がみられ、それは、そこより東側に占地

していた第IV期の集落を意識してのことと考えられ

る。鼈は北あるいは東である。時期は、本報告の飛

鳥期、 7 世紀後半と思われる。

第VI期

東側に 3 軒、西側に 4 軒と、初めて東西がほぼ対

等になる。東側では東斜面に面した所に占地してお

り、西側では散在傾向である。住居の形状は、 113号

を除いて小さな正方形状を呈するようになる。竃の

位置は、東側はすべて北に、西側はすべて東側にあ

る。すなわち、等高線に対して直交する壁に竃を構

築している。時期は、奈良時代前半と思われる。

第VII期

東側 6 軒、西側 1 軒と、初めて東側に主体が移る

時期である。東側では、台地縁辺部から中央部へと

拡大していく。西側では、西端に 1 軒のみである。

この時期の住居跡からは、円面硯や、紡錘車が集中

して出土したり、紡錘車の製作に使用したと考えら

れるエ具類が出土するなど、遺物的には文字・布と

関連するものなど、本遺跡の中で大変特徴的なもの
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が出土している。時期は、奈良時代後半と思われる。

第VIII期

東側台地だけに 3 軒確認されており、西側は断絶

期である。台地の頂上部から検出されている。時期

は、平安時代前期と思われる。

第IX期

東側に 4 軒、西側に 1 軒確認された。西側に集落

が再開される時期である。東側では、台地頂上部よ

り若干降りた所に集中する。時期は、平安時代前期。

第X期

西側に 6 軒のみで、東側には確認されず断絶期に

入る。この時期の住居には竪穴住居跡と明確には掘

り込まず黒色土中にあたかも平地式住居のごとく住

居を構えるものと 2 通りあるようである。また、全

体に散在する状況にある。このうち、 69号住居跡か

らは、土器やその他の遺物が集中して出土しており、

特に、紡錘車 4 個、「口（橘ヵ）口（家）家」と書かれた

墨書土器、木質を残した鉄器の竪などが出土してお

り、特異な様相を示している。また、 8 号住居跡では、

羽釜が出土する。時期は、平安時代前期から中葉か。

第XI期

東側に 6 軒、西側に 13軒と、急激に増加する時期

であり、この時期から羽釜が多量出土していく。東

側では、台地の頂上、縁辺、さらに谷地にまで集落

が広がりをみせ、全体的には散在傾向にある。その

中で93号住居跡のように灰釉や緑釉を伴った住居や

小鍛治跡と思われる 90•ll0号住居のように、特徴的

な住居跡が存在する。西側でも東側と同様にかなり

広範囲に散在する。 29号からは、大型の石製蛇尾が

1 点出土している。また、 X期と共に、この時期の

特色として、墨書や線刻など文字資料が集中してい

ることがあげられる。時期は、平安時代中葉か。

第XI1 期

東側より 9 軒、西側より 2 軒、計ll軒の住居が検

出されており、主体が、また東側に移る。東側の台

地では東斜面 3 、台地頂上部 3 、西斜面 3 とほぽ全

域にわたって集落が形成されている。西側では、東

斜面に 2 軒のみである。

524 

この時期以降、竪穴住居跡は確認されなくなるが、

中世陶磁器類、宋銭、多量の鉄滓などが出土してお

り、両台地に人々は引き続き居住していたと考えら

れる。その中で遺物の出土状況からみて東側の台地

の方がより人々の活動が多かった可能性が高い。時

期は平安時代中葉か。

(3) まとめ

全体を通しての特徴を述べてみると、東西二つの

舌状台地のうち、まず、西側に集落ができた後に東

側へも集落が拡大していったことがあげられる。ま

た概して、古墳時代後期は一定の場所に集中して居

住する傾向があるのに対して奈良時代・平安時代に

なると台地全体に拡散する形での居住のしかたに変

化する。これらの点に関しては、調査範囲が限定さ

れているという条件の中では限界があり、結論付け

ることはできない。また、遺跡の立地の項でも説明

したとおり、地形的にみても出土遺物の特徴からみ

ても本遺跡と東隣の神保富士塚遺跡は同一の村落共

同体である可能性が高く、その報告を待って再度考

える必要があると思われる。

最後に、この集落の墓域について若干述べると、

古墳時代後期から飛鳥・奈良時代の前半にかけては、

推定ではあるが、同じ台地上にある神保古墳群が最

も可能性が高いと考えられる。神保古墳群について
(1) (2) 

はこれまで一本杉古墳・城古墳の調査、及び関越道
(3) 

上越線関連の神保植松遺跡での数基の調査などが行

われており、 6 世紀後半から 8 世紀前半における群

集墳であることが判明している。本遺跡周辺には神

保古墳群の他に、西側の安坪上位段丘に安坪古墳群

が存在し距離も近いが、そことは安坪川が形成した

谷によって隔てられていることが可能性を薄くさせ

ている。また、奈良時代後期から平安時代にかけて

の墓域については不明である。今後の周辺の調査に

よって、墓域をも含めたこの地域の集落の変遷につ

いて、さらに解明されることを望んで本考を閉じる。

註（1) 梅沢重昭「多野郡吉井町神保一本杉古墳 発掘調査概報」

「群馬県立博物館報」第 4 号 1961 

(2) 富岡高等学校郷土部「城古墳発掘調査報告書」 1966 

(3) 群馬県埋蔵文化財調査事業団 1987~1988年度調査。
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第 4 節 滑石製模造品の製作について
鹿沼栄輔

本遺跡では、祭祀遺構より出土した滑石製模造品

の他に、 6 世紀後半から 11世紀にかけての住居跡か

らも滑石製模造品や石核・チップ、さらに、それら

を製作した折に使用したと考えられる工作用の石器

類や鉄器類も出土している。したがって、本遺跡で

は、その時期の滑石製模造品の製作地でもあったと

いうことが言える。

本項では、本遺跡から出土した滑石製模造品の時

代別の種類、それらを製作する時に使用されたエ作

用具、滑石製模造品の製作工程、および滑石の産地

について、若干の考察をしてみたいと思う。

(1) 滑石製模造品の時代別種類

第21表に見られるとおり、全体的に、明確にレベ

ルがわかり本来的に住居跡に伴うものか否か判別で

きる例が少なく、埋没土中よりの出土として扱われ

ているものが多いが、概して、古墳時代後期に数量

的にみてピークがあることがわかり、この時代に各

種の模造品が製作されていたということができる。

1 区・ 2 区・ 4 区の各グリッドより出土している模

造品も器種や製作技法からこの時期に含まれるもの

であろう。ただ、調査範囲内の住居跡のうち、石核

やチップが多量に出土している住居跡はなく、いわ

ゆる、工房跡といわれる、集落外の需要のために専

業的に滑石製模造品を製作し搬出・供給していたと

考えられるものはなく、集落内の祭祀行為のために、

製作を行ったとしたほうがスムーズに考えられる小

規模のものであったと言える。

飛鳥・奈良時代には、紡錘車の製作だけになる。

122号住居跡では確実に紡錘車の製作を行っており、

材質は、滑石質の緑色片岩である。この時期の住居

跡より出土している模造品のうち、 54号 •62号・ 113

局・ 131号住居跡より出土している有孔円板・剣形・

チップは、流れ込みの可能性が高く、おそらく、前

代に製作されたものであろう。特に、 131号住居跡よ

り出土している有孔円板やチップは、住居跡の立地

や製作技法から考えて、 2 号・ 3 号土器集積とほぽ

同時期のものであると考えられる。

平安時代では、 69号住居跡から 4 点の紡錘車が出

土している他、 117号住居跡から紡錘車の未成品が出

土しているが、この住居跡は奈良時代の122号住居跡

と重複しているため、未成品は、 122号に含まれるか

もしれない。 90号住居跡出土の剣形・臼玉は、本来

的に91号住居跡にふくまれるものであり、 108号住居

跡は、住居跡であるか不明の部分があり、さらに、

112号住居跡出土の臼玉も流れ込みの可能性が高い。

特に器種のうち、紡錘車については、未成品も含

めて全体で25個出土しているが、時期でわけると

古墳時代後期 2 

飛鳥・奈良時代 9 

平安時代 7 

時期不明 7 

となる。見てわかるとおり、飛鳥・奈良時代になっ

て急激に増加していることがわかる。このうち、 118

号・ 122号・ 69号住居跡からそれぞれ 3~4 個集中し

て出土している。 118号・ 122号住居跡は、 8 世紀後

半に、 69号住居跡は、 10世紀前半に比定される住居

跡であり、これらのことから、当時の徴税とのなん

らかの関連性が考えられること、集落内の特定の住

居で布生産を行っていた可能性があることなどが伺

われる。

(2) 製作工具について

滑石製模造品の表面に残っている製作時の成・整

形痕、調整痕からの類推や供伴して出土している鉄

器・砥石・石器などから滑石製模造品を製作したと

きに使用したと考えられるエ具類について時代別に

列挙しておきたい。

① 古墳時代後期

く石器類〉

敲打石 2 号・ 3 号土器集積 •33 • 39 • 44 • 53 • 56 

号住居跡出土。雲母石英片岩やデイサイ

ト・黒色片岩・緑色片岩などを利用。滑石

の荒割りや形割りに使用。
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第21表 出土滑石製模造品一覧

こ
円板 方板 未成品

時期 勾玉
有孔無孔 有孔無孔

剣形 臼玉 馬形 紡錘車
チップ

石核 合計点数

6 号 住 1 • 1 

12 方ロ 住 1 6 • 2 • l • 10 

17 方にコ 住 1 ... 1 

古 22 方にコ 住 l • 6 7 

23 方にコ 住 1 • 1 

24 芍にコ 住 1 • 1 

27 芍に 住 2 2 
墳

号 住31 1 • 2 • 1 • 4 

32 弓E 住 1 1 

33 方Cコ 住 1 1 

時 34 弓にコ 住 1 1 

35 万ロ 住 l • l • 2 

39 号 住 1 • 1 

41 号 住 l • 3 • 4 

代 42 方にコ 住 1 1 2 

44 芍にコ 住 4 • 1"' 5 

56 方にコ 住 1 • 1 • 2 

57 方ロ 住 1 3 • 4 
後

住58 弓ロ l • 1 

74 芍Eコ 住 l • 1 

78 方ロ 住 1 1 

期 82 芍ロ 住 l • 1 

91 号 住 1 • 5 1 • 7 

106 方ロ 住 1 1 

123 方にコ 住 1 • 1 

2 号土器集積 12 6 1 12 115 146 

3 号土器集積 6 53 17 1 142 219 , 巧ロ 住 1 1 
飛

21 号 住 l • 1 

鳥
30 号 住 l • 1 

54 方ロ 住 l • l • 2 

62 方にコ 住 l • 1 
奈 113 方にコ 住 l • 1 2 

良 118 号 住 4 4 

122 芍ロ 住 3 9 • 12 

時 129 ぢロ 住 2 ... 2 

代 131 方にコ 住 2 9 • 11 

134 方にコ 住 1 • 1 

38 号 住 1 • 1 

平 69 号 住 4 4 

90 号 住 1 • 2 • l • 4 

安 98 万に 住 l • 1 

108 号 住 2 • 2 

時 111 方にコ 住 1 1 

112 弓ロ 住 l • 1 

代 117 号 住 1 1 

128 方ロ 住 l • 1 

2 方ロ 溝 1• 1 

1 区グリッド l • l • 2 • l • 5 

2 区グリッド 3 • 5 • 5 • 5 • 2 • 6 • 21• 4 • 51 
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こ」：＼種 円板 方板
時期 勾玉

有孔無孔 有孔無孔

4 区グリッド l • 2 • l • 1 • 

ラベルなし

総 計 11 80 1 2 

註 1 紡錘車には、滑石質の蛇紋岩・緑色片岩も含まれる

2 ▼印は、埋没土中よりの出土。

工作台 2 号・ 3 号土器集積 •34 • 35 • 36 • 57号住

居跡出土。粗粒安山岩・黒色片岩などを利

用。

砥石 2 号・ 3 号土器集積・ 17 • 23 • 24 • 27 • 28 • 

31 • 32 • 34 • 35 • 36 • 39 • 42 • 4 7 • 48 • 53 • 

56 • 57 • 58 • 65 • 68 • 73 • 7 4 • 75 • 76 • 78 

号住居跡出土。砂岩・デイサイト・流紋岩・

緑色片岩・粗粒安山岩・角閃石安山岩（榛

名ニッ岳軽石）などを利用。金属や滑石を

磨く。

く鉄器類〉

錐 3 号土器集積出土の砥石表面に痕跡。穿孔

のある模造品・紡錘車より類推。

刀子状工具 106号住居跡出土。砥石の刃ならし傷や

滑石製模造品の表面の整形痕から類推。

緊状工具 滑石製模造品の表面の整形痕から類推。

U字状工具 76号住居跡出土の砥石の使用面に Rが

弱い U字状の凹面凸面があることから類

推。刃幅は、 2.4~3. 7cmの間に収まるもの

と思われる。（製作時に使用した可能性）

鈍 53号住居跡より出土。（製作時に使用した可

能性）

鎌転用エ具 131号住居跡埋没土より出土。 131号住

居跡より出土している滑石製模造品が 2

号・ 3 号土器集積と同じ古墳時代後期の可

能性が高いことから供伴する本遺物も同じ

時期に入れることができる。

② 飛鳥・奈良時代

〈石器類〉

敲打石 122号住居跡より出土。材質は雲母石英片

岩。原石の荒割りや形割りに使用。

砥石 118号・ 122号住居跡より出土。砂岩・流紋

528 

5 

未成品
剣形 臼玉 馬形 紡錘車

チップ
石核 合計点数

l • 2 • l • 2 ,, 11 

2 • l • 3 

41 34 14 25 319 21 553 

岩を利用。金属や滑石・緑色片岩。蛇紋岩

を磨く。

く鉄器類〉

緊 118号・ 122号住居跡より出土。特に、 122号

住居跡より出土の緊の刃幅と紡錘車未成品

側面の整形痕の幅が一致する。

鎌転用工具 122号住居跡より出土。

錐 118号・ 122号住居跡出土の紡錘車の穿孔部

分から類推。

③ 平安時代

この時代には製作跡の確認はできなかったが、紡

錘車の成品および未成品が、出土していることから

本遺跡周辺で製作が行われていた可能性があり、本

遺跡内より出土しているエ具類、または、類推でき

るエ具類を参考までに上げておく。

く石器類〉

敲打石 38号・ 69号住居跡より出土。材質は、黒色

片岩・雲母石英片岩。

砥石 38号 •69号住居跡より出土。材質は、砂岩。

金属を磨く。

く鉄器類〉

繋 69号住居跡より出土。

錐 紡錘車の穿孔部分から類推。

刀子 26号 •97号住居跡より出土。

(3) 製作工程について

本遺跡出土の滑石製模造品（一部、滑石質の蛇紋

岩・緑色片岩を含む）は、そのほとんどが、刃物に

よる削り調整で製作を終了しているということが特

徴であり、磨き上げるという行為は、臼玉の側面、

紡錘車の表面、 12号住居跡出土の有孔方板 1 点、 44

号住居跡出土の方板、および 1 区グリッド出土の勾

玉などにみられるだけである。



第 4 節 滑石製模造品の製作について

以下に、それぞれの滑石製模造品の製作工程につ

いて、『古代玉作形成史の研究j・『神坂峠』など数多

くの論考を参考にしながら本遺跡の特徴を若干述べ

てみたい。

く 1 〉勾玉の製作工程

今回出土した勾玉の内、成品11点、製作途中と判

断されるもの 3 点である。すべてが同遺構からの出

土ではないため、若干の疑問も残るが、本遺跡で考

えられる勾玉の工程は、以下の通りである。

①荒割

原石は、『三波川変成帯」に産地が求められる緑色

がかった滑石で、露頭部分からの、あるいは河原の

転石の採取と考えられる。その原石から板状剥片を

製作する段階がこの過程であるが、できた原材は、

勾玉だけでなく、有孔円板・有孔方板・剣形その他

の模造品を製作することが可能な段階であり、勾玉

を意図した荒割と言うことはできないと思われる。

②形割

この工程では、荒割された板状剥片をさらに薄く、

細く打ち欠き、上下左右端を落として、勾玉の大き

さの限定がなされる段階である。この時に使用され

るエ具は、敲打石・緊状工具であろう。第504図の 5

の表面には刃幅約 8 mmの緊状工具の刃跡がある。ま

た、この段階で石の摂理に沿って細長く形割してい

る。

③ 削り整形・調整

この工程では、形割された未成品を刀子状工具・

緊状工具で削り、整形・調整をしていく段階で、こ

の段階で、穿孔を残してほぼ完成品となる。時代が

さかのぼると研磨による整形を施してあるのが通例
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第 4 章成果と問題点

だが、本遺跡の勾玉は、削りによる整形・調整で終

了しているのが、特徴であろう。さらに、もう少し、

詳細に観察すると、始めに、形割された未成品の上

下・側面全体を粗く削り、おおざっぱに勾玉の形を

作り、次に、上下面を丁寧に削り、最後に、側面を

丁寧に削って終了していると思われる。成品は、 C

字形よりも「 R」がかなり緩くなっている。

④穿孔

勾玉の穿孔部分を観察すると、一方向穿孔の場合

に穿孔終了時の欠けが残っていることから、穿孔が

製作工程の最終段階であると考えられる。穿孔方向

には一方向からと両方向からの 2 通りがあり、方法

としては、錐による場合と刀子状工具の先端を利用

する場合の 2 通りが考えられる。

〈 2 〉有孔円板の製作工程

本遺跡から出土した滑石製模造品の中では、最も

数の多いものであり、 80点を数える。また、製作途

中と考えられるものも 3 点確認できた。

①荒割

勾玉と同様に原石から板状剥片を割り出す段階の

ものである。

②形割

荒割の段階で製作された板状剥片の上下・左右の

端部を割り、さらに、角を落として、円に近い形に

整えていく。

③ 削り整形・調整

刀子状工具・緊状工具などを利用して上下平面・

側面を削りで整形・調整していく段階である。この

場合、全面を丁寧に削る場合と一部分で終了してお

り、形割段階の面がそのまま残っている場合とあり、

後者の方が、数量的に多い。また、中には、円形を

呈していないものもある。

④穿孔

成品の中に、穿孔の終孔部に穿孔時の欠けが残る

ものがあることから、穿孔を最終段階とした。穿孔

方向には、一方向穿孔と両方向穿孔と一方向から穿

孔したのち終孔部において「面取り」による修正が

施されているものの 3 通りがあり、方法も錐による

場合と刀子状工具による場合の 2 通りが考えられ

る。

〈 3 〉方板の製作工程

有孔方板 1 点、無孔方板 5 点の合計 6 点が出

土している。このうち、無孔については、それが成

品なのか未成品なのかは不明である。また、製作途

中のものを確認できなかったために、工程は、他の

模造品のそれから類推せざるを得ない。
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①荒割

前述の勾玉・有孔円板と同様に、原石から板状剥

片を製作する段階である。

②形割

荒割で製作された板状剥片をさらに薄く割ったも

のの上下・左右端部を落として、方板の大きさを限

定させる段階である。

③研磨

質の粗い砥石を使用して方板を作る。この段階で

側面を金属器で削ることもすることがある。無孔の ①荒 割

ものは、この段階で製作終了している。

④穿孔

穿孔してある例は、 12号住居跡出土の 1 点のみで、

それの観察からは、終孔部に穿孔終了時の欠けが見

られるため、研磨したのち、穿孔していることがわ

かる。

く 4 〉剣形の製作工程

乙 こ 文二) I 

こ

第 4節滑石製模造品の製作について

本遺跡では、成品・未成品を含めて、 41個ある。

それらの特徴としては、すべて、穿孔されていない

ということである。 2 号・ 3 号土器集積の出土状況

から穿孔がない状態で、成品として扱っていたと考

えられる。また、形状は、一方が刃先を、もう一方

が柄を表しているものはなく、両方とも刃先を表し

ている場合か、刃部だけで柄の部分を省略している

場合かのどちらかである。以下に、その製作工程に

ついて、整理したい。

前述の勾玉・有孔円板と同様に、原石から板状剥

片を割り出す段階であるが、その段階で、剣形を意

識して細長く、割っていた可能性がある。第506図の

2 がそれに当たるか。

②形割

荒割の段階で製作された原材の一端か両端かを尖

らせて、剣形の大まかな形状を割りや削りで作り出

こ2 り
I 

ご3u
| 

り］
こ

第506図剣形製作工程
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第 4 章成果と問題点

す。使用するエ具は、敲打石や刀子状工具と思われ

る。このとき、厚さもほぼ決められる。

③ 削り整形・調整

おそらく、刀子状工具を使用して刃部を削り出す。

この折り、鍋の表現は施さず、また、刃部もある程

度の厚さを残すため、断面は、菱形に成らず、ほぼ

細長い長方形を呈することとなる。この段階で製作

を終了させている。

く 5 〉臼玉の製作工程

本遺跡から出土した臼玉は、 34点であり、そのう

ち、穿孔時に割れたため、製作を途中で止めたもの

が 2 点で、他の32点は、成品と考えてよいものであ

る。概して、大振りで厚い成品が多く、みな古墳時

代後期の所産と考えられる。製作方法について、『神

坂峠』では、以下の 4 種類をあげている。

A. 平板石に碁盤目状に直交する溝を入れ、それぞ

れの中央に穿孔し、チョコレートのように割るもの

◎筑前宗像沖ノ島の例など。

B. 偏平長方形の細長い板材を次々と切断し正方

形の材をつくり、整形、穿孔するもの

◎出雲東忌部中島玉作の例など。

c. 板状の偏平石を原材とし、一個分ずつ割り出

していくもの

◎下総船橋夏見台の例など。

D. 管玉を切断するもの

◎筑前宗像沖ノ島 7 号遺跡の例など

本遺跡出土の臼玉の未成品の数は少ないため、上

記のA~D までの、どの製作方法か判別することは、

lll贈ー、 ‘、

かなり困難であるが、 C の個々の原材からの製作方

法が最も考えられやすい。また、 91号住居跡出土の

成品には、できた成品をさらに輪切りにしたとみら

れるものもある。以下に、製作工程を順を追って記

述したい。

①荒割

原石から板状剥片を製作する。

②形割

板状剥片を割って未成品の玉を製作する。

③粗研磨

未成品の側面を粗い砥石で磨き、大まかな円形を

作り出す。この段階で、上下面は、刀子状工具など

で削る。

④穿孔

上下面のほぽ中央に棒錐で穿孔する。方向は、一

方向であり、終孔部に欠けの残るものもある。

⑤精研磨

側面を縦方向や斜め方向に研磨する。

⑥ 成品を輪切りにする

91号住居跡出土の成品の中にみられるもので、非

常に偏平な作りで、上下面は削り調整しておらず、

割れたままの状態になっている。これは、他の成品

にはみられないものである。

〈 6 〉馬形の製作工程

2 号土器集積出土のもの12点、 2 区グリット出土

のもの 2 点の、合計14点が確認された。

①荒割

原材から板状剥片を製作する。
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第 4 節 滑石製模造品の製作について

②
 

形 割 滑石質の緑色片岩・蛇紋岩もあるが、 ここでは、一

板状剥片の上下左右端を割り、さらに、厚さも揃

えて、ほぽ偏平の直方体を製作する。

括して扱うこととする。出土数は、グリッド出土の

ものも含めると、 25個であり、 この中には、未成品

③
 

削り整形・調整

刀子状工具や緊状工具で形割した未成品の表面・

側面を整形・調整する。 また、馬の表現として、背

部中央と顎部から頸部とに切り込みをいれる。馬形

の中には、表面全面を面取りしたものと一部分だけ

削って原石面がそのまま残っているものとある。

く 7 〉紡錘車の製作工程

紡錘車は、前述したとおり、古墳時代後期から平

安時代までの遺構から出土しており、他の滑石製模

造品とは、性格を異にする。材質も滑石だけでなく、

も含まれている。さらに、 122号住居跡では、未成品

3 点とともにチップも 9 点出土しており、緊状工具

も住居脇から出土していることから、紡錘車を製作

していたと思われる。

時期別に製作工程を追おうとすると、古墳時代後

期の 2 点は、成品であるため、工程を追うことがで

きない。 また、溝やグリッド出土の未成品は、いつ

の時代に引かれるか、不明な部分があり、かなり問

題を含んでいると思われるが、溝やグリッド出土の

未成品は、すべて断面が偏平な台形の紡錘車を意図
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第 4 章成果と問題点

していること、本遺跡では、断面が偏平な台形をし

た紡錘車は、古墳時代後期からは出土していないこ

となどから、飛鳥・奈良•平安時代に引かれる可能

性が高いと考える。

以上を踏まえて、本遺跡の飛鳥・奈良•平安時代

の紡錘車の製作工程を追っていく。未成品の観察に

より、 2 種類の製作工程を復元できる。その中で、

①荒割 ②形割までは同じ工程であるが、第 3 段階

で工程の異なりが生じてくる。以下に、順を追って

記述していきたい。

A工程

①荒割

原材から剥片を割り出す。

②形割

剥片の端部を割り、ほぼ偏平の直方体に整える。

この段階で、緊状工具を使用し始める。第508図の 1

がこの段階にあたる。

③形削り

刀子状工具や緊状工具により、形割したものを円

形に削り出し、さらに、長軸面・短軸面・側面を削

り出し、大まかな紡錘車の形をつくる。第508図の

2 • 3 がこの段階に当たる。

④穿孔

形削りをして作成した未成品に錐で穿孔する。方

向は、一方向と両方向と 2 通り考えられる。図の 3

がこの段階にあたる。

⑤ 研磨による整形・調整

粗い砥石で緊状工具の刃痕をならし、仕上げ砥石

を使用して精研磨して仕上げる。

B工程

① 荒割 A工程と同じ

② 形割 A工程と同じ

③ 粗研磨

粗い砥石を使用して短軸面・長軸面・側面と面取

りする。この段階である程度の紡錘車の形にする。

第508図の 4 がその段階にあたる。

④穿孔

粗研磨した未成品を錐により穿孔する。方向は、

534 

一方向からと両方向からの 2 通りが考えられる。

⑤精研磨

仕上げ砥石で仕上げる。

(4) 滑石の産地について

本遺跡の南側には関東山地がそびえており、その

中に結晶片岩の地帯である『三波川変成帯』が存在

している。この変成帯からは、滑石（蠍石）や蛇紋

岩など模造品の原材となる岩石が産出される。この

地域では、昭和20年代に盛んに採掘がされていた。

その産地は、およそ 3 カ所あり、すべて鏑川にそそ

ぐ支流の上流に集中している。すなわち、東から、

鮎川の上流の藤岡市日野地区、大沢川の上流の大判

地・大沢地区、雄川の上流の甘楽町小幡の轟地区・

秋畑地区である。それぞれの地区では、その周辺か

ら産出される原材を加工する工場もあったが、現在、

そのほとんどの鉱山・工場は、閉鎖されている。

甘楽の谷にはこの『三波川変成帯』を背景にして、

古墳時代後期を中心とした時期に滑石や蛇紋岩を利

用して祭祀時の供献品を製作したと思われる遺跡が

数多くあるが、それらのほとんどが、先にあげた鏑

川の支流の近辺にある。鮎川左岸の「竹沼遺跡」、雄

川右岸に「笹遺跡」・「甘楽条理遺跡」、そして、大沢

川左岸の本遺跡などである。

本遺跡から出土した滑石や蛇紋岩の産地について

考えると、距離的には、最も近い大沢川上流の大判

地・大沢地区の産の可能性が高いとおもわれる。現

在でも、大判地地区では滑石や蛇紋岩を採取するこ

とができる。採取した原材の色調は、本遺跡から出

土したものと似て、大変緑がかっているが、多少、

片岩質が強いように思える。昭和20年代に大判地で

は 3 カ所で採掘をしており、筆者が採取した場所は、

その内の 1 カ所である。

また、甘楽町轟地区でも採取できた。それは、や

はり緑がかっているが、質的には大判地のものより

も滑らかで、本遺跡のものに近い。

滑石や蛇紋岩は、脈を形成しており、同じ脈の中

でも質が異なり、さらに、同じ『三波川変成帯』の

中の別の採掘場所でも同質なものを産出し、成分分
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析をしてもその違いは判明できないとのことである。

以上のことを踏まえた場合、遺跡から出土する滑

石や蛇紋岩の産地を同定することは、かなり困難で

あるといえるが、それを考慮にいれて可能性を考え

た場合、古墳時代後期から平安時代の本遺跡に居住

していた人々は、最も近距離の大判地地区まで採取

にきたか、あるいは、大沢川の下流の川原の転石を

採取して、模造品を製作していたものと考えること

ができるであろう。ちなみに、本遺跡に最も近い下

神保地区の川原では、原石は、現在採取できない。

また、本遺跡の滑石製模造品は、祭祀時の神への

供献品として位置づけられる最終段階であるが、仮

に、滑石や蛇紋岩が、当時、依然として祭祀との関

係で重要視されていた場合、あるいは、当時の交易

品の 1 つとして存在した場合、この甘楽の谷の領域

支配の状況を考慮にいれて考える必要があることは

明らかである。しかし、筆者はそれを明確にするカ

を現在持ち得ない。今後の課題としたい。

以上、滑石製模造品について、時代別種類、製作

工具、製作工程、石材の産地について、本遺跡出土
註（1)

の遺物から考えてみた。

本遺跡からは、例えば、藤岡市竹沼遺跡や甘楽町

甘楽条理遺跡のような古墳時代後期の滑石製模造品

の工房跡は検出されなかった。ただ、 62軒を数える

古墳時代後期の住居跡の内、 25軒から滑石製模造品

や石核・チップなどが出土しているという、およそ

40％の高確率での出土や 2 区グリッドの谷地部分か

ら数多くの出土しているということは、隣の神保富

士塚遺跡を含めた、当時この地域に居住していた

人々の滑石製模造品を使用した祭祀に対する意識の

高いことの表われであると考えられる。隣接する長

根安坪遺跡や神保植松遺跡・多胡蛇黒遺跡・矢田遺

跡・多比良追部野遺跡などの広大な面積の遺跡やそ

の他の遺跡など、古代多胡郡内の遺跡からは、これ

ほどの滑石製模造品や未成品・チップなどは出土し

ていないという事実を踏まえて、本遺跡は、祭祀と

いう行為において、他の地域とは異なった、特別の

位置にあった場所ということが言える。

註（I) 本遺跡では、滑石製模造品の他に現瑞製勾玉 l 点が古墳時代

後期の17号住居跡より出土している。この製作を伺わせるも

のとして、巻頭の口絵で紹介したとおり、本遺跡より甥瑞の

剥片 2 点が遺構外ではあるが出土していることが注目される。

すなわち、本遺跡では滑石製模造品の製作のみでなく、少数

ながら悪瑞製品の製作も行っていた可能性が高い。
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第509図 滑石製模造品製作地及び滑石の産地
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第 5 節祭祀について

前節で考察した通り、本遺跡古墳時代後期の滑石

製模造品製作は、年代的には、 6 世紀後半から 7 世

紀前半にあたり、その間に、臼玉・勾玉・有孔円板・

剣形そして馬形などの模造品を製作していたと考え

られるが、確実な製作跡は、確認できなかった。そ

して、 2 号・ 3 号土器集積では、祭祀行為の最終段

階の状態を確認でき、また、住居跡内から滑石製模

造品が、 1 ～数点出土している例も祭祀行為として

含めて考えると、まさしく、寺村光晴氏分類の「集
(1) 

団内自給的生産の遺跡」の形態に該当する。

本項では、本遺跡の祭祀遺物の出土状況を住居跡

と祭祀遺構とに分けて、もう少し詳細にあたり、ま

た、周辺の遺跡・類似する遺跡との比較を通して、

本遺跡の祭祀の特徴を確認したい。さらに全国でも

出土例の少ない馬形について若干の考察をしてみた

いと思う。なお、本項で一般に『祭祀』と言った場

合の定義については、いわゆる予祝や収穫祭だけに

とどまらず、祓いや呪術も含めた意味で使用しよう

と考える。

(1) 祭祀遺物の出土状況

① 住居跡出土の遺物

第21表で示した通り、古墳時代後期にあたる住居

跡は、 62軒確認され、そのうち、滑石製模造品や石

核・チップを何等かの形で出土する住居跡は、 25軒

を数え、 40％を占める。これらのすべてが、祭祀行

為と直接関係があるか否かについては問題が残る

が、間接的に関係することは事実であろう。そのう

ち、竃内から出土している住居跡が、 12 • 27 • 33 • 

42 • 57 • 78号住居跡の 6 軒を数える。 27号では、竃

両袖上面から石核が 1 点ずつ合計 2 点、 33号では鼈

覆土から剣形未成品が 1 点、 42号・ 78号では、竃覆

土から臼玉が 1 点ずつ、 57号では竃覆土から勾玉未

成品が 1 点、それぞれ出土している。また、 12号住居

跡は、土師器甕・小型甕・高坪・坪・速などが、ほ

ぽ完形のまま 70点以上廃棄されたと思える状態で出

土しており、それらに混じって、臼玉が 6 点、チッ
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プ・石核が 3 点、竃に懸けられた甕の中から有孔方

板 l 点が出土している。

また、祭祀遺物である手捏土器を出土している住

居跡は、古墳時代後期が 3 軒、飛鳥・奈良時代が 1

軒の合計 4 軒である。そのうち、古墳時代後期の15

号住居跡には住居内の北東隅に石組があり、祭祀と

関連が考えられ、 65号住居跡では、鼈左袖上部から

1 点、竃右袖から落ちた状態で 1 点合計 2 点出土し

ている。飛鳥・奈良時代の16号住居跡には、中央や

や西寄りに若干浮いた状態ではあるが、立石が確認

され、その周辺から手捏土器や高坪などが集中して

出土している。さらに、 59号住居跡からは、竃覆土

から土玉が 1 点出土している。

以上を見ると、本遺跡の住居跡内でも何等かの祭

祀行為を行う場合があった可能性がある。

すなわち、まず第 1 に、鼈に関係しての祭祀であ

る。本遺跡の住居跡は、比較的残りの良好のものが

多かったが、その中で使用時の状況のまま出土した

例は、 1 つとしてなく、すべて、どこかが壊される

か、壊れたかした状態での出土であった。 例えば、

焚口部の天井石が外されていたり、片方の袖石が抜

かれていたり、といった状況であった。
(2) 

中沢悟氏は、村主遺跡における平安時代の竃の

出土状況の観察から「新しい家に引っ越す場合、新

しい家の竃は、古い家の竃とは全く別に作られる。

家と竃が完成し、 家財道具等の引っ越しを行うと

き、竃も引っ越すのである。（中略）古い竃は、そ

のままの状態で鼈として放置することは避けて、竃

としての機能を失わせることにより初めて竃ではな

くなり、その時点で放棄しているのではないだろう

か。竃としての機能を失わせるための行為としては、

これまで述べてきたような焚口天井石をはじめとし

た天井石の多くや袖石の一部等をはずすことであ

り、このような一種の儀式が行われていたのではな

いだろうか。」と述べられている。また、氏の言う「竃

内で消えることなく保ち続けられていたであろう火



と支脚石を新しい住居へ移動させる」ことについて

は、本遺跡の状況からは言えないが、前記の論は、本

遺跡の住居跡の竃にも適応させることができるので

はないだろうか。その竃に関する一種の祭祀行為（儀

式）の折に、本遺跡の場合、古墳時代後期では、滑

石製模造品や手捏土器を使用する場合があったり、

飛鳥・奈良時代では、手捏土器を使用する場合があっ

たのではないだろうか。

第 2 として、住居を廃棄するとき、あるいは、住

居跡の凹みを利用して土器などを廃棄するとき、お

祓いのような祭祀行為を行った場合があったのでは

ないだろうか。先にあげた12号住居跡のような、古

墳時代後期では小さな部類の住居跡の凹みに大型の

土師器を中心に70点という多量の土器がほぼ完形で

廃棄されているなかに、滑石製模造品の臼玉が 6 点、

チップ・石核 3 点が含まれている状況を考えると、

何等かの状況の中で廃棄せざるを得なかったことが

伺え、臼玉などを使用してお祓い等の祭祀行為が行

われた可能性が考えられる。

② 祭祀遺構出土の遺物

祭祀遺構としては、 2 号・ 3 号土器集積がそれに

当たる。その詳細は、第 3 章第 6 節を参照されたい

が、その中で、本遺構は、祭祀の最終段階の廃棄あ

るいは遺棄の状況を示すものと位置付けた。その理

由として、出土土器がほとんど粉々に破砕されてい

ること、 2 号の中に、坪が数枚重ねられた状態で出

土したものがあること、滑石製模造品の中に製作時

ではなく、整形・調整時以降に割れたと思われるも

のが多く出土していること、土器や滑石製模造品よ

りも若干浮いた状態で工作用石器類が出土している

こと、明確な遺構が確認されていないこと、などを

あげた。それに付言して、この祭祀遺構の周辺の、標

高値がほぽ同じ位置から出土している滑石製模造品

や、祭祀遺構の面する 2 区の谷地からほぼ同時期と

思われる滑石製模造品が46点、多量の土器とともに

散在しながら出土している状況を考えるとき、祭祀

遺構が遺棄された場所と考えるよりも廃棄された場

所と考えたほうがスムーズであると考えられる。

第 5 節祭祀について

(2) 周辺における類似の祭祀遺跡

本遺跡の 2 号・ 3 号土器集積のように多量の土器

と滑石製模造品を出土とした祭祀遺構の類例を県内

に求め、その中で本遺跡の位置付けを考えてみたい

と思う。まず、代表的な類例をあげ、それぞれの遺

構の概略を記すと以下のようになる。
(3) 

① 太田市反丸遺跡

この遺跡は、群馬県の東部を流れる渡良瀬｝ 1|右岸

の微高地に広がる古墳時代後期前半の大集落跡で、

この集落の東端部に住居跡の全く存在しない区域が

あり、その中心ともいえる場所に祭祀遺構が確認さ

れた。出土遺物は、多量の須恵器と土師器、手捏土

器、土製勾玉、石製小玉、多数の土玉があり、土器

の編年から集落と同時代のものであるとされてい

る。まだ、整理がされておらず、その性格が判明し

ていないが、出土状況の写真からは、微傾斜地に広

がる土器集積であり、祭祀行為の最終段階の状態で

あると思われる。
(4) 

② 富岡市久保遺跡

この遺跡は、富岡段丘面の南縁部にあたり、鏑川

が、南へ大きく蛇行する地点の南へ突き出した低い

段丘の中央付近に位置する。遺構は、外観上は、小

円墳の上部が削平されたような低い土壇をなしてお

り、径が約12m程、高さは lm程の大きさと考えら

れる。この土壇の中央には、径 6m、深さ 50cm程の円

形のくぽみがあり、その中から遺物がぎっしり詰

まった状態で出土した。整理が終了していないため、

数量は明確でないが、その種類は、上師器、須恵器、

銅製儀器、鉄器、滑石製模造品などである。特に、

滑石製模造品は、多量であり、小破片を除いても、

7,000点以上にのぽる。出土状況からその場所で祭祀

を行い、終了時点でその場所に遺棄されたものと考

えられる。時期は、土器編年から、 6 世紀前半と考

えられる。
(5) 

③ 群馬郡群馬町三ッ寺 I 遺跡

県中西部にあって榛名山の東南麓に接する「前橋

台地」上、井野川の支流である猿府川が開析した低

台地上にある。本遺跡は、古墳時代、 5 世紀後半か
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ら 6 世紀前半にかけての豪族居館跡である。この遺

構のうち、濠・張出部・棚列•石垣・石敷•井戸・

住居など、この居館を構成するそれぞれの構造物跡

の特定部分から土師器・須恵器・滑石製模造品・木

製品などの祭祀遺物が集中して出土している。張出

部・棚列•石垣などの構造物の建設にあたり、祭祀

行為を行い、また、石敷•井戸など特定の場所で祭

祀行為を行い、さらに、祭祀行為の最終段階で濠に

祭祀遺物を廃棄することが行われていたと考えられ

る。特に、 1 号石敷遺構からは、 620点の土器・32点

の滑石製模造品、 2 号石敷遺構からは、 1000点の土

器• 5 点の滑石製模造品が出土しており、それぞれ

1 号溝に流れる水に対しての祭祀行為の場として位

置付けられる。本遺跡全体の性格について、報告書

では「館の内部は首長の祭政実行の場として計画的

かつ整然と区画され継承されており、館での祭祀行

為は、共同体の某盤である農耕に対する祭祀を一方

の主要行為として位置付け、儀礼化させて館内に持

ち込んでいる。また、一方の主要行為として首長権

にかかわる井水に対する祭祀も館内に持ち込んでい

る。（中略）館の築造や改築、廃絶といった画期に各

構造物に祭祀行為を行っている点は、館そのものが

神聖な場としての位置付けがなされていた結果であ

る。」と考え、この居館全体が共同体の祭祀行為の場

として神聖視されていたと結論付けている。
(6) 

④ 伊勢崎市原之城遺跡

本遺跡は、赤城山南麓の大間々扇状地の西端に位

置する。この地は、等高線に沿って東西約10kmにわ

たり湧水池が点在し、それを水源とする谷地の西側

に形成された低台地上に本遺跡はある。遺構は、環

濠跡とその内部の竪穴式住居跡と掘立柱建物遺構が

主で、全体の状況から 6 世紀における豪族の居館跡

であることが判明した。その台状部の東北隅に祭祀

遺構が確認された。遺構は、ほとんど平地で、そこ

に手捏土器約400点、土師器・須恵器多量、滑石製模

造品約150点、鉄器 1 点などが出土した。土器類は、

口縁部を上に向けて重ねており、その中に滑石製模

造品の臼玉・剣形などをおいている。そして、遺物
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が集中する縁辺部には土師器の坪を重ねて並べ、そ

の四至には須恵器大型器台を立てた痕跡が認められ

た。出土状況からこの場所で祭祀行為を行ったもの

と判断できる。年代は、土師器は、鬼高 II 、須恵器

は、陶邑編年における TK-10型式に比定すること

ができ、 6 世紀中頃を中心とした時期を与えること

ができる。
(7) 

⑤ 渋川市中村遺跡

本遺跡は、榛名山東麓、渋川市の南に位置し、利

根川の右岸にある。地形は、利根川が基盤層を形成

し、茂沢川により低湿地・微高地は形成され、弥生

時代以降、集落が作られていった。調査により、こ

の地は、火山や河川などの自然災害を何回となく、

受けてきた場所であることが判明した。この遺跡の

B 区の水田に面した微高地に 9 カ所の土器群が確認

された。その中には出土の形状が「V」字形を呈す

るものなど配置意図が認められ、滑石製模造品など

は出土していないので明確ではないが、これらの土

器群は単なる土器廃棄の場ではなく、祭祀遺構と位

置付けられた。時期は、 FP （榛名ニッ岳軽石）に

埋没していることや須恵器がMT-15~TK-10に

相当することから 6 世紀前半と考えられる。
(8) 

⑥ 前橋市荒砥前原遺跡

本遺跡は、赤城山南麓の端部にあたり、荒砥川と

神沢川の合流点を一望することができる台地上に位

置する。その台地の縁辺部から手捏土器639点（個体

数200個以上）を中心とする祭祀遺物が確認された。

ただ、発見時、すでに遺構としての把握が不可能で

あり、出土地点の土壌をフルイにかけ、全遺物の採

集を行ったとのことである。また、調査の結果、周

辺の開墾の際に集められたものであることが判明し

たが、確認範囲は、 10m四方という狭い範囲であり、

点数からして土器集積であったことが推測される。

滑石製模造品は出上していない。手捏土器の時期は、

供伴土器が古墳時代初頭期から鬼高 I 期にかけての

ものであるが、鬼高 I 期に引かれる可能性が高い。
(9) 

⑦ 子持村黒井峰遺跡

本遺跡は、吾妻川に面した河岸段丘最上段にあり、



この段丘面は子持山より南北に流れる小河川によっ

て台地状に分割され、遺跡の位置する台地は広さ約

160, ooom:'の面積をもつ。本遺跡は、榛名山ニッ岳を

給源とする厚さ 1.5mの軽石 (FP) 層により覆われ

ており、軽石下の旧地表面は榛名山ニッ岳降下火山

灰 (FA) 層でなっている。その面から古墳時代後

期の集落遺構が確認されており、祭祀遺構も 9 カ所

検出されている。その中には、大規模の祭祀遺構と

小規模のものがあり、さらに、場所が道路脇や建物

脇、木の根元と言うように幾つかのパターンが見ら

れ、中には土器のすぐ脇に棒を立てたと考えられる

小穴が確認されたものもある。そのうち、大規模の

祭祀は、完形品で約250点ほどの土師器を中心とした

土器群であり、土器型式で 2 型式ほどの期間、祭祀

が行われたものと考えられている。出土状況は、 F

A層を撹乱し埋めたものと FPが土器を覆ったもの

とあり、意識的に埋める行為をする場合とそのまま

置いた場合とある。また、坪などが重なった状況で

出土したり、破砕された状況で出土しているものも

ある。さらに、坪の底に意識的に穴をあけたものも

確認されており、祭祀行為の一端を伺わせている。

滑石製模造品は、臼玉が 1 点のみの出土である。そ

の祭祀は、集落全体の祭祀場所というよりは一家族

共同体の祭祀場所と考えたほうがよい。時期は、 6

世紀前半である。
00) 

⑧ 高崎市井野川遺跡

本遺跡は、高崎市大八木地内、榛名山南麓に発す

る井野川の河床に確認された。遺物包含層は、グレ

イ層直上の砂質層内にあることから、水流の影響を

受けた地層であり、遺物が散布するのは、東西20mの

範囲である。組成は、土師器・須恵器、滑石製模造

品の剣形・鏡形・刀子形・斧形・勾玉などであり、

特に滑石製模造品の中では、剣形が最も多く、全体

に形式化・多量化の傾向を示しているという。出土

状況は、滑石製模造品は、いずれもかたまっての出

土であるという。この遺跡の存続時期は、 2~6 世

紀頃であるが、主体的な役割を果たした時期は、 5

世紀代と考えられる。

第 5 節祭祀について

(l O 
⑨ 松井田町入山峠遺跡

上信国境入山峠は、現在の国道18号線碓氷バイパ

スの工事に伴う祭祀遺跡の緊急範囲確認調査により

確認された。その結果、採取された遺物は、総点数

で約2,000余点を数えるが、このうち大部分は土器の

小破片であり、他に管玉・勾玉・水晶製玉・ガラス

小玉・臼玉・有孔円板・剣形・刀子形・鉄製品・石

鏃などが多数出土しており、中でも石製模造品に、

未成品が多く出土していることが注目される。峠で

行う祭祀について、報告書では、「見知らぬ新しい国

へ入って行く時に、それを防ぎ遮るであろう他国の

国魂に対しての鎮祭であり、また、内をまもり、外

来者を遮る境の神の信仰とも通じる。」としている。

さらに、行為者について、「防人などのように地方か

ら出かけていく人々の個人あるいは小集団の祈りで

あるとともに、大集団によるまつりであった可能性

をもっている。」としている。ここで行われた祭祀行

為の時期は、遺物から古墳時代前期に限定される。
(12) 

⑩ 高崎市芦田貝戸遺跡

榛名山東南麓に位置し、東100mには井野川が東南

流している。確認された遺構は、浅間山 C軽石直下

の水田跡、榛名山ニッ岳降灰 (FA) 層下の水田跡・

畝状遺構、微高地と住居跡、大溝などであり、祭祀

遺構と考えられるものは、大溝の西脇から 2 箇所、

II 区ーD グリッドから 1 箇所確認された。そのうち、

大溝西脇の最も高い部分からは、土師器坪・高坪が、

20数個、 2 個の臼玉を伴って出土しており、さらに、

6mほど南の土堤状部分からは臼玉155個、勾玉 1 個

が、径21cm、深さ 7 cmほど掘り＜ぽめて埋まってい

た。土器は、口縁部を上にして出土しているが、一

部分は、重なった状態で出土していることから祭祀

終了後に片付けた可能性がある。出土位置から、当

時給排水路として使用されていたと考えられる大溝

に対する祭祀遺構と考えられる。時期は、 FA直下

ということから 6 世紀前半と考えられる。
(13) 

⑪ 高崎市田端遺跡

本遺跡は、県西部を流れる鏑川、鮎川、烏川の合

流地点に形成された氾濫原に位置し、鏑川の左岸自
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然堤防上にある。祭祀遺構は、その E 区に確認され

た 3 号集石である。東半部は調査区域外にあるため、

全貌をつかむことはできなかったが、臼玉25点や有

孔円板 1 点、滑石チップと多量の土器片が出土した。

土器が重なって出土しているものがあること、土器

の中からも臼玉が出土していること、土器は圧倒的

に坪類が多いこと、土器集中地のほぽ中央から鉄製

鋤先が出土していること、石は人為的に持ち込まれ

ていることなどが特徴である。時期は、土器形式か

ら 6 世紀後半から 7 世紀と見られる。
(14) 

⑫ 粕川村中祭祀遺跡

赤城山南麓の台地部分に位置し、粕川の旧河道に

多くの土師器、手捏土器、滑石製模造品を埋納した

祭祀遺跡である。地主が耕作中に偶然掘り出したも

ので出土状況から意図的に遺物が配されたというよ

り集中的に廃棄された状況であったようである。再

調査の結果、浅い皿状ピットが確認できたという。

時期は、 5 世紀末から 6 世紀初頭の可能性が高い。
05) 

⑬ 高崎市正観寺遺跡群巨石遺構

榛名山南東斜面に形成された扇状地扇端部にあ

り、井野川支流の天王川と染谷川に挟まれた地域に

広がる遺跡群である。その E 区北端の最も標高の高

い位置に巨石遺構は存在する。 2mX2m、高さ1. 10

mの上下面やや平らな、不定形な石がおかれており、

その石の北、南、東から多数の遺物が出土した。組

成は、土師器坪・甕、須恵器高坪・冦・短頸壺・甕な

ど多数に及ぶ。時期は、鬼高期に属すると思われる

が、整理が終了していないため、明確ではない。

以上を概観すると、おおよそ次のことが言える。

① 遺構の出土位置からみると、反丸・荒砥前原・

黒井峰•田端・正観寺遺跡が集落内祭祀として位

置付けられる。それぞれ集落の縁辺部や最も高い

部分に位置していることに共通点があり、遺物の

出土状況とも考えると本遺跡は、この範疇に入る

であろう。

② 土器集積と一般に言われている祭祀遺構には、

久保・三ッ寺 I. 原之城・正観寺遺跡などのよう

に狭義の祭祀行為を行う場に祭場を作り祭祀終了
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後その場に祭祀用具が遺棄されたものと、井野

川・中祭祀のように別の場で祭祀行為を行い、遺

物が発見された場所に廃棄されたものの 2 通りが

存在する。本遺跡の祭祀遺構は、後者にあたり、

おそらく、別の場所で、狭義の祭祀行為が行われ、

確認された遺構の場所に廃棄されたのではないか

と考えられる。

③ その場に遺棄される場合と廃棄される場合の違

いについては、それぞれの地域の祭祀行為者の祭

祀に対する考え方の違いによって生じるのか、あ

るいは、祭祀対象の違いによって生じるのか、現

状では不明であると言わざるをえない。

④ 祭祀行為の最終段階では、坪などを重ねたり、

一箇所に集中させるなど祭祀用具を片付ける行為

を行うか、土器や滑石製模造品を破砕するという

行為を行うなどして、祭祀行為を終了させている

場合が多い。本遺跡でも最終段階で使用した用具

類を時には重ねて置いたり、また、時には破砕す

る行為を行ったのであろう。

(3) 滑石製馬形について

全国の遺跡から出土する馬形にはいろいろな材質

のものがあり、これは、地域性あるいは祭祀行為を

行った人々の価値観の違いの表われであると思われ

るが同じ馬形という動物を用いる意味においては、

それらを総て同等に扱うことが必要と思われる。馬

の形をそのまま立体的に表した土馬に代表される馬

形と、馬を横から見た状態をかたどった板状の馬形

（木製・滑石製）とは、異なった意識あるいは祭祀

行為のもとで製作されているという見解もあるが、

筆者は、現段階ではその点については、まだ不明で

あると言わざるを得ないと考える。全国に土馬・石

製・木製（絵馬も含む）・鉄製・（馬歯・馬骨を一部含

む）などの馬形の出土例をあたってみると、 37府県
(16) 

619遺跡を数える。第22表より全国の分布地域をみる

と圧倒的に畿内、それも平城京跡・長岡京跡・平安

京跡をかかえる奈良・京都に集中することがわかる。

しかし、時期を古墳時代に限ってみると全国に散ら

ばる様相を見せている。また、奈良時代になると静



岡・三重•京都・奈良・鳥取などに集中して出土す

るようになる。そして、平安時代では、京都に集中

するとともに東北地方まで馬形を用いた祭祀が波及

していることがわかる。

ここで材質により、類例をあたってみると、滑石

製のものは全国で本遺跡以外に 7 例を数えることが

できる。以下に各遺跡の概略を記しておく。
(17) 

1.西別府遺跡

埼玉県熊谷市にある遺跡で、湯殿山神社裏の湧水

地より祭祀遺物が出土した。奈良時代に比定されて

第22表都道府県別馬形出土遺跡数一覧

No 都道府県名 古墳時代 飛鳥・奈良時代 平安時代 時期不確定

l 青 林* 1 

2 秋 田 1 

3 山 形 2 1 

4 福 島 1 1 

5 栃 木 1 2 

6 埼 玉 2 1 

7 群 馬 1 

8 千 葉 1 

, 新 潟 1 3 1 

10 富 山 1 3 1 

11 石 JII 5 6 2 

12 福 井 5 

13 山 禾木J 1 

14 長 野 1 1 1 

15 岐 阜 4 1 

16 静 岡 3 30 4 20 

17 愛 知 1 , 1 3 

18 重 2 13 1 , 
19 滋 賀 5 1 , 
20 京 都 4 13 76 4 

第 5 節祭祀について

いるが、土器は古墳時代後期から平安時代まで出て

おり、また、湧水により撹乱を受けているのでどの

時期にひかれるのか明確にできないのが現状であ

る。

馬形 13 有孔円板 10 勾玉 16 剣形 3 

櫛形 19 有線円板 19 
(18) 

2. 本郷前東遺跡

埼玉県深谷市にある遺跡で、上記の西別府遺跡と

直線距離で約 3 kmのところに位置する。住居跡と住

居跡の間に穿たれたピット群から古墳時代後期の土

No. 都道府県名 古墳時代 飛鳥・奈良時代 平安時代 時期不確定

21 大 阪 2 8 2 , 
22 兵 庫 7 2 12 

23 奈 良 3 98 3 71 

24 和歌山 1 

25 鳥 取 1 32 8 

26 島 根 1 8 11 

27 岡 山 4 2 

28 広 島 2 2 3 

29 山 口 2 1 

30 徳 島 2 

31 香 )II 1 6 

32 高 知 1 1 1 

33 福 岡 3 2 14 

34 熊 本 4 1 20 

35 宮 崎 1 

36 佐 賀 2 

37 鹿児島 3 1 1 

計 45 250 103 221 

総 計 619遺跡

註 (1)国立歴史民俗博物館研究報告第 7 集（1985 • 3) の附篇記載例に若干の情報を加えて作成した。

(2)たとえば、時期が「古墳後期～平安」のような表現の場合、時期不確定とした。

541 



第 4 章成果と問題点

師器坪類と供伴して祭祀遺物が出土した。滑石製模

造品の組成は、西別府遺跡のそれと共通するものが

多い。また、まわりの住居跡からは、滑石製模造品

の製作と関連する滑石の石核やチップが多量に出土

している。

馬形 4 有孔円板 10 勾玉 2 剣形 5 

有線円板 8 
(19) 

3. 神坂峠遺跡

長野県と岐阜県との県境にある峠祭祀遺跡であ

る。時期は古墳～室町時代までと幅広く、馬形の年

代は設定できない。

馬形 2 土馬 1 有孔円板 69 剣形 310 

勾玉 27 臼玉 903 刀子形 15 斧形 1 

鎌形 1 鏡形 1 
(20) 

4. 山口県吉敷郡平井にある古墳より馬形 1 出土
(2D 

5. 波雁が浜遺跡

山口県宇部市大字東岐波にある 6 世紀から古墳時

代終末期にかけての製塩遺跡である。この製塩遺跡

の中心部から南西30mたらずのところで祭祀遺物が

出土している。

馬形 1 勾玉 2 

土製模造品勾玉 2 スプーン 1 小玉 2 

手捏土器 4 
(22) 

6. 下高宮遺跡

福岡県宗像郡玄海町田島上殿下高宮にある宗像辺

津宮比定地。

馬形 1 有孔円板 1 臼玉 1 船形 1 

丸玉 1 
(23) 

7. 宗像沖ノ島

福岡県宗像郡大島村沖ノ島にある海の神を対象と

した祭祀遺跡で馬形を伴う遺跡は 8~9 世紀の時期

と考えられている。

1 号祭祀遺跡馬形 40

3 号祭祀遺跡馬形 l 

4 号祭祀遺跡馬形 10

その他の遺物は多数出土しているが省略する。
(24) 

小田富士雄氏は、その論考「古代形代馬考」の中

で 4 号遺跡の馬形は後世に移動させられたもので、
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本来は、 1 号か 3 号に還元されるべきものと推論さ

れている。

これらのうち、 4 • 5 の馬形は、形状が土馬に似

ているのに対し、 1 • 2 • 3 • 6 • 7 の馬形の形状

は板状を呈している。本遺跡の 2 号土器集積のもの

は、後者のグループにはいり、その中では、 2 の本

郷前東遺跡のものとほぼ同時期のものと考えられ

る。また、西別府遺跡の馬形は、本郷前東遺跡との

関連から奈良時代よりも時期を遡らせる必要が出て

きたのではないかと考える。もし、それが適切であ

るとすると古墳時代後期において、東国である群

馬・埼玉では、なんらかの祭祀のときに滑石製の馬

形を使用するという考えが、すでに存在していたこ

とになる。これは、全国の馬形出土例からみても早

い段階にあたる。

木製の馬形は、全国で31遺跡を数えるが、形状は、

みな板状で滑石製のものと類似している。このうち、
(25) 

最も古い時期のものは、静岡県神明原元宮川遺跡の
(26) 

旧大谷川河道より出土したものと京都府石本遺跡の

大溝から出土したものが知られている。前者の神明

原元宮川遺跡では、古墳時代後期から現代まで旧大

谷川の流路が13回ほど変わっている中で、中には時

期が特定できる流路が良好に残っている地域があ

り、その古墳時代後期の流路から土器や土馬・木製

人形などと供伴して木製馬形が出土した。後者の石

本遺跡の溝では、木製馬形が多量の土器や木製品と

供伴して出土した。土器のほとんどが古墳時代後期

のものであり、さらに、溝の上下から出土している

遺物に時期差を与えることはできないことなどか

ら、馬形もこの時期のものと考えて、まず間違えな

いであろう。金子裕之氏は、藤原宮の中心部で検出

された溝 SD1901-Aから出土した木製の馬形・人

形・斎串・刀形、土馬および天武天皇10年代 (680年

代）の紀年銘木簡を資料として、いわゆる律令祭祀

の中に木製馬形を取り込むのは、天武期 (7 世紀後
切）

半）であると結論づけている。しかし、石本遺跡の

木製馬形の出土した溝からは古墳時代後期以外の土

器は出土していないことや、供伴する木製品も律令
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的祭祀開始時以降のものよりもそれ以前の伝統的な

ものの方が多いこと、木製馬形と同じ位置付けをさ

れている板状の滑石製馬形が古墳時代後期の時期に

確認されていることなどを傍証として、木製馬形も

この時期に出土しておかしくないと考えられる。

また、板状の馬形について、形状の形式化が取り

沙汰されることがあるが、古墳時代後期から平安時

代の出土例を見る限りにおいて、たとえば、時代が

下がるに従って、形が形式化されていくといったこ

とはなく、どの時期の馬形もほぼ形状は変化ないと

言える。そもそも初めから板状の馬形の形は、非常

に単純簡略化されているのである。

土馬については、馬形といわれるものの中で最も

出土遺跡や出土量ともずば抜けており、全国で575遺

546 

跡を上回っている。その中心的な場所は、平城京内

であり、そこから出土した上馬を中心とした編年を

木下正史氏にご教授いただき、第513図に載せた。古

い段階のものでは、 6 世紀後半の可能性のあるもの
(28) 

に京都府長岡京市今里 4 丁目の今里遺跡出土のもの

があり、 7 世紀前半の時期の出土例には、大阪府羽
~9) 

曳野市誉田白鳥遺跡出土のものや奈良県高市郡明日
(30) 

香村島庄の嶋宮伝承地出土のものがあるが、それら

は、写実的な馬首と馬面を持ち、鞍や装具で飾られ

た、実際の馬を祐彿させる。それに対し、時期が下

がり、都城や国街、郡街から出土する土馬は、三日

月形の馬面、装具を表現しない馬体、長く大きく開
(3l) 

いた馬脚、高くはねる尾を持つ、大和型土馬が多く

なり、それらは企画性を感じさせるものである。



以上をまとめると、次のようになる。

① 馬形といわれるものは、滑石製・木製・土馬の

いずれも少なくともその初出を古墳時代後期にま

で遡ることができること。

② 滑石製・木製などの板状馬形は、形状で編年を

考えることができないこと。

③ 木製・滑石製を含めて、板状馬形の初出を天武

朝と見て、その時点に画期を求められる「律令的
(32) 

祭祀」の中に人形と共に新たに取り込まれていっ

たとする見方は、古墳時代後期にまで遡る遺物が

多く出土している事実から再考をせざるを得なく

なっていると思われる。筆者は、「律令的祭祀」に

ついて論ずる力は持ち得ないが、もし仮に 7 世紀

後半段階で「律令的祭祀」が成立していたとした

場合、本遺跡の遺物組成からみて、馬形は、律令

的祭祀の先駆的形態ではなく、本来は別物で、 7

世紀後半段階で律令的祭祀に取り込まれてい

第 5 節祭祀について

(33) 

ったと考えたほうが妥当と考える。

(4) 鳥形について

本遺跡の滑石製形代の中に明らかに馬形とは形状

の異なるものが 2 点存在する。本遺跡の馬形の形状

は、概して、沖ノ島 1 号遺跡出土の裸馬形に似てお

り、板状の滑石の背部と顎部をそれぞれ l 力所ずつ

刃物で切り込みを入れているのに対して、第514図の

1 は、切り込みの方向が若干違い、しかも顔部の先

端を尖らせたり、胸元をふくらませたり、尾部を丸

めたりして一見、水鳥のように思える。また、 2 も

胴部の幅にくらべて、頸部が細くなり、本遺跡の馬

形とは、雰囲気が異なる。ここでは、既出の木製模

造品との類似から鳥形の可能性を示唆しておきた

し）。

(34) 

木製模造品の類例は、周辺では、三ッ寺 I 遺跡の

濠から出土したものがある。特に、 3 には中央寄り

に幅 2 cmの貫通孔があり、軸木に対して挿しこみ式

こ 三

叩 。
こ三

群馬

長根羽田倉

ここ三三言三

口
唸

ニー：5 （%)
兵庫出合

賃

冒Q3虚） 群馬三ツ寺 I ``6(/)  

0 1: 2 5cm 

0 I: 3 10cm 

゜ 1:6 20cm 

第514図鳥形模造品
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第 4 章成果と問題点

の使用方法が考えられるという。用途不明品として

いるが、鳥形の可能性も指摘されている。形状が似

ているものとして、徳島県庄遺跡・京都府長岡京遺
(35) 

跡・兵庫県出合遺跡出土のものがあげられる。

(5) 今後の課題

以上、本遺跡の古墳時代後期における祭祀的な要

素を取り出し、考えられることを羅列してみた。前

述したとおり、本遺跡から出土する祭祀遺物は、周

辺に存在する遺跡群の中でも、群を抜いた斌と広が

りを持つ。その中で鼈に対する祭祀、土器廃棄に伴

う祭祀、馬形や鳥形を伴う祭祀などの可能性を指摘

してきたが、あくまでも可能性の域を脱することが

できなかった。その中で、滑石製馬形（一部鳥形）

を古墳時代後期の土器群を供伴して確認できたこと

は、意味深いことであるとおもわれる。ただ、その

遺物がどのような祭祀の時に使用されたかという問

題について解決することができなかった。一般に、

馬形は、水との関連性を強く伺うことができ、水神

への奉献品として意味付けられているが、それは、

遺物の出土位置からの推測や民俗伝承から持たらさ

れた考えであろう。さらに、漢神信仰から行疫神や

祟り神の乗り物で、それらの神の動きを封じて災い

を祓う祓い具としても考えられている。本遺跡では、

そのどちらなのか、位置や出土状況からは判別でき

ない。今後の課題となろう。ただ、この祭祀行為集

団については、周辺の地形や祭祀遺物の分布状況か

ら、「家祭」程度を行う小規模集団ではなく、本遺跡

と隣の神保富士塚遺跡を含めた、古墳時代後期の村

落共同体であったと考えられる。
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第 6 節ま と め

長根羽田倉遺跡は、関越自動車道上越線建設に伴

う事前発掘調査である。この地は、北方を東流する

鏑川が形成した上位河岸段丘面上に位置し、上越線

は、このような上位河岸段丘面上を藤岡から甘楽町

まで通過する。調査の結果、本遺跡からは、 4 世紀

前半および 6 世紀前半から 11世紀までの竪穴住居跡

が合計133軒確認でき、 4 世紀から 6 世紀までおよそ

2 世紀ほどの断絶期はあるものの、その後、 6 世紀

から 11世紀までの500年間にわたってこの地に居住

していた人々の生活跡を調査することができた。こ

のような状況は、他の上位河岸段丘面でも確認され

ており、古代において、上位河岸段丘面上には大集

落が営まれる傾向があった。河川の氾濫等の影響を

受けない安定した土地であったからと考えられる。

調査結果の中で最も特筆すべきことは、古墳時代

後期にこの地で滑石製模造品が製作され、それらと

共に全国的にみても大変貴重な滑石製馬形を用いた

祭祀行為が行われていたことが判明したことであ

る。すなわち、この時期の住居跡の40％から、滑石

の成品・未成品・原石・石核・チップなどが数点ず

つ出土しており、さらに製作とかかわりのある砥

石・敲打石・エ作台等も数多く出土した。ただ、そ

の出土状況がいわゆる工房跡のように多量の滑石類

を出土するような住居跡はなく、あたかも「集落内

自給的生産Jの形態を思わせる状況であった。さら

に本遺跡の東端の谷地に臨む斜面の肩部からは祭祀

行為の叢終段階の祭祀用品の廃棄場所と思われる遺

構が確認され、そこから多量の土師器・須恵器、勾

玉・臼玉・有孔円板・剣形などの滑石製模造品・エ

作用石器類と供伴して滑石製馬形が出土した。以上

のことから、本遺跡は周辺の他の遺跡とぱ性格を異

にする地域であるといえる。さらに祭祀遺構出土の

多量の須恵器のうち、遺構を代表するような土器30

点について胎土分析を行った。その結果、秋間・乗

附•吉井•藤岡の窯跡群からの土器の他、東海から

の搬入された可能性のある土器も確認され、古代の
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土器の需給関係の一端をみることができた。

また、 8 世紀後半の住居跡 2 軒からは、紡錘車の

未成品や鉄製の緊状工具・鎌転用エ具などが出土し、

紡錘車を製作したと考えられ、注目される。

住居跡以外の遺構としては、遺跡東端の谷地に浅

間山 B軽石で覆われた水田が確認された。

本遺跡の調査にはいる以前、この地は、辛科神社

が本遺跡の北東250mの位置に鎮座していることか

ら古代『多胡郡』内の「韓級郷」の比定地とされて

いた。辛科神社については、『神道集』や『上野国神名帳』

の記載から多胡郡の鎮守と考えることができ、また、

宝物として伝えられている懸仏の銘文から鎌倉時代

初頭までさかのぽることができる。さらに、（財）群

馬県埋蔵文化財調査事業団の関越自動車道新潟線地

域の国分寺中間地域の発掘調査で出土した「辛神人

口（宿力）子稲麿」とヘラ描きされた平瓦からは 9世紀に

おいて韓級郷（辛科郷）内に神道となんらかの関連性

のある人物の存在を窺わせている。実際の調査では、

古代「韓級郷」を直接裏付ける資料は確認されなかっ

たものの、本遺跡から出土した多最の祭祀遺物は、

神道との密接な関連性を窺わせる。古代「韓級郷」

は、伝統的に祭祀と深い関係のある地域であるとの

仮説に基づき、同じ関越道上越線関連の矢田遺跡か

ら「八田郷」と線刻された紡錘車や「八田」と読め

る墨書土器が出土していることから、この地域では、

古代の地名が比較的良く伝承されているということ

を傍証として、本遺跡は古代『韓級郷』内の一部分で

ある可能性が現在のところ最も高いと考えられる。

このように長根羽田倉遺跡の発掘調査では多くの

成果を上げることができるとともに多くの課題も残

された。今後、周辺の調査がなされ、残された課題

が解決されることを願ってやまない。

最後に長根羽田倉遺跡の調査は、群馬県教育委員

会、日本道路公団、吉井町農協をはじめ、多くの方々

の御指導・御支援や、直接調査に携わった発掘調査

作業員、整理補助員など多くの方々の御協力のお陰

で終了することができた。深く謝意を申し上げ、ま

とめと致します。
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附編科学分析

附編科学分析

第 1節胎土分析 花岡絋ー・鹿沼栄輔

はじめに 観察の所見と肉眼による製作地の推定は付表（胎土

1979年からはじまった胎土分析は、約600点を越 分析試料観察表）のとおりである。

え、現在に至っている。その結果、県内10箇所に存

在する窯跡群のうち、吉井・乗附（観音山丘陵）・秋

間・中之条・月夜野・笠懸窯跡群について、傾向・

領域を知るとともに消費地出土須恵器の製作地同定

を可能にし、さらに、各窯跡群の胎土傾向は、存在

基盤層と有機的な関係にある点も、次第に判明して

きた。

今回の分析は、長根羽田倉遺跡の 2 号・ 3 号土器

集積出土の須恵器30点を扱う。長根羽田倉遺跡の 2

号・ 3 号土器集積は、 7 世紀前半の祭祀跡と考えら

れる。そこからは多くの土師器片・滑石製模造品・

工作用石器類とともに須恵器片も数多く出土してい

る。 (2 号・ 3 号土器集積出土土器合計5,216片、

特に 3 号土器集積出土土器の内、 14％が須恵器であ

る。）これらの土器は、滑石製模造品とともに神に供

献されたものと考えられる。群馬県内では、数多く

の祭祀跡が確認されているが、 7 世紀代の祭祀跡は、

たいへん数が少なく、その様相がつかめていない。

本遺跡の 2 号・ 3 号土器集積の祭祀跡はその意味で

たいへん価値のおるものと思われる。この遺構から

出土した須恵器の胎土分析を行うことにより、産地

を同定し、産地と消費地である本遺跡の需給関係を

知る手掛かりをつかむことが可能となる。

1. 試料の選択

今回の分析試料は、長根羽田倉遺跡の 2 号土器集

積より出土の須恵器10点、 3 号土器集積より出土の

須恵器20点を抽出した。それぞれ遺構を代表し得る

7 世紀代の須恵器、あるいは、遺構の性格付けに寄

与し得る背景にある須恵器を選んだ。各試料の肉眼
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2. 分析の目的と意図

蛍光X線による定性（元素）分析の有効性は製作

地の同定と原料の推定にあるため、今回の分析目的

をそこに置いた。具体的な内容に関しては、下記の

とおりである。

① 試料No.647 • 648 は肉眼観察では東海からの搬入

と思われる。分析で東海地方の製品と比較したい。

② 本遺跡が立地的に吉井•藤岡・乗附・秋間窯跡

群と近接しているため、それぞれの窯跡群出土の

製品と分析で比較したい。肉眼観察では以下のと

おりである。

吉井窯跡群の製品の可能性のあるもの

試料No.631 • 632 • 636 • 639 • 652 • 654 • 656 

藤岡窯跡群の製品の可能性のあるもの

試料No.631 • 632 • 652 

乗附窯跡群の製品の可能性のあるもの

試料No.631 • 632 • 633 • 634 • 635 • 638 • 640 • 645 • 

646 • 649 • 650 • 651 • 652 • 653 • 655 • 657 

秋間窯跡群の製品の可能性のあるもの

試料No.633 • 637 • 640 • 650 • 653 • 655 • 657 • 659 • 

660 

3. 分析方法及び測定条件

蛍光X線分析分析用試料は各試料を10m以下に

粉砕し、 5~10gを径 4 cmの円板に成型して使用し

た。測定条件は次のとおりである。

蛍光X線分析装置；理学電機跨KG-4 型

分光結晶； Fe. Sr. Rbには LiF (2d = 4. 028A') 

Ca.K.Ti .Si .A] には EDDT (2d=8. 
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第517図 2 号・ 3 号土器集積出土胎土分析試料実測図 (2)

第23表 祭祀遺構出土土器胎土分析資料観察表

図番号▲
器種

出土位置
大 き さ

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

2-1 須恵器 2 区 06 C 口一高一 ①細・白色微砂粒少箪 ロクロ整形。（右回転） 吉井•藤岡・乗附

631 杯蓋 09(0-5) 体部～口縁部片 ②還元・普通 ③灰色

2-2 須恵器 2 区 07 C 口(13.6) 尚一 ①細・黒色微砂粒少紐 ロクロ整形。（右回転） 吉井•藤岡・乗附

632 杯蓋 09(D-6) 体部～口縁部片 ②還元・硬 ③灰色

2-3 狙恵器 2 区 06 C ロー尚一 ①細•黒色微砂粒少望、白 ロクロ整形。（右回転） 表面は灰色

633 坪蓋 09(D-5) 体部片 色微砂粒多址 ②還元・硬 秋間・乗附

2 -4 須恵器 2 区 06 C 口一高一底一 ①細•黒色微砂粒少量 ロクロ整形。（右回転） 体部箆 乗附

634 坪身 09(D~ 5) 体部片 ②還元・軟 ③灰白色 削り調整。

2-5 須恵器 2 区 06 C 口(12.0) 高一 ①細・白色微砂粒少鼠②還 ロクロ整形。（右回転） 乗附

635 坪蓋 10(E~5) 口縁部片 元・硬③オリープ灰色

2 -6 須恵器 2 区 06 C 胴部片 ①細・白色微砂粒少絨 紐作り後、ロクロ整形。（右回転） 吉井

636 甕 09 (D -5) （縦3 5 横41) ②還元・硬 ③灰色 内面青海波叩き。外面斜格

子叩き。

2-7 須恵器 2 区 06 C 頸部片 ①普通・白色微砂粒少鼠 紐作り後、ロクロ整形。（右回転）

637 甕 09(D-5) （縦5 0 横58) ②還元・硬 ③暗灰色 内面撫で。

2-8 須恵器 2 区 06 C 胴部片 ①普通・黒色微砂粒少絨 紐作り後、ロクロ整形。（右回転） 秋間・乗附

638 甕 09 (D-5) （縦3.0 横35) ②還元・硬 ③灰色 内面青海波叩き。
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図番号
器種

出土位置
大 き さ

①胎土 ②焼成 ③色調 成形・整形の技法 備 考
器形 残存状態

2-9 須恵器 2 区 06 C 胴部片 ①普通・白色黒色微砂粒 紐作り後、ロクロ整形。（右回転） 中間に鈍い黄橙色

639 甕 09 (D-5) （縦2.0 横2.0) 少鼠 ②還元・軟 ③灰 内面青海波叩き。 帯あり。吉井

色

2-10 須恵器 2 区 06 C 胴部片 ①細•黒色微砂粒少鼠 紐作り後、ロクロ整形。（右回転） 秋間・乗附

640 互一 09 (D-5) （縦2.1 横30) ②還元・硬 ③灰白色 外面格子叩き。

3 -1 須恵器 埋没土 口(120) 高一 ①細•黒色白色鉱少鼠 紐作り後、ロクロ整形。（右回転） 秋間・搬入

641 坪蓋 体～端部片 ②還元・硬 ③暗灰色

3 -2 須恵器 埋没土 口(14 0) 高一 ①粗・灰色鉱微雇 ②還 紐作り後、ロクロ整形。（右回転）

642 坪蓋 体～端部片 元・普通 ③灰白色

3 -3 須恵器 埋没土 口一高一 ①細•黒色微鉱少兄 ② 紐作り後、ロクロ整形

643 坪蓋 体部片 還元・硬 ③灰色 （右回転）

3-4 須恵器 埋没土 口一高一 ①普通・黒色白色微鉱少 紐作り後、ロクロ整形。（右回転）

644 坪蓋 口縁部片 鼠②還元・硬③オ

リープ灰色

3-5 須恵器 2 区 03 C 0 口一高一 ①細•黒色微鉱少星 ② 紐作り後、ロクロ整形。（右回転） 乗附

645 坪蓋 8 (C-2) 体部片 還元・硬 ③灰色

3-6 須恵器 2 区 03 C 口(I O. 7) 尚一底一 ①普通・白色鉱少星 ② 紐作り後、ロクロ整形。（右回転） 吉井

646 坪身 09(D-2) 口～体部片 還元・硬 ③暗灰色

3-7 須恵器 埋没土 口 (9 4) 高一底一 ①細・白色微鉱微兄 ② 紐作り後、ロクロ整形。（右回転） 自然釉付着

647 甕（壺） 口～頸部片 還元・硬 ③灰色 外面に波状文。 搬入（東海）

3-8 須恵器 2 区 03 C 口 (12.1) 高一底一 ①細・白色微鉱微量 ② 紐作り後、ロクロ整形。（右回転） 搬入（東海）

648 甕 OS(C-2) 口縁部片 還元・硬 ③灰色 外面に波状文。

3-9 須恵器 2 区 05 C 口 (24.4) 高 (49.5) ①細•黒色微鉱少屈 ② 外面紐作り後、口縁部横撫で。 外面に自然釉付着

649 大甕 09(D~ 4) 底ーロ～底部％ 還元・硬 ③灰色 胴部格子叩き。内面 口縁部横 乗附

撫で。胴部は青海波叩き。

3-10 須恵器 2 区 04 C 口一高一底一 ①細•黒色微鉱少量 ② 紐作り後、ロクロ整形。（右回転） 自然釉付着

650 甕 OS(C-3) 胴部片 （縦90 横54) 還元・硬③オリープ灰色 外面平行叩き。内面青海波 乗附・秋間

叩き。

3-11 須恵器 2 区 02 C 口 (14. 2) 尚一底一 ①細・白色微鉱微械 ② 紐作り後、ロクロ整形。（右回転） 全体に自然釉付着

651 甕 08 (C -1) 口～胴部汎 還元・硬③オリープ灰色 外面斜格子叩き。内面青海 乗附

波叩き。

3-12 須恵器 2 区 03 C 口一高一底一 ①普通・白色黒色鉱少量 紐作り後、ロクロ整形。（右回転） 吉井•藤岡・乗附・

652 甕 08 (D-1) 胴部片 ②還元・硬 ③灰色 外面平行叩き。内面青海波 秋間

（縦10. 2 横6 8) 叩き後、すり消し。

3-13 須恵器 2 区 04 C 口一高一底一 ①細・白色鉱少量 ②還 紐作り後、ロクロ整形。（右回転） 乗附・秋間

653 甕 08(C~3) 胴部片 元・硬 ③灰色色 外面格子叩き後、すり消し。

（縦9.5 横12. 5) 内面青海波叩き。

3-14 須恵器 2 区 05 C 口一尚一底7.0 ①細・白色鉱少鼠 ②還 紐作り後、ロクロ整形。（右回転） 底部に自然釉付着

654 g ギ 09 (D-4) 胴～底部 % 元・硬 ③オリープ灰色 内面青海波叩き。 吉井

3-15 須恵器 2 区 03 C 口一高一底一 ①細•黒色鉱多量 ②還 紐作り後、ロクロ整形。（右回転） 自然釉付着

655 士g 09(D-2) 胴部 % 元・硬 ③オリープ灰色 乗附・秋間

3-16 須恵器 2 区 04 C 口一高一底一 ①細・白色微鉱微量 ② 紐作り後、ロクロ整形。（右回転） 断面、 3 層。

656 甕 09(D-3) 胴部片 （縦95 横75) 還元・硬 ③灰色 外面胴部下半格子叩き。内面 吉井

胴部下半、青海波。

3-17 須恵器 2 区 03 C ロー高一底一 ①細•黒色微鉱少箪 ② 紐作り後、ロクロ幣形。（右回転） 秋間・乗附

657 甕 09(D-2) 胴部片 （縦52 横4 5) 還元・硬 ③灰白色 外面斜格子叩き後、回転カキ

目。内面青海波叩き。

3-18 須恵器 2 区 04 C ロー蘭一底一 ①細•黒色微鉱少菫 ② 紐作り後、ロクロ整形。（右回転）

658 甕 09(D-3) 胴部片 還元・硬 ③灰色

3-19 須恵器 2 区 04 C 口一高一底一 ①細•黒色微鉱少量 ② 紐作り後、ロクロ整形。（右回転） 秋間・搬入

659 g ギ 08(C-3) 胴部片 還元・硬 ③灰白色 （東海）

3-20 須恵器 2 区 04 C ロー高一底一 ①粗・白色微鉱少量 ② 紐作り後、ロクロ整形。（右回転） 自然釉付着

660 甕 07(B-3) 胴部片 （縦37 横65) 還元・硬 ③暗灰色 外面回転カキ目。内面青海 秋間・乗附

波叩き。

第24表 祭祀遺構出土土器胎土分析試料結果

Si02(%) | Al203(%) | Fe203(%) | Ti02(%) |CaO(%)I MgO(%) | K20(%) |Sr/Rb I Ca/K 備 考

62.0 17. 8 7.84 1.03 1.24 2.38 1.58 1.60 1.05 I 吉井•藤岡・乗附
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こ SIO2(%) Aし03(%) Fe2031%) Ti0,1%1 Ca01%l Mg01%) 氏01%) Sr/Rb Ca/K 備 考

632 74.1 20 0 3.78 0.89 0.30 1.07 1 44 0 63 0.26 吉井•藤岡・乗附

633 79.0 17 7 3.53 0.90 1.37 0.99 1 34 0 77 0 35 秋間・乗附

634 67 8 71.8 5 36 0 84 0 23 1 91 2.19 0.75 0.13 乗附

635 71 1 19.0 3 60 0 86 0 23 1 40 2.05 0.67 0.14 乗附

636 65.8 24.6 3 06 0 97 0 43 0 80 1.32 2.15 0.42 吉井

637 61 5 19.1 9 81 1 05 0 54 1 09 1. 73 7.83 0. 41 

638 72 0 19.0 3 28 0 81 0 37 1 39 1.83 0.87 0.26 秋間・乗附

639 66 2 24.3 4 64 1 08 0 51 0. 92 1.84 2.30 0.54 吉井

640 78 9 172.1 2 27 0 91 0 21 1.15 1. 21 0.51 0.21 秋間・乗附

641 75 0 17 6 3 50 O‘8 9 0 30 0 87 1 32 0 63 0 28 秋間・般入

642 68 9 21.2 5.69 1 01 0 60 I 32 1.48 2.87 0.53 

643 69 2 20.8 4.38 0. 79 1.12 0.35 l. 21 6.25 1.22 

644 67.3 20 6 6.90 0,93 0.54 0.92 1 48 3 47 0 47 

645 71 9 21.4 2 56 0 86 1 48 1.26 1 87 3 72 0 34 乗附

646 69.6 22 6 4.64 0.78 0.30 1.18 1.39 0 64 0 27 吉井

647 74.8 17 7 3. 21 0. 71 0.14 I. 71 2. 21 0. 51 0.07 搬入（東海）

648 72 7 18 4 3 03 0 80 0. 23 1 49 2 45 0 65 0 12 搬入（東海）

649 66 9 17. 7 6 01 0 80 0 65 1. 91 2.46 0 74 0.35 乗附

650 73.6 17.5 3 53 0 99 0 43 1 02 1. 24 1 12 0.44 乗附・秋間

651 75 0 17. 7 4.07 0 74 0 79 1 18 1.66 0.74 0.63 乗附

652 72 7 18 8 3.13 0 72 0.65 0 35 1. 81 3.34 0 47 
吉井•藤岡・乗附
秋間

653 73 5 18.0 3 74 0 69 0 20 1 85 2.17 0.67 0.12 乗附・秋間

654 69.5 21. 2 2.63 0. 78 0 51 0 99 1.66 3.54 0.41 吉井

655 71.0 17. 3 5.81 0.67 0.30 1.08 1.61 0.96 0.24 乗附・秋間

656 57.4 25 4 8.75 1.14 0. 72 0.93 0 56 1 67 1 60 吉井

657 68 1 23.5 4 00 0 90 0 40 I 21 1 32 0 73 0 39 秋間・乗附

658 69 9 20.6 4.10 0 86 0 27 1 20 1 50 0 50 0.23 

659 71.9 18.2 3.02 0. 77 0 25 1 74 2.30 0.70 0.14 秋間・搬入（東海）

660 61 5 24 5 6.29 1.08 1.26 1.32 0.98 3.65 1.69 秋間・乗附
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第518図 Sr/Rb と Ca/Kのグラフ (I)

808A0) MgにはADP (2d=10.648 MgKa 、 SrKa 、 RbKa の各 1 次線を使用

A゜） した。

検出器： LiFを使用したとき、 S • C, X線照射面積： 20mm cp

EDDT、 ADPを使用したとき、p. C, 標準試料：群馬県埋蔵文化財調査から依頼を受け

時定数： 1 た土器 6 点 (295 、 310 、 336、 345、 360 、

計数法： Fe、 Ca 、 K、 Ti、 Sr、 Rb はチャートに 380) を化学分析し、標準試料とした。

より、 Si、 Al 、 Mgは定時計数法によっ

た。なお、チャートは、 4 ゜／min とした。 4. 試験結果

波高分析器；積分方式 試験結果は表のとおりで、 Ca/K、 Sr/Rb について

測定線； FeK13 、 CaKa 、 KKa 、 TiKa 、 AIKa 、 図示した。また、今回の結果の比較・検討資料とし
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第519図 Sr/Rb と Ca/Kのグラフ (2)

て、近在の古窯跡群と渥美・常滑焼の領域を示すグ (2) 乗附（観音山丘陵）窯跡群の領域との比較では

ラフを載せた。 No.631 • 632 • 633 • 635 • 638 • 640 • 641 • 646 • 648 • 

以下に分析目的の①、②について結果を報告する。 649 • 650 • 651 • 652 • 653 • 655 • 657 • 658 • 659が

(1) 県外からの搬入製品に見えたNo.647 、 648 は、既 その領域に入る。

分析値の中では、 Ca/K と Sr/Rb との値が最小に (3) 秋間窯跡群の領域との比較ではNo.632 • 633 • 

近く、既領域では、渥美・常滑焼の領域や県内で 634 • 635 • 638 • 640 • 641 • 646 • 647 • 648 • 649 • 

も最小値の秋間窯跡群の領域に入る。渥美・常滑 651 • 653 • 657 • 658 • 659が入り、 No.650 • 655が近

焼の窯からの搬入の可能性が大きいと言える。 接する。
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(4) 吉井・藤岡窯跡群の領域との比較では、 No.631 ・

636·639•642•644·652·656が領域に入り、 No.645·

654) が近接する。

(5) 藤岡窯跡群は試料が少なく、領域設定されてい

ないので比較困難である。

(6) 試料No.637 • 643については県内の大窯跡群の領

域内に入らず、既660点の分析で Sr/Rb の値が高

く、 6.00を越えた例は、『清里・陣場遺跡j帥群馬

県埋蔵文化財調査事業団 1981出土のNo.3 （室町時

代後期軟質陶器） •No. 5·6·7 （平安時代後期土

師質土器）、新保遺跡（「塚廻り古墳群」（群馬県教

育委員会） 1980) 出土のNo. 2 • 3 （弥生時代後期

の土器）である。

5. まとめ

本遺跡の 2 号・ 3 号土器集積出土の須恵器は、吉

井・藤岡・乗附・秋間という近在の窯跡群で製作さ

れたものと東海の渥美・常滑地方で製作されたもの

が混在していることが判明した。すなわち、 7 世紀

という時代に単一の窯との需給関係ではなく、複数

の窯とのかなり広範囲の需給関係が成り立っていた

ことが明らかになった。ただ、 2 号・ 3 号土器集積

は、およそ半世紀ほどの長期間にわたり祭祀を行っ

たと思われる遺構であり、例えば、 1 回の祭祀行為

のときに使用される須恵器の需給関係については単

ーの窯からか複数の窯からなのかは不明である。こ

の点については今後の調査を待ちたい。また、この

祭祀遺構出土の須恵器と周りに存在する 6 世紀後半
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~7 世紀前半の住居跡出土の須恵器との比較も今回

は、行うことができなかった。反省点として上げて

おきたい。今後、何等かの機会に分析が行えること

を期待したい。

県内の胎土分析資料

a) 「土器の胎土分析」「塚廻り古坑群J（群馬県教育委員会） 1980

年 花岡紘ー・石塚久則

b) 「瓦の胎土分析」「天代瓦窯逍跡J （中之条町教育委員会） 1982

年花岡紘ー・大江正行

C) 「温井遺跡出土須恵器の胎土分析」「温井遺跡J （群馬県教育

委員会） 1981年花岡紘ー・真下高幸

d) 「瓦の胎土分析について」「山王廃寺跡第 7 発掘調査報告書」
（前橋市教育委員会） 1982年花岡紘ー・田口正美

e) 「土器の胎土分析について」「清里・陣場遺跡J （群馬県埋蔵

文化財調査事業団） 1982年 花岡紘ー・中沢悟

f) 「藪塚東遺跡出土土器の胎土分析」「藪田東遺跡J （群馬県埋

蔵文化財調査事業団） 1982年 花岡紘ー・中沢悟•原雅信

g) 「大釜遺跡・金山古墳出土土器の胎土分析」「大釜遺跡・金山

古墳群J （群馬県埋蔵文化財調査事業団） 1983年 花岡紘ー・

大西雅広

h) 「奥原・古墳群出土須恵器の胎土分析」「奥原古墳群J （群馬

県埋蔵文化財調査事業団） 1983年 花岡紘ー・石塚久則

I) 「月夜野古窯跡群の胎土分析」「土器部会研究資料Nu 2 」（群

馬歴史考古同人会） 1983年花岡紘ー・大江正行

j) 「須恵器の胎土分析について」「三ツ木遺跡J （群馬県埋蔵文
化財調査事業団） 1984年花岡紘ー・飯田陽一

k) 「糸井宮前遺跡出土須恵器の胎土分析」「糸井宮前遺跡 I J（群

馬県埋蔵文化財調査事業団） 1985年 花岡紘ー・山口逸弘

I) 「土器の胎土分析について」「吉田遺跡J （境町教育委員会）
1985年花岡紘ー・加部二生

m) 「村主遺跡出土土器を中心とした胎土分析」「大原 II 遺跡・村

主遺跡J （群馬県埋蔵文化財調査事業団） 1986年花岡紘ー・

中沢悟

n) 「古墳出土須恵器の胎土分析」「下触牛伏遺跡」（群馬県埋蔵

文化財調査事業団） 1986年花岡紘ー・小島敦子

o) 「胎土分析」「下東西遺跡」（群馬県埋蔵文化財調査事業団）
1987年花岡紘ー・三浦京子

P) 「胎土分析」「田篠上平遺跡J （群馬県埋蔵文化財調査事業団）
1988年花岡紘ー・小沢直樹・依田治雄

q) 「胎土分析」「上栗須遺跡・下大塚遺跡・中大塚遺跡J （群馬

県埋蔵文化財調査事業団） 1989年 花岡紘ー・斉藤利昭
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1. はじめに

長根羽田倉遺跡では、発掘調査によって浅間 B テ

フラの下層から畦畔状の遺構が検出され、水田では

ないかと見られていた。

今回の調査は、同水田跡の分析的確認と、その他

の層における水田跡の探索を目的として行なわれた

ものである。

以下に、プラント・オパール分析調査の結果を報

告する。

2. 試料

サンプリングは、昭和62年 5 月 13 日に行なった。

サンプリング地点は第520図に示すA~E地点の 5

地点である。

基本層序は 1 層～ 7 層に分層された。このうち、

1 層は現表土層、 5 層は浅間 B テフラ層、 7 層はロー

ム層である。畦畔状の遺構が検出されたのは 6a層

の上面である。なお、同調査区では FAや浅間 C テ

フラは確認されなかった。

試料は、 D地点については 1 層から 7 層迄各層ご

とに 5~10cm間隔で採取した。その他の地点につい

ては、 5 層以下について同様に採取した。採取にあ

たっては、 50ccサンプル管およびポリ袋を用いた。

採取した試料数は30点で、これらすべてについて

分析を行なった。

3. 分析法

プラント・オパールの抽出と定量は、「プラント・

オパール定量分析法（藤原、 1976) 」をもとに、つぎ

の手順で行なった。

試料の絶乾（105℃ •24時間） →仮比重測定→試料

約 l gを秤量→ガラスビーズ混入（直径約40um, 約

30万個） →脱有機物処理（電気炉灰化法） →超音波

による分散（150W ・ 26KHZ· 15分間） →沈底法によ

古環境研究所

る 20um以下の微細粒子除去→乾燥→オイキット中

に分散→プレパラート作成→検鏡・計数。なお、試

料とガラスビーズの秤量は電子分析天秤を用いて l

万分の l gの精度で行なった。

プラント・オパールの同定は、おもに機動細胞に

由来するプラント・オパール（以下、プラント・オ

パールと略す）を対象として400倍の偏光顕微鏡下で

行なった。プラント・オパールの計数と同時にガラ

スビーズ個数をカウントし、これをガラスビーズ個

数が300以上になるまで行なった。これはほぼプレパ

ラート 1 枚分の精査に相当する。

こうして計測された計数結果（各プラント・オパー

ル個数／ガラスビーズ個数）に試料 l gあたりに混

入されたガラスビーズ個数をかけて、試料 l gあた

りのプラント・オパール個数を求めた。これに仮比

重をかけて、試料 1 ccあたりのプラント・オパール

個数を求めた。

このようにしてイネのプラント・オパール密度を

測定していくと、水田が埋蔵されている層にピーク

が現われるのが通例である。通常、イネのプラント・

オパールが試料1ccあたり 5,000個以上検出された場

合に、水田跡の可能性があると判断している。

プラント・オパール密度（個／cc) に表 l の換算

計数（機動細胞珪酸体 1 個あたりの植物体各部乾重）

をかけて、植物体生産量(t/lOa ·cm) を産出した。

これに層厚をかけて、その層の堆積期間中に生産さ

れた植物体の総量(t/lOa) を推定した。

表 1 各植物体の換算係数（単位： 10-5g)藤原

(1979) の第 1 表を一部改変

植物名 葉身 全地上部 種実

イ ネ 0.51 2.94 1. 03 

ヒ 工 1. 34 12.20 5.54 

ヨ シ 1. 33 6.31 

ゴキダケ 0.24 0.48 

ス ス キ 0.38 1.24 
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4. 分析結果

イネ、キビ族（ヒエなどを含む）、ヨシ属、タケ亜

か（竹笹類）、ウシクサ族（ススキなどを含む）につ

いて同定・定量を行ない、数値データを表25 に示し

た。上記以外については、検出数が少ないため割愛

した。表26 に各層の深度、層厚、仮比重の値ととも

に、イネの推定生産量を示した。

図 521 にイネのプラント・オパール密度と変遷を

示した。柱状図内のドットは、試料の採取箇所を示

している。図522 、 523 、 524 に、イネ，ヨシ属，タ

ケ亜科について植物体生産量と変遷を示した。

5. 考察

一方、 A地点と B地点の 6a層では、イネのプラン

ト・オパールが、 5,000個／cc以上と多量に検出され、

明らかなピークが認められた。したがって、これら

の地点の 6a 層で稲作が行なわれていた可能性は

高いと考えられる。

以上のことから、同調査区の少なくとも A地点、

B 地点周辺に、 6a層水田跡が分布していたものと

推定される。

(2) 稲籾生産総量の推定

水田跡である可能性が高いと考えられる A地点と

B 地点の 6a層で生産された稲籾の総量は、それぞ

れ4.3t, 2. 7tと算出された。（表26参照）。当時の稲籾

の年間終了を10aあたり 100kgと仮定すると、これら

(1) 水田跡の検証と探索 の地点の 6a層で稲作が営まれたのは、約30~40年

D 地点では、 1 層（現耕作土層）から 7 層（ロー 間であったものと推定される。

ム層）まで連続的に分析を行なった。その結果、 1 なお、これらの値は、収穫方法が穂刈りで行なわ

層， 3 層， 4 層ではイネのプラント・オパールが5, れ、稲わらがすべて水田内に還元されたことを前提

000 個／cc前後検出され、明らかなピークが認めら として求められている。したがって、ここで推定し

れた。このことは、これらの層で稲作が行なわれた た稲籾の生産総量ならびに稲作期間は、あくまでも

可能性が高いことを示している。 目安として考えられたい。

2 層， 5 層， 6a層， 6b層ではイネのプラント・

オパールは検出されたが、いずれも 2,000個／cc前後

と少量である。また、これらの層の上部には上述し

た高密度の地層があることから、上層からプラン

ト・オパールが混入した可能性が考えられる。 6a層

（浅間 B テフラ直下層）は、発掘調査の所見から水

田跡ではないかとみられていたが、同層で稲作が行

なわれていた可能性は低いと考えられる。これは、

D 地点， E地点の 6a層についても同様であろう。
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第25表 試料 1 ccあたりのプラント・オパール個数

A地点

試料名 | イ ネ ヨ シ 属 タケ亜科 ウシクサ族 キ ピ 族

5 2,800 900 20,800 900 

゜6 a 5,200 3,100 26,000 1,000 

゜6-l 

゜
1,000 27,200 2,000 

゜6-2 

゜
1,000 26,600 1,000 

゜6-3 

゜
2,000 21,900 1,000 

゜B 地点

試料名 イ ネ ヨ シ 属 タケ亜科 ウシクサ族 キ ピ 族

5 

゜ ゜
1,900 

゜ ゜6 a 5,300 2,100 25,400 1,000 1,000 

6-1 900 1,900 20,900 900 

゜6-2 1,100 3,500 21,400 

゜ ゜6 -3 1,000 3,000 19,200 

゜ ゜7 

゜ ゜
1,800 

゜ ゜C 地点

試料名 イ ネ ヨ シ 属 タケ亜科 ウシクサ族 キ ピ 族

5 2,000 

゜
13,600 2,000 

゜6 a 900 1,900 17,200 1,900 

゜6 1,000 3,000 21,100 2,000 

゜D地点

試料名 イ ネ ヨ シ 属 タケ亜科 ウシクサ族 キ ピ 族

8,000 800 14,300 800 800 

2 2,200 1,100 20,000 3,300 

゜3-1 4,400 

゜
23,500 3,300 1,100 

3-2 5,400 1,000 29,600 3,200 2,100 

3-3 5,300 

゜
18,000 2,100 1,000 

4 4,200 

゜
21,400 2,100 

゜5 2,000 3,000 18,100 1.000 1,000 

6 a 1,700 800 20,600 1,700 

゜6 b-1 800 800 16. 000 

゜
800 

6 b-2 

゜
900 13,600 

゜ ゜6 C -1 

゜ ゜
15. 400 

゜ ゜6 C -2 

゜
1,900 14,800 

゜ ゜E 地点

試料名 イ ネ ヨ シ 属 タケ亜科 ウシクサ族 キ ピ 族

5 900 

゜
9,800 900 

゜6 a 1,800 1,800 19,400 

゜ ゜6 b 900 900 19,900 900 900 

6 C 

゜
1,900 17,100 1,900 

゜
562 
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第26表 イネの推定生産量

A地点

層 名 深さ cm 層厚 cm 仮比重 PO数／cc 已 わら重10 a. cm 門 籾重
10 a.cm 

稲t籾/lO総a量

5 63 13 1.08 2,800 0.53 0 29 3.75 

6 a 76 8 1.10 5,200 0.99 0 54 4.28 

6-l 84 11 1.13 

゜
0.00 0 00 0.00 

6-2 95 11 1.13 

゜
0 00 0 00 0.00 

6-3 106 1.13 

゜
0 00 0 00 

B 地点

層 名 深さ cm 層厚 cm 仮比重 PO数／cc 円 わら重
lOa.cm 

円 籾重
10 a.an 稲t籾/l総Oa量

5 90 5 1 08 

゜
0 00 0.00 0 00 

6 a 95 5 1 16 5,300 1 01 0.55 2 73 

6-1 100 7 1 13 900 0 17 0.09 0 65 

6-2 107 7 1.13 1,100 0.21 0 11 0.79 

6-3 114 6 1.13 1,000 0.19 0.10 0.62 

7 120 1.00 

゜
0.00 0.00 

C地点

層 名 深さ cm 層厚叩 仮比重 PO数／cc 円 わら重
lOa.cm 

円 籾重
10 a.cm 稲t籾/lO総a量

5 100 10 1.08 2,000 0 38 0 21 2 06 

6 a llO 5 0 97 900 0 17 0.09 0 46 

6 115 l 00 1,000 0.19 0 10 

D地点

層 名 深さ cm 層厚 cm 仮比重 PO数／cc 円 わら重
lOa.an 

円 籾重
10 a.cm 稲t籾/lO総a量

゜
20 0 95 8,000 1 53 0 82 16.48 

2 20 13 1 15 2,200 0 42 0.23 2 95 

3 -1 33 10 1 16 4,400 0 84 0.45 4 53 

3-2 43 10 1 16 5,400 1.03 0.56 5 56 

3-3 53 , 1.16 5,300 1.01 0 55 4.91 

4 62 13 1.15 4,200 0.80 0 43 5.62 

5 75 6 1.08 2,000 0.38 0 21 1.24 

6 a 81 7 0.97 1,700 0.32 0 18 1.23 

6 b-1 88 , 0.99 800 0.15 0 08 0. 74 

6 b -2 97 8 0.99 

゜
0.00 0.00 0.00 

6 C-1 105 10 1.03 

゜
0.00 0 00 0.00 

6 C -2 115 1.03 

゜
0.00 0 00 

E 地点

層 名 深さ cm 層厚叩 仮比重 PO数／cc , わら重
lOa.cm 

円 籾重10 a.cm 稲t籾/lO総a量

5 80 6 1 08 900 0 17 0.09 0 56 

6 a 86 , 0.97 1,800 0 34 0.19 1 67 

6 b 95 12 0.99 900 0 17 0.09 1.11 

6 C 107 1.03 

゜
0.00 0 00 
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第521 図 イネのプラント・オパール密度と変遷
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第522図 おもな植物の推定生産量と変遷 (I)

565 



第 4 章 成果と問題点

吉井町、羽田倉 C 地点 土 層 植物体生産量 t/lOa • cm 

10 8
 

6
 

2
 

4
 

6
 

I 0 

A
 

l
l
l
l
,
_
1

ー

1

□ ョシ・ □ タケ亜科 □ ィネ ■ ィネモミ

吉井町、羽田倉

10 8
 

6
 

D 地点

2
 

土 層 植物体生産量

4 

, t/lOa • cm 

I 0 

□ ョシ □ タケ亜科 □ ィネ ■ ィネモミ
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第 3 節 長根羽田倉遺跡出土炭化材の樹種

高橋利彦（パリノ・サーヴェイ株式会社）

1. 試料

試料はNo.1~20の20点で、古墳時代後期（鬼高III式期）から平安時代のものとされる住居跡から検出され

たものである（第27表）。いずれも建築材と考えられている。

2. 方法

試料を乾燥されたのち木ロ・柾目・板目三断面を作成、実体顕微鏡と走査型電子顕微鏡で観察・同定した。

同時に、顕微鏡写真図版（図版22~24) も作成した。

3. 結果

確実な同定のできないものもあったが、以下の 9 種類 (Taxa) に同定された。各試験料の主な解剖学的特

徴や一般的性質などはつぎのようなものである。

・モミ属の一種 (Abies sp.)マツ科 No. 8 

早材部から晩材部への移行は比較的緩やかで、年輪界は明瞭。樹脂細胞はないが、傷害樹脂道が認められ

ることがある。放射仮道管はなく、放射柔細胞の末端壁にはじゅず状の肥厚が認められる。分野壁孔はスギ

型 (Taxodioid) で 1~4 個。放射組織は単列、 1~20細胞高。

モミ属には、モミ (Abies firma) 、ウラジロモミ (A. homolepis) 、アオモリトドマツ (A. maガesii）、シ

ラベ (A. veitchii）、アカトドマツ (A. sachalinensis) の 5 種があり、アカトドマツを除く 4 種はいずれも

日本特産種である。モミは本朴1 （秋田・岩手県以南） •四国・九州の低地～山地に、ウラジロモミは本州中部

（福島県以南） •紀伊半島・四国の山地～亜高山帯に、アオモリトドマツは本州（福島県以北）の亜高山～高

山帯に、シラベは本朴l中部（福島県以南）・奈良県・四国に、アカトドマツは北海道に分布する常緑高木であ

る。モミを除いては山地～高山・寒冷地に生育する。モミの材はやや軽軟で、強度は小さく、割裂性は大き

い。加工は容易で、保存性は低い。棺や卒塔婆など葬祭具に用いられるほか、建具・器具・建築材など各種

の用途が知られている。

・ブナ属の一種 (Fagus sP.) ブナ科 No. l 

散孔材で、管孔は単独または放射方向に 2~3 個が複合、横断面では多角形、分布密度は高い。道管は単

および階段穿孔（bar) 数は10前後、壁孔は対列、数細胞高のものから複合組織まである。柔組織は短接線状

および散在状。年輪界はやや不明瞭。

ブナ属には、ブナ (Fagus crenata) とイヌブナ(F. japonica) の 2 種がある。ブナは北海道南西部（黒松

内低地帯以南） •本州・四国・九州に、イヌブナは本朴1 （岩手県以南） •四国・九州の主として太平洋側に分

布する。イヌブナのほかがブナより低標高地から生育し、またブナのような大群落をつくることはない。ブ

ナは、日本の冷温帯落樹材を代表する樹木で、かつては東日本の山地に広く生育していた。材はやや重硬で、

強度は大きいが加工はそれほど困難ではなく、耐朽性は低い。木地・器具・家具・薪炭材などの用途があっ

た。また種子は食用となり、搾油される。
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・コナラ属（アカガシ亜属）の一種[Quercus (subgen. Cyclobalanopsis) sp.] ブナ科 No. 3 、 4 、 5 、 7 、

9 、 10 、 11 、 13 、 16、 17 、 18

放射孔材で、横断面では楕円形、単独で放射方向に配列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、

放射組織との間では棚状となる。放射組織は同性、単列、 1~15細胞高のものと複合組織よりなる。柔組織

は短接線状および散在状。年輪界は不明瞭。

アカガシ亜属（カシ類）には、アカガシ(Quercus acuta) 、イチイガシ(Q. gilva）、アラカシ(Q.glauca) 

など 7 種がある。カシ類は、暖渦帯常緑広葉樹材（いわゆる照葉樹材）の主要な構成種であり、主として西

南日本に分布する。このうち最も高緯度地域にまで分布するのがアカガシで、宮城・新潟県が北限である。

材は重硬・強靱で、器具・機械・建築・薪炭材などに用いられる。また種子は食用となる。

・コナラ属（コナラ亜属クヌギ節）の一種[Quercus (subgen. Lepidobalanus sect. Cerris) sp.]ブナ科 No.19 

環孔材で孔圏外で急激に管径を減りたのち漸減しながら放射状に配列する。大道管は横断面では円形、小

道管は横断面では角張った円形、ともに単独。単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、放射組織との間では棚

状となる。放射組織は同性、単列、 1~20細胞高のものと複合組織よりなる。柔組織は周囲状および短接線

状。年輪界は明瞭。

クヌギ節は、コナラ亜属（落葉ナラ類）の中で、果実（いわゆるトングリ）が 2 年目に熟するグループで、

クヌギ(Quercus acutissima) とアベマキ(Q. variabilis) の 2 種がある。クヌギは本州（岩手・山形県以南）．

四国・九州に、アベマキは本小卜1 （山形・静岡県以西） •四国・九朴1 （北部）に分布するが、中国地方に多い。

材の解剖学的特徴のみで両者を区別することはできないが、試料はクヌギである可能性が高い。クヌギは樹

高15mになる高木で、材は重硬である。古くから薪炭材として利用され、人里近くに萌芽林として造材される

ことも多く、薪炭材としては国産材中第一の重要材である。このほかに器具・杭材、楕木などの用途が知ら

れる。樹皮・果実はタンニン原料となり、果実は染料・飼料ともなった。

・ニレ属の一種 (Ulmus sp.)ニレ料 No. 2 

環孔材で孔圏部は 1~3 列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減、塊状に複合し接線・斜方向の紋様を

なす。大道管は横断面では円形、単独、小道管は横断面では多角形で複合管孔をなす。道管は単穿孔を有し、

小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は同性、 1~5 細胞幅、 1~40細胞高。柔組織は周囲状。

年輪界は明瞭。

ニレ属にはアキニレ (Ulmus parvifolia）、ハルニレ (U. japonica) 、オヒョウ(U. laciniata) の 3 種があ

る。アキニレは本州（長野・静岡県以西） •四国・九州に、ハルニレ・オヒョウは北海道・本）小I· 四国・九州

に生育するが、ハルニレは北海道・本州北部に多く、オヒョウは北海道に多いが他に地域では少ない。ハル

ニレの材は中程度～やや重硬で、割裂性は小さく、加工はやや困難、保存性は低い。器具・家具・建築材な

どに用いられるほか、樹皮は布・縄・紙の原料となった。

・ケヤキ (Zelkova serrata) ニレ科 No.14 、 20

環孔材で孔商部は 1~5 列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減、塊状に複合し接線・斜方向の紋様を

なす。大道管は横断面では円形～楕円形、単独、小道管は横断面では多角形で複合管孔をなす。道管は単穿

孔を有し、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性III型、 1~10細胞幅、 1~60細胞高。
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しばしば結晶を含む。柔組織は周囲状。年輪界は明瞭。

ケヤキは本朴I. 四国・九朴1の谷沿いの肥沃地などに自生し、また屋敷林や並木として植栽される落葉高木

で、時に樹高50mにも達する。材はやや重硬で、強度は大きいが、加工は困難でなく、耐朽性が高く、木目が

美しい。建築・造作・器具・家具・機械・彫刻・薪炭材など各種の用途が知られ、国産広葉樹材の中で最良

のものの一つに上げられる。

・クロモジ属類以種(cf. Lindera sp.)クスノキ科 No. 6 

散孔材で横断面では角張った楕円形、単独まれに 2~3 個が放射方向に複合する。分布密度は小さい。道

管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、放射組織との間では網目状となる。放射組織は異性III型、 1~3

細胞幅、 1~30細胞高。柔組織は周囲状。年輪界はやや不明瞭。手元の現生標本中には上記の特徴を示すも

のはクロモジ属以外に見当らないが、、他種の可能性もあるため類以種とした。

クロモジ属は、ダンコウバイ (Lindera obtusiloba）、クロモジ(L. umbellata) など 6 種といくつかの変

種が自生する。常緑または落葉の低木で、西南日本に多い。最も北まで分布するのはクロモジで、北海道（渡

島半島） •本州の山地に生育する。材に方向があるため楊子とされ、種子は搾油（燈用）された。

・サクラ属の一種 (Prunus sp.)バラ科 No.15 

散孔材で横断面では角張った楕円形、単独または 2~8 個が複合、晩材部へ向かって管径を漸減させる。

道管は単穿孔を有し、内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性III型、 1~5 細胞幅、 1~30細胞

高。柔組織は周囲状および散在状。年輪界はやや不明瞭。

サクラ属には、ヤマザクラ (Prunus jamasakura) やウワミズザクラ(P. grayana) など15種が自生し、

多くの変・品種がある。また、モモ(P. persica) やスモモ (P. salicina) など古い時代に伝えられ栽培され

ているものもある。多くは落葉性の高木～低木である。このうちヤマザクラは、本州（宮城・新潟県以南）．

四国・九州の山野に分布する落葉高木で、材は中程度～やや重硬・強靱で、加工は容易、保存性は高い。各

種器具材をはじめ、機械・家具・楽器・建築・薪炭材など様々な用途が知られている。また樹皮は樺皮細工

に用いられる。

・カエデ属の一種 (Acer sp.)カエデ科 No.12 

散孔材で横断面では角張った楕円形、単独および 2~3 個が複合、晩材部へ向かって管径を漸減させる。

道管は単穿孔を有し、壁孔は対列～交互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は同性、 1

~5 細胞幅、 1~50細胞高。年輪界はやや不明瞭。

カエデ属には、イタヤカエデ (Acer mono) やイロハモミジ (A. palmatum) など約25種が自生し、また

多くの品種があり植栽されることも多い。属としては琉球を除くほぽ全土に分布する落葉高木～低木である。

一般に材はやや重硬・強靱で、加工はやや困難、保存性は中程度である。器具・家具・建築・装飾．旋作・

薪炭材などに用いられる。

同定結果を一覧表で示す（第27表）。

4. 考察

試料はいずれも建築材と考えられていることから、遺跡のごく近くで採取した樹木を加工して用いたもの
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第27表 出土炭化材の樹種

試料番号 住居跡など 時 代 種 名

1 16住 飛•島・奈良 プナ属の一種

2 36住 古墳後期 ニレ属の一種

3 37住 古墳後期 コナラ属（アカガシ亜属）の一種

4 37住 古墳後期 コナラ属（アカガシ亜屈）の一種 ... 

5 48住 古墳·. 後期 コナラ属（アカガシ亜属）の一種

6 49住 古墳後期 クロモジ属類似種

7 53住No l 古墳後期 コナラ属（アカガシ亜属）の一種

8 53住No 2 古墳，後期 モミ属の一種, 53住No 3 古墳後期 コナラ属（アカガシ亜属）の一種

10 53住No 4 古瑣後期 コナラ属（アカガシ亜属）の一種

11 53住No 5 古墳後期 コナラ属（アカガシ亜属）の一種

12 57住 古墳後期 カエデ属の一種
ヽ

13 57住 古墳後期 コナラ属（アカガシ亜属）の一種

14 57住 古墳後期 ケヤキ

15 76住 古墳・後←期‘p サクラ属の一種

16 82住 古墳後期 コナラ属（アカガシ亜属）の一種

17 85住 古墳後期 コナラ属（アカガシ亜属）の一種

18 87住 飛鳥・奈良 コナラ属（コナラ亜属コナラ節）の一種

19 , 90住 平 安 コナラ属（アカガシ亜属）の一種

20 91住 古瑣後期 ケヤキ
•~’ 

と思う。しかし、焼失住居址から検出される炭化材の残存率はごく小さく、樹種↑大きさ・使われていた場

所などによっても異なるであろう（高橋印刷中）。したがって、検出された炭化材の同定結果から、当時の用

材や周辺の植生について言及することは困難である。とくに、本試料のように 1 住居址から 1 ～数点が検出

されたにすぎない場合には、ほとんどできないと考えている。

ただ、上記のような制約のあることを認めた上で、今回同定された試料をみると、古墳時代後期のものと

される試料ではアカガシ亜属（カシ類）が比較的多いことに気付く。弥生時代中期～古墳時代前期とされる

高崎市新保遺跡では、加工材に多量に認められるカシ類が自然木にはほとんどないことから、これらは周囲

に生育していた樹木を伐採・加工したものではなく、他の場所からもちこまれたものであるとされている（鈴

木・能城 1988）。しかし、奈良～平安時代のものとされる富岡市田篠上平遺跡の出土炭化材（高橋 1988) 

や本遺跡の結果からみると、照葉樹林とよべるものではなかったとは思うが、ある程度の本数あるいは面積

を占めるカシ類が生育していた可能性を指摘できる。今後は、こうした視点にたった解析を進める必要があ

ろう。

引用文献

鈴木三男・能城修ー 1988 新保遺跡出土自然木の樹種とそれによる古植生の復元、「新保遺跡 II 弥生・古墳時代集落編 ー関越自動車道
（新洞線）地域埋蔵文化財発掘調査報告書第18集一く本文編〉」、群馬県教育委員会•閲群馬県埋蔵文化財調査事業団、 435-453

高橋利彦 1988 田篠遺跡出土岩化材の樹種、「田篠遺跡発掘調査報告書」、群馬県教育委員会、闘群馬県埋蔵文化財調査事業団
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第525図 第53号住居跡炭化物出土状態実測図
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第 3 節 長根羽田倉遺跡出土炭化材の樹種

No. 8 モミ属の一種 木口 X 100 No. 8 柾目 X200 No. 8 板目 X 150 

No. I プナ属の一種 木口 X50 No. I 柾目 X200 No. I 板目 X 150 

No. 3 コナラ属の一種 木口 X50 No. 3 柾目 X 200 No. 3 板目 X 100 
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第 4 章成果と問題点

No.19 コナラ属の一種 木口 X50 No.19 柾目 X 150 No.19 板目 X 150 

No. 2 ニレ属の一種 木口 xso No. 2 柾目 X 150 No. 2 板目 X 100 

No20 ケヤキ 木口 X 70 No.20 柾目 X 150 No.20 板目 X 100 
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第 3 節長根羽田倉遺跡出土炭化材の樹種

No. 6 クロモジ属類似種 木口 X 100 No. 6 柾目 xzoo No. 6 板目 X 150 

No.15 サクラ属の一種 木口 X 70 No.15 柾目 X 150 No.15 板目 X 150 

No.12 カエデ属の一種 木口 X 100 No.12 柾目 X200 No.12 板目 X 150 
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